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本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　点てん蔵ぞうは、正まさ純ずみの言葉に対し、売り場の奥で紙箱を潰つぶしながらこう思った。

　……また、一気に攻めるもので御ご座ざるな、正純殿どのは……！

　何故なぜなら彼女はこう言ったのだ。

「明あけ智ち・光みつ秀ひでの襲しゆう名めい権けんを、武蔵むさし側に譲ゆずって頂いただく事は可能だろうか」

　これは、重要な提てい案あんに御座る、と点蔵は思う。

　明智・光秀こそが、自分達の介かい入にゆうしようとしている本ほん能のう寺じの変へんの首しゆ謀ぼう者しやだ。

　京きようの都みやこ。その郊こう外がいにある本能寺に逗とう留りゆうし、交こう渉しようなどを行っていた信のぶ長ながを、腹ふく心しんであった明智・光秀が急きゆう襲しゆう。天てん下か統一に最短距きよ離りの道を進んでいた信長が討うたれる事で、織お田だ家けは分ぶん裂れつ。その中から羽は柴しばが台たい頭とうし、天下統一を成し遂とげるのだ。

　信長が討たれなければ、羽柴の天下統一は生じただろうか。

　この辺りには諸しよ説せつあるが、聖せい譜ふ記き述じゆつを見るにおいて、本能寺の変が当時の「誰だれが天下統一をするか」に対するターニングポイントである事は確かだと、点蔵はそう思う。

　……この辺り、ゲームでもメジャーなネタで御座るなあ。

　とはいえ、実在の人物を出すならばともかく、暗あん殺さつまで行くと国際問題にもなりかねない。

　現代シミュレーションの一つ、〝伸のぶ長ながの野や棒ぼう・怒ど張ちようＰＫキット〟では、一五八三年の該がい当とう時期になると明智・光秀が野棒を持ち出して怒張でＰＫ（隠いん語ご）始めるのだが、この時に対たい処しよを間違えると「うわあ佐さ久く間まがＰＫされた！」などと派は手でな事になってイベントＰＫで強制ゲームオーバーだ。新シリーズが出るたびに条件などが変わるため、通神帯ネツトの攻こう略りやくサイトは定期的に賑にぎやかになる。

　また、古こ典てんともいえるギャルゲーシリーズ〝茶ちや器き目め利ききメモリアル〟だとこの時期の明智・光秀に茶器をぶつけてはならないとされているし、格かく闘とうゲームの〝風ふう雲うん目もく録ろく史し48〟では、遂ついに明智・光秀に一五時八三分（一六時二十三分）から一定時間〝FATALITY AKECHI TIME〟が実じつ装そうされ、教きよう導どう院いん帰りのゲーセンでは放ほう課か後ごの暖まった時間から誰もが明智しか使わなくなるという事じ態たいになっているという。

　神肖テレビドラマや小説、漫まん画が草そう紙しでも、そういったものが今年度はよく見られる辺り、社会的にも本能寺の変に注ちゆう目もくというか、誰もが、妙みような期待に似たものを抱いているのだろう。

　だが、P.A.Oda以外の国から見ると、一つの懸け念ねんがあるのだ。それは、

　……明智・光秀が、本当に本能寺の変を起こすで御座ろうか。
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　点蔵は思う。

　……明智・光秀本人こそが、本能寺の変に対する最大のストッパーなので御座るな。

　今、明あけ智ちが京きようの管理をしているのは、聖せい譜ふ記き述じゆつでも彼が朝ちよう廷ていとの連れん絡らくなどを手がけていたという、そんな重要な役割を持つからだ。

　逆に言えば、彼が京から動かねば、本ほん能のう寺じは生じない。

　ゲームのように、期日になったら下げ克こくメーターが振り切れる訳わけではない。P.A.Oda側からもいろいろと指し示じが出ているであろうし、明智本人としても思うところがあるだろう。

　……P.A.Odaで信のぶ長ながの麾き下かとして琵び琶わ湖こ安あ土づちなどに詰めているのではなく、京に入っているのも、そういった距きよ離りの取り方なので御ご座ざろうか。

　推すい測そくも含むが、そのようにP.A.Oda全体が本能寺の変へんに慎しん重ちようになる一方で、明智側も簡単に踏み込めないという理由も、あるのだ。

　何故なぜなら、と思った言葉の先を、本の梱こん包ぽうを解きつつ、ネシンバラが告げた。

・未熟者：『──本能寺の変の後、三日後には山やま崎ざきの合かつ戦せんで明智勢ぜいは壊かい滅めつ。明智・光みつ秀ひでは逃とう亡ぼうの途と中ちゆうで討うたれる事となる。それを理解の上での発言かい、ヅカ本ほん多だ君』

　そうだ。

　もしも明智・光秀の襲しゆう名めい権けんを得た場合。その歴史再さい現げんは重要な足あし枷かせとなる。

・未熟者：『つまり、本能寺の変への介かい入にゆうは可能でも、、続く山崎の合戦を経て、武蔵むさしは討ち取られ、二度と各かつ国こく間の流れに浮ふ上じようする事を赦ゆるされなくなるかも知れない。

　その莫ばく大だいなリスクを考こう慮りよの上で、今の提てい案あんをしたのかい、ヅカ本多君』

　ネシンバラの重ねられた問いかけ。

　その言葉に、皆が注ちゆう目もくしているのを点てん蔵ぞうは悟さとった。売り場のフロントに立っているメアリの髪かみからは白い花が零こぼれるのが止まり、ナイトも何気ない振りをしながら言葉を作らない。

　成なる実みは素知らぬ振りで潰つぶした箱をまとめるのを止めて伸びをして、二ふた代よからの間かん食しよく調達通神文メールも今は止まってしまっている。

　更さらには、浅あさ間まとミトツダイラの視線の先、ホライゾンの足あし下もとで、既すでに両腕うでが〝さん・はい〟の準備をしているのだが、

　……ま、まあ、注目しているという事で御座るよ！

　その事が理解出来ているのだろう。やや時間を置いてから、

・副会長：『何だ、ネシンバラ、お前──』

　正純が、ネシンバラにこう言った。

・副会長：『お前の物言い。──凄すごく盛り上がっているように感じるぞ』
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・金マル：『……バラやんだと普通にあり得るね』

・ウキー：『というか今、ポーズつけておったしな』

・立花嫁：『メンタル的にあまり元もと信のぶ公こう辺りと変わらないのは危険では……』

・未熟者：『な、何だよ！　こういうのはまずその気になって受け入れるところから始まるんだよ！　問題の理解って、そういう事だろう？　違うか!?』

・貧従士：『あの、そのルールだと、犬の糞ふんの不ふ始し末まつを考える時、同じ事しないといけなくなるんで、破は綻たんしてると思うんですが』

・●　画：『今、この現場においては、人によったら破綻してないと思うわソレ』
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　皆、賑にぎやかで何よりだ、と正まさ純ずみは思った。

「明あけ智ち・光みつ秀ひでの襲しゆう名めい権けんを、武蔵むさし側で譲ゆずり受ける」

　この提てい案あんの是ぜ非ひについて、武蔵内部ではいろいろあるだろうと思う。だが、外部、特に明智側として見れば、大きなメリットがある筈はずだ。それは、

「──明智・光秀が討うち取られるという歴史再さい現げん。その内容を、私達ならば死で終える事なく、完かん遂すいが出来る」
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　そう来たか、と巴ともえ御ご前ぜんは思った。

　明智・光秀の襲名権を譲り受けるとは、本ほん能のう寺じの変へん介かい入にゆうの方法として案あん外がい第一候こう補ほにすべきやり方だろう。何しろ首しゆ謀ぼう者しやになれば、その案あん件けん自体を支配出来るのだ。

　無む論ろん、本能寺の変においては、明智と信のぶ長ながが重要人物ではある。

　だが、明智・光秀も討たれはするが、信長もまた討たれる。しかも現場で、だ。ならば、この件を支配し、なるべくリスクを回かい避ひするならば、明智側を得た方がいい。特に、武蔵側は今のところ、信長と接せつ触しよくする機き会かいが無いのだから、ここで襲名権を望むべきは明智・光秀のものだろう。更さらには、

　……武蔵の方針に関わってくる事でもあるな。

　歴史再現の強制による損失を許さない。

　これは、届かぬ場合もあるが、それでもなお掲かかげる武蔵の大たい義ぎ名めい分ぶんであろう。この主義があるがゆえ、聖せい連れんの麾き下かにある国々は、武蔵に〝歴史再現に反する事〟を頼める。一種のエスケープである事は確かだが、その意味を武蔵は明智・光秀にも適用しようというのだ。

　ただ、このやり方には問題がある。何故なぜなら、

「明智・光秀が、本当に死ぬ事になるかどうか、まだ解わからぬであろう」

　試しとして、また、ちょっとした援えん護ごとして、問うてみた。

「彼が死ぬと解っていないのに動こうというのは、少々、勇いさみ足ではないかね？」

「そんな事は無い」

　武蔵副ふく会長が言った。

　古こ式しき自じ動どう人形。明あけ智ちの腹ふく心しんを自じ認にんする冷れい泉ぜいを前に、口を開いた。

「現状、聖せい連れんの代表たるK.P.A.ItaliaはM.H.R.R.神聖ローマ帝国の支配下にあり、実質、羽は柴しばの管理下だ。そして羽柴達の方針は、歴史再さい現げんの準じゆん拠きよ。

　──では、明智・光みつ秀ひでは誰だれに討うたれる？　まさか身内に対しては見み逃のがすという事を、羽柴は行うというのか？」

　その通りだ。

　本ほん能のう寺じの変へんはP.A.Oda側、特に織お田だ家けの歴史再現となる。だから、

「信のぶ長ながにおいては、P.A.Odaや織田の歴史再現であるため、死の強制はないかもしれない」

　だが、と武蔵むさしの副ふく会長が言った。

「──だが、明智光秀は、羽柴に討たれるのだ。そこには確実な死がある。羽柴が方針を変へん更こうしない限りは、明智・光秀の襲しゆう名めい者しやは討たれるし、それが聖連の為なすべきとなる。

　逆らう事が出来るのは、私達だけだ」

　さあ、

「冷泉。貴女あなたは明智・光秀の腹心と言った。ならば、主人を護まもるという案あん件けんは、貴女の指し示じ系けい統とうの中に入っていないのか。それとも──」

　言った。

「──明智・光秀本人でなければ、判はん断だんが出来ぬのだろうか。この案件は」
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　正まさ純ずみは、言ってから内ない心しんで一ひと息いきを吐いた。

　正直、この内容はちょっと考えた。

　……自動人形相手だもんなあ。

　自動人形は自分の中の最善を望んで判断する。だから、自動人形の中には〝最善〟の基き準じゆんとなるものが存在する。

　冷泉の場合は、明智・光秀だろう。

　明智・光秀の襲名権けんを狙ねらうのは元から考えていた事だが、その交こう渉しよう手段の選択は、冷泉を考こう慮りよするならば、

　……彼の命の保ほ護ごそのものだ。

　ゆえにこちらは、押す。

「どうだ？　主人の命に関する判断を、君が出来るのか」

・ホラ子：『正純様！　悪！　悪ですね我々は……！』

・副会長：『……一応聞いておくけど、ホライゾンルールは、ここで適用されるか？』

・ホラ子：『いえ、正純様がノリノリならばホライゾン風ふ情ぜいが出る幕まくもないかと』

　だったら大だい丈じよう夫ぶか。話が安全にまとまる気がする。

　足あし下もと、いつの間にか両腕うでが左右に控えてシャドーボクシングを行っているが、多分大だい丈じよう夫ぶ。その筈はず。何かあったら怪かい異いと言い張って逃のがれよう。よし大丈夫。いける。

　とはいえこちらは反応待ちだ。出来る事はといえば、冷れい泉ぜいを前にただ立っているしかないが、彼女の方は、

「Ｔｅｓテスタメント．、──これは確かに難しい案あん件けんですね。私の方では判はん断だんがつきません」

　言うなり、冷泉が表示枠サインフレームを出し、耳に当てた。

「明あけ智ち様、少々宜よろしいですか？」
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『あ、はい、明智です。──え？　冷泉君？　何？　もう撤てつ収しゆうしろとか？　違う？　違うの？　じゃあ何です一体。──え？　忙いそがしいかって？　いや、今さっき佐さ久く間ま君から連れん絡らくあって、ちょっと限数の関係で二周しなくちゃいけないんだよ。そう、何か佐久間君の蟄ちつ居きよ本が出てるらしくて。ああ、連座サークル名〝妖よう刀とう直ちよく入にゆう〟。でもそこがスミベタの修正が薄かったとか何とかでまた議ぎ論ろん始まっちゃって、今ちょっと警けい備びの僧そう兵へい出てきてね、恐らくあと四十分くらい？　それから他、挨あい拶さつとか、自分の欲しいのとかいろいろあって、どうなるかなあ……。

　──あ、うん。って何？　何やってるの冷泉君。誰だれかと話してる？

　……何かまた勝かつ手てな事してないよね!?　ね!?』
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「結論が出ました」

　冷泉が、表示枠を耳に当てたまま静かな視線を向けるのを、正まさ純ずみは見た。

　対する自じ動どう人形は、一度会え釈しやくをして、

「明智様、今、所用で手が離せないようです」

・金マル：『……何処どこに並んでるんだろ』

・十ＺＯ：『狩野かのう系けいだと、大手はこの時間帯、地じ獄ごくで御ご座ざるぞ』

・あさま：『実のところ、ちらほら手伝いに駆かり出された経けい験けんもありますが、確かにこの開始一時間後くらいの停てい滞たいと混雑はキツいですよねー……』

　どうすんだ一体、と正純が思った時だ。

「ねえ、ちょっといいかしら」

　竹ボトルからの給水を終えたナルゼが、額ひたいに汗あせ止どめのバンダナを巻いて来た。

　彼女は、こちらに用があるのかと思えば、冷泉に軽く手を上げ、

「それ、表示枠、向こうで並んでるなら手伝えるわ。アンタの主人の手て間ま、半分以下の時間で終わらせてあげる」

　と、ナルゼが手を差し出す。すると冷泉は、

「────」

　一いつ瞬しゆん考え、こう言った。

「それだけですか」

「それだけよ、当たり前じゃない」

　だって、とナルゼが小さく笑って言う。

「的てき確かくな対たい処しよと迅じん速そくと効こう率りつ化か。一つの連座サークルが行ぎよう列れつを早く捌さばけば、そこから去った人達は他の連座に早く回る事が出来て、欲しいものは手に入るし、結果、多くの連座に人が行く事になり、交こう流りゆうも深まるわ。疲れも少なく翌日参加も気合いが入るし、全体が活性化するのよ。

　言い換えるなら、手て間ま取どってしまっている人達は、それ自体が全体の流れを止める原因にもなるし、欲しいものも手に入らないし、交流も出来なくなっていい事無いわ。

　──アンタがそれを解消出来るならいいわ。私は出来る。どう？」

　対する冷れい泉ぜいが、また考えた。少し、表情が消え、ただ三秒後に、

「それだけならば、お任せします」

　耳に当てていた表示枠サインフレームを、しかし彼女がナルゼに手渡した。
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　よし、とナルゼは表示枠を手に取った。耳と肩に挟むように構えるのは作画時の遣やり取とりの癖くせだ。顔横に置いていると目が行ってしょうがない。

『ハァイ、今どこいるの。明あけ智ち・光みつ秀ひで』

『は？　──冷泉君？　声が変わったね？　態度も』

『何言ってるの。別人だから安心なさい』

・十ＺＯ：『あ、安心出来ぬで御ご座ざるよ……！』

　やかましい。

『どうでもいいから言いなさい。今何処どこ並んでるの？』

『いや、それは、そのう』

　言っている向こうの声の裏から、聞き慣れた音が届いてくる。あの風音は、

『ああ、武蔵むさし野のの左さ舷げん側。じゃあ〝妖よう刀とう直ちよく入にゆう〟に並んでるのね』

『何で解わかるんです……!?』

　風音だ。

　艦かんの構こう造ぞう体や外がい殻かくが作る風の響ひびきは、笛ふえのように各艦で違う。

　艦構造は艦ごとに違うし、武蔵むさしの左右舷艦隊は一番艦以外非ひ対たい称しようだ。その左右一番艦も、内うち舷げんと外そと舷げんでは艦間輸ゆ送そうの質が違うため、並ぶ接せつ舷げん設備には大きな違いがあるし、中央二艦も、牽けん引いん帯たいによる連れん環かん輸送設備などによってまた風音の違いがある。

　それらの聞き分けは、武蔵内の配送業ならばすぐに出来るようになる。風音の強さや響きによって、艦かん間かんの風を読めば、燃ねん料りよう消しよう費ひの軽減や、事故を防ぐ事が出来るからだ。

　それに、

　……有あり明あけ内は空くう調ちようが定まっていて、今日きようみたいに窓を開けても大たい差さはないわ。

　人が多く入っているから、基本、風は下から上に広い範囲で上がる。

　慣れてみれば、武蔵むさし全体が低い笛ふえの音ねのような響ひびきを立てているのが解わかる。これは艦内では緩かん衝しよう術じゆつ式しきによって消されるものだが、外では違う。人も多いために緩衝は大部分を切っているし、表示枠サインフレームを通して増ぞう幅ふくもされる。鈴すずとまではいかないが、

「結構、解るものねえ」

　この辺り、提督アルミランテが上手うまい。通信するとすぐに「今、高たか尾お左さ舷げんか」などとやってきて、調子良い時は下か上かまで当ててくる。

　そういった技術は、勿もち論ろん、こういう時でも有用だ。

『──いい？　〝妖よう刀とう直ちよく入にゆう〟が終わったら、何処どこに並ぶつもり？』

『え、ええと、次は〝ムラムラマサ〟に』

『ハードなのが好きなの？』

『い、いえ、そういう訳わけでは』

　そう、と頷うなずき、ナルゼは言葉を続ける。

『〝ムラムラマサ〟に行くなら武蔵むさし野のと村むら山やまの間を抜ける時、村山寄りに移動しなさい。武蔵野寄りだと、多分その頃ころ〝第三次タマガハラカ〟の行ぎよう列れつに巻き込まれるわ。村山の方ではジャンル〝鉄てつ鉱こう石せき〟が解る人しか解らない状態になっているから、〝て〟ラインに合わせていけば高速移動出来る筈はず。途と中ちゆうで売店が冷やし飴あめ売ってるからそこで給水。

　──で、そこから次は？』

『あ、は、はい！　次は〝奥おく之の利り休きゆう〟へ』

『ハードなのが好きなのね』

『い、いえ、そういう訳では』

　いいから、と頷き、ナルゼはしかし首を振った。

『残念だけど、そこ、さっき完売してたわよ』

『え!?　こっちの情報だとまだ列を伸ばしてるそうですけど……！』

『列が長過ぎて連れん絡らく行ってないのよ。こっちは当人から連絡きてたから』

『あ、貴女あなた一体何者なんです!?』

　そうね、とナルゼは思し案あんした。

「これ、私の名前を出したら駄だ目めよね？」

「武蔵側とはいえ、副ふく会長トバして交こう渉しよう割り込みはちょっとなあ」

　だったら、とナルゼは表示枠に唇くちびるを近づけた。

『安心しなさい。さっきも言ったでしょう。赤の他人よ』

『し、しかしあまりも現場に詳しいその素す性じよう、──先生と呼ばせて下さい！』

『先生はやめなさい。柄がらじゃないわ』

　声を聞きつけた馬ば鹿かがこちらに振り向き、右の手を上げた。

・俺　　：『先生！』

・ホラ子：『先生！』

・賢姉様：『先生！』

　やめなさいって、とナルゼは微笑した。

『──じゃあ、次の経けい路ろ指し示じするからよく聞くのよ』
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　正まさ純ずみは、しばらくの後、ナルゼが表示枠サインフレームを戻すのを見た。

　受け取った冷れい泉ぜいが、ナルゼに頭を下げようとするが、黒魔女シユヴアルツヘクセンは構わない。

「礼れいはいいわよ。この現場の事を考えたら為なすべき事だし」

　既すでにナルゼは、また空あき箱を潰つぶし、出たゴミ類をまとめ始めている。

　置いて行かれたような形になった冷泉がこちらに視線を向けてくる。

「あのう」

「気にするな。向こうはベテランだ。それも出しゆつ展てん側の。君の主人は買い手側のベテランかも知れないが、現場の情報などはこちらの方が有利な部分もある。そういう事なのだろう」

　そうですか、と冷泉が自分を納なつ得とくさせるように頷いた。

　そして彼女は、表示枠に頭を下げ、

『明あけ智ち様。──あ、いえ、先生？　違います。何ですかその残念そうな声』

　正面、冷泉が手を軽く上げ、巴ともえ御ご前ぜんに視線を送る。そして、

「すみません。ちょっと明智様がこちらに来られるかどうか、時間など計測したいので、有あり明あけ内部の状況など示し唆さして頂いただけますか」

「だったらまあ、確かに通年参加している私が担当した方がいいであろう。武蔵むさし副ふく会長、有明内部の現在の状況、こちらにレポート出来るかね？」

・武蔵野：『全体把は握あくは秒単たん位いで変動しているので難しいのですが、移動経路を教えて頂ければ、その範囲を重点シミュレートしますので、宜よろしく御お願ねがいします。──以上』

　出来るという事だ。つまりは、冷泉が会え釈しやくで言うなら、

「明智様の方、余よ裕ゆうが出来ましたら、会議などは可能かと。ただそれをすべきかどうかは、先さき程ほどの案あん件けんについて私の方ともう一度検けん分ぶんの上での判はん断だんとさせて下さい」

「充分だ。測って貰もらい、この場での会議に繫つなげられるようにすればいいのだな？」

　右横、紙箱を割っていたナルゼが「よっしゃ！」と両腕うでを振り上げた。

　周囲の人々はそれを見て、何か意味も無く拍はく手しゆをする。

・副会長：『……何で何も知らないのに拍はく手しゆとか、反応があるんだ？』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、お祭りって、そういうものですのよ、正まさ純ずみ。訳わけが解わからなくても、誰だれかが喜んでいたら、その喜びを分けて貰もらうために祝いに参加する。それが出来る場ですもの』

・俺　　：『ま、夏休みの空気がある上で、そういう祭だもんな。解るだろセージュン』

・副会長：『うーん、……大体私、長期休きゆう暇かは溜たまった本を消しよう費ひしたりとか、ほら、政治関係の勉強とか、そっちに費やしていたりだからなあ』

　言うと、皆が明らかに一歩引いた。

　対し、フォローするような笑顔で浅あさ間まが、

「ほ、ほら、正純だって、そういう積み本の中から、大だい事じな一冊に出会う訳ですよね？」

「いや、これ後回しでいいかー、と思うから積んでた訳で、大体は消化試合だ」

　告げた言葉に、誰もが顔を見合わせた。何か悪い予感がしたので、

「おい」

「フフ、駄だ目めよ正純！　夏休み中ちゆう盤ばんだけど大事な事よ！」

　見ていると、皆、売り場のフロントに立つ者以外は、肩を合わせるようにしてひそひそと、

「……インドア気質でももうちょっとどうにかならないかしら」

「……あれは夏休みを無む為いに過ごすんじゃなく、有ゆう為いに過ごすのを否定する派よね」

「……明らかに、地元の祭なんかも、家から音聞いて済ますタイプですね……」

「だ、大体合ってるけど悪かったな！　というかホライゾンだって夏休みとか初はつ体験の筈はずだぞ！　こっち陣じん営えいじゃないのか!?」

「いえ、ホライゾン、両腕うでのパワーアップと、うちの布ふ陣じん関係でやたらと充実してますので、これはこれで有りかと判はん断だんしました」

「じゃ、じゃあ、そこにいる黒くろ藻もの獣けものは」

『なつやすみは　ぬまちで　あそぶのー』

『ようぶん　たっぷりー　ぷりぷり』

　つまり、と馬ば鹿か姉あねが顎あごに手を当てた。

「──駄目よ正純！　今のアンタ、下水に流れてるゴミ以下の価か値ちよ！　もっとプリプリしなさい！　ほら！　こうよ！　こう！　プリプリザブゥ──ン！」

「後半部分は無視するけど、前半部分は言われると思ったらホントに言われたよ！

　──というか、いいよ私にはツキノワいるから」

『ま──？』

　ツキノワの疑問詞に重ねるように、ウルキアガが手を上げた。

「……何で貴き様さま、アリクイ連れて旅行というか遊び行こうとか、そういう発はつ想そうにならぬのだ」

「……いや、家で寝ながら本をめくるのツキノワにさせてると、それでいいかなあ……、って。ツキノワもそれで文もん句くないみたいだし」

　うわあ……、と皆が引いた。

　あの、とミトツダイラが手を上げる。

「ただ、ツキノワに外がい界かいの知ち識しきが無いだけではありませんの？」

「正まさ純ずみ、オオアリクイは野生の状態だと暗あん黒こく大陸のサバンナを意い外がいとアクティブに過ごしているんですから、出来れば一日一回は日光に当てた方が……」

「何か植物みたいだな……」

　だが、ツキノワの生育に支し障しようがあるとなれば、飼い主としては考こう慮りよが必要だろう。

「うーん、じゃあちょっと、外に出るのを考えて見るか。新しい本のチェックのために古こ書しよ店など見に行く必要もある訳わけだしな」

「少しの進歩を褒ほめるべきかと思いますけど、……でも、そういうの、家の方は何も言いませんの？　父親とか」

　うーん、と正純はまた唸うなる自分を自覚する。

「……父達の方も、この時期は溜たまった資料や仕事を片付けるのに、関係者の家で泊とまり込みの仕事とかしているからなあ」
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「おい！　コニタン！　今回の抱き枕衣い装しようは両手も外に出せて動きやすいぞ！　前回は股こ間かん部分からしか手が出せなくて三回くらい通報されたからな！」

「そうですなノブタン！　ともあれ今は収しゆう穫かくの時期、三日前から体力温存や小こ銭ぜに取り出し筋きんトレなど繰くり返したおかげで、スムーズに進行しておりますぞ！」

「コニタン、他の連れん中ちゆうはどうだ！　今回初めての菅すが沼ぬまめ、余よ裕ゆうで御ご座ざいますとか言っていたが、ヤツの選んだ衣い装しようは黄おう金ごん具ぐ足そくの丑うしの刻こく！　格かつ好こだけで選んで最初のやられ役と知らぬとは、この熱気で蒸むし風ぶ呂ろ状態であろう……！」

「あの黄金具足、私、小しよう等とう部ぶの頃ころは丑刻の人権無い流れだったので嫌いやな思い出たっぷりですぞノブタン！」

「はははは巳みの刻こくの私は黒くろ幕まくでいい位置だったぞ！　ともあれ今回の合がつ宿しゆく、本番スタートからいい空気だな……！　──おっと、そこのお嬢じようさん、撮さつ影えいならここで充分ですとも……！」
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「──まあ、父達がそうやって仕事をしている間、政治家志望者という身分の私が、外に出てこれみよがしに遊んでいてはいかんだろう」

「まあ、何か理由をつけて外に出る事や、息抜きは必要ですのよ？」

　そういうものかなあ、と思うのがいかんのだろうな、と正純は感じる。

　……大体、読書自体が息抜きと実じつ益えきを兼かねてるからなー……。

　ここら辺、通じないもののような気もするから、しょうがない。更さらには、

「ハイ、それでは皆、セージュン君が外に出てるのを見つけたら率そつ先せんして何処どこかに連れ出すように──！」

「ウ、ウザいよお前は……！」

　と、肘ひじで牽けん制せいしていると、動きが見えた。冷れい泉ぜいの方に現場のアドバイスなどしていた巴ともえ御ご前ぜんだ。彼女は、有あり明あけ概がい要よう図ずを出し、明あけ智ち・光みつ秀ひでが今いるルートを冷泉に見せながら、

「副ふく会長、ちょっと待っていたまえ、時間計測しつつ、ここの作さ法ほうを教えてる」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずくと、半はん目めの冷泉が頭を下げた。

「……どうした？」

「Ｔｅｓテスタメント．、今いま更さら隠かくす事でもないのですが、私、こういう現場は初めてですので」

「ああ、内だい裏り勤めだと、当たり前と言えば当たり前だろうな……」

　うんうん、と頷きつつ、冷泉に出来るアドバイスと言えば、これだ。

「──忙いそがしいだろうが、たまには外に出た方がいいぞ」

　背後の皆が、身動きを一いつ瞬しゆん止めたのは気にしない事にする。







[image: 第五十七章『売り買い現場の喧嘩屋』]
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　冷れい泉ぜいが巴ともえ御ご前ぜんに現場の作さ法ほうを教えて貰もらっている間、正まさ純ずみはちらほらと皆を手伝った。

　そして気付くのは、この空気を、意い外がいに楽しんでいる自分だ。

　元は、この場に各かつ国こくの重要人物が来ていたならば自分が出ようと、そんな気持ちだった。

　大体、現場は忙いそがしいだろうし、自分の知らぬ場所、アウェーの空間だ。

　しかし、来てみれば、やはり祭だ。

　人々が動き、彼らの流れには目的意い識しきが有り、何よりも熱気がある。

　……楽しむ、というのとは、また少し違うか。

　夢む中ちゆうだ。

　彼らの目的。それは、作られたものを得る事であったり、人と交こう流りゆうする事であったり、ともかくこの空気を味わおうとする事であったり、いろいろだろう。

　ただ、夢中だ。これだけの人員が動き、流れて行く中では、そうならざるを得ない。各所の休きゆう憩けいスペースや、休きゆう息そくラウンジとなっている武蔵むさし甲かん板ぱんからは、これからの夢中の時間の作さく戦せん会議をしたり、息を吐いて周りを見回している者達もいる。

　自分も、その中の一人だ。

「正純、こちらの──」

　ミトツダイラが、在ざい庫この箱を指し示す。使わない箱だ。だから潰つぶそうとすると、

　……お。

　向こうで、巴御前が手を挙げた。冷泉も一いち礼れいしている。準備が出来たのだろう。ゆえに、

「すまん、こちら、少し仕事の時間になったようだ。箱、そっちに任せていいか」

「良いとも。それが君がここですべき仕事だ。任されざるを得ない」

　ネシンバラが、近くの連座サークルから回ってきた帳ちよう面めんに、自分のサインや現場の感想を書き込んでいる。そして彼がそれを手渡す先、ナルゼがこちらに頷うなずいた。

「とりあえず、現場としては御お膳ぜん立だてしてやったわ。──やりたいようにやってきなさい」

　この二人に、こう送り出されるとは、思ってもみなかったと、正純はそう思う。

　だが、自分はこのためにいるのだと、そう思い直しながら、冷泉に言った。

「──では、改めて、先さき程ほどの件についての見解を聞こうか。検けん分ぶんとやらを、な」

　主人の生き死にについて、彼女は判はん断だん出来ない。ならば〝検分〟とは何かと思いつつ、己おのれは問う。

「明あけ智ち・光みつ秀ひでの襲しゆう名めい権けんを、武蔵に譲ゆずって頂いただく事は可能だろうか」
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　こちらの申もうし出でに対し、冷泉が首を傾かしげるのを正純は見た。

　彼女は、そのまま斜めにこちらを見て、

「……主人の生き死にの判はん断だんを私は下せません。なので逆にこう問います。──何故なぜなのですか、と」

　成なる程ほどな、と正まさ純ずみは思った。

　自分で判断出来ないなら、こちらに問いを投げるのか、と。

　……ならばこちらは応こたえていくしかないな。

「……私達にとっての利点は莫ばく大だいにあるが、それを全て告げようか」

「では、私どもにとっての利点は何ですか」

「明あけ智ち・光みつ秀ひでが死ぬ事が無くなる」

　言葉を投げかけた先、冷れい泉ぜいが、ふむ、と首を戻した。小さく会え釈しやくが入り、

「本ほん能のう寺じの変へんにて、明智様が失われると、そう思っているのですか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そう思っている」

　随ずい分ぶんと踏み込んでいると、そう考えながら、正純は断言した。

「正確には、山やま崎ざきの合かつ戦せんだろうな。──明智・光秀は失われる。違うか」

　もはや問いかけは確かく認にんの意味しか持たない。だが、冷泉は表示枠サインフレームを出し、耳に当てた。そして小声で幾いくつかの言葉を発し、

「──宜よろしいですか」

　自じ動どう人形が、静かに、確認するように、こう言った。

「明智様は、山崎の合戦で死ぬ気は無いそうです」
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・俺　　：『ハイ！　セージュン君の理論がここで破は綻たんしてしまいましたあ──！　さあ、崩ほう壊かいしたセージュン君はどうなってしまうんでしょうか、次回、お楽しみに……！』

・副会長：『やかましいよ馬ば鹿か、というか勝かつ手てに次回予告するな。今、とにかくデカい事実が解わかったのは確かなんだぞ……！』

・貧従士：『でも副ふく会長、ここからどうするんです』

・副会長：『そうだなあ、……というか、おかしくないか？　明智・光秀がP.A.Odaとはいえ、山崎の合戦は羽は柴しばが主しゆ導どうとなるものだから、歴史再さい現げんの強制はされる訳わけだよな。それが何で、明智側では死が了りよう承しようされてないんだよ、これ』

・銀　狼：『正純！　正純！　何か凄すごく〝考えてなかった〟感がにじみ出てますのよ！』





●






　冷泉は、武蔵副会長の言葉を聞いた。

「ちょっといいか？」

　右手を挙げ、疑問が来た。

「山やま崎ざきの合かつ戦せんは羽は柴しば主導だ。それで何故なぜ、明あけ智ち・光みつ秀ひでに死の歴史再さい現げんの強制が生じない事になる？　羽柴側の今までと比較して、ダブルスタンダードだろう」

　成なる程ほど、と冷れい泉ぜいは頷うなずいた。

　……なかなか鋭いものの見立てです。

　否いな、今、世せ間けんは大おお方かたがそのように明智勢ぜいの行く末を判はん断だんしているのだろう。聖せい連れんを支配した羽柴の方針に基づき、明智・光秀もそのように処しよ遇ぐうされる、と。しかし、

「羽柴様はM.H.R.R.神聖ローマ帝国が主、明智様の所しよ属ぞくされるP.A.Odaはまた別の方針を持っています。

　また、P.A.Odaとしてみた場合、羽柴様は明智様の下です。後こう輩はいです。そんな羽柴様の方針を、何故、明智様が飲まねばならないのですか」

　更さらに、言っておくべき事がある。

「P.A.Odaは聖連を脱だつ退たいしております。──この点からも、聖せい譜ふ記き述じゆつについて従わねばならないと、〝聖連側〟から強制されるつもりはありませんが？」
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・俺　　：『ハイ！　セージュン君の理論がここでまた破は綻たんしてしまいましたあ──！　さあ、二次崩ほう壊かいしたセージュン君はどうなってしまうんでしょうか、次回も、お楽しみに……！』

・副会長：『再度やかましいよ馬ば鹿か、というか勝かつ手てに連作にするな』

・貧従士：『いや、あの、副ふく会長、ここからどうするんです？』

・副会長：『ん──。何かおかしくないかコレ』

・立花嫁：『ふ、副会長、そろそろ柔軟な発はつ想そうに切り替えた方がいいかと……！』
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　正まさ純ずみは、ふむ、と内ない心しんで唸うなった。

　……意い外がいだな。

　明智・光秀の死を望んでいる訳わけでは無い。だが、それが当然である、というのが羽柴にまつわる何もかもの流れではなかったのか。

　明智・光秀だけが、そこから逃のがれられるのは何故か。

　冷泉が言うには、国も違う上に、上うわ役やくであり、更さらにはP.A.Odaが聖連と縁えんを切っているからだと、そうなる。

　だが、そうだとしたら、

「少し、突っ込んだ事を聞いていいだろうか」

「何をでしょうか」

　正純は、右の人差し指で、ある方角を示した。

　北東。そちらにあるのは、

「──北陸。そこにいる柴しば田た勢ぜいも、やがては羽は柴しば勢に潰つぶされ、柴田・勝かつ家いえも失われる事になるのだ。だが、今の君の理り屈くつが適用されるならば、柴田勢もまた生き残る。そうだな？」

　問うた先。自じ動どう人形が、こう即そく答とうした。

「流石さすがに柴田公こう達の事は関かん与よ外です」

　と、冷れい泉ぜいが言った時だ。

・未熟者：『──待った！』

・副会長：『同意だ。私もそう思う』

・ホラ子：『ミィトッゥォッツドゥァイラッ様──！』

・銀　狼：『Ｊｕジ、Ｊｕｄジヤツジ．、コレ多分アレですわ、アレ！』

・煙草女：『……どれさね』

・銀　狼：『Ｊｕｄ．！　──今の冷泉の応答、自動人形としての〝最適こそが最善〟というものになっていないんですの！』

　つまり、

・銀　狼：『同条件、同判はん断だんが出来る内容ですのに、それを関与外として避けましたわ！』

・ホラ子：『何と！　自動人形なのに面めん妖ような……！』

　ホライゾンが、足あし下もとで散らばった紙かみ紐ひもなどを、両腕うでに搔かき集めさせ、拾わせながら言う。

・ホラ子：『そのような奇き怪かいな自動人形が、この平和な世にいるとは……！』

・不退転：『……キヨナリ、ここ、ツッコんでいいの私くらいだと思うけど、どうしたらいいのかしら……』

・ウキー：『……成なる実み、ホライゾンは、アレ、中身がホライゾンだからな』

・金マル：『……それ、ナルミンの言った事を根本の部分で否定してないかんね？』

　というか、と、馬ば鹿かから給水済みの竹ボトルを受け取りながら、バルフェットが言う。彼女は売り場に本を補ほ給きゆうする手前、手指の汗あせをハンカチで拭ぬぐい、

・貧従士：『ええと、つまり、自動人形の判断ルールを外れた訳わけですね？』

　そういう事だ、とこちらは応じておく。

　……明あけ智ちも柴田も、同条件、同判断となっている内容だ。

・不退転：『……そうね、特に、その冷泉は内だい裏り側。内裏は不ふ可か侵しん故ゆえ、彼女は明智に付いていてもP.A.Odaという訳じゃないわ。それは柴田勢に対しても同様。

　ゆえに冷泉の両者に対する判断は、情じよう状じようや関係の積み重ねなどもなく、フラットに判断されるのが然しかるべき筈はずよ』

　ならば、

・立花嫁：『今の解答となった判断条件が何か。その推すい測そくとしては幾いくつかあります。

　まず一つは、柴田勢に特とく殊しゆな条件がある場合。

　別の一つは、──明あけ智ち側の条件が特とく殊しゆで、柴しば田た勢ぜいをその範はん疇ちゆうに収められない、という場合でしょう』

・副会長：『前者と後者、どちらだと思う？』

・未熟者：『フ、僕に聞くのかい？』

・副会長：『ホライゾ──ン!!』

・ホラ子：『ここは第三の選択で、その自じ動どう人形が狂っているというのはどうでしょうか』

・不退転：『キヨナリ……』

・ウキー：『言いたい事は解わかるがコレが普通だぞ、武蔵むさしだと』

　慣れる必要は無いと思うが、受け入れる事は大だい事じだと思うぞ。

　ともあれ、大体の推すい測そくは出来てきた。つまり、

・副会長：『……内だい裏りに入っている冷れい泉ぜいに、柴田側との密みつ接せつな付き合いがあるとは思えない。

　ならばここは、一いつ択たくだ』

　つまり、

・副会長：『──明智側に、表おもて見みでは解らないような奇き妙みようがあると、そういう事だ』
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　ほう、と巴ともえ御ご前ぜんは思った。今、自分の方は、ゲーリケ達が改派プロテスタントとして各かつ国こくから印いん刷さつ受じゆ注ちゆうの取り直しをしているのを表示枠レルネンフイグーアで検けん分ぶんしつつ、

　……内裏という言葉が、何となく見えてきたものであるな。

　内で有り、裏で有る。

　完全な閉へい鎖さ。何しろ、内側の裏側だ。普通に考えたら、そのような空間はあり得ない。

　無む論ろん、極きよく東とうの古こ語ごとしてみれば、これは宮きゆう城じようにおける皇おうの住すみ処かの事。その場合、確かに、内で有り、奥という意味での裏であるのだが、

　……何とも、わだかまるものであるな。

　五百余年。

　自分の起き点てん。否いな、己おのれの起点が、田舎いなかを伊い子こや駒こま王おう丸まると出た事であるならば、ターニングポイントとなったのは、間違いなく、この内裏の存在だ。

　冷泉は内裏の門番のような役。改派と隣りん接せつする京きようにおいては、彼女が代表として改派領りよう邦ほうとの折せつ衝しように当たっていた。そんな関係だ。

　だから今回、有あり明あけがこの位置についた事に対し、直接的な理由を聞きたいという彼女の申もうし出でに則のつとり、こう仲ちゆう介かいしたものだが、

「冷泉」

　口から、漏もれるように言葉が出るのを自覚する。何故なぜなら、

「聞くといい、冷泉」

「何をですか、巴ともえ御ご前ぜん」

「彼女達の、無ぶ粋すいな問いかけを、だ。──三み河かわ、関かん東とう、京きようから見たら田舎いなかの土地だろう。

　だが、彼女達にとって内だい裏りなど、過去に属するようなものだ。だからこそに──」

　五百余年。自分の思いを零こぼさぬように、己おのれは言葉を作った。

「──だからこそ、彼女らは、内裏に踏み込める無粋を恐れぬのだよ。私達とは違う」
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　全く、全くいけない。

　巴御前は、内ない心しんで苦く笑しようし、祭の暑さに汗あせを拭ぬぐった。

　ハンカチで触れた頰ほおは、しかし、苦笑ではない。明らかに笑っていた。それも、不ふ敵てきともいえる顔で、己の手指にわずかな驚きを得もする。

　……そうであるな。

　かつて自分が踏み込まず、そうする事を避けた訳わけでは無いが、距きよ離りを空あけた場所。

　そこに今、何も知らず、何も関係していない者達が踏み込んでいく。

　自分ではもはや出来ない事だ。だが、

　……そうであるとも。

　今の自分はそれを望み、己の関係に託したのだ。

　逃げているとも、見苦しいともいえる、他人ひと任まかせかも知れない。しかし、

　……私自身で踏み込もうとする私的な思いは、私を経ぬ事で、世界と時代を動かすぞ。

　さあ、どうする、とこちらはただただ関係の先を信じ、問うだけだ。

　すると、向けた視線の先で、武蔵むさし副ふく会長が口を開いた。

「明あけ智ち・光みつ秀ひでは、山やま崎ざきの合かつ戦せんで死ぬつもりはないと、そう言ったそうだな？」

　ならば、と彼女が右の手で己の首を引き、こう告げた。

「──ならば彼は、一体、何処どこで死ぬ気なのだ」
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　鈴すずは軋きしみを聞いた。

　それは、この会場内にあり得ない音だった。

　売り場のテーブルや椅い子す。床。立つ旗はたの支し柱ちゆうに、背後の武蔵の艦かん影えいも何もかも。どれもそのような軋む音をたてはしない。

　あるとしたら、今、近くでは、

　……ホライゾン？

　違う。誾ぎんや成なる実みの義ぎ体たいとも違う。それは今まで聞いた事が無いような、

　……自じ動どう人形の、関かん節せつの軋み……！

　冷れい泉ぜいだ。
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　鈴すずは知覚した。

　冷泉が、正まさ純ずみの問いかけに対し、微動だにしなかった事を、だ。

　だが、彼女は動いていた。

　正純の問いかけに対し、〝不動〟を選んだせいで、動かぬための力を加える事になったのだ。

　ゆえに自じ動どう人形は、自動という言葉を捨て、その瞬しゆん間かん、確かな不動の人形になった。

　何故なぜ、そのような事をしたのか。鈴には解わかる。

・ベ　ル：『今、その、冷泉、さん。……驚いた、よ。だから、それ、知られないように、した、したの……！』

　彼女はきっと、正純の言葉に驚いた。だから、

・ベ　ル：『正純……！』

・副会長：『Ｊｕｄジヤツジ．、──感かん謝しやする、向むか井い』

　正純が背を向けたまま、しかし、手をこちらに解るよう、肩に一度当てて音を作ってから、掲かかげてくれた。

　……あ。

　通じた。

　良かった、と鈴は思った。何故ならこれは、とても大切な事だと、解っているのだ。

　だって、生き死にの話だから。

　……トーリ君が昔に迷って、ホライゾンが、近ちか頃ごろに解り始めた事。

　自分だって、よく解っていない事だ。

　政治、戦争、私と公の狭はざ間ま。それらの中で、歴史再さい現げんというルールも有り、どうやっていくのかと問うのが現代だ。

　その最さい先せん端たんにいるであろう正純が問うた〝死〟に、冷泉が反応した。

　彼女の警けい戒かいを、自分は気付き、正純に受け渡して、

・ベ　ル：『正純』

　私達が抗あらがって、受け入れてきた事を、問うて。そして──、

・副会長：『Ｊｕｄ．、──確かめなければならないな。私達の交こう渉しよう相手が、自らの行く末をどう捉とらえているのかを』

　つまり、

「──明あけ智ち・光みつ秀ひでは、山やま崎ざきの合かつ戦せんで死ぬつもりはない」

　だが、と正純が言葉を続けた。

「何処どこで死ぬか、それについては、考えがあるというのだな」
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　冷れい泉ぜいは、身動きを止めていた。

　不動だ。

　今、明らかに自分は、先さき程ほど以上に自じ動どう人形の許容を超えた問いを受けている。

　主人の生き死に。それも、主人が判はん断だんすべきを、こちらに問われているのだ。

　しかし、だからといって、ここで主人に答えを求める訳わけにはいかない。

　……私とて、古こ式しきの内だい裏り付です。

　内裏は不ふ可か侵しん。それを黎れい明めいの時代から護まもってきた自動人形が、不ふ手て際ぎわな問題解決の道として主人を頼るようでは、いけない。

　冷泉は、一度頷うなずいた。首しゆ肯こう。全てを認める動きで、現状を己おのれに受け入れた。

　現在、相手は自分が主人と認めた明あけ智ち・光みつ秀ひでの事を問うている。彼が、何時いつ、何処どこで死のうとしているのかと問うている。

　主人にとって、プライベートな話題だ。主人の権利があるがゆえ、自分はそこに踏み込めない。だから、

　……宜よろしい。

　結果として、答える事は出来ないのだ。

　答えを知っていても、自動人形の最適は解答する事にない。ならば、

「その件について、お答えする事は出来ません」

　更さらには、と冷泉は言葉を重ねた。

「その件について、正しいかどうかを言う判断は、明智様も持たないでしょう」

　遮しや断だんだ。これ以上の踏み込みはさせないし、する事が出来ない。

　だから冷泉は、不動を解きながらこう言った。

「──他に、何かおありですか」
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　……逃げの一手だな。

　正まさ純ずみは、冷泉の判断をそう思った。

　有あり難がたいのは、彼女が自動人形である事だ。最適を最善とする判断でものごとを決めているため、臆おく病びようや考え過ぎによる〝話し合い自体の打ち切り〟が無い。

　お互いがもはや何も議ぎ題だいを提てい示じ出来ないと、そう解わかった時に彼女は会議の終了を宣せん言げんし、以後はこちらに耳を傾けなくなるのだろう。

　自分が為なすべきは、先さき程ほどと同じだ。

　正せい鵠こくを射いる。

　自じ動どう人形の判はん断だんと同様に、最適なものをただぶち込んで反応を待つ。

　荒っぽいし、駆かけ引きや落としどころなどの模も索さくなど、まず無い交こう渉しよう方法だ。だがコレ、よく考えたら、

　……ホライゾンや立たち花ばな嫁よめとか、伊だ達て家け副ふく長ちよう辺りを相手にしてるのと変わらないかなー。

　二ふた代よもちょっとその辺りがある気がする。

「成なる程ほど」

　ただ、話題として何を選ぶか。まるでクイズのようだと、そう思いながら、正まさ純ずみは思し案あんした。

　他に何かおありと言うなら、では、何があるだろうか、と。
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・副会長：『じゃ、皆、何かあるか』

・十ＺＯ：『い、いきなり他た力りき本ほん願がんで御ご座ざるな正純殿どの！』

・貧従士：『というか、ホントに他に何かあるんですか？　明あけ智ち公こうが、何処どこで死ぬかについて考えがあるかどうか、それについてすら話が出来ないと、そう言われた訳わけですよね』

・ベ　ル：『で、でも、反応、あったの』

・不退転：『強ごう引いんな介かい入にゆうは出来ないのかしら。だって、歴史再さい現げんによる死の強制の否定が武蔵むさしの方針だとするならば、今のは介入のトリガーとして充分では。つまり──』

・ホラ子：『戦争ダアアアアアアアアアアアアアアアアアア！』

・金マル：『会議ではぐらかしたから戦争、ってのは、聞いた事が無いレベルでの開戦の大たい義ぎ名めい分ぶんじゃないかな？』

・立花嫁：『……いえ、あの、しかし戦せん国ごく時代だと、実際にそのレベルで開戦している事もしばしばなので……』

・立花夫：『出された食事がマズかったり、妹や姉が実家に戻ってきたから開戦とか、極きよく東とうの大らかなところですよね』

・●　画：『じゃあアデーレ、そういう事で』

・貧従士：『え!?　え!?　何がですか!?』

・ホラ子：『他に何があるかを探るくらいなら戦争でサッパリ解決！　そういう事ですアデーレ様。そろそろ武蔵の主産業が〝四し季き折おり々おりの多た彩さいな戦争〟などになりそうな気がしてきましたが、これも極東の大らかな気き風ふうと言う事で』

・蜻蛉切：『正純が副ふく会長だと、こっちも仕事に困らず良いで御座るなあ』

・副会長：『良くないよ！　というか、戦争とか、まだそういうレベルじゃないだろ!?』

・あさま：『あの、正純……、〝まだ〟って、その……』

・ホラ子：『イエエエエエエエ！　正純様、何と慈じ悲ひ深い！　内だい裏り相手にまだ話し合いの時間を持とうと言うのですね!?』
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　何か言葉の選択をミスっただろうか、と正まさ純ずみは額ひたいに手を当てた。

　……いや、最終手段ちょっと前としての戦争があるというのは、前に話したしなあ。

　まあ、最終手段だから、ここで出す事もないだろう、とそう思う。

　大体今は会議の場。それも、お互いが手探りの状態だ。そんな状況でいきなり戦争をするかどうかの話になるなど、まるで脅おどしを使うヤクザ国家のようだ。

　平和が一番。その平和の保険として、戦争というオプションも盾たてにしておく。それが大だい事じじゃないのかな、うん。

「宜よろしいでしょうか、冷れい泉ぜい様」

　いきなり横から、ホライゾンが、右手を挙げて冷泉にこう言った。

「──正純様に対して下手へたな受け答えや上から目め線せんの交こう渉しようを行った連れん中ちゆうは、悉ことごとく戦争や首切りの憂うき目に遭あっておりますのでお気を付けを』
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　冷泉は、一いつ瞬しゆん、判はん断だんの全てを停止した。

　……お……、おう？　戦争？　首切り？

　意い識しきの外、セイフティ機き能のうが、意い思しなどを無視して強制アジャスト。頭の中で起き動どう音の歌が鳴って、刹せつ那なで己おのれは復帰する。

　慌あわてる、という感覚は自じ動どう人形には無い。だが、経けい験けんと統計から、今が恐らくそのような状態なのだという事は解わかっているし、否定しない。

　落ち着かねば。

　ゆえに為なすべきは、状況把は握あくだ。正面、武蔵むさし副ふく会長がいる。彼女の顔は、統計的に見ると軽く引きつっていると判断出来るが、実際はどうなのだろうか。調べたところ、武蔵の昨今の矜きよう恃じは〝ギャグに厳きびしい戦せん闘とう国家〟らしいので、顔かお芸げいという可能性も有り得るのだ。

　気を付けねば。

　まず自分が為す事は、交渉役として、自動人形として、相手と自分の最適と最善を見極める事だ。両者が最適からズレたと判断出来た時、その交渉には落としどころもなく、両者の得とくも無いと判断出来るのだから。ゆえに、

「武蔵副会長」

　彼女達と主人の会議が必要なのか否いなか、こちらは確かく認にんをせねばならない。そのためにも、

「戦争では多くのものが失われ、最善とも最適とも言えない状態となります。つまり戦争とは、どちらかが勝利し、決けつ着ちやくするという、まずその結論状態を導くという意味での最適でしかない、そのようなものと見受けますが──」

　さて、

「そんな選せん択たく肢しを、まずここで用いる事はありませんね？」

　確かく認にんのために問う。すると武蔵むさし副ふく会長が、武蔵の姫ひめの両肩を叩たたきつつ、急いだ動きで頷うなずいた。

「あ、当たり前だ。無いぞ？　そんな選択肢は、うん」

「本当ですか」

　追つい及きゆうすると、今度は、武蔵の姫が武蔵副会長の両肩を前から三度程叩き、

「正まさ純ずみ様、目が笑ってませんが」

「いいから！　いいから！」

　などと小声でやった上で、武蔵副会長が背後の現場集団に声を掛けた。

「──なあ、そうだよな皆！」

　声を飛ばした先。振り向いたのは武蔵の第四特とく務むの魔女テクノヘクセンだった。確か情報では白魔女ヴアイスヘクセンの彼女は、現場の作さ法ほうなのか、皆に合わせて黒魔女シユヴアルツヘクセン衣い装しようで、本の梱こん包ぽうを解きながら、

「正純……、見てられないわ……、そんな本心じゃない事……」

「だよねガっちゃん。セージュン、相手に合わせようとして無む理りしてるよね……」

「ええと、正純様？　よく解わからないのですが、あまり無理をしてもいい結果にはなりませんよ？　そうですよね点てん蔵ぞう様」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．！　そうで御ご座ざるよ！　無理はいかんで御座るな正純殿どの！」

「待て……！　おい！　今がどういう状況か解ってるのか!?」

　武蔵副会長が言うと、皆がある人物を見た。

　女じよ装そうだ。

　武蔵総そう長ちようが、総そう勢ぜいの視線の先で、ゆっくりと肩をすくめ、

「……セージュン、もう、二週間以上戦争してねえんだし、ちょっと戦争したくなってね？」

「待て──！」

　武蔵副会長には凄すごく同意だ。そしてこのタイミングで、声が来た。

「そうですわ。我が王」

　水み戸と領りよう主しゆが、女装に言葉を送る。彼女は副会長の方を見て、

「我が王、そんな、〝ラーメン食いにいかね？〟みたいな調子で言うのは駄だ目めだと思いますの。もう少し、厚めのステーキを頂いただきに行く時のように言わないと」

「スェンッソウッッダアアアアアアアアア！　──あ、失礼しました。ホライゾン、今、目の前に肉を置かれた時の心の叫びを再さい現げんしてしまいました。浅ましいですね。めっ」

「ホライゾン、そんな肉好きだったんですのね……！」

　Ｊｕｄ．、と頷うなずいた女装が、副会長を見た。彼は姫と共に右の親指を上げ、

「じゃ、セージュン、そういう事で」

「何がそう言う事だ……!!」

　彼らの遣やり取とりを見て、冷れい泉ぜいは、いつの間にか自分がまた不動になっている事に気付いた。

　……これは、一体……。

　何かマズい事が進行している気がする。

　だが、武蔵むさし副ふく会長が、慌あわてた動きでこちらに振り向いた。

「大だい丈じよう夫ぶだ、安心してくれ！」

　後ろ、戦争ー、戦争ー、と餌えさを欲しがる小鳥のような囀さえずりを始めた皆を置き、武蔵副会長がこっちに対して笑顔で言った。

「戦争は無い！　だから安心して交こう渉しようを続けてくれ！　いいな！」

　どう信じろと。







[image: 第五十八章『気になる場所の気になる者達』]
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「そういう訳わけで、だ」

　武蔵むさし副ふく会長が、両腕うでを広げて言うのを、冷れい泉ぜいは聞いた。

「──君が見て、感じたものを信じて欲しい」

　……どうしろと……！

　自じ動どう人形としては、こういう〝自分で考えよう問題〟は結けつ構こうやりにくい。何しろ基本は人類の手助けをするために生じた魂たましいなのだ。自分で何かを望んで考えて動くというのは、苦にが手てな部類に属する。

　だから、交こう渉しようにおいては「お互いの最適に摺すり合わせ」を基本として、両者損の無いようにしていく、というのが基本だ。そして可能であるならば、自分の頂いただく主人の意向に合わせるように、自分側の最適を優先としていくが、この段においても、相手の最適を損なうのはなるべく避ける、というのが自分の考える〝最適〟だ。

　両者、絶対にマイナスにはならないようにする事を、己おのれの最適であり、最善とする。

　要するに、絶対的ななあなあ付き合い。

　このセンスこそが、内だい裏りの不ふ可か侵しんを護まもるのには不ふ可か欠けつ。そのように冷泉は己を律し、黎れい明めいの時代から続けてきた。だが、

　……最適が戦争という交渉相手は流石さすがに初めてです……！

　いえ、だって、黎明の時代、人類は戦争を避けるために現状のシステムを作り上げたじゃありませんか。それで私達はその手伝いというか、まあいろいろあったりやったりのために内裏に入った訳わけじゃあないですか。

　それがどうして戦争を望むのか。今、目の前にいる武蔵副会長は、何だか必死の笑顔で、

「言っておくが、武蔵は平和主義だぞ」

　と言いつつも、

「戦争は最終手段として、各かつ国こくと渡り合うためにもオプションとして外してはいない。武蔵側から戦争をする事もない。世が平和になれば、武力は放ほう棄きも辞じさないつもりだ」

　などと言っているが、

「宜よろしいでしょうか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何だ？」

　冷泉は、疑問に思った事をそのまま率そつ直ちよくに告げてみた。

「今までそう言って、国こつ家か間の問題解決に対し、どれだけ戦争を解決手段としてきました？」
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　正まさ純ずみは、考えた。

　……三み河かわは……、ああ、うん、あれはしょうがないよな。

　アルマダの海かい戦せんも、あれは英国との話し合いで決まった事だしな。その前にあった特とく務むクラスを中心とした戦せん闘とうなども、元は英国側から仕掛けてきたものだしな。

　IZUMOの戦闘も、マクデブルクのも、三み方かたヶ原はらも、どっちかというとうちが巻き込まれた訳わけだし、……あ、三さん国ごく会議は最も上がみだけが争いに直結しなかった気がするな。あとは──。

・金マル：『セージュンセージュン』

・副会長：『ん？　何だナイト』

　Ｊｕｄジヤツジ．、と言いながら、ナイトが小こ銭ぜにを束たばにまとめながら言葉を作る。

・金マル：『向こう、〝何度戦争ふっかけた？〟じゃなくて〝戦争で解決したのは何度だ？〟って問うてるんだかんね？　そこ間違えたら駄だ目めだよん』

・●　画：『戦争以外で解決した事ってあったかしら？　というか戦争に直結しなかった交こう渉しようって、どんだけ？』

・ホラ子：『ホライゾン達が参加しなかった水み戸とで大おお久く保ぼ様がハシャいだ生徒総会とか、どうでしょうか』

・立花嫁：『あれは武蔵むさし内の意見集約ですから、国こつ家か間の問題解決ではない事になります』

・ウキー：『じゃあ、先日の安あん国こく寺じ・恵え瓊けいとの交渉などは、それか』

　おお、と皆が声をあげた。

・俺　　：『あるんだな！』

　……張り倒すぞこの野や郎ろう……！

　だが、皆が、作業の手を止める事なく、顔横に表示枠サインフレームを広げた。

・賢姉様：『フフ、それだったら他にあるのか、皆、さあ吐きなさい！　ゲロるのよ！』

・貧従士：『Ｊｕｄ．！　自分と里さと見み生徒会長が最上に行ったのもアレです！　伊達だてでは第二特務がハシャいで、上越露西亜スヴイエート・ルーシはノヴゴロド行きになったので違いますけど』

・あさま：『ええと、……水戸での、奥おう州しゆう藤ふじ原わらとの交渉も、一応は入るのでは』

・傷有り：『ハワードとの交渉はどうなのでしょう』

・未熟者：『あれはどちらかというとベルトーニ君の交渉だからなあ……』

・俺　　：『他、あったっけ？』

　……あると言ってほしいなあ……。

　と、何となく思っていたら、メアリが頷うなずきと共にこう言った。

・傷有り：『交渉回数などかなり多いのは事実です。今は急ぎの時間ですし、精せい査さするよりも、多分、五回くらいは戦争に繫つながっていないと、そう考えるのがいいのではないでしょうか』
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　冷れい泉ぜいは、武蔵副ふく会長が、頷き一つでこう言うのを聞いた。

「話戻すが、とりあえず五回くらいは戦争に繫つながってないらしいぞ。私の交こう渉しよう」

　何か、すごくモヤっとした判はん断だんが頭ず脳のうに発生したのを、冷れい泉ぜいは理解した。

「……五回、ですか」

「ああ、うん、大体五回くらいだそうだ」

「……少なくありませんか」

　うーん、と武蔵むさし副ふく会長が、腕を組んだ。そして彼女は、ややあってから、

「多いか少ないかは、個人の感覚によるから、そう決めつける事は無いだろう。私としては充分多いと思っているしな」
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・あさま：『五回で多いと思ってるとか、大だい丈じよう夫ぶですか正まさ純ずみ！』

・副会長：『話の流れだよ流れ！　〝うん少ないね〟だと向こうのペースになるだろ!?』

・●　画：『ええと、浅あさ間まは言った〝五回じゃ少ないですよ……〟、と』

・現役娘：『余よ裕ゆう！　余裕ですわよ──！　ハイ、ネイトも頑がん張ばるんですのよ!?』

・銀　狼：『何で混こん神しんしてますの──!?』

・未熟者：『というか、うち、完全にヤクザ国こつ家かじゃないか？　この流れ』

・貧従士：『え？　そうなんですか？』

・十ＺＯ：『いや、だって、……非戦が五回で多いと思ってると言う事は、つまり、逆に見れば、ホントはもっと戦争するつもりだったという事になる訳わけで御ご座ざってな』

・副会長：『──あ』

・約全員：『──少しは考えろよ！』
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　いやあ、と武蔵副会長が笑って言うのを冷泉は聞いた。

「でもまあ、よく考えて見たら、確かに少ないよな。五回程度しか非戦にならないとか、全くもって少な過ぎる。──そちらとしてはどう思う」

　……どういう振りですか……！

　冷泉は、自分の解答を脳のう内ないでシミュレートした。




・多いと言う　[image: ]じゃあそのつもりで、と向こうが戦争を仕掛けてくる。

・少ないと言う[image: ]じゃあそういう事で、と向こうが戦争を仕掛けてくる。




　……どう答えても戦争への道……！

　冷泉は、思し案あんした。三秒程考え、脳内で京けいを超える数のシミュレートを行い、

「そ、その答えですが……」

　言った。

「お、多いか少ないかは、個人の感覚によるので、決めつける事は無意味かと」





●






・副会長：『ほら見ろ！　私の見解が正しいじゃないか！　戦争になった回数も、ならない回数も、それをどう見るかは個人の感覚でしか無い！　そういう事だな』

・不退転：『つまり判はん断だんは後こう世せの歴史家に委ゆだねられたのね』

・ベ　ル：『その場合、ど、どうなる、の？』

・立花嫁：『Ｊｕｄジヤツジ．、武蔵むさしや副ふく会長の目的は平和な世を作る事ですので、平和な世から今の時代を俯ふ瞰かんしたならば、副会長の戦争発ほつ起き率りつはどう見えるか。火を見るより明らかではないかと』

・●　画：『戦争起き過ぎぃ──い』

・副会長：『いや、お前ら、今が戦せん国ごく時代だと忘れたか？　今の時代を生きる者としてはこっちがスタンダードなんだ。未来の人間がどう言おうと関係ないだろう、うん』

・金マル：『何か全開で見苦しくないかな？』
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　……ともあれ、戦争が交こう渉しようカードに含まれるようになったのは、武ぶ装そうも何も持たなかった時代の武蔵に比べると、恐らく良い事ではある筈はずだよなあ、多分。

　と、正まさ純ずみとしては、何だか希望的観かん測そくで自分を納なつ得とくさせてしまうが、

・ホラ子：『正純様、〝とりあえず戦争〟という交渉のスタートラインは、ある意味〝正純ルール〟として使えますが、武蔵のエビルゲージがみるみる溜たまっていく気もするので、一日三回程度にしておいた方が良いのではないでしょうか』

・俺　　：『週一くらいでもいいんじゃね？』

・ホラ子：『いえ、トーリ様、それだと正純様が我が慢まん出来なくなって武蔵から侵しん攻こうしようとか言い出す可能性がありますから』

　無いよ。

　というか一日三回だと、一ヶ月くらいで世界征せい服ふく出来るような気もする。

　……手早いな。有りか……！

　無いよ。

　というか思し考こうのオンオフが今日きようちょっと激しい。祭の中だからか。

　ともあれ今回、思い切り戦争押しになってしまった気もするが、たまにはアクセントとしていいだろう。そう、アクセント。戦争は交こう渉しようのトッピング。前向き。これが政治家には必要だ。

　そうなる可能性もあり、として、〝戦争〟という要因が向こうに影えい響きようを与えるならば、それは交渉カードとして成立しているという事なのだ。

　いろいろと順番は間違ったかもしれないし、後での補正もいるだろうが、取り直しや仕切り直しは可能だろう。

　何よりも、冷れい泉ぜいを議ぎ論ろんに捕とらえた。

　逃げてなあなあで済ませようとする彼女を、目の前に留め置いたと考えると、背後にいる連れん中ちゆうの騒さわがしいのも、少しは意味があったと思えて、何か嫌いやだな……、どうにかならんか……。

・ベ　ル：『ま、正まさ純ずみ、何だか、元気、ない……？』

・金マル：『有あり明あけ艦かん内ない、何だかんだで暑いからねー』

　何でこいつらこんなポジティブでいられるんだろうか。

　ともあれ、こっちも対たい抗こうしないとやってられん。

　前向き。だから、

「──うん、冷泉、戦争は多かろうが少なかろうが、問題ないよな。だって今は戦せん国ごく時代で三十年戦争の時代だ」

　さあ、とこちらは言うだけだ。身み構がまえたような冷泉に対し、

「──私は平和主義で、武蔵むさしも非戦を基本として掲かかげている。それなのに何故なぜか不ふ思し議ぎな事に戦争が起きるが、これは時代のせいなのだろう。前向きに行こう冷泉。

　──明あけ智ち・光みつ秀ひでが死を自分の中で決めているとして、それは何時いつだ？」

　問うた。

　この質問は、先さき程ほど、冷泉にはぐらかされたものだ。

　……主人の事について、自分は語れない、と。

　ならば、今は、こう問えばいいのだ。

「──君の判はん断だんを聞きたい。主人の事実ではなく、君の判断だ」
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　冷泉は、思し案あんした。

　……私の判断ですか。

　主人に対しての、主人とは別の、己おのれの判断。

　ある意味、矛む盾じゆんを内ない包ほうした要求だと感じはする。だが、冷泉はこう思う。自じ動どう人形が苦にが手てかつ得意な部分を突いてきましたね、と。

　自動人形は、その思し考こうにおいて、あらゆる問題と答えを個別に区分けする。

　一いつ緒しよにまとめて、アバウトに思考管理するという事を自動人形は行わない。だから包ほう括かつ的な思考の出来る人類に劣おとる部分がある一方で、今の武蔵副ふく会長の言うような言葉は得意だ。

　主人が己おのれの死について判はん断だんした事を、主人の思し考こう抜きで、自分だけのものとして考える。

　人類には、無む理りな話だろう。

　何故なぜなら、自分は、明あけ智ち・光みつ秀ひでという存在から、彼自身の判断を聞いている。

　聞いた事を、人類は忘れられない。

　そこから己だけの判断をしようとしても、人類は、その記き憶おくある限り〝自分だけ〟の判断とは言い切れなくなってしまう。

　関係してしまったのだ。

　だから、本当は自分だけの判断が出来ていたとしても、疑いは捨て切れず、他者もそう思わない。それゆえ人類は、自分の判断よりも〝関係〟を重視し、こう言うのだ。

　……「これはもう自分だけで判断出来るものではないが」と。

　だが、自じ動どう人形は違う。

　判断する機き能のうに、条件をぶち込み、ただ判断するだけだ。

　条件は、多た岐きにわたり、自動人形故ゆえに包ほう括かつ判断は出来ない。しかしそれは、一度精せい査さして分類すれば、取しゆ捨しや選択がきくという事だ。

　かつて自分は、明智・光秀という存在から彼の判断を聞き、内容を幾いく度どとなく精査した。そうする事が、彼の言う事を信用するのに必要で、現状の支えとなるからだ。

　今、その支えを消す。

　明智・光秀という存在から聞いた判断。これを全て除外して、一つの問いを考える。

「明智様が、いつ、失われるか、ですか」

　自分は己の判断をフラットにする。

　そして明智・光秀という存在を、少し遠くに置いたところで、我が為なすべき役目だけを代わりに思う。

「──内だい裏りの交こう渉しよう役として武蔵むさしの交渉役に要求いたします」

　言うべき事がある。内裏の守り手として、本来まず言うべきとして、

「内裏への不ふ可か侵しんを、御お守まもり頂いただけますか」
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　冷泉は、武蔵副ふく会長に告げた。己の持つ役目において、

「内裏の不可侵が護まもられなければ、答える事は出来ません」

「何故だ」

　当然の問いかけだ。

　そしてこの疑問は、今まで、幾度となく向き合って来たのだ。

　……そうですね。

　横に立ち、黙だまって議ぎ論ろんの推すい移いを見ている巴ともえ御ご前ぜん。彼女の時代にとて、同じ受け答えを行ったのだ。

　あれは、巴ともえ御ご前ぜん達を救えないかと、摂せつ政しよう達が乗り込んで来た時だった。

　幾いくつかの理由を話し、問題になる行為だと、そう諭さとしたのだ。

　今、きっと、巴御前は、当時の事を想そう起きしているだろう。彼女はあの時、内だい裏りに乗り込んで来ていなかったが、だからこそ、当時の現場を想そう像ぞうする。

　恐らく、このような遣やり取とりがあったのだろう、と。

　それゆえではないが、己おのれは当時と同じ応答をする。

　これは、感かん傷しようではない。

　今までも、それ以前のかつてからも、自分は同じ応答をしてきた。つまり、

「内裏は、帝みかどの住まう場所。不ふ可か侵しんだからです」

「では」

　と相手が言った。

「何故なぜ、明あけ智ち・光みつ秀ひでは君達に干かん渉しようが出来ている」

　答えるべきか。冷れい泉ぜいは迷った。

　解答を選んだのは、この相手が食い下がるタイプだからだ。

　朝ちよう廷ていの人間や、公く家げ達ならば、この〝御約束〟で引き下がる。下手へたに食い下がり、内裏の不ふ機き嫌げんを買えば、それが政争の具にされると解わかっているからだ。

　しかし彼女達は恐れない。ゆえにここは、交こう渉しよう材料では無く、諦あきらめて貰もらうために言う。

「明智様が、私達に干渉出来る理由は簡単です」

　何故なら、

「明智様は、私達が主人と認めた方だからです」
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・不退転：『？　……内裏の自じ動どう人形の主人は、帝じゃないの？』

・ホラ子：『浅あさ間ま様──！』

・あさま：『あ、はいはいはい。ええと、私も内裏付きの自動人形については詳しくないんですけど、自動人形は主人不在でも動けますよね、確か』

・ホラ子：『主人不在で動く自動人形となると、野放し状態でちょっとした怪かい異いですねえ』

・不退転：『……キヨナリ、ちょっと……』

・ウキー：『いや、あれはツッコんだら負けだ。よく見ろ、両腕うでが足あし下もとでカモンカモンとツッコみ待ちをやっておるだろう』

・あさま：『……えーと、まあ、そんな感じで、そのままだと野放しな自動人形が出来上がる訳わけですけど、でも、だったら武蔵むさしの自動人形なども、そうですよね。彼女達も主人不在です』

・●　画：『あ、一応、主人いそうなのもいるから、武蔵むさし野の艦かん橋きように聞いてみるわ』
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・武蔵野：『〝武蔵むさし〟様？　──今、下の方から通つう神しんがありまして、〝武蔵〟様の主人って酒さか井い学がく長ちようでしょうかと、そんな問いかけが──、〝武蔵〟様！　通神をいきなり遮しや断だんするとは何事ですか!?　聞こえてますか!?　──以上』
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・銀　狼：『とりあえず表おもて向むき、武蔵の自じ動どう人形にも主人はいない事になりましたわね』

・金マル：『いなくても大だい丈じよう夫ぶって、何か今いま更さらだけど、ちょっと穴だったかな。……でも、どうして大丈夫なの？』

・煙草女：『彼女達がシステムの中に組み込まれてるからさね。──武蔵という巨きよ大だいな運うん航こうシステム。その中の部品として、役目が明確に与えられている。言い換えるなら、その〝役目〟こそが、主人と、そうなる訳わけさ』

・立花嫁：『……これは推すい測そくですが、主人が明確である場合、何事にも主人の判はん断だんを仰あおぐ必要が出てしまいます。

　しかし、定期運うん営えいを行う施設などでは、自動人形側で緊きん急きゆう時じの応対システムも確立しておけば、主人を構える必要が無く、寧むしろ時間の無む駄だと、そうなるという事でしょうか』

・貧従士：『ええと、だとしたら……』

・あさま：『ええ、冷れい泉ぜいさん達も、内だい裏りという、帝みかどを中心とした極きよく東とうの地ち脈みやく管理システムの一部として役目を与えられていたと、そういう事になります。──解わかりますか正まさ純ずみ』
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「成なる程ほど」

　正純は、幾いくつかの推すい論ろんと、言葉の裏にあるものが繫つながったのを理解した。

　正面、冷泉がいる。

　周囲は人の流れが有り、自分達は恐らく、見る者が見なければ、売り場の横で雑談している顔なじみと、そう言ったところなのだろう。そして、見る者が見たところで、今の有あり明あけは各かつ国こくの〝すれ違い〟の場だ。見て見ぬ振りが為なされるか、遠くからの諜ちよう報ほうが為される筈はずだ。

・副会長：『クロスユナイト』

・十ＺＯ：『Ｊｕｄジヤツジ．、既すでに、読どく唇しん術じゆつとか盗とう撮さつとかしてる気け配はいのある連れん中ちゆうは、有明の番ばん屋や側に通報して連行して御ご座ざるよ』

　今も、ちょっと離れたところの四よつ辻つじで、一人の学生が、

「ち、違います！　某それがしは読唇術のために発音の追つい従じゆうをしていただけで、周囲の女学生達の匂においを御口でモォグモグしていた訳では御座らぬ……！」

　などと言い訳わけしながら連行されていくが、それどっちも駄だ目めだろう絶対。

　ともあれ自分達の発言は大だい丈じよう夫ぶなようだ。向こう、ナルゼが「あ、新刊の箱が残り二つ」とか言って皆が「おお」と声をあげているが、どのくらい凄すごいのかよく解わからん。

　しかし、今、見えてきた事がある。それは、

「冷れい泉ぜい」

　明あけ智ち・光みつ秀ひでの死をどう思うか。冷泉がそれを言う前に、お互いの確かく認にんとして、こちらは言葉をこう作る。

「明智・光秀が貴女あなたの主人だという事は、つまり、こういう事だ」

　それは、

「──明智・光秀は、内だい裏りのシステムを理解、問題を共有出来る存在なのだな。

　彼が内裏の管理システムに組み込める人材だからこそ、貴女は主人として認めた。

　そういう事だ」
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　巴ともえ御ご前ぜんは、現場の流れの推すい移いを見ていた。まず単純に思うのは、

　……内裏のシステム的理解か。

　自分などは、朝ちよう廷ていがまだ力を強く持っていた時代の生まれだからだろうか、内裏とは神しん州しゆうの政治システムの中ちゆう枢すうだと、そんな思いを強くしている。

　だが、今の時代の生まれからすると、朝廷何ソレなのであろうなあ、と思いもする。きっと、おそらく、白塗りで麻ま呂ろ眉まゆの連れん中ちゆうが和わ歌かを詠よみながら官かん位いを与えて私腹肥こやしてるとか。

　まあイメージとして間違ってはいないが、自分達の頃ころに比べ、俯ふ瞰かん出来ているのは確かだろう。だからこそ、恐れが無く、語りも分ぶん析せきも出来るのだ。

「成なる程ほど」

　と、武蔵むさし副ふく会長の言葉を自分も呟つぶやいてしまうが、確かに彼女の言う事には頷うなずける。

　冷泉達が主人を持たぬならば、内裏とは彼女達も含めた一個のシステムなのだ。それは恐らく、内部にいる帝みかどの地ち脈みやく管理を護まもるだけのもので、不ふ可か侵しん。

　触れてはならないというよりも、精せい密みつ機き器きや精密術じゆつ式しきと同じで、そもそも触れられる事を前ぜん提ていとされていないのだ。

　今よりも、内裏が政治的権けん限げんを持っていた自分達の当時。不可侵前提の内裏側にとって、こちらが抱えていたような案あん件けんとは、どのような扱いであったろうか。

　門前払いであったのは、解っている。

　だが当時、聖せい譜ふ記き述じゆつの準じゆん拠きよを示された事に、ふと、巴御前は改めての疑問を得た。

　何故なぜなら、内裏が完全な一個のシステムであるならば、自分達の歴史再さい現げんに融ゆう通ずうが利かされなかったのは、二つの可能性があるからだ。

　一つは、内だい裏りを煩わずらわせるな、という、不ふ可か侵しん故ゆえの遮しや断だん。

　もう一つは、

　……どうであろうか。

　疑問しながらも思うもう一つの可能性は、内裏の問題へと深く踏み込むものだ。

　当時、自分達の案あん件けんが拒きよ絶ぜつされた理由。それを今の遣やり取とりから考えるならば、こう言う事だって出来る筈はずなのだ。それは、

　……私達のような案件を拒絶する事自体が、内裏のシステムのあるべきだとしたら？

　つまり、と自分は、今の思し考こうに筋道みちすじをつけて考える。

　この騒そう々ぞうしい現場の中、他人の議ぎ論ろんを聞きつつ思った発はつ想そう。これを、ちゃんとした言葉として捉とらえ直すべきだとしたら、

「これは──」

　自分にしか聞こえない呟つぶやきの先。内ない心しんにおいて、推すい論ろんはこう形を作った。

　……聖せい譜ふ記き述じゆつの強制が、内裏の存続システムの一つとなっているのか？
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　巴ともえ御ご前ぜんは、自分が息を詰めている理由を理解出来なかった。

　どういう事であろうか、と、いろいろな意味で、ただ思う。

　自分の推論についてか。それとも、推論が示すものについてか。または、そのような事を思ってしまった自分についてか。

　解わからない。

　だが、どういう事かと、そう思う。

　もし、内裏が、その存続システムの中に、聖譜記述の強制を含んでいるとしたら。

　……武蔵むさしは、解かい釈しやくをも用いて、強制を否定しようとしているな。

　その場合、内裏は、武蔵と真まっ向こうから対決する事だって有り得るのだ。

　危険だ。

　だが、そのような事を己おのれが思ったのは、これはつまり、

「は」

　自分は、今いま更さらながらに理解する。先さき程ほど己が冷れい泉ぜいに言った事や、かつて、松まつ永なが・久ひさ秀ひでが武蔵に言った事が、どういう事かを、だ。

　……そうか。

　古き秩ちつ序じよ。そうであって当然であったものに対し、新しき疑問が今ここで触れている。

　この新しきは、しかし、それを破は壊かいしない。内裏が、もしそのシステムを破壊される事で己の死を選ぶとしたならば、武蔵勢ぜいはそこで生じる損失を止めようとするからだ。

　厄やつ介かいな連れん中ちゆうだ。だけど、だからこそ、任せたのだ。無自覚であった訳わけではないが、この連れん中ちゆうなら、内だい裏りを暴あばけると。

　しかし彼らは暴いて潰つぶすのではなく、暴いて終わりにするのでもなく、暴いて、別の何かにするだろうと、己おのれの恨うらみ晴らしにはならないと、そんな予感があったのだ。

　そして今、武蔵むさし副ふく会長は、手を掛けた。

　これは挨あい拶さつだというように、

「──明あけ智ち・光みつ秀ひでという存在が、内裏の理解を出来たというのは、興きよう味み深い。

　何故なぜなら、それは、黎れい明めいの時代からのシステムに、今を生きる人が関わる事が出来るという、事実だからだ。

　ならば──」

　と、武蔵副会長が、踏み込んだ。

「私達も、それに関わる事が出来る可能性があると、そういう事だからな」
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「無む理りです」

　冷れい泉ぜいは、断言した。それも即そく断だんで、だ。

　……出来てはなりません。

　理由は幾いくつかある。だが、現状の最たるもので、安全に表おもてに出せるのは、

「明智・光秀様がおられれば、それで充分事足りるのです」

「ならば」

　と相手が言った。武蔵副会長。彼女は自分を親指で示し、

「──私達が、その代わりになろうというのだ。襲しゆう名めい権けんを得て、な」
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「出来ません」

　正まさ純ずみは、冷泉の否定を聞いた。

　拒きよ絶ぜつではないと、そう思ったのは、可能か不可能かによる判はん断だんで言われているからだろう。

　無む論ろん、こちらには、不可能の理由が解わからない。

　だが、それを話してくれる訳わけも無いだろう。

　ただ、正純には一つの思し案あんがある。

　冷泉が、明智・光秀を特別だと思う理由。そして、冷泉達と共有出来る問題。それを自分は既すでに見てもいるし、経けい験けんもしている筈はずだ、と。何故なら、

「確かに〝無理〟で、〝出来ない〟よな。フツー」

　正純は、言葉を選びながら、こう言った。

「下手へたに口にすれば、連れ去られる。──そういう事なのだろう？」
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　……二に境きよう紋もんだ。

　正まさ純ずみが思う眼前。冷れい泉ぜいが動きを止めていた。

　不動だ。しかも、長い。

　それは、こちらが言った意味が通じたと言う事だ。

　二境紋。

　その意が通った先、冷泉は、明らかにこちらの言げん動どうの意味を計りかねている。何故なぜ、そのような示し唆さをされたのか解わからない、と。

　それもそうだろう。何故なら内だい裏りの中にいた彼女は、こちらが今まで見てきた事や、体験した事を知らない。

　自分達が、二境紋を何故理解しているのか。

　それが解らないならば、自じ動どう人形の思し案あんは、その思案を打ち切るまで堂どう々どう巡りだ。

　問題が、自分達にとって大だい事じであればある程、そういった傾向は高くなる。

　だから正純は

「必要ならば浅あさ間ま神じん社じやから資料を出させるが、私達も、私も、それに遭そう遇ぐうしている」

　思い出す。

　言っていて、正直、身の震えの来る体験だった。そう思う。

　自分にとっては、母が消え、そして、

「ノヴゴロドの地下、黎れい明めいの時代の遺い跡せきにおいて、阿蘭陀オランダ総そう長ちようであるオラニエ公こうウィレムが、やはり連れ去られた。その際、私達の背後にも、やはりそれが生じたのだ」

　更さらには、

「先日、内裏からP.A.Odaに派は遣けんされた森もり・蘭らん丸まるも、それを見せた」

「……三十二番が？」

「そうだ十八番」

　正純は問う。自分の中にある疑問。かつて、母の消失を前にした時と、ノヴゴロドでの事、そして先日の蘭丸が見せたものを全てまとめて言葉にすれば、

「あれは、どういう事だ……？」

　何故、という疑問だ。

　何故、母が失われなければならなかった。

　何故、私も狙ねらわれなければならなかった。

　何故、貴女あなた達も狙われねばならないのだ。

　何故、それが内裏に関かん与よをしているのだ。

　……何故だ。

　相手は答えられないだろう。答えれば、きっと、彼女の背後に〝来る〟のだ。

　だが、こちらとて思う事はある。

「森もり・蘭らん丸まるからは、君達のいる内だい裏りを攻こう撃げきしないでくれと、そう言われている」

「……三十二番が」

　先さき程ほどと同じ言葉だったが、疑問ではなかった。何となく、納なつ得とくと、諦あきらめのようなものを感じる言い方だった。

　その言葉に沿って、相手へと辿たどるように、自分はただ言葉を作るだけだ。

「──私達は、いつでも戦争を行い、こちらを潰つぶそうとする戦力に対応出来る。だが、君達とて同じだろう。何も自分からしていないのに、殴なぐられる理り不ふ尽じんはあってはならない」

　しかし、

「……あれは何だ」

　二に境きよう紋もん。そして、オラニエ公こうの言った事と重なるならば、

「公こう主しゆとは何だ」

　無む論ろん、答えの得られない問いだと解わかってはいる。だが、

「答えを貰もらおう」

　ここまでの全てを繫つなげて、一つの要求を冷れい泉ぜいへ送る。

「君の主人に対する、君の判はん断だんだ」

　つまり、

「──明あけ智ち・光みつ秀ひでは、何時いつ、何処どこで、公主に連れ去られるつもりなのだ」
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　メアリは、売り場の方で、来る行ぎよう列れつに本を渡しながら、一いつ瞬しゆん身を詰めた。

　……公主に連れ去られるつもり……？

　それは、自分にとって、初めて得る考え方だった。

　父、ヘンリー八世せいは、公主隠かくしでその姿すがたを消している。怪かい異いであり、自分や妹が流りゆう体たいの残ざん滓しを追おうとしても追えないレベルの連れ去りだった。

　あの時、自分達はまだ子供だったが、大人おとな達はこう言っていたのだ。

　王が連れ去られてしまった、と。

　以後、妹が即そく位いをする流れが主流となり、自分はその歴史再さい現げんを成立させる補ほ佐さを行うようになっていき、やがて決けつ裂れつとも言える状況が生まれていった。

　父がいたならば、と、幾いく度どか思った事はある。妹と自分の与あずからぬ部分で、立場からの誤ご解かいを正当としなければならない時など、お互いの上から収めて欲しい時もあったのだ。

　だが、父はいない。

　連れ去られてしまったから、どうしようもない。自分達でも追えないという現実こそが、本当にどうしようもないという事を解わからせてきて、

「──メアリ殿どの、少々、冊さつ数すうが少なくなってるようで御ご座ざるな」

　脇わきから、彼が、本の補ほ充じゆうをしてくれた。

「あ」

　こっちの、ふとした物思いに気付いているのかどうか。彼は、正面の行ぎよう列れつが皆一いつ斉せいに表示枠サインフレームを開いて何か書き込みを始めたのとは別に、

「誠まこと、この現場は集団作業」

「それは──」

　行列を待たせる訳わけにはいかない。だから疑問を手て短みじかに送ると、彼が頷うなずいた。

「何か、思う事があっても、誰だれかが前に進ませてくれるで御座るよ」

　だから、

「思う余よ裕ゆうはあるで御座るよ」

　通じているのだ。その事が解っただけで、自分としては充分を感じた。

「点てん蔵ぞう様、無む理りを言って宜よろしいですか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、メアリ殿はもっと高望みをしていいで御座るよ」

「え？」

「──自分、メアリ殿の御お願ねがいにおいて、何ら、無理と思った事は御座らぬ」

　一気に、首から上に熱が来たのを感じた。

　……あ、いえ、ちょっと……。

　先日、部屋の配置を換えて、ちょっとはまた変な緊きん張ちようから逃のがれたと思ったらコレだ。何だか、小お田だ原わら以い降こう、自分の中でスイッチが出来てしまったようで、彼がそれを無む意い識しきにパチンパチンと入れてくる。そんな気がする。

　だけど零こぼれる花は噓うそをつかない。血は一いつ瞬しゆんで熱を帯びるのだ。

「あ、あの、ちょっとすみません、暑しよ気きにあたったようで、点蔵様、交こう代たいを」

　元よりそのつもりだったのが、自分の側に理由が出来てしまった。正面、行列に頭を下げ、

「すみません、皆様、これから点蔵様が持ち場に入られます」

「──Ｊｕｄ．！」

　皆が、何か妙みように気合いの入った顔で頷き、表示枠を連打したのは何故なぜだろう。
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・●　画：『何か、私が会場前に立てておいた情報端スレツドがすっごい勢いで回り出したんだけど、点蔵何したのアンタ。怖こわいわー』

・十ＺＯ：『ナ、ナルゼ殿が何もしなければ何も起きてなかったで御座るよ……！』
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　メアリは、火ほ照てった頰ほおを両手で軽く叩たたいて、バックヤードのスペースに戻った。自分用の給水竹ボトルは女じよ装そうの総そう長ちようが用意してくれている。軽くそれを飲み、浅あさ間まの手渡してくれた濡ぬれ手て拭ぬぐいを顔に軽く当てると、

　……冷えてますね。

　折った手拭いに冷感用の符ふが仕込んであるのだ。冷たさに軽く得た驚きを思し考こうのアジャストとして一ひと息いき。また葦あしのストローを口にする。

　柚ゆ子ずだと、今いま更さら舌したに解わかるのが何ともどうしようもない。

　ただ、今さっきの聞いた言葉。そこに対する疑問がある。急ぎ表示枠サインフレームを開き、

・傷有り：『──あの、先さき程ほどの二に境きよう紋もんに対する見解ですが』

　問おうと思ったのは、次の事だ。

・傷有り：『自分の意い思しから、二境紋に攫さらわれると、そういう事もあるのですか？』
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　点てん蔵ぞうは、何故なぜか一いち瞥べつや無表情が並ぶ行ぎよう列れつを相手にしながら、メアリの言葉に頷うなずいた。

　……もし、自分から、という選せん択たく肢しがあるならば、ヘンリー八世せいが攫われた件はどうなるので御ご座ざろうか。

　とはいえ、あれが自己の意思だったのかどうかは解らない。

　ただ、そういう方法が無い訳わけではないのだ。

・あさま：『関係している人……？　そういった人が、自ら呼ぶ事で、自分から二境紋に巻き込まれるというのは可能ですよね。だって、森もり・蘭らん丸まるさんもそういう状況になりかけましたし、冷れい泉ぜいさんも同じでしょうし』

・副会長：『うちは違ったと、そう信じたいところだな』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、すぐに行き倒れたり、月の収入を全て本に費やすような正まさ純ずみ様を放ほう置ちしてニキョーモンアレヨアレヨーと攫われるような御ご母ぼ堂どうがいたとは思えませんが』

　フォローのつもりなのだろうか。ただ、正純が小さく鼻で笑った音を、自分も、恐らくは鈴すずも確かに聞いた。

　今のところ、ここで言えるのは、

・十ＺＯ：『恐らく、今までに二境紋の被ひ害がいに遭あった人々の中には、いくらかがそれを望んで得た者もいると、そういう風ふうに考えておくのが現状正しいで御座ろう』

・銀　狼：『でも、何故、自分から？』

　それは人それぞれとしか言いようがないだろう。だが、

・副会長：『忘れたか？　──何処どこにもない教きよう導どう院いんでは、公こう主しゆと友人になろうとしていたんだぞ？　そして、それは失敗し、生徒であったオラニエ公こうは公こう主しゆ隠かくしに遭あった。

　──今思えば、オラニエ公のあれは、自らの望みだったのかもしれないな』

　否いな、と点てん蔵ぞうは内ない心しんで応じた。すると、

・俺　　：『セージュン、盛り上がり過ぎてんだろ、オメエ』

・副会長：『──悪いか』

・俺　　：『何かつまんねえギャグ思いつく？』

・副会長：『つまらなくはないぞ。──高度で通じないだけでな』

　皆が、ざわり……、という雰ふん囲い気きで軽く引いた。

　だが、自分達の副ふく会長が、肩から力を抜く。そして彼女は、

・副会長：『あれは、私達に言こと伝づてしようとして、しかしそれを公主に奪うばわれた形だったな。

　──よくよく迷めい惑わくを掛ける公主だが、居い所どころと言える場所が見えはした訳わけだ』

　内だい裏りだ。

　森もり・蘭らん丸まる、冷れい泉ぜい、明あけ智ち・光みつ秀ひで。それらを結ぶ場所としての内裏。

　無む論ろん、ここで冷泉にそれを問うても答えはないだろう。

　だが、この情報を、更さらに確定する問いを、既すでに正まさ純ずみが放っている。

「明智・光秀は、死ぬ気は無いとそう言った。──だが、二に境きよう紋もんの公主隠しはどうだ」

　重ねるように、正純が問うた。

「明智・光秀は、どのタイミングで、公主隠しを呼ぼうというのだ」
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　冷泉は、応じようとした。

　正直な事を言えば、即そく答とうは出来る。だが、

　……この人達は、何処どこまでを理解しているのですか……。

　二境紋や、内裏の事など、どれ程に知っているのか。この疑問、それ自体が、ある答えを求めていると、冷泉は悟さとっていた。つまり、

　……この方達と、自分達の問題が、共有出来る可能性があるのですか？

　主人は、明智・光秀だ。

　これは、明智が主人として不適格と見なされるまでは、揺るがない判はん断だんだ。

　自じ動どう人形として決めた事で、皆も従っている。

　だから当面、明智・光秀は自分達の主人であり続ける。そして彼が〝失うせる〟タイミングを考えると、それまでに主人不適格となる事じ象しようが生じる事は、まず無いと言える。

　ならば今、目の前にいる者達は、主人とはなれない。

　そうですね、と冷泉は内心で言葉を作った。

　目の前にいる彼女達は、間に合わなかったのだ。

　明あけ智ちよりも、遅かった。そう言う事だ。

　それに彼女達は、まだまだ核かく心しんには近づいていまい。今はそれを探っている状態で、

「──残念です」

　もっと時間があれば、もっと巡り合わせがあれば、

　……貴女あなた達を主人と、そう迎える事が出来たかも知れません。

　問題の共有は出来ない。だから、ここはフラットに応じよう、と冷れい泉ぜいは思った。

　瞬しゆん間かんだった。不ふ意いに、武蔵むさし副ふく会長が、こう言った。

「私達は消えないし、……明智公こうを、消させるつもりもないぞ」

「────」

　解わかるか？　と武蔵副会長が言った。

「貴女あなたの答えは、そういうオプションを視野に入れるためのものだ。もし、貴女のいう推すい測そくが近ければ、私達は介かい入にゆうの意い思しを示す。

　勿もち論ろん、私達には資格が足りない部分もあろう。だが、そこを補って貰もらえるならば──」

　聞いた。

「貴女の言葉一つで、貴女の主人は、貴女の推測からも失われずに済む」
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　言ったものね、と成なる実みは思った。

　自じ動どう人形の思し考こうや性質というものに、自分はあまり詳しくない。伊達だての土地では自動人形があまりいなかった、というのもあるが、そもそも自分が他人の思し索さくに立ち入らないタチだ。

　だが、武蔵での生活と経けい験けんから、思考の基本パターンは大体摑つかめている。

　最適による最善。

　その一方で、包ほう括かつ的な情報の把は握あくは苦にが手てだ。となると、

　……追い詰めたわ。

　明智・光秀が何時いつ失われようとしているのか。自動人形の判はん断だんとしてそれを考えさせた上で、喪そう失しつの前ぜん提ていを覆くつがえす介かい入にゆうを行う。

　……主人の喪失を冷泉は受け入れているが、その受容がなくても良いとなるなら？

・不退転：『……主人を得た自動人形にとって、主あるじを失うのはどれだけの意味がある事なのかしら』

　思う。

・不退転：『もしも主人が失われないなら、それはプラスなのかしら、それとも、何も変わらないイコール記号なのかしら』

　ただ、見えているものがある。

　冷れい泉ぜいだ。

　彼女が、先さき程ほどからずっと、動かない。

　動けないのだ。

「言えば、終わるのね」

　人形の不動は、武蔵むさし副ふく会長の答えを雄ゆう弁べんしていた。

「答えを言えば、介かい入にゆうされる。それを避けたくて、しかし、避けたくなくて、止まってしまう。だったら、答えは明確だわ」

　成なる実みは告げた。

「近いのよ。──明あけ智ち・光みつ秀ひでが失われるのは、ね」
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　正まさ純ずみは、冷泉を見ていた。

　じっと、動けなくなっている自じ動どう人形は、もはや答えを告げたのも同然だ。

　明智・光秀は、近い内に自分を失わせようとしている。

　それは何時いつだ。

　山やま崎ざきの合かつ戦せんか、本ほん能のう寺じの変へんか、またはその近くの機き会かいなのか。

　もしも本能寺の変であるならば、

　……絶対に、介入だ。

　冷泉が応じるかどうかは解わからない。拒きよ絶ぜつされる可能性は大いにある。だがその場合は、明智・光秀本人と交こう渉しようする道が残っているのだ。

　いける、とはまだ言い切れない。山崎の合戦がある以上、冷泉から見る明智・光秀の決断が、本能寺よりも後ろだという可能性の方が高いのだ。

　その場合、どうするか。

　……否いな。

　今はただ、何時なのか。そこに全てを集中すべきだ。そして、

「────」

　冷泉が、動いた。

　彼女が身を正し、口を開く。

　同時のタイミングで、

「──いや、困らせてるようですね、冷泉君」

　不ふ意いの男の声が、冷泉の向こうから響ひびいた。

　視線を向けた先。そこに立っているのは、瘦そう軀くの長身だった。きつく捲まいたターバンを目ま深ぶかにし、背には大きめのザックを背負い、二ふた股またの木き杖づえを突いている。

　彼に振り向いた冷れい泉ぜいがこう言うのを、正まさ純ずみは聞いた。

「……明あけ智ち様！」







[image: 第五十九章『現場の決定者』]
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　忠ただ興おきは、有あり明あけ内部で錯さつ覚かくを得ていた。

　……おかしいぜ……。

　自分の趣しゆ味み。特に音楽などは、結けつ構こう同世代から外れている自覚があった。

　だが、それが何故なぜか、この現場では、

「……何でこんなに、本とか、カバー銀ぎん盤ばんや私し家か版の蠟ろう盤ばんまで出てやがる……」

　柄がらの悪いM.H.R.R.神聖ローマ帝国系けい郷きよう土ど音楽。

　M.H.R.R.だと、騎き士し達の音楽が有名だが、これは蛮ばん族ぞく達との戦いに押されまくった時期の暗い歌か、〝皆のおやじ〟カール大たい帝てい以後、急に豪ごう華かになったりの二に択たく状態だ。特に後者は今の時代、美化されて金きん管かん楽器とか入ってきてやかましい。

　その一方で、変わらず、派は手でと言うより激しいものがある。

　蛮族の曲だ。

　森に住まう異い族ぞく達や、山さん賊ぞく、バイキング達の反体制音楽。弦げん楽がつ器きに咆ほう吼こうのノイズを当てて、ついでに極きよく東とう系の楽器もちょっと入るとかなりツボだ。

　そういったものが、横の嫁よめからすると、

「初日は、創そう作さくや、こう言った音楽系の出しゆつ展てんが多いと、聞いた通りでありますねえ」

　聞いた通りにエスコートしてくれたのが嫁で、正直こっちとしては「足りない男」な感が随ずい分ぶんとあるのだが、実際来てみると感謝しか無い。

　……よくまあ、こんな柄の悪い曲の愛あい好こう家かが……。

　変な共感がある。

　自分は、柄の良い方ではないという自覚がある。M.H.R.R.の元の学校でも、どちらかというと煙けむたがられ派はで、当時は、近所と言う事で鍋なべ島しまや可か児に達との付き合いがあったおかげで、先せん輩ぱい連れん中ちゆう達との軋あつ轢れきが無く済んだと、そう思っている。

　人じん徳とくが無い、というのは解わかっている。ガキだしな。その自覚もあるから尚なお更さらだ。

　大体、自分の襲しゆう名めい先が悪い。

　長なが岡おか・忠ただ興おき。

　歌うた詠よみが出来て、茶の作さ法ほうでも相当で、その辺りでは大だい名みようクラスの扱いを受けもする人間だ。だが、戦せん闘とうに入ると卑ひ怯きようだったり殺さつ戮りく扱こいたり嫁の行動を規き制せいしたりする一方で自分は浮うわ気きしまくりだったりで注意されたり、

　……育ちが良いのにアナーキーってのが、何か、戦せん国ごくデビューって感じだよな……。

　自分は柄が悪いだけなので、教養とか頑がん張ばる必要があるのだが、歌とか茶とか、かなり面めん倒どうで困る。武蔵むさしに来てから、その辺り、自分が編入する中ちゆう等とう部ぶの部活顧こ問もんと会って、夏休み後にどうするかという話もあったのだが、

「長なが岡おか君、……歌うた詠よみの席で長ちよう銃じゆう横に置いてるのは何故なぜですか」

「いや、……一応、歴史再さい現げんで、あるじゃねえか。ほら、何か歌詠み連れん中ちゆう気に入らなくて三十六人ぶった切りとか。それでコレ〝三十六歌か仙せん〟ってんだけど、実際はまだやってなくて。そこらどうしようかって……」

　後で凄すごく丁てい寧ねいに「これは高こう等とう部ぶの歌詠み部に入った方が、長岡君のやりたい事には対応出来るかと思います」と言われ、高等部って何処どこだよ、と思ったら全ぜん裸らの処ところだった。

　あんな処に行ったらどうなるか。今度はゴールドとかにされかねない。

　……だけど歌とか茶とか、学んでおかねえと、嫁よめの方に迷めい惑わく掛かるしなあ……。

　あと二年したら高等部学生で、襲しゆう名めいの意味も大きく出るようになる。それまでにいろいろ修しゆう得とくしておかないと、と考えると、この夏休みは大だい事じだと思う。

　だがよ、と忠ただ興おきは思った。

　……俺おれ、歌の趣しゆ味みは結けつ構こう、外れた方なんだが……。

「忠興様？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という返答は最近慣れてきた。

「どういったものがお好きでありますか？」

「え？　ああ、あっちの屋や台たい……、屋台でいいんだよな。それが出してる〝ヒドラ百本一いつ首しゆ〟のとか、今年デビューの〝ペスター〟とかも結構いいよな」

「ああ、知ってるであります。〝ペスター〟の〝黒こく死し無む双そう〟は歌えるであります」

「……マジで？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と嫁が唇くちびるで笑う。

「〝ペスター〟は武蔵むさし出身の楽がく団だん。一昨年おととし、武蔵が安あ芸きの方で雅が楽がく祭さいを行った際、それをチェックしていたものでして。本年デビューした際に、ああ、あれが、となったものであります」

「じゃあ空詠みカラオケとか、いけるかあ」

「み、密みつ室しつでありますか」

「そりゃ音が漏もれないようにそうなるだろ」

　何を当然の事を、と思うが、嫁はこちらの手を取った。握られる。力が結構強え。だが俺も男だ。痛えとか絶対言わねえ。手を引いて嫌いやがる気もねえ。

　ただ、嫁の、

「忠興様、レパートリーが増やせるといいでありますね」

「お前、どんなん聴きくんだ」

「何かオススメはありますか？」

　軽く問われ、忠興は考えた。そして辺りを見回すと、

「あっちの精せい霊れい系けいバンド〝運でいいね〟の眠くなるような曲とか、あっちにあるドラム代わりの爆ばく発はつ音が利いてる〝発はつ破ぱシクスティシクス〟とかかなあ』

「……まさか、屋や敷しきで寝ていたのと、爆ばく弾だん使用だから、とかでありますか？」

　結けつ構こうそのつもりだったが、よく考えたらまた爆ばく薬やく出して騒さわぎ出す気もする。

　迂う闊かつだったが、

「〝運でいいね〟は恋れん歌かだし、〝発はつ破ぱ〟は決意の曲多いんだ」

　歌。特に楽がく団だんとなると、個性はあるが、一いつ辺ぺん倒とうでは無い。昨今、特に楽器類の新規再さい現げんや進化の激しい時期だ。世界も動く。歌か詞しの内容とて、一つに拘こだわっているとあっという間に時代遅れになる。自分としても、小しよう等とう部ぶの頃ころに動どう画がから聴きき知った〝労働者皇こう帝てい役えき〟は、今だともう懐なつかしい部類に入るくらいだ。

　そういった変化や、別の顔があるのだから、

「お前の好きなのとか教えて貰もらえれば、もっと幅は広げられんよ」

「いえ、私の音楽の趣しゆ味みは忠ただ興おき様から始まっているのでありますから」

　ふうん、と頷うなずいて、ふと気付いた。

　……え？

　見上げると、嫁よめは天てん井じようの方を見上げて視線を逸そらしている。

　……この女……。

　まだまだ隠かくし事をしてやがるな……、と、何となくそんな事を思った。

　ただ、妙みように照れくさい。こっちから彼女に合わせていった方がいい部分とかあるのだろうか。何だか貸し借りのような気もするが、こっちだって知りたいし、合わせたいとは思うのだ。

　ただ、彼女がこちらの手を引いてこう言った。

「忠興様、今、武蔵むさし勢ぜいはどうしてるでありましょうね」

「さあ？　またどうせ賑にぎやかにやってんだろ」

　そうでありますねえ……、と、小さな笑えみをつけて、彼女が言った。

「この現場、確かに、賑わいに誘われて、私のような引き籠こもりも出るものでありますよ」
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　……ナルゼがいろいろ指し示じをして、来るとしても、もっと後からだと思ったが。

　正まさ純ずみは、目の前に来た長身瘦そう軀くを見た。

　周囲。皆がこちらに視線や気け配はいを向けている。そして、

・ホラ子：『誰だれ？』

　察してくれ……。というかさっき冷れい泉ぜいが言ったの聞いてなかったか……。

・俺　　：『ほら、これはあれだ。セージュンの小等部の時の担たん任にんが、〝まっさずみクウン、こんなところでこうもんめだまとか、汚けがらわしいですねえ〟とか言いに来たんだよ』

　担任……。いや、小等部は熱あつ田た神じん宮ぐうづきの教きよう導どう院いんで、先生達はそこの人達が交代で教えてたから、そういうキャラじゃないなあ……。あと、思い切り荷物背負った相手にそんな事言われたくないというか、原因お前だろうが馬ば鹿か。

・副会長：『誰だれか正解いるか』

・貧従士：『け、結けつ構こう厳きびしい問いかけですね……！』

　まあそういったものか。だが、

・ベ　ル：『あけ、ち、さん、ほら、あの』

　向むか井いが正解を言った。だが皆が首を傾かしげ、

・俺　　：『おいセージュン、答え教えてくれないから、ベルさんがケチ野や郎ろうってオメエの事言ってんぞ』

・ホラ子：『トーリ様、正まさ純ずみ様に対して失しつ礼れいな事を言ってはいけません。正純様はケチではなく、貧しさの挙あげ句くああなって落ちていってしまっただけなのです』

　もっと酷ひどいぞ。というか〝ああなった〟ってどうなったんだ一体。

　だが、明あけ智ち・光みつ秀ひでが、あ、と頭を下げた。彼は、周囲を窺うかがった上の小声で、

「あ、どうも、明智・光秀です」

　言われ、皆が顔を見合わせた。そして馬鹿が、

「コスプレとしては似てなくね？　ホンモノ知らねえけど」

「だからコレがホンモノだよ……！」

　皆が顔を見合わせた。

・俺　　：『知ってたよ！　知ってた！　ネタで言ってただけだよ！　解わかれよセージュン！』

・十ＺＯ：『見苦しいのもここまで来ると天晴あつぱれで御ご座ざるなあ……』

・未熟者：『うわあああああああ色しき紙しを切らしてる……！』

・眼　鏡：『君、行ぎよう事じごとにハシャいで開始前に消しよう費ひし切ってるだろ。だからだよ』

　だが、伊だ達て家け副ふく長ちようが手を上げた。

・不退転：『どういう事？　何でここに明智・光秀が？』

　皆が、有あり明あけ全体をゆっくり見渡してから、明智の背負っているザックと、その口から突き出している掛かけ軸じく数本を見み据すえた。

・銀　狼：『何でここにいるか、あまり聞かない方がいいのではありませんの……？』

・不退転：『それもそうね』

・貧従士：『え!?　そこで終わり!?　終わりですか!?』

　まあそういうもんだろ。深く追つい及きゆうして対応や解説されても何だしな。

・副会長：『御お広ひろ敷しき辺りと話が合うと面めん倒どそうだなあ』

・礼賛者：『べ、別にスイーツの話とか出来ますよ小しよう生せい！　ほうら、お兄にいさんが美お味いしいものを食べさせてあげよう、とか！』

・貧従士：『ダイレクト番ばん屋やぁ──!!』

　まだ未み遂すいだから難しそうな案あん件けんではある。

　しかし、明あけ智ちがここに来た意味は解わかる。

「冷れい泉ぜいのフォローか、明智公こう」

「あ、いえ、ルートを回ってる際、友人に頼まれてここの新しん刊かんを。途と中ちゆうで外れても、ここはすぐにルート復帰出来そうな感じだったので」

　ナイトがネシンバラの方も含めて新刊を束たばにする。
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　新刊の束を掲かかげ、「有あり難がとう御ご座ざいます！　有り難う御座います！」と何度も頭を下げる明智に、ああまあ、うん、などと気の進まない返答をしながら、正まさ純ずみは問うた。

「そんなに大だい事じか？」

「いや、私の方、ここはもう間に合わないなあ、と思っていたものですから。ダメ元でやってきたところにコレは有り難い……」

　また一いち礼れいされ、こちらも一応頭を下げる。

「えーと」

　とりあえず前置きして、言うべき事を言う。

「今、こちらは冷泉と交こう渉しよう中だったが、どうしようか。貴方あなたに代わるか？　それともこのまま続行をすべきか？　どうだ？」

[image: ]

「──あまり引き留めたら駄だ目めよ正まさ純ずみ。現場は忙いそがしいんだから。マルゴットが渡したのは〝並ばず済んだ分〟だから、そのくらいで見積もっておいて」

　そうだよなあ、とこちらも頷うなずき、ナイトに会え釈しやくを送っておく。向こうはイイヨイイヨー、と手を振っているが、

　……随ずい分ぶん、緊きん張ちよう感かんが無いものだ。

　明あけ智ちの登場の仕方もあったせいだろう。巴ともえ御ご前ぜんも、今は馬ば鹿か達の方に合ごう流りゆうして給水のストローを口くち端はにくわえている。霊れい体たいでも飲めるのかな、と思うが、そういうものなのだろう。

　そして、明智が顔を上げた。

「まあ、大体はさっきから冷れい泉ぜい君の方で、こちらに寄よ越こしてくるので知ってます。

　ただ、ウィレムにも会って来た訳わけですね？　となると──」

　彼の方から、疑問が来た。

「どのくらい、知ってます？」
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・未熟者：『仕方ない。ここからは僕が極きよく東とうの裏で暗あん躍やくする闇やみと光の軍ぐん勢ぜいの戦いについて語るべきだね。そう、本ほん能のう寺じの変へんは、彼らの陰いん謀ぼうによって作られたもので、その裏では平へい安あん時代から続く二人の男女の輪りん廻ね転てん生しようと妖よう魔まの戦いが、日に本ほん海かいの裂さけ目の奥にある神じん社じやを通じて……』

・ホラ子：『正純様、ネシンバラ様が人格を否定されるまで続ける気なので早めに話を』

・あさま：『あの、ホライゾン、大体皆解わかってますが、もう少し手て加か減げんを……』

・未熟者：『浅あさ間ま君も結けつ構こう言うね……！』

・副会長：『とはいえまあ、どのくらい解っているかと言ってもなあ』
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　これがコンセンサスなのであろうな、と巴御前は思った。

　今、武蔵むさし側に、どれだけの情報が有るのか。それは、

「内だい裏りにおいては、巴御前から聞いた程度のものだ」

　武蔵副ふく会長が、指折りに言う。

「まず、三み河かわ争そう乱らんにおける元もと信のぶ公こうの演えん説ぜつ。榊さかき原ばら・康やす政まさの公こう主しゆ隠かくしによる消失。そして英国にてヘンリー八世せいの消失や、花園アヴアロンで見たカルロス一世の情報など」

「など？」

「──カルロス一世とヘンリー八世の付き合いについてだ」

　武蔵の第四特とく務むが「え？　突き合い!?　どっちが左？」などと言ってるが、聞こえない事にする。ただ、今の明智の聞き直しは、結構なピースとピースの接せつ着ちやく剤ざいになるだろう。

　……ここまでのものが、繫つながるか。

　武蔵むさし副ふく会長が、言う。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでは、リシュリューがやはり公こう主しゆ隠かくしに遭あっている。その前に、〝公主には親がいる〟と、そう言い残していた。奇くしくも彼やヘンリー八世せいは、昔に一時期行方ゆくえ不明になっていたという事を言われている」

「成なる程ほど。……続けて下さい」

　幾いく度どか浅く首を下に振っている明あけ智ちを見るからに、敵てき意いは無い。どちらかというと、挑ちよう戦せん的な空気を纏まとっている武蔵副会長を前に、教員か何かが冷静に出来を見ているかのようだ。

「──奥おう州しゆう、藤ふじ原わら・泰やす衡ひらの会談を経て、私達は、黎れい明めいの時代に天あま津つ乞ごい神しん令れい教きよう導どう院いんという教導院が、人々の導きのために各所に作られていた事を知った。そしてノヴゴロドでオラニエ公こうと会う手て筈はずをつけた私達は、オラニエ公から、ヘンリー八世達が通っていた学校が、それを模もしたものだという事を聞いた。そこでは公主と友達になろうとして、失敗した事も、だ。

　その現場で、私達の背後に二に境きよう紋もんが出掛かって、消えた」

　武蔵副会長の口く調ちようが、やや突き放すようなものとなった。

　……我が事であるからか。

　公主隠しの二境紋は、彼女の背後にも出掛かったのだ。

　その事実に感情を含め過ぎぬため、言葉を突き放す。それは明智に対して、この情報はどうなのだ、という揺さぶりの意い図ともあるのだろう。だが、

「──Ｔｅｓテスタメント．」

　明智が、告げられた言葉を確かく認にんするように、頷うなずいた。

　先に進めてくれという、促うながしの動きだ。

　……そのような事は知っていると、そう言いたげであるな。

　予測の範はん疇ちゆう内なのだろうか。だが、武蔵副会長も頷き、言葉を続けた。彼女は一度、息を吸い、明智を見み据すえると、

「そこで何もかも途と切ぎれてしまうかと思えたが、真さな田だの地下で妙みような遺い跡せきを見た。そこでは元もと信のぶ公こうの弟の信のぶ康やす公が、何かの研究をしていた」

「それは──」

「妙な、出力器？　か何か、八つが円形に並んで、別の一つが中央にあったな。信康公もまた公主隠しで消えていたようだった。気になるのは、その遺跡が、三十年前と言われている件くだんの何処どこにもない学校より、新しい事だった」

「その事について、どう思います？」

「貴方あなた達が在ざい籍せきしていた〝何処にもない教導院〟。それが役目を終えた後、信康公は独自に何かの研究に向かったのだと、私はそう考えている」

「成程」

　明智が頷いた。彼は、背の荷物を冷れい泉ぜいが下ろすように指し示じするのを手で制して、

「──先を御お願ねがいします」

「Ｊｕｄジヤツジ．、その頃ころ、私達は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズと合ごう流りゆうし、末まつ世せについての思し案あんもしている。P.A.Odaの創そう世せい計画。未いまだ詳しよう細さい知らされぬこれが、しかし漏もれ聞く情報などを元に、末世とはどう有るかを考えたのだ」

「──終わらせて、終わらせない、ですね？」

「そうだ。そこから、末世とは、世界の流りゆう体たい密みつ度どが薄くなり、希き薄はく化して消えていくのだと、そう考えた。以後の私達の末世対策は、それをベースとしたものになっている」

　そして、

「真さな田だで聞いた情報から、小お田だ原わらの地下遺い跡せきで、私達は天てん井じようのレリーフを見た。後付けされていたようなそれは、しかしそこに二に境きよう紋もんを残していただけで、何も無かった」

　振り出しだ、と武蔵むさし副ふく会長は言った。

「だが、私達はある一件を知った。──そこにいる巴ともえ御ご前ぜんから、内だい裏りによる歴史再さい現げんの強制を、な。カルロス一世せいがオラニエ公こうに書いた暗あん号ごうメモも、まだ読めていないが、持っている。

　そして今、森もり・蘭らん丸まるを経て、内裏と公こう主しゆ隠かくしを繫つなげる流れが生まれた」

「成なる程ほど」

　と、一ひと息いきを吐きながら明あけ智ちが頷うなずいた。

　充分と、そう言いたげな言葉だった。

　直後。彼は不ふ意いに台詞せりふを作った。

「──では、君達は、公主が何処どこにいると思うのです」

「決めかねている」

「それは──」

　逃げでは無いのか、と巴御前は思った。

　今の明智の問いかけのタイミングや、立場としては、答えを待っていたように思う。武蔵副会長の考えを、間違っていてもいいから何か聞いてみたいと、そう見えたのだ。

　……内裏であろう。

　巴御前は考える。

　森・蘭丸から見えた冷れい泉ぜいの背景。黎れい明めいの時代から存在する彼女達に公主隠しがまつわるのだとしたら、公主とやらがいるのは、内裏しか考えられない。

　だが、武蔵副会長は回答を避けた。そして、

「──私の母が、内裏と関係していたとは思えない。幾いく度どとなく調べもしたのだ」

　そして、

「貴方あなた達のいた〝何処にもない教きよう導どう院いん〟。リシュリュー達のように、母がそこに三年も所しよ属ぞくしていたとするならば、それは内裏の中にあったのか？　違う筈はずだ。もしそうであるならば、三年間における内裏への多数の人間の出入りは目もく撃げきされて然しかるべきだが、そんな話は聞いた事も無い。あるとしたら、もっと別の処ところ。そこで貴方あなたや母達は、公こう主しゆと友人になろうとした」

　つまり、

「同じ言い方が出来るとは限らないが、公主もまた〝何処どこにもない〟、いないのだ。

　内だい裏りが発生の源みなもとかも知れないが、それは何処にでもいるのだろうし、いない。

　それが何なのか、私は解わからない。そういう事だ」
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　正まさ純ずみは、息を吸った。

　右の手を後ろに出すと、

「さ、正純様、さ、どうぞ」

　とホライゾンが竹ボトルを出してくる。

　見れば上うわ蓋ぶたは開いていて、葦あしストローも挿さしていない。

　一気に呷あおれと言う事か。

　……今の言葉の勢いを消すなと、そう言う示し唆さだな。

　ゆえに、正純は呷った。竹ボトルからは、スポーツドリンク特有の、爽さわやかな甘みのある匂においがしている。そしてホライゾンが、

「スポーツプリンです」
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　浅あさ間まは、正純が「ぐ」とも「ふン？」とも聞こえる音を出したのを聞いた。

　自分はこの現場の加か護ご調ちよう整せいや出て行く冊さつ数すうの計上管理などをしているのだが、見れば正純が口に当てた竹ボトルをほぼ垂すい直ちよくにするような姿勢で、

「────」

　浅く仰のけ反ぞっているその身体からだに、浅間は声を掛けた。

「……大だい丈じよう夫ぶですか正純」

　言うと、正純が、空あいている左の手の平をこちらに向けた。気にするな、という事らしい。そして彼女は、明あけ智ちと冷れい泉ぜいや、他の皆にも手の平を向け、

「…………」

　周囲の騒そう々ぞうしさとは別に、正純が二度、三度とそのまま垂直に軽く跳ねる。

・金マル：『コレ、アレだよね。前にテュレやんと喜き美みちゃんがやってみせた鬼おに公く方ぼうのやっつけ方が出来てないと駄だ目め的な』

・●　画：『ああ、そうね。──浅間は出来るんだっけ？』

・あさま：『いえ流石さすがに竹ボトルの太さはまだ……』

・約全員：『…………』

・あさま：『──い、いえ、常じよう識しき的な話ですよーう？　普通に考えてもあれで密みつ度どあったら無む理りですよね──？　ミトも何で視線逸そらしてるんですか!?』

・ホラ子：『浅あさ間ま様のチャレンジブルな生き方、ホライゾンは感かん銘めいを受けるものであります』

　いやいやいや、と訂てい正せいに回る間に、正まさ純ずみが軽く身を震わせた。

　通ったらしい。明らかに喉のどが「んが」と鳴って、そして三秒程過ぎ、

「──さて話の続きだが」

「誤ご魔ま化かそうとした……！」

　皆が振り向いてツッコんだ。
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・副会長：『待て！　お前ら、何事にもリアクションを求めるな！　大体、誤魔化さなければどうするって言うんだ。言ってみろ！』

・不退転：『キヨナリ、リアクションを求めに来たわよ』

・ウキー：『まあ政治家というのは理り不ふ尽じんだからな』

・十ＺＯ：『というか、付き合いで話を戻すで御ご座ざるが、さっきの話、正純殿どのはどう考えているので御座るか？』

・傷有り：『Ｊｕｄジヤツジ．、──公こう主しゆの事など、幾いくつかの疑問がありますね』

・副会長：『それについては、公主とは別の疑問もあって、ひょっとしたら繫つながるのかもしれないと、そう思っている』

・貧従士：『？　公主と何か、繫がるようなものって、ありましたっけ？』

・副会長：『──創そう世せい計画だ』
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「そうだ、──創世計画。これについても、私達はよく解わかっていない」

　正純は、明あけ智ちに言った。

　……この相手は、何もかも知っているのだろうなあ。

「解るのは、松まつ永なが公こうから聞いた〝終わらせて、終わらせない〟という事だけだ。いろいろ期待を掛けてくれた松永公にとっては不ふ肖しようの相手と言ったところだろう。だが──」

　だが、

「元もと信のぶ公が作った〝何処どこにもない学校〟では公主と友人になろうとし、その元信公が、末まつ世せ解決のために創世計画を立ち上げた。ここに私は繫がりがあると思っている」

　言っていて、自分の中にあった疑問が〝事実〟の扱いとなっていくのがよく解る。

　全ては推すい測そくでしかないというのに、筋すじ道みちが立っていれば、その理論の中では〝本当〟になってしまうというのは、本の評ひよう論ろんなどでもよくある事だ。

　あとはそれを事実の一つとして捉とらえるか、一番正しい、と思ってしまうか、だ。

　……可能性は、自分以外にもあるのだと、そう思うようにしよう。

　公こう主しゆ隠かくしの被ひ害がいに遭あったのは、自分だけではない。だから己おのれの論は、被害者だから正しいという、そんな感情に基づいてはならない。

　そういう事だ。

　息を吸う。

　熱気のある現場だが、今いま更さらながらに、この売り場のバックヤードは空気の流れがあると気付かされる。

　浅あさ間まが、有あり明あけ側にも大気調ちよう整せいの加か護ごを持ち出してくれているのだろう。

　その事に気付くと、腹の中にあるスポーツプリンが妙みように重くも感じるから不ふ思し議ぎだ。まあ、これがあれば当分は水分補ほ給きゆうせずに済むだろうな、と、そう思いながら、

「そんな風ふうに何も解わかっていないような私達だが──」

　背後。そこにいる連れん中ちゆうを、己おのれは指さす。

「瑞典スウエーデン総そう長ちようから預かった暗あん号ごう。北ほう条じようの地下で見つけた違い和わ感かんの解かい析せき。そして本ほん能のう寺じの変へんについての日程の割り出しも、今、進めている」

　だから、

「解らなければ、解って、追いつくぞ。日程の限度はあるが、私達はいずれ先さき程ほどの要求を正確に突きつける事が出来る。──明あけ智ち・光みつ秀ひでの襲しゆう名めい権けんを譲ゆずって欲しい、と」

「成なる程ほど」

　と、明智が、幾いく度ど目めかになる言葉を告げた。そして彼は、

「それは困りますね」

「何故なぜだ？」

　死を恐れぬとか、死ぬつもりだと、そう言うならば、介かい入にゆうする。

　そのつもりだった。だが、

「おい、そこの兄にいちゃん」

　馬ば鹿かが、不ふ意いに、彼に声を掛けた。

「──ガッコ、楽しいか？」
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　冷れい泉ぜいは、女じよ装そうの問うた意い図とが解らなかった。

　……は？

　教きよう導どう院いんは学びの場だ。学問が楽しければ、それだけで楽しいだろう。また、同年代の者達と会い、年の差がある者達と競い合ったり、教えあったりするのも、楽しいだろう。

　特に今は、三み河かわで元もと信のぶ公こうが言ったように危き機きの時代だ。何事にも意味を感じているならば、それは楽しいと、そう判はん断だんしていいだろう。

　ゆえに冷れい泉ぜいはこう思った。そんな、ある意味当然の事を、何故なぜ、と。

　同じ事を考えているのだろうか。明あけ智ちが首を傾かしげ、

「楽しいですよ。御お館やかた様の下、他の皆と、いろいろ進めていき、お互いを知っていったりというのはいいものです」

「たとえば？　どんなヤツがスゲーのよ」

　そうですねえ、と明智が、小さな笑えみを漏もらしながら、こう言った。

「やっぱり、衝しよう撃げき的だったのは、柴しば田た君ですね。何でこんな大おお雑ざつ把ぱな存在があって、しかし頼って任せて大だい丈じよう夫ぶなんだろうか、と。あと、誤ご解かいを恐れず言うと、丹に羽わ君も、昔からよくやるなあ、と思っていましたが、最近では年ねん齢れい負けずによくやってますよね」

　向こう、幾いく人にんかが表示枠インシヤ・コトブを開いて何か通神帯ネツトに書き込んでいるのに不安を感じるが、こちらからはどうしようもないのがそれこそどうしようもない。

　だが、明智の言葉を聞いて、女じよ装そうが言った。

「あのさ」

　言葉が来た。

「昔の、〝何処どこにもない教きよう導どう院いん〟っての。──そこでやる事やったら、オメエ、そういうスゲーやつらとようやく肩を並べられるんだな」

　だから、

「無む理りせず、頼るとこは俺おれらに頼れよ？」
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　ミトツダイラは、横に立つホライゾンが腕を組むのを見た。

　彼女は一つ頷うなずき、小声でこう言ったのだ。

「小こ癪しやくな……」

　言う彼女の口くち元もとに、ミトツダイラは、ふと、笑みを見たような気がして、

　……あ。

　視線を確かにすれば、ホライゾンはいつも通りだ。

　だが、解わかった。王の言った意味が、理解出来ていたつもりだったが、ホライゾンの言葉で確信出来た。

　……明智・光みつ秀ひでは、かつての〝何処にもない教導院〟の事を忘れていませんのね？

　楽しかったのだろう。そこでは、自分達が今得ているのと同様の、否いな、ひょっとしたらそれ以上の充実があったのかもしれない。しかし、

「私達は、失敗したのですよ」

　明智・光秀の言葉に、王が言った。

「そんなこたねえだろ。だって、セージュンの話とか、いろいろ聞いてる限りだが──」

　なあ、と王が皆を見渡し、こう言った。

「アンタが失われなければ、失敗し切ってねえ。そして、もしアンタが、俺おれ達を仲間とか、身内とか、預けられる相手と思うんだったら、俺達が終わらない限り、失敗じゃねえぞ」

　だけど、

「──P.A.Oda、やっぱ楽しいんだな」

「そうですね」

　王の言っている意味が通じたのか、明あけ智ち・光みつ秀ひでが苦く笑しようした。

「──昔の事を、何らかの形で為なしたい。ただ、P.A.Odaの皆には手伝わせたくない。

　だって、そうさせたら、し遂とげた後、肩を並べられませんからね」

「では」

　と言ったのは、ホライゾンだった。彼女は、組んでいた腕を解き、

「──貴方あなたは、過去を抱えながら、今を生きているのですね」

「恥はずかしながら」

　いえ、とホライゾンが言った。彼女は王を指さし、

「恥はじ知しらずもいましたので大だい丈じよう夫ぶです。何しろそれを通りの名前にされたり十周年記念で戦争始めてみたりとやりたい放ほう題だいですから」

　どういう理り屈くつか解わからないが、明智が小さく笑った。

　そしてミトツダイラは思った。解って良かったですわ、と。少なくとも、この相手に対し、何かあったとしても一方的な敵てき意いなどで相あい対たいはしなくて済む、と。

　それが場合によっては、無用な情なさけとなるかも知れないが、王の選択であり、自分達もまた望んだ道だ。

「さて」

　と、明智・光秀が背負い袋ぶくろを担かつぎ直した。

「そろそろ行かねば。──これ、新しん刊かん、どうも有あり難がとう御ご座ざいました」

「あー、気にしない気にしない。そういうもんだから」

　マルゴットが応じて、先さき程ほど表示枠サインフレームで話をしたナルゼが対応しない辺り、身元バレを警けい戒かいしているのだろうか。だが、明智が一いち礼れいし、冷れい泉ぜいも頭を下げた。

　そして明智が一ひと息いきを入れた瞬しゆん間かんだ。正まさ純ずみが、間かん髪はつ入いれずにこう言った。

「──再会議を申し込みたい、明智公こう。

　先程、私は貴方の問いかけに応じ、自分達の現状を話した」

　つまり、と正純が言う台詞せりふは予測出来た。

　ゆえにミトツダイラは、皆と息を揃そろえ、明智を指さして声をあげた。

「正純の一勝ですわ……！」
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・ホラ子：『危ないところでしたね正まさ純ずみ様。何となく良い終わり方で逃げられるところでした。全くもって油ゆ断だんがなりませんな……！』

・副会長：『ま、待て、私、正純ルールを持ち出すとか、言ってないぞ!?』

・金マル：『大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、皆解わかってるから、セージュンは安心して』

・銀　狼：『Ｊｕｄジヤツジ．、タイミングとしても正まさにその通りでしたもの。大丈夫、貴女あなたの意い図とは皆に通じてますわよ』

・立花夫：『公的に考えると、武蔵むさし・副ふく会長・ルールでM.F.R.でしょうか。もしくはルールである、という強調でR.M.F.』

・ホラ子：『ほほう、ホライゾンルールと同種のカウンター技ですね。恐らくホライゾンの方が出が早いと見受けられますが、溜ためた分だけ正純様の方が逆転性は高そうですね』

・副会長：『何か変な持ち技がついてるよ……！』
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　はは、と明あけ智ちが小さく笑うのを、正純は聞いた。

　彼は、冷れい泉ぜいが引き留めようとするのを手で制し、

「では、課題を出しておきます」

　それは、

「──元もと信のぶ先生のしていた事。その発はつ案あん者は、別にいたんですよ」

「────」

「それは当然、元信先生の先生。P.A.Odaにて、聖せい譜ふ記き述じゆつにおける織お田だ・信のぶ長ながの父である織田・信のぶ秀ひでという教員の方だったそうです。

　彼は早くに亡くなったそうですが、それは公こう主しゆ隠かくしだったという話もあり、私は、彼がある実験で全てを証しよう明めいしたのだと、そう思っています」

「それは……」

　Ｔｅｓテスタメント．、と明智が頷うなずいた。

「公主の実在を証明したのではないかと」

　そして、

「その意い思しを継ついだ元信先生は、ある計画を作り上げました」

「それが、創そう世せい計画か」

　告げた先、しかし、明智・光秀が首を軽く傾かしげた。

「半分、当たりです」

　何故なぜなら、という言い方で、明智が口を一度噤つぐんだ。

　終わりだと、そう思った。

　ここで、今の時点での情報の交換と、会議が終わる。ただ、

「──次は、九月二日としましょう。その頃ころ、武蔵むさしはまだいますか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．」

　静かな言葉を作るだけで、こっちは精せい一いつ杯ぱいだ。

　長身瘦そう軀くの、現場慣れした格かつ好こうの男。口く調ちようも丁てい寧ねいで、腰も低いというのに、告げられる内容にプレッシャーを感じている。それもそうだ。何故なぜなら、

　……この人は、母達と、時間を共にしていたのか。

　聞いてみたい。だが、ここでは無しだ。今はその時間でも無く、そこまでを踏み込める程の言葉も交わしていない。

　大体、母と自分は名みよう字じも何も違う。解わかりはしないだろう。だから、

「九月二日。……何処どこで、何なん時じだ？」

　そうですね、と明智が、向こうへと振り向きながら言った。

「午後五時。場所は、──京きよう、御ご所しよ前に来て下さい。御お忍しのびとしておきましょうか」

　そうしたら、

「──今日きようの続きを話しましょう。武蔵の学生諸しよ君くん」
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　風が動いたのを、巴ともえ御ご前ぜんは感じた。

　立ち去っていく明智・光みつ秀ひでの会え釈しやくにこちらも応じ、同じように冷れい泉ぜいに頷うなずきを送る。

　冷泉の視線は、こっちを見み据すえたものだ。だが、

「──有あり難がとう御ご座ざいました」

「責めても構わぬものであるがね」

「いえ、──明智様が自分から笑ったのは、久しぶりでしたので」

「それは重ちよう畳じようである」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷いた冷泉が、明智と去って行く。見送るこちらは、副ふく会長の、

「あ──、疲れた」

　伸びが一発。それに応じるように、皆が息を吐き、お互いの顔を見合わせた。

　誰だれもが、事じ態たいの大きな動きを悟さとったのだろう。

　……内だい裏りどころでは、無くなったな。

　P.A.Odaが内ない密みつに進めている創そう世せい計画。そこにまで食い込む話だ。

　明智・光秀との再会議は九月二日。

　それまでに本ほん能のう寺じの変へんが生じなければ、武蔵勢ぜいの介かい入にゆうが生じる可能性は、かなり高くなったと、今の空気ではそう思う。あとは、

・あさま：『私の方、本ほん能のう寺じの変へんの日程について割り出しが必要になりますね……』

・未熟者：『僕の方もちょっと火がついたよ。僕の預かった暗あん号ごう文ぶん、頑がん張ばらないとね』

・●　画：『アンタらテンション上げられていいわねえ……。こっちはこっちで、遺い跡せきの検けん分ぶんな訳わけだし』

　まあ、恐らくはそういう事を含めての〝課題〟なのだろう。

　……ともあれ、よくぞそこまで詰め寄ったものであるな。

　戦争を押して相手を引きとどまらせて、武蔵むさし副ふく会長の交こう渉しようで詰めていく。それを道として、武蔵総そう長ちよう達が落としどころを見つける、と考えていいのだろうか。

　……今後の参考にしよう……。

　冗じよう談だんではなく、結けつ構こう本気でそう思う。
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「──流石さすがですね浅あさ野の様、幾いくつかの部分で、問題がクリアされていると判はん断だん出来ます」

　望もち月づきは、訓くん練れん場じようとなっている広大な窪くぼ地ちの斜面で、浅野に告げた。

　今は午後の入り際。本来ならば昼食の後となっている時間だが、浅野の進言によってそのまま訓練を続行している。

　浅野の術じゆつ式しきとなっている位い相そう空間の配置。それを彼女が朝から全て使い切るつもりで行い、今、自分がその検けん分ぶんに入っているのだ。

　位置関係は全てマークしてある。自分が見るのは、その狙ねらいなどが相手に対して有効かどうかという事と、発はつ想そうのレベルだ。

　自じ動どう人形ゆえ、仕掛けたものがどう考えられてそうなったかは計れる。無む論ろん、動どう機きなどは解わからないが、発想の手て順じゆんとして何を積み重ねてきたのか、浅野の訓練を仕切って、発想の始まりから付き合ってきた自分ならば、よく解る。

　……真ま面じ目めな方です。

　正直。よく解らないイントネーションで喋しやべるため、初めのうちは、気が入っていないのかと思った。だから「注意をするように」、「怪我けがなどしないように」と言っていたのだが、

　……本当に気が入ってないとは……!!

　とにかく普通に歩いていて、この窪地の中で足を引っかけるわ転ぶわ足あし場ばを崩くずすわで、一回岩がん盤ばんの留め石となっているのを踏み抜いたのか、一いつ緒しよに巻き込まれ掛けた。

　大だい丈じよう夫ぶでしょうか、と思った懸け念ねんは、しかし、検分をしていると霧む散さんする。

「いい集中です」

　罠わなとして仕掛ける位相空間の配置。その精せい度どが、高い上で揺らぎがある。今日きようの配置には随ずい分ぶんと時間を掛けていたが、恐らく、置く時は一発勝負なのだろう。

　思し案あんに時間を掛け、ここだ、と思った時には絶対の自信で置く。

　集中力だ。

　普段、抜けているように見えるのは、きっと思案の状態。動くのが必要な時は、思案をまとめて一気に片付けていく。それが彼女のスタイルなのだろう。

　罠となる位相空間の配置に、その個性がよく見える。

　位相空間のどれもが、精度が高い一方、神経質に計って置いたのではなく、ただ添えるように周囲の自然物へと〝乗っている〟のだ。

　だから、そこに罠の気け配はいがない。

　無む論ろん、位相空間は、展開するまで目に見えないものだ。だが、警けい戒かいしている人間は、怪あやしいと思ったところに視線を寄せ、違い和わ感かんがあればそこをポイントする。

　不ふ可か視しの位相空間とて、狙ねらいをつけるには相手との射しや線せんを通す方が有利なので、

「……つい、解わかり易やすい位置に置いてしまうものです」

「でもー解ーりにくいーと、射しやー線せん通ーらない──」

　その辺りのバランスを、このところで憶おぼえたのだろう。

　……これならば、自然素材の罠わななど作らせても、かなりいい線を行くでしょう。

「しかし、あまり物陰を狙ねらい過ぎてもいけません。達たつ人じん級だと、罠に引っかかっても、遮しや蔽へいとなっている葉枝を罠が突き抜ける際、その異い変へんに反応して動きますから」

「あー、前そんーなーのあった気がするー」

　当時の相手は立たち花ばな夫ふ妻さい。当然、罠の発動を見てから動いて間に合うクラスの実力者だ。更さらには、武ぶ士しではあるが、実際は忍にん者じやの要素を強く持つ柳生やぎゆう家けの襲しゆう名めい者しやとも当たっている。

　敗れたが、上を見たのはいい経けい験けんだ。

　後は自分達で、上に届く方法を模も索さくし、積めばいいのだから。

「……とはいえ、記録に拠よれば、里さと見みの山さん岳がく地帯を随ずい分ぶん走り回ったそうで」

「やらーなきゃいーけーなかったーから疲れた──」

　今の歩き方など見ていると、当時もまた集中の産物だったのだろう。自分が斜面を登るのについてくるが、

「浅あさ野の様、下りの訓くん練れんはしておいた方が良さそうですね」

「そーうなのー？　今、登りだけーど」

「下りは、地形によっては跳ちよう躍やくが必要であったり、浮き石が見えずに、事故が生じます。が、登りは姿勢の関係から手をつきやすいですし、ぶっちゃけとにかく這はいずっても行く事が出来ます。が、下りはそうでもありません。──浅野様は、今のところ見ている限り、昇りの方で危険を避ける動きをとっておられますので、大だい丈じよう夫ぶかと判はん断だんしています」

「里ー見ではー全力で下ーってたーよ？」

「里見の山岳地帯は、真さな田だのものに比べたら丘のようなものです。土の地面と下草が豊富ですからね。転んだところでクッションも多いですから」

「私のー次のー戦せん場じよう、どーこ？」

「一度こういう場で訓くん練れんしておけば、気き候こうが変わらない限りは何処どこでも大丈夫です」

　そして、望もち月づきは浅野を試した。

　……こう言えば、良いのでしょうか。

「下りの注意点を登りの際の注意点にシフトするのは、浅野様にお任せします」

　言ってみた。すると浅野の顔が上がった。一いつ瞬しゆん、視線に力が来て、

「うーん。結けつ構こうー厳きびしーいね」

　また弛ゆるんでいく。が、今のでいいのだ。

　きっとこれから、下りの中で、彼女は自分の足あし下もとや周囲に集中する。そして幾いく度ども転んで失敗して、学んでいくだろう。

　才さいある者達。例えば佐さ助すけなどは山さん岳がく行こうの天てん賦ぷを持っている。才さい蔵ぞうと組んで山岳や森林に入れば、そこらの副ふく長ちようクラスを越える移動力と戦せん闘とう力を誇るだろう。

　だが、彼らが天賦と経けい験けんで風のように行くのとは違い、自分や浅あさ野のなどは、

「確実に行けるようになる事が肝かん要ようです。意味は解わかりますか」

「──私ーの戦せん術じゆつーは、周囲ー環かんー境きよう全てが武ぶー器きになるーし、自分自ー身が囮おとりにーもなるからー、急ぐよーりも確ー実が大だいー事じ」

「Ｔｅｓテスタメント．、忍にん者じやとは本来そういうものですからね」

　と、言った瞬しゆん間かんだ。上方、窪くぼ地ちの縁ふちの向こうから、強きよう烈れつな音が破は裂れつした。

　機き竜りゆうだ。赤の色は、鍋なべ島しまの〝大たい気き不足〟。森の方から、大きな拍はく手しゆが響ひびくのは、教官役の地ち竜りゆう達だろう。

「あれは──」

「垂すい直ちよく上ー昇って、今朝けさ言ってーたよ」

　一昨日おとといまでは歩きや走りからの離り陸りく、そして着ちやく陸りくをずっと練習していたものかと思ったが。

「向こうも、一歩一歩、上がっていくのですね」
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　鍋島は、機竜の操そう縦じゆう室しつで久しぶりにこう思った。

　……うっわ、結けつ構こう高いわあ。

　この三週間程、ずっと地上での機き動どう訓くん練れんを中心としたプログラムばかりだった。離陸と着ちやく地ちについても、地竜達が、

『上うえ田だの教きよう導どう院いんより上を飛ぶなよ？　低空できっちり仕上げるのが格かつ好こいいんだ』

　と譲ゆずらない。しかしこれが結構な難関で、

　……低空だと速度が乗らんわー。

　機竜自体が、巨きよ体たいを飛ばすというより、大推すい力りよくで打ち出すようなものに近い。それを空中で幾いく度ども繰り返したり、適時行う事で加か速そくや航こう行こう、進路変へん更こうなどを行うのだ。

　しかし、着地となれば、速度を落とす必要がある。そこで低空となると、ちょっとした失速や出力の不足で、目もく標ひよう地点に届かなかったり、周囲に被ひ害がいを与えてしまう。しかし逆に勢いをつけ過ぎると、着地地点の地面に対して水平軌き道どうで突っ込んでしまい、通過もしくは派は手でなスキールを行ってアウトだ。

　正直、今までは荒っぽかった。とにかく勢い重視で、着地も高こう空くうから叩たたきつけるように行くか、長距きよ離りの滑走をつけて最後丁ちよう度ど止まってればいいと、そんなつもりだったのだ。

　これについては、龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のう側に言い分がある。

『──新大陸の地竜達は、大体こうだからなあ』

　つまり運用と設計が違う。

　それに元々、地ち竜りゆう達は生物として加か護ごを受けている。飛ひ翔しようを行う際は加か速そく器きや翼つばさを使用する一方で、自らが飛翔用アーティファクトのような力をもって飛ぶのだ。

　対し、大出力のみをもって飛ぶ機き竜りゆうには、応じた乗り方がある。地竜のような、出力とは別の有利点で飛ぶものと同じ事を要求されても困る。それが龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうの言い分だ。

　これには自分も同意で、地上での機き動どう訓くん練れんから離り陸りく、着ちやく陸りくの訓練をする際に、同じ主張をした。だが、

『あのな、ちょっといいか。〝機竜〟としての動きは結けつ構こういい。〝入ってる〟のは解わかる』

　と、議ぎ論ろんに割って入ったのは、筧かけい・虎とら秀ひでという大型の地竜だった。リントブルム型、飛翔系けいを有利とする彼は、

『だが、前ぜん提ていとして、新大陸の地竜達って、小型で非ひ文ぶん種しゆばかりだろう。つまりは知能の低い獣けものだから、自分達の動作に文化がない。ケダモノだ』

　だから、

『そういった竜は、〝その地に住んでいない〟。つまりその土地に生息しているが、そこに住まい、治め、育はぐくんでいない。だからああいうのは駄だ竜りゆうや獣じゆう竜りゆうって、俺おれ達と結構似ているが、お前らと猿さるみたいな関係なんだとまず知っとけ』

「猿になるな、って事？」

『猿真似まねだから、猿より下だぞ』

「でもそれ、感情的な理由だわ」

『ほう、頭いいじゃあねえか、御お嬢じようちゃん』

　あったりめえだ！　と後ろの四天王が言うに任せて、鍋なべ島しまは虎秀達の言葉を聞いた。

『獣じゃ、人に討うたれるぜ』

「地〝竜〟なら討たれない？」

　残念ながらな、と虎秀が全身を軽く揺らした。その分ぶ厚あつい装そう甲こうは、首元を中心に真新しい亀き裂れつと傷を有している。

『討たれるのも、また、誉ほまれだ。これ、〝竜〟の文化な』

「でもそれじゃ困るんだわ」

『だから、だ』

　虎秀が言った。

『俺達の出来る事は、一通りやっとけ。それに上じよう達たつする必要はないが、機竜ってのは機き械かいとして憶おぼえる事が出来るんだろ。だから一回やっとけ』

　いいか。

『俺は、出来ても討たれた。御嬢ちゃんは、出来た上で、討たれちゃなんねえ。必要最低限のラインてのは何処どこだぁよう？』

　左さ様ようか、と鍋島は思った。つまりは単純な出来不出来の訓練ではなく、挙きよ動どう関係のライブラリに、勘かんやイメージではない、ホンモノの〝竜りゆう〟を仕込めと、そういう事だ。

「じゃあやるわ」

　決断は早かった。

「その挙きよ動どうや運用ライブラリ。──あれば龍りゆう造ぞう寺じの竜は全体が底上げ出来るんだわ。だったら夏休みで一通り捲まくって、一回ＯＳを作り直すつもりで行くわ。それに──」

　それに、

「確かにここまでの地上用機き動どう訓くん練れん、これやった後だと、多分、三み浦うら半島での戦せん闘とう時じの結果が違ったわな、って、そう思えるのは確かなんだわ」

　土の斜面を踏み崩くずさず、軟らかい地ち殻かくでも全身をホールドし、時に回す。

　それは、龍造寺四し天てん王のうにもよく解わかっている事だろう。だから、

「頼むわ皆。だってまあ、地上戦の結果が変わるなら──」

　と鍋なべ島しまは空を見上げ、こう告げた。

「──ここからは、空も変わるんだわ」

　結果として、龍造寺四天王は、まず籠こもった。強ごう引いんに付き合わせたかと思ったが、彼らが一両日で出来上がらせて見せたのは、

「龍造寺の工こう房ぼうと連れん携けい出来る現地工房補助システムな。輸ゆ送そう艦かんの修しゆう理り場に接続すれば、素材次第でこっちの溶よう鉱こう炉ろなんか地元と同様に扱える。規き格かく関係ちょっとまごつくだろうけど、御お嬢じようがＯＳ作り替えたら下手へたすりゃメインフレーム打ち直しだ」

　だから、

「──御嬢。ＯＳだ何だで、龍造寺が底上げとか、そんな事、考えちゃなんねえ」

「何でだわ」

「もう、御嬢が勝つ方が、うちの宣せん伝でんにならあな」

　笑って言われて、笑って応こたえて、後で機き竜りゆうの操そう縦じゆう室しつで泣いた。無む理りを言ったつもりだったから、このカウンターは結けつ構こう効いた。よく考えたら、負けてからこっち、落ち着いた上で、ようやく泣けた感もある。くそ。遠えん征せい先で泣くとか、流石さすがは夏休み。

　もう負けんわ。

　そして今、ようやくの離り着ちやく陸りく訓練を経て、垂すい直ちよく上昇訓練だ。

　空を一気に昇り、

「お」

　高い位置まで、来た。
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　高空にて、鍋島は久しぶりの全天と全地の掌しよう握あくを得た。

　以前にこれを得たのは、安あ土づちを出て真さな田だに向かう時だったから、実に四週間。

　久し振りの全力上昇だ。〝空〟というものに対し、期待が生じる。

　そのつもりだった。だが、

　……おわ？

　何だろうか。手元だけでは無く、上昇していく全身に、ふと、鍋なべ島しまは違い和わを感じた。

　自分がしているのは、最初、手本として虎とら秀ひでが見せてくれたのと同じ上昇方法だ。

　全身の加か速そく器きを下に向け、一気、ではなく、出力を上げて行き、

　……全身を浮かせてから、一ひと息いきに跳ね上がる。

　身体からだの加か重じゆうを上に向けた後、そこから押し出すのだ。

『これが一番、無む理りがねえ。初めの低出力からのアゲは、準備体たい操そうってか、お前らプール入る前に水浴びとか暢のん気きにやってんだろ。アレみたいなもんだ』

「そーいうの見てんだわ？」

『言っておくけど、俺おれらから見たら〝食料があんな集まって自分から洗ってるぞ〟って面もあっからな？　あれ』

　ああ、うん、と他の地ち竜りゆうが頷うなずく。

『とりあえず食人は禁止っつーからやんないけど、見た後は〝今夜は肉にく鍋なべだな〟とか思う』

『うんうん、──見ながらメシ食えるよな』

『でも今の人間、肉の匂におい薄くて食っても美味うまくないだろうなー……』

　そういうもんだろうか。

　だが、彼らに見送られて飛ひ翔しようした己おのれが、今、全身に感じているのは、

「おお……」

　強きよう烈れつな不安。これまで、もっと高い位置を飛んでいたというのに、今回のこれは、

「落ち……、る……!?」
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『──お、見た限り、いい反応してんな、あれ。機き竜りゆうだと更さらに解わかり易やすいだろ』

　という虎秀の言葉に、清きよ正まさは頭ず上じようを見上げた。

　昼食用の敷しき物ものを片付け、浅あさ野の用のものをバケットとは別に包んでいる自分の目には、ただただ機竜が上昇をしていくように見える。だが、近くに並ぶ龍りゆう造ぞう寺じの四し天てん王のうが言うには、

「随ずい分ぶん丁てい寧ねいじゃねえの」

「あと、まっすぐな、揺れてねえ」

『だろうよ』

「だろうよ、じゃないよ虎秀のオッサン。どういう事さ」

　あのな、と虎秀がジャージ姿すがたの海うん野のに首を向けた。

『地上での機き動どう訓くん練れんで一番大だい事じなのは、竜としての身体の動きが、単に前足と後ろ足で突っ走るだけじゃなく、身体からだ全体を使った動作だって知る事だ。つまり、全身の感覚を手に入れる。これ、俺おれらなら当然だけど、機き竜りゆうの乗り手？　だとまた違うだろうよ。俺らだって、何気なくやってっから、手足の動きを改めて理解するの結けつ構こう面めん倒どうでな』

　そして、

『身体の何処どこがどう動けば、全身がどう動くか。全身を動かすには、身体の何処をどう動かせばいいか。それら理解の上で、出力調ちよう整せい必要な低空での離り着ちやく陸りく訓くん練れん。そんなのをみっちりやった上で、真上に加か速そく器きだけで飛ぶと、どうなる？』

「あたし、竜じゃないし、機竜乗りでもないんだけどさ」

　海うん野のの言葉に、向こうで地ち竜りゆう達が顔を寄せ合った。

『まあ、海野さんったら、思し考こう停止よ……？』

『若い子って、すぐにああやって〝解わからない事〟が反はん抗こうになると思ってるのよねえ』

『まあ、馬ば鹿かって事ね……』

　あらやだオホホ、とやり始めた地竜達に海野が右拳こぶしを振り上げると、皆が、わあ、と逃げ出す。こちらは、

「まあまあ、そう怒らずに。……で、ええと」

　訓練として、清きよ正まさは考えた。今、鍋なべ島しまがどのような状態かと言えば、

「機竜の全身の感覚を、手て応ごたえとして摑つかんだ上で、更さらに、加速出力の力も把は握あくしていると、そういう事になりますね」

『それは、どういう事だと思う？　──今、あの御お嬢じようちゃん、俺の指し示じ通り、丁てい寧ねいに上昇していった訳わけだけどさ』

　Ｔｅｓテスタメント．、と清正は思った。カレトヴルッフも、その後部加速器を使用すれば短時間飛行が可能なのだ。だからそこから、逆ぎやく算さんして思うに、

「不安ですね」

　言った。

「今までは、機竜を乗りこなし、機竜一体としての挙きよ動どうが出来た鍋島さんですが、それは、自分のイメージによるもの。生物として、挙動に理論を含めて理解した時、今までとの差さ異いがあると気付いた筈はずです。特に、──垂すい直ちよく上昇という、上下一直線の状態で、加速器だけに集中しているのでは尚なお更さらでしょう」

『そうだ。──今、御嬢ちゃんは、初めて、竜の全身を感じた。それは重く、本来、飛ぶのすら至し難なんなものだってな。そして空においては、竜の全身、その巨きよ体たいや力なんて、殆ほとんど意味がないってのも解った筈だ。何しろ踏む場所もなければ当てていくものもない。

　それなのに、四し肢しと全身の感覚は今や鋭えい敏びん。出力はドカンと行ってないなら、今、自分がどれだけ不安定なバランスにいて、持ちこたえてるか解ってるだろうさ』

　つまり、

『ようやく〝生きた〟って訳わけだ。今までは〝生かしてた〟んだがな。──ここからが本番だぜ。下に降りてきたらビビって腰抜かしてるだろ。だけどそういうもんだ。生まれた時ってのはそういうもんだ』

　なあおい、と虎とら秀ひでが龍りゆう造ぞう寺じ四し天てん王のうに振り向くのを、清きよ正まさは見た。

『あの御お嬢じようちゃん、相当出来るようになるぜ。保ほ証しようする。──だって、この短期間でここまでクリアしたの、うちの連れん中ちゆうにはいねえからな。──お前らの事だぞ！　コラ！』

　森の向こうに逃げていた地ち竜りゆう達が慌あわてて敬けい礼れいし、海うん野のが両腕うでを振り上げて馬ば鹿かにするまでが、この土地の習わしだろうか。ただ、空をゆっくりと降りてくる加か速そく光こうを見て、清正は思った。

　……いい時間ですね。

　実りがある。夏なのに、それがしっかりと予感出来るのは良い事だ。

　この空を、

「どうなんでしょう」

　福ふく島しまもまた、見上げていたりするのだろうか。





●






　福島は、空を見上げていた。

　場所は土の上で、姿勢は大だいの字じだ。耳に聞こえるのは蟬せみの鳴き声と、

「だーめだ、こりゃ。クソが。──無視して山入ってた方が気が楽だったぜ」

　佐さつ々さの声が響ひびく。足音が生まれて、去って行く。

　自分は慌てて身体からだを起こすが、

　……く……。

「無む理りに動くんじゃねえよ。脇わき腹ばら、肋ろつ骨こつヒビくらいで済ましといた」

　腕で支えた身の正面。夏服姿すがたの佐々が首で振り向く。彼は、訓くん練れん場じようとしている川かわ縁べりの広場の上で舌した打うちし、

「何かいろいろ、頭の中で散らかってるだろ、テメエ。それでいて無理に訓練しようとか、やってんじゃねえよ。怪我けがするぞ。俺おれ、女も普通に殴なぐるからな」

「……Ｔｅｓテスタメント．」

　頷うなずいて見れば、自分の武ぶ器きである一いちノ谷たにが、その柄えを曲げていた。

　……これは──。

　防ぼう御ぎよに使ったのは憶おぼえている。一直線の踏み込みで跳び込まれ、

「かわせる、って顔して、動き止めやがったな」

「いえ、別に、そういう訳では──」

「結果そうなってんだろ、馬ァ鹿。──訓練ってのは、頭の中で出来たら終わりじゃねえんだぞ。だから叩たたき込んだ」

　一いちノ谷たにの柄えを曲げられ、その上で、

　……肋ろつ骨こつ、やられてるで御ご座ざりますなあ。

　防ぼう御ぎよしたからこの程度で済んだ、という訳わけではない。佐さつ々さの手て加か減げんだ。彼が、柄を破は壊かいした上で、こちらに届くダメージを調ちよう整せいしたのだ。

　武ぶ装そうを通した手て応ごたえで、相手への打だ撃げきを手加減出来るかどうか。

　佐々の実力なら、柄ごと、こちらの胴どう体たいを貫つらぬくくらいは出来るだろう。触れただけで、震しん動どうによる全身の破は砕さいが生じる打撃を放つのだ。

　自分には出来ない。

「ケ」

　とまた歩き出す佐々の背を見て、こちらは座り込んだまま頭を下げるだけだ。

「御ご指し導どう、有あり難がとう御座りました……！」

　右の肋骨に軋きしみと、寒さむ気けのような痛みが来るが、礼れい儀ぎは通さねばならない。

　しかし、言葉を放って息を吸うと、一気に汗あせが来た。

　負ふ傷しようした。

　治ち療りよう自体は、加か護ごと術じゆつ式しきで二、三日といったところだろう。その間、屋内で脇腹に負ふ担たんを掛けないトレーニングやストレッチに励むのが大体の流れだと思う。しかし、

　……不ふ甲が斐いないで御座りますなあ。

　訓くん練れん合がつ宿しゆくが、二週間を過ぎようというのに、〝強化〟の言葉が自分の中に見えてこない。
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　福ふく島しまは、蟬せみの声を聞きつつ、空を見上げる。

「既すでに、夏休みも半分を過ぎるので御座りますなあ……」

　話によれば、武蔵が改派プロテスタント領りよう邦ほうの東、京きようの西境きよう界かい近くに有あり明あけごと来たのだと言う。

　自分達のいる位置からは恐らく西南西。だが冷気を避けるために、近くの山さん嶺れいの東南側の窪くぼ地ちに展開した柴しば田た班はんからは、山が邪じや魔まで武蔵むさしを見る事は出来ない。

　これは合宿に集中しろという事で御座りますな、と、少しは気を入れられたと、そう思ったのだが、

　……佐々様が、強う御座りますなあ。

　この二週間程、佐々の指し示じで地道な基き礎そ体力の鍛たん錬れんと、時とき折おりに前まえ田だの提てい示じする霊れい体たいの戦せん士し団だんを相手に戦せん闘とう訓練を行ってきた。

　幾いく度どか佐々と軽い手合わせがあったのだが、これがまた、まともに相手が出来なかった。

　困った事に、こちらの攻こう撃げきが、佐々に当たらない。

〝坂落とし〟も、見切りも用いているつもりなのだが、回り込む事すらろくに出来ず、十数分を攻め続けて息が上がってしまい、

「参まいったで御ご座ざります……」

　となるのが常だった。更さらには、どういう仕掛けかを教えて貰もらおうとして、

「見事で御座りますな」

　と話をしようとすると、背を向けられて、立ち去られる。

　余よ程ほど、こちらが不ふ甲が斐いないのだろう。本人も、自分の修しゆう練れんに〝山〟に行くのを止めて、こちらに付き合ってくれているのに。

　何とかせねばと、踏み込んでは見るが、当たらない。

　そしてまた、相手にされずに自じ滅めつする。

　だが、一つの契けい機きが生じた。

　可か児にが、笹ささ群むらの改良に入り、全体のスケジュールや持ち場が変わったからだ。可児は柴しば田た艦かん隊たい内の工こう房ぼうと試験場を行き来する事になり、代わりに可児が使っていた訓くん練れん場じようが空あいた。

　佐さつ々さも思うところがあったのだろう。これまで、どちらかというと傍ぼう観かんや、自分の訓練を優先としていたのだが、三日前から軽い模も擬ぎ戦せんが正式にプログラムに入るようになった。

　午前と午後、シメに一回ずつ。だがこちらの攻こう撃げきは当たらず、時とき折おりに、

「おい、受けろ」

　と、攻撃が来て、これがまた避けられない。だから受ける。

　回かい避ひは出来る筈はずなのだ。だが、

　……避けられると、そう思ってしまうので御座ります。

　すると、身体からだが動くのを止めてしまう。

　頭の中で結果が出たら、それでいいと、全身が不動を選択するのだ。

　慢まん心しんとか、過信とか、そのようなものではない。これはいかんと、思ってもいるのだ。

　だが、身体がそこで、動くのを止める。

　戦う事に、飽きたのだろうか。

　飽きてしまって、もういいと、この回避などは幾いく度どもやってきた事だからもういいと、そんなモチベーションになっているのだろうか。

　身体は動ける筈だ。

　コミニュケーション失敗。そんな言葉が頭に生まれ、思い出すのは清きよ正まさの事だ。

　……キヨ殿どの。

　泣かせてしまった、というのが一番に来るのは、まだ自分が事じ態たいを飲み込めてないと、そういう事なのだと思う。

　状況的には、好きだと言われたのだ。だが、行き違いがあって、それもこちらが悪く、向こうを傷つけたろうと、そう思う。

　大体、好きだと言われたが、その〝好き〟はもはや過去形なのだ。

　こっちが傷つけた事で、嫌きらわれた。嫌ったという合あい図ずとして、〝好き〟を捨てるためにああやって言葉にして──。

「……！」

　勢いよく後ろに倒れ、後こう頭とう部ぶから地面にぶつけていった。

　痛みよりも震しん動どうがあり、一いつ瞬しゆんだけ視し界かいが暗くなる。だが、

　……くお。

　右の肋ろつ骨こつが、姿勢の急激な変へん更こうによって軋きしんだ。

　いたた、と呟つぶやき、何をしているのだろうと、自分でそう思う。すると、

「おい」

　遠く。佐さつ々さの声が聞こえた。

「テメエ、今日きようので負ふ傷しようしたんだから、もう当分訓くん練れん休め」

「は……？」

　身を起こすと言うより、捻ひねって向けると、佐々が歩きながらこちらを指さしていた。

「雑ざつ念ねん入ってんのが見てて解わかるんだよ馬ばァ鹿か。──トシに聞けば、山やま籠ごもりの場所を教えてくれるから、当分、降りてくるんじゃねえ」

　いいな、と彼が言った。

「テメエは何よりまず、精神修しゆう養ようってヤツだ！　それ行って来い！」
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「よっしゃそれじゃあ両者完売という事で乾かん杯ぱい──！」

　ナルゼの言葉と掲かかげた木製ジョッキに、青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽ内の皆が同じ動きを取る。

　木製ジョッキと言っても、箍たがは金きん属ぞくだ。硬い音を響ひびかせてぶつけ合い、まずは誰だれもが、改めての一ひと息いきを入れる。

　中でもナルゼが、

「鈴すずの風ふ呂ろ入った時は、眠気と脱だつ力りよくで死ぬかと思ったけど、生きてて良かったわ──！」

「べ、べつに、うちで騒さわいでも大だい丈じよう夫ぶ、だった、よ？」

　いやいやいや、とナイトが鈴に言う。横、銀ぎん鎖さが料理を各テーブルに運んでいくのを手を伸ばして摘つまみながら、

「あっちだと男女に分かれるし、かといって、身内の騒ぎみたいなのを表おもての公園広場で行うのも何だからね」





●






　ナイトは、鈴の頷うなずきを見つつ、場の空気を確かく認にんする。

　厨ちゆう房ぼうにはソーチョーとホライゾン、浅あさ間まにメアリという調理組が入っていて、サービス役としてはミトツダイラと点てん蔵ぞうが動いている。各所補助にはアデーレが入り、全体としてはいつもの流れと言ったところだ。

　興きよう味み深いのは、立たち花ばな夫ふ妻さいや成なる実みなども、結けつ構こう馴な染じんでいるように見える事だ。夫妻は今日きようの有あり明あけの状況をまとめた広報委員の報ほう道どう番組を注ちゆう視ししているし、成実の方は今日あった事を思い返しているのか、まんざらでもなさそうにジョッキを口に当てている。

　見ればナルゼは、結構なスタートダッシュで出来上がっており、今はネシンバラの背中を叩たたきながら、

「あはははは！　こうもんめだま売れたわね！　いいわあ、もう怖こわいもんなしじゃない！　こわいもんめだま！　あははは！」

　などとやっている辺り、かなり凄すごい。肉運び担当となっているミトツダイラが、こちらのテーブルに〝青雷亭ブルーサンダー式ボイル豚ぶた〟を持ってきながら、

「……何だかナルゼ、勢い凄くありませんの？」

「あー、何だかんだで、結構今回の夏なつ倫りん、良かったんじゃないかなあ」

「そうなんですの？　売り上げとか──」

　いやいや、とナイトは手を振って、ボイル豚をナイフで切り分けていくミトツダイラの手て捌さばきから、彼女の顔を見上げる。

「こう言っちゃなんだけど、──ガっちゃん、皆とこういう行ぎよう事じやるの初だから」

　大体は自分と二人。サークルの同級生や後こう輩はいが手伝ってくれる事もあるが、

「絶ぜつ倫りんの場合、サークル側の登とう録ろくもあるから、ガっちゃん単体で出る場合、同級生や後こう輩はいはサークル側や自分のに集中して、こっち手伝えないんだよね。有あり明あけってなると、武蔵むさしは極きよく東とうの何処どこかにいる訳わけだから、簡単に来られない場合の方が多いし」

　だから、

「今回、セージュンが狙ねらってた各かつ国こく代表との交こう渉しようのバックアップとか、そういうのもあったけど、皆が一いつ緒しよにやってくれて結けつ構こう楽しかったんだと思うよ。

　それに、やっぱガっちゃんとしてもプレッシャーがあったと思うし」

　おおうナイちゃん話し過ぎ、と思うが、まあいいだろう。

「──あれでもガっちゃん、同どう人じん草そう紙しとか描いてるの、ビミョーに引け目だから」

「そ、そうな、の？」

「多分」

　言うと、逆に頷うなずかれるのは何でだろう……。

　ただ、大体の処ところは解わかっているだろう。

「──やっぱ、趣しゆ味みというか実じつ益えきだけど、そういうのに時間使ってる分、ソーチョーや皆のやってる事に上手うまく関われないとか、あるもんね。寝不足で体調不良だったり」

「ナルゼは寝不足の方が成せい績せきいいような気もしないでもありませんわ」

　ミトツダイラの言葉に、鈴すずが小さく笑った。自分もちょっとそう思う。だけど、

「皆、解って、る、よ」

　鈴の言う通りだった。

　皆、内側に入れてみれば、現場では夢む中ちゆうというか必死で真ま面じ目めで、現場で完売した時は売り場のフロントにいた点てん蔵ぞうとアデーレがハイタッチで、メアリが慌あわててハイタッチに加わるとか、そういう光こう景けいも見られたのだ。

　……ガっちゃんにして見れば、自分の事を我が事のように喜んで貰もらえた訳でさあ。

　これが、同じように活動している仲間や、自分だと、また違う。それは苦く楽らくの部分で理解し、認め合っている面が強いからだ。

　だが今回は、外げ道どう付づき合……、友人付き合い。うん。言い切ってなかったからセーフ。でもまあ、そんな感じで、

「通じないかな、とか、通じた振りをされたらヤダなあ、って、あるじゃん。贅ぜい沢たくだけど」

「ですわねえ」

　ミトツダイラが頷くのは、彼女も己おのれの思いが〝通じた〟がゆえにここにいるからだろう。

　狼おおかみは微笑して、ボイル豚ぶたの匂においを嗅かぎつつ、

「でも、本当に解ってるかは謎なぞですのよ？　だって、ナルゼが描くものの何処がいいか問われたら変な答えをすると思いますもの。他、今日きようの成功だって、何を成功として見ているか、人によって違うと思いますわ」

「そこらはガっちゃんも理解してるよ。──だから〝成果を出した事〟は皆で共通出来る成功で良かったね、って感じだし、そのプレッシャーの反動がアレ」

　指さす先、ナルゼが喜き美みと笑っていた。

　ナルゼの方は行ぎよう事じ側のスタッフから列の管理など上手うまく行っていた事を褒ほめられたのが良かったのだろう。管理役の喜美に礼れいを言っていて、どんな人が来ていたかを話し合っている。

　対する喜美の方が「フフ、やるなら次も客寄せと列管理は任せなさいよ」とやりつつ、ナルゼの手を取って爪つめの傷みを確かめてる辺り、やはりここら辺適てき材ざい適所なのだろうなあ、と思わされる光こう景けいだ。

「もし、大きく在ざい庫こ抱えたら、どうしたので御ご座ざるか？」

　と、点てん蔵ぞうが、こちらは湯ゆ搔がいたキャベツの束たばをボウルに盛ってきた。
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「その場合は、そうだねえ……」

　と言ってる間、点蔵が手て拭ぬぐいを何枚かテーブルに置いていく辺り、ボウルのキャベツで肉でも何でも包んでコンストラクションと、そういうネタでこのテーブルは行くのだろうか。見ればホライゾンが厨ちゆう房ぼうでブレッドを切り出しているし、重い料理よりも摘つまんで長時間、というスタイルのようだ。

　ナイトは「あ、焼いたの欲しいー」という自分の声に、右腕うでが手を上げて応じたのに頷うなずく。その上で、先さき程ほどの点蔵の問いには、

「──売れなかったら、それはそれで残念会。その時もまあ、皆が〝あー、くそ〟って言って、まずはそれぞれの持ち場で悔くやしがってくれればそれでいいと思うよ。

　下手へたにガっちゃんに〝次、ちゃんとやろう〟とか言うのは無し。大体そんなのガっちゃんにも解わかってるし、ちゃんとやったつもりでも時じ流りゆうとかいろいろで手にとって貰もらえない事だってあるから。まずは全体の把は握あくから、ね。そこからだったら言っていいかなあ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──現場は集団作業で御座るからなあ」

　同じようにＪｕｄ．、と頷いたミトツダイラが肩をすくめて言う。

「一種の戦争ですわね、これ。──勝ったら祝って、負けたらそれを飲み込んで対策していく。負けた場合、ここが現状把握と次への作さく戦せん会議の場になるんですのよね？」

「そうそう。……でも、大体の場合、作戦会議で熱く語っても、次になると流行とか気分が変わってて別の事やってたりするから、あんま役に立たないんだけどね」

「だったら」

　と狼おおかみが言った。

「それこそ、──責任取らずに、皆で真剣に話し合えるとか、楽しいじゃないですの」

　告げられて、ナイトは一いつ瞬しゆん、小さな驚きを得た。ああ、今の、今度しくじったらガっちゃんに言おう、と思ったりもする。その通りだよね、と笑って、失敗の責任なんてとらなくていいんだと、そう思った。だが、

「──だけど率そつ先せんして失敗したくないなあ」

「だったら今日きようは純じゆん粋すいに楽しいですわね」

　と、肉を切り終えたミトツダイラが、一度ナイフを手て拭ぬぐいで拭って置く。ナイトはそれを見て、

「ミトっつぁん。さっきから思ってたんだけど、ボイル豚ぶたって、つまり煮に豚ぶた？」

「洋風の煮方の上で極きよく東とう式の味付けだから、という話らしいですわよ？

　オーブンで湯を張った鍋なべごと温めた豚肉を、火が通ったら漬つけダレの鍋に沈めて一晩。そのまままたオーブンで鍋ごと温め直すと、こうなるらしいんですの」

　やり方から想そう像ぞうするに、置きっ放しで作れる大量生産用だ。

　オーブンに鍋ごと突っ込むのは、コンロを占せん領りようさせないためだろう。仕事ピーク中でも、茹ゆで鍋ごとオーブンに突っ込んでおけば、一時間程で労せずに柔らかい肉が調理出来る。

　……極東式の味付けにするのは、欧おう風ふうの塩やソースよりも〝焼いた〟ような錯さつ覚かくを与える味付けになるからかなあ。

　柔らかい肉が、だらしなく感じないように、というところだろうか。ただ、

　……これ、本ほん舗ぽじゃなくて無む印じるしのルールかな。

　だとしたらこれがソーチョーの受け継ついだ伝でん統とうなのだろう、と思う。するとカウンターから、

「おいテンゾー、麵めん持ってけよ」

　麵？　と思っていると、点蔵が木製ボウルを蓋ふた付きで持ってきた。ほうほう、とミトツダイラや誾ぎんと眺ながめていると、点蔵が勿もつ体たいぶって蓋を開ける。意い外がいとそれが様さまになっていて、

「おおう、テンゾーったら格かつ好こ付けて。やるねえ」

　言う間に、狼おおかみが〝う〟と声をあげた。

　ボウルの中にあるのは、オリーブオイルで炒いためたパスタだ。後は点蔵が小こ鉢ばちを持ってきて、

「湯ゆ搔がいたキャベツを敷しく！　そして麵を適度に押し込んで、その上にタレをつけたボイル豚を載のせる！　これで〝出来あがり〟で御ご座ざる！」

　彼の手から鉢がこちらに来るのを、狼が視線で追ってくるが、流石さすがに渡す気は無い。

「おおう、有あり難がとう」

　いやいや、と言いつつ、点蔵がすぐにミトツダイラの分も用意に入る。

「金かねマル、ブレッドの方も要いるかー」

「ああ、貰もらう貰うー」

「じゃあネイト、手が空あいたら棒ぼう鱈だらのフリッター作ったから取りに来いよ」

「わ、我が王、こっちもあるのに、意い地じ悪わるですわ！」

「手を空ける気ないのかなミトっつぁん。──って、これ、フォークで肉がカプっと割れるから、小こ鉢ばちの中で一口換かん算さんどうするかが面白いね」

　焼いたのではなく、煮たのはそのためか。豚ぶた肉にくの層が、厚みで大体三つか四つに分かれているので、まずは層ごとに割る。あとは口に合わせて割るかどうか悩んだら、フォークで刺してパスタを絡め、今回は一気に大口で行く。

　……お。

　オリーブオイルで、滑なめらかかつ、どことなく果くだ物ものじみた味のパスタを。歯が断じていく。

　その奥で、麵めんとは違う弾だん力りよくが、テリヤキの味と豚の脂あぶらを一気にパスタの網あみからじわりと溢あふれさせてきて、

「……これ、デブが加か速そくする味だよね」

　作り方も男向きだなあ、と思っていると、今度は点てん蔵ぞうが濡ぬれた艶つやのある緑みどり色いろの緩いスティックを何本も皿さらに重ねて持ってきた。

「テンゾー、それ、何？」

「アスパラを皮かわ剝むきして茹ゆでたもので御ご座ざる。これ、浅あさ間ま殿どのの手によるもので御座るな」

　試しにフォークで刺して頂いただいてみると、

　……お、お？

　柔らかい。アスパラというと、コリっとした食感を想そう像ぞうしていたが、剝き身は葡ぶ萄どうの実を伸ばしたような歯は応ごたえだ。薄味の塩は、何にでも合うだろうし、冷えても良い筈はずだし、

「これ、〝野や菜さいを食った！〟って言い訳わけにさせてくれる味だよね」

　うんうん、と鈴すずが頷うなずく辺り、結けつ構こう気に入ったのだろう。ミトツダイラの方は、既すでに麵を片付けていて、両腕うでが運んできたトーストブレッドに豚の脂とオリーブオイルの味が染しみたキャベツを挟み、焼き立てが贅ぜい沢たくとばかりに囓かじっている。

　考えた者勝ちだなあ、と、テーブルに載のせられたトッピング材料の内、パセリを振ってから、アスパラと豚肉をパスタで丸めた。すると、

「マルゴット」

　フォークの手を肩越しに右から摑つかまれ、奪うばわれた。

　ナルゼが、こちらの手先のフォークを口にして、丸めたパスタを唇くちびるで拭ぬぐい取り、

「ふふ、マルゴットの、頂いちゃっ……」

　た、と言いかけた言葉が止まった。ぐ、という息の後、二度、三度、と嚙かんだナルゼが、

「……！」

　ソーチョーを指さし、何か全身をバンキングしてるのがちょっと可愛かわいい。
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　正まさ純ずみは、皆の沸ふつ々ふつとした盛り上がりを感じながら、一ひと息いきを入れていた。

　カウンター脇わきのサイドテーブル。椅い子すはスツールで背は壁に預けたスタイルだ。全体を俯ふ瞰かん出来る位置にいるのは、すぐに皆に声を掛けられるように、という思し案あんだが、このような場でそれは相変わらず過ぎるかな、とも思う。ただ、

　……今日きようは、いろいろ出てきたなあ。

　何となく脱だつ力りよくがあるが、理由は解わかっている。

　母の事だ。

　何となく、ノヴゴロド辺りから覚かく悟ごは出来ていたのだ。母もまた、公こう主しゆの関係者だったのではないかと。

　ただ、周囲の関係者が、たとえばヘンリー八世せいや、オラニエ公、リシュリューなどというメジャーネームなのに対し、母は非ひ襲しゆう名めいで、教員でも何でもない人だった。

　だとすれば、元もと信のぶ公こうは、襲名者に限らず、人材を集めていたという事になる。この場合、各地で起きていた公主隠かくしの実態は、

「──面めん倒どうだな」

「何がで御ご座ざる？　正まさ純ずみ」

「公主隠しの被ひ害がい者しやが、襲名者に限らず元信公の〝何処どこにもない教きよう導どう院いん〟出身者だとしたら、物事の捉とらえ方を確かく認にんし直しになる」

「公主隠し自体は、昔から生じていたものだよ、ヅカ本ほん多だ君」

　スペース確保のためか、四角い板状で焼かれて分けられたピザを手に取りながら、ネシンバラがこちらに振り向いた。

「まあ、どうも深く知っていく限り、公主隠しってのは、内だい裏りとか、何か公主の真相に近づき過ぎると生じるようなものに感じるけどね。そこら辺、公主の関係と自覚付きで関わっていたのが元信公の教導院で、それ以外は無自覚な被害者だろう」

「母は公主の事など、調べてなかったなあ……。遺い品ひんの整理もしたんだ、一応」

　だとしたら、と空あいた皿さらを重ねていたアデーレが振り向いた。

「副ふく会長のお父とうさんに聞いてみたらどうですか？」

「うーん、個人的な感情を先に立てると、父にはそこら聞きにくいなあ」

「そうなんですか？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純は頷うなずいた。

「真意はどうだか知らないが、家庭を捨てた、という事実はあるんだ。こっちからそれを問うのも、向こうが言うのもアレだし、それで何も知らなかったら、また面倒だ。

　更さらに言うと、母が実際そうであったからと言って、遺品回りなど何も無かった訳わけだから、そこら辺は〝解ったけど、それで何？〟だよなあ」

「まあ、気分の落ち着きがあるか、というところですわね」

「その分だと、結けつ構こう、落ち着いてるんだ、今」

　うん、と頷き、正純は言った。

　横、カウンターから馬ば鹿かが俎まな板いたに載のせて中なか巻まきを渡してくる。それをアデーレの差し出す小こ皿ざらに受けて、

「何しろ、何で公こう主しゆ隠かくしにあったのか、とか、何でうちが、とか、そういう理り不ふ尽じんあったからなあ。　それでまあ……」

　と、ちょっと間をとるために中巻を口にする。一いつ瞬しゆん見たところ、五ご目もく系けいだった。だが、

　……ぬ……！

　予想してなかった味に正まさ純ずみが動きを止めた時、伊だ達て家け副ふく長ちようが告げた。

「あ、それ、結けつ構こうアタリだったわね。──コンソメ炊だき五目飯めしの中巻」





●






　中巻で、極きよく東とう風ふうだと思ったら、ピラフにも似た味。正純が見れば、ホライゾンが右手を挙げていて、

「炊き込み御ご飯はんを作って見るかと思ったのですが、出汁だしの知ち識しきがありませんで、さっきそこにあったコンソメキューブを浅あさ間ま様から貰もらった五ご穀こく炒飯チヤーハンのタネと一いつ緒しよにぶち込んで火に掛けたらアラ不ふ思し議ぎ。油の無い薄口炒飯のようなものが出来ました」

「中巻にした方が、手に取りやすいし、冷えてもいけるだろうと思いまして。軽く冷まして巻いて貰いました。鶏とりコンソメだったのが良かったみたいですね」

　浅間が笑って言う辺り、一種のコラボだろうか。

　馬鹿がもう一度俎板で差し出してくるのは、

「こっちは中巻風に、野や菜さい挟んだヤツな。というか太巻きか」

「流石さすがに割って箸はしで食うようだなー……」

　二ふた代よが興きよう味みを持っているので、そちらは仲ちゆう介かいしておく。だが、

「……ホライゾンが、結構、しっかりしたものを作ってきたなあ」

「フ、事故です、正純様。まさかこうなるとは……」

「オメエはいつも何やってる気なのか俺おれに話してみ？」

　だが、周囲の皆も俯うつむき気ぎ味みにぼそぼそと、

「……そういや青雷亭ブルーサンダー無む印じるしで、何故なぜかここで出るメニュー見ないよね」

「時間帯ごとに〝楽しいモーニング〟とか〝チャンスでランチ〟とか、チャレンジブルな時間限定メニュー出ますけど、普通のメニューを見た事が無いですよね……」

「というか我が王が調ちよう理り教えてる筈はずなのに、何故ですの……？」

　ホライゾンが無む言ごんでガッツポーズをとっているが、そういうものなのだろうか。

　ともあれ、こちらとしては思し考こうにハマり込みそうになったのが解除出来てよかった。

　そして不ふ意いに、ネシンバラが振り向いて言った。

「ヅカ本ほん多だ君は知らない事かもしれないけど、武蔵むさしで、親が公こう主しゆ隠かくしに遭あったとされるのは、君だけではないよ」

「……そこら、前にもちょっと聞いた事があるな」

　確か、過去に一件、公こう主しゆ隠かくしの被ひ害がいが出ているのだったか。

「それは──」

　と正まさ純ずみが言った瞬しゆん間かん。ホライゾンが両腕うでを振り上げ直して声をあげた。

「恐らくホライゾン様──！」
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　浅あさ間まは、ですよねー、と横で頷うなずいた。だが、

「……ホライゾン、でも、もうちょっと沈ちん痛つうな面おも持もちとか」

「いえ、記き憶おく無くてサッパリ憶おぼえてませんので」

　前向きだ……、という声がちらほら聞こえるが、正純がこちらにひそめた眉まゆを向けている。

「……そうなのか？　ホライゾンの母親が？」

「あー、一応、そんな感じにされている、という事で、確定じゃないです。うちが検査に入った時には、もう痕こん跡せきも無かったので」

「何処どこで？」

「青雷亭ブルーサンダーです。無む印じるしの方」

　言うと、ホライゾンが振り向いた。そして彼女はがくがく震えながら、

「ホライゾン、まさか、怪かい奇き現げん象しようの出る小屋で日々の仕事を……！」

「あ、いえ、内部改かい装そうしてますから、あれ。でもホライゾン、どうして自分がそうなんじゃないかと思ったんです？」

　フ、とホライゾンが微笑した。そして彼女は前まえ髪がみを払い、

「ウルキアガ様──！　あ、選出はランダムです。さあどうぞ」

「背後に二に境きよう紋もん出た連れん中ちゆうで親がいない、と考えれば、逆ぎやく算さん出来るだろう」

「キヨナリ、まともな思し考こうが出来たのね……」

　だがまあ、確かにそういう事だろう。正純が親の過去について悩むのだとしたら、ホライゾンの方も同じ事が当てはまるのだ。

　ですけど、と浅間は表示枠サインフレームを開く。

「小しよう等とう部ぶに入る前ですね。ホライゾン、お母かあさんと一緒に多た摩まに住んでいて、家を軽けい食しよく店てんに改装中だったんです。それである時、改装中の店てん舗ぽの出来を確かく認にんに行ったら、戻って来ないというのがありまして……」

「……当時、ホライゾン達は何処に住んでいたのです？」

「多摩の地下に仮住まい、ですね」

　多分、と前置きして浅間は言った。

「……トーリ君のお母かあさんの配はい慮りよがあるとしたら、先日までホライゾンがいた多た摩まの地下の部屋が、そこに当たると思います」

　言うと、ホライゾンが鈍い汗あせをかき始めた。

「あの、出来ればそうでは無い方が有あり難がたいのですが。というのもホライゾン、その部屋、狭くて小こ汚ぎたないと思って改かい装そうしようとしたら荷物ドガアでちょっとヒビ？　まあそういう事にしましょう。とか、ちょっとパワード寝ね相ぞうでやっちまっていたり、畳たたみもタンスの角かどでゴリイとか芸術的にブチかましてまして、ぶっちゃけそこら報告しないでこっち来てるのですが」

「……後に入る人の事考えたら報告して置いた方が問題が無いかと。こっちでやっておきましょうか」

　ホライゾンが両の親指を上げて来たので、テンプレートに従って報告しておく。
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・多　摩：『〝武蔵むさし〟様！　〝武蔵〟様！　何だかこの忙いそがしい行ぎよう事じ期間中だと言うのに、地下の四よ畳じよう部屋を内ない装そう丸ごと取り替えるとか、そんな事じ案あんが！　──以上』

・武　蔵：『〝多た摩ま〟、あの部屋はホライゾン様がかつて短いながらも使用していた部屋で、ぶっちゃけ開かずの間として放ほう置ちされていたものです。御本人様に破は壊かいされるならばリフォームのために本ほん望もうですが、どういう不ふ手て際ぎわですか〝多摩〟。──以上』

・多　摩：『え!?　私のせいなんですか!?　──以上』

・奥多摩：『こう言っては何ですが、正体が判明した時点で警けい告こくなり注意なり手を打つべきだったと経けい験けん豊かな私は判はん断だんします。──以上』

・武蔵野：『期末テスト以後、話が合いませんでしたが、ここで一いつ致ちを見ましたね〝奥おく多た摩ま〟！　あの方達もたまには役に立──、原因もそうでした……！　──以上』
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　浅あさ間まは、〝多摩〟から「承うけたまわりました……。──以上」という文面の〝……〟をちょっと気にしながらも、とりあえず話を続けた。

「一応、記録としては〝神かみ隠かくし〟系けいです。二に境きよう紋もんをちゃんと確認した人がいなくて、ただ、トーリ君のお母さんが様よう子すを見に行ったら赤い光の残ざん滓しがあったとかで」

「おかげでカーチャンがケッコー疑われてなあ」

　そうねえ、と喜き美みが言う。ピザを手で摘つまんでいた彼女は、指を舐なめた上で手指と唇くちびるに懐かい紙しを当て、

「あの頃ころは愚ぐ弟ていが母親づいててねえ。番ばん屋やの調べに〝お母さんはそんな事しねえよ！　やるならもっとダイレクトだよ！〟とか言って更さらに事件を混こん迷めいに陥おとしいれてたわよね」

「いや姉ねえちゃんだって〝お母さん、ブタ箱行きなの!?　そんなの嫌いやよ！　私、卵の黄き身みからブタの子にランクアップしちゃう！〟とか言って俺おれ横でゲラゲラ笑ってた憶おぼえあんぞ」

　何だかどっちも微び妙みように憶えがあるから困る。

　自分として憶えているのは、あの頃ころ、父が険しい顔をしていたのと、病気がちだった母が検査担当をかって出た事だ。この辺り、自分で記き憶おくを作ってしまってる可能性もあるが、今思えば、同性だからこそ調べやすいというのもあったのだろう。

　結局、公こう主しゆ隠かくし自体が神かみ隠かくしとしてはマイナーだったのだが、残ざん留りゆうしている筈はずの流りゆう体たい跡が無い事などから、

「IZUMOの小内ない勤きん外がい陣じんで照しよう会かいした結果、〝神隠し系で、現状では公主隠しが該がい当とうすると思われる〟という、ちょっと不確かな結論になってるんですね。──これがまたネシンバラ君達の間では通説のようですが」

「ト、トゲのある言い方だね浅あさ間ま君……！」

「では、浅間様」

　とホライゾンが、首を傾かしげた。

「何故なぜ、それを教えて下さらなかったのです？」

「──まあ、単純に、ホライゾンはP-01sとして武蔵むさしに乗り込んで来てましたから、別人だと思われていたというのと、正体が発覚しても、不確かな情報ですし、あの……」

　ちょっと迷ったが、言ってみる。

「ホライゾン自体、あの、お母かあさんについて言げん及きゆうが無かったような……」

　言うと、ホライゾンが動きを止めた。
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　皆が鈍い汗あせを搔かき出した夏の夜。ナルゼは、全ての視線の先でホライゾンが右手を掲かかげ、自分の頭を軽く叩たたくのを見た。彼女は皆に振り向き、

「……確かに！」

　横、マルゴットが何か言いたげにこちらの腰を手でつついてくるが、それはこっちも同じだ。

　だがホライゾンは、そのまま腕を組み、

「ま、記憶がスっ飛んでる事もですが、うちの極ごく道どう親父おやじのインパクトが強きよう烈れつだったもので、母親の方にまで気が回っておりませんでした」

「実のところ、その、横にあった開かずの間の時とか、ちょっと水向ける話がありましたのよ？　そこら、ええとたびたび」

「いやあ、全く思い至りませんで。これは失しつ態たい……！」

　ですが、とホライゾンが言った。

「今まで困ってなかったので、まあ大体そんなものですね、ええ」

　大物過ぎるわ……、と思うこちらの腰をマルゴットがつついてくる。
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　一応、この件について、浅あさ間まとしては言っておく事がある。

「トーリ君と喜き美みのお母かあさんについては、ちょっと別の事情があって、ヨシキさん、ホライゾンのお母さんが公こう主しゆ隠かくしにあったというのを認めてないんです。〝フラっと何処どこかに行ったんだよ。だから帰ってくる〟って、だから──」

　だから、

「青雷亭ブルーサンダーの無む印じるしの方、トーリ君と喜美のお母さんがやってるんです。元々は本ほん舗ぽでやっていたんですけど、使用してないと権利が無くなっちゃうし、改かい装そうも終わったから、って」

「だとすると、権利的に、あの店は──」

「オメエのものになるんじゃねえの。元々、うちのカーチャンも、オメエのカーチャンの警けい護ご役だった訳わけでさ。そういうのがカーチャンなりの責任の取り方ってヤツなんだろ」

　だから、

「オメエのカーチャンが戻ってくる前に、オメエが戻って来たっての、カーチャンにとっては予想外のサプライズだったんじゃね？」

　彼が言うと、ホライゾンがまた動きを止めた。

　彼女は再び、鈍い汗あせを搔かき出して、右手を挙げ、

「あの、ホライゾン、バイト人生でいいかな程度の軽い考えで、ええと、良くて軽い調理出来れば安あん泰たいくらいでしたので、いきなり店の経営とか、その辺り来られますと……」

「ま、まあ、いきなり全部、って訳じゃないと思いますよ」

　浅間はそう言って、一ひと息いきを吐いた。

「うちの父とうさんも、ホライゾンのお母さんの事を話せますから、聞いて見るといいんじゃないでしょうか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、両腕うでとの将しよう棋ぎの勝負がついておりませんでしたからね」

　ともあれ、とホライゾンが一息を入れた。彼女は、今得た情報を納なつ得とくするように、二度、三度と頷うなずき、こちらを見た。

「流石さすがは浅間様です」

「いえいえ、私は別に何もしてませんし。御お役やくに立てる部分があれば幸いですね」

　向こう、ナルゼがこちらを真顔で見た。

「御役に立てる部分？　……何処どこ？　何処よ立てる部分って？」

「ナルゼ、打ち上げの時くらいは新作の事忘れましょうよ……」

「いや、ともあれ浅間様がいて下さって助かりました」

　と、ホライゾンが軽く頭を下げる。

「やはり、ホライゾンや正まさ純ずみ様、メアリ様のように、──御ご母ぼ堂どうがうちの極ごく道どう親父おやじの教きよう導どう院いんにいただけはありますね」
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　ホライゾンに告げられた台詞せりふ。

　その内容を、浅あさ間まは理解出来なかった。まず初めに思った事は、

　……あれ？

　自分の母親は病死だ。体質的なもので、身体からだの〝型〟がそっちに傾いていて、抑よく制せいするよりも、望むように生きていく事を選んだのだと、母から淡くそう聞いている。そういう意味では、病死というよりも、

　……ああ。

　限りある命を、死ぬために消しよう費ひしたのではなく、生きる事に使ったのだと、今いま更さらながらに理解はする。だが、

「うちの母、公こう主しゆ隠かくしでいなくなってはいませんよ？」

「いえ、あの、智とも？」

　と、焼き肉バーガーを作っていたミトツダイラが振り向いた。彼女は何かを言おうとして、肉を詰め過ぎたのだろう。パンの下から肉が溢あふれかけ、

「あ」

「ええと、そっち優先でどうぞ」

　失しつ敬けいしますわね、と狼おおかみが溢れた下側からバーガーを口にする。半なかばまで、急いで囓かじってから、彼女はアデーレの手渡した懐かい紙しで口を拭ぬぐい、

「ノヴゴロド、憶おぼえてませんの？」

「え？　憶えてますけど？　……あの時、ホライゾンと正まさ純ずみと、メアリの背後に、二に境きよう紋もんが出てきて……」

　正純が手を上げた。

「そうじゃない。いや、そうなんだけど、そうじゃないというか」

　彼女が言った。

「あの時、お前の後ろにも出てたぞ？」
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　ミトツダイラは、浅間が動かなくなったのを見た。

　彼女は、眉まゆをひそめ、額ひたいに手を当て、右から左へとエア小こ包づつみを移動させ、

「えーと……」

「あの、智？」

「何です？　ミト」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とこちらは頷うなずいた。

「あの時、私、〝智とも!?〟って声掛けましたのよ？　智の後ろに出ていたのが、どういう意味なのか解わからなくて」

「え」

　浅あさ間まが、口を横に開く。それを見て自分が感じたのは、

「まさか、〝ちょっと早く対たい処しよしなさいな〟みたいな呼びかけだと？」

「いえ、だって、……フツー、出ないですよ、後ろに、二に境きよう紋もん」

「いやまあそりゃそーだよね……」

　マルゴットの言葉に、浅間も、ですよねえ、と返す。

　そして彼女が右首のハードポイントパーツを叩たたいた。すると中からハナミが出てきて、

『出たよ──』

「あ、ハナミ、ノヴゴロドで私の背後に二境紋出たって言うんですけど、憶おぼえてます？」

『────』

　ミトツダイラは、ハナミが凄すごい顔で浅間を見るのを目にした。

　……あんな顔出来ますのね……。

　感情部分は結けつ構こう同どう調ちようしているので、違う指向を持つ時点で重大だ。そして浅間も、どういう事かは解っていないが、納なつ得とくはしたらしい。ただ、

「いや、でも、何で……？」

「ま、まあ、そういう事ではありませんの？」

　いやあ……、と浅間が視線を逸そらす。

「落ち込みますねえ……。だって、あの時、三人に加か護ごとか術じゆつ式しき掛けて、以後もそんな感じで対策練ったつもりでしたけど、結局、何もしてない私が無ぶ事じって事は、やった事が意味が無いという事でして……」

「いや、オメエは元から浅間神じん社じやの加護付きだろ。ホライゾンはそこら気にしないタイプだし、セージュンはビンボーだし、メアリは神しん道とう初しよ心しん者しやで、ベースになってる防ぼう護ご加護とか、そこらいろいろオメエとは差があるぜ？」

「うーん、まあ、そう言われると確かに……」

「おい、今、何か私にだけ個人攻こう撃げきあったぞ……！」

　正まさ純ずみの声に、浅間が視線を戻して困ったように笑う。

「あ、すみません正純。──トーリ君も、ちょっと言い過ぎですよ」

　浅間が姿勢と態度を戻すのを見て、ミトツダイラは内ない心しんで拳こぶしを上下に振った。

　　……我が王、流石さすがですわ……！

　浅間が沈むと、結構な入り気ぎ味みになってしまうのは、〝蓋ふた〟関連でよく解っている。そして今、その辺りが解除された上で、こちらとしては問う事がある。

「智ともは、あの時、三人分で対たい処しよしてましたのよね？」

「恥はずかしながら……、という感じですが、最初警けい告こくがハナミからあった後は、私の方で用意していた対たい抗こう術じゆつ式しきと加か護ごを出して、後々でそのフィードバック報告などしたので、……まあ要するに私の展開した部分で完結させてた感じですね」

「見ていた限りだと、四人分、差は無いようだったから、別に浅あさ間ま神じん社じや代表の背後に出たものの精せい査さミスが響ひびくという事はないと思うわ」

　成なる実みの言葉に、有あり難がたさを感じる。だが、

「条件的に言うと、智の御お母かあ様さまも、そういう人材でしたのよね」

「いや、確定出来てないので、そう言われると困るんですが……」

　ただ、と浅間が言った。

「うちの母、父のところに押し掛けというか、父が結けつ構こう熱ねつ烈れつだったというのもあるんですが、まあそういう流れで、ええと、……母はは方かたの実家とは、仲悪いんですよね。それは、体調の崩くずれ気ぎ味みだった母を奪うばわれた的な考えがあると思うんですが……」

　彼女が、顎あごというか、唇くちびるに手を当て、首を傾かしげる。

「……もし、昔に、ヘンリー八世せいやホライゾンのお母さんのように、一時期行方ゆくえ知れずになっていたとしたら、そういうのも母方の方の原因になってるのかもしれませんね」

　そうねえ、と頷うなずいたのは喜き美みだ。そして彼女は、正まさ純ずみとメアリと、ホライゾンを順に指さし、

「フフ、でも、アレね？　この三人の事に気が向いて、自分が完全に無防備ってのは、アレよ。浅間のカーチャンスキルが発動したって事よね」

　ふむ、とネンジが頷いた。

「よくある、子供を救いに火か事じ場ばに跳び込む母の心しん境きようというものであろうな！」

「いや、そんな美び談だんにされましても」

「美談じゃありませんわよ？」

　吐と息いき付きで、言っておく事がある。

「そういった周囲見ない必死さで、自分が失われる事だってありますのよ？　まずは自分の安全を顧かえりみた方がいいですわ」

　と言葉を投げかけた先。

「あ」

　と、浅間が口を横に開き、赤せき面めんした。

　……ほほう。

「思い当たる節ふしがあるようですわね」

「小お田だ原わら辺りが怪あやしいかなあ」

「い、いや、そういう言い方止めましょうよナイト！」

「まあ、俺おれの場合も救たすかったし、救けたかんな。浅間も解わかってるだろうし、解ってなかったら他がどーにかするって事で」

　成なる程ほど、とホライゾンが浅あさ間まに頭を下げた。

「ともあれノヴゴロド、今いま更さらですが御お手て数すうお掛けしまして、有あり難がとう御ご座ざいます」

「いえまあ、こちらこそ……」

　と浅間も礼れいをするのは、親しき仲にも礼れい儀ぎありと、そういう事だろうか。ただ、

「私の方にも二に境きよう紋もんが出た件、母かあさんの由ゆ来らいなのかどうか、父とうさんに聞いておきますね」

　すぐに表示枠サインフレームで尋たずねる辺り、問題を感じてはいるのだろう。一方、こちらとしては、

「あと二日。私達は、まあ立地の関係から自動的に有あり明あけの行ぎよう事じ参加になりますし、三日目はナルゼのサークルの手伝いに出られるなら出る、という感じですわね。

　しかし、その後に、潜せん伏ぷくするような形でうちの実家に行く事になりますけど、それまでにこれらの問題とか、洗い直せる部分はそうしておいた方がいいと思いますわ」

「私達も課題の方をやっておかないとね」

　ナルゼが頷うなずき、そして木製ジョッキを掲かかげ直した。

「とりあえずまだ料理も出る途と中ちゆうだけど、何か会議状態になっちゃったわね。

　仕切り直しで、もう一回、乾かん杯ぱい行っておくわよ？　いい？」
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　そして宴うたげは翌日の未み明めいまで続き、鈴すず達が早めにダウンして寝しん所じよの布ふ団とんで眠りに就つく一方、ナルゼは上じよう機き嫌げんでかなり後まで自分を保っていた。

　ナルゼ本人曰いわく「今日きようはまあ、全部見届けておきたいってところかしら」との事だったが、流石さすがに疲れから店てん舗ぽ側で寝てしまい、彼女を寝所に運ぶのを契けい機きに、皆は寝所や店舗側で眠りに就いたり、休みを得たのであった。

　不ふ寝しん番ばんとしてはホライゾンの両腕うでが担当し、店舗側の男おとこ衆しゆうでは「真さな田だで使った切りになるかと思ったけど、意い外がいに活用出来るで御ご座ざるな……」と、キャンプで使用した天てん幕まくで寝所を作り、屋内キャンプ状態となったが、これはこれで翌朝目覚めたアデーレが「楽しそうですねコレ……！」とうっかり言ってしまったため、言い出しっぺの法ほう則そくにより、後の天幕はアデーレの預かりとなり、四よ畳じよう部屋の仕切りなどに転用されたのであった。

　ともあれ翌朝起きた各おの々おのは、帰き宅たくの後、また有明に繰くり出したり、三日目や、それ以後の用意に向かい、二日目、三日目と、時間は順当に過ぎ、全国絶ぜつ倫りん漫まん画が交流会・夏は、欧おう州しゆう勢ぜいの多く参加する後こう夜や祭さいを経て、終了となったのである。

　以後、設営の片付けなどが始まる一方、武蔵むさしの展てん示じは続行され、欧州の来客者は有明内や武蔵上の宿しゆく泊はく施設に泊とまり、観光や、企き業ぎよう組合の交こう渉しよう、印いん刷さつ設備の導どう入にゆうなどについて、遣やり取とりを始める事になる。

　ここにて、正まさ純ずみは点てん蔵ぞうから各かつ国こくの動静などまとめたものを資料として得ていたが、

「……幾いくつか、厄やつ介かいになるが、それはもう、本番の時だろうな」

　というだけで収め、武蔵むさしの主力は二十五日から一時期、密ひそかに武蔵の外に出る事を確かく認にんした。P.A.Odaや羽は柴しば勢ぜいによる、武蔵が改派プロテスタント領りようにいる事への追つい及きゆうを避けるためと、今後の作さく戦せん会議のためである。

　行き場所となる潜せん伏ぷく先は、人狼女王レーネ・デ・ガルウの実家。御お菓か子しの家。

　それまで、各員は本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうや、明あけ智ち・光みつ秀ひでとの会談に対する準備を行い、潜伏先では一週間のミーティングを行う。

　それらの予定を立てた上で、皆は、有あり明あけで上げたテンションをそのままに、夏休み後半へと入っていったのである。







[image: 第六十二章『広大の休息人』]
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　海だ、と照てる政まさは思った。

　夏の光を浴びて、大きく揺れているのは三み河かわ湾わんの広大だ。

　自分が立っているのが、砂浜ではないのがちょっと惜おしい。割れた遺い跡せきの舗ほ装そう道路の上。それも浅く傾いて、十数メートル先から波を被かぶっているような状況だ。

　割れた道路の他は、砂じや利りや遺跡の残ざん骸がいが打ち上げられて壁となっている。

　元々は三河の町と遺跡があった場所だった。

「三河も、随ずい分ぶんとイメージ違うよなー」

　一度も来た事は無かったが、友人達と伝え聞いて想そう像ぞうしていたのは、巨きよ大だいな新しん名な古ご屋や城じようがあり、空に暗あん雲うんが掛かって、どこもかしこも怪かい異いや妖よう気きに乱れているという光こう景けいだ。

　……ゲームでも、大体そうだったもんなあ。

　聖せい連れん下だからだろうか。P.A.Odaとの仲ちゆう介かいの場所でもあった中立地としての三河は、ゲームなどでは「ミワーカ」とか「サンガ」とか、そんな名前になっていて、暗雲に覆おおわれた土地に行くと怪あやしい商人が教員口く調ちようでペナルティ付きの最強一個前武ぶ装そうを売ってくれるのだ。

　だが、そんな思い出のある三河も、

「海か──」

　新名古屋城も暗雲も怪異の町も、何処どこにもない。

　あるのはただ漂ひよう着ちやく物ぶつが作った沿岸の壁と、広大な海だけだ。

　大きく抉えぐれた湾内部は、未いまだに地滑りが起きているらしく、漂着物は一度打ち上げられてもまたいずれ湾内に引き込まれていく。こうして見ている間にも、東西の水平線の先で、大きな水みず柱ばしらが連続して上がり、地滑りに巻き込まれた漂着物の壁が崩ほう落らくした事を教えてくれる。

　長いスパンで見れば、三河湾の底には、この時代の重要物が一つの層として沈み、全体の形を作っていく事になるのだろう。

　そのような、成長と変化を続ける湾に対し、自分達がいるのは本土側、湾の北に位置する場所で、遺跡の残ざん滓しがある場所だ。

　地勢を読める巫女みこ学生の先せん輩ぱいが確かく認にんしたところ、川の間に挟まれた場所なので、海側からの影えい響きようは少ないとの事で、

「まあ、崩くずれる時は一気だから、あまり変わりないですよ。池いけ田だ君」

　と笑って言われると、そうですね、としか言いようが無い。

　ただ、M.H.R.R.神聖ローマ帝国住まいにとっては、地面に足つけて広大な海の入口を望むというのはなかなか無い経けい験けんだ。M.H.R.R.からしてみれば一番近いのは瀬せ戸と内ない海かいで、北ほつ海かい側がわは海というとどことなく暗いイメージがある。

　しかしこちらは太たい平へい洋よう側。日差しは明るく、海風もある。

　……こりゃ、極きよく東とうの南と北では住人の気質が変わるんじゃないだろうか。

「食ってる魚も違うもんなあ」

　鰹かつおとか、正直、M.H.R.R.神聖ローマ帝国にいた時は口にした事もなかった。

　安あ土づちの補ほ修しゆうに駆かり出された時、里さと見みに出ていた者達が下で漁りようをして食しよく糧りよう補ほ給きゆうを行っていたのだが、そこで初めて鰹の刺さし身みを口にした。

　一発目の味覚としては〝何か濃い〟だったが、自分としては分ぶ厚あつく切って醬しよう油ゆよりも薄く切って欧おう州しゆうのソースやディップの方が合うと思う。鍋なべ島しまに言うと笑われたが、よく考えたらあいつは暗あん黒こく大陸に出ていたものだから、極東の南北の魚を同時に食える場所にいたのだよなあ。

　……文化的に見たら、関かん東とうの方が田舎いなかなんだけどな。

　何か、ビミョーに自分は置いて行かれた気分になる。

　だが、慣れようと思うまでもなく、今日きようは八月二十四日。関東で十日ちょっと。こっちに来て二週間近くが過ぎているのだ。既すでに地元の料理については「食ったら懐なつかしく感じるんだろうなあ」という程度にはなっている。今も、

『イケテル！　遅めのひるめしめしめし！　とりにくくくく』

「ああ、野生化した名な古ご屋やコーチン。捕ほ獲かくしてたアレか」

　名古屋名めい物ぶつらしい。聖せい譜ふ記き述じゆつがそうだったのか、元もと信のぶ公こうの意い向こうなのかは知らないが、御ご当とう地ちグルメとして知られた名古屋コーチンの牧ぼく場じようが名古屋には存在した。それがあの騒さわぎでも無ぶ事じのようだと聞いて、麾き下か戦せん士し団だんが到とう着ちやく翌日から乗り込み、全高四メートルを超える巨きよ鳥ちようの群に蹴け散ちらされて帰ってきたのは半日後だ。皆、かなり目当てにしていたので、

「全部焼いちまおうか！」

「羽は根ねを毟むしらないと皮が食えねえよ！」

「おい！　見ろよこいつ！　腹に付いた蹴り跡が股こ間かんへの矢や印じるしのようだぜ……」

　前蹴りか……！　と皆が名古屋コーチンの戦闘能力に硬い唾つばを飲んだが、酒で炊たいた米で作った握り飯めしを放ったら翌日にぐでんぐでんの巨鳥が捕獲出来た。この辺り、刑部おさかべ姫ひめがライブラリから検けん索さくしたので、刑部姫の地位が上がった。俺おれの地位は下がった。何故なぜだ。だが、

「池いけ田だ班はん接せつ収しゆう地ち、って看かん板ばんまで牧場に立てなくてもなあ」

『けんりのしゅちょちょちょう？』

「中立地ってのもあるけどね、まあ、間ま引びき率りつは専門の方で考えてくれるだろうし。そこらの問題はないといいかな」

　こっちとしては、仕事に集中したい。何しろ、

「漂ひよう着ちやく物ぶつが、意い外がいに湾内に引き戻されてるからなあ……」
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　遺い跡せきだ、と照てる政まさは思った。

　遺い跡せきの巨きよ大だい建造物は、現代建築の強化木造類よりも重い。これが湾内部の変形と成り立ちに思った以上の変動を与えているのだ。

　当初のシミュレーションでは、三み河かわの町並みの多くは、強化木造を基き礎そとした建築材で出来ているため、寄せ波で打ち上げられて堆たい積せきしているだろうと見られていた。もしも引き波に沈められていても、比ひ重じゆうとしては土ど砂しやよりも軽いため、上に来て、また波に洗われて寄せてつく事になるだろう、と。

　実際、安あ土づちが上空を行き来する際や、協力関係下の教きよう導どう院いんが放った忍にん者じや達からの情報では、その通りのものが見えていたのだ。

　違った。

　外そと見み、一見では堆積物が湾の縁ふちを覆おおっており、今自分達がいる河か口こう付近ではそれがない、と、そのように見える。

　だが、海底側が大きく違った。

　遺跡だ。

　遺跡の重い建造物や、舗ほ装そう道路の瓦が礫れきが、海底の縁で寄せ波による円えん弧こを作っているのだ。

　恐らくは爆ばく発はつによって湾が深く掘り下げられた直後。そこに崩ほう落らくした遺跡群は、海側から流れ込んできた海水に掬すくい上げられ、

　……重いがゆえに、陸側に転がされ、駆かけ上った。

　爆発直後、穴の内側に流れ込んで跳ねた海流には相当の勢いがあったのだろう。後ろに振り向けば、自分達の乗る輸ゆ送そう艦かんの向こう。山側の斜面に高層建築の建物が突き刺さっている。

　他、同様の残ざん骸がいが、幾いくつも各所に見えている。明らかに、爆発直後の海流に乗り、湾の底をジャンプ台にして吹っ飛んできた証しよう拠こだ。

　だが、それは一部だ。そうならなかったものはどうなったかと言えば、

「初期の三河湾の縁には、水が引く前に重い残骸が積せき層そうし、水が引いていく間、軽い残骸を押しとどめるダムになった」

　それが、湾の内部が落ち着き、縁が崩落する事によって、ずるずると沈んでいく。

　湾の海底を完全に調査した訳わけではないが、自分達の正面。その先では、遠とお浅あさを基礎に、遺跡の構こう造ぞう体たいが弧を描くように沈んでいる事が解わかっている。

　そして、重要施設程、現代建築でも重めの建造材を使う。

　恐らく、結けつ構こうなものが、湾の中央や、沈ちん降こうした重量堆積の向こう側に沈んでいる筈はずだ。

　今、目の前にある堆積は、それらを抜けて届いてきたもので、

「サルベージは、どっちかっていうと、海の中からの方が正解だろうな……」

　それもあって、掘くつ削さく機きと流りゆう体たい検けん知ち用の機き器き類を、M.H.R.R.神聖ローマ帝国から届けさせている。

　M.H.R.R.が北ほつ海かい方面で海底資源を掘削するためのものだ。

　既すでに起き動どうしており、今も沖おきの方、重力制せい御ぎよで海上固定された大型足あし場ばから、刑部おさかべ姫ひめがポイント整理した位置を深く浚さらうのが見えている。

　その一方で、浅い場所や、この堆たい積せきの壁などの調査も進み、

「さてまあ」

　照てる政まさは、背後、浅い位置に視線を回した。

　自分達の輸ゆ送そう艦かんの前、そこに敷しかれた防水茣ご蓙ざの上、幾いくつかの姿すがたが寝ている。

　自じ動どう人形だ。その五体は多くが欠けつ損そんしているが、

「鹿か角づの麾き下か。名な古ご屋や市し街がいの郊こう外がいで三征西班牙トレス・エスパニアと戦せん闘とうをしていた自動人形達だ」

　とうとう出てきた。彼女達は西側の堆積の中や浅あさ瀬せから見つかったものだが、

「核かくがあるかどうか、そういうのからまず調査だけど、その上で魂たましいのサルベージ作業を始めようか。これでようやく見当がつけられるからな」

『おしごとととと？』

　Ｔｅｓテスタメント．、と照政は頷うなずいた。

「本体サルベージが出来ちゃったら、もうやらざるを得ないよな。遠く、ああやって底そこ浚ざらいをしてるのは、何か見つかっても見つからなくても、という感じだけどさ」

　海からは、時たま赤しやつ光こうが空に走りもするが、

「……これだけ夏で、サッパリした場所だってのに、何か俺おれ、今日きようからは人形関係とか、伝でん奇きものみたいな世界に突とつ入にゆうなんすけど」
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「うおわあ──！　海！　砂浜！　伝奇もののような地下に比べてサッパリ気分ですよう！」

　砂浜に長大な影が落ち、両腕うでを振り上げた。

　準備体たい操そうを開始するその横、並んで上うわ着ぎを脱いでいくのは、背の低い影達だ。

　低い側の一人が、高い方に声を掛けた。

「左さ近こんは、海、初めてですの？」

「Ｔｅｓ．！　小しよう等とう部ぶの修学旅行では海側の方に出るらしいんですけど、私、その辺りはすっ飛ばしてるんです？　だからまあ──」

　左近が、腰に手を当て、瀬せ戸と内ない海かいを見み据すえた。

「いやあ、この仕事、やってて良かったですよう。──安あ芸きの宿しゆく舎しやから見えてましたけど、安芸は岩がん盤ばんの崖がけしかないですし、本土側の方でこういう絵に描いたような休日が貰もらえるなんて、ホント、三みつ成なり様には感かん謝しやですよう」

『いえ、その辺り気付かず、前回の休きゆう憩けい日びは安芸の観かん覧らんツアーなど組んでしまってすみませんでした……』

　という三成に、平ひら野のが笑えみで手の平を振る。

「まあ、あれはあれで、私の方は勉強になりました。安芸と剣つるぎ神じん社じやの連れん携けいをとるのに、安芸側の現状やら何やら知る事が出来たので。糟かす屋やもディナーで追加注ちゆう文もんを重ねまくっていましたから、あれ、ケッコー良かったんですよね？」

「……平ひら野のの方も結けつ構こう行っていましたわよね？　でもまあ、私の方は隣となりが左さ近こんでしたから、合わせてよく食べましたの」

「店の人が青い顔してましたですよね!?　でも、あれ、今いま更さらですけど、何処どこの肉だったんです？　牛にしては全く食感違いましたですよ？」

『但たじ馬まの牛肉です。好評ならば今日きようはまた別の調理で出させましょう。

　──K.P.A.Italiaは、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズや三征西班牙トレス・エスパニアの食材が手に入るようですからね』

　三みつ成なりの声に、左近が問うた。

「K.P.A.Italiaなのに、他国の食材が出るんです？」

『安あ芸きは土地が無いので商業力が勝負だという事だ小こ姫ひめ。よって、他国の食材を自国の味付けで調理する事で、各かつ国こくへの支配力や文化の強みを見せる訳わけだな。貴き様さまが先週の際にガツガツ行っていた甘かん味みも、あれ、柑かん橘きつは四し国こくからだぞ』

「ガ、ガツガツ行ってないですよう!?　摘つまむとおかわり出るので勝負してただけです？　あと、何ですよ甘味って。スイーツとか言いますですよフツー！」

『貴様も極きよく東とうの武ぶ将しようの襲しゆう名めい者しやなら極東の言葉を使え……！』

　と、敷しき物ものに置かれた頭部装そう甲こうと左近が言い合いをする横、小さな影が前に出た。

　大おお谷たにだ。

　彼は兜かぶと姿すがたに水泳パンツという三さん頭とう身しんで、砂浜を走っていく。そして皆に手を上げ、

『では、まず自分が安全確かく認にんのために行って来ます！』

　おお、と皆が期待の視線を送る中、大谷が波に体当たりするように海へと入っていく。

　一応という形で、糟屋が三成に問う。

「あの、大だい丈じよう夫ぶですの三成？　彼、ジ、とか音立てて水に分解したりしませんの？」

『Ｔｅｓテスタメント．、大丈夫です糟屋様、私どもは流りゆう体たい構こう成せいなので、簡単に水に溶けるような事はありません。流体伝でん導どう率りつの高いものならば、考こう慮りよはありますが。──ですよね大谷君？』

『Ｔｅｓ．！　御お気き遣づかい有あり難がとう御ご座ざいます糟屋様！　このところ、自分、〝ああ、三成君以外の十じつ本ぽん槍やりにもまともな方がいるのだ〟と、そんな感を得ております！』

「嘉よし明あきや安治アンジーが何しましたの一体……」

　だが、大谷が行った。

『では、一番槍やりを頂いただきます！』

　行った先、一気に波が彼を飲み込み、そして、

「…………」

　左近が両手を握って期待の視線を投げかける横。一分程経たってから、糟屋がこう言った。

「平野？　……三成達の流体の伝導率って、たとえば、何に対して高くなりますの？』

「ええ、今、あまり考えたくないんですけど、──塩とか」

『大おお谷たに君！　大谷君！　消えてませんか……!?』

　これが初はつ入じゆ水すいですよう、と呟つぶやきつつ、上から見渡せる左さ近こんが探しに入る。
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　そして大谷は二に頭とう身しんサイズで発見された。漂ただよう海かい藻そうに絡まって浮ふ上じよう出来なくなっていて、

『た、救たすかりました！　この御ご恩おんは地下の竜りゆう退たい治じで何とか……！』

『うむ、よきに計らえ。最近は慣れてきて、小こ姫ひめも少々荒くてなあ』

　と、長なが烏帽子えぼしのヘルメットに土ど下げ座ざする情報体と、受け答えするそれを、糟かす屋やは人生で初めて見た。意い外がいなのは、竹製のシュノーケリングで遊ぶ左近が、身体からだが大きいが故ゆえに、

「浮いてしまってなかなか潜もぐれないですよう？　浮ふ力りよくの原理の実地体験です!?」

　というのもだが、

「平ひら野のも、意外に水に親しみますのね」

「ええ、剣つるぎ神じん社じやだと毎日禊祓みそぎしてますし、それにここ、安あ芸きが海に降りたせいで地ち脈みやく関係の経路が直結なんですよね、だから」

　と彼女が手で掬すくった水に、光が紛まぎれている。

　流りゆう体たい光こうだ。
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「ちょっと意い識しきして反応させてますけど、流りゆう体たい密みつ度どが高いです。海水なので塩とか洗い流しは要いりますけど、これ、相当な垢あか落おとしになりますね」

「Ｔｅｓテスタメント．、私の方も、さっきから肌はだがくすぐったかったのは、そのせいですのね」

　ただ、三みつ成なりも対伝でん導どう率りつ術じゆつ式しきコーティングを掛け、初めは恐る恐るだったが、今は左さ近こんの方にまで位置を進めている。浮くか浮かないかは、重さでは無く情報密度差によって決まるようで、風ふ呂ろには入れる彼女としても、

『随ずい分ぶんと重いですね、ここは……』

「持ち上げた方が良いです？」

『あ、いえ、お構いなく、資料価か値ちが高いという事でもありますので』

　と、三成が視線を動かした。

　南東側、そこに、今の自分達の居い場ば所しよがある。切り立った崖がけの群と岩がん盤ばんによって成立しているのは、安あ芸きだ。

「下からだと、ホント、大型航こう空くう艦かんよりも大きいと解わかりますの」

「全体サイズとしては安あ土づちよりも大きいですからね。分割された現在でも、各部、高さ自体はやはり現げん存そんの航空艦よりも上です」

　糟かす屋やとしてみれば、現状には少しの不ふ思し議ぎを感じる。何しろ自分の場合、人狼ルウガルウとしては六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ由ゆ来らいでありつつ、学生としての所しよ属ぞくはM.H.R.R.神聖ローマ帝国でもあるのだ。

「──それがまさかK.P.A.Italiaに、V.I.P.待たい遇ぐうで入れるとは思いませんでしたわ」

「それは私も同意ですって。剣つるぎ神じん社じやとの往復の際、いい船出してくれるのが申もうし訳わけないというか。ちゃんと仕事しないと駄だ目めですね」

　平ひら野の自体は、織お田だ家けの主しゆ社しやである剣神社とこちらを、これまでに二往復程している。週に四日、こちらに詰めている塩あん梅ばいだ。だが糟屋としては、

「平野がこちらにいてくれた方が、地下の攻こう略りやくが進んで有あり難がたいですの」

「この前、ちょっと頑がん張ばったので、何とか夏休み中に片付きそうですねー」

「Ｔｅｓ．、毎日一匹ぴきか二匹追加ですの。午前出場で半分カタがつけばいいですけど、そう出来ない時は流石さすがに焦あせりますのよ」

「まあ、私としては、前ぜん衛えいが壁になってくれるので楽と言えば楽です」

　こちらも、後こう衛えいからの援えん護ごがあると楽なので、この辺りは適てき材ざい適所というところなのだろう。

　……でもどちらかというと、もっと平野が楽出来ないと駄だ目めですの。

　安芸の地下での竜りゆう退たい治じは、戦せん場じようも相手も限定されたもので、相あい対たい戦に近い。戦せん闘とうも完全に物理押しで、相手が竜である事を除けば特とく殊しゆな要因はあまり無い。

　だが、実際の戦場はそうではない。

　戦場はもっと広範囲に、複雑な形状で渡り、多くの個人や部ぶ隊たいが激げき突とつする。その中で平野が為なすべきは、織田家の主社たる剣神社の代表として、全体への加か護ご類やインフラの整備だ。

　平ひら野のが手放しでやっていられるようにならなければ、というのが糟かす屋やの希望だ。

　ただ、平野も平野で、

「とはいえ、私の方も、射しや剣けんの訓くん練れんしておかないと、いざという局面で困る事になりますからね。武蔵むさし側は、やはり強力ですから」

「──その前に、山やま崎ざきの合かつ戦せんや、賤しずヶ岳たけの戦いがありますのよ？」

　そうですね、と平野が頷うなずき、浜の方を指さした。そこに上がろうというのだろう。それは、一ひと息いきを入れるのもだが、

「思った以上に流りゆう体たいの禊祓みそぎが効いたので、ちょっと加か護ご調ちよう整せいしておきましょう。今夜の竜りゆう退たい治じがスムーズに行けるように」

　そして彼女が、髪かみを手で払って水を飛ばし、こう言った。

「糟屋は、柴しば田た班はんとはどのくらい親しいんですか？」

「え？　私は、とりあえず研修期間？　その間は端はしの方でお世せ話わになってましたけど、現地会計辺りと連れん絡らくをもっていたくらいで、どちらかというと補ほ給きゆうなどを持ってくる羽は柴しば班や皇こう帝てい麾き下かとの付き合いの方が充実してましたの。そもそも柴田班は上越露西亜スヴイエート・ルーシに合わせて転戦していた節ふしもありますもの」

「だとしたら、定期的に麾下の人達と遣やり取とりしてる私の方が親しそうですね」

　波を押し分けるように浜へと歩き出し、吐と息いきをつけつつ平野が言った。

「身内の争いは、なるべく避けたいものです。こっちの勝利が聖せい譜ふ記き述じゆつにあったとしても」
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　平野は思う。あまり親しくなくても、同じ氏うじ子こなんですよね、と。

　神しん道とうはアバウトだ。神様はそれぞれの権けん能のうを担当していて、神しん奏そうする者にはそれを加護として与えるが、神様同士のコネや、神道最大の基き礎そであり特徴である「禊祓」という「難を払い去る」という技術によって、権能以外の事を願っても大体はどうにかなってしまう。

　言い換えるなら、神道の神は他業種同士の集まりだが、基礎に「難を払う」スキルを全員が持っているため、どのような難問にも「難を払う」という一いつ括かつ対応が出来ると言う事だ。

　これがため、多た神しん教きようなのに権能に抑よく制せいがなく、戒かい律りつも薄い。

　神かみ代よの時代以前だと、神様は権能の担当者であって、その加護は積極的に与えられると言うより「その権能のための難を払って貰もらう」くらいであったようだが、天てん上じように住まう辺りからはそうも言ってられなくなったらしい。

　結果として、今、神道の神々はケッコーなアバウトぶりで人を助けており、自分はそういった手助けの先せん端たんにいる訳わけだが、

「……敵・味み方かた、という概がい念ねんが薄いのが、神道の利点であり、欠点でもありますね」

　だから、

「身内で争うと、ほら、皆、〝難きを禊み祓そぐ〟でやってるから、凄すごく頑がん張ばるんですよ。頑張った分だけ発はつ揮きされるようになってるから。でも──」

「どちらかが、勝ってしまいますのね」

「ええ、そう言う事です」

　神しん道とうはアバウト。誰だれにも区別が無いものだ。自分から見れば、身内は剣つるぎ神じん社じやに纏まつわるP.A.Odaの氏うじ子こであり、現状、皆が難無く過ごして欲しいと思っているのだ。そして誰もが同じように思っているという事を、人々の参さん内だいを見守る役でもある平ひら野のは知っている。

　今年の一月は、年ねん始し参まいりが過去最高の人手だったが、これはやはり、末まつ世せを前に、皆が幸福になりたいと思っていると、そんな意い思しの表れだろう。

　だが、そういったものが、いずれ、歴史再さい現げんの争いで崩くずれていく。

　しかも、時期としてみれば恐らく直近だ。

　足裏が砂を嚙かむ。湿しめった砂。黒い砂。正面には乾いた白の砂があり、そこを踏むと熱かった。冷たい方が良かった、とも思うが、

「──羽は柴しば勢ぜいは歴史再現の準じゆん拠きよを謳うたう。ゆえに逆らってはならないのは解わかりますが、でも、共に同じ方向を見ていた者同士が戦うのは、残念な事ですね」

「それを言ったら、広義の意味では武蔵むさし勢なども一いつ緒しよですの」

　糟屋が横に並ぶ。身を震わせ、水を髪かみから飛ばして、

「──何か幸いを望んでいない勢力など、ありませんもの」

　それに、と糟屋が言った。

「平野は〝手助け〟という部分に感情移い入にゆうをし過ぎですのよ？　皆、貴女あなたに手助けして貰もらった時はそれを憶おぼえていても、貴女が皆に思う程、貴女を憶えてませんのよ？」

「まあ、仕方ないですよ」

　敷しき物ものの処ところに辿たどり着くが、水がまだ落ちる。だから手を伸ばして符ふを取り、糟屋に渡す。

　糟屋が、異い族ぞくだからだろう、念ねんのために聴きいてくる、

「これは、私、使っても大だい丈じよう夫ぶですの？」

「単なるヨゴレ落としなので、どっちかというと物ぶつ理り判定ですね。だから──」

　と髪に当て、発動のタグを押しながら髪を払うと、その裾すそから白いものが落ちた。

　塩だ。

「範囲系けいなので、上から当てて落とせば充分です。梳すくと髪を傷めますから。──本来は治ち療りよう前の洗せん浄じようなんかに使えるものですけど」

「まあ人狼ルウガルウにとっては、血も海水も、似たものかもしれませんわ」

　糟屋が符をブラシのように当てていくと、塩が払われ、同じ位置から淡い光が散り始めた。人狼の身み繕づくろい加か護ごが、海水の禊祓と符の効果で一気に働き出したのだろう。

　人狼、得ですよね、と思ってしまうが、口には出さない。不ふ得え手てな部分も多いのは、加護関係を扱う自分はよく知っている事だ。

　だから気分の場を変えるように、言葉を作る。言う内容は、先さき程ほどの続きで、

「──まあ、仕方ないですね」

「……貴女あなたが、手助け好きな事ですの？」

　ええ、と平ひら野のは頷うなずいた。これは今まで何度も話した事の繰り返しだが、

「私、母から、父の人のダメさ加か減げんとか、よく聞いてましたから」

「うちとは逆ですのね……」

　そうですね、と平野は頷いた。ただ、母達の事を思い出すに、

「それを話す時の母は凄すごく楽しそうで、だからですかね、──ダメな人に気が向くの」

「それはそれでダメだと思いますのよ？」

「あ、いえ、自じ堕だ落らくと駄目は違うんで、そこら宜よろしく御お願ねがいします」

「どう違うんですの？」

「何もしないとか、お金のように能力外のものを頼るとか、愚ぐ痴ちだけ言ってるようなのはいけません。手助け派が好むのは、何をやっても上手うまくいかなかったり、ろくでもない事を楽しくやってたり、そういうのを愚痴無く過ごしている〝しょうがない人〟です」

「……また随ずい分ぶんとハードルが高いというか、複雑ですの」

　言われてしまうが、やはり〝手て応ごたえ〟が欲しい性分だ。〝出来る〟人は自分でやってればいいじゃあないですか、とも考える。というか、自分が理解している自分の良点を頼ってくれるならともかく、スポイルして他の良点を一番にしようとする相手など、何処どこが信用出来るというんですか一体。拳こぶし握って力りき説せつしますよ私は……！

　思わず熱くなってしまったが、まあそういうものだ。だが、

「……平野からそういうのを聞けるのはレアですので、嬉うれしいですのね」

「あれあれ？　ケッコー言っていた記き憶おくがあるんですが」

「まあそういうものですの。私の方からもそういうの、あるのでしょうし」

　そうですね、と頷き、タオルを手にとって身体からだを拭ぬぐう。流れとしてはこれから敷しき物ものの上で陽よう光こう浴びて行きたいところだが、眼前にあるものが見えている。

　安あ芸きだ。

「糟かす屋や」

　平野は巨きよ大だいな建造物を見上げ、問うていた。

「今、戦せん闘とうしている教きよう皇こうの〝夢〟。貴女、どう見てます？」
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　平野は、疑問に思っている事が一つある。

　今、自分達が戦闘しているのは、教皇の夢なのだ。そして、報告にある限り、教皇は夢ゆめ見みの技を憶おぼえている。だとすれば、

「来きたる将来、ああいうものが出る、というのを教きよう皇こうは予知している、という事でしょうか」

「だとすれば最悪の状況ですの……」

　糟かす屋やが、口を横に開いて言う。

「実際、今は早期に叩たたいてますけど、段々と強化されてるのが解わかりますの。それがもし、教皇が自分の夢を自覚していく過程によるものだとしたら、〝最終形〟みたいなものがあった場合、どうなるんですの？」

「今のところは地ち竜りゆうの延長ですけど、それは教皇が地竜くらいしか竜を知らない、という事にも由ゆ来らいするでしょうしね……」

　Ｔｅｓテスタメント．、と糟屋が苦く笑しようした。肩をすくめ、

「──冬休みに合がつ宿しゆくがあったら、難度が跳ね上がってそうですの」

　確かに、とこちらも苦笑するしかない。

　……考える事は、多いですね。

「武蔵むさし勢ぜいもですけど、まずは賤しずヶ岳たけの戦い。──その辺り、福ふく島しまや後こう輩はいの可か児になど、どういう思いをしているんでしょう」

「あら？　聞いてませんの？」

「何をです？」

　ええ、と糟屋が頷うなずいた。結局、座ってませんのね、と笑う彼女は、遠くで水みず飛沫しぶきを上げて魚を捕つかまえてる左さ近こんを見ながら、

「可児は現場で気に入られて柴しば田た班はん肝きもいりで装そう備びの改良に入りましたし、福島は今、精神修しゆう養ようで山やま籠ごもりに入りましたのよ？」

「合がつ宿しゆくというには、何だか個人活動ですね……」

　向こう、鮫さめですよう、という声を聞きつつ、平野は呟つぶやいた。

「福島も、真ま面じ目めな分だけ入り込みやすいですから、気を付けて欲しいんですが」
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「夏とは言え、山は夜になると冷えるので、気を付けねばいかんで御ご座ざりますなあ」

　と、福島は葉を落とした枝の束たばを抱えながら呟いた。

　自分がいるのは柴田班の艦かん隊たいから、半日程移動した場所にある山だ。登らず、下らず、という辺りの中ちゆう腹ふく。丁ちよう度ど、木々の植生が切り替わる辺りの斜面の岩場に小さな滝たきがあり、その近くに天てん幕まくを張っている。

　今日きようで二日目。

　一度、準備が完了したので通つう神しんを切っている。必要ならばと竹たけ中なかから緊きん急きゆう通神の方法は教えられているが、自分の方からそれを使う事は、今のところ無いだろう。

　静かな場だ。

　しかし、そう思って一度は滝たきの近くに獣けもの除よけなどの結けつ界かいを作り、天てん幕まくを張ったものの、

　……夜、滝音が意い外がいにうるさくて眠れぬで御ご座ざりました。

　思った以上に、音もだが、地面が震しん動どうする。

　そしてまた、水の中を来た木枝や石が滝たき壺つぼに落ちるのだが、これらの音が意外に異質で気になってしまった。

　結局、翌朝に太陽が出ると同時に天幕を移動させた。滝の水気も結けつ構こうあったので、冷えたり、荷物が湿しめるのを避けるため、斜面を回り込んだ南側を野や営えい地ちとしている。

　そこでようやく一眠りして、起きた時は猛もう暑しよだった。

　日当たりが良過ぎたのもあるが、滝の作る湿しつ度どを防ぐため、天幕の換かん気き部分など閉じていたのがいけなかった。

　暑い、と明確に言える状態で外に出れば昼過ぎ。

　食料はあるが、佐さつ々さからは自じ給きゆう自じ足そくを課題とされてもいる。

「旅行に行くんじゃねーんだぞ」

　との事で、不ふ破わから聞いた話では、

「あの男は何も持たずにフラっと行って数日帰って来ないから」

　という事でもあった。恐らく、この辺りでそういった修しゆう養ようをしているので御座りましょうなあ、と思うが、だとすれば今回のこれは佐々なりの親切なのだろう。

　とりあえず木枝を集め、薪たきぎと出来そうな倒とう木ぼくも見つけた。

　訓くん練れん用として、型の確かく認にんなどが出来そうな平地も見つけたし、上下段差の大きい岩場も見つけた。

　行動範囲が広がれば、もっと良い場所が見つかるかも知れないが、最低限の場は確保した。

　獣除けと警備のためとして、改めて鳴なる子こや術じゆつ式しきも掛ければ、もう夕方になろうという時間だった。

「さて」

　呟つぶやき、夕食の用意のために水を汲くみ、火を熾おこしてから、福ふく島しまはふと思った。

　……確かに、余分な考えをしてないで御座りますな。
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　Ｔｅｓテスタメント．、と福島は頷うなずいた。

　二日目だというのに早さつ速そく、己おのれに対しての実感が変化している。

「成なる程ほど」

　可か児にの言う通りだ。

　ふむふむと頷きながら早めの夕食を終え、食器を洗う。食事の匂においは獣を寄せるので、食器や鍋なべは水場にて洗い終えたあと、そこに浸つけ置いておく。

　火を消すか残すかを思し案あんしていると、周囲が暗くなったのを感じた。

　火を眺ながめていたから、暗さを強く感じもするのだろう。夜間訓くん練れんに入る事も考えたが、ストレッチをして、眠る事にした。

　天てん幕まくの中。寝ね袋ぶくろに入り、今晩は滝たきの音も静かだろうと、そう思い、明日あしたも忙いそがしいだろうと考えながら、目を閉じた。

　そして福ふく島しまは、眠れなくなった。

　寝ようとして、出来なくなったのだ。







[image: 第六十三章『深夜厨房の深夜ストーカー』]
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　夜が深くなる頃ころ合あい。福ふく島しまが得たのは、よく解わからない衝しよう動どうだった。何か意い思しで抑えつけているものが、後こう頭とう部ぶの辺りや、胸の底を押し上げてくるようで。

「く……」

　全身、筋きん肉にくの裏側を紐ひもが貼はっているような感覚に、福島は起き、背をマットの下にある岩場の隆りゆう起きに押しつけ、

　……これは──。

　疲れか、と思った。運動を一時休むと、筋肉が弛し緩かんした際に負ふ荷かを欲して、寝る間ま際ぎわなどに疼うずく事がある。

　だが、違う。はっきりとは言えないが、これは疲れや運動の不足ではない。

　憤いきどおりだ。

　頭の中に、この二日間、抑えていた思し考こうが、一気に来ようとしている。

　いかん、と福島は思った。これを自由にしてはいかん、と。何故なぜなら、

「これを抑えるのが、目的で御ご座ざりましょう……」

　福島は、何度目かという寝返りを打ち、幾いく度どめかという目を開けて、天てん井じようを見た。

　無む論ろん、ここは天てん幕まくの中。昼には緑みどりの天幕色は、夜には黒い影となる。

　薄ぼんやりとした不確かな立体の内側では、己おのれの姿すがたも定かではない。

　寝返りを打つのは、蒸むし暑いから。昼まで寝ていたせいもあって、眠れないだけ。そう信じようとして、

「────」

　衝しよう動どうが、背を震わせる。

　あの時、どの時だ、否いな、あの時という以上に思い返す事を心が拒きよ絶ぜつする。じゃあしょうがない。思い返すのがいけないと、そう思っているのだから。

　ただ、あの時、自分は明確にしくじったのだ。だからそれを思い知って、自ら頭を強くぶつけて、己を[image: ]しかった。

　だが、そんな[image: ]りは、何ともならない。あの時、あった事からすると、そんな事は何の意味を持ってもいない。

　ではどうしたらいいのか。

「それは──」

　思うと、背が震え、首の後ろまでが持ち上がるように波打った。

　耐えられず、腹はら這ばいになるが、背の筋肉がその裏側でくすぐったくも感じる震えを寄よ越こす。

　だから福島は、息を吸った。

　膝ひざを胸に引き寄せ、正せい座ざの姿勢を作り、両の腕を膝の下に入れて深く抱く。背を張って、筋肉の裏を伸ばし、震えを消す。

　それでも、来た。

　だが、太い紐ひもが波打ち這はい回っていた感覚から変わった。筋きん肉にくの繫つながる腱けんの辺りを中心として、妙みような熱があり、指で軽く裏からしごかれているような痒かゆみに変わった。

「く」

　感覚から言えば、くすぐったいのだ。だが、意にそぐわず、己おのれの中で起きているという事に感じるのは気持ちの悪さだ。

　足りない。

　もっと背を固め、張らねばならない。だから福ふく島しまは、腕を解き、寝ね袋ぶくろを引き寄せた。それを丸めて抱え、強く締しめ、

「────」

　早く終われと、そう思いながら、福島は目を閉じた。
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　……何かが始まりましたわ。

　ミトツダイラは、椅い子すにつきながらうつむき加か減げんにそう思った。

　場所は青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽの店内で、既すでに就しゆう業ぎよう時間は過ぎている。タイミングとしては、自分達が明日あした、母の実家に潜せん伏ぷくに向かう用意を終えた後、だ。

　時計が夜十二時を告げる中で、上かみ座ざに座ったホライゾンが言った。

「では、明日からはミトツダイラ様の御ご母ぼ堂どうの実家に潜伏ですが、これより始めます。──青雷亭本舗女おんな衆しゆうの経けい費ひ大会です」

「大会ですの？」

「大会です」

　うんうん、とホライゾンの横で立って頷うなずくのは喜き美みだ。彼女は指を鳴らし、

「愚ぐ弟てい、じゃあ、読み上げて」

　言われると、王がカウンターの向こうで表示枠サインフレームを開いた。彼は掃そう除じをする手を止めて、

「えーと、じゃあ、とりあえず食費でいいな？」

「え、ええ、御お願ねがいしま、す……」

　大体覚かく悟ごは出来ている、という風ふ情ぜいで浅あさ間まが俯うつむいた。しかし彼女は、あ、と前置きし、

「じ、実家から持ち込んだものの換かん算さんは……」

「み、見苦しいですわよ智とも……！」

「んー、とりあえず今回は厳げん正せいに見るって感じな？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷いた。そして彼女が、

「では　トーリ様、宜よろしく御願いいたします。あ、四位は言わなくて大だい丈じよう夫ぶです。食費など掛からないのは誰だれかなど──」

　ホライゾンが、髪かみを梳すき流し、頷うなずいた。

「フ、解わかり切った事でしょう」

「フフ、余よ裕ほどねホライゾン！　そこの巫女みこと狼おおかみは今から反省するといいわ！」

　……いえ、反省の手前にある後こう悔かいをしてますのよね……!?

　今思うと、この数日、よく食った。いや、有あり明あけ漫まん画が祭さいがいけないのだ。あれがあって連夜騒さわいで、昼食は弁べん当とう持ち込みや外食となれば、それは食う量も増える。

　特に、王がヤバい。どのくらいヤバいかと言えば、

　……我が王、私が食べると、面白がってどんどん出してくるんですもの……。

　王の出すものを〝要いらない〟と言える騎き士しがいる訳わけもない。だから食った。よく食った。翌朝が心配になるくらい食ってみたけど大だい丈じよう夫ぶだったので人狼ルウガルウの血は凄すごい。珍めずらしく母に感謝したものだが、三秒くらいでいつもの行ぎよう状じようを思い出してそれをやめた。

　ともあれ食っているだけでも肉の種類も質もよく解わかる。肉の素す性じようはどれも良いもので、基本は幾いくつかの部位を、部位としての優先度よりも硬こう軟なんの別で分けて仕入れている。

　これがまたヤバい。何がヤバいかと言えば、

　……我が王の出すものが、同じように見えて微び妙みように違うんですもの……。

　先日は、夜遅い帰き宅たくだったところに、王がわざわざ、

「んじゃ、サッパリと肉が食える、武蔵むさし風ふうの豚ぶた肉にく煮にな」

　と、黒ビールと醬しよう油ゆを２：１で入れた出汁だしで、玉たま葱ねぎと、塩に軽く漬つけた豚肉を粗あらく煮て出してきた。味としては、ビールの苦にがみと、醬油の辛からみが混じったもので、少々大人おとな向け。マスタードをつけると一気に洋よう風ふうの味になるが、全体としてはサッパリ系けい。つまりは、

「夏に精せいをつけるにはいいですわね」

　というものだ。だが、これがまた、味付けがシンプルで、冷ましてもいい上に、

　……明らかに、いい御肉を使ってますわよね……。

　一回、夜食に燻くん製せいの煮戻しが来た事があったが、これは酒が進んでつまり浅あさ間まの経けい費ひも増えたから勝負としては一いつ石せき二にち鳥ようですわ。

　……いえ駄だ目めですのよ！

　ともあれ、そんな感じで、よく考えたら欲望のままに頂いただいてしまったが、大丈夫だろうか。

　そして、

「えーと、じゃあ、三位」

　ミトツダイラは聞いた。

「ネイト。──一週間分の食費が、予測入れて一万円ちょっとな」
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　浅あさ間まは、椅い子すに座ったまま膝ひざを着きそうになった。

　実際、背骨の全関かん節せつが五ミリくらいずつ頽くずおれた気がして、頭からテーブルに突っ伏しそうになった。

　……しまった、ミトに負けましたあ……。これ、一位、私ですよ多分！

　飲んだのがいけなかった。ええ、いけませんでした。

　いや、何でここ、軽けい食しよく屋やなのに極きよく東とう系けいのお酒があるんですか。それもかなりランク上のが。

　……トーリ君のお母かあさんが飲むからですよねー。

　実のところ、彼女からは、

「あたしが残しちゃってるのあるから、これはいかんと判はん断だんしたら智ともちゃん飲んで詰め替えといてよ。料理に使っても良いからさ」

　と言われており、ええ、主に料理に使いましたとも。調理用として瓶びんを置き、横に升ますも置いてテイスティングしながら──、がいけない。本当にいけない。五本空あけた。

　ついでに言うと、また、焼き鳥とか、焼き魚とか、そう言ったものがいけない。料理当番は日ごとに回していたのだが、慣れないもので買い過ぎや余る事もあり、仕方なく、絶ぜつ倫りん・夏用に皆のも含めた弁べん当とうを重じゆう箱ばこで作ったりしたのだが、

　……全部言い訳わけですよ──う？

　解わかっているから仕方ない。ミトの実家から帰ってきて、本ほん能のう寺じの変へんが終わったら節せつ制せいします。ええ。だから名めい誉よ挽ばん回かいのためにも早く起きないですかね本能寺の変。

「二位、浅間な。酒が突とつ出しゆつして、一週間で三万くらい？」
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　え？　と浅間は声を作った。はっとして顔を上げて、

「その程度で傷は済みました!?」

「うちのカーチャンの酒飲んでたのがスゲえデカいんだけど、普段の金かね遣づかいが倹けん約やくでな？

　酒さえなけりゃ四千円くらい？」

　言われた言葉に、皆が天てん井じようを見上げながら指折り何かを数えた。ややあってから、ミトツダイラからこちらに視線を下ろし、

「──その値ね段だんでどうやってあの料理が作れましたの!?」

「──確かにあの分量をどうやってその値段で作ったのですか浅間様！」

「ククク酒飲みで台だい無なしねえ」

「さ、最後が総そう括かつですよね!?　そうですよね!?」

　だが、これはどう考えても母の仕込み。ケチではないと思いたいが、とりあえず料理は好評だったようなので、

「そういう意味では、ミトに比べて、〝作る側〟に回ってる方が、節せつ制せいもしやすいんだと思いますね。今回、ミトも調理しましたけど、回数的には、有あり明あけの漫まん画が祭さい対応で私の方が多かったですから、そうなりやすいのでは、と」

　ああ、あと、

「極きよく東とう系けいの料理はソースに該がい当とうするものがあっさりだったり、味付けも塩や出汁だしで終わらせたり、脂あぶらで焼く、というのもさ程無いので、実はそういう小さいところの積み重ねも、差になってると思います」

　成なる程ほど、と皆が頷うなずく。そしてこちらとしては、まず喜き美みを見る。

「喜美」

「フフ、何？」

「一位が誰だれか、という事ですけど」

　よく考えると、喜美は自分にもミトツダイラにもホライゾンにも調理中や食事中に付き合っているのだ。食べたものからの食費を考えると、彼女が一番多くなる筈はずだ。

　だから、

「覚かく悟ご出来てるんですか」

「いいわよ！　ほら！　愚ぐ弟てい！　カモン！」

　おう、と言って、彼が表示枠サインフレームを読んだ。

「じゃあ、一位──」

　彼が、視線を逸そらしながらこう言った。

「ホライゾン……」

　ホライゾンが両腕うでを振り上げてポーズをとった。

「勝ったァアアアアアアアア！」
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「あのなホライゾン、何オメエ、計けい測そくしたら一週間で七万とか。ちょっとそこで話してみ？　どういう塩あん梅ばいよ？」

　そんなに……、と妙みような感心を得るミトツダイラの視線の先で、ホライゾンが自分の腹を音立てて叩たたき、

「一日一万の超燃ねん費ぴ！　意い外がいといけるもんですな」

「というか、何を食べてそうなりますの？」

「要は簡単です」

　ホライゾンが言った。

「トーリ様の調理にくっついて、浅あさ間ま様の調理にくっついて、ミトツダイラ様の調理にくっついて、喜き美み様の調理にくっついて、それら全部の食事を頂いただいた上で、青雷亭ブルーサンダーでのバイトの時もまあ夏休みだしガッツリ行きますか、とやった上で、夜も腹が減っては力が出ぬわなどとやればあっという間にこんな境きよう地ちに」

「トーリ君、あの、ちょっと、ちょっと」

　浅あさ間まが、王を部屋の隅すみに呼んだ。そして浅間が指を立てて「あのですね」とか「私が言うのも何ですけど」とか「ホライゾンは自由形なのでトーリ君が調ちよう整せいを」などと言って、そのたびに王が「ハイッ、ハイッ」とやっているのがいつも通り過ぎる。

　そして王が戻ってきて、

「とりあえずオメエ、少し節せつ制せいな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあちょっとホライゾンも今回は本気の片へん鱗りんを見せたまでです。恐れ入りましたか」

　自分と浅間は頷うなずくしかない。だが、そうなると、

「……四位が、何で喜美ですの？」

「要は簡単です」

　ホライゾンが言った瞬しゆん間かん。浅間が、喜美に手招きした。

　浅間が先さき程ほどと同じように、部屋の隅で「喜美、いいですか」とか「欲しがるからってあげてたらいけませんからね」とか「あげるならもっと軽いものから」などと言って、そのたびに喜美が「ああん、いやあん」などとやってるのが相変わらず意味不明過ぎる。

　そして喜美が戻って来て、

「フフフ私ったら完かん璧ぺき──！」

　彼女は浅間とこちらとホライゾンを順に指さし、

「酒！　肉！　全部！　何この酒しゆ池ち肉にく林りんを地で行くのは、中にいればフィーバーよ愚ぐ弟てい！」

「まあ俺おれとしては、初しよ手てからコレはケッコー全員個性出て面白かったけどなー」

「あ、参考までに聞きますけど、我が王の食費は？」

　ああ、うん、と王が表示枠サインフレームを見せた。

「ネイトと姉ねえちゃんの間？　五千円くらい？　──浅間の言った通り、週何日を自じ炊すいしてっかどうかと、本ほん舗ぽで余った食材使うかで、増減結けつ構こうあるんじゃね？　あと、パンを買わずに、自分で焼いて作るか、または米にすると一気に下がっていくよな」

　納なつ得とくを得るのは、自分が騎き士しとしての生活を得るために、パンなどは侍じ女じよ役の自じ動どう人形に買い置きを頼んでいるためだ。一応、パンを捏こねる技術は自分にもあるが、時間が惜おしいと思ってしまう。

　……だとしたら炊すい飯はんをしてみるのも手ですわねえ。

　潜せん伏ぷく先の母の実家に米を持ち込んでみようかと、今いま更さらに思う。明日あしたの朝、港の近くの市いち場ばには水み戸と関係の出しゆつ向こう店があるから、そこで調ちよう達たつ出来れば──。

「あ、一応、俺の荷物の方で米とか持ってくから。オゲちゃん言うに、定期的に輸ゆ送そう艦かんで補ほ給きゆうするから、そっちでも頼んでおくか」

　あ、あと、と王が浅あさ間まに視線を向けた。

「セージュンから連れん絡らく行った？」

「え？　あ、来てます。──借しやつ金きん返へん済さい終わったって」

　ホライゾンが表示枠サインフレームを開いた。

・ホラ子：『おめでとう御ご座ざいますハイディ様！　これで無む罪ざい放ほう免めん釈しやく放ほう決定、うどん王国は希まれに見る現あら人ひと神がみを失ってしまいましたが、お二人にはランクアップして乾かん麵めんタイプなどに挑ちよう戦せんして頂いただきたいものです』

・○べ屋：『現人神は惜おしかったけど出来れば次はもっと出しやすいのがいいかな！　ともあれこっちは関かん東とうで稼かせいでからそっちと合ごう流りゆう出来ればいいと思ってるけど、ここら正まさ純ずみと調ちよう整せいした方がよさそうね。──あ、あと、アサマチ？』

・あさま：『何です？』

・○べ屋：『救たすける手配をしてくれて有あり難がとうね。借金こっちで返済したけど、スタートつけて貰もらえないと駄だ目めだったってのは反省してるから』

・銀　狼：『反省するんですのね……』

・ホラ子：『大だい丈じよう夫ぶですミトツダイラ様、期待を裏切らず、またしでかして下さるでしょう』

　それもそれでどうかと思うが、

・○べ屋：『あ、あとアサマチ、ちょっと渡すものあるから』

　何を？　と皆が浅間の方を見た。だが王が、ああ、と顔を上げ、

「あれだ、──ゴッドモザイクの権けん限げん」
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　は？　と、浅間は、言われた事が一いつ瞬しゆん理解出来なかった。

　ゴッドモザイクはアマテラス系けいの光学術じゆつ式しきで、武蔵むさし内では浅間神じん社じやに限らず、他の神社でも普通に購こう入にゆう出来る。

　だから彼がそれをハイディに頼んで安く仕入れて貰もらっているのは解わかっていたが、

「浅間に頼むの、浅間やっぱ浅間神社代表だし、俺おれが脱ぐたびに浅間にメーワク掛かるのって、浅間だけじゃなくて神社側にもありそうで何だよなあ、ってのでやめてたんだけど、まあそういうのもういいよな、って。

　オゲちゃんも、浅間に何か大だい事じに感じないような御お礼れいがしたいみたいな事をスゲえ遠回しに言ってたし」

「いや、別に私は、浅間神社とかそういうの構わないんで、まあ、どうも有り難う御座いますと、言っていいんでしょうか、という案あん件けんなんですが……」

「フフ、愚ぐ弟ていの股こ間かん事情を浅間が押さえ込んだ訳わけね」

「こ、公的な見た目ですよ！」

「つまり合がつ体たい時にトーリ様を無修正にするには浅あさ間ま様の許可が必要……！」

「いえいえいえ、ハイディの権けん限げんだとしたらこっちは在ざい庫こ管理で、使用制限とかトーリ君の操そう作さや設定によるものなので」

　だから、

「ええと、……一応聞いておきますけど、この権限、誰だれか要いります？」

　問うと、ホライゾンが辺りを見回した。喜き美みが顎あごに手を当て、

「私自身に使っても、あまり面白くないのよね、アレ……」

　などと言ってるし、ミトツダイラは調理場を見る振りで視線を逸そらしている。

　残るホライゾン本人は、

「あの、権限というのは」

「在庫管理で、切らさないようにしておくだけです」

　言うと、ホライゾンが沈ちん黙もくした。ややあってから、段々と鈍い汗あせを搔かき始めた彼女に、

「じ、自動！　自動で在庫調ちよう整せい管理する設定もありますから！」

「フ、言っておきますがこのホライゾン、通つう神しん設定から何から浅間様に丸投げです。あとまあ、そんなホライゾンが管理しようというのは、恋れん愛あい的にみれば可愛かわいゲッかもしれませんが、ちと適てき材ざい適所を無視した支配感が強過ぎませんかねえ」

「ホライゾン、口から血が……。あと、適材適所の無視と言ったら、私達自体も割り込みですから……」

　言うと、ホライゾンがエア荷物を左から右に置いた。はい、とこちらも頷うなずいていると、

「ホライゾン、ぶっちゃけ、面めん倒どうなのが生理的に苦にが手てなので」

「ああ、うん、凄すごく解わかります……」

「まあ、権限側から出来る事もあるでしょうし、ゴモザ関連で腹の立つ事があったら〝浅間様──！〟と叫ぶので、その時は落らく雷らいサービスなどして頂いただければ。──逆にそういうオプション追加は、ホライゾンが管理していたら出来ない訳わけで」

　一応調べてみたら、アマテラス系けいなのでタケミカヅチ系の落雷オプションは麾き下かという事で割引が利いた。だけど、

「どちらかというと、超天てん上じようからの垂すい直ちよく太陽ビームの方が安いですね……」

「大たい気きで減げん衰すいするから、値ね引びき分の強化がいるんじゃありませんの？」

「あと、出来れば夜や屋内でも使えた方が有用なのでは」

「オ、オメエらは俺おれの股こ間かんをどうしたいんだ……!?」

　フフ、と喜美が小さく笑った。

「基本、されるがままでいいじゃない。他、愚ぐ弟ていはどうしたいの？　この面々に」

　え？　と彼が首を前に落とした。そして、

「──埋もれて寝るとかすげえ贅ぜい沢たくだよな」

　浅あさ間まとしては、その言葉に、真さな田だでのキャンプを思い出す。狭い天てん幕まくの中で腕を枕に借りたりと、今思えば〝御試し〟として現状より濃かった気がする。

　じゃあ、と喜き美みが、弟を指さした。

「淡たん泊ぱく抜きで濃いめの話！　さあ、エアってみなさい愚ぐ弟てい！　ちょっといいところ！」
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　トーリは、流石さすがは姉ねえちゃんだぜ！　と内ない心しんで唸うなった。

　ぶっちゃけそこら辺、ケッコー考えたりもあるけどね俺おれ。でも、ザクっと試してくれる存在というのは有あり難がたい。

　自分としても、〝御試し〟感覚で、そうだなあ、と前振りして、

「俺が格かつ好こ付けるとして、例えばホライゾンに対しての場合だと──」

「カ──」

「早えよ!!」

　言った上で、カウンターにいるこちらは、虚こ空くうにエアホライゾンの両肩を摑つかみ、エア両腕うでが外れないようにして、あと、エア肘ひじからのアッパーが来ないように身を寄せて、それと垂すい直ちよく上げのエア膝ひざが来ないようにして、更さらにエア頭ず突つきも考こう慮りよで──、

「我が王！　我が王！　何かゴチャゴチャ動いてますのよ!?」

「フ、ホライゾンの難度の高さが解わかりましたか」

「ハイ愚弟！　そこ改良！　改良よ！　──ハイ改良した！　続行！」

　おう、と頷うなずき、とりあえず次は台詞せりふに入る。まず、エアホライゾンと顔を合わせ、エア視線も当てて、

「ホライゾン」

　言う。

「これから、オメエを大だい事じにするからよ」

　だから、

「オメエも俺に穏おん便びんに対応してくれるとお互いがウィンウィンの状態というか少なくとも俺が事後にめそめそ泣くような状況とか途と中ちゆうで蓄ちく積せきダメージによる脱だつ落らくとか、そういうのが無いような気もするんですがその辺り如何いかがでしょうかね。駄だ目めか？　駄目かな──」

「トーリ君！　何か後ろの方が変に長くなってますよ！」

「──まあ、御用件は伺うかがいましたとも」

「え、ホント!?」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とホライゾンが頷いた。

「短時間決けつ戦せんですね」
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　王が、カウンターの向こうでゆっくりとしゃがみ込む気け配はいがした。

「あ、あの、我が王？」

「シッ、ミトツダイラ様、甘やかすのは浅あさ間ま様の仕事です。あと、浅間様の方に表示枠サインフレームも何も無いので、別に哀かなしんで死ぬような状況でもないかと」

「き、厳きびしいなホライゾン！」

　でも普通に立ち上がるから我が王芸げい人にんですの。

　すると喜き美みが、

「ハイじゃあ愚ぐ弟ていは反省の後に改良！　──次はミトツダイラの場合！」

　……え!?

　一いつ瞬しゆん、血の気が引いて、そこからすぐにリバウンドで上がってきて、

　……えええ!?

　慌あわてて辺りを見ると、浅あさ間まが後先を考えていない笑顔をこちらに向けている。ホライゾンも小さく拍はく手しゆをしていて、喜美が何故なぜかパントマイムでよく解わかる〝お手[image: ]とってこい[image: ]受け取ってモフる〟をやっていますけど犬ではありませんのよ？

　ただ、王が、任せとけ、と右の指を一本立てた。そして、

「ネイト」

　気軽な笑顔で、エア手招きして、

「──ハイ、こっち、こっち、よーしよしよしよしいい子だいい子だ、ほうら、狼おおかみはここを撫なでるとおとなしくなるんですようよしよしよしよしほうら目を細めて、こうなるとこっちの方を仲間だと思ってくれてるんで腕を出してももう嚙かまれな〝ガブリ〟あいたたた！」

「我が王！　それ神かみ代よの時代のネタですのよ！」

　微び妙みように合ってる部分があるからちょっと困る。だが王が、一度親指を上げて、

「ネイト」

　王がエア自分に対して言うのを、カウンターの向こうから聞いた。

「──俺おれの騎き士しがどんなか、確かめさせてくれるか」

　そして、

「──え？　あ、どう、って、あの、ちょっと、ちょっとだけ、いやホントホント、ちょーっとでいいから、うん、変な事しないから、いやいやいやホントホントホント、痛い事とかしないしないしない。駄だ目めって言ったらやめるから、うんちょっとばかり──」

「何か変な状況になってますのよ──!?」

　ハイ！　と喜美が笑って手を前に振り下ろした。

「愚弟は反省！　あと改良するというか、改かい竄ざんしときなさい！　いいわね!?」
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　浅あさ間まは、ミトツダイラが赤せき面めんから一ひと息いきを入れるのを見る。

　……うわあ。

　最後にオチがついたが、その前の一ひと言ことで、狼おおかみが一いつ瞬しゆん身を震わせるのは確かに見えた。

　あの言い方だと、ミトツダイラは応じるしかない。今、この場でいきなりだったため、彼女としては対応策を考えても、選択出来ない状態だったろう。

　だから狼は、想そう像ぞうした筈はずだ。その想おもいから、オチがついて一息を抜けたという事は、

「ミトの方も、改善が必要そうですね」

「確かに、……王の言葉に返答出来ず、何も言えなくなってしまっては駄だ目めですわね」

　しかし、と言ったのはホライゾンだ。彼女は右手を挙げ、

「正直、トーリ様とミトツダイラ様だと、

〝ネイト、今日きようは二人で焼き肉（広義）だぜ〟

〝ええ、野や菜さい抜きの赤あか身み特盛り（広義）で御お願ねがいしますわ！〟

　とか、そんな事ではないかと想像していたのですが」

「いえ、うちの母と父じゃありませんので……」

「御両親そうなんですね……。というか、今、母と父、って、お母かあさんの方に主しゆ導どう権けんが行ってるような物言いでしたが」

「まあその通りですわ。──でもホント、コレ、何を馬ば鹿かな話をやってるんですの、というネタですけど、凄すごく勉強（広義）になりますわ。自分がどういう言葉にどう反応するのか、考えてなかったのか、など」

　まあ、と彼女が言った。

「オチがついてしまう事も、想そう定ていしてないといけませんわね」

　そう言われて、ふと自分としては気付く事があった。

　ホライゾンだ。

　こちらも、彼と彼女の方でそれぞれオチをつけたが、どちらも、そのオチ以前のものが本心というか、押しネタだとするならば、

　……あ。

　ホライゾンは、彼のつけたオチに対して「御用件承うけたまわりました」と言ったのではない。

　さっきもそうだ。彼と彼女の受け答えを、そこだけで抜き出してみれば、

「これから、オメエを大だい事じにするからよ」

「──まあ、御用件は伺うかがいましたとも」

　なのだ。ゆえに彼も「ホント？」と声をあげた。

　……うわ──。

　何となく、対論の潰つぶし合いという三み河かわでの出来事を思い出した。自分も相当に面めん倒どくさいタイプだが、彼とホライゾンの場合、これはもう面倒くさいのではなく、そういう構こう造ぞうだ。

　ホライゾンと合わせて、二人で一つ。そんな言い方をたびたび聞いてきたが、確かにそうだと今また思う。

　ただまあ、ホライゾンの場合、ホントに短時間決けつ戦せんに持ち込みそうな気もする。そうであった場合、自分達の傾向や対策は、どうだろう。浅あさ間ま神じん社じやのライブラリを見ると過去問題の解答などありそうな気もするが、やはり独学の美学というのもある一方で、初しよ心しん者しやは無む理りしない方がいいのだろうか。あ、でも、エロゲで大体どうして欲しいかは解わかってる気も──、

「ハイ次浅間！　愚ぐ弟てい！」

　いきなり来た。
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　ミトツダイラは、浅間が息を抜いたのを見た。

　……自然体の構え……！

　何が来ても対応し、受け止める、という事か。

「達たつ人じんっぽいですな浅間様……！」

「いやまあ大体、どう来るかは解ってますんで……」

「ハイ！　じゃあ愚弟！　スタート！」

　あ、うん、と王がカウンターの向こうで、姿勢を取った。

　エア浅間に向かって、頭を搔かき、

「浅間──」

　聞いた。

「頼んでいい？」

　……それでいいんですの!?

　疑問に思って浅間に視線を振る。すると、巫女みこは口を横に結んだ顔で、少々怒っているとも、困っているとも見える風ふうに。しかし、彼女は右の人差し指を立て、前後に振りながら、

「……も、もう、仕方ないですね」

「ハイ！　そこ！　そこ反はん則そく!!」

　喜き美みが胸の間から出した呼び子を吹いて浅間に手を振った。

「これはそういう受け答えをしたらアウト！　そこまでＹＯ──！」
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　しまった、と浅間は思った。

　ホントに想そう像ぞうしていたものと似たものが来たから、つい応じてしまった。

　……いやまあ、大体こうですよね──。

　ダルい喜び、とも言える関係。下手へたに気張らず、格かつ好こつけない。そっちは、ホライゾンや、ミトツダイラの領りよう分ぶんなのだ。自分の方は、

「まあ、ちょっと言うと、頼まれるより甘えて貰もらえる方が義務感なくていいでしょうか」

「あー、何かこっちも、言っててちょっと特別っぽさが無いかな、とか思った」

「フフ、アンタいつもそういうの多いもんねえ」

　普段の自分が計られている、という事でもあるのだろう。都つ合ごうのいい時だけそうして欲しい、というのは難しい。ならば、

「アンタ、愚ぐ弟ていをガンガン甘えさせないと駄だ目めよ？　ククク」

「最後の笑いからするに、見て楽しむつもりですね……！」

「というか、我が王と智とも、いつも通り過ぎません？」

「浅あさ間ま様も、もっと捻ひねれと、そう言っていいのでは」

「いやいや、似に合あわないですって」

　と、言っていて思うが、正直、ちょっと警けい戒かいしていた部分もある。それは、反面期待とも言えるものなのだが、

　……もし、私対応で、トーリ君が格好良い台詞せりふ言ってきたら、マズイですよね。

　実際、自分に掛けられた台詞の後、ホライゾンとミトツダイラの反応を見るに、彼女達もそういう類たぐいのものが来ると、そんな風ふうに考えていたのだろう。

　しかし、もし自分として、そのような台詞が来たら、どうなのか。

　ひょっとしたら、やはり、お互いにとって似合わないと、そう笑ってしまうかも知れないし、それは自分にして貰うべき事ではないとも思う気もする。だが、先さき程ほどのミトツダイラのように、自分対応で、日常でありながら、別の見方を告げられたらどうなるか。

「俺おれの巫女みこを確かめさせてくれる？」

　とか、これはミトツダイラ用なので、改変しても違い和わ感かんあるが、

　……うーん……。

　どういうのが来るのか、と考えても、聞いた事が無いので想そう像ぞう出来ない。当たり前と言えば当たり前だが、ここまで関係が固まっていたという事に戦せん慄りつする。しかし、

　……言われたらどうなるのか、と考えますと……。

「う」

　想像が、一いつ瞬しゆんで走った。
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　まずいです、と浅間は思う。

　何しろ、彼について、予想外の事に自分は弱い。それはこれまでの事でよく解わかっている。よく知っているという安心感や、お互いの任せて預け合っている感覚から、突とつ拍ぴよう子しもない事はないと、もしあっても、今までの経けい験けんから対たい処しよは出来ると、そう思っているのだ。

　だから〝しょうがない人〟なのだ。

　だがそれが、関係はそのままに、違う見方を提てい示じされたらどうなるか。

　それも、時間を掛けて受け入れていくのではなく、その場で受け止めなければならないとなったらどうなるのか。

　対処不能なのに、受け入れる。それはつまり、

　……さ、されるがままですよ……!?

　そんな事、なった事がない。

　というか巫女みこという仕事や役やく柄がら上、他人に何かする事が主だ。何かをされる、という事自体が、大体が間に合っていて、不慣れともいえる。

　もし、そうなったら、どうなるか。

　いや、どうされるか、か。

　そしてその上で、自分がどうなるのか。

　思いを走らせ掛けていると、彼がこちらを向いた。

「浅あさ間ま」

「な、何です？」

「──改良しとくから」

「え、ええ、御お願ねがいします」

　何を言っているんだろうと思うが、正直、参まいった。

　……うわあ。

　自分はホント、不慣れに弱いと、想そう像ぞうの段階で自覚した。
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　……自然体の達たつ人じんが、壮そう絶ぜつに自じ爆ばくしましたわね……。

　浅間が赤せき面めんで虚こ空くうを見み据すえたまま、動けなくなっているのを確かく認にんし、ミトツダイラはふと小さな疑問を抱いた。それは、

「我が王？　──もしも、という話ですけど、喜き美みに対してでしたら、どうしますの？」

「かなわねーし」

　意味が解わからないが、何となく通じてきたので納なつ得とくした。

　だが、だとすれば、敵かなわない先として、

「喜美としてはどーなんですの？　我が王に、どう言いますの？　そういう時」

「ん？　簡単よ」

　喜美が、髪かみを右手で払ってから、その指先を自分の胸下に当てた。そして、軽く肌はだを二度、三度とノックして、

「愚ぐ弟てい？」

　小さく笑うと、

「──こっちよ」
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・ホラ子：『喜き美み様、少々の手て加か減げんを……！』

・銀　狼：『な、何ですのその自分こそ居い場ば所しよというか、女は海みたいな物言い！』

・あさま：『というか喜美、ちょっとシャレにならんと言いますか、あの』

・賢姉様：『馬ば鹿かねえ。アンタ達が愚弟とそういう時にトラブったり、ちょっとマズってそう出来なくなった時とか、愚弟は何処どこ行きゃいいのよ？　そういう場合、私のところをセーフハウスにして、一晩一いつ緒しよに遊んだり愚ぐ痴ち聞いたり御お菓か子し食べたりして、翌朝には元通りで放ほう逐ちくしないと駄だ目めでしょ？　アンタ達の中で、別の誰だれかの処ところに行かせたらアレだし』

・ホラ子：『あの、喜美様、更さらに手加減が無くなった気がするのですが……』
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　ミトツダイラは、馬ば鹿か姉あねの台詞せりふを聞いた。

「ともあれフォローも万ばん全ぜん、愚弟も改良加えてくるから、お互い楽しい生活するといいわ。

　──私はそれ横で見て〝大変ねえ〟って笑ってるから」

「最悪！　最悪ですわ……！」

「フフ、ともあれ本日のエロ大おお喜ぎ利りはこれで終了！　皆、アフターケアは各自で悶もん々もんとしてるといいわ！」

「あの、姉ねえちゃん？　俺おれの方は？」

「アンタ絶ぜつ倫りんで銀ぎん髪ぱつ系けいと騎き士し系と巫女みこ系の本買ったでしょ？　勉強しときなさいな」

　ともあれ、と喜美がホライゾンに声を掛ける。さっきの自分のポーズを、もう一度やって、髪かみを払った上で胸下を軽くノックし、

「──さあ、こうよホライゾン！　手加減無いというならやってみなさい！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！」

　とホライゾンが立ち上がった。

　そしてホライゾンが、髪を払う。

　おお、と浅あさ間まと共に感心していると、ホライゾンがそのまま自分の腹をパアンと平手で叩たたき、

「来ィヤアアアアアアアァ！」

　オチをつけないといけない場所なのだろうか。

　ともあれ深夜、王が洗せん面めん所じよで一回ぶっ倒れたような音がしたが、横の浅間が起き上がったものの動かず、ホライゾンが両腕うでを派は遣けんしたので深く追つい及きゆうしない事にする。

　夜が明ければ出しゆつ立たつ。

　母の実家にて、糟かす屋やの所持していた銀釘アルジヨント・クルウがあるのかどうかの検けん分ぶんをしに行く。そしてそれ以外にも、諸しよ処しよの情報確かく認にんや作さく戦せん会議に、話し合いなどが行われるのだ。







[image: 第六十四章『現場手前のうろうろ少女』]
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　空を、巴ともえ御ご前ぜんは見ていた。

　久しいとも、久しく無いとも言える空だ。何しろ有あり明あけの中から見上げているのだから。

　午前始まりの換気。

　八時から九時までの間、有明は定期的な上面装そう甲こうの開放を行う。全国絶ぜつ倫りん漫まん画が交流会中は、防犯や警けい備びのためもあって行っていなかったが、その後は違う。

　朝と夕方、行われる開放は、有明を建造したIZUMOの技術力を示すと共に、やはり閉へい塞そく感ある屋内の気分を変えるものでもある。

　有明艦かん内ないからの搬はん出しゆつや搬はん入にゆうを行う輸ゆ送そう艦かん群は、専用のハッチを使用するよりも、この時間帯を狙ねらって一気に動く。それがまた、風を動かし、換気の効こう率りつを上げていく。

　動きのある時間だ。

　皆、艦内宿しゆく舎しやを出て空を見上げ、食事の時間を合わせもする。

　巴御前もそうだった。有明内部の食堂横よこ町ちよう。幾いくつかある大だい規き模ぼなものの内、武蔵むさしを正面から見上げられる南３横町の外がい縁えんに、彼女はいた。

　極きよく東とう向けの料理店。日ひ除よけの番ばん傘がさがついたテーブルで、巴御前は蕎そ麦ば搔がきと果くだ物ものを摘つまみながら、

「ゲーリケ、各かつ国こくの動きはどうかね。印いん刷さつ関連の方から見えるものでもよい」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずくのは、正面に座る夏服姿すがたのゲーリケだ。彼は紙かみ袋ぶくろの束たばを横に置き直し、

「まず、敵てき対たい姿勢にある旧派カトリツク領りよう邦ほうや国家が、とりあえずの挨あい拶さつに来たり、こちらもまた向こうに挨拶をしたり、という関係が生じています。今だけかもしれませんが」

　そして、

「そういった国も、印刷設備の購こう入にゆうなどに興きよう味みを持っており、後期の予算でIZUMO側や私達ととりあえず試験的な導どう入にゆうや事業を行うかも、という話があります」

「悠ゆう長ちようだな、どう思うかね？」

　Ｔｅｓ．、と応じた時だ。横に一つの影が来た。

「──各国、末まつ世せも三十年戦せん争そうも、M.H.R.R.神聖ローマ帝国の羽は柴しばとP.A.Odaの信のぶ長なが次第、そういう見方をしているのでありましょう。ええ」

　振り返った視線の先。そこにいるのは、

「クリスティーナか。君は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズには行かないのかね」
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　巴御前の問いかけに、クリスティーナはＴｅｓ．、と頷いた。

　今日きようは二十五日。武蔵勢ぜいは未み明めいに六護式仏蘭西へと向かった。

　改派プロテスタント領りよう邦ほうへの貿ぼう易えき艦かんの一つに紛まぎれ、西行きとなる。察しのいい国の連れん中ちゆうは彼らがいない事に気付いているだろうが、何処どこに向かったかを知っている者は多くいるまい。

　……六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの毛もう利りは、夏休み明けに羽は柴しばと講こう和わをするものでありますし。

　武蔵むさし側とは、今後、敵になる国に潜せん伏ぷくする。それは意い外がいでありましょうね、と自分は心の中で小さく笑う。そして、

「──御お席せき、宜よろしいでありますか？」

「よいとも。周囲の皆も、よかろうな？」

　巴ともえ御ご前ぜんが周りに首を回すと、他の露ろ店てんテーブルに着いている者達が慌あわてて視線を逸そらした。

　注ちゆう目もくされていたらしい。自分はこういうセンスがあまり無くて気付かないが、

　……忠ただ興おき様を同伴していたら、違ったものでありましょう。

　だが、そんな己おのれの思いはこれから叶かなう。

「今日きようは忠興様と有あり明あけ巡りですので、それまで、でありますが」

「観光名めい所しよか？」

「二層目にある大だい規き模ぼ貯ちよ水すい池ちの有明海かいなど、見て、軽く遊んでから空詠みカラオケを」

「青春であるな」

「遅咲きゆえ、花は勿もつ体たいぶらぬものでありますとも」

　言うと、巴御前が表情を変えた。彼女は眉まゆを上げ、驚きと見えた顔をした後に小さく笑い、

「羨うらやましい話であるな」

　対する己は、頭を下げた。

「……長なが岡おか屋や敷しきにて、巴御前の言う事を聞かず終じまい、失しつ敬けいでありました」

「個人の礼れいかね？」

「長岡夫ふ人じんとしての礼でありますとも」

「それは重ちよう畳じよう。──そしてまた、あの場で説せつ教きようしたところで、私自身はルターの襲しゆう名めいも持つ、諭さとすのは性分と、そう言いたいところだが」

「駒こま王おう丸まる様の事ですね」

「意い外がいと察しがいいな」

「恋沙ざ汰たに疎うといのは臆おく病びようの言い訳わけでありましょう」

　本心から自分は言った。

　そして己の周囲をちらりと確かく認にんするが、正直、視線の意味も何もあまり解わからない。

　一応、横にいるのは、確かザクセン代表のゲーリケだ。改派の首しゆ長ちよう陣じんの一角として、印いん刷さつ事業などを手がけているため、ルターの巴御前の副ふく官かん役として出回っている。収入の多くは印刷事業だが、その内うち訳わけは歴史再さい現げんに基づいた印刷か同どう人じん草そう子しという、

　……アップダウンの激しい方であります。

　やはり真ま面じ目めな国家事じ業ぎようなどしていると、羽は目めを外したくなるのだろうか。

　しかし、そういう方がいるなら話がしやすいでありますね、とクリスティーナは思った。

　記録は任せて置けるし、改派プロテスタントとのコンセンサスもとりやすい。その上で問うのは、先さき程ほどの話題の続きとして、

「駒こま王おう丸まる様は、以後、どのような動きを？」

「解わからん。琵び琶わ湖こ安あ土づちに持ち込まれたところで足取りが不明でね。羽は柴しば麾き下かである事は確かなので、羽柴が必要と思ったところに投入されるであろうよ」

　──私の手でとどめを刺してやりたいが、戦せん場じようが巡り会わぬかもな」

「だとすれば、武蔵むさし勢ぜいに任せるしかないのでありますね」

「伊だ達て家け副ふく長ちようが、その装そう備びをほとんど失う状態にまで追い込まれた。次は強化してくる事を考えると、厄やつ介かいな相手であるぞ」

「私からそう伝えろ、と？」

「どうであろうな」

　巴ともえ御ご前ぜんが小さく笑った。

「あいつらは勝かつ手てに動いて、勝手に対応していくだろう。そういう連れん中ちゆうだ。こちらとしてはもし何処どこかで遭そう遇ぐうしたら、というのを今後は前ぜん提ていとせねばならんので、厄介である」

「倒す方法は？」

「幾いくらでもある。──問題はそれが出来るかどうか、であるな」

「要は有ゆう言げん実行でありますねえ」

　と言って、苦く笑しようした時だ。横のゲーリケが右手を挙げた。

「申もうし訳わけありません巴御前、今朝けさ、早朝動どう画がの予約を忘れたので、していいでしょうか」

「内容は何だ」

「有あり明あけ教きよう導どう院いんが送る夏休みスペシャル〝絶対徴ちよう税ぜいマタイ７〟が十時からで」

　ああ、とクリスティーナは頷うなずいた。

「極きよく東とう側に教きよう皇こう庁ちようが迂う闊かつに許可出して製作させたら、空飛ぶピラミッド戦せん艦かんが巨きよ大だい武ぶ神しんに変形してローマ軍を叩たたき潰つぶすアレでありますね」

「Ｔｅｓテスタメント．、最近は改派に対する牽けん制せいか、旧派カトリツクが認めまして。改派も〝どう見ても崇すう拝はいする対たい象しようにならん〟という事で許可が出ております」

「極東人の変形巨大武神への崇拝力を理解していないのでありますねえ」

「おかげで今回有明に来る楽しみの一つでありました」

　何故なぜか自分が一いち礼れいされるが、どちらかというと許可を出した代表がそこにいるのだから、そちらにすればいいのでは、とも思う。だがこれも、

「文化交流というものでありましょうか」

「実際、極東も、この時期は遣けん欧おうの使し節せつ団だんを派は遣けんしているものでな。拡大解かい釈しやくというと聖せい連れんが張り倒しに来るだろうが、今はインノケンティウスでもない、オリンピアは夢ゆめ見みの術じゆつ式しきで眠り続けているそうだ」

　その辺り、こちらは実のところ、最近少々疎うとい。昔のように情報に首まで浸つかっている生活をしておらず、どちらかというと、己おのれの手元や中にこんなものがあったのかという、再発見の日常を過ごしているからだ。

　自分が持つ情報としてすぐに引き出せるのは、

「神しん聖せいローマ皇こう帝ていと教きよう皇こうは、随ずい分ぶん、親しいとの事でしたが」

「マティアスは変わり者の、文字通りの人にん非ぴ人にんであるからなあ。オリンピアはどちらかというと若く社交系けいだ。どちらもインドアだが、引っ張られているのはマティアスの方であろう」

　つまり、

「──人の姿すがたなど無意味と、そう思える神聖ローマ皇帝が、老いから若きに移り、やがて消えていく〝新〟教皇に恋をしたという訳わけだ。おい何だゲーリケ、貴き様さま、今、笑ったな？」

「い、いえ、滅めつ相そうもありません。録ろく画が予約をしながら、別番組の先週の予告を見ていて笑ってしまったものであります」

　なかなか酷ひどい言い訳わけだが、画面に映っていたのが忠ただ興おきも見ている〝万ばん能のうレオナルド村〟だったので納なつ得とくした。あれはリーダーが危険な発明をして、弟で子し達が協同で解決するのだが、軍事基地を作っていて二階の床を階段部分空あけずに埋めてしまったのはどうなったろうか。

　……あ、その辺りを忠興様に聞けばいいのであります……！

　それがコミュニケーション。

　気付かせてくれた礼れいとしてゲーリケに会え釈しやくを送ると、戸と惑まどいながらも返へん礼れいされた。そして、

「では巴ともえ御ご前ぜん、各かつ国こくの動静としては、現状をどう見ているのであります？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と彼女が応じた。そして言われるのは、

「君と同じ。──つまり各国、武蔵むさしと羽は柴しばの動き待ちだ」
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　何か頼もうか、と、話の前に、巴御前はメニューを手に取った。

　さっき、蕎そ麦ば搔がきなどを食べたばかりではあるが、

「甘あま納なつ豆とうと鮭さけトバでも貰もらうかね」

「巴御前、酒飲みみたいですぞ！　あ、私はこの〝サーモンサンド・大だい吉きちセット〟で」

「何かねコレ、犬の人形がついてくるが」

「い、犬じゃなくてこちらの姫ひめ様の方が欲しいのですよ！」

「おーい、そこの女じよ中ちゆう、──これとこれとこれ、犬の方で」

「巴御前……！」

　あ、とクリスティーナが声を作った。彼女も手を上げ、

「私はこちら〝万能レオナルド村〟コラボのラーメンバーガーで」

「冒険家であるなあ」

「流行や新しいものを追うがゆえの情報屋でありますゆえ」

　では、と巴ともえ御ご前ぜんは言った。

「──この夏休み、各かつ国こくは何だかんだで結けつ構こうな動きを見せたな。それを行こう」
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　……全く、末まつ世せが来ているというのに世界は騒さわがしい。

　巴御前の視し界かいの中、まず、ここまでで生じている事は、

「毛もう利りは、安あん国こく寺じ・恵え瓊けいが中心となって、夏休み明けに羽は柴しば側との講こう和わをまとめるだろう。

　ただ、関せきヶ原はらに対しては〝歴史再さい現げんを遵じゆん守しゆする〟という事以外は何も動きが無い。

　順当だといえる一方で、これをどう思う？」

「毛利側は夏休みから関ヶ原に掛けて、〝稼かせぎ〟に入ったものであります」

　言われて思い出すが、彼女は安国寺・恵瓊と武蔵むさし副ふく会長の話し合う現場にいたのだ。

　自分もそれを見てみたかったものだが、

「つまり、毛利については、毛利生きつ粋すいの連れん中ちゆうが守りに入った。彼らは羽柴側に与くみするが、毛利を衰すい退たいさせないためにありとあらゆる手段をとる。

　だから羽柴は、関ヶ原が始まるまで、毛利を動かせなくなる。そしてまた、毛利側は、関ヶ原での協力を盾たてに、羽柴を焦じらせてよくなるという訳わけである、か」

「──一方、関かん東とうでは、関東諸しよ家けが武蔵側への協力態勢を持ちつつありますね」

　クリスティーナが、言葉をテーブルに落とすように、静かに言った。

　……ほう。

　欧おう州しゆう側にいた彼女が、早さつ速そく、関東の情報を出してくるとは、面白い。

　やはりそれなりにいろいろとネタを集めて分ぶん析せきしているのだろう。

　クリスティーナが、テーブルの上で指を絡めながら言葉を続けた。

「関東、奥おう州しゆう、上越露西亜スヴイエート・ルーシ、それらが今、武蔵の味み方かたとなりつつあります。

　そして欧州では六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに英国も。これは実質、武蔵と協同国家によるP.A.Odaの封じ込めだと、そう考えてもいいでありましょう」

「そうなった場合、他国はどうなるかね？」

「応じるように夏休み中、いろいろな動きをとっているでしょうが、現在、この二十五日では、各国とも、多くの歴史再現などを、九月半なかば以い降こうに回したものかと思うのであります」

　何故なぜなら、とクリスティーナが前置きした時、甘あま納なつ豆とうが来た。

「摘つまむかね？」

　気を利かせて大おお皿ざらに積んできたものを、クリスティーナが一つ頂いただく。懐かい紙しを添えて口くち元もとに運び、ふと眉まゆを上げ、

「砂さ糖とうかと思えば、塩」

「霊れい体たい対応の塩で〝甘くない甘あま納なつ豆とう〟だそうだ。矛む盾じゆんか自己否定かは各自判はん断だんであろうな」

　確かに、とクリスティーナが首を下に振った。そして、

「──世界の動きとしては、本ほん能のう寺じの変へんがこの夏休みの末か、九月初しよ旬じゆんにあると、大おお方かたが予測されていた事でありましょう。羽は柴しばがそういったスケジュールで動いている事も、武蔵むさしが関かん東とうに入る際に交こう渉しようを行うなどした結果、各かつ国こくに見えたものかと。

　ゆえに各国、上じよう旬じゆんまでは、対P.A.Oda、対M.H.R.R.神聖ローマ帝国で夏休み明け前後の予定を立てていたものと予測されるのであります。つまり自分達が、本能寺の変や対欧おう州しゆうに向けて集中するP.A.Odaや羽柴に対たい抗こうしなくてはいけなくなったと、それを武蔵に言う事で、武蔵のヴェストファーレンでの交渉力を削そぐつもりだったかと」

「Ｔｅｓテスタメント．、──大体はそうであったろう。何しろ、武蔵勢ぜいが幾いくつかの歴史再さい現げんを回した事によって、既すでにネルトリンゲンなどの敗はい北ぼくは過ぎている。

　欧州勢は、足並みさえ揃そろえれば、以前より〝敗北〟なく羽柴達に立ち向かえるのだよ。あとは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが鍵かぎとなるが、あの国が欧州覇は王おうになるのは既き定てい路線。ならばそれは仕方ないかと、そのくらいの割り切りは出来ていて、毛もう利り側にどれだけ恩おんを売れるか、と、そんな算さん段だんが各国の中であったのが夏休み上旬の情勢だ」

　だが、と巴ともえ御ご前ぜんは言った。豆を摘つまみ、嚙かんだ歯の間から塩が染しみ出すのを美味うまいと思い、

　……ああ、絶ぜつ倫りん・夏用に、塩分強めの味付けであるのだな。

　今もそれを良い味と感じるのは、テンションが上がっているのだろう。味覚が雑だ。

　しかし、自分としては、言う事がある。

「──十日。羽柴を水先案内人とするように、武蔵が西さい行こうを決定。

　十五日にはここに有あり明あけごと到とう着ちやくしたのだ。──各国の中には、一つの懸け念ねんが生まれた筈はずだな。二学期はP.A.Odaと羽柴に集中し、武蔵についてはヴェストファーレンで押さえ込めばいいと思っていたのが、これはもしやすると、武蔵が深く介かい入にゆうするかもしれぬ、と」

「Ｔｅｓ．、……それゆえ、各国は夏休み後半から、国内問題に集中するようになったものであります。何しろ、武蔵の介入が成功し、彼らがP.A.Odaを倒せば、P.A.Odaや羽柴に集中しようとしていた準備は無む駄だになるのでありますから」

　そして、

「その場合、欧州は、P.A.Odaや羽柴ではなく、武蔵、もしくは、武蔵と、残ざん存ぞんした織お田だ家けを率ひきいていく羽柴を相手にしなければならなくなるのであります」

「では」

　と促うながしの言葉を作る自分の顔は、どれだけ笑っているだろうか。

　自覚以上に喜んでいなければいいがと、そう思いながら、口を開く。

「──各国がこれから考こう慮りよしなければならないのは、どのような歴史再現かね？」

「まずは、本ほん能のう寺じの変へんと、山やま崎ざきの合かつ戦せん。

　そして、羽は柴しば勢ぜいの行く先を決める、──賤しずヶ岳たけの戦いであります」

　クリスティーナが告げた。

「更さらにはヴェストファーレンで武蔵むさしを押さえ込む前に、場合によっては、関せきヶ原はら、まだ明確ではない小こ牧まき長なが久く手ての戦いと、羽柴と武蔵勢の戦せん闘とうがありますゆえ、それらが終わるまで、各かつ国こくは迂う闊かつに動けなくなったのであります。

　ゆえにまず、本能寺の変と、続く山崎の合戦が終了するであろう九月半なかばまで、各国は動きを封ふう印いんするだろうと、私はそう判はん断だんしているのであります」





●






　クリスティーナは、推すい測そくを告げて、一ひと息いきを入れた。

　……久しぶりでありますね、こういう話も。

　武蔵のプールで話して以来だったか。あの後は、情報収しゆう集しゆうなどを行っていたものの、どちらかというと自分の生活を新しいものに改めて見たり、忠ただ興おきとの日中デートなどに明け暮れて、たまに忠興が武蔵に入るための確かく認にんなどで一日会えなくなる時などは、ベッドに寝転がって悶もん々もんとして──、

　……そこで情報収集しなかったのは何故なぜでありますか……!?

　まあ遅咲きという言葉で全部は流されるだろう。ともあれ、関かん東とうを出しゆつ立たつしてからの、有あり明あけ内の準備を兼かねた夏祭りなど、大変宜よろしゅう御ご座ざいました。また、全国絶ぜつ倫りん漫まん画が交流会・夏の三日間なども大変宜しゅう御座いました。他にも他にも──。

「おい、クリスティーナ、いきなり何処どこに入ったか知らんが戻ってこられるかね」

「Ｔｅテ、Ｔｅｓテスタメント．！　可能でありますとも！」

　応じつつ、絶倫・夏に撮とった忠興の写真などを表示枠レルネンフイグーアに出して、裏面非透とう過かで自分に向けておく。これで巴ともえ御ご前ぜんやゲーリケからは資料を検けん分ぶんしているように見える筈はずだ。
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・長安定：『──あ、すまんな、長なが岡おか君。武蔵代表委員長の大おお久く保ぼという。少々ええか』

・長　太：『は？　何だよ一体。こっちは忙いそがしいんだよ今』

・長安定：『ああ、今、長岡夫ふ人じんの護ご衛えいとして、密ひそかにつけさせとる者から連れん絡らくがあったんやけど、彼女、人前で思い切り君の写真を展開しとるのが、前から見えないんだが、後ろからは丸見えだそうでな。今、彼女達、各国の第一特とく務むやその麾き下かに囲まれているようなもんやから、──忙しいならまあどうでもええわな別に』

・長　太：『投げるなああああああああ！　くっそ、今行く！　すぐ行く！』
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　ともあれクリスティーナは、写真をスライドショー状態にして満足。

　その上で、巴ともえ御ご前ぜんに対しては言う事がある。これは、彼女に向けて、という声で、

「幾いくつか、不ふ穏おんな動きをしている国があると、解わかっているでありますか？」

「──日の沈む大たい国こくであるな？」

「Ｔｅｓテスタメント．、……三征西班牙トレス・エスパニアが、野球部の動きに合わせ、こちらに来ておりますね」

　それは別に、おかしな事ではない。だが、

「副ふく会長のフアナ女じよ史しが、絶ぜつ倫りん・夏の後、そのまま野球部について行動中だとか」

「君の情報網もうかね？」

「大会がある地ち域いきは、情報がネルトリンゲンにいろいろ伝わる位置ですので」

　どういう意味かはまだ、幾いくつもの推すい測そくの中だ。だが、

「この情報、──取り方によっては、ネルトリンゲンでの礼れいは返せたものかと」

「何がかね？」

　Ｔｅｓ．、とクリスティーナは頷うなずいた。

「武蔵むさしを関かん東とうから戻す契けい機きとなった絶倫・夏など、仕込んだのは巴御前でありましょう」

　言った瞬しゆん間かん、ゲーリケが、

「あのっ、それは私が」

「コルァ！」

　巴御前が、周囲の者達が振り向くほど一いつ喝かつをして、ゲーリケが黙だまった。どういう事でありましょう？　と思いつつ、こちらとしては言葉を続ける。

「武蔵がこちらに来る事で、各かつ国こくは武蔵を視し界かいに入れた予定を組み直さなければならなくなりました。そしてまた各国は、それを呼んだ巴御前、貴女あなたの事をも、ヴェストファーレンに向けて思し案あんしなければいけなくなりました。──見事でありますね、巴御前」

「あのっ、別にそこま」

「コルァ！」

　また一喝で、もはや場が静かになった。

　ともあれこちらとしては、充分に、ネルトリンゲンの恩おんを返した。

「巴御前。──今の物言いで、武蔵勢ぜいや羽は柴しば勢に改派プロテスタントを埋もれさせず、各国に行動を注ちゆう視しさせ、発言に耳を傾けさせる手伝いとなったでありましょう」

「ありましょうか、と言わないところが君だ。瑞典スウエーデン総そう長ちようの影えい響きよう力、ここから戻していくという、そんなつもりもあるのだろう？」

「今は夏休みでありますよ、巴御前。楽しむものでありますよ」

　向こう、忠ただ興おきが走ってくるのが見える。何故なぜか声つきで、

「ちょっと待てええええええ！」

　などと言っているが、別に何処どこにも行かぬものでありますとも、ええ。しかし、

「──武蔵むさし勢ぜい、羽は柴しば勢、夏休みの終わりをどう過ごすのでありましょうね」
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　小こ六ろくは、暇ひまな時間を過ごしていた。

　夏休みは終わりの一週間に入った。学校から出ている宿題は既すでに済ませてあるが、

　……いいのだろうか。

　夏休みの宿題とは、夏休み中の学力を保つためにある筈はずだ。だが、その攻こう略りやく速度は個々の判はん断だんに任されているため、小六などは半なかばに入る辺りで既に終えている。

　急いでいた訳わけではないが、とりあえず毎日自分にストレス無い範囲で進めていたら、そうなったという感覚だ。

　とはいえ、一回ごとの進行範囲は結けつ構こう多め。それはやはり、勉強が好きと言うより、

「ゲームだな」

　余よ暇か時間。ゲームや、玄げん武ぶの整備に改良。そういったものをするには、学業が妨さまたげになるのは確かだ。

「……勉強は、勉強以外の妨げだ」

　そしてまた、勉強以外は、勉強の妨げだ。

　だから小六は思うのだ。夏休みの宿題について、

　……いいのだろうか。

　コレ、早めに進行させて、残りを余暇時間とした場合、

「余暇が長くて、勉強した事忘れて馬ば鹿かになっていくだろう」

　この辺り、実は昨夜、皆に相談した。食堂で、珍めずらしく安あ土づち組の十じつ本ぽん槍やりと石いし川かわが揃そろったため、話をしたのだ。するとまず反応したのは、石川だった。彼女は、

「小六ちゃん？　教育制度の矛む盾じゆんを突いたようですけど、正直、先生達もたまには何もかもぶん投げて長期休みが欲しいのです。その証しよう拠こに先生達には夏休みの宿題が無いでしょう？」

「正直過ぎないか」

　いやまあ、と言葉を挟んだのは脇わき坂さかだ。彼女は竹たけ炭ずみシロップのかき氷を上から崩くずしながら、

「大だい丈じよう夫ぶだよショーロク、アンジー一切やらずに逃げ切るつもりだけど、二学期から頑がん張ばればいいから」

「先生がいる前で良い度ど胸きようだわアンジー。だけど小六、言っておくけどね？　勉強をしない人間が馬鹿になる訳じゃないのよ」

「違うのか」

　Ｔｅｓテスタメント．、と嘉よし明あきが頷うなずいた。

「勉強をしないと馬ば鹿かになるんじゃないの。勉強をした人間が頭良くなるだけで、他は野生の猿さるに回かい帰きしていくだけなのよ」

「キメちゃん！　アンジー二学期からエテ公こうだよ！」

　小こ六ろくは、最近四期目が始まったペンドラゴンボールＺの主しゆ人じん公こうが、野生児じである事をアピールするために告げる「オッス！　オラ野や人じん！」というのを思い出したが、関かん東とうでは神肖テレビ動どう画がも何か少なかったな、と想そう起きする。

　北ほう条じようの土地では同じ動画が無限ループして「輪りん廻ね転てん生しようを示す」という事だったが、本当だろうか。ともあれ最後のシメとしては片かた桐ぎりの、

「それで蜂はち須す賀かさんは、ブランク期間も勉強しておいた方がいいと思っているんですか」

「片桐は」

「え？　そりゃあ僕は勉強しますよ」

「無む駄だじゃないのか」

　言った台詞せりふに、皆が一いつ瞬しゆん、動きを止めた。ただ、竹たけ中なかが周囲の注ちゆう目もくを感じてか、肩をすくめ、口を開いた。

「無駄であるかという事と、自分の中の納なつ得とくとか収まりとかは、別だと思うんですよねー」

「おお、良い事言うねタケ！　アンジー収まり利かないから二学期突とつ入にゆうだよ！」

「二学期は猿に成せい績せきつける事になるとは、先生も大変です」

「ほ、放ほう置ち主義の女教きよう師しが何か言ってるよ！」

　Ｔｅｓテスタメント．、と頷うなずいた石いし川かわが、運ばれてきた京きよう菓が子しパフェの器うつわを左で握り、茶ちや漬づけのように搔かき込む前に、こう言った。

「──手の掛からない子達で先生は気き楽らくです」

　気楽じゃなくて幸いです、とかいうべきじゃないだろうか。ともあれ皆それぞれで、収まりのいいようにすればいいという事だろう。自分の場合、真ま面じ目めにやろうかとも考えたのだが、結局はテンションが向かず、教きよう科か書しよを見直すくらいで収まり、

　……後の日々はゲームやって、外出か。

　思い、小六は頭ず上じようを見る。

　するとそこに、白い空があった。

　全面を覆おおうのは、ステルス防ぼう護ご障しよう壁へきの巨きよ大だいなドームだ。

　視線を下ろし、正面を見れば、まずは安あ土づちの甲かん板ぱんがあり、その向こうには、水みず港みなと式の安土用ドックがあるのが解わかる。

「戻ってきて十日」

　視線を送る向こう。更さらに巨大な水港型ドックスペースと、広がる水面を見み据すえ、小六はこう呟つぶやいた。

「琵び琶わ湖こ安あ土づち、──何時いつになったらこのドームが外せるものか」
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　小こ六ろくの眼前、そこにある琵び琶わ湖こ安あ土づちとは、琵琶湖北岸に作られた巨きよ大だいな水みず港みなとと、城じよう下か町まちだ。

　……元々はここに安あ土づち教きよう導どう院いんがあり、それを中心に町が広がっていたそうだが。

　織お田だ家けの安あ土づち城じよう。聖せい譜ふ記き述じゆつによれば戦せん国ごく時代における最大規き模ぼの城で城下も大きく栄えていたという。それを暫ざん定てい支配下での繁はん栄えいの言い訳わけにして、信のぶ長ながが襲しゆう名めいする以前から「後の時代の基き礎そのために」ここを作り上げたのだ。

　だが、それを担当した前織田家当とう主しゆ、信のぶ秀ひでの意い思しとは別に、

「織田家は、安土城をある時突とつ然ぜん取り壊こわし、この琵琶湖安土を建造し始めた……、か」

「あれ？　何？　織田家の歴史？　ショーロク。夏休みの自由研究？」

　声が掛かったのは頭ず上じようだ。

　機殻箒シヤーレベーゼンにバッグを提さげた水着姿すがたの脇わき坂さかが、背はい面めん状態で吊つり下がりながら下か降こうしてくる。

　彼女は翼つばさで自分を持ち上げながら、

「外行かない？　ショーロク。キメちゃん達、琵琶湖上に作った帆ほ掛かけプールに行ってるんだけど」

「何故なぜ遅れた？」

「ショーロクがあんな事言うからちょっと宿題やってたんだよん。弾だん道どうの軌き道どう計算とかいろいろ。物理発はつ射しや系けいの砲ほう弾だんの動きも、まあ大体解わかっておいた方が良いし」

　それとも、と脇坂が言った。

「水着、バカンス用の持ってない？」

「挑ちよう発はつ？」

　いやいや、と脇坂が右手を振った。

「今年は何だかんだで昨年からの戦争の影えい響きようがあってさ。面白い事に一いつ般ぱんのファッションは六護式仏蘭西亜エグザゴン・フランセーズやK.P.A.Italiaとかの最新流行が入ってきてるんだよね。

　いつも〝業運〟や〝極東K.教導K.院購買K.部〟の地じ味みなのばっかだけど、今年は〝堺さかい屋や〟が〝SAKAI〟ブランドでそこらの出してるから色も青とか赤とかいろいろ」

「うちは〝NORIKANE-ASIA〟だから」

「範はん鋼こうのオシャレ系けい!?　……何かショーロクちょっと見直したよ」

　どういう意味だ。ともあれ自分も、ちょっと外の空気を吸いたい。

「外、連れてってくれればいい」

「水着だよ水着！」

　しつこい。だから機殻箒の推すい進しんパーツに手を掛けて、上に身を引き上げる。

「おおうショーロク強ごう引いん」

「気が滅め入いる」

　自分は、現状について言ったつもりだった。だが、

「だろうねえ」

　相あい槌づちが即そく答とうで来る辺り、こちらへの理解があるという事か。

　だから一ひと息いき。少し高くなった視点から、琵び琶わ湖こ安あ土づち内を見渡す。この、最大直ちよつ径けい十二キロの楕だ円えんドーム内、あるのは埠ふ頭とうと倉そう庫こ街がいに化している安あ土づちの町と研究開発施設。そして、

「……滅め入いる話だ」

「これだけの施設が、創そう世せい計画の下地として出来てる事？」

　と、脇わき坂さかが手で示す先には、一つの空白がある。密みつ集しゆうした倉庫街と埠頭の中、空あき地として半はん径けい二キロ程のスペースが空いているのだ。

　擂すり鉢ばち状の地下にまで、舗ほ装そうを入れた空間。その内面には十の穴が開いており、何かそこにあったものを支える構こう造ぞうだったのが見て取れる。

「本ほん能のう寺じ」

　小こ六ろくは呟つぶやいた。巨きよ大だいな空白、そこにあり、分解され、外に運ばれていったものが、

「──終わらせて、終わらせない。その始まりだ」
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　脇坂は、後部座席とも言えるスペースに座った小六の言葉に、頷うなずいていた。

　……ショーロク、真ま面じ目めだなあ。

　物事を、事実で見る。そしてそれを、自分の感性で受け取る。

　前にも武蔵むさしと安土の向き合い問題の際、強ごう情じようを見せたが、自分の見地と、正しいかどうかという辺りに対してホントに真面目。

　そういう意味では〝滅入る〟現状については、

　……ショーロク、あんまし納なつ得とくしてないんだろうなあ。

　思うが、どうしようもない部分もある。だからこちらとしては、

「出すよ──」

　動こう。どーせ難しい事は考えられないのがアンジーの得意。大体、動いていれば難しい事を考えなくなるんだから、難しい思し考こうなんて動きの下にあるもんだよ多分。

　だけどまあ、ショーロクに付き合うとして、

「さっきの話さあ、──知ってる？」

「知らない」

　……流石さすがだ……。

　しみじみ思うが、これが我らのいつものパターン。白の空、こちらの行き先を察さつ知ちした空くう域いき管制加か護ごが、空中に安全なルートを表示枠インシヤ・コトブで教えてくれる。

　機殻箒シヤーレベーゼンの操そう作さをそれら表示枠に同期させ、こっちは微動の管理を脚あしで行い手放し運転。水着などの入ったバッグの位置を直し、

「前当とう主しゆの信のぶ秀ひで──、先生？　アレやっぱ二に境きよう紋もんだったらしいよ」

「知ってる」

「あれ？　話したっけ？　タケから聞いた？」

「一いつ緒しよに、平ひら野のの親から聞いた」

「そうだっけ？」

　ちょっと憶おぼえがない。だけど、

「ま、アンジー達だと、そんなのよくあるか」

「Ｔｅｓテスタメント．、気にしててもしょうがない」

　流石さすがは事実派。ショーロクの方が大人おとなかもなあ、と思いながら、アンジーは言う。

「──じゃあ、これ、知ってる？」

　問う。

「信秀先生ってのの、一番弟で子しが、当時、織お田だ家けに人ひと質じちの歴史再さい現げんとして入っていた松まつ平だいら・元もと信のぶ。──あの三み河かわドカンのオッサン先生だったんだって」
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「──知ってる」

　小こ六ろくの声に、アンジーは頷うなずいた。

　この辺りの事は、調べれば解わかる事だ。P.A.Odaと松平の歴史再現としては、メジャーなもので、後の極きよく東とう覇は者しやである事とは別に、この付き合いがあるからこそ、松平は三河をP.A.Odaと聖せい連れんの中立地に出来ているとも言える。

「だったら」

　とアンジーは言った。

「信秀先生ってのが消えた後、織田家が混乱するんだけど、その中で今に至る方針を折おり々おりにおいて指さし図ずしていたのは松平・元信だって、知ってた？」

「──気付いてた」

　何かビミョーな返答が来た。しかし、

「お」

　空、方向指し示じの表示枠インシヤ・コトブが不ふ意いに上昇を指示した。

　背後の港側から、南東行きの輸ゆ送そう艦かんが出るのだ。

　……本ほん能のう寺じ行きかー。

「大だい規き模ぼだから、流石に本来の場所じゃなく、別べつ院いん用いた場所に設せつ営えいだってね」

　場所は琵び琶わ湖この南東側。そこに資材などを搬はん入にゆうに行くのだろう。こっちの魔術陣マギノフイグーアに流りゆう体たい検けん知ちが反応している辺り、向こうでの組み込みは結けつ構こう本格的になっているようだ。

　……永なが泰やすもそろそろ来るのかなあ。

　思いつつ、上昇軌き道どうに任せて脚あしを振り、アンジーは言う。

「何で気付いたのかな？」

「元もと信のぶ公こうが創そう世せい計画を発案したから。だから関わりがあるのは絶対」

「ああ、まあそうだね」

　言うと、小こ六ろくが言葉を続けた。

「織お田だ・信のぶ秀ひでが消えてから、元信は幾いくつかの研究をして、失敗して、創世計画を興おこした。

　それが信秀の遺い志しを少なからず継つぐものであったので、P.A.Odaの重じゆう臣しん達は飲み、遂すい行こう。

　──と言える程単純な話ではないだろうけど、そこまでは断片的に聞いた事があるし、大体、そんな事だろうと思ってる」

「だとしたら、今、アンジー達はその上を飛んでる訳わけだ」

「だから滅め入いる」

　小六が言った。

　眼がん下か、巨きよ大だいな水みず港みなとがある。そこには安あ土づちがあるが、その隣となり、

「──遂行するために敵を止める。それゆえ、どれだけの力がいる」

　眼下、見えているのは、巨大なもう一つの水港だった。

　安土を超える収容スペースを見下ろしながら、アンジーは呟つぶやいた。

「終わるよ。そろそろ、そしてもう、終わらなくなる」

　そうしたら、

「水着買いなよ？　ショーロク」

　正面、白い壁が開放され、青の空が見えた。

　背後、小六が身を上げ、こちらの翼つばさから前を覗のぞき込もうとする。

　なあんだ、とアンジーは思った。ショーロク、外、キョーミあるじゃん、と。

「どうだろうねえ」

　身み近ぢかにいる仲間に安心して、アンジーは呟いた。

「フクシマンとか、どーしてんだろ、アレ」
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　福ふく島しまは、鈍い目覚めを得ていた。

　朝として相当遅い時間だったが仕方ない。昨夜の寝入りが、背の疼うずきによって乱され、浅い眠りが延々と続いたのだ。

　これはいかんとそう思い、食事を摂とらず、目覚ましとして訓くん練れんにすぐ入る。だが、

「────」

　木ぼく刀とうで、木への打ち込みを数度やっていた時、不ふ意いに昨夜の疼きがリフレインした。

　そして己おのれはこう思った。〝これ〟は違うので御ご座ざりますな、と。

「これでは、訓くん練れんになって御座りません」

　ここでは、ひとまずの訓練として、削けずり出した木ぼく刀とうで幹みきを打ち、そして突いては返すという、打ち込みの基き礎そを行おうと思っていた。

　だが、昨夜の背の疼うずきは、身体からだが動き足りなかったがゆえのものだろう。

「つまり拙せつ者しや、精神修しゆう養ようの筈はずが、現状では単なる木刀エクササイズで御座りますな」

　負ふ荷かが足りない。そこにまた、別の要因として、

　……キヨ殿どのの事など、思い返すもので御座ります。

　集中が出来ていないというのは、自分でも解わかる。

　とはいえ、座ざ禅ぜんなど組んだところで、余よ計けいな思し考こうは止まらない。それをしている間は落ち着いていても、不ふ意いに思い出して唸うなるだけだ。

　考えないように、しなければならない。だとすれば、戦せん闘とう系けいの自分としては、

「……やはり、訓練に夢む中ちゆうになるのが一番で御座りましょう」

　今の訓練では、負荷が足りないというのは、昨夜で解った。

　しっかり疲れる事をやれば、余計な事に悩まず、しっかり眠れる筈だ。

　特に睡すい眠みんが大だい事じだと、まだ鈍い目覚めの頭でそう思った。

　昨夜のような疼きが来て、また眠れなくなると、アウトドア生活はジリ貧ひんだ。

　ならば、

「ここはやはり、中ちゆう途と半はん端ぱをせず、ちゃんとした訓練を入れてしっかり規き則そく正しく寝る。

　……そうしたいところで御座りますな」

　しかし、ちゃんとした訓練と考えると、なかなか難しい。

　打ち込みで抉えぐれた木に肘ひじで寄りかかりながら、己はこう呟つぶやいた。

「……とはいえ、どうすればいいので御座りましょう」
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　負荷のある訓練とは、どんなものだろうか。

　やるべきは精神修養。身体を動かす事は、全てそこに繫つなげねばならない。

　だが、どうするか。

　答えを求めて、清きよ正まさの事を、ふと思ってしまう。

　この〝ふと〟がいけない。

　リバウンドは結けつ構こう強きよう烈れつだ。自分が彼女の事を忘れようとしていると、そんな不ふ義ぎ理りを思う一方で、傷つけた事を思い出し、嵌はまり込む。今も、

「────」

　あの瞬しゆん間かん。拒きよ絶ぜつの告こく白はくをされた時の、清正の泣き顔と声を思い出し、木から身を剝はがす。

「く」

　衝しよう動どう的に、また木の幹みきを木ぼく刀とうで叩たたこうとして、動きを止めた。

　解わかっているのだ。こんな事をしても無む駄だだと。昨夜、思い知ったのだ。

「そうで御ご座ざりますなあ」

　身体からだを動かしていても、負ふ荷かが少なければ、動いてる時しか思いは晴れない。

　寝る時や、一ひと息いきをつく時、焦あせるように、あの時の事を思い出す。

　そして生まれる疼うずきを、どう止めたらいい。

　……Ｔｅｓテスタメント．。

「自分を、どうすれば、痛め、反省と出来るので御座りましょう」

　福ふく島しまは息を吐き、空を見上げた。

　木々の葉は群むれの向こう。白い光としてしか見えない空は、しかし午後の始まりのようだ。

　身体が疲れているというより、錆さびたように鈍い。首を下に振ると、幾いく分ぶんか、顎あごが細い。

　体重が落ちて御座りますなあ、と思いながら、福島は幹に手を突いて後ろに振り向き、歩き出した。

　行く先は天てん幕まく。携けい帯たい食料を手に取ってから、顔を洗うために水場に向かう。







[image: 第六十五章『アウトドアの発見者』]
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　福ふく島しまは、水場でインナースーツの袷あわせを外し、臍へそ下したまで開かい襟きんした上でそのまま水に入っていった。

　入るのは滝たき壺つぼではなく、その岩いわ棚だなから一段落ちた水路だ。幅三メートル程、水深は腰よりやや下といったところ。

　滝壺には入らない。

　小さい滝とは言え、下に広がるのは十メートル四し方ほうはあるプールだ。深さも一度確かめたが、場所によっては丁ちよう度ど頭まで沈むくらいある。

　……水練にはよう御ご座ざりましょうか。

　いや、流れがあるから駄だ目めで御座りますかなあ、とも自制する。

　ゆえに、水で己おのれを洗うのは、一段下の流れとしていた。

　元は滝壺下にある岩の裂さけ目だったのだろう。経けい年ねんによって砕くだかれたのか、広がった水路が岩の間を走り、時に段差を落ちては曲がって、やがて下の方で小川の形になっていく。

　渓けい流りゆうとして成立する辺りで、獣けものの生息する痕こん跡せきが多くなるのは確かく認にんした。

　岩場となるこちらは、露ろ天てん状態だし、水気が強い。滝と岸がん壁ぺきによって袋ふくろ小路こうじになるせいもあってか、獣達がここまで来た形けい跡せきは見つからなかった。

　完全に一人、という感覚はまだ自覚の弱いものだが、

「まあ、何か気にする必要は無いので御座りますな」

　この辺りを紹しよう介かいしてくれた佐さつ々さも、やはりここを利用していたのだろうか。否いな、

　……時とき折おり、訓くん練れんに使ったかと思われる場所があるで御座りますな。

　地面だ。

　不ふ意いに、草も生はえぬ程に踏み固められた場所が数メートル四方で見つかる時がある。また、岸壁が明らかに下から崩くずされた跡などもある。

　これを人が短期間で為なしたというならば、どれ程のものか。

　佐々については、実力者だというのは解わかっていたが、普段見る姿すがたや、噂うわさとして聞いている生活態度などから察するに、もっと才さい能のう頼りの人間だと思っていた。

　違う。

　才はあるのかも知れないが、それ以上に自分を削けずるような努力をしている。更さらには鍛たん錬れんに対し、達成感を持ち、楽しんでいる節ふしも見受けられる。

　岩壁の崩ほう落らくがそうだった。

　恐らくは打だ撃げきによって破は壊かいした崩落。そんなものが、一つではなく、三つも並んでいたのだ。それも、右から順に奥へと深くなるような状態で、だ。

　確実に、彼はここで己を試した。しかも、期間を空あけて、だ。

　だが、と福ふく島しまは思う。佐さつ々さ先せん輩ぱいは、何処どこで修しゆう練れんしていたので御ご座ざりましょうか、と。

「踏み固めの足あし場ばは、やはり、脚あし捌さばきで御座りましょう」

　拳こぶしを振る事はあったかもしれないが、周囲には手て頃ごろな木々もほとんどなく、あったとしても無傷だった。

　ならば彼は空を殴なぐるだけで、打だ撃げきの訓くん練れんとしていたのだろうか。そしてシメとして、岸がん壁ぺきを殴っていたのだろうか。

　ふむ、と首を傾かしげた福島は、流れの畔ほとりに脱いだ靴くつを揃そろえ直し、座り込むように水の流れへと身を沈めた。背を滝たきに向けて、息を吸って肩まで入る。

　入った。

　開かい襟きんしたインナースーツの内側に水が跳ね巻いて来て、

　……冷たっ。

　数度目の事だが、まだ慣れない。

　すぐに表示枠レルネンフイグーアが展開し、体温調ちよう整せいの加か護ごなどを自動で走らせた。

　水の冷えを感じたのは一いつ瞬しゆんだけだった。

　錯さつ覚かくであろうが、身体からだは水を温ぬるい湯のように感じる。

「ふ」

　と息を吐くと、身体の力が抜けた。

　水流は結けつ構こうな勢いがあるというのが、沈んでみて解わかった事だ。障しよう害がい物ぶつとなるこちらを、ともすれば下流に突き飛ばすような強さだった。

　流れの強さゆえか、底に藻もは殆ほとんど無い。水流に当たる表面は岩いわ肌はだで、時に段差の裏や掘り込まれた部分に、滑りよりも草を感じさせるものが生はえているだけだ。

　腰を少々浮かせると、脇わきの下に流れが潜もぐり込んできて、身体が支えられる。ならば後は、

「ん……」

　インナースーツの袖そでから腕を半なかばまで抜き、腰の辺りには手指を突っ込んで隙すき間まを作る。

　水を入れる。

　タイツがずり下がりそうになるが、持ち上げ、尻しりや脚あしの間にも水を通す。

　そして手を離すと、スーツの内側に水が入り、水圧で身体が締しまる。

　別に己おのれを搾しぼる訳わけではない。やっているのは、洗せん浄じよう加護などを併へい用ようした荒っぽい洗せん濯たくだ。

　インナースーツやタイツは一方通行の透とう過か性が高く、洗う時は外から洗ってもあまり意味が無い。表面についた汚れが取れるだけだ。

　染しみついた汗あせなどは、内側から外へと洗い、押し出すしかない。

　この辺り、中ちゆう東とうを起き源げんとするクリーニング技術があるがゆえ、P.A.OdaやM.H.R.R.神聖ローマ帝国、三征西班牙トレス・エスパニアは有利だ。

　だが、そういった施設のない場所では、どうするかといえば、

「水を思い切り通して、汚れを漏ろう出しゆつさせるので御ご座ざりますな」

　極きよく東とうなどは水に親しいため、このやり方が主だ。桶おけに洗せん剤ざいの水を張り、服へと水風船のように水を蓄たくわえながら搾しぼりつつ、洗せん濯たく板いたなどに叩たたいて行く。

　今、自分がやっているのも同様で、洗剤は流石さすがに使えないが、

　……コレ、ズボラ洗濯とか言われているので御座りますが。

　まあ場合が場合だ。

　髪かみ留どめも外し、櫛くし形がたになった洗せん浄じようの符ふで髪かみを梳すく。

　顔を洗い、頭を水に後ろから浸つけて搔かき、寝るようにすると、一気に水がスーツの下側へと入って行く。

　一いつ瞬しゆん、身体からだが下に引っ張られるが、堪こらえる。

　このまま百を数えて、というのが、いつものパターンだ。

　目は閉じない。空を見る。

　だが、それでも思う事がある。

「キヨ殿どの」

　こちらは今、こんな風ふうに自分すらもよく捉とらえられていないのだが、彼女はきっと違うだろう。

　後こう輩はい達と真さな田だに行ったのだ。

　正直、旧きゆう七しち本ほん槍やりの面々達がいる真田に対し、自分だとかなり身み構がまえてしまう。罪ざい悪あく感かんなど持つ気は無いが、勝った負けたの相手が一時的とはいえ〝敵のまま味み方かたになる〟というのには、どちらかといえば警けい戒かい心しんを持ってしまうのだ。

　この辺り、やはり、清きよ正まさが適任だろう。もしくは糟かす屋や辺りも属ぞく性せい的に犬……、いや、狼おおかみなので群を大だい事じにする感がある。嘉よし明あきと脇わき坂さか辺りだと、終わった後に悪評が残る気がするのは邪じや推すいだろうか。蜂はち須す賀か殿どのは現場でもゲームとかしてそうで御座りますなあ。

　そういえば、拙せつ者しやが通つう販はんしたもの、そろそろ届いたで御座りましょうか。
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「んー。どうしたのショーロク、結局こっち来て」

「怪かい異いが生じた」

「は？　この前、アバンギャルドな除じよ霊れいを仕込んで、その上で今は福ふく島しまの部屋を使っているんでしょう？」

「いや、──何故なぜか、前によく解わからないクリアしたホラーゲームの続編が、頼んでもないのに無記名で私宛あてに届いたと、〝豪運サダル〟通販からの通神文メールで」

「……怪異だよキメちゃん！　タダでゲームくれる怪異だよ！」

「私達の処ところにも生ハム原げん木ぼくとかチョコ菓が子しをくれる怪異が来ないかしら……」

「というか、私、怪異に目をつけられてるんじゃないかコレ」
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　……蜂はち須す賀か殿どのも喜んで御ご座ざりましょうなあ。

　うんうん、と水の中で、福ふく島しまは頷うなずいた。しかし、

「拙せつ者しや、こうやって蜂須賀殿達とはコミュニケーションを取る事が叶かなって御座りますが、どうしてキヨ殿に対しては断絶してしまうので御座りましょう……」

　相あい性しよう、とは考えたくない。何故なぜなら、今までは上手うまく行っていたのだから。

　どうしたものかと、そう思う耳に、ふと、一つの音が来た。

　硬音。

　上の岩いわ棚だな、滝たき壺つぼからすぐの流れの方で、水路に何かが転がったのだ。

　何が、かはすぐに解わかった。音からして、洗った後で浸つけていた鍋なべ一択。疲れて調理に入る事が多いため、器うつわはこのところ使ってない。鍋メシになっているのはいかんとはいえ、

　……ちと、昨夜の沈め方が悪かったで御座りますか。

　このままだと、岩棚の段差で生じる上の水路を、鍋が落ちてくる。

　上段の岩棚の高さは丁ちよう度ど視線の辺り。水路から流れ落ちる水を見み据すえると、日の光を上から通す水流の奥からは、確かに鍋が滑り、時とき折おり不確かな転がりを持ってやってくる。

　鉄鍋が、水底に当たるたびに硬い音を立て、福島は冷や汗あせを搔かいた。鋳い物ものの鉄器は欠けると言うより割れる事がある。これは関かん東とうにいる間、南なん部ぶ家けからの輸ゆ出しゆつ品を内メシ用に買ったものだが、関かん税ぜいがあって値ねが張った。育てていかねば、と思ってから一ヶ月も経たってないのだが、

「ひ、拾わねばならぬで御座りますな！」

　と、段だん差さを落ちてくる流れに対し、鍋を受け止めるように手を突っ込んだ。

　水圧が強い。落ちる瞬しゆん間かん、流れが下に曲がるからだろうか。単に真まっ直すぐ腕を出すだけでは下方へと潰つぶされそうな感覚がある。しかし、

「ん」

　インナースーツの脇わきから後ろへと水に跳び込まれながら、福島は落ちてくる流れの中、水路へと手を入れた。顔に水が被かぶるが恐れていてはいけない。逆に、息を止め、自ら水の落らつ下かに首を突っ込むようにして、

　……よし。

　入った。

　勝負は一いつ瞬しゆん。見れば水の中を転がってくる鍋は勢いがつき始めていた。

　拾うためには、身体からだを支える必要もある。だから福島は、水路の底に両肘ひじまでを突っ込み、腕を前に伸ばし、手の甲こうを水底に拭ぬぐうように這はわせ、

　……は？

　不ふ意いに、福島は寒さむ気けを感じた。

　水の底。手の甲こうを這はわせた岩場の表面に、あってはならない感覚を感じたのだ。

「これは……」

　手の平を上にして、底の岩いわ肌はだに沿わせるようにして突き込んだ腕。その甲が、

　……嵌はまった!?

　包み込まれるように、手の甲が岩場に収まった。それも、角張ったところ無く、丸みを帯びた形で、だ。

　まるで誰だれかの手に、下から押さえられたような感覚。突とつ然ぜんの違い和わに福ふく島しまは息を詰め、

「え？」

　転がってきた鍋なべに、顔面へのカウンターの一いち撃げきを食らった。
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　たまたま、渓けい流りゆうの畔ほとりに水を飲みに来ていた鹿しかの群は、上流から聞こえる異音に対して振り仰あおぎ、それを見た。

　派は手でな水飛沫しぶきとともに、頭部に黒い半球を得た変な動物が、吹っ飛んだのだ。

　それは前足を振り回しながら、こちらからは見えない岩いわ棚だなの上の水路に着ちやく水すい。また大きな飛沫を上げて、ぶっ倒れた。

　以後、上流からは、大きく波打った水の流れが来たが、鹿達は顔を見合わせ、

『……何今の、超ちよう怖こえー』

『知らないの？　あれ、ニンゲンよ、ニンゲン』

『南にあるっていう俺おれ達のヘヴンに行くと、ニンゲンが神のように崇あがめてくれて、食事から何から世せ話わした上で、御お辞じ儀ぎまでしてくれるらしいぜ』

『あれが、それ？』

『まあ、いいんじゃね。静かにしとけ』

　一人が、水場から離れるように皆に首を振って、こう言った。

『ここによく来るのも、アレ、変わり者だったけど、恩おんがあるしな』
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　福島は、溺おぼれかけた。

　鍋を頭から被かぶるような形になったのは、まあ良かったと思う。下流に流してしまうよりかは遙かにいい。

　だが、吊つるす事も出来る細い可動式の取っ手が、ヘルメットのバンド宜よろしく首に引っかかってしまった。後は簡単だ。こちらが、下流側に頭を向けて倒れれば、構こう造ぞう上、水を受けた鍋が先行し、こちらは取っ手で首が絞しまる。

　死ぬところで御ご座ざりました。

　もしもそのまま溺おぼれてしまったら、鍋なべに導かれるように渓けい流りゆうを下り、そのまま柴しば田た班はんの方にまで流されて行ったろうか。それとも鍋が引っかかって、後から発見した皆に、

「頭部の防ぼう御ぎよ力を上げるため、新型ヘルメットを思し案あん中に水に落ちたのでは」

　とか、そんな事を言われるようになったのだろうか。

　ともあれ、手が岩場に掛かり、身体からだを起こす事が出来、

　……生きてて良かったで御ご座ざりますな。

　しみじみそう思いながら畔ほとりに上じよう半身を倒し、鍋を置く。そして、

「しかし、今のは……」

　驚いたのだ。

　腕を突っ込んだ水路の底。そこにある筈はずの無い感覚を得て身をすくめ、それゆえに鍋の直ちよく撃げきを食らった。

　下、渓流の方で鹿しか達が逃げるでもなく去って行くのが見えた。水を飲みに来ていたなら済まない事をしたで御座りますなあ、と思いながら、

「────」

　ふと、福ふく島しまは、もう一度、水の落ち場へと身を向けた。

　行く。そして無む造ぞう作さに両腕うでを構え、水に突っ込んだ。肩も、顔も行く。

　入る。

　水の中、音が鈍い水流だけに消え、陽よう光こうが弱まる。

　圧あつがあり、何もかも、外と違う世界。

　だが、流れ寄せてくる力の中で、福島はそれを確かめた。

　岩いわ肌はだの水底。表面部分に手の甲こうを這はわせ、数度探りを入れ、更さらに深くを求め、

　……あったで御座ります！

　見つけた、というよりも、触しよつ感かんした。

　手の甲だ。己おのれのそれが、すっぽりと嵌はまるような、大きな〝手の甲〟がある。無む論ろんそれは、こちらを受け止める形をしているので、

「これは──」

　解わかる。

　……打だ撃げき痕こんに御座りますな！

　そして福島は悟さとった。

　佐さつ々さがこの付近を紹しよう介かいしてくれた理由。

　彼の訓くん練れん痕が、必ずしも全て見つからない理由。

　更さらにはきっと、動物達がこの滝たき壺つぼ周辺に寄ってこない理由。

　それら全ては、何故なぜかと言えば、

「……この滝壺も、水路も、佐々先せん輩ぱいが作ったものに御座りますか！」
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　は、と水から身体からだを飛沫しぶかせて、福ふく島しまは一、二歩を下がった。

　……一体、どういう……。

　見上げれば、滝たき自体がそうだ。

　滝の落らつ下かする口が、よく見ればＶ字型になっている。それは自然に出来るものでもあろうが、恐らくは、

「元々は、違う方向に流れていたか、分散していたものをまとめたので御ご座ざりましょう」

　打だ撃げきしたのだ。

　水底にあった跡から言って、使用したのは純じゆん粋すいに拳こぶしのみ。

　どれ程の力と技があれば、これだけのものを掘れるのか。

　だが、佐さつ々さには出来るのだ。

　結果として、彼は岩場を穿うがち、水をまとめて落とし、滝たき壺つぼと水路を作った。

　動物達が、水場として寄ってくる訳わけだ。

「ならば」

　と、福島は畔ほとりに上がった。水を蓄たくわえてやや膨ふくらんだインナースーツの袷あわせを閉じ、水圧で中の水が外に抜けるようにしながら、岩いわ棚だなを上がる。

　滝壺の岩場に出た。

　十メートル四し方ほうのプール。

　彼が望んだのは、きっとこれだろう。この水すい槽そうを作るために、岩棚を砕くだき、水を引いた。

　何のためか。

「……解わかるで御座ります」

　この滝壺。深いところの水深は、己おのれの頭ず上じように至る程だ。だがこれは、佐々にしてみたら、肩が沈む辺りとなろう。

　ならばもはや答えは見えている。

「水の中で、高負ふ荷か訓くん練れんをしたので御座りますな」

　滝壺の底は、形を整えられていない。水流は暴あばれ、しかし出口はある。

　あとはその流れの中で、踏み込み、穿うがてばいい。水は拳を満足に振らせず、浮く身体は踏み込みを確かにさせない。そして水圧と流れは身体を揺らし、バランスや脚あし捌さばきを崩くずすものだ。

　常なる高負荷。

　これはどういう事か。

「……気の緩む事のない、訓練場に御座ります」

　精神修しゆう養ようという言葉の意味を、福島は理解した。ここは、佐々なりのそういう場なのだ。

　悟さとりを得ろとか、思し案あんしろとか、そんな事ではない。

　常に訓くん練れんの事に集中しろと、そう言っているのだ。

「……忝かたじけのう御ご座ざります」

　福ふく島しまは滝たき壺つぼに座ざ礼れいし、息を吸った。

　そして天てん幕まくに一度戻り、武ぶ器きを取った。

　柄えを直した一いちノ谷たに。久しぶりに振るう気になっているが、

「行くで御座りますよ」

　水深の浅いところから始めよう。そして最終的には、頭まで沈む処ところまで詰めれば、佐さつ々さよりも高負ふ荷かに包まれていたと、そう報告出来るだろうか。

　髪かみは留めない。水を感じたい。だから袷あわせも胸むな元もとを開け、

「────」

　福島は、迷う事なく水の中へと跳び込んだ。
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「──うわ、泉いずみの水が、コレ、ものすごく浄じよう化かされてるというか、森林仕し様ようで禊祓みそぎされた状態になってるんですね」

　浅あさ間まの声に、メアリは頷うなずいた。

　場所は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの森の中。ミトツダイラの母が有する、御お菓か子しの家の近くにある泉の畔ほとりだ。泉から流れ出す小川。緩い流れの水底は砂で、浅間がそこに手を入れ、

「おお……、これは砂すな研とぎの出来る細かい粒りゆう子しで……」

「以前、ここに来た時から変わってないようですね。泉は平へい均きんして腰くらいの深さがありますし、小川の方にも溜たまりがあるので、お風ふ呂ろ代わりに出来ます」

「メアリは、ミトやナイトと一いつ緒しよに、ここに来たんでしたっけか」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ウエットマン総そう長ちようを救い出す目的で」

　でも、とメアリは言った。当時の事を思い出しながら、

「来た時には、総長がミトツダイラ様の御お母かあ様さまと仲良くなっていて、私達、御客きやく人じん扱いになってしまっていましたけど」

「まあ、ミトのお母さんとトーリ君のキャラだとそんな感じだと思います……」

　と、浅間が表示枠サインフレームを開き、周囲を見渡した。

　水質、周辺の森の状況など、自分は精せい霊れい使いのセンスとして、感覚的に知る事が出来るが、

「浅間様、ここの土地精霊とリンク出来ますか？」

「関かん東とう解放の際、清すが神じん社じやと提てい携けいしましたから。ここらが毛もう利りの土地だと認められていれば、土地神の上にいる清神社から提携出来ますね」

　言っている間に、泉の中央や小川の上、そして近くの森や、通じる道の周辺に光が出た。

　浅間神社の表示枠が、浮かび、

「奏そう上じよう」

　浅あさ間まが目の前の表示枠サインフレームを左右から柏かしわ手でで割ると、いい音が響ひびいた。

　……あ。

　周辺、空気が変わったようにメアリは思った。これまで澄すんではいるものの、どことなく奥知れない冷たさを持っていたのが、

「……武蔵むさしの空気ですか？　これ」

「あ、いえ、どっちかって言うと浅間神じん社じやの〝場〟ですね。生命維い持じや諸しよ処しよの加か護ご関係を、こちらの森に持ち込ませて貰もらいました。

　土地神の方も、こっちがメジャー神社なもんで、加護とかの手配を御お願ねがいすると気を遣つかってしまうようで。だから加護類はこちらから持ち込み、燃ねん料りよう関係の御お代だいとして後々清すが神社経けい由ゆで浅間神社が加護や供く物もつを払うとか、そうする訳わけです」

「ええと、つまり……」

　んー、と浅間が考えた。ややあってから彼女は、

「メアリと点てん蔵ぞう君のうちに、〝武蔵〟さんがやってきて持て成さないといけない、というような感じでしょうか？　それで気を遣わせないよう、〝武蔵〟さんが、加護類を置いて一応下がった、とか」

「……〝武蔵〟様であって、酒さか井い学がく長ちようではないというのは何となく解わかります」

　ですね、と浅間が視線を逸そらしながら頷うなずいた。

　そして彼女は、水質管理の表示枠をもう一度立ち上げ、

「メアリにも、コレの見方とか、教えておきましょう。水質とか効能とか合う料理とかいろいろ出ますし、感覚で得たものを、実際で確かく認にん出来ますから」

「Ｊｕｄジヤツジ．、以前の二に境きよう紋もんの時など、感覚だけでは対たい処しよが難しいですからね」

　解ったところで手立てがない。

　その事が理解出来ているのだろう。浅間も頷き、

「……というか、まさか、私の背後にも出ていたとは」

「あの時、浅間様は私達の対処に集中していたのだと思いますよ」

「いやあ、迂う闊かつ迂闊。……父とうさんに聞いてみたんですけど、母かあさんと出会う前の事は、解らない部分多いらしくて。母方の実家と仲悪いのもあるんですが、とりあえず調査はしてみると、そんな感じらしいですね」

「お父様にとって、お母様のいい思い出やお話が得られるといいですね」

「……実は、父さん、母さんの魂たましいとは、会ってるようにも思うんですけどね。

　浅間神社で、たまに気け配はいするし、トーリ君が〝あ、どーも〟とかやってるのに目を向けると、誰だれもいなかったりがあるので」

「じゃあまず、お父様が、お母様とよく話し合いですね」

　ですねえ、と苦く笑しようして、浅あさ間まがまた小川の底の砂に手を差し込む。

　そして彼女は、話を変えるように、

「──でも、ここは随ずい分ぶんと安全な場所ですね。人狼ルウガルウの加か護ごというべきか、恐らく周囲には軽い拒きよ絶ぜつの結けつ界かいがあって、主人が認めない限り、物ぶつ騒そうな人は入れないようになってます。森自体が迷わせて、他の道や、場合によっては崖がけとかに誘ゆう導どうするような」

「ミトツダイラ様の御お父とう様さまが、如何いかに純じゆん真しんだったかという事ですね」

　ですねー、と浅間が笑う。そして、

「そろそろ戻りましょう。皆、天てん幕まくを張る作業など、終わってると思いますから、今度はそっちでの加護調ちよう整せいですね。

　ただ、こっち、御お菓か子しの家とは別で、この泉いずみの周辺も加護のステーションに出来ましたから、食事などは、水場のこちらでもいいかもしれません」

「あの、御菓子の家の前の庭は使わないのですか？　天幕を張る時も、御菓子の家の横のスペースを御指定されてましたが」

「いやまあ」

　浅間が、

「……あそこは、ミトのお母かあさんとお父さんの気け配はいが凄すごく強くてですね、と、あら？」

「どうかしましたか？」

「砂の中から、こっちの手を摑つかんで来るものが……」

　と、浅間が野や菜さいを引っこ抜くようにして、両手でそれを砂から抜き取った。

　ホライゾンの両腕うでだった。
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・あさま：『ホライゾン！　ホライゾン！　両腕が御お留る守すですよね今！』

・ホラ子：『おやおや、散歩に出させていたのが見つかりましたか』

・ベ　ル：『散歩で、見つかる、って？　[image: ]』

・●　画：『徘はい徊かいに許可出したって事じゃないのかしら』

・副会長：『というかそろそろ夕食の準備しとけー』
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　何だか賑にぎやかですわねえ、とミトツダイラは御菓子の家の厨ちゆう房ぼうでそう思った。

　夕食。

　準備をしたいが、スペース的に、家の中に全員入る事は出来ない。とはいえ調理は家横の屋外竈かまどがある広場で大半を行うようだが、細かい手て際ぎわはやはり室内の厨房の方に得え手てがある。大体、外の設備は放ほう置ち状態が長く続いたので、その整備だけでも時間を食うのだ。

　今後は、厨ちゆう房ぼうで素材の大まかな切り出しなどを行い、表おもてで調理を行う。

　そんな流れが先さき程ほど決められたが、今日きようは、外の竈かまどは火を入れて保温が出来るかを第一特とく務む達が確かく認にんするに留とどめておく。

　よって今回の夕食は、自分と王が中心となって、厨房で手早く作る。

　外の竈の保温機き能のうが確認されたら、そこに保管というルート。

　火の管理は流石さすがに自分の担当だ。母から表示枠サインフレームでいろいろな機き材ざいや器き具ぐの位置やら何やらを教えて貰もらったが、意い外がいに母の記き憶おく違いがなくて驚いた。それだけここで長く生活をしていたという事だろう。ただ、母からの、

《右手の棚たなの隙すき間まに広義の教きよう科か書しよが二冊さつ程隠かくしてあるので、調理している最さい中ちゆうに、鍋なべでもかき混ぜてる振りをしながら今後の予定を立てておくんですのよ？》

　とか、

《流しの前に置いてある鏡かがみからダイニング側が見えますから、洗い物でもしながら、そこに映ってる人の仕し草ぐさを確かめるのも贅ぜい沢たくなんですの》

　とか、

《寝室奥の窓、そこに足を掛けると丁ちよう度どいいんですのよ？》

　など、鏡の方はホントいい位置に王が映るし、広義の教科書は二冊じゃなくて三冊ですの御お母かあ様さま。あと、高い位置の窓まど枠わくに足って、あの、御母様と私、背せ丈たけが違い過ぎますのよ。

　ちょっと試そうとしたら、王が真似まねして後ろに引っ繰くり返っていた。というかコレで一体、何をしていたのだろう一体。

　ただ、家の中は皆の荷物や資材、食料置き場と化した。調理や作業は出来るだろうが、会議は外となろう。奥の寝室は、流石に皆が気を遣つかって踏み込むのを躊躇ためらったが、母からの通つう神しんで、『だったら更こう衣い室しつや救きゆう護ご室として使えばいいですわ。実際、広義の着替えや広義の救護をたっぷり行ってきた現場ですもの』

　との事で皆が納なつ得とくしたが、よく考えたらここ、王も鼻はな血ぢ出してぶっ倒れたとかで、確かにちょっとその匂においがある。

　……ろくな事になってませんわねー……。

　そんな事を思いながら、調理を続ける。

　外、浅あさ間まとメアリが戻ってくる前に用意をしておくのは、肉だ。

　狼おおかみが獲え物ものを埋めて隠かくすように、この家の裏手にある納な屋やでは、落ち葉で作られた保存結けつ界かいがある。自分も使うのは初めてだが、母が言うには、

『納屋の奥にある大きめの木き箱ばこ。その中に詰まった落ち場に手を突っ込んで引き抜けば、保管してある肉の塊かたまりが引っこ抜けますのよ。慣れれば年度指定など出来ますけど、とりあえず保管状態はいいので構わないですわね。大体は猪いのししや鹿しか肉にくですけど、時たまユニコーンとか地ち竜りゆうとか出てくるので上手うまく引けたら楽しみなさいな。いいですわね』

　一発目が普通に鹿しかで、皆の「良かった……」というのと「なあんだ……」という空気感が次回以い降こうのプレッシャー。箱の中は保存加か護ご付きの位い相そう空間なのだろう、ネシンバラが興きよう味み深げに覗のぞき込んでいたが、手を突っ込む度ど胸きようはないようだ。

　ただ、王が、

『ママン、俺おれが手を突っ込んだら何が出てくる訳わけ？』

『あらあら、やってみると良いですわ』

　んじゃ、と王が手を突っ込んで引いたら、玩具おもちやのような王おう冠かんが出てきた。

『何コレ』

『あら、レアを引きましたわね。多分、私の七代前くらいが勢いで滅ぼしたガリアの戦せん闘とう国家の収しゆう穫かく品だと思いますわ。その箱、うちの歴代アーティファクトの一つで、手を突っ込んだ者をちゃんと選別してますの』

「葵あおい君、コレ、下手へたな遺い跡せきなんかよりも歴史資料的価か値ちがある箱なんじゃあ……」

『御お母かあ様さま、コレ、逆さにして全部出させたらどうなりますの？』

『まあ、そんなに食べ物が欲しいんですの？　あ、下着やドレスもそこに入ってるのがありますから、必要なら念じて手を突っ込むんですのよ？』

　アデーレが手を上げた。

「道どう理りで御お菓か子しの家の中が片付いてると思いました」

「身内の恥はじですけど、要するにコレ、一種のトラッシュボックスですのね……？」

『だけどママン、旦だん那なから貰もらったドレスは？』

『それはこっちに持ってきてますわ。──まだ使いますもの』

　どういう意味かは聞かない事にした。ただ、食料は、肉に限って言えば無限調達に近い状況になった気もする。試しで手を突っ込むと、父の手によるピクルス瓶びんや、ジャム瓶なども出てきたので、箱がこちらを二人の娘むすめとして把は握あくしていると言う事か。

　ただ、そうなると、成なる実みや誾ぎんに言わせると、

「では水み戸と領りよう主しゆが食料調達係のリーダーで」

「そうですね。第五特とく務むが何を引き当てたかによって、その日の献こん立だてが決まりますので、不可能かとは思いますが、なるべくバランス良く引いて頂いただければ、と」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですわ。羊ひつじが出れば野や菜さいと同じですの！」

　皆が半はん目めを向けてきたのは気付かない事にしようと、そう思った。だが、

　……あ、御母様、まだ〝使う〟という事は、着れますのね……。

　流石さすがに胸とか尻しり回りは採さい寸すん必要だろうが、我が親ながら〝現げん役えき娘〟と名乗るだけはある。

　自分も将来、そんなふうになるのかもしれない。

　どうなのだろうか。

　そういった、親のルーツの一角と、自分の権利や受け継つぎなどを、周囲の皆と同じか、それ以上に改めて感じながらの母の実家参まいりだ。

　裏の納な屋や。問題となる銀装そう備びは奥のフロアにあり、そこの扉とびらは母が鍵かぎを持っている。

『折おりを見て、そちらに補ほ給きゆうに伺うかがいますわ。その時、まとめておける情報などあったら交換という事で、いいんじゃありませんの？』

　との事で、こちらとしてはネシンバラの暗あん号ごう解読と、北ほう条じようの遺い跡せきで生じたナルゼの懸け念ねんの再さい現げん。そして浅あさ間まによる本ほん能のう寺じの変へんの予定日算出が大だい事じとなった。

　九月の二日には明あけ智ち・光みつ秀ひでから京きように呼び出しを受けている。

　今日きようが二十五日。ならば、

「夏休みの宿題は、あと一週間程で終える事、と、そんな感じですわね？」

　言って、ミトツダイラは正面を見た。

　ここは御お菓か子しの家の厨ちゆう房ぼう。幾いく人にんかの見学者と共に見る目の前には、調理台としてのテーブルがあり、そこに肉のブロックが存在している。

　鹿しか肉にくだ。
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　鹿肉は熟じゆく成せいしていた。

　腿もも肉骨付きだったものから、内うち腿もも肉と、基部となる股こ関かん節せつなどは先さき程ほど除骨した。元はかなり大きい個体だったのだろう。短めの大だい腿たい骨こつは牛のように大振りだが、

「御肉の解体は、中ちゆう等とう部ぶで一度やってますわね。基本は牛と同じですわ。ただ、鹿の場合は繊せん維いが硬いので、除骨は縦たてに裂さく方が安全ですの。あと、鹿は、お尻しりに見える部分が太腿で、太腿に見える部分が臑すね、臑に見える部分が足先ですから、解体時には骨の継つぎ目と腱けんの位置を捉とらえておかないと、なかなか骨から剝はがしにくいという事になりますわね」

　言って、肉を薄く切っていくと、皆の中で既すでにエプロン装そう備びの王が受け取る。

　彼は、調理用のバットに肉を載のせて、

「これ、何か気を付ける事ってあんの？」

「──鹿肉は七十度を超えると急激に硬くなりますし、血が匂においを変えて鉄分の強みが凄すごく出てきますの。なので、基本は寄き生せい虫ちゆうを殺せる程度での低温調理。それを理解すれば柔らかく頂いただけますわ」

　言っておく。

「私が焼き肉で鹿肉などを注ちゆう文もんしてパクパク食べてるのは、あれ、あっさり焼いた方が美お味いしいので、ターンが早くなってるだけですのよ？　食の危険を避けるため、火を通す事は必要ですけど、不必要な警けい戒かい心しんは焼き過ぎになって美味しさを潰つぶしますわね」

　ふうん、と皆が感心したように頷うなずき、しかしマルゴットが慌あわてて首を左右に振る。

「いや、ミトっつぁん、最終的な肉の消しよう費ひ量りようが凄すごいから、パクパク早いのは味とか、それだけじゃないって」

　言われて見ると、そんな気もする。だが、手を止めてみれば、

「ともあれ、人数分の肉は確保出来ましたわ。とりあえず今回は、薄切りにして塩で軽く湯がいたのを冷れい菜さいにつけたものと、竈かまどの保温試験の後、その残熱でローストビーフを作りますわ」

　主しゆ菜さいはこれで確保だ。後は、

「──その夕食中、それぞれ、本ほん能のう寺じの変へんに対してどうするか、初しよ手ての会議。

　それでいいんですのね？」







[image: 第六十六章『野外の会議者達』]
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　早めの夕食は、意い外がいに静かに進んだ。

　それぞれこれから先の事について、思うところがあるからだろうと、ナルゼは感じる。

　御お菓か子しの家の横にある広場。これだけで相当異い質しつなロケーションだが、天てん幕まくに囲まれた場所に焚たき火びと鍋なべなどを置き、丸木の椅い子すで火を囲んでの夕食だ。

　まだ空には明るい色が西にある。それを、星々とともにちらほら見上げながらの食事だが、頭の中は違うものが見えている。

　……本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆうねえ。

　ある程度の覚かく悟ごはしていた事だが、実際、視野どころか、正面に構えてみると違う。

　歴史的に見ても重要な事。今の世界としてみても、大たい国こくの主しゆが変わるという事で、注ちゆう目もくすべき事だ。

　介入といっても、今まで行ってきた各地での局きよく地ち戦とは意味が違う。

　歴史の一部を動かすのではない。

　歴史の背骨を動かすような、そんなものだ。だが、

　……その時って、来るのねえ。

　夏休み前半から中ちゆう盤ばんに掛け、絶ぜつ倫りんもあったために、忙いそがしかった。だが、それを終えてみたら、もう後は、二学期からの何もかもの用意なのだ。

　三年。

「何て言うか」

　雑談をちらほらする皆の中、反応を得たいと言うより、ただ感想としてナルゼは呟つぶやいた。

「三年になった時、この時期はもうちょっと文化的な事やってると思ってたわ。卒そつ業ぎよう後の配送業のやり方思し案あんしつつ、創そう作さくなんかの方でもうちょっと目立ったり、学生時代最後のネタを何やるか考えてるのかしらね、とか、そんな事」

　だけど、

「直近でもネルトリンゲンで早朝ライブとか、有あり明あけ夏祭りで大おお騒さわぎとか、考えてもなかったわー。正直、もうちょっと地じ味みに行くつもりだったのよね」

「ナルゼ」

　正まさ純ずみが、ブレッドに茹ゆで肉と野や菜さいを挟み、トマト系けいのソースを掛けながら問うて来た。

「……私達をネタにするのも、文化的か」

「──そりゃアンタ達の身になって考えたりするものね。文学的思し考こうでしょ」

　言葉を投げた先、正純が空を見上げて思案する。そして、

「そうか、文化的か……」

「……創作活動だから。主体の側なら、派は手でにリターンある方がいいんじゃない？」

　そう言って、自分としてはふと思う。

　……さっきまで、本ほん能のう寺じの変へんについて〝来るのねえ〟なんて自分で言ってたくせに。

　人を煽あおる立場になると、俄が然ぜん、覚かく悟ごが決まるのは、悪あく癖へきだろうか。

　ただ、今はまだ、その時ではないと思う。

　こちらとて、準備や、仕込みの段階なのだ。だから、

「──さて、どうかしら全員。本能寺に向けて何するか、決めてるの？」
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　ナルゼの視し界かいの中、最初に手を上げたのは二ふた代よだった。

「本能寺の変は、恐らく局きよく地ち戦。現場がどうなるか不明に御ご座ざるが、戦せん場じようが無くなるという事は無いで御座ろう。──平ひら城じろを攻めるのと同じ塩あん梅ばいで、武蔵むさしにいる麾き下かには、夏休みで空あいた校舎の地下部などを使用し、突とつ入にゆうと撤てつ退たいの訓くん練れんをしているで御座る」

　成なる程ほど、と頷うなずいたのはホライゾンだ。彼女は茹ゆで野や菜さいを皿さらに取り、

「暗あん殺さつの歴史再さい現げんであるなら、外から武蔵の主しゆ砲ほう〝兼かね定さだ〟でドカンやればスッキリ済むのですが、そうもいきませんからね。──武蔵、意い外がいに使えないケースが多いですな」

・武蔵野：『〝武蔵むさし〟様！　〝武蔵〟様！　立たち花ばな様のサイトのコメント欄らんに〝悲嘆の怠惰リピ・カタスリプシがサッパリ使えませんね。──以上〟とか書かなくていいですから！　──以上』

・ホラ子：『いえ、あれは〝サッパリ使えません〟ではなく、実際には〝希まれに当たる〟からタチが悪いのです』

・立花嫁：『宗むね茂しげ様！　宗茂様！　〝所有者の言げん〟コーナーを新設しなくていいですから！』
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　何か二次、三次災さい害がいみたいになってるわー、とナルゼは思いながら、二代に問う。

「誰だれが相手になるか、解わかってるの？」

　こちらの疑問に対し、手を上げたのは点てん蔵ぞうだ。彼は皆を見渡し、

「史実の本能寺の変においては、信のぶ長なが公こうほぼ単体と言って良い状態。森もり・蘭らん丸まるなど小こ姓しようがいるのは確かで御座るが、総そう勢ぜい百名前後、というのが定説に御座る」

　でも、という声があった。成なる実みだ。彼女は首を傾かしげもせず、

「今においての状況は」

「恐らく半はん竜りゆうの守しゆ護ご隊たいがいます」

　応じたのは、浅あさ間まだった。彼女は表示枠サインフレームを出し、

「以前、森・蘭丸が正まさ純ずみと会談した際、彼女の護ご衛えいとして弥や助すけという半竜がついていた事が解っています。点蔵君やミトも気付いていたんですけど、──ええと」

「Ｊｕｄジヤツジ．、自分が検けん分ぶんする限り、本能寺の警けい備びには、信長公が私的に持つ半竜戦力と自じ動どう人形戦力がついて御ご座ざろう」

　ほう、と皆が頷うなずく。

・金マル：『半はん竜りゆうも自じ動どう人形も、メインの戦せん士し団だんとしてぶつかった事はないかなあ』

・●　画：『自動人形の多い北ほう条じようは小お田だ原わら征せい伐ばつで大体が済ませたし、半竜となると……』

　ナルゼは、皆と共にウルキアガを見た。

　ややあってからネシンバラが、

「ウルキアガ君？　半竜に統一された性せい癖へきってあるのかな。それで交こう渉しようすれば全て解決出来る気がするんだけど」

「言っておくが拙せつ僧そうの姉あね好きは後こう天てん性だぞ」

「治らないって確信出来たわ」

　成なる実みの言葉にこちらも頷くしかない。

　そしてミトツダイラが、二ふた代よに視線を向けた。

「ともあれ敵は半竜や自動人形。──二代の方、そういった事を鑑かんがみての訓くん練れんを麾き下かに行わせてますのね？」

　狼おおかみが問うた先、皆が視線を向けると、二代が鈍い汗あせをかき始めた。

　ややあってから、誾ぎんが小さく咳せき払ばらいをして、

「──あの、本ほん多だ・二代」

「誾殿どの、怒らないで御座るか？」

　誾が、傍はた目めから解わかるくらい深く息を吸った。

　そのまま彼女は、仰のけ反ぞり、何かを堪こらえ、義ぎ腕わんの指で空中を軽く毟むしって、

「誾様、あの、キツいようでしたら軽く飲むものを」

　恐る恐るホライゾンが手渡した湯ゆ飲のみを、誾が仰け反ったまま勢いよく呷あおった。

　そしてホライゾンが、

「プリンうどんです」





●






　ミトツダイラは、誾が動きを止めたのを見た。

・銀　狼：『詰めましたわね……』

・粘着王：『ホライゾンの相手と空気を選ばぬエクストリーム振り、見事であるな』

・不退転：『あれ？　私も視野に入ってるのかしら……』

・ウキー：『成実、ここは修しゆ羅らの学級、隙すきを見せれば死が訪れると思うがいい』

　半なかば本気でそんな感じだからどうしたものか。

　しかし視線の先、誾が、ややあってから、まず宗むね茂しげの方に右の義腕の手の平を見せ、それからこちらの方にも見せた。その上で彼女は、軽く腰の位置を正すと、

　……あ、腹ふく式しき呼吸ですのね。

　息を整えるタイミングで、

「────」

　飲んだ。

　おお、とナイト達が声をあげて拍はく手しゆするのに任せていると、誾ぎんが姿勢を戻す。彼女は懐かい紙しで口くち元もとを拭ぬぐうと、ホライゾンに湯ゆ飲のみを戻し、

「結けつ構こうな御お点て前まえでした」

「Ｊｕｄジヤツジ．、気を落ち着かせるにはプリンうどんだと判はん断だんしたものですから」

「何故なぜですか」

・副会長：『どういう問いだよ』

　だが、ホライゾンが湯飲みを受け取り、一つ頷うなずく。そして、

「甘いものは心を落ち着かせるのに充分。そして、蕎麦そばよりうどんかと思いました」

・金マル：『加算法と消去法が一いつ緒しよになってる？』

・十ＺＯ：『いや、それが何故くっついたかを聞いた気がするので御ご座ざるが……』

　ともあれ、とホライゾンが、誾の手を取り、別の湯飲みを乗せた。

「落ち着いたらこれをどうぞ。──抹まつ茶ちや味です」

「宗むね茂しげ様！　宗茂様！　私、勝ちましたよね!?」

「ははは、誾さん、誾さんが音を立てずに飲んだ上品さは見事でしたよ」

　ホライゾンが旦だん那なの分も誾の手に置いているが、いいのだろうか。とはいえ現状の流れとしては、

「──二ふた代よの方、訓くん練れんの内容を第一特とく務む達の情報と連動した方がいいんじゃありませんの？」

「Ｊｕｄ．、その方がよう御座るな。これで誾殿どのに[image: ]しかられずに済むで御座るよ。ははは」

　誾が空あいてる手を震える勢いで握りしめるが、その背後でホライゾンがそわそわしているのが何となく危険ですの。だが、続く流れとしては、

「本ほん能のう寺じの変へん、信のぶ長ながの戦力はそんなものですのね。ただ──」

　気になる事がある。

「解かい釈しやくで、何処どこかの戦力が飛び込んでくる可能性はありますの？」

「──まずは羽は柴しば勢ぜいだね」

　ネシンバラが、右の手を振って言った。彼は振り下ろす動きで表示枠サインフレームを出し、しかしそれが手に追つい随ずいしたので地面に叩たたきつけて割ってしまい、

「────」

　五秒程してから、ネシンバラが、自分の前に表示枠を出し直した。

「さ、さて」

「さてじゃないよ！」

　皆のツッコミが結けつ構こう厳きびしいですの。
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・賢姉様：『ハイ！　じゃあこれから歴史大好きオタクが始めるスーパーネシンバラタイム！　解説は、旦だん那な以外忘れてるヤツ多いけど女武ぶ将しよう襲しゆう名めい者しやの立たち花ばな・誾ぎんと、向こう正面でワンワンキャンキャンうちのミトツダイラよ──！』

・銀　狼：『い、今は私が大家おおやだと忘れましたの!?』

・未熟者：『ま、待て！　何で僕の名前を冠かんした番組で僕が不在なんだよ！』

・●　画：『このあと悲ひ劇げきが……！』

・ホラ子：『いえナルゼ様、そんな悲劇などフツー起きるものではありません。人は、若い内は自分が万ばん能のうだと思っていろいろ出来もしない事を思ったり、自分の能力を過信したり、世界には見えない裏があるのだと思い込みますが、そんな事はないのです。そうですねネシンバラ様。そういえば先日の印いん刷さつ代だいは払いましたか』

・未熟者：『ぐわああああああああ業ごう火かが僕の全身から自由を奪うばっていくよ……[image: ]』
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　さてまあ、とミトツダイラは誾ぎんに目配せしてから右の人差し指を上げる。

「一番危険なのは、本ほん能のう寺じの変へんに続く山やま崎ざきの合かつ戦せんですの」

　何故なぜなら、という言葉の先を、誾が続けた。彼女は湯ゆ飲のみの中にスプーンを入れ、

「信のぶ長なが公こうの仇あだ討うちとして戻って来た羽は柴しばは、山崎の合戦にて明あけ智ち・光みつ秀ひでを追い詰め、諸しよ説せつありますが光秀公こうは討うたれます。もし、副ふく会長が提てい案あんしたように、明智・光秀を武蔵むさし側で襲名した場合、これは、羽柴勢にとって、武蔵を討つ最大の機き会かいとなります」

　そして、と彼女が言葉を重ねた。

「──武蔵勢による本能寺の変介かい入にゆうを抑よく止しするために、羽柴勢は安あ土づちもしくは主戦力を本能寺の周辺に先行配備するのではないでしょうか。

　もしも介入するならば、直後に山崎の合戦を起こすぞ、と」

　こちらも同意見だ。

　ただ、一つ付け加える事がある。正まさ純ずみに視線を向けて言うのは、

「我が王の騎き士しとして、一つ、問いますわ、正純」

　疑問すべき事。

「──明智・光秀の襲名を得るとして、誰だれがそうしますの？」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と正純が腕を組んで頷うなずくのを、ミトツダイラは見た。

　……一体、誰だれがその襲しゆう名めいを？

　明あけ智ち・光みつ秀ひでは討うたれるのだ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつに書かれた明確な事実。更さらには羽は柴しば勢ぜいは、聖譜記述の準じゆん拠きよを強いてくる。ならば、

「──場合によっては、その襲名者は死を得る可能性もありますのよ」

「解わかっている」

　だから、と正まさ純ずみが言った。彼女は、首を傾かしげ、えーと、と前置きし、

「誰かやりたいヤツいるか──」

　彼女の呼びかけに、全員が反応した。

　誰もが皆、一度下に手を振り、さん、はい、で上げて、

「考えとけよ……!!」
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　レアな総ツッコミに、正純はこう言葉を作った。

・副会長：『何だお前ら、反応いいな。いつもそうだといいんだが』

・金マル：『いやいやいやセージュン、今の反応ちょっと違うから、うん』

・●　画：『というかアンタ、方針無しでそこら言ってたの？』

　否いな、方針はある。それも幾いくつか、だ。ただ、

「どちらにしろ、面めん倒どうだというのは解わかっている。方法にも、長所短所があってな」

「聞きたいですわ。それを」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とこちらは頷うなずくだけだ。そしてまずは、ミトツダイラを指さし、

「──第一の案は、君だミトツダイラ。君を明智・光秀の襲名者に指定する」
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「わ、私ですの!?」

　水み戸と領りよう主しゆの疑念が声となる間、成なる実みは副ふく会長の示し唆さに気付いた。

　……成なる程ほどね。

「防ぼう御ぎよ重視ね」

　思ったイメージを先に告げると、皆が振り向いた。

　視線を受ける事には慣れている。だから軽く後付けで手を上げ、

「水戸領主としての暫ざん定てい襲名は、明智・光秀の死後の時代になり立つもの。それゆえ、彼女が光秀になったとしても、死を与えるのは政治的に難しくなるわ。

　だってその辺り、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも関わっているんでしょう？」

「Ｊｕｄ．、そういう事だ。うちの襲名者は他国との関わりがある者が多いから、もしも失わせようとした場合、一国判はん断だんでは危険を招く。そうなれば、明智・光秀を襲名したとしても、羽は柴しばは死の強制を容易たやすく行えない」

　だから、と彼女が言った。

「──立たち花ばな嫁よめや伊だ達て家け副ふく長ちようも、その輪に入る」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とこちらは頷うなずくだけだ。

　見れば立花・誾ぎんも首を下に振っている。

　有ゆう事じならば覚かく悟ごは決まる。そう言う顔だ。自分も今、そうなのだろうし、水み戸と領りよう主しゆも同じだろう。だが、そうだとすれば、

「この欠点は？」

　問うた先、武蔵むさし副ふく会長が肉などを挟んだパンを口にした。湯ゆ飲のみの麦むぎ茶ちやを一口飲み、

「──説せつ得とく力りよくが薄い」

　彼女が、吐と息いき付きでこう言った。

「その人が、明あけ智ち・光みつ秀ひでを襲しゆう名めいするという理由。それにおいて、能力などとは別で、説得力に乏しいのだ」

　ならば聞くべきは解わかっている。自分は今、こう言えば良いのだ。

「防ぼう御ぎよ重視の選択では襲名の説得力が弱いなら、──攻こう撃げき重視はどうなのかしら」

　問うた先、武蔵副会長が、皆を見渡した。そして、

「その場合、私か──」

　指さすのは、二人だ。左右に小さく、彼女は右の人差し指を差し、

「そこの馬ば鹿かとホライゾン、お前らだ」
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　誾は、今の武蔵副会長の言葉に対し、皆の反応を思った。

　……さて。

　自分達の王ともいえる存在が、〝討うたれる未来〟を得る可能性がある。

　そうなった場合、皆はどう反応するか。誾は想そう像ぞうし、

　……そうですね。

　流れを捉とらえたと思った瞬しゆん間かん。水戸領主が立ち上がった。

　彼女は自分の王に視線を向け、身を向け、胸に手を当て、

「──もし我が王がその選択をされるなら、必ず護まもり抜きますわ」

　そうですとも。

「恐れを得て、警けい戒かいはあるとしても、だからこそ踏み込みに油ゆ断だんはありませんのよ。

　皆の力を借りてならば、どうとでも出来る事だと思いますの」

　誾は内ない心しんで頷いた。想像の通りです、と。
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・●　画：『あら、何よ一体。〝駄だ目めですわ……！〟とか立ち上がって、〝王が討うたれるかもしれないなんて、危険じゃありませんの……！　だったら私が襲しゆう名めいして安全に参まいりますわ！〟〝ネイト、お前……〟って、後は不安になった騎き士しが夜に王様訪ねてとか……、二ページで出来るかしらねコレ』

・現役娘：『まあ、出来上がったら三冊さつ欲しいですわね。私用、夫おつと用、保管用で』

・銀　狼：『何でこの会議まで筒つつ抜ぬけですの──!?』
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　そうだなあ、とトーリは思った。

「俺おれの場合で言うと、皆が何とかすんだろうし、近くにネイトはいるし、もし何かあっても浅あさ間まの神様パワーとか、姉ねえちゃんいるしな。ホライゾンにはそんな皆もだけど、俺も居るしな」

　言った横、ホライゾンが耳の辺りに手を立てた。

「……何か今、最後に付け加えがありましたが、何ですかトーリ様」

「い、いや、だから、俺がいると……」

「いると何ですか。さあ」

　思し案あんする。そして、

「──寂しくないのは約束すんぜ？」
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　浅間は見た。視線の先、ホライゾンが空を見上げ、数秒考え、首を傾かしげ、

「まあ、いいでしょう」

　彼の肩を二度、三度と叩たたく。

「コクって世界征せい服ふくを暴ぼう発はつするならば、寂しさ紛まぎらわせに本ほん能のう寺じの変へんというのも悪くない騒さわぎっぷりかと思います」

　……だとすれば──。

　浅間が頷うなずいた瞬しゆん間かん。ホライゾンが言葉を作った。

「正まさ純ずみ様。──まあ何とかなるし、何かあっても、何とかするのではないでしょうか」





●






　よし、と正純は思った。

　……やっぱ、トップの支持があるとこっちも気が楽だなあ。

　そう思う辺り、やはり自分は何もかもの上に立つべきではないのだとも思う。そしてまた、自分がそうなのだから、

　……後こう輩はい連れん中ちゆうにも、やはり、そういう先せん輩ぱいであるべきだよなあ。

　正まさ純ずみは、うんうん、と内ない心しんで頷うなずきながら、後輩に通神文メールを送った。
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「御お嬢じよう様さま！　副ふく会長から〝何か助けて欲しい事あったら、支持してやるから言えよ〟と怪かい文書が……！」

「罠わなや加か納のう君。うっかり信じて用件言うと、倍の仕事になって戻ってくるで……！」
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　加納から『現状、切せつ迫ぱくした事じ態たいがないので御お申もうし出でを受けるだけにしておきます』と返答が来て、正純は後輩達の優ゆう秀しゆうさに再びの頷きを得る。

　よく出来た後輩達だ。今、切迫していないとは。

　……じゃあもっと仕事を突っ込んでＯＫだな。

　そうした。

　後はこちらの問題だ。馬ば鹿かとホライゾンからの了りよう解かいが出たとして、

「もし、葵あおいとホライゾンのどちらかが明あけ智ち・光みつ秀ひでの襲しゆう名めいを受けるとなった場合、どうなるか」

「どうなりますの？」

　ミトツダイラが一番に問うてくる辺り、やはり守しゆ護ごの騎き士しとして気を遣つかうものか。見れば浅あさ間まも表示枠サインフレームを開いており、既すでに加か護ご類などの検けん索さくを開始している。

　……馬鹿とホライゾンの安全を、この二人に任せられるのは結けつ構こう大きいなあ。

　単体とはいえ、力も権けん限げんもある。即そく座ざに任す、となった場合、これ以上は武蔵むさし上で望みにくい存在だろう。

　よく考えたら、自分もそういう一人だ。

　政治の面を、己おのれは任せられている。

　だとすれば、距きよ離りや関係は別として、今、ここにいる誰だれもが、何かを任されているのだろう。更さらに言えば、武蔵上の誰も彼もが、自分達の目的を支え、任されているとも言える。

　……Ｊｕｄジヤツジ．。

　武蔵と距離を空あけてみて、何となく実感出来る事。否いな、そんなのはこれまでも多々あったのだが、

「あー」

　何となく、解わかった。

「やっぱ、節ふし目めを前にプレッシャーあるんだな、きっと」

　声に出して言ってみると、それが事実として定まる気がする。言こと霊だまというものか。

　だが、皆だってそうだろう。自分もそうだと、伝えた上で、

「馬ば鹿かとホライゾンのどちらかが明あけ智ち・光みつ秀ひでの襲しゆう名めいを受ける場合。それは両者ともに武蔵むさしの副王であると同時に、武蔵アリアダスト教きよう導どう院いんの総そう長ちよう兼けん生徒会長か、松まつ平だいら・元もと信のぶの娘むすめが襲名を得る、という事になる」

　つまり、

「葵あおいの場合、一国の代表として充分……、ああまあ、名目的には充分だな……。

　ホライゾンの場合、聖せい連れんは三み河かわでホライゾンの身の上を認めた以上、それを重視しなければならないため、やはり襲名の立場として充分だ」

「な、何かオメエ、今、歯に衣きぬを着せまくったな……!?」

　本ほん音ね言ったらヤバいだろうがよー。

　しかし、ここで一つ、面めん倒どうが生じる。

「葵、ホライゾン、これはもはや、二人の問題だと思うんだが、いいか」

「何をですか正まさ純ずみ様」

「Ｊｕｄジヤツジ．、お前達にはまた別の襲名の問題がある」

　それは、

「松平・元信。──後の極きよく東とう覇は者しやの襲名を、どちらが行うか、だ」







[image: 第六十七章『火口囲みの疑問手』]
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「トーリ君とホライゾンで、元もと信のぶ公こうの襲しゆう名めいをどうするか、ですか……」

　確かに、と浅あさ間まは思った。

　世界征せい服ふくを行った場合、それを極きよく東とう上のものとして扱うなら、状況的に彼は極東覇は者しやを襲名する事になる。否いな、そうならざるを得ないのが、今の世界の在り方だ。

　だが現状、ホライゾンについては、

「三み河かわで、松まつ平だいら・元信の嫡ちやく子しとして、いろいろな権限を受けたんですよね」

　ホライゾンに言うと、彼女は首を傾かしげた。

　そしてホライゾンは、眉まゆをひそめ、顎あごに手を当て、

「はて……、そんな事が……」

「いえ、あの、処しよ刑けいのためとか、その辺りの建たて前まえとして、聖せい連れんがホライゾンにいろいろと権限を与えた訳わけですよ」

「……ああ、何だか世せ話わ子こさんがそのような事を言っていた気が」

「オメエ、ホントその世話子ってのに今度会ったら礼れいとかいろいろしとけよ？　な？」

　彼が言うと、ホライゾンが鈍い汗あせを搔かき始めた。

　どうしたのかと、皆でじんわり気まずい気分になっていると、ホライゾンが右手を挙げ、

「以前、世話子様の話がありましたね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ありましたわね」

「それでまあ、ホライゾンとしましても、どうせならこの時期です。三征西班牙トレス・エスパニアに御お中ちゆう元げんでも一いつ丁ちよう贈おくっておこうかと考えた訳わけです。店てん主しゆ様と話して、添える手紙も考えまして」

「待って」

　ナルゼが右手を軽く前に出した。

「どんな手紙」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンが表示枠サインフレームを出した。


『拝はい啓けい　世話子様　夏の盛りの折おり、如何いかがお過ごしでしょうか。御お陰かげ様さまで、三河では処刑でキレイキレイになるのも避けられ、目もつ下か世界征服に邁まい進しんしております。日の沈む国は大変だと思いますが、破は産さんまだまだイケる！　そう信じておりますので御ご健けん勝しようの程お祈り申し上げます』
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・金マル：『国際問題の始まり？』

・副会長：『おい！　葵あおい！　出してないよなコレ！　お前んところで！』

・俺　　：『いやカーチャンの方とか、本ほん舗ぽは知らねえなあ……』

・あさま：『というか、宛あて先さき解わからないと届かないんじゃあ……』

・ホラ子：『Ｊｕｄジヤツジ．、だから〝世せ話わ子こ様〟宛あてで三征西班牙トレス・エスパニア生徒会に送ると、ふんわりと届くのではないかと思っていたのですが』

・礼賛者：『届きそうで怖こわいですね……』

・ホラ子：『いやまあ、念のために似顔絵でもつけておくかと、そう思ったのですが、ここで話を戻しますと、ホライゾン、ロケーション的に大体世話子様に背を向けていたので、とんと顔など覚えておりませんで、ええ。──どう礼れいをしたものかと』

・銀　狼：『何だか、その世話子という方、本人の与あずかり知らぬところでどんどん重要度が上がって行ってる気がしますの……』

・貧従士：『……何か、放ほう置ちで逃げ切りとか、駄だ目めですかねこの一件……』
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　まあこの一件はいずれだな、と正まさ純ずみは思った。その上で、

「葵あおいとホライゾン、どちらが松まつ平だいら・元もと信のぶを襲しゆう名めいするか、話し合っておいてくれるか」

「どの辺りのタイミングが良いのでしょうか」

「今でも構わないと言えば構わないが、関せきヶ原はら辺りまで決めておいてくれると楽でいい。あの辺り、もはや松平勢ぜいが天てん下かを掌しよう握あくする時期だからな」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンが頷うなずく横で、馬ば鹿かが手を上げた。

「分ぶん割かつ襲名とか、そういうのって、ねえの？」

「一応、無む理りではないし、前例はあるぞ」

　あるの？　という顔を皆がする。

「襲名者の中では〝寝なかった〟とか、〝万ばん能のう〟とか、そういう無む茶ちやな逸いつ話わを持ってるのもいるからな。そういう場合、他国から難なん癖くせつけられないように、分割襲名の二人組とか三人組で対応したんだ」

「確か、レオナルド・ダ・ヴィンチなんかがそんな筈はずだった憶おぼえがあるわね」

　ナルゼの言う内容は事実だ。

「Ｊｕｄ．、彼は絵画や設計、語学も運動も出来ると言う〝万能者〟で、これを一人で行うには無理があるという意見が出た。だから分割襲名でこなしたのだ」

　そうね、とナルゼが頷いた。彼女は美術史の資料を魔術陣マギノフイグーアに出して、

「基本、体育会系けいのレオナルドと、文系と理系のレオナルドに分けたんだけど、最終的には統合されて〝力の一号・技の二号〟そして中間の〝Ｖ－３〟が出来たのよね。あ、Ｖ－３のＶはヴィンチのＶだから」

「あったで御ご座ざるなあ。──どいつもこいつも自分が新しん規き設計した未来機き馬ばに乗っていたので御座ったか。その辺りも原作というか史実準じゆん拠きよと言われていたで御座ったな」

「何だ、詳しいなお前ら」

「いや、そこらをベース設定にした特とく撮さつがあったので御ご座ざるよ。というか最近は天てん正しようシリーズとして一新し、偉い人じん同士で貶おとしめ合ったり、人造ヴィンチが毎回負けてるのが人気だとか」

　子供向け番組って、意い外がいにいらん知ち識しきをつけてくれるよなー、と正まさ純ずみは思うが、自分の家ではそういうのが禁止だったので憶おぼえがない。

　バイトに出ている小しよう等とう部ぶで、今いま更さらながらにそれらメディアの威い力りよくを思い知る形だ。

　……まあ、うちは、父がそういうのを禁じていたからなあ。
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「ようしコニタン！　今日きようから一週間、夕方は仮か面めんウニヴェルサーレの永えい禄ろくシリーズ行くぞ！　これ、正純の教育に悪いからと三み河かわで我が慢まんしていたら、武蔵むさしだと本放送でなあ……！」

「ほほう、ノブタンと当時会った頃ころ、私が間違えて渡した名めい刺しがＶ－３の浮うき世よ絵えだったのに黙だまって受け取ったのは、あれ、その辺りの嗜たしなみがあったからな訳わけですな!?」

「フ、当時人気だった原始ヘリで飛ぶスカイＶではなくＶ－３にしがみついている辺り、救いようのないヤツだと思ったまでだコニタン！　あまりに可か哀わい相そうで、一号の名刺を渡すのが忍しのびなくてな……！」

「ノブタン！　ノブタン！　当時それやられたら土ど下げ座ざで靴くつ舐なめてましたぞ私！」
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「うち、ホントそういうの厳きびしかったからなあ……」

　正純の腕を組んでの回かい想そうに、ミトツダイラはフォローを入れる。

　正直、正純としては父を自分の〝上〟に置いてるつもりなのだろうが、傍はたから聞くとちょっと偏へん屈くつ語りにも見えるのだ。だから、余よ計けいな事と思いつつ、付け加えるように、

「正純の処ところは、事情もありましたから仕方ない事ではありませんの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、まあそうだとは思う。──ミトツダイラの処なんかは、どうだったんだ？」

・現役娘：『あら！　当時はルネサンス末期で、古こ代だい文化や物語などの再さい生せいがブームでしたわ。だから私、毎晩ギルガメッシュ神しん話わの知識番組を楽しみにしてお父とうさんに実じつ践せんを──』

　瞬しゆん発ぱつ加か速そくで突き割った。だが、横にいる王が腕を組み、

「ああ、あったあった。六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ周辺を武蔵が通過する時見られるから、深夜に隠かくれて見て、翌日の学校で話題に出来ると〝ギルガメ英えい雄ゆう王おう〟って渾あだ名なになってな」

「フフ、愚ぐ弟ていが〝姉ねえちゃん！　姉ちゃん！　浅あさ間まみてえな胸してるよ！〟とか呼ぶのよねえ。だから私も横から〝いや違うわよ。浅間の場合はもっと、こう〟とか訂てい正せいして」

「な、何かこっちにまで飛び火してますよ!?」

　というか王と母達に変な接点があるようでどうしたものか。

　母から当時の録ろく画がデータが送られて来ているが、古い映えい像ぞうのせいか容量が小さい。

　……昔の事なんですわねー。

　何かそう思うと、いろいろ納なつ得とく出来た。だが、アデーレが、

「あ、でも、第五特とく務むの実家だと、海外盤ばんでアレンジされたＶヴインチシリーズやってたんじゃないですか。太陽王ロワ・ソレイユの選出に合わせた前宣せん伝でんで、〝太陽の子〟とか、そんなの」

「え!?　マジ!?　ネイトあれ見てたの!?」

　見てましたの。いえ、しかし、

「わ、私の父が好きでしたのよ？　ほら、今思うと、うちの両親、あの頃ころから前六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ総そう長ちようの関係でしたから、太陽王選出の番組に嚙かんでた可能性もあって」

「うわ、くっそ、だったらこの前パパンに聞いときゃよかった──」

　凄すごい食いつきで、ちょっと我が王可愛かわいいですの。だからサービスとして、

・銀　狼：『あの、御お母かあ様さま？　……ちょっと、本当にちょっとした、些さ細さいな、もの凄すごく小さあ──い御お願ねがいなんですけど、これまた少しばかり軽く、超軽く聞いて見る気はありますの？』

・現役娘：『あら？　軽くでいいんですの？　じゃあ……』

　母が、応答を寄よ越こした。

・現役娘：『っなぁ……………………………………………………………………………………』

　タメに入った。

　向こう、マルゴットが指折り数えて三十二秒くらい経過したところで、

・現役娘：『…………………………………………………………………ぁんですの、ネイト！』

・銀　狼：『そ、その不ふ吉きつ感漂ただよう全力タメ……！』

・立花嫁：『コレは見事なタメですね』

・ホラ子：『コレやられたら逆に逃げられませんな』

　何か凄く恥はじを晒さらしている気がするが、父に過去の番組とか云うん々ぬんの情報を聞いておくように依頼。録画もあったら頼んでおいて、

　……な、何だか凄く疲れますわ……。

　否いな、よく考えたらコレが普通の親子とか、そういうのの見本的関係な気もするが、向こうでそれがどう誇こ張ちようされたり勘かん違ちがい増強で捉とらえられているかが謎なぞ。だがまあ、

「我が王、献けん上じよう品ひんが出来ましたわ！」

「何か十数年越しのネタがここでいきなり来るとは思わなかったけど、有あり難がとうなネイト」

「ま、まだ礼れいを言うタイミングではありませんわよ」

　ナルゼが、今のこちらの台詞せりふに反応して、描き出していたネームを消して直し始める。が、そこで一つ手を打つ音がした。

　正まさ純ずみだ。彼女は皆を見渡し、

「Ｊｕｄジヤツジ．Ｊｕｄ．、ちょっと脱だつ線せんしたな」

　うんうん、と頷うなずき、正まさ純ずみが嘆たん息そくして言った。

「誰だれのせいだ一体」

「お前だよ……！」

　皆がツッコミを入れる。
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　正純は、あれ？　と首を傾かしげる。

　……私が始まりだったっけか？

　まあいいか。大だい事じなのはこれからの事だ。そう、未来志し向こう。輝ける明日あしたがあるなら今のミスとか気にしなくて大だい丈じよう夫ぶだ。ああ、何かセミナーみたいだな。行った事ないけど。

「正純！　正純！　アリクイと遊び始めてないでこっちに視線を！」

　いかん、ツキノワと無む意い識しきに遊んでしまった。

「えーと、馬ば鹿かとホライゾンが分ぶん割かつ襲しゆう名めいで、それは大丈夫だろう的なところまでだったか」

「そうですね、そこから、だと思います」

　言うメアリに頷き、思し案あんする。

「分割襲名は出来るが、しかし、やるための説せつ得とく力りよくが薄いな」

「いえ正純様、つまりこの男では足りないのでガッ」

「ホライゾン！　ホライゾン！　聡そう明めいとか言う前に嚙かむの早過ぎですのよ！」

　どんなネタか、もはや解わからん。だが、

「実際、元もと信のぶ公こうが分割襲名してなかった訳わけだ。だからそこらツッコまれると、かなり弱い。

　お前達の方で、どっちかに振れるなら、そのように話し合っておけというのは、そういう事だ。解るか？」
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　浅あさ間まは、正純の言葉を記録に取りながら、意味も無く自分の赤せき面めんを感じた。

　見れば、自分以外にも、ミトツダイラも鈴すずも同じだ。

　何故なぜなら、正純が今言ったのは、

　……トーリ君とホライゾンが、一いつ緒しよの関係という事ですよ……！

　未み婚こんではあるが、それを別としても、同一の関係であっていい。そういう事だ。

　そういうセレモニーを担当する神じん社じやの娘むすめとしては、おおっ、と内ない心しんで拳こぶしを握ってみたくもなる塩あん梅ばいとなる。

　目め出で度たい、と思うと同時に、そこに自分達も巻き込まれている訳で。だとすると、

　……あ。

　二人の決断や状況によって、自分達の加か護ごや術じゆつ式しき関係など順じゆん次じ見直しが必要だ。襲名者となると優ゆう先せんされるサービスがあるし、家族割わり引びきやら何やら、関係によって効こう率りつや損得の変化は生まれてくるのだから。だから、自分達が含まれる事も含めて、

・あさま：『契けい約やくや加か護ごとか、お互いの関係による調ちよう整せいを躊躇ためらったら駄だ目めですね』

・俺　　：『それ、俺おれとホライゾンやネイトが、浅あさ間まの処ところに収まる感じな訳わけ？　神じん社じやの契約的に見たら』

・あさま：『え？　流石さすがにそれは違います。一応、巫女みこは相手が女め神がみでも神様を〝第一として仕える〟事になるので、トーリ君が浅間神社に入ってくると、私の方での優先権とかそういうのが結けつ構こう面めん倒どうな事になります』

・●　画：『ああ、描く時、そこら定かじゃなかったんだけど、どうなるの？　浅間の方、総そう長ちようとの関係が明確になったら』

　描いてましたか……、と思うが、想そう像ぞうとはチャレンジブルなものだとも考える。

　だが、ナルゼの言う通りになった場合は、

・あさま：『浅間神社としては、父が居るので、武蔵むさし関連の神しん道とう事業において齟そ齬ごは生じないと思います。父はサクヤを〝第一として仕える〟ので。

　ただ私の方としては、術じゆつ式しきや加護など、父を通すべきか、私の方で管理するか、という部分で、ちょっと経けい由ゆの是ぜ非ひが必要になりますね。コレ、今の内に進めておいた方がいい案あん件けんですので、人によっては相談が行くと思います』

・傷有り：『相談？』

・あさま：『第二位の私が、父を介かいして契約するのだと、経由料金が掛かるものもあるので、だったら父との直接契約にしませんか、とか、そういうのですね』

　成なる程ほど、と皆が頷うなずく。その中で成なる実みがこちらに微笑を見せた。

「楽しい？」

　問われ、彼女の言葉の意味を、ふと思った。

　これから自分がしていくのは、己おのれの仕事の見直しと、一部の制限の理解だ。どちらかと言えば今までやってきた事を少し畳たたむようなものに似ている。だけど、

　……うん。

　居い場ば所しよを変わるのだ。部屋は小さくなるのかもしれないが、そこではまた、そこでしか出来ない事がある。

　浅間神社の代表ではあるが、第一に考えるものを、彼にする。

　そうする。

　……それをやろうと、そう思ったんですよね。

　そう思って良い、ではない。そう思ったのだ。だから、

「楽しいですね」

「そう」

　言われ、頷うなずかれ、浅あさ間まも首を下に振った。するとウルキアガが、

「浅間。──成なる実みの〝そう〟は、なかなか出んぞ」

　告げられた台詞せりふに、確かに、と思ってしまい、熱が来る。ただ、鼓こ動どうが熱さを呼ぶのは、顔ではなく、胸の内だ。

　きっと成実も、武蔵むさしに来て、自分に制限が掛かっているが、何かを第一に選び、〝そう〟なのだ。これはきっと、メアリもそうだろうし、立たち花ばな夫ふ妻さいも段々と〝そう〟な気がする。

　ミトツダイラもだろうが、しかし、

　……ホライゾン。

　彼女もだ。彼女はどちらかと言えば、制限あるどころか、ゼロに近い状態でいて、それが今、自由になって……、いえ、フリーダムというか、縦じゆう横おう無む尽じんというか、まあそんな感じになっていって居るのだが、その中にこちらを収めつつある。

　ホライゾンの〝枠わく〟では、ずっと彼が第一だ。己おのれの境きよう界かい線せんの相手として、位置も高さも等しい第一となっている。

　ある意味、最初の明確な出会いとも言える三み河かわの時に、全てが決定付いてしまった。ゆえに、それがどれだけの事か、解わかりにくくなっているという自覚もあるのだろうが、

「ホライゾン」

　涙を手に取ろうとした時のように。否いな、これはもっと、己のものとして、

「今、成実さんの〝そう〟と言ったのを、憶おぼえていて下さいね」

　ここにいようと、そう決めた。この人と、そうしていこうと、ここで決めた。ただただ心の動きでしかない、何の意味も持たない小さな決けつ意いは、だからこそ、

「いつかいきなり、〝これか〟と改めて膝ひざを打ちたくなる時が来ますよ」

「何となく、皆様の行ぎよう状じようを傍はたからの視点で思い返しながら、そうなるだろうと、そんな事を思いました」

　ホライゾンが、こちらに視線を向け、ミトツダイラに目を送り、

「つまりホライゾンは、トーリ様と、〝そう〟決めて来たのですね」
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　ホライゾンは言う。

「我知らずか、流れだったのか。ただ──」

　これからも、こんな事はたくさんあるだろう。しかし、今はただ、

「──ホライゾンも、選んだから、ここに来たのでしょう」

　確証はまだ持てない。浅間の言う通り、いずれ思い出したように自覚が来るようなものなのだろう。それは彼女達を見ていれば解る。

　先に選択ありき。それより先に決意や覚かく悟ごがあったとしても、

「答えは選ぶからこそ答えとなり、後から来るもの」

　これを何と呼ぶのか、自分には理解が出来ない。だが、今、思うものとしては、浅あさ間まやミトツダイラを見ていて、こう感じられるのだ。

「──ホライゾンにも、それが、あるのだと。信じられるものが、また増えました」
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　そうか、と正まさ純ずみはホライゾンに応じた。彼女の言葉を確定した。

　……何とも、凄すごい話だな。

　三み河かわからこちら、ホライゾンは相変わらずのようで居て、随ずい分ぶんと落ち着いた。突とつ然ぜんに奇き声せいを発したり、不ふ規き則そく言動に出る事もあるが、芸げいだと思いたい。だが、どことなく、こちらが心配するような部分は無くなっているとは思う。ホライゾンルールは別として。駄だ目めか。

　しかし、任せて置けるなら、

「じゃあ、その辺り、──ホライゾンの方も、浅間やミトツダイラを必要なら頼ったりしながら、決めて行ってくれ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、という声を聞いて、そして正純は口を開いた。

「──それぞれ、鍛たん錬れんや訓くん練れん、それと集中力の養いなど、進めている事だろう」

　そうね、とナルゼが静かに言った。

「私とマルゴットとか、前回の期末テストの時、パっとしなかったし、しっかりしないと。

　──まあ、点てん蔵ぞう程じゃなかったけど」

「そうだねガッちゃん。ナイちゃんもちょっと提督アルミランテ達に振り回されて駄目だったかな。

　──まあ、テンゾー程じゃなかったけど」

「な、何で御ご座ざるかその追つい撃げき系けい嫌いや味み……！」

　そうです！　と応じたのはメアリだ。彼女は点蔵の横で、胸に手を当て、

「点蔵様は、あの時、──私を運ぶのに両腕うでが塞ふさがっていたのです！」
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・●　画：『じゃあ点蔵、今の、通神帯ネツトに上げられるのと、アンタがこっちに嫌味云うん々ぬん言うの、──どっちがいいかしら？』

・十ＺＯ：『あのう、出来れば、通神帯はちょっと……』

・俺　　：『おいおいやめてやれよ黒マル。テンゾーがいねえとメアリって言う大戦力が移動出来ねえんだぞ』

・貧従士：『というか、第一特とく務むはメアリさん運びますけど、王賜剣エクスカリバーって飛んでいくから、第一特務がメアリさん運んでるのはホントにデリバリーなだけで……』

・俺　　：『テンゾー、オメエ、何やってたのよ一体？』

・十ＺＯ：『何か手の平返しがソッコで来たで御ご座ざるよ!!』
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　いろいろ考えないといけませんね、とメアリは思った。

　確かに期末テストはいきなり決まって、こちらに用意がなかった。屋や根ね上を走る、という状況になった時、躊躇ためらってしまったのは確かだ。何しろ、屋根を踏み抜くような事があれば、それは住民への迷めい惑わくとなるのだから。

　ゆえに彼に甘えてしまったが、確かに王賜剣エクスカリバーは自分の持ち物。彼によく懐なついているが、彼の所有物ではない。だとすれば、

「点てん蔵ぞう様、点蔵様の活かつ躍やくの場を奪うばってしまって、すみませんでした」

「いや、皆が何とかするもので御座るし、自分がメアリ殿どのを運ぶ事で、メアリ殿が後続の輸ゆ送そう艦かんに巻き込まれる心配もなかったと、そういう事で御座るよ。この辺り、戦せん術じゆつとして何を有意と捉とらえるかの差で御座ろうな」

　だから、と彼が言った。

「ネルトリンゲンでも少々走れた訳わけで御座るが、武蔵上は完全木造が多いで御座る。次の模も擬ぎ戦は恐らく二学期半なかばとかになるならば、それまでにちょっと空あきスペースなどで試してみるのもよう御座るか。そうすれば──」

「そうすれば？」

「自分、メアリ殿の手を取って行けるで御座るよ」

　手は離さない。そこに拘こだわるのが嬉うれしいのと共に、恥はずかしくも有り、もっとしっかりしなければ、と思いながらも花が零こぼれる。

　向こう、ナイトとナルゼがこちらを紙かみ皿ざらで扇あおいでいるが、結けつ構こう涼しいので大だい丈じよう夫ぶです？

　ただ、戦せん場じようには自分も出るのだとすると、

「本ほん能のう寺じの変へんに対しては、一体、どのような算段を？」

　局きよく地ち戦。そうなると、大だい規き模ぼな戦せん士し団だんを出したり、艦かん隊たい戦があるかどうかも定かではない。

　自分の方でも調べた限りだと、それは一つの宿しゆく舎しやとなっている寺を巡った包ほう囲い戦なのだ。

　ならば、と思った先の言葉を、彼が言った。

「恐らくは、京きようの外に新設される要よう塞さいの一種であろうと、そう見ているで御座る」
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　点蔵は、夏休み中の調査をまとめた表示枠サインフレームを出した。浅あさ間まに頭を下げると、彼女がそれを皆に分配してくれる。

　書かれているのは、P.A.Odaの動向で、

「P.A.Oda内、琵び琶わ湖こ安あ土づちは相変わらずの警けい戒かい状態で、こちらとしても内部に誰だれかを送ってうっかり捕つかまった場合、面めん倒どうな事になるのでそこまで踏み込めては御ご座ざらぬ。しかし──」

　しかし、

「京きようの東側、本ほん能のう寺じの移設先として、やはりステルス結けつ界かいを張った中で大だい規き模ぼな工事が行われているのは確かく認にんして御座る。そこに向け、琵び琶わ湖こ安あ土づちから資材の搬はん入にゆうがある事も」

「何で要よう塞さい？　航こう空くう艦かんの可能性は？」

　ナルゼの問いかけに、浅あさ間まが首を横に振った。

「地ち脈みやく関連で大規模儀ぎ式しきなら、接せつ地ち型の施設だと思います。──地脈炉ろを設置しているなら、特にその可能性が高いですね」

「現地の方、結界を作るように、巨きよ大だいな要かなめ石いしのようなものを建造しているとも聞いて御座る。元の地形は丘なので、地上施設をベースに、地下に何か用意があるのでは御座らぬかなあ」

「籠ろう城じようされると面倒で御座るな」

　二ふた代よの言葉には、頷うなずくしかない。だが、

「どうだろう」

　と正まさ純ずみが声を作った。彼女は立ち上がり、テーブルからまたパンを手に取りながら、

「意い外がいと、本能寺に行けば、すんなりと中に入れるか、見届けが出来る気もする」

「──羽は柴しば勢ぜいが、聖せい譜ふ記き述じゆつの準じゆん拠きよを謳うたっているからですのね？」

「そうだ。──本能寺の変についてはP.A.Oda管かん轄かつだろう、という向きもあるが、その辺りは向こう次第の部分もある。可能性は捨てない方が良いだろう。

　お互いの思おも惑わくが合がつ致ちすれば、少なくとも見届けは可能だ。その後に羽柴勢との山やま崎ざきの合かつ戦せんがあるのが、面倒になるがな」

　では、と言ったのは誾ぎんだ。

「地上の要塞。突とつ入にゆうにはどうします？」

「──ネシンバラ殿どの、どうで御座るか？」

　問うた先、ネシンバラが改めてポーズをとった。

「……そうだね。歴史再さい現げんとしては、一つ、重要な事がある。つまり──」

　とネシンバラが表示枠サインフレームに火のエフェクト画が像ぞうを表ひよう示じした。彼は、それを四枚程出し、自分の周囲に置くと、

「本能寺は、焼き討うちに遭あうんだ。それで、信のぶ長ながの遺い体たいは、実は発見されない」

　だから、

「そこまで厳げん密みつにしなくても、と言われるかもしれないが、他国からの干かん渉しようを避けるなら、この辺りの再現をある程度護まもっておくべきだろう。実際、アルマダ海かい戦せんでは火か船せんなどの再現を行ったし、ネルトリンゲンでも市外での戦せん闘とうを主とするなど、ある程度の形は拘こだわるんだ」

「だとしたら、書しよ記き、建造中の本能寺は、要塞としてどうなんですか？」

　アデーレの疑問に、ネシンバラが顔を手で覆おおって台詞せりふを作った。

「Ｊｕｄジヤツジ．、そこにあるものの名は、──〝闇やみ〟だよ」
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・ホラ子：『単たん刀とう直ちよく入にゆうに言いますが、話の邪じや魔まだと思った者は物理的に除外して良いとか、そんなルールを設けませんか』

・副会長：『うーん、それ言うと大体いなくなって話が進まない気がするんだよなー』

・俺　　：『おいおい！　誰だれがそんな邪魔するってんだよ！　大だい事じな会議中におかしな事するとか、そんな邪魔なヤツ、ありえねえよな！　だよなテンゾー！』

・銀　狼：『我が王！　我が王！　一抜け狙ねらってますのね!?』
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「えーと、とりあえずだね」

　ネシンバラは、五メートル先の焚たき火びの向こうから、こちらを両腕うでが見ているのを確かく認にん。時とき折おり、威い嚇かくするように手首を揺らしているが、葵あおいが襲おそわれているのを見る限り、攻こう撃げきは一いつ瞬しゆんだ。粗そ相そう無いように気を付けねばなるまい。

　ただ、自分としてはクロスユナイトの見解には疑問がある。

「要よう塞さいにする意味が無いね」

「何故なぜで御ご座ざるか？　資材関係など、動いて御座るのに」

「だって、今、僕達は自分達が攻めていく事を前ぜん提ていとしているけど、P.A.Odaにとっては、本来、身内の明あけ智ち・光みつ秀ひでが信のぶ長ながを討うつだけなんだ」

　だから、

「部外者が干かん渉しようしてくるのに対して、防ぼう護ごは要いると思う。だけど、要塞化までしたら、明智・光秀すら入れなくなるし、そうする意味が無い」

「成なる程ほど。ではネシンバラ殿どのは、一体、本ほん能のう寺じがどのような構こう造ぞうになっていると？」

「ちなみにレクリエーションとして、罰ばつゲームは裏の泉いずみにドボンです」

「フ、そんなのは、解わかり切った事だ。本能寺の構造など、こうでしかないだろう」

　表示枠サインフレームに、手描きの予想図を出す。それは天にそびえ立つ、

「魔ま城じようだよ……！」
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「──さて、ネシンバラ様が罰ゲームされたところで他に意見のある方は」

　両腕無しのホライゾンが見渡して言う台詞せりふに、誰も反応しないのをミトツダイラは見た。

　遠く、泉の方から何かを水に投げ込む音が響ひびいて来たが、気にしない事として、

「要するに、歴史再さい現げんは行う、しかし邪魔はさせない、という作りになっている訳わけですのよね？　だとしたら──」

　例となるものはある。

「安あ芸きの厳いつく島しまなど、神じん社じや自体は本来の作りで、その土台となるのが浮ふ上じよう島とうだった訳わけですのよね？　浅あさ間ま神社だって、神社はちゃんとした作りで、それが武蔵むさしにいるだけですわ」

　だから、

「要よう塞さいか本来の建築か否いなか、というよりも、何らかの施設の上に本ほん能のう寺じがあると、そう考えるのが妥当ではありませんの？」

「施設と、そう言える理り屈くつは何だ？　ミトツダイラ」

　正まさ純ずみの疑問に、自分はある人物に視線を向けた。浅間だ。

「智とも、──第一特とく務むが言った結けつ界かい用に建造しているものとは何か、推すい測そく出来ますの？」

「え？　あ、はい。恐らくですが、八方ほう位いか十二方位辺りを押さえ込むための要かなめ石いしじゃないでしょうか。ほら、私が梅うめ椿つばきを射うつ時、バインダースカートが各方位に刺さって安定化をさせますよね？　あれと同じです」

　彼女の言げんを聞いた上で、ミトツダイラは告げた。

「防ぼう護ご障しよう壁へきでも各方位要石型のものが強力ですが、一方位を破られるとそこが穴になるので、今は主となっていませんわね。コレが防護用ではないとしたならば、では何か。

　──私達、それが何か、似たのを知ってる筈はずですのよ？」

　問うた先、正純が手を上げた。

　流石さすがは三み河かわ出身と、そう言って良いのかどうかは解わからない。ただ、

「何だと思いますの？　正純」

「──地ち脈みやく炉ろだ」

　彼女が、ジャムを塗ったパンを挟むように折って、こう言った。

「新しん名な古ご屋や城じようでは、四し方ほうにある地脈炉四基が暴ぼう走そう。それを利用して中心部からの爆ばく発はつを呼んだ。もしも各方位にある建造物が地脈炉であるならば──」

　一ひと息いき。

「元もと信のぶ公こうは、P.A.Oda側で創そう世せい計画を立てていた。

　ならば新名古屋城の爆発は、このための試験か何かか？」

　そして、

「本能寺の変へんこそが、創世計画の要なのか？」
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　飛ひ躍やくし過ぎです、と、誾ぎんは副ふく会長の言を思った。

　幾いくら何でも、資材の検けん分ぶんから地脈炉に行き、創世計画とか。

　だが、当事者とまでは行かずとも、副会長は三河を地元とする者だ。こちらなどよりも、遙かに現地の情報や、元もと信のぶ公こう達に対しての噂うわさ話ばなしを聞いているだろう。

　そういったものの積み重ねが、ここで繫つながり、何も知らぬこちらには飛ひ躍やくに見える。

　しかし、自分としても、同意として一つ言える事がある。

　……そうですね。

「私達も、見たのです」

　三み河かわの町。夜空に突き立つ四本の流りゆう体たい光こうを、確かに見た。その発生の根源まで行き、しかし宗むね茂しげが届かず、撤てつ退たいしたのだ。

　宗茂においては、元信公と言葉を交わしてもいる。ならば、

「進言します」

　宗茂が、静かに言った。

「あの時、三征西班牙トレス・エスパニアも、教皇総長パパ・スコウラの率ひきいるK.P.A.Italiaですらも、現状を目の前にしていながら、〝まさか〟という念ねんを捨て切れませんでした」

「それを言ったら、俺おれらなんか、何も解わかってなかったぜ？」

　総そう長ちようの言葉に、宗茂が頷うなずく。

「ゆえに進言します」

　彼が、座る腿ももに両の手を置き、軽く頭を下げた。

「〝まさか〟と思うならば、真実たり得る。──元信公が仕込みをしているのならば、その道から外れた私達こそが、超えるべきものと思います」

　誾ぎんは思う。宗茂様にとって、あの夜の一戦は大きな糧かてで有り、分ぶん岐き点てんだったのです、と。

　本ほん多だ・二ふた代よに敗れた事で決定づけられたが、今の〝道〟に踏み込む事になったのは、あの夜だ。三河の現場で、全力で本多・忠ただ勝かつという人物に当たり、超えられなかった。

　相手が存ぞん命めいならば、超える機き会かいはあっただろう。しかし、

「解りません、と私は応じました」

　すると、

「元信公は言いました。解らないという答えを出して、考える事を止めてしまう事は、危き機きに対して目を背け、それよりも恐ろしいものがあった時、死ぬ、と」

　しかし、

「私は出来が良くないのか、しかし、解らない事ばかりです。ただ、考える事は止めないようにしてきました」

「そうなのですか、宗茂様」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と彼が頷いた。

「誾さんがいないと解った時も、即そく座ざに考え、アモーレ五回叫んで武蔵むさしまで突っ走ってきたくらいです」
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・貧従士：『それって、考えてると言うより、脊せき髄ずい反射か何かの……』

・ベ　ル：『アデーレ、これ、いい話っ、いい話だから、多分……っ』

・金マル：『……多分の分に含まれてない分はどうなのかな？』
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　誾ぎんは、いきなりの不ふ意い打うちを何とか堪たえ切った。

　息を腹で吸い、反射的に[image: ]しかろうとする癖くせを、心の中で押さえ切る。特に[image: ]り癖や抗こう議ぎ癖が厄やつ介かいだ。昨今、通神帯ネツトで読んだコツとしては、

　……[image: ]ったりする前に、まず相手が何故なぜそんな事したのかを理解するのです。

　そう、相手への理解こそが、自分の軽けい挙きよを防ぐ方法。だから何故、宗むね茂しげ様が私の事をここで話題にしたかというと、

「……っ」

　死にかける程の恥はじを理解したので、ポジティブな部分だけ千ち切ぎって他は捨てる事にした。

　周囲、第三、四特とく務む辺りが、

「あー、ほら、堪えてる堪えてる」

「平静保ってる感が有り有りよねえ」

　などと言ってますが勝かつ手てに人を作らないで下さい。実際はもっと酷ひどいですから。

　ただ、宗茂が言いたかった事は、こちらにもよく解わかる。

「──私共は、死ぬつもりで武蔵むさしに入ったのではありません」

　誾は、副ふく会長に言う。

「考える事を止めずに済むため。──それゆえか、却かえって〝考える〟という部分については元もと信のぶ公こうの想そう定ていの外を行けるようになっているようですが、ひょっとすると、今、ここが試されているのではないでしょうか」

「どういう事か、言ってみてくれ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾は頷うなずいた。

「──立地。各方位の建造物への資材。地ち脈みやく炉ろの技術と知ち識しき。そして元信公の関かん与よと創そう世せい計画の存在。これらをもって、三み河かわ争そう乱らんと同様の事が起きるというのは早そう計けいかと思いますが──」

　言う。

「これらを重ねれば三河騒乱と同様の事が起こせるというのは、早計では無いものかと」

　だから、

「それが〝ある〟として考える事が、あの現場にいた者としての進言になります」
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　これは、一種の仇あだ討うちです、と誾ぎんは思った。あの三み河かわ消失を始まりとして、自分達は多くのものを失い、また今としては別のものを得もした、と。

　だが、あの消失で、ずっと失われたものもある。

　ゆえにこれは、一種の仇討ちだ。

　過去に失わせてしまったもの達に対しての、今の自分達による仇討ち。

　二度とあのような事はさせないという、そんな思いと、

　……あの頃ころの私達を、超えるのです。

　襲しゆう名めい者しやだった彼を、今の彼は超えねばならない。失った自分の仇を、乗り越える事で討うたねばならない。

　先日、期末テストはいい結果だった。

　六十点。これをどう見るかは人それぞれだろうが、自分達は赤点ではなく、中間よりも上なのだ。それも、自分達の基き準じゆんとして、だ。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウクラスを相手にする立場として考えれば、六十点は現状充分だろう。

　次に目め指ざすは七十五点辺り。そこと八十点の間くらいが、三河当時の宗むね茂しげのような、そんな感覚がある。

　仇討ちの時は近い。ならば、

「──最大限の用意を」

　告げた直後。声が来た。

「許可するものに御ご座ざる」

　はっとして顔を上げれば、正面。焚たき火びの向こうに、見知った影がある。

　本ほん多だ・二ふた代よ。彼女はこちらを、彼の分も共に見み据すえ、こう言った。

「三河争そう乱らんに重ねて見る未来、副ふく長ちようとして許可するものに御座る」





●






　二代も、それなりに思うところあるよなあ、と正まさ純ずみは内ない心しんで納なつ得とくした。

　当時の記録を見る限り、二代は三河で父親達が起こした争乱に対し、様よう子す見みという判はん断だんを取った。

　これは、極きよく東とう側としては、最善である一方、最悪の選択だ。

　一応、K.P.A.Italiaなどに連れん絡らくを入れていたため、様子見の判断は自分達と三河勢ぜいを別とする事に繫つながり、以後、二代達は聖せい連れん麾き下かの一部ぶ隊たいに組み込まれ、生徒総会の決けつ着ちやく時じに馬ば鹿か姉あねに敗れるまで、向こう側となった。

　だがもし、様子見をせず、動いたならばどうだったか。

　別に、聖せい連れんに敵てき対たいしなくてもいい。

　先に武蔵むさし側と合ごう流りゆうを狙ねらうとか、逆に聖連側に申し開きをしに行くとか。そうすれば、少なくとも、ホライゾンを捕とらえる助けになるなど、初しよ期きにおける聖連の手て際ぎわを崩くずす事が出来た筈なのだ。

　自分が見ても、そうだ。

　二ふた代よから見たら、もっと思うところはあるだろう。

　あまり、ものを言わないというか、本心を見せないというか、気分だけで生きているようなところもあるもう一人の本ほん多だだが、今の物言いを見る限り、

　……何だお前。

　悔くやしかったのか。
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　正まさ純ずみは、内ない心しんで肩から力を抜き、こう言った。

「副ふく会長として、許可する。──いいか？　葵あおい」

「んー、いいんじゃねえの？」

　軽いが、いつもの事だ。こちらを支持していると、そう信じる事は出来ている。だから、

「総員、最大限の危き機きだと思え。P.A.Odaにとっては実際そうなんだから、元もと信のぶ公こうの言う通り、向こうはそのように考えて動いているだろう」

　だから、

「クロスユナイト、──地上戦、しかし要よう塞さいではなく、干かん渉しよう排はい除じよを構えた〝宿しゆく舎しや用の寺〟としての本ほん能のう寺じを想そう定ていして、二代達にそれを渡してくれ。戦せん術じゆつはネシンバラが──」

「ネシンバラ様は罰ばつゲームですが、どうしましょうか正純様」

「い、いるよ！　ソッコで戻って来てるからね!?」

　振り向けば、下流側からずぶ濡ぬれのネシンバラがやって来る。

「随ずい分ぶんと流されたようね」

　伊だ達て家け副ふく長ちようの言う間に、ネシンバラが近くの木の下で服を絞しぼり始める。

　落ちる水量からするに、しばらくは使えないだろう。仕方ないので、

「じゃあクロスユナイト、ネシンバラとその辺り調ちよう整せいしといてくれ。後は──」

「待って」

　伊達家副長が、右手を挙げた。

「一つ、私なりに言っておきたいわ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何をだ？」

　Ｊｕｄ．、と彼女も応じた。そして、

「本能寺の変へんは、P.A.Oda弱体化の起き点てん。そこにもしも、末まつ世せを解決する創そう世せい計画が重なっていたとするわね？」

　うん、と皆が頷うなずく。ここら、ネシンバラ好きそうだなあ、と思うが、自分が言った内容だ。その事について、伊だ達て家け副ふく長ちようは何を思うのか。

「──もしも創そう世せい計画＝本ほん能のう寺じの変へんだった場合、本能寺の変で衰すい退たいする筈はずのP.A.Odaの国際的立場と価か値ちは、末まつ世せを止めたがために上がり、彼らはきっと、次じ代だいを切り開いた役となるわ。そしてその場合、ある一つの逆転現げん象しようが生じるの、解わかるでしょう？」

　それは、

「私達が、もしも用意無く創世計画を止めるならば、武蔵むさしこそが末世を越える次代の敵と、そうなるという事よ。その用意はあるの？」







[image: 第六十八章『議論中の確認手達』]
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　自分達が次じ代だいの敵になる。そんな成なる実みの言葉に皆が沈ちん黙もくしたのを、浅あさ間まは見た。

　だが、手が一つ上がった。トーリだ。彼は首を傾かしげ、

「こっちの末まつ世せ解決法は、何か進展してるんだっけ？」

「いや、元もと信のぶ公こうが言ったように、大罪武装ロイズモイ・オプロはまだ全部集まってない。だから、末世を〝左右する〟という力は何か、解わからない」

　正まさ純ずみの言葉は、夏休み前に確かく認にんした事と同じだ。

　更さらに付け加える事があるならば、

「……現状、大罪武装はホライゾンの側で変化というか、進化を独自に始めてしまっているようなので、恐らく元信公でも、こちらの末世解決法は明めい言げん出来ない状態だと思います」

　成なる程ほど、と頷うなずいたのは、ホライゾンだ。

「……つまりこのホライゾン、フリーダムに生き始めてしまって、末世解決などとんと気にせずやってしまっていると、そういう事ですね浅あさ間ま様」

「……すっごく言いにくいけどそんな感じですねー」

　イエーと喜き美みがホライゾンとハイタッチするが、さっきから誾ぎんさんこっちを横目で見ていて何か気まずいんですけど。だが、ホライゾンが、顎あごに手を当てこう言った。

「──創そう世せい計画、どんなものか見学に行きますか」

「……まあ、私達の方、大罪武装の回かい収しゆうの後、ヴェストファーレンでの申もうし開きとかある訳わけだから、本ほん能のう寺じの変へんよりも後になるのは確実だしなあ」

　だったら、とナルゼが言った。

「それより先に、創世計画で末世が解決されたら、私達、どうなるの？」

「末世が解決されたら、それはそれでいいんじゃないか？」

　正純の言う事も、尤もつともだ。

　ですが、と自分は言葉を付け加える。これは、真さな田だでのキャンプの際に皆で話し合った事に繫つながるが、

「終わらせて、終わらせない、という、創世計画の真意が不明です」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、それがまた、何かを犠ぎ牲せいにするような方法であるならば、私達は止めねばなりませんわ」

「つーか、だとしたらそうなる可能性、あるんじゃないかな？」

　何が？　と皆が、ナイトを見た。すると彼女は、点てん蔵ぞうが作った表示枠サインフレームを叩たたき、

「本能寺の変って、信のぶ長ながが死ぬ流れっしょ？」

　だから、

「よく解らないけど、信長殺して、末世解決？　そういうのって、あるかもよ？」
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　解わかりませんね、とメアリは思った。

　横、点てん蔵ぞうも腕を組み、思し案あんに入るだけだ。

　……一体、どうやって、信のぶ長なが公こうを処しよ刑けいして、末まつ世せを救う、と？

　メアリは、それが可能かどうか、方法を考える。何しろ、自分もそうだったのだ。英国の守しゆ護ごのために、処刑され、その力が英国に還かん元げんされると、そういう筈はずだった。

　しかし、解らない事が多い。P.A.Odaの事もだが、信長本人の事も、何もかも。

　先さき程ほど、立たち花ばな夫ふ妻さいが元もと信のぶ公の言葉を告げられたが〝考える事を諦あきらめない〟というのは、本当に難しい事なのだと今いま更さらながらに理解する。

　答えを決めてはいけないし、解らないからと諦めてもいけない。

　ただ、解らないなりに、解る事がある。それは、

「……地ち脈みやく炉ろなどを立てる、というのが、意味が解りません」

「やっぱ儀ぎ式しきの出力を上げるため？　かな？　何かバラやんみたいになってきた」

　すると、手が上がった。喜き美みだ。

「神かみ降おろしじゃないの？　信長を生いけ贄にえに末世の原因を召しよう喚かん！　そのターン中に仕し留とめないと世界がゲームエンド！　みたいな」

「あの、喜美、末世は全地脈に生じているものなので、それを降ろすというのはちょっと無む理りじゃないかと思いますよ？」

　浅あさ間まの意見に、自分も頷うなずく。補足のつもりで言葉を重ねるが、

「神や精せい霊れいとは、地脈においては、その一部でしかありません。巨きよ大だいな存在であっても、広大な地脈の中においては、小さなものです。だから、地脈全体を見た時、意い思し的存在のない場所の方が遙かに広大なのです」

「メアリ殿どの、たとえばそれ、海と魚とか、そういう関係に例えると……」

「広大な空と、そこに浮かぶ航こう空くう艦かん全てという、……その比ひ率りつよりも希き薄はくでしょう」

　これは事実だ。もしも地脈のありとあらゆる場所に何かが存在したら、地脈に存在する精霊界は過か密みつで息苦しくなる。

　影えい響きよう力りよくはあり、各要素の担当などはあるが、密ではなく、だからこそ流動するのだ。

　だとしたら、

「末世を降ろすとなると、そこにこの世界全てを降ろす必要があるのではないでしょうか」

「じゃあ」

　とナルゼが右手を挙げた。彼女は、自分や正まさ純ずみ達に視線を送ってから、

「──公こう主しゆってのを降ろすとしたら？　私にもソレ、よく解らないまま言ってるけど」

　彼女の台詞せりふに、ふと応じかけて、口を噤つぐんだ。

　……〝出る〟かもしれないのですよね。

　目を向けた先、正まさ純ずみも、浅あさ間まも、軽く引いている。

　ただ、伊だ達て家け副ふく長ちようが手を上げた。彼女は首を傾かしげ、

「──公こう主しゆは逆に、単体の怪かい異いよね。パーソナル的な部分が強いと、そう見ているわ」

　だったら、

「何でそれに、巨きよ大だいな施設を用意する必要がある訳わけ？　言葉一つで呼び出せかねないものなら、巨大施設を作る必要もないわ」

　それはつまり、どういう事か。

「パーソナルな公主と、大だい規き模ぼな末まつ世せは別のものよ。繫つながっているようで、繫がっていない。逆かも知れないけど、敢えて言えばこの部分が不ふ明めい瞭りようね。──公主って、何なのかしら」
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　話が巡りましたわね、とミトツダイラは思った。

「公主とは、何か……、という事ですわね」

　真実に近づいている感覚はある。今の話し合いでも、いろいろな事に、仮か定ていではあるが、推すい測そくが立つようになってきているのだ。

　だが、肝かん心じんの部分が、やはり不明瞭だ。そしてその一方で、

　……公主に狙ねらわれている者も、おりますのよ。

　ホライゾン、正純、メアリ、そして本人が気付いていなかったが、浅あさ間まだ。

　彼女達が選別して狙われた事を考えると、公主には意い思しがあり、個人単たん位いで働くものだと、そう言う事が出来る。

　怪異だ。

　だが、末世は違う。この世界全ぜん域いきに広がっているものだ。

　質が違う。

「ネイト、オメエのカーチャンと、あの広がった森とか、そのカンケーと違うの？」

「うちの母の森は、あれ、母の身体からだともいえるものですのよ？　スカートの裾すそが広がってるようなもので。そしてあれは、〝人類の考えた恐きよう怖ふ〟という事で、複合イメージではありますけど、そのテーマに沿っては一つのものですの」

　しかし、

「末世は、違いますわよね？　いつの間にか、そうなっていたものなので、人類の想そう像ぞうや、そういったものとは別ですわ」

「……それなのに、末世と公主という、二つのものが存在してる訳ですね」

　メアリの言葉に、頷うなずくしかない。更さらに言葉を重ねるなら、

「母の場合、母を倒しても、森全体を潰つぶさないと、母は消えませんわ。両者は同一なので。

　だから、

「公こう主しゆと末まつ世せが同じものだとしたら、公主を殺したところで末世は消えませんの」

　そして、

「もし公主と末世が違うものだとしたら、やはり公主を殺したところで末世は消えませんの」

　これはどういう事か。第一特とく務むが、吐と息いきをつけて言った。

「……ならば、本ほん能のう寺じでは、公主も末世も降ろさない。……何か別の事業が生じると、そう考えた方が無ぶ難なんで御ご座ざろうか」

　彼の言葉に、ミトツダイラは、妙みような違い和わを感じた。

　否いな、今までの自分の思し案あんや、王の言葉に対しても、だ。

　……あら？

　何だろうか。

　解わからない。だが、思案は続けるべきだ。そして、

「どうした？　ネイト」

「あ、いえ、何だか、末世とか公主について、変な違和を感じてしまって」

「何ですか？　ミトツダイラ様、ホライゾンにだけ、そっと、そっとネタバレを……」

　言ったら呼び出されないだろうか。

　ただ、ミトツダイラとしては、

　……ええ。

「いろいろ考えて、解らないから、ふと、こんな風ふうに思いましたの。──今、こうして話している事は、実は、全く見当違いなのではないか、と」

　つまり、

「末世とか、公主とかを突き詰めるより、もっと別の処ところに答えがあるのでは、と」
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「同感だ」

　と来た声を、ミトツダイラは聞いた。横、泉いずみに至る森の方だ。

　振り返れば、木の前、ポーズを取っている書しよ記きがいる。彼は髪かみを絞しぼり、息を吸って、

「──まだ、解けてない謎なぞがある。僕の預かった暗あん号ごうや、ナルゼ君の懸け念ねん。そして浅あさ間ま君による日時の割り出しなども見えていない。

　それらから、また、別のものが模も索さく出来る事だってあるだろう」

　つまり、

「考える事は大だい事じだ。今はここまで来られた。ここから先が妄もう想そうとなるならば、それを確定出来るかどうかの材料を、僕達は持ち出せると言う訳わけだ」

　どうだい、と彼が言った。

「今回出る情報を宿題として、答えを出すのは一週間後。そこでまた、今回のような濃い話をしてみるというのは」
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　Ｊｕｄジヤツジ．、と正まさ純ずみはネシンバラに頷うなずいた。

「──元々、この潜せん伏ぷくの最終日に、それを話し合おうという予定だった。そういう意味で、今回のものは前ぜん哨しよう戦せん。自分達がここまで考えていたというコンセンサスだな」

　だが、

「……クロスユナイトや立たち花ばな夫ふ妻さい、伊だ達て家け副ふく長ちようの指し摘てきなどは、かなり有意だった。

　本ほん能のう寺じの変へんに介かい入にゆうする際、いざとなれば突とつ入にゆうも有り得るが、その用意は出来よう」

「えっ」

　ナルゼが、眉まゆを上げる。しかしこちらは、その表情の意味が解わからず、

「どうした？　ナルゼ」

　問うた視線の先、ナルゼが、ナイトと顔を見合わせる。そして皆も、だ。

　何だ何だ、と思っていると、皆がノリキに目を向けた。彼は苦く笑しようし、

「今回、俺おれか」

　と、こちらに屈くつ託たくない笑えみでこう言った。

「いざとなれば、って、──話の流れ的にどう聞いても突入前ぜん提ていだったぞ、今まで」
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　ナイトは、正純が、まず眉をひそめ、次に腕を組み、そして首を傾かしげ、そのまま全身を傾げるのを見た。その動きには声もついていて、

「あっ、れ──……？」

　どうしてそうなったかな、という塩あん梅ばいだ。だが、彼女の疑問よりも大だい事じなのは、

「……誰だれも、〝いざ〟じゃなくて絶対突入で、疑問に思ってなかったよね？」

「いやだって正純がそういう流れで……」

「誾ぎんさん、不ふ思し議ぎですね」

「ええ、不思議ですね宗むね茂しげ様」

　それで収まるからこの二人は凄すごい。というか一番大変そうなのは、

「自分、突入と非突入用で、いろいろ情報集めて準備するとなるとかなり大変……」

「テンゾー、メアリに弁べん当とうに一品追加して貰もらえよ」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄ．！　頑がん張ばります！」

　まあそんなとこだろう。だが、

「セージュン、いざとなったら平へい和わ裏りに進める気はあるのかな？」

「いや、私は平へい和わ裏りに進めてる気分なんだが……」

　気分？　と幾いくつか声が聞こえてくる。というか、これはナルゼの言う、

「平和裏、って言葉は、平和の裏版、って事じゃないのよ正まさ純ずみ」

「うん、そんな感じだよね聞いてると」

「いやまあ、最悪の方法から考えていくのが基本だろう。うん」

　そして正純が、ネシンバラ達に視線を向ける。彼女は、明らかに話を逸そらすような口く調ちようで、

「ええと、じゃあ、とりあえず現状で良いから、ネシンバラにナルゼ、そして浅あさ間ま、自分達の課題がどうなっているか、教えてくれ」





●






　そうだね、と言いながら、ネシンバラが焚たき火びの近くで袖そでを外すのをアデーレは見た。

　近くの木枝に掛けたそれから、絞しぼり切れぬ水が落ちるが、

「罰ばつゲーム、厳きびしいですよね、うち」

「まあこっちとしては、人狼ルウガルウ王家の泉いずみに一足先に飛び込めたんだから、資料価か値ちとして充分だったと、そう思う事にするよ。泉の精せい霊れいとかいないよね？　ミトツダイラ君」

「流石さすがにいないと思いますわ」

　と、総そう長ちようが立ち上がり、両手を左右に広げた。馬ば鹿かは副ふく王おうに向かって、

「では、貴女あなたが両腕うでで叩たたき込んだのはこの歴史オタクのネシンバラですか、それとも、この痛さ全開のネシンバラですか、正直に答えなさい」

「要いりません」

「……正直に答えられたけど、こういう場合、どうすんだ一体……」

「葵あおい君はこっちを真顔で見て言わなくていいよ！」

　判はん断だんをアデーレは保ほ留りゆうした。ただ、代わりとして言うべきは、

「書しよ記きの方、あの暗あん号ごう、どうなったんですか」

　確か、先日の絶ぜつ倫りんの際、第四特とく務むに発はつ破ぱを掛けられていた筈はずだ。だが、

「ソレが今、難なん航こうしていてね」

「やってないんですか」

「いや、だから、難航していてね。なかなか歯は応ごたえがあるんだよ、あれは」

　濡ぬれた髪かみを搔かき上げて言う書記に、鈴すずが首を傾かしげた。

「どういう、風ふうに」

「え？　あ、ああ、うん、ほら、数字の羅ら列れつがどういう意味を持っているのか、まずはフィーリングが大切でね」

　第四特とく務むがいきなり魔術陣マギノフイグーアを開いた。通信状態にしてあるそれに対し、彼女は半はん目めで、

「あ、カッパ印いん刷さつ？　あー、はいはい、はんきゅうはんきゅう。──アンタんところ、通つう販はんもやってたわよね？　ちょっとうちの書しよ記きの通つう販はんリスト見せてくれる？」

「何を個人情報の取引やってんだよ!!」

「締しめ切りブッチで強ごう引いん入にゆう稿こうした上で、仕事をせずに戦せん利り品ひん読んでる。そんなヤツに人権あると思ってんの？」

　半はん目め続行で言う第四特とく務むの眼前に、改派プロテスタント表示枠サインフレームが何枚か出る。お、と覗のぞく第三特務の他、近くにいた皆が覗き込み、

「……ネシンバラ！　姉あねジャンルを買っているとは、お前も徳に興きよう味みを持ったか！」

「……ああ、シェイクスピアさんにも教えておいた方がいいですねコレ」

「歴史ジャンルが申もうし訳わけ程度にあるのは、コレ、自分への言い訳ですかねえ」

「ひ、人の見なくてもいいもの見て論ひよう評ろんが始まった……！」

・眼　鏡：『というか君、領りよう収しゆう書しよを〝上うえ様さま〟にするの、やめない？　ダサいよ？』

　……見るの早っ。

　というか、ふと疑問に思ったのは、

「総そう長ちようだと、こういうのどうするんですか？」

「はあ？　俺おれはネシンバラみたいな小物と違って、領収書は俺名めい義ぎだぜ!?　葵あおい・トーリ！　葵・トーリで御お願ねがいします！　あと、品名も〝御お品しな代だい〟なんてヌルけた事しねえで、しっかり品名で書かせるもんね！　ちゃんと礼れいもいうぜ！　有あり難がとう御ご座ざいました！」

　馬ば鹿かが姉とハイタッチをする横、肩を落としている浅あさ間まに問うてみる。

「経けい費ひで落ちるんですか？」

「……いや、巫女みこものや騎き士しものとか、銀ぎん髪ぱつネタなら、まあ、ちょっと考えないでもないかな、と思ったりですけどね」

　過か保ほ護ごだ……、という声がちらほら聞こえたので、内ない心しんで頷うなずいておく。

　ただ、この話の流れで言うと、

「書記の方、つまりまだ、手をつけてないって事ですね？」

「一応保身のために言っておくけど、それをするために、今、夏休みの宿題とかを絶ぜつ賛さん詰めまくってるんだよ!?」

「フフ、夏休みの宿題、既すでに終えた人──！」

　ほぼ全員が手を上げる。ただ、第四特務だけが、

「私も、絶ぜつ倫りんの原げん稿こうで遅れた分が、国学だけど、あと一日半分くらい？」

「ガっちゃん、文章関係、結けつ構こう好きだから後に回すよね」

「そうね、だって、〝作者の考えを書きなさい〟とか、最高じゃない！　〝この作者は主人公こうの恋人に惚ほれてしまって、主人公とくっつくとこなんて見たくなかったから主人公をフったのよ！〟とか、好き勝かつ手て書いてバツ食らって〝自分の感性が他人と同調してないのを尊そん重ちようされたわ！〟って喜んでいいのよ？　そんな、作者本人に聞いたんじゃないなら、後は如何いかに素す敵てきな占うらないをするか、って話なのに、そんなものがテストに出るなんてサイコー！」

「でも確実に十点くらい失うよね」

「駄だ目めよマルゴット！　現実見たら！　向こうは妄もう想そうで勝負仕掛けてきてるんだし！」

　少しは見た方がいいのでは、と思うが、相手が相手だ。武蔵むさしの経済の一部を動かしもするのだから、このまま放っておいた方がいいだろうとアデーレは思う。

　……間違って、ネタにされると困りますしねー……。

　ただ、副ふく会長が、疑問を発した。彼女は書しよ記きを見て、

「……ネシンバラの方は、じゃあそれからか」

「見当は大体、ついているんだけどね。だからまあ、余よ裕ゆうを利かせてる」

「それは──」

　フ、と書記が髪かみを搔かき上げ直した。

「あれは、幾いくつか見当をつけたところ、恐らくは言葉を文字に置き換えての羅ら列れつだね。

　あとはその置き換えパターンを見つければいいだけだ」

　彼の言葉に、皆が顔を見合わせた。

　ややあってから、ノリキが「また俺おれか」と言って、ネシンバラに近づき、笑えみで肩を叩たたいた。そして彼は、

「──もうそれ前に話した」
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・未熟者：『あれ!?　そ、そうだっけ!?　前にコレ、話したっけ!?』

・礼賛者：『というか、ネシンバラ君が、いろはに置き換えるとか、そんな事を自分で言ってましたよ？　ほら、流しうどんの時』

・未熟者：『あ、あー！　言った、言った気がする！　そうか、いろは、からスタートか！』

・不退転：『あの時、それ聞いて思ったんだけど、三桁けたまである暗あん号ごうに対し、五十音程度のいろはの割り当てで成り立つのかしら』

・未熟者：『いや、それが結けつ構こう面めん倒どうで、暗号ではああ、指定されてる最大数字が１１５だけど、たとえば通とおし道どう歌かは１０８文字だからね。１１５というと、意い外がいと多い』

・いんび：『ははは、ネシンバラ君なら奇き天て烈れつ理論で何とか出来るよ！』

・貧従士：『そうですよね、誰だれも止めませんし』

・傷有り：『間違える余裕のある社会。いいですね』

・ホラ子：『メアリ様、いい事を仰おつしやいました。そう、人間とは、間違って成長していくものなのですよ。──ほら、ネシンバラ様を見て下さい。間違って成長するとああなるのです』

・未熟者：『いい話に行くかと思ったら隙すきが無いねアリアダスト君！』
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　何か前ぜん途と多た難なんっぽいな、と正まさ純ずみは思った。

「ネシンバラ、ヘルプがついてどーなるもんでもない気もするが、必要なら相談しろよ？　ミーティングも有りだからな？」

「任せて貰もらおう。──僕も、暗あん号ごうや符ふ号ごうを作中で使う事があるからね。その応用だと思って、幾いくつか試してみるよ」

「じゃあ次、ナルゼ──」

　言うと、ネシンバラが食いついてきた。

「ちょ、ちょっと、もうチョイ僕へのリアクションは無いのかい!?」

・眼　鏡：『面めん倒どくさい子だね君は。構ってちゃんは駄だ目めだろう』

・未熟者：『君程じゃないよ……！』

　……うん、これは凄すごく同意するものだ……。

　だがまあ、ネシンバラに対して、言うべきがあるとしたら、

「頑がん張ばれよ」

　そして、

「締しめ切りには間に合わせろよ。印いん刷さつ所じよが待ってくれる訳わけじゃないんだから。あと、今いま更さら言うけどあの表ひよう紙しはないだろ。それと終わった後の打ち上げが他人に丸投げってのもどうなんだ。ナイトとナルゼが追加手配して葵あおいが応じてくれたから良かったけど。そして付け加えるとちゃんと納のう税ぜいしろ。いいな」

「連れん想そうゲームのような説せつ教きようとプレッシャーが僕の心を苛さいなんで行くよ……！」

　と言ったネシンバラの額ひたいに、飛んできた魔術陣マギノフイグーアが刺さった。

　ナルゼだ。彼女は、

「納税関係の資料サイト。──こっち巻き込むようなミスはしないでよね」

　そして白魔女ヴアイスヘクセンは肩をすくめると、

「私の方の作業だけど、ちょっとミスったから、一回やり直してるわ」
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　ナルゼは、魔術陣を広げた。

　そこにあるのは、一枚の絵だった。だがそれは、

「模も様よう……、ですか？」

　浅あさ間まの見立ても尤もつともだ。透とう過か型にして自分から見る裏面。そこに描かれているものは、曲線を強く歪ゆがませて中央に向け続け、それで円を幾いく度ども描いたような、歪んだ円模様だった。

　まるで、回した珈琲コーヒーの中にクリームを注ついだのにも似た、動きある模様。

　だがこれは、

「失敗。ちょっと、甘く見てたというか、勘かん違ちがいが先に立ってたわ」

「すみません、どういう事なのですか？」

　立たち花ばな夫おつとが問うてくるのは、これに似たものを見た事があるからだろう。否いな、正確には、これそのものではない。

「描き方の理り屈くつとして、陶とう磁じ器き生産が盛んな三征西班牙トレス・エスパニアでは、見た事あるかもね」

　これは何か。

「──歪わい曲きよくを利用した、騙だまし絵よ」
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　誾ぎんは、宗むね茂しげの疑問の意味を理解した。

　確かに三征西班牙では、ナルゼの言う通りに陶磁器の生産が盛んだ。

　無む論ろん、この時代、陶磁器などはどの国でも生産が盛んで、大陸は元より、極きよく東とうでもそれらに比ひ肩けんしうる精度のものが出現しつつあった。

　だが、三征西班牙の陶磁器には、一つの特とく徴ちようがある。

「模も様ようが、密みつなのです」

　軽く描かれたものもあるが、基本はアラビア由ゆ来らいのデザインをベースに、欧おう州しゆうの文化を重ねたものだ。白の艶つややかな皿さらやカップに、青の色で模様が描き込んであり、それがたとえば花や蔓つる、季節や空などを示したりもすれば、もはや渾こん然ぜんとして賑にぎやかな形の幾き何か学がくコラージュになっていたりもするのだ。

　それは元が白の陶磁器である事も解わからない程に青く描き込むもので、しかも、

「皿などは、ちゃんと正面から見て綺き麗れいな模様となるよう、その内曲面を考こう慮りよして模様のデザインと描き込みを行うのでしたね」

　つまり、

「あの現場に、そのような模様と、構こう造ぞうがあった、と？」

「憶おぼえてない？　あの、崩ほう落らくしてきた最後の大きな部屋。──天てん井じように何があったかしら？」

　彼女の言葉に、浅あさ間まを始め、幾いく人にんかが表示枠サインフレームを出した。

　あの時の現場を、撮さつ影えいしていたのだろう。

　第一特とく務むが、特に枚数多く、地下遺い跡せきのホールに入った直後のものを揃そろえていた。

　自分が灯とう光こう術じゆつ式しきを上げたのだ。その光が照らすホールに見えるのは、誰だれもまだ、踏み込んでいない状態の石造り。

　崩落や浸しん水すいの薄い状態でのものだ。あるのはただ、広く薄暗い円形のホールで、

「……天井が、ドーム状に歪曲して御ご座ざるな」

　彼が広げる表示枠の中。光量増ぞう幅ふくして映し出される画が像ぞうは、確かに言われる通りの浅いドームとなっている。

　これは、宗むね茂しげが撮さつ影えいしていたものでも同どう様ようだ。

　自分達は、小お田だ原わら征せい伐ばつの後、蟹かに江え城じようの戦いの成果として入った遺い跡せきで、これを見上げた。

　既すでに足あし場ばは水に満ちていたと記き憶おくにあるが、移動に支し障しようがあった程ではない。

　だが、あの時、最大の落らく胆たんが、そこにはあったのだ。

　……あれは──。

　思う間に、動きがあった。副ふく会長が、手元に来ていた第一特とく務むの表示枠サインフレームを指で持ち上げたのだ。そして彼女は首を傾かしげ、

「この遺跡だが、……ここ、結局、天てん井じようには何も無かったよな？」

　言われて見るドーム状の中央。

　そこには、一枚の絵があった。ドームの縁ふち、中央を見上げるように手を繫つないだ人々がおり、その視線の先に、

「他のところでは、削けずり跡だった。だが、北ほう条じようの地下では、二に境きよう紋もんが描かれていた」

　だから、と副会長は言った。

「結局、何が何だか解わからない。何故なぜ、二境紋なのだと、そういう謎なぞが増えただけだ」

「違います」

　誾ぎんは、反射的に答えていた。

「……第四特務が、あの現場で感じ、調査しようと思った違い和わ。そして私が感じた天井の二境紋への違和。それらが、今、繫つながりました」

　誾は、不ふ意いに纏まとまった答えを、ただ口にした。

「今まで削り取られていた絵は、天井にはなかったのです」
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　誾は当時を思い出す。

　一月程前の事だ。

　北条の地下で見上げたものは、ノヴゴロドや真さな田だで見たものと似ていた。

　ドーム状の空間が有り、天井の中央には、人々が円形になって手を繫いでいて、しかし北条以前のものは、その中央が削り取られていた。

　そして北条のものは、最さい古こクラスのものが現げん存そんしていると、そう言われながら、中央には二境紋だけが有り、更さらには、

「私は、こう思ったのです。天井と二境紋の面積比ひ率りつから見て、今までの削り跡の比率よりも、小さい、と」

　その意味は当時解らなかった。だが、

「普通に考えたら、最古クラスの北条のものと、他の地ち域いきで、違うものが描かれていたという、そんな可能性にはならないか？」

「一つ、そうならないという理り屈くつがあるのです」

　それは、

「あれが二に境きよう紋もんだとして、また、別の役割を与えられていたとしたら、どうでしょう」

「は？　別の役割って……」

　副ふく会長の言葉に、誾ぎんは頷うなずいた。従じゆう士しが焚たき火びに薪たきぎをくべる。その香ばしい音に重ねるように、己おのれは言葉を生んだ。

「──絵を見るための、焦しよう点てん位置です」
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　立たち花ばな嫁よめの言葉と、今までの遣やり取とりに、正まさ純ずみは、

「え……？」

　と疑問し、しかし次の瞬しゆん間かんに、思い至った。

「……あの二境紋の真下に立ち、天てん井じようを見上げろと言う事か？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事です」

　立花嫁が頷うなずき、ナルゼに視線を向けた。

　今、手でペンを回す彼女に対し、立花嫁が言葉を投げた。

「ドーム状の天井。かつての時代は磨みがかれていて、床にあったものを映していたのでしょう」

　つまり、ナルゼが先さき程ほど言った〝歪わい曲きよくの騙だまし絵え〟とは、

「歪曲反射。──絵は、天井にあったのではなく、床面にあったのです」
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　誾は、言葉を続けた。

「何故なぜ、北ほう条じようの遺い跡せきのみ、天井に削けずった跡がなく、二境紋だけだったのか」

　それは、

「他地ち域いきのものは、レリーフとして、確固としたものとなっていたからでしょう」

「だったら北条のものは──」

「絵です」

　それも、

「床一面、……と言って良いかは解わかりませんが、あのホールの床に描かれたものが、天井のドーム構こう造ぞうに映り、そして中央位置の二境紋の真下から見上げた時、成立する。

　そういった騙し絵というか、仕掛け絵なのでしょう」

　何故、そのような手て間まを取る形にしたのかは、解らない。だが、

「北条の遺跡は、ノヴゴロドや真さな田だのものよりも古いものと、そういう見立てがあったと思います。黎れい明めいの時代、どういういきさつがあったかは解わかりませんが、図ず像ぞうを明確にしないが、その存在を残すという手法をとられた時代があり、後にそれを彫ちよう刻こくとして確固とする、そんな時代に移行したのでしょう」

　ただ、

「後の時代、また、何かの理由で彫刻は削けずり落とされましたが、その時には、更さらに古い遺い跡せきには床に埃ほこりや土が堆たい積せきし、また、騙だまし絵えの存在自体も知られてなかったので、あのままに放ほう置ちされたのだと考えます」

「では、ナルゼが気付いたのは──」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と誾ぎんは言葉を続けた。

「北ほう条じようの地でも、埃などの堆積はありましたが、地下であった事から保管状態は良く、また、浸しん水すいによって、恐らくその一部が洗い流されたのです。

　第四特とく務むは、それに気付いたのですね？」
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　ナルゼは、観念したように両手を挙げた。

「天てん井じようの二に境きよう紋もんを見た時に、こう思ったのよ。──描き途と中ちゆうじゃない？　って」

　だって、

「フツー、二境紋じゃなくて、別のものを描くわよ。あんなスペース。二境紋も、人々が見上げてるにしては小さいし、コレ、何か途中だったんじゃないの？　って。

　だからとりあえず総そう長ちようを中心に立たせて、周囲を撮さつ影えいしたんだけど」

　ナルゼは、魔術陣マギノフイグーアを横に広げた。

　パノラマというより、三百六十度視し界かいの繫つながりだ。そこに見えるのは、

「……床面、水が波打っちゃって、光とか乱反射でダメダメね」

　でも、

「一部、薄くは見えてるのよ。断片的な床の絵が」

　自分の見立てでは、意い外がいに中央寄り。天井側が歪わい曲きよくで拡大するから当然か。

　だが、今思うと、示し唆さは充分にあったのだ。

「崩ほう落らくしてきた天井。ドームの内面がえらく綺き麗れいだったのよ。光をしっかり反射してね。

　だからこれは確実だと思うわ。きっと当時、ここを訪れた人々は、あの二境紋の下で天井を見上げ、何かを思っていた筈はず」

「それは──」

「解らないわ」

　解る訳わけがない。だが、手段は目的を明確にする。

「──簡単には見つからないような手段による表現。これは、一種の秘ひ匿とく信しん仰こうよ」

　そう。

「大きなイベントで出す本も良いけど、──小さなところで隠かくれて出すのもいいわよね」

「最後で台無しだ……！」

　皆のツッコミはあるが、でも実際そーだし、とも思う。
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　正まさ純ずみは、ナルゼの言葉を聞いて、一ひと息いきをついた。

　丸木の椅い子すに座り、また一息をつく。そして、ジャムを塗って折ったパンを口に入れ、

　……お、甘いな。

　当然の事と、妙みようなまでの味覚の鋭えい敏びんさに、三度目の息を吐いて、

「──正純、どうしましたの？」

「え　あ、ああ」

　上手うまく言えない。だが、今の感覚を言うなら、

「安心した」

　二に境きよう紋もんや、公こう主しゆ隠かくし、何処どこにもない教きよう導どう院いんなど、訳わけの解わからない、しかし事実だけは出てくるような怪かい異いや、逸いつ史しを追って、だが、

　……北ほう条じようで、ホント、何もかも詰まったと、そう思ったんだよな。

　そこまでやってきた事が、無む駄だになったような、そんな気も得たのだ。それは、

「真さな田だの天てん竜りゆう達の事や、オラニエ公こう達の事とか、……無駄にならなくて良かった」

「まだ、どうかは解らないわよ？　だって私の方、絵は出来てないんだから」

　そう言われて見るとそうだ。

　だが、繫つながるかも知れない。希望があるのと無いのでは、全く違うのだ。

　しかし、今の自分の得ている安あん堵どを思うと、

　……そうだなあ。

　随ずい分ぶんと己おのれは、二境紋やら何やらに縛しばられているのだと思う。

　自分が襲しゆう名めいを失敗して、父が武蔵むさしに去り、母との暮らしで、どうしていこうかを悩んでいた時に起きたのが、二境紋だ。

　母は優しかった。思い出そうとすれば、美化していても、美化しなくても、どうとでも記き憶おくを戻す事が出来る。それが自分にとっての三み河かわと、母だ。

　ある意味、自分が失敗しても居られる逃げ場であり、最後の居い場ば所しよだったのだ。

　しかしそれはいきなり失われ、新しい自分を強制された。

　昔に戻りたいと、そう思わなかった事が無い訳ではない。だが、それを思い始めると、父が去る前や、襲名を望む前までなどと、どうしようも出来ないところまで戻りたい欲が出る。

　だから節ふし目めだ。

　三み河かわ以前と、武蔵むさし以後と。それを分けたのは二に境きよう紋もん。その意味で言えば、

「仇あだ討うちなのだろうなあ」

　向こう、立たち花ばな夫ふ妻さいが顔を上げた。

「それは──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、誰だれにだってあるものかもしれないが、ほら、あれだ。──今の自分に、強ごう引いんに切り替えられた契けい機きというものだ。私の場合は、二境紋だが」

　言う。

「その謎なぞを解いて、暴あばいてやる事が、過去の私にとっての仇討ちなのかもしれないな。

　お前に不安を与えて、それまでを奪うばったものを、全て見てやったぞ、と」

　だから、

「もう怖こわくないぞ、と」

「セージュン」

　Ｊｕｄ．、と馬ば鹿かには応じておく。

「解わかってる。──今のは、過去の起き点てんにたった自分としての意見だ」

　何故なぜなら、

「今の、ここに立つ私から見たら、過去の不安な自分には、こう言ってやれるのだ。

　何ビビってんだよ。もっと面めん倒どうな事がどんどん出てくるんだからこっち来い、って」

　同じだ。手を伸ばすから、こっちへ来いと。

「今になって思うと、父がすぐ武蔵に呼んでくれて、それに応こたえて良かったよ。三河で燻くすぶって、こっちに来るのが遅れたら──」

　自然と、笑えみが漏もれた。

「──お前らへの対たい処しよが、秒単たん位いで遅れていく事になったもんなあ」
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・賢姉様：『さあ！　貧ひん乳にゆう政治家のポエムタイムの始まりよ──！』

・ホラ子：『正まさ純ずみ様、あれだけネシンバラ様の事を散々言っておきながら、御自分は三河オールドの自分を回かい想そうしたりでポエトリーとはなかなかですな……！』

・傷有り：『いえ、正純様もそういう時がありますよね？　戦争だけではなく』

・副会長：『何気に最後が一番キツいな!!』
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　ナイトは、正純の言葉に、夜を感じる。

　……こういう雰ふん囲い気きの中じゃないと、話せないよねえ。

　教室内だったら放ほう課か後ごの人ひと気けが無い時。青雷亭ブルーサンダーだと、やっぱり夜だろうか。異質な空間だからこそ、自分の中にある秘ひめ事を表おもてに出して良いような、そんな感を得る。

　ここは彼女にとって来た事が無い場所で、夜だ。横に座るナルゼも、時とき折おりに森の方などに視線を向けているが、やはり地上で、しかも未知の土地となると好こう奇き心しんがあるのだろう。自分も、以前に周囲を軽く散策した程度だが、明日あした辺りは案内をしてみようと思う。だから、

「明日、外で作業する？」

「そうね。折せつ角かくこっち来てるんだし、M.H.R.R.神聖ローマ帝国に近い森となると、いろいろ思うわ。

　──それに、作業の気分転換としても、確かに良さそうね」

　と、広げられる魔術陣マギノフイグーアには、先さき程ほどの模も様ようがある。ナルゼがこのところ、コレを描くのに集中していて、だが三日前くらいに、

「うあああああ！　しくじったわ！」

　と結論したのを、自分は見ているのだ。くそくそ言いながら床に何枚も複写した魔術陣を叩たたきつけて割るのは、実はケッコー惜しかったという事だろうか。なかなか見ないリアクションだったので、ちょっと気になっていた。

　それに、しくじってから三日間。彼女はその模様について作業していない。

　自分の中で、二度としくじらないように設計をやり直しているのだろう。

「──ガっちゃん。さっきの模様のリテイクだけど」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そこら辺、大体見えてるんだけどね、少し踏み切りが欲しいのよね。失敗は認めてるんだけど、よしやろう、っていうテンション。

　だって、これまでもそういうテンションでやっていたから、もう一回、それ以上をやるなら、もっとテンションが欲しいのよね。贅ぜい沢たくだけど」

「今のままだと、時間制限がそのテンションになる感じ？」

　そうねえ、とナルゼが苦く笑しようした。

「……それがあるから、おそらく残り三日くらいになると自動的に始めると思うんだけど、それ以前に動けるなら上じよう機き嫌げんで出来ると思うのよね」

　と、ホライゾンが手を上げた。彼女はソーチョーを指さし、

「この男に何か作らせましょうか」

「──専用？」

「そのつもりで」

　Ｊｕｄ．、とナルゼが頷うなずいた。

「じゃあ、出来たらそれ持ってちょっと散策行きましょうマルゴット。あまり遠くもないのに冒険ごっこしたような気分になる場所で一ひと息いきついて、ネーム開始するの」

「おおう、何か最後でいきなり吹っ飛ばすねガっちゃん。あと、ネームもだけど仕事もね？」

　と成なる実みがこちらに視線を向けた。

「……だけど一体、何で駄だ目めだったの？　これの」

「それを天てん井じように当てても、何も見えてこないわ」

　と、ナルゼが一枚の魔術陣マギノフイグーアを展開する。が、それは一いつ瞬しゆんで形を変えた。

　お、と皆が声を上げて仰あおぐのは空の方向。そこに、丁ちよう度ど皆の頭ず上じようを覆おおうくらいの光の傘かさが出来ていた。内側から見るそれは、

「投とう影えい術式をちょっと加工しただけよ。それでここにさっきのを映すと──」

　ナルゼの手て捌さばきと共に、ドーム状の傘の内側に画が像ぞうが来た。

　中央。そこにあるのは、

「……何です？　あの、固まりみたいなもの」

　掛け網あみのような線の密みつ集しゆうが、歪ゆがんだ曲まが玉たまのような形で、ただ在る。よく見ると、顔にも見えるし、動物の胴どう体たいにも見える。だがこれは、

「ミスったの。──床も、実は軽く盛り上がってたのよ」

　あ、と声をあげたのは、鈴すずだ。彼女は今、光学処しよ理りしかされてない頭上の光こう景けいを満足に知覚出来ていない筈はずだが、

「水……、だよ、ね」

　彼女が言う意味は解わかる。

「流れ込んできた水が、平面を作っちゃうから、床も平たいと錯さつ覚かくしたんだ」

「ご、御ご免めん、精せい査さしたの、そこまで取れてなかっ、た……、ね」

「鈴のせいじゃないわ。精査しようにも、あのあたふたした状況で知覚したらそんなもんだと思うし」

・武蔵野：『鈴様の知覚系けい補助をしていたのはこちらですので、苦情など御ご座ざいましたら御お請うけいたします。──以上！』

・俺　　：『え!?　いいの!?　この前艦かん橋きように全ぜん裸らで入ろうとしたら防ぼう護ご障しよう壁へきで自動遮しや断だんされてそのまま外に叩たたき出された上でフル無視されたんですが、酷ひどくね!?』

・あさま：『もう、トーリ君、ちゃんとしないと駄目ですよ？』

・貧従士：『浅あさ間まさん！　事じ態たいもっと酷いですから！　甘やかしたら駄目ですよ！』

　厳きびしくすると反動でもっと酷くなる気もする。

　だが、現状の結論としては、

「描き直しなんだ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そういう事ね。だから一度、自分でこういう凹おう凸とつモデルを作って、それに絵があったらどう見えるか、というのを確かめながら描いてみるわ。──よく考えたらあの場所、水すい源げん近くの地下だし、ホールにも排はい水すい設計あって当然なのよね。そこら失しつ念ねんしてたわ」

　ただ、と彼女が言った。

「描く際、最初に答え有りきみたいなのをやらずに済むくらい、失敗が手痛かったわ。何が描いてあるのか解らないものね。だから、撮とった画像をベースに、線を推すい測そくして描き直してみるつもり。これは結けつ構こう、楽しい仕事よ」

「おおうガっちゃん、テンション上がってきたね」

　頷うなずかれる顔には、力のある笑えみが見えて有あり難がたい。こっちとしても、

　……〝黒嬢シユヴアルツフローレン〟と〝白嬢ヴアイスフローレン〟の強化を考えないとなあ……。

　とりあえず、前回の飛行時、速度と機き動どう力りよくの向上は何とかなったと思う。十じつ本ぽん槍やり側のように重力制せい御ぎよではないが、その分、取れる戦せん術じゆつだってあるのだ。

　そこら辺、艦かん橋きようでの模も造ぞう作成技術を応用した戦せん闘とうシミュレータを使えれば良かったが、今はきっと、二ふた代よの麾き下か戦せん士し団だんが使用している筈はずだ。

　こちらはこちらで、やれる事をやっておくべきだろう。

　だとすれば、自分とナルゼのなすべきは決まった。後は、宿題が前もって決まっているのは、

「アサマチ、──そっちの方はどうなのかな？　本ほん能のう寺じの変へんの日時について」







[image: 第六十九章『明かり場の見取り役』]
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　浅あさ間まは、皆の視線を受けてから、表示枠サインフレームを開いた。

　ええと、と内ない心しんで前置きをしてから画面に映すのは、今月と来月の暦こよみだ。

「では、今のところ解わかっている分の話をしましょうか」

「それはつまり、まだ結論は見えていないと言う事ですか」

　誾ぎんの問いかけに、こちらは首しゆ肯こうするしかない。そうなの？　という疑問をする者も幾いくらかいるが、彼らへの答えも含めての説明をこれから行う。

　表示枠を軽く叩たたき、ハナミを補助として出す。そしてまず言うのは、

「本ほん能のう寺じの変へんは、大だい規き模ぼな地ち脈みやく干かん渉しようもしくは流りゆう体たい燃ねん料りようの動きが生じる筈はず。それは地脈などに都つ合ごうの良い吉きち日じつに行われるだろうから、リハーサル日を見つければ、逆ぎやく算さん的に当日がいつかは解わかるだろう……、と、そんな見立てでした」

「見つかりませんでしたの？」

「いえ、恐らくリハーサルはここではなかったか、というのが見つかっては居ます」

　表示枠の八月の暦。そこに重なるのは、

「IZUMO側から検けん知ちして貰もらった、P.A.Oda周辺の地脈の動きです」

　青のラインで描かれたグラフが、日付の上をゆっくりと移動していく。それは、初め、小こ刻きざみに上下していたが、

「お」

　八月に入ってすぐ、青のラインが急激に上昇する。

　おお、と続いた皆の驚きも宜むべなるかな。ラインは一いつ瞬しゆんで赤に変わり、更さらに上昇。そして、画面上じよう端たん近い位置で水平に変わり、そこからは断続的な、しかし幅のある上下へと変動。

　だが、ラインの高さは、上昇を始めたのと同様、すぐに下り始めた。

　一気に下へ、元の高さへ。

　そこからは、時たまに高くなる事があるが、青のラインは日数をどんどん跨またいでいく。時とき折おりに誾ぎんや成なる実み、喜き美みが、

「あら」

　と声を作るが、彼女達の反応には自分も同意だ。

　……後で説明が要いりますね。

　そう思っている間に、ラインが八月二十五日に届いた。

　現状までの抽ちゆう出しゆつデータはこれだけ。終わり。そんな風ふうにしてみると、

「えーと、見えますか？　ここ、八月三日に、結けつ構こう大きなピークが来ましたね。

　ですが、以後、ほとんど目立った反応無しです。これがちょっと困りものでして……」

「どういう事だ浅間。──そのピークの吉日は？」

「八月三日は友とも引びきですね」

　言うと、ハナミが表示枠サインフレームを出した。そこに書いてあるのは、

「友引とは、勝敗などのつかない中ちゆう庸ようの日。吉きち日じつとしてはちょっと不安定で、昼は凶きよう兆ちよう、夜が吉きつ兆ちようの日となります」

「じゃあ、友引が本ほん能のう寺じの変へんを行う吉日だ、と？」

　正まさ純ずみの言葉に、こちらとしてはちょっと考える。

　……えーと。

　説明は出来るが、本能寺の変における政治的、戦せん時じ的見立てとどう合うものかが、流石さすがにこちらには解わからない。だが、

「浅あさ間ま、とりあえずオメエの思う通りに言ってみ？　違う場所あったら、それぞれテキトーに修正すんだろうから」

「う、うん……」

　うわ私、諭さとされてる……！　と、何か妙みように新しん鮮せんな驚きを得ながら、口を開いた。

「友引は、元々は〝共引き〟でしたが、こういう字じ面づらが示す通り、験げん担かつぎとしては、〝友を引っ張る〟です。だから、結婚式など目め出で度たい事は奨しよう励れいされますが、葬そう礼れいなど、不ふ吉きつな事については奨励されないんですね」

「本能寺の変は、目出度い事ではないね」

　ネシンバラの言う通りだ。だが、これについては、ウルキアガの、

「否いな、不吉な事だから、敢えてそういう日に行うのではないか？」

「でも二人とも、そうだとすれば、吉日には、大たい安あんや仏ぶつ滅めつという、もっといい日があるんです。……まあ、本能寺の変が、P.A.Odaにとって、良い日でも悪い日でもあるような、そんな切り替えの日であるのは確かですが──」

　友引というのが、一つ、中ちゆう途と半はん端ぱな気もして、引っかかる。

「友引では、不吉を背負うのが、信のぶ長ながだけではなく、参加した親しい人達も全て、という事になってしまいます」

　それに、と表示枠に視線を向けた直後。喜き美みが口を開いた。

「フフ、──どうして、後の友引に、何の反応もないのかしら？」

「ですよねえ」

　浅間は、表示枠の日数を手で軽く叩たたいて行く。

「吉日は、大体六日から五日のターンで推すい移いしていきます。だから三日が友引の八月だと、九日、十五日、二十日、二十六日、次は九月一日……、となっていくんですね」

　だけど、

「……それらの日、というか、三日からこっち、明確な出力変動がありません」

「浅間様としては、どう思うで御ご座ざるか？」

　二ふた代よの問いかけは珍めずらしい。だが、突とつ入にゆうがあるとすれば、その日程はやはり気になるのだろう。だからこちらは、

　……ええ、トーリ君の言う通りですね。

　思った事を、隠かくさず言う。

「──三つあります」

　一つは、

「まず、吉きち日じつは無関係、もしくは、当日関かん与よのファクター程度ではないかというのが一案」

　続いて言うのは、

「もう一つは、──P.A.Oda内部では、八月三日のリハーサルでほぼ完成と問題点が見えてしまい、後にリハーサルをする必要がないと見切ったという場合」

　そして最後の一案。これは、

「……これは、一案と二案を踏んだ上での案となりますが、P.A.Odaは友とも引びきを利用して、別の吉日に予定を振った可能性もあります」

「それは──」

「友引は、朝晩に吉きつ兆ちようで、昼に凶きよう兆ちようの日。リハーサルで一日を使えば、吉兆と凶兆、どちらで儀ぎ式しきをするのが効果的か、解わかった筈はずだからです」

　この場合、どうなるか。

「仏ぶつ滅めつか、大たい安あんか」

　表示枠サインフレームを叩たたく。

「直近の友引は明日あした。二十六日。直近の仏滅は二十八日。大安は翌の二十九日です。

　このどちらにも出力調ちよう整せいが起きない可能性がありますが、夏休み終了前後となると、気を付けて見ておいた方が良いでしょう」

「一応、明あけ智ち・光みつ秀ひでとの会談は、九月二日なんだよな……」

　だとすれば、とこちらは、

「……現状、ここが〝推おし〟でしょうか。──九月三日が仏滅。四日が大安です」

「二日は？」

「先せん負ぷですね。──仕事や戦争、公おおやけの業務を避け、安静にする日です。これは午前が凶兆で午後からが吉兆なので、正直、大きな事をするには向いてない日です」

　成なる程ほど、と正まさ純ずみが頷うなずいた。

「だとしたら、浅間、とりあえず今後も計けい測そくの確かく認にんをしてくれ。それで──」

「ええ、吉日関係無しにP.A.Odaが動くのだとしても、流石さすがにその直前には、地ち脈みやく関係の乱れが出ます」

　これは、三み河かわでもそうだった事だ。

　三河のデータは、IZUMO側でも確保しており、もしも同様の事じ態たいが呼び起こされるならば、警けい告こくが出る事になっている。

　……勿もち論ろん、始まってからだと、あまり時間はありませんけど。

　そんな事は、三み河かわ争そう乱らんに直面した皆なら、解わかっている事だろう。そうではないメアリや、成なる実み達においても、メアリは地ち脈みやくの動きを感覚的に悟さとれるし、成実は副ふく長ちようとして常に動ける準備がある筈はずだ。だったら、

「──もし何か危険を感じたら、即そく座ざに連れん絡らくしますので、その時は宜よろしく御お願ねがいいたします」

「Ｊｕｄジヤツジ．……！」

　二ふた代よが頭を下げ、一ひと息いきを入れた。そして彼女は立ち上がる。

「──何はともあれ、この潜せん伏ぷくが終了するまでに、それぞれ勝負の準備が出来ていれば幸い。

　拙せつ者しやも、少々苦にが手て潰つぶしの練習をしたいところで御ご座ざる。しかしまあ、今は──」

　おう、と応じた彼が、焚たき火びの薪たきぎを軽く組み替え、火を上げた。

「ちと、料理とか温め直したり、次のを出すか。──初日から食ってねえとか、ろくな事にならねえかんな。今夜は派は手でに行くぞ！」

　ホライゾンが、酒と肉を摑つかんでこっちとミトを見ているのは、誘ってるんでしょうか。
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「──だとすると、琵び琶わ湖こ安あ土づちでも、今は本ほん能のう寺じの変へんに合わせての訓くん練れんしてる訳わけ？」

　客きやく人じんとの食事は屋外。真さな田だの決まりという訳ではないが、海うん野のは人が気楽に立ち寄れる空気が好きだ。だから日が沈んだ後の夕食は、教きよう導どう院いん下の集落か、校舎の前で行っている。

　今日きようは機き竜りゆうの訓練が早く済んで校舎裏の森に駐ちゆう機き出来たため、集落側に出ての夕食だ。自分が巫女みこという事もあり、集落の北側、小さな御お堂どうの前が立食スペースとなっている。

　北面は校舎との境きよう界かいになる森と斜面。そのまま森は、集落を包むように東西へと緩やかに回り込んでいる。南側から来る人じん家かや通りの明かりは小さく、北にあるここ、御堂側で篝かがり火びを焚いて見れば、

　……何か、夏も終わりになってきたねえ。

　篝火に、熱さとは別の、暖だんを感じるようになっている。標ひよう高こうが高い土地というせいもあろう。暦こよみでは夏のピークは過ぎた。夕ゆう刻こくを過ぎれば肌はだ寒さむさを得る時期なのだ。

　テーブルの上、豚ぶた汁じるならぬ山やま鳥どり汁の器うつわを置いて、海野は問う。

「何だかまあ、状況的にスケジュール見えてくるけど、羽は柴しば勢ぜいも大変だねえ」

「いえ、私達は、本能寺の変には関わらないので」

　という清きよ正まさが、並べられた握り飯めしを手に取る。そして、

「ええと、これ」

「あ、そこの味み噌そつけて、七しち輪りんに乗せる」

　手本として、味噌のヘラを手にとって、両面に塗る。握り飯は硬めで握られているので、側面を押さえても問題ない。あとは、

「焼き網あみがちと汚れるけど、それも味だね。香ばしい匂においがしたらひっくり返して、同じ感じになったら上がり。熱いからそっちの笹ささ葉ばにとって食うといい」

「いろいろありますね……」

「今年の収しゆう穫かく量りようが見えたから、古こ米まいを出してるのさ。ベストは来月末かなあ。新しん米まいと、松まつ茸たけのフルコースが出る筈はずさ」

　七しち輪りんから匂いが立った。自分の分をひっくり返すと、清きよ正まさが己おのれのものを乗せてくる。

「側面は焼かなくていいんですか」

「アンタ完かん璧ぺき主義だろう……」

　言うと、確かにそうですね、と苦く笑しようされた。

　そして清正が、辺りを見回す。

　周囲にいるのは、いつもの顔ぶれだ。合がつ宿しゆくメンバーと指し導どうメンバーと、その補ほ佐さや世せ話わをする者達と言ったところ。時とき折おりに集落の皆が通りがかって挨あい拶さつをするが、目立って輪が崩くずれるような事はない。

　だからだろうか、清正が篝かがり火びに陰いん影えいを揺らしながら、静かに言った。

「本ほん能のう寺じの変へんでは、私達は動けません。P.A.OdaやM.H.R.R.神聖ローマ帝国の他の皆も、大半は関かん与よが出来ないのが、本能寺の変の歴史再さい現げんです」

「でも柴しば田た勢ぜいは南下してきて、身み構がまえてるよね、アレ」

「柴田様は自由系けいなので……」

　P.A.Oda時代に挨拶した記き憶おくがあるが、確かにそんな感じだった。それに、

　……柴田は、羽は柴しばと敵てき対たいするんだっけか。

　だとすれば、歴史再現準じゆん拠きよの羽柴が、その方針によって動けない時、代わりに動ける力を見せつけるのが柴田勢だ。だが、今いま更さらながらに、自分は一つの勘かん違ちがいに気付き、

「……あー」

　とりあえず謝っておく。

「すまんね。アンタらさ。──先に、明あけ智ちで、次が柴田勢だ」

　言った先、清正が眉まゆを上げた。そして、

「海うん野の様、煙が」

「あ、いけね」

　ちと焦こげたか。取り上げると、側面を摑つかんでいても流石さすがに熱い。ただ、上面は良い感じに焼けた。湿しめり気が滑ぬめりと艶つやとして残りつつ、焦げ目もある。匂いも香ばしく、

「贅ぜい沢たくだねえ」

　次を仕込むか今のを食うべきか、少々悩むが、向こうでは浅あさ野のを相手に望もち月づきが、

『──つまり、味み噌そを基本としてのトッピングは自由ですので、例えばこちら、マヨ多めの鶏とりツナマヨを贅ぜい沢たくに塗った上で焼き、ネギなどを最後に掛けて頂いただくのも美び味みですね』

「鶏とりーツナっーて何？　実はー魚ってこーこだとー希き少しようー品……？」

　まあ川かわ魚ざかなは今まで結けつ構こう出して来たからなあ、と海うん野のは集落側の気き遣づかいを思う。

　ただ、マヨ焼き系けいは匂においが卑ひ怯きようだ。

「こっちも次はソースに鰹かつお節ぶしで逆ぎやく襲しゆうしてやろうか」

「どんどん山っぽさから逸いつ脱だつして関かん西さい系になっていきますね」

　言われて、海野は苦く笑しようした。こっちの人間になってはいるし、疑いも持たないが、味覚などは昔を憶おぼえているものだ、と。だから、

「すまんね」

「いえ、構いません。──明あけ智ち様や柴しば田た様達との戦せん闘とうは、私達には大きな試験ですから」

「試験？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と清きよ正まさが応じて、自分の握り飯めしを手に取った。

　熱がるか、と思えば、冷静に取って逆の手の笹ささの葉に載のせ、そこでようやく、

「熱、つ……」

「立てて載せて葉で包む感じな？」

　Ｔｅｓ．、と頷うなずき、彼女は冷ます意味ももってかテーブルにそれを載せる、次の握り飯を手に取る辺り、

「意い外がいとチャレンジブルだね」

「いろいろ試してみたいですからね」

　言って、彼女は山さん菜さい味み噌そに取りかかる。そして、

「──明智様も柴田様達も、世せ代だいとして、戦せん国ごく時代の本格派で、大先せん輩ぱいです。私達はどちらかというと〝スポーツ〟？　そういうと不ふ遜そんがあるかもしれませんけど、大体のルールが見えた世代の後こう輩はいと、そんな感じにはなっていると思うんですよね」

「明智を倒して、更さらには柴田越えが必要、という事かい」

「Ｔｅｓ．、……と言える程、簡単な事ではありませんね」

「うちでの訓くん練れんがどれ程役に立つかねえ」

「いえ、後輩二人とも、充実してますよ。私の方も、ためになる事が多くて有あり難がたいです」

「来た時に泣いてた虫は治ったのかい」

「──どうでしょうね」

　清正が、握り飯を焼き網あみに載せて言う。

「何となく、そのままでいいのではと、甘えも含めて思っています」

「決まっていない現状に対しての維い持じは、ろくな事にならんよ」

「諦あきらめるのが怖こわいのかもしれませんね」

　言われ、海野は思った。自分達の出場。蟹かに江え城じようの戦いとは、そういうものだったかもな、と。

　不確かな、悪い方へと進む可能性もある小しよう国こくの未来。それに対し、現状から目をそらすのではなく、率そつ先せんして当たっていったのが自分達の選択だった。

　結果として、真さな田だはしっかりとした存続が約束され、しかし自分達は〝降りる〟道についていると、そう思う。

　諦あきらめた訳わけではない。だが、諦めていない現状も、また、怖こわいのかもしれない。

　……どうだろうかね。

　ただ、自分が今している事は、現状維い持じだとは思った。自分が、行くか、降りるか、その不確かな状態で、どちらにするか決めぬままに、合がつ宿しゆくに付き合って時間を過ごしている。

「あのさあ」

　問うてみる。

「本当に目を向けるべきものから、目をそらすと言うより、別のものに集中して時間経過をさせるのって、有りなんだろうかね。どうなんだろうかね」
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　問うた先、海うん野のはある事に気付いた。

　清きよ正まさが、動きを止めていたのだ。彼女の視線は、握り飯めしを載のせた直後の手元、添えるように置いた手指に落ちていて、

「おい」

「え？　あ、はい、Ｔｅｓテスタメント．、──すみません、ちょっと、考え事をしてしまって」

　でも、と彼女が言った。

「すみません」

　二度目の謝しや罪ざいは、しかし、一度目と違う口く調ちようをしていた。

　そして清正が、眉まゆ尻じりを下げた笑えみで、こう言った。

「……私も今、それを考えているのです」

「そうなのかい」

　否いな、と海野は思った。そうなのか、ではない。もっと素直になるなら、

「だからなのかい」

　これだ。

　……そうだねえ。

　同じような事を抱え込んでいるかどうかは、正確には解わからない。悩みの内容は人それぞれで、パーソナルな事や公おおやけの事など、いろいろだろう。だが、その対たい処しよ法が同じというなら、

　……話せる空気があるのは、そのせいかねえ。

　お互い、自分の〝逃げ〟に意味を与えようとしている。それが合がつ致ちして今があるなら、

「……私、後ろ向きでしょうか」

「アンタよりも自分を弁べん護ごして言っておくけど、──古い事から目を逸そらして今やるべき事に目を向けてんだから、実際は前向きだと思うよ」

　だって、

「アンタとあたしがそれだから、後こう輩はい連れん中ちゆうとうちの連中、充実してるんだろうし」

「……不ふ思し議ぎですね」

「何がだい」

「私達のしている事が正しいかどうかは、私達の中で決めたいのに、私達の外では、私達のしている事が正しいと、そうなってしまうのです」

　だとすれば、

「私達にとって大だい事じなのは、何なんでしょうね。目を向けるべきものか、今、目の前にあるものか」

　ただ、と彼女が言った。俯うつむき気ぎ味みに、

「……ただ、時間を経過させていくと、目を向けるべきものが、去って無くなってしまう気がして。そうなったら、自分の外にしか、何もかも無くなってしまう訳わけで……」

「あ──……」

　どう言ったものか。ただ、素直は美徳だ。だから、

「御ご免めん、ちょっと一気に進まれてついてけない」

「そ、そうですか。すみません……」

　いやいや、と手を振って思うのは、

　……ここまでの付き合いで何となく解わかってきたけど、コイツ、結けつ構こう飛ひ躍やくするなー……。

　頭がいいのか、それともこっちが悪いせいか、向こうは一気に正解というか、自分の中でのひとまずの結論に辿たどり着くのが早い。でも、そうだとすれば、

　……苦労するだろうねえ。

　今思えば、筧かけいがそうだった。あの馬ば鹿かも、馬鹿のくせに先を読むのが上手うまかった。だからこっちは引っかき回して得点稼かせぎくらいに考えていたのが、真さな田だの未来を背負う事になって、そして、

「ああ」

　繫つながってる。

「あたし、さ」

　不ふ意いに思った〝繫がり〟を捉とらえ、たぐり寄せるために、口を開く。

「アンタ達に負けるまでは、結構、目の前のものと、自分の中にあるものが、一いつ緒しよだった気がするんだよ」

「それは──」

「話させて」

　Ｔｅｓテスタメント．、と清きよ正まさが即そく答とうして、安心する。さっきの遣やり取とりじゃないけど、向こうは〝解わかっている〟のだ。本当の意味では解っていなくても、現状の抱え方が同じなのだ。

　有あり難がたい。敵であった存在が、今、こうして同じとは。神様もやってくれる。黄泉よみとか役に立たなかったけど、感かん謝しや御おん礼れい。今度酒でも持っていこう。だけど今は、

「アンタ達に負けてさ。それでまあ、何見み据すえていこうか解らなくなって、ここ来て、それでしっかりやっていけるかと思ったら真さな田だの未来がどうなるか、って話に、武蔵むさし勢ぜいでさ。

　IZUMOまで行ったのは楽しかったね。だけど真田の未来を自分達が担になうんだ、って思っても、やっぱりここは小しよう国こくで立場弱くてね」

　何が敵で味み方かたか、解りはしない。

「結局まあ、あたしは自分が望んでたような答えを、あたしの中で出してないよ。

　スタートはいつも格かつ好こ良くて、上手うまく行ってたけどね。ただ、相手がいると違う。相手だってそうなんだから。そして国も、社会とか？　面めん倒どうなものだって関わってきてさ」

　だけど、

「何もかも、上手く行った例ためしがないのに、あたしの後ろには真田がちゃんと出来てるし、アンタの後こう輩はいやうちの連れん中ちゆうも上手く回ってる」

　何だろうねえ、とただただ愚ぐ痴ちのような、しかしサッパリとしたものを口から紡つむぐしかない。

「今まででいなくなった奴やつらの御お陰かげと、そういう事も出来るだろうさ。だけどホント、不ふ思し議ぎだよ。あたしが上手く行かなくても、あたし以外は上手く行ってくれてる。

　目の前のものと、自分の中にあるものが一いつ致ちして無くても、目の前のものはよく行っていてさ。だとしたら──」

「だとしたら？」

「──あたしが目を向けるものを変えるだけで、あたしは幸せだったのかねえ」

　何か、過去形と現在形が混じったような変な物言いだ。

　だが、清正がこう言った。

「望んだ幸せと、手に入る幸せと、どっちが欲しいかで、迷ってしまうんですよね」

「同意だね」

　苦く笑しようが漏もれる。

「我わが儘ままだねえ」

「どうすればいいと思いますか」

　そうだなあ、と考え、思う事がある。筧かけいや三み好よし、伊い佐さに、先代の佐さ助すけと才さい蔵ぞうも、段だん蔵ぞうの爺じいさんも、皆、先に行ってしまったが、

「やり切れるだけの事、やったと、そういう事なんだろうね」

「────」

　清正の無反応に、視線を向ける。

　すると彼女は、あ、と気付いたように七しち輪りんの握り飯めしをひっくり返し、

「私は──」

「ああ、言わなくていいよ。聞いても疲れそうだ」

「す、すみません……」

　謝る事はない。こっちは聞かせたのだ。だからだろうか、

「どうなんだろうね」

　何となく、別の答えもある気がする。それは〝逃げ〟なのかもしれないが、

「アンタと、こうして話が出来て、私は幸運なんだろう」

　やり切れるだけの事を、やり切っていない。その前に、決けつ着ちやくしてしまった。だけど、

　……程度は違えど、同じ人間だねえ。

　悩んでる内容は違えど、同じように悩むのだ。ならば、

「アンタ達も、私達と同じ境きよう遇ぐうになったら、同じように悩むんだろう」

　ゆえに、と海うん野のは思った。

　……恨うらみは、晴れていいだろう。

　いつか負かして、同じ思いをさせてやると、そう考えた事がある。否いな、つい最近まで、そういう予定で生きていた部分もあったのだ。

　だが、と今になって思う事がある。

　こいつらだって、そうなる可能性がある人間なのだ、と。

　それが解わかったならば、充分だとも思う。わざわざ、手を下すまでもない、と言うのは、上から目め線せんだろうか。それとも自分が疲れた事への言い訳わけだろうか。今、確かに言えるのは、

「もうアンタ達、敵としては見れないね」

　もういい。何か、そう思って、そう決まった。そんな気がする。

　他の十じゆう勇ゆう士し達が何か言うかもしれないが、自分はもういい。だから、

「多分、私は〝降りる〟んだろう。今まで私が〝こうだといい〟と思っていた幸せは、とりあえず昔の私のものとして置いておいて、次のそれを、何処どこかに掲かかげるんだろう」

「目の前にあるものは、違うんですか？」

　問われ、口の横で笑った。

「ハ。幾いくら何でも、そこまで譲じよう歩ほはしないさ。──なあ」

　と振り返るのは背後の森。そこから、不ふ意いに木々を鳴らして地ち竜りゆう達が身を起こした。

　三人。彼らは夜空に敬けい礼れいして、

『──我ら、海野さんの紆う余よ曲きよく折せつした人生と人格と、回りくどい結論に敬けい意いを表します！』

『──ほら、もう、何？　海野さん、何だか中学生夢ゆめ日記みたいな事ウダウダと』

『──そうよねえ。とっくに結論していていいような事を今いま更さら！　まあ！　まあまあ！』

　扇せん子す剣けんを投げつけると、三人がダッシュで向こうへと逃げていく。

　だが、不ふ意いに、

『おい』

　集落の向こうから、巨きよ体たいが来た。

「虎とら秀ひでの旦だん那なか。盗ぬすみ聞きかい？」

『地ち竜りゆうの耳は結けつ構こういいんだよ馬ば鹿か。──ほら』

　と伸ばした手から降ろされたのは、藁わらで包んだ酒さか樽だるだ。三つ。

『お前、盆ぼんの祭りをちゃんとやってねえだろうが』

「ああ、その前の地ち域いきの祭りはやったからいいじゃないさ」

『いいから、休み明けな。ちゃんと舞え。──ソレ用だ』

　勝かつ手てに決めつけ、勝手に背を向けて竜が去って行く。集落の人々が見送ったり、子供達が追い掛けながら、虎秀の巨体が下の森へと消えていく。

　それを見て、清きよ正まさがこう言った。

「回りくどい人達ですね」

「解わかってるんだよ」

　そうさ、と自分は思った。ここは小しよう国こく。自分はこうしたいという未来があっても、そうはいかない場所だ。

　だが、回り流れても、望んでいれば、誰だれかが別の幸いを上手うまくやってくれて、消えはしない。そういう土地だ。

「だからさ」

　だからここにいようと、そう決めた。そういう事にしておこう。後付けだけど、それでいいんじゃないかと、そう思った。明日あしたになったら違う気分になっているかもしれないけれど、もう、ここで一いち段だん落らく入れるならば、

「同じだね」

　何もかも、敵も味み方かたも、後付けの幸いで、いずれ同じになるだろう。ならば、

「──どうだろうね。アンタの仲間達も、回りくどいのかい」
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　海うん野のに言われ、清正は自分を思った。

　仲間という言葉は、常に自分の中にある。距きよ離りが取れていない気もするが、

　……福ふく島しま様。

　今、彼女はどうしているだろうと、素直に思った。

　既すでに、気分としては心配の気け配はいを持ってしまっている辺り、酷ひどい我わが儘ままをぶつけたと思いつつも、また別の我が儘が上うわ書がきに入っているのだろう。

　自分に対して都つ合ごうのいい我が儘。だけど、

「回りくどいと言うより、行ったり戻ったり、というところでしょうか」

　福ふく島しまも自分も、己おのれに対し、微び妙みように自信が無い。勝っては負けて、という流れを得てしまっているせいもあるが、目もく標ひようが高いのも確かだ。

「手を掛けて、登ったと思ったら、滑り落ちる感覚ですね」

「でも、一気に下まで落ちるものじゃないだろう？」

「足あし場ばがどうなってるか、怖こわくて見られないのですよ。だから、滑り落ちた時、前より落ちてるか、前より上なのか、解わからないのです」

「……回りくどいと言うより、難なん儀ぎだねえ……」

　海うん野のに心しん底そこ大変そうに言われて、改めて「あっ、そうなんですね……」と、面めん倒どうな自分達を自覚する。だが、己の場合は、どちらかというと他人ひと任まかせな部分もある。

　前に行く人が、登っては落ちて来るのを、何度も見ているのだ。そして、

「まあ、私より下には落ちないよう、支えたり、持ち上げたりする訳わけですけど……」

「この時期だと、大変だ」

　海野が、柴しば田た勢ぜいとの決けつ戦せんである賤しずヶ岳たけの戦いを示し唆さしているのは解る。だがこちらとしては、内ない心しんで土ど下げ座ざする勢いで、

　……すみません……。色恋沙ざ汰たでして……。

　それもかなり一方的な自覚があるから困る。だが、

「どうしてるんでしょうか」

　福島は、柴田班はんに合ごう流りゆうしたのだ。近い内、激戦を得る相手。その中に行った彼女は、

　……すみません。

　何故なぜか、謝ろうという、そんな気分が働いた。

　我わが儘ままです、と思った。あれだけの事を言って、押しつけて、何故謝ろうと思うのか。

　今いま更さらに何を、と思いもするし、届く筈はずも無い言葉だ。だが、

「私の方も、随ずい分ぶん、変わったのでしょうね」

　如何いかに辛つらいかを知って欲しいと思っていたものが、今は、それを取り消したくなっていて。

　……全く。

　だったら、あんな事を言わなければいいのに。

　赦ゆるして欲しいと、今はそんな事を思う。そして、

「あ」

　清きよ正まさは、気付いた。あの時、何故、福島が噓うそを吐いたのか。それは、

　……我が儘です。
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　清正は思った。福島の、あの時の噓を、だ。

　……あれは──。

　こちらを騙だましていて、だけど、見み逃のがしてくれるなら、現状は崩くずれないと考えた。

　それはどういう事か。

　騙したのは確かだ。だが、こっちの事を、大だい事じに思っていなければ、本当の事を言っただろう。

　つまり、騙す事で、彼女はこちらとの関係を護まもろうとしたのだ。

　都つ合ごうのいい考えをしているとは思う。騙されやすい思し考こう。またそれで引っかかって、痛い目に遭あうのだと、そんな言葉で諫いさめもする。

　だけど福ふく島しまの我わが儘ままは、解わかった。

　あの福島が、噓うそを吐いても、自分との関係を護ろうとしたのだ。

「全く」

　正直な人が、慣れない事をするから失敗する。

　あの時、自分はどうすれば良かったのか。噓だというのは解ったのだ。だから、

　……福島様。

　自分は、いつも通りの、慣れた事を、出来れば良かったのだ。

　ただ、話を聞けばよかった。どういう事なのか、聞けば良かった。そうすれば、福島も、こちらを大事だと、言ってくれたように思う。

　福島としても、この程度の噓は赦して貰もらえるだろうと、そんな信頼があったのかもしれない。実際、ちょっとした行き違いなどは、お互いに赦すというか、気にしないようにやっていかねば現場は上手うまく回らないのだから。

　自分も不慣れな事をした。

　いつも、底の部分では受け止めているのに、完全に諦あきらめて、突き放そうとして。

「──すみません」

　口にすると、一気に来た。視し界かいが歪ゆがみ、顔に手を当てると、

『泣かしたあ──!!』

　森から聞こえた声に、海うん野のが突っ走っていく音が聞こえる。

　彼らの騒そう動どうに泣きながらの笑えみを得つつ、清きよ正まさは思った。福島は今、きっと、泣いているのではないかと。

　どうすれば、それを、止める事が出来るのだろうか。
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　何も食べずに動き続けたのは失敗で御ご座ざりますな、と福島は岩場の上に倒れ込んだ。

　夜の下。滝たき壺つぼの横だ。

　水中で行った訓くん練れんの、後だった。

　動いた。全力でやった。これ以上はないというくらい動き、ぶつけ、

「は」

　水から上がるのがぎりぎりというくらいまで、己おのれを絞しぼった。

　身体からだは水に染しみ、インナースーツと肌はだの間にある水気が全て外へと透とう過かしていく。

　汗あせも何もかも、身体の中から出切ったように感じるのは、やはり八時間程、ずっと水中での訓くん練れんをしていたからだろう。

　脱だつ水すい症状がないのは、喉のどが渇かわいたら水を飲めば良いと、そんな乱らん暴ぼうな考えで身体を動かしていたからだろう。ゆえに息は切れているものの、枯こ渇かつはなく、しかし、

　……空すきっ腹ぱらに水、というヤツで御ご座ざりますなあ。

　昔を思い出す。幼よう少しよう時代の訓練時。訓練中に水を飲む事は許されていたが、身体を動かすごとに段々と力が抜けていくようになって、

「よく、笑われたもので御座ります」

　水には栄養素が無いのだから当然だ。だが、幼い頃ころは、甘い飲み物と味も無い水なら、後者の方が身体を澄すませるようで、もっと動きがよくなると、そんな事も思っていたのだ。

　今は違う。だが、

「はは」

　今も同じ事をしていると、笑いが出て、自分はふと気付いた。

　久しぶりに笑ったで御座りますな、と。そして、

「大だい丈じよう夫ぶで御座りますな」

　身体は動いた。

　息は荒れていて、鼓こ動どうは速く、もう、何も考えられないような虚きよ脱だつ感。

　これならば、今日きようはよく眠れるのではないだろうか。

「大丈夫」

　拙せつ者しやは大丈夫で御座ります。

　自分に言い聞かせるように、心の中で言葉を作る。

　疲ひ労ろうで、何も無くなった己おのれの頭に、自分はこうだと、大丈夫だと、言い募つのって真実とする。そうしなければ──、

「──あ」

　福ふく島しまは不ふ意いに気付いた。

　色々思ったところで、誰だれもそれを聞く者も、知る者もいないのだ、と。

　つまり自分は今、一人なのだ。
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　……これは──。

　一人だという自覚はある。そのための山やま籠ごもりだ。

　だが、物理的に一人というのではない。

　今気付いたのは、

「拙せつ者しや……」

　呟つぶやく声を、誰だれも聞かない。聞こえない。

　ここは夜の底。己おのれに言い聞かせなければ、自分を思えぬ程に、一人の現場。

　仲間もおらず、ただ、何もかも不確かで、

　……誰も、いないで御ご座ざりますな。

　だとしたら、と思った瞬しゆん間かんだった。

「あ」

　息が震えた。

「────」

　夜空を見上げる視し界かいが、不ふ意いにぼやけた。

　歪ゆがみ、顔や頰ほおよりも遙かに熱のあるものが、いきなり目め尻じりから溢あふれた。

　涙だった。







[image: 第七十章『底付きの諦念少女』]
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　訳わけが解わからないで御ご座ざります、と福ふく島しまは思った。

　何故なぜ、突とつ然ぜんに、ここで涙が出てくるのか。

　何を原因としているのか、解らない。

　今、己おのれは、訓くん練れんが上手うまく行き、昔のいい思い出を思い出し、充実しているのに。

　合がつ宿しゆくが始まって、ここに来て以来、つきまとっていた不安に対し、為なすべき事や、余よ裕ゆうも出て、安あん堵どしたというのに。

　何故、このタイミングで、いきなり、涙が出る。

　解らない。

　解らないものは無しにしたいので、手で顔を拭ぬぐおうとして、

「あ……」

　全身が、動かない。

　岩いわ棚だなに貼はり付いてしまったのか。スーツから溢あふれ、染しみ出る水がそのまま糊こ塗とのよう働き、身体からだが固定された気がする。

　水一いつ滴てき。身を這はう滴しずくの筋すじですら、鉄の枷かせの如ごとき重さで、身体を重力任まかせに押しつける。

　髪かみ一本までもが、最も早はや下に落ちたままの気がして、

　……これは──。

　大だいの字じ。その状態で夜空を見上げると、漸ようやくに滝たきの音が耳に入ってきた。

　夜の中、涼しいとも、騒そう々ぞうしいとも言える響ひびきの水音だ。

　だが、力任せに、先さき程ほどあの中で暴あばれていたのだと思うと、親しみも持ててくる。

　今日きようはここで寝てしまおう。寝床としては硬いが、体温調ちよう整せいの加か護ごは効いている。身体が冷えるという事はないだろう。

　しかし、いろいろと諦あきらめてみれば、ただただ心の中に、一つ、解った事がある。

「──拙せつ者しや、疲れたので御座りますな」

　くたくただ。

　もう、身を動かしたくない。

　心も、このまま、放ほう棄きしてしまいたい。

　何故か。

　その問いかけに、ふと、答えを思った。いろいろと、考え過ぎなので御座ります、と。

　清きよ正まさの事。

　敵の事や、味み方かたの事。

　己の事や、今の事。そして過去の事や、未来の事。

　そういった全てを思う己を、俯ふ瞰かんしてまた思いを走らせ、

「────」

　もういい。

　ここは一人だ。

　誰だれも見ていないし、聞いてもいない。

　卑ひ怯きようでも弱気でも何でも無い。ただ、疲れたというそれだけだ。そう、

「く……、あ」

　全く。

　誰でも思うような事を自覚するために、どれだけの御お膳ぜん立だてが必要なのか。自分のプライドのようなものが、どれ程に現状にとって邪じや魔まなのか。

　世界でただ一人だけになった時くらい、自分を赦ゆるせなくてどうする。

　否いな。赦す必要は無い。

　今、疲ひ労ろうで身体からだが動かせなくなった自分を、受け入れる事が出来れば良い。

　もし、疲れたと、そういう思いを抱きたくなければ、動けば良い。指に力を入れて、肘ひじを着き、起き上がり、身体を前に倒すように立ち上がれば良い。

　そうしろ。

　岩いわ肌はだに指を立て、摑つかむようにして、下へと力を入れ、肘を立てる。

　上じよう半身を起こすのは、真まっ正しよう面めんだと難しい。身を捻ひねって、両手を同じ方に突きながら起きた方が楽だ。

　だからそうした。

「──ん」

　やった。出来た。起きた。

　そうだ。自分は、疲れてなどいない。今のは単に、己おのれの弱気が作った幻げん聴ちようだ。ただ何もかも無責任に投げ出したくなって、面めん倒どうになって、仲間達の事も考えずに一人だけ楽になろうとしただけの弱気だ。

　自分は大だい丈じよう夫ぶだ。だから、

「……あ」

　夜空を真っ正面に見て、自分は気付いた。

　身体は、全く、指一つとして動いていなかった事を、だ。

「────」

　全身は、大だいの字じのままだった。
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　動いたと、そう思った事こそが、自分の弱気の現れだ。

　現実は、微動だにしていない。ただ自分が、仲間達の事や、幾いくつものプレッシャーに負けて追い立てられ、身体からだが動いたと錯さつ覚かくしていただけの事。

　動かぬのだ。

　何故なぜかは解わかっている。身体を酷こく使しし、何も食っていないからだ。だが、少なくとも、前者については、自分でそう望んだ結果だ。

　何も考えずに済むように、己おのれを動かそうと、そう思った。

　今が答えだ。もはや身体は意い思しとは別に動かない。

　ただ、涙が零こぼれた。

「ひあ」

　気付けば、先さき程ほどから、嘔え吐ずくような息だけは漏もれていた。

　何だ一体。

　もう、どうしようもない。

　……もう、嫌いやで御ご座ざります。

　戦い続け、己に疑問を持つ事も。仲間達を思い、自分達の目的のために動き、しかしそこから得るプレッシャーについても。

　そして清きよ正まさに対して、酷ひどい事をしてしまった自分の事も何もかも。

　全てが逃のがれようのない事実だ。だから受け止め、納なつ得とくせねばならない。

　だけど、辛つらい。

　しょうが無いじゃないか、と、そう思いながらも、辛さは溜たまっていく。

　我わが儘ままだ。己が望んだ道を行きながら、そこに不平を言うのだから。

　しかしここでは誰だれも見ていない。聞いていない。そして身体ももう、動かない。自分自身がプライドを護まもるための何もかもが、ここにはもう無くて、

「────」

　ああ、辛い。嫌だ。こんな苦しい事。もうやめよう。

　そうとも。

　もしも今、ここで優しい言葉を掛けられたとしても、それがまたこの辛い道へと戻すものであるならば、それは優しい振りをしただけの残ざん酷こくだ。

　優しいが故ゆえに、それをしたくないと泣く自分が、惨みじめになる。

　……キヨ殿どの。

　今いま更さらながらに、理解した。

　彼女が泣いていたのは、これだ。自分が、彼女に対して、優しくしようとして、噓うそを押しつけたのだ。この噓を認めないと、優しくしてあげないと、そんな卑ひ怯きような事をしたのだ。

　嫌だ。

「──すまぬで御座ります」

　声は、言葉になっていなかった。

　だが、ここには誰だれもいないし、聞いてもいない。

　大だい事じなのは、自分が謝ったという事。そうする事で、自分のした軽けい挙きよを理解し、

「すまぬで御ご座ざります」

　キヨ殿どのを解放したい。

　自分の、浅はかな優しさごっこの檻おりから解放して、自由にしたい。

　謝れば、それが出来るだろうか。

　そうすれば、自分の辛つらさは、少しはなかった事に出来るだろうか。

　結局、自分か。

　だけど、何もかもは自分だ。自分を捨てたところで、今度はまた、彼女にとっての負ふ担たんとなる。己おのれを捨ててまで尽くすこちらを、貴女あなたは認めないといけないのだと、そのようにまた押しつけているだけになるからだ。

　だったら、己の我わが儘ままで、彼女とまっすぐ向き合って、否定も何も、彼女の自由にして貰もらった方がいい。

　ただ、今は、

「すまぬで御座ります」

　大だいの字じ。無防備だ。今、何か攻こう撃げきをされたら、確実に死ぬ。

　夜の底で、ことごとくが滝たき音おとに消され、空の星と、心しか無い。自分は岩場の一部になったようで、ただただ、謝る言葉が素直に出る。

　……キヨ殿。

　思った。

　……申もうし訳わけない事をした。

　一方的な思いを押しつけてはいけないと考えつつ、それをしてしまった。しかも、自分の保身を優先とするように、相手を誘ゆう導どうしようとして、だ。

　酷ひどい事だ。

　済まない。

　傷をつけた。

　もし、次に会ったら、会えたら、会える機き会かいがあるなら、

「拙せつ者しや──」

　言葉を作り、息を吸うと、全身が更さらに重くなった気がした。

　視し界かいが揺らぎ、暗く、沈んでいく。息が短くなり、いかんと焦あせりが来るが、

「────」

　何を言ったのか、憶おぼえていない。

　気を失うのか、眠るのか、それすらも解わからないままに。

　水に沈むように、意い識しきが闇やみに沈んだ。
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　小こ六ろくは、ゲームをしていた。

　夜。既すでに夕食の時間どころか、一般消しよう灯とうの時間も過ぎている。

　深夜一時。その時間に行うゲームは、結けつ構こう本気だ。

　借りている福ふく島しまの部屋の中、壁一面に表示枠レルネンフイグーアを広げているのは、酔すい狂きようでは無く視し界かいと情報量の確保のためだ。顔前には画が像ぞうを３Ｄで捉とらえるための光学加か工こう用表示枠を置き、

「く……」

　画面内では、武ぶ神しんが動いていた。

　三み河かわステージ。地ち脈みやく炉ろの崩ほう壊かいが進む新しん名な古ご屋や城じようを背景に、遺い跡せきの街で戦せん闘とうを行う。

　高層の建物が並ぶ中、小六は動く。

　いつものように床に座っていない。

　福島のベッドを椅い子す代わりにしていた。

　左右の手の平と背、足先に、操そう作さ用の表示枠がある。手の平は武神の両腕うで対応で、主に攻こう撃げき用。背は傾ける事で移動を行い、足先が特とく殊しゆ動作用だ。

　身体からだを前に傾ける。両足を後ろに引けばダッシュだ。

　一いつ瞬しゆん。自分の機き体たいが己おのれの視界を追い越した。黒の巨きよ体たいは〝玄げん武ぶ〟に似ている。名前は〝ＧＥＮＢＵ〟で、その横にＹＭ表記があるのはユーザー設定機体と言う事だ。しかし、

　……脚きやく部ぶ駆く動どう系けいの音が軽い。

　その辺りまで設定させて貰もらえないだろうか。というか駆動系を数すう値ちだけじゃなくて機き構こうから作らせて貰えると有あり難がたいんだが、

　……玄武は重いからな。

　リアル玄武の方では、何とか動きを軽くしたいと調ちよう整せいを重ねているが、持ち前の変形装そう甲こうと重力制せい御ぎよ機構があるがゆえ、かなり無む理りだ。だから駆動系は一部二重搭とう載さいにして、ある一定以上の踏み込みを行えばいきなりドカンと〝速くなる〟ようにはしてある。

　ただ、〝速さ〟と〝軽さ〟は別のものだ。

　それが長所と出ればよし、短所と出れば自じ滅めつだろう。

　今もそうだ。

「くそ」

　部屋の持ち主が聞いたら「蜂はち須す賀か殿どのもそういう言葉を使うので御ご座ざりますか」などと言われそうだが、充分使う。ただ、自分一人でなければ使わないが。

　走る。敵の位置は捕ほ捉そく出来ている。一度捉えたのだ。玄武の流りゆう体たい検けん知ちは確実で、捕捉したならば外さない。だからそちらに向け、加か速そくし、

　……いた。

　黒の細身。背負い太刀だち一本の近きん接せつ仕し様よう武ぶ神しんが通りを横切るのが見えた。

　対する敵が、こちらに気付いて通りの途と中ちゆうで振り向いた。

　だが相手は、そのまま通りを左に渡った。遺い跡せきの一つの陰に入る。

　敵が遮しや蔽へいとした高層建築物の高さは七十メートル程。陰に入ってこちらの出方を見ようというのだろうか。ならば、

「受けろ」

　左腕に展開した〝過か多た突づけ〟の重力圧あつを、小こ六ろくは走りながら左の遺跡へ叩たたき込んだ。

　背景オブジェクトの高層建築。その足あし場ば近くに、トスするように打ち込んだ一いち撃げきは、

　……通った。

　エフェクトの前ぜん兆ちようとして、建築物全体が震しん動どうした。内部フレームの形状に従って衝しよう撃げきが伝でん播ぱし、硝子ガラスが波は紋もんのように割れ砕くだけて散った。そして音を立て、外壁や内壁が破は裂れつし、それらに引っ張られてフレームが歪ゆがみ、外へと折れた。

　建物全体が、破は砕さい音を波のように重ねて崩ほう壊かいする。だが、

「そこだ」

　打だ撃げきと破は壊かいの中でも、玄げん武ぶの流りゆう体たい検けん知ちは確実だ。

　検知の表示枠レルネンフイグーアの中、敵が動きを止め、道の中央側に移動していた。

　気を引いた。

　……さて。

　小六は思し案あんして、走る全身を崩壊中の建物へと向けた。

　玄武ならば、この程度の崩壊に巻き込まれたとて、潰つぶれない。

　大出力と戦せん艦かん級の防護障壁があれば、積み重なっていく瓦が礫れきを踏み、崩ほう落らくを突き抜けて向こう側へと到とう達たつ。通りにいる敵に対し、横手頭ず上じようからの突とつ撃げきが出来るだろう。しかし、

「ならばどうするか」

　小六としては思案の瞬しゆん間かんだ。

　崩壊中の建物内に突っ込むか、それとも通りに合わせて曲がって行くか。

　相手にとっても二に択たくとなるならば、こちらにとっても二択となるのだ。

　どちらだ。

「通りを行くか？」

　その場合、考えねばならない事がある。それは、敵が建物の崩壊を見て、自分が狙ねらわれていると気付いた事だ。

　こちらが建物を突き抜けてくる事も、恐らく想そう定ていされている。だが、だからと言って通りを曲がって行くのが見えたならば、

　……距きよ離り的に、対応をされるな。

　通りを行けば、こちらの動きを見られての対たい処しよをされる。

　ならば瓦が礫れきを吹き飛ばしての突とつ撃げきが良い。それならば、こっちの初動など見ようがないのだ。

　玄げん武ぶの装そう甲こうは充分。

　今ならば、建物一つで相手の逃とう走そうを止め、接近出来る。

　安いものだ。だから、

「行こう」

　と、足先を傾けて二度踏む。崩ほう壊かいし、瓦礫を道路へと堆たい積せきし始めた建物へと姿勢を変え、強ごう引いんなカーブから黒の巨きよ体たいを叩たたき込ませようとする。

　だがその直後。

　……ん？

　建物の向こうにいる相手の流りゆう体たい出力が、一度強くなった。建築物の破は砕さいを見て、強化か何か、術じゆつ式しきを使ったのか。そしてその結果として、

　……来る。

　流体検けん知ち上で敵が動いた。

　直進だ。

　崩壊する建物の中を、相手が突っ走ってきたのだ。
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　小こ六ろくの視し界かいに、敵は見えない。

　ただでさえ、爆ばく砕さいする建物の瓦礫と硝子ガラスがある。しかもそれらが地ち脈みやく炉ろ崩壊の空に照らされ、不ふ規き則そくな反射をしているのだ。

　光学情報の不備は視覚素そ子しに物理フィルタとしての検知御み簾すを掛ければ済む事だが、破は裂れつする瓦礫と硝子の向こうは流石さすがに透とう視し出来ない。

　……遺い跡せきだからな。

　これが現在の建築ならば、先行して内部のインフォメーション鳥とり居いや教会堂に接続。十じつ本ぽん槍やり権けん限げんでそれらの視覚素子を借りて、周辺情報を取しゆ得とく出来る。

　だが今回は違う。巴パ里リ攻めの時にも似た、自分以外に頼る事の出来ない屋おく外がい戦だ。

　そして敵が来た。

　流体検知上、崩壊する建築物の中を、敵を示す光点が高速で突っ走ってくる。

「装甲も無いような武ぶ神しんでやる事か！」

　そのくらいは〝やる〟相手だと解わかっているが、素すで行われると少々引く。

　大体。遺跡の高層建築物とはいえ、内部は人間用の仕し様ようだ。一階ごとのフロア内高は二メートル半程しかない。

　重じゆう武ぶ神しんの身長が十メートル前後とすると、明らかに無む茶ちやな話だ。

　それを突き抜けてくるための方法は二つ。

　一つは努力。

　二つ目は、

　……そう見せかけたトリック。

　後者が厄やつ介かいだ。この場合、こちらが流りゆう体たい検けん知ちしている事を、向こうが解わかっている事が前ぜん提ていとなる。

　つまり、流体反応が強いものを、囮おとりや陽よう動どうに使うのだ。

　流体検知を逆さか手てに取る方法。

　そしてこの場合、向こうがこちらを検知出来ているかどうかは、関係ない。

　歩数と歩幅と勢い。移動方向が解っていれば、こちらの位置は算出出来る。

　そういう奴やつを、今、相手にしている。

　後は、どう来るか、だ。

　ホンモノか、トリックか。

　トリックとしては、何が来ている事になるのか。

　……術じゆつ式しきだ。

　流体検知は、相手の流体出力を捉とらえるものだ。その対たい象しようは主に駆く動どう関係や燃ねん料りよう系けいだが、術式もそれに当てはまる。

　強化術式は、一点掛けを行う場合もあって、対象体積が小さくても、流体の出力としては高度になる事がある。

　今回がそれだとしたら、では、何を強化したのか。

「刃やいばだ」

　背負いの太刀たちを強化して、こちらを防ぼう護ご障しよう壁へきごと叩たたき切る。恐らく出力系を全てそこに注つぎ込んでいて、だからこその流体検知での反応だ。

　完全な攻こう撃げき専用ステ振り。自分が攻撃を食らうとは考えてもいない。

　そのくらいは、やる相手だ。

　だとすれば、どうするか。

　破は砕さいの建物の中を飛んでくるのが刃だと決まった訳わけでは無い。

　だがそういった可能性がある場合。

「Ｔｅｓテスタメント．」

　小こ六ろくは玄げん武ぶを動かした。

　……後ろ！

　前から来るのが刃であっても敵本体であっても、破砕の建物から距きよ離りを取れば、見極める事が出来る。

　そしてもし、刃やいばだけが飛んできて、本体が通りを戻って突っ込んできても、この距きよ離りならば見切って対たい処しよが可能だ。後は足を踏み込み、後ろへと傾け、左右で二度踏み合計四度。その動作によって、玄げん武ぶは高速のバックダッシュを行った。

　距離を取る。ここから先、気にすべきがあるならば、

「上だ……！」

〝軽い〟動きの出来る相手ならば、やってくる事。それは、

　……破は砕さいの建築物を駆かけ上がってのダイブアタック。

　玄武には出来ない事。

　それを警けい戒かいし、小こ六ろくは下がりながら視覚素そ子しで頭ず上じようを確かく認にんした。

　直後。玄武が動どう態たいを確認した。

　頽くずおれる建物の屋おく上じようから、新たな流りゆう体たい検けん知ちが飛び出したのを、だ。
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　反応は動作と直結していた。

　玄武が、正面から飛ひ来らいする刃を避ける動きを作り、体たい捌さばきで身体からだを傾けた。そして玄武は、そのまま傾いて沈んだ身体を、横に一歩スライドさせながら起こし直し、

『──〝過か多た突づけ〟」

　頭上へ。ダイブしてくる敵へと、重力の打だ撃げきを叩たたき込んだ。
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　小六は、三段対応をこなしていた。

　頭上の影には左の〝過多突け〟を放って迎げい撃げき。

　正面からの刃は回かい避ひ運動を敢かん行こう。

　通りの先には、視線を向けて、

　……対応……！

　思った直後。正面で瓦が礫れきの崩ほう落らくがこちらへと弾はじけ散った。

「……大おお太だ刀ち!?」

　刃だ。流体光と術じゆつ式しき表示枠レルネンフイグーアのエフェクトをまとった大太刀が、避けたこちらの胸狙ねらいでまっすぐに飛んでくる。

　挙きよ動どうを予測されていた。

　どんなレベルの話だ、と思うが、こちらは回避運動を既すでに取っているのだ。

　小六は急いで両爪つま先さきを上げた。足裏、玄武の場合は重力制せい御ぎよでその底面と地面の間に空間を作る。後は重力制御の方向を傾け、

　……重力スライド……！

　足あし下もとが確かな市し街がい地ちのみで可能な技だ。

　そして確かに玄げん武ぶの全身は、右へと半身分をズレた。

　後はまず、左腕うでを振り上げ、

「上への〝過か多た突づけ〟……！」

　呟つぶやいたと同時。小こ六ろくは直上で〝過多突け〟の力を破は裂れつさせた。

　空間を歪ゆがませる一いち撃げきが、光の波は紋もんを得ながら空の方向へと打だ撃げき力を放つ。

　砕くだいた先は屋おく上じようからの反応。瓦が礫れきの破は片へんの群と、そこから伝でん播ぱした力は頭ず上じよう十二メートルの位置にて確かに目もく標ひようを打撃した。

　それは鞘さやだった。

　大おお太だ刀ちを収める長い影に、今、流りゆう体たい光こうが散っていた。恐らくは防ぼう御ぎよ系けいのもの。

　敵本体ではなかった。

　囮おとりだ。

　敵は前にも上にもいない。後はそうなると、

　……通りの向こう……！

　思い、視線を右に向けた瞬しゆん間かんだった。

　影が一つ、通りの奥から飛んできた。

　敵の姿すがたをしていた。

　小六は一度止めた重力スライドを入れ直し、玄武を右に向け、

「……そっちか！」

　通りの向こう。崩ほう落らくの陰からこちらへと飛んできた影がいる。

　人の姿をしていた。だがそれは、

　……装そう甲こう服ふく!?

　武ぶ神しんが纏まとう装甲服だった。

　脱ぎ捨てられた一枚が、高層の頽くずおれて生まれるビル風に煽あおられ、吹っ飛んできただけ。更さらには、宙ちゆうに舞う黒の装甲服には流体光が添えられているという念の入り方で、

「違った……!?」

　ならば敵は、と思った瞬間だった。

　正面。飛ひ来らいしてきた刃やいばの向こうに、影が来た。

　敵の、黒い細身の武神だ。
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　細身の武神は、全身に何の表示枠レルネンフイグーアも纏まとっていなかった。

　強化術じゆつ式しきも無ければ、被ひ害がいを負ってもいない。

　崩落のビルを突き抜けてきたのは、体たい術じゆつと、

『玄げん武ぶの防ぼう護ご障しよう壁へきを穿うがつために強化した刃やいばなら、崩落の力とて断ち切りますよ』

　女の声で告げた武ぶ神しんが、先行して飛んだ刃に追いついた。

　柄つかを両手で握り、崩落から強ごう引いんな加か速そくで抜けると、

『なかなかの判はん断だんでしたね、小こ六ろくちゃん』

　笑えみの声。舐なめているのではない。純じゆん粋すいな褒ほめ言葉が、そのまま玄武を貫つらぬいた。

　玄武の腕は、左が上を向き、右がフリーだった。

　空あいた右腕で、玄武は細身の武神を迎げい撃げきしようとする。

　遅かった。

　先さき程ほどの台詞せりふの時には、もう、刃が貫つらぬいているのだ。

　結果は出ていた。

　だから褒めた。

　細身の武神は、玄武を抜けた。避けるのでも、回り込むのでもなく。ただ、

『────』

　足あし捌さばきは緩やかに見え、しかし高速の流れを保ち、玄武の脇わきの間を潜くぐって抜ける。その動きは、滑るような感覚さえ与えるもので、

『おっと』

　玄武の背から突き出ていた刃。その先せん端たんを、すれ違いざまに相手が指で摘つまんだ。

　距きよ離りを取るようにターンしながら、引く。

　すると、つるりと刃が引っ張られ、硬い金きん属ぞく音を立てた。大おお太だ刀ちの鍔つばが、玄武の胸に当たったのだ。

　それで終わりだ。

　刃の先端にあった表示枠レルネンフイグーアが消えた瞬しゆん間かん。

『講こう議ぎ終了』

　言葉と同時に、玄武の全身が外に広がるように震えた。

　刃の中に仕込まれた攻こう撃げき術じゆつ式しきが、玄武の装そう甲こうの中で炸さく裂れつしたのだ。

　同時に遺い跡せきの高層がその破は砕さいを終えた。瓦が礫れきの爆ばく砕さいも何もかも、大半は土ど砂しやのように地面へとぶちまけられ、後は余よ韻いんが残るだけ。そして、


《終了》



　ゲームの終了を告げるコンソールが膝ひざを着いた玄武と細身の武神の間に出た。


《──勝者：石いし川かわ・数かず正まさ：十連勝：ランクアップ　微び少しよう将しよう軍ぐん[image: ]少将軍：中ちゆう途と将軍まではあと二百回の勝利か上位の相手にマジ十連勝が必要です》



　玄武の敗はい北ぼく。

　つまり戦せん闘とう訓くん練れんが終わったのだ。
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《本日の特選お詫わび！　：八月二十六日のお詫び相手はあなたです！　一日中引きこもるだろうあなたに人生のお詫びとしてゲーム内漬つけ物石（素材）六千を差し上げます！》



　御ご免めん、私、漬け物クラフト持ってない、と思いつつ、小こ六ろくは床に胡座あぐらで転がった。

「くっそー……」

　納なつ得とくいかないにも程がある。

　今、向こうからの一方通行状態の通つう神しんで、映えい像ぞうつきのものが来ている。

　消しよう灯とう時間を過ぎているのに明るい場所。

　やたらと広く、人が多く、照しよう明めいや壁の装そう飾しよくが派は手でな空間だ。低い位置に光が幾いくつも見えるが、これは表示枠の群だろう。

　ゲームセンターだ。

　琵び琶わ湖こ安あ土づちの地上側。元々は航こう空くう艦かんや機き鳳ほう、武ぶ神しんや対人戦闘のシミュレータが並ぶ訓くん練れん場じようがあったのだと聞いた。

　だが、それらが型落ちしたり、何らかの理由で使われなくなったのを、もう一度集めて補ほ習しゆう訓練などに用いていたら、放ほう課か後ごに遊びで使う者が多くなり、

「いつの間にか遊ゆう技ぎ場じようか」

　表示枠内に見える人々の群。その中央に、入ってくる影が一つあった。

　数正だった。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国半はん袖そでシャツにベスト姿すがたという教員。彼女はこちらに、大おお太だ刀ちを背負った背を向け、右腕を振り上げる。

　と、その場にいた皆が歓かん声せいをあげた。

　勝者を讃たたえる声だろう。敗者のこっちとしては気分が悪い事この上ない。

　そして数かず正まさがこちらに振り向いた。

　笑えみ顔。笑うと目がなくなるとは正まさにこの事。

　……コイツ、勝ち負けになると本気で容よう赦しやない……。

　大人おとなげない、とも思うが、勝てないのだからしょうがない。

　数正が表示枠を摑つかんで、己おのれに向けた。一方通行の通神だから映像と音は届いていても、こちらからの声と絵は届かない。

　それだと流石さすがに文もん句くが言えないか、と、小六は音声だけ相互通神許可とした。

『何だ』

『小六ちゃん？　先生の勝ちですね』

『まだ一回しか勝負してない』

『十回ですよ？　コンティニュー有りで受けましたから、それら全部含めて一回、というのも有りですがね』

　確かにその通りだ。

　しかし、まさか十タテ食らうとは思ってもいなかった。

『一体どこで』

『ここですが、それが何か？』

　数かず正まさが、目を細めて、二度程頷うなずいた。良いですか、と彼女は言い、

『小こ六ろくちゃんが安あ土づちの整備や、玄げん武ぶの訓くん練れんに汗あせを流している頃ころ、先生はそれを放ほう置ちでずっとここでゲーム三ざん昧まいだったのです』

『全く褒ほめられないな』

『それに負けたのは誰だれですか』

　言われると弱い。数正は、小さな笑いをつけて、

『とりあえず先生、武ぶ神しん乗りの資格など取るのは面めん倒どうですし、時間もないのですが、小六ちゃんの訓練はしてみたかったのです。そうしたらここの通つう神しん側に小六ちゃんの登とう録ろくがあるではないですか。先生、ボーリング場で景けい品ひん取るくらいしかここに興きよう味みはありませんでしたが、やはり生徒との交こう流りゆうのためには尽じん力りよくをしないと』

『どのくらい？』

『とりあえずやり方聞いて始めたら五回程カモられましたので、続く十回で操そう作さ覚えて、以後、目立った動きをしているのから順番に潰つぶしてその人のコツを憶おぼえていっただけです。

　おかげで昨日きのうになってから機き体たいのカスタマイズが出来ると知りましたよ』

　フツー、カスタマイズしてから動きの癖くせなどを憶え、対応していくものだろうに。

　さっきの戦せん闘とうでも機体への強化を入れていなかったのは、元がシンプル状態の機体で戦い続けたからか。

　ゲーム中とはいえ、機体の当たり判はん定ていはパーツ準じゆん拠きよで、挙きよ動どうの反応はダイレクトだ。

　こちらの懐ふところに跳び込まれた時、精せい密みつ動作による〝抜き〟を行われたが、

　……あれは、福ふく島しまの〝見切り〟と同等のものだな。

　それをゲーム中で再さい現げん出来るとなると、もう勝てる見込みはあるまい。

　武神の動きは、人間より制限がある。ゲームならば尚なお更さらだ。しかし相手はその状況で、達たつ人じんクラスの動きをするのだから、

『訓練にならん』

『でも、約束しましたよね？』

　思わずこちらが半はん目めになる事を、数正が言った。

『今後、夏休み終了まで、小六ちゃんが夕食後から夜の十二時まで不ふ良りようになる事を許可します。つまり、夕食後から、ここで先生達とゲーム三昧です』

　数正が、笑えみで告げた台詞せりふに、背後の皆が喝かつ采さいをあげた。

　さっきからのコイツらのテンションは、コレか。と今いま更さらながらに小こ六ろくは面めん倒どうを感じ、

「四日間の我が慢まんか……」

　床にゆっくりと伸び、自由な孤こ独どくのゲーム時間が暫しばらく削そがれる悲しさを表現した。
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　数かず正まさは、広い空間の中で一ひと息いきを吐いた。

　小六との通つう神しんを終え、皆に振り向くと、男おとこ衆しゆう全員が腰の高さまで頭を下げる直角礼れいをして、

「Shaja！　有あり難がとう御ご座ざいましたあ──！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　有り難う御座いましたあ──！」

　言った連れん中ちゆうが身体からだを起こすなり、叩たたきつけるようなハイタッチを交換。

「これで蜂はち須す賀かさんがここに来るぜ！」

「ああ！　夜のゲーセンに幼よう女じよ！　これだよな！」

「是ぜ非ひとも帰りには〝未み確かく認にん飛行物体捕ほ獲かく野や郎ろう〟で人形を持って帰って貰もらわねば！」

　よく解わからないが、小六が人気あるようで何よりだ。教員としては更さらに手て間まが掛からなくてよくなった気がする。が、

「先生！　先生は何でここに！」

「大体はさっき言った通りですが、幾いくつかの訓くん練れん設備は私が武蔵むさしから去る時に根こそぎ引っこ抜いてきたシミュレータの設計から出来てましてね」

「先生！　先生！　思い切り法に抵てい触しよくしてますよ!!」

「型オチしたらどうせこうやって遊びの道具となるものです。武蔵でもそうでしたからね。ある意味、お互いの戦力や技術の進化や変化にいい。──向こうは迷めい惑わくでしょうが」

　解ってるんだ……、としみじみ言われるのはいつもの事だ。

　だから言う。

「解ってますよ」

　だって、

「私は武蔵が好きですからね。あそこの生まれで、今の武蔵が出来てから一年後に産うぶ声ごえあげた世せ代だい──ハイそこ年ねん齢れい逆ぎやく算さんしなくていいですよ。ハイスコア欄らんから表ひよう示じ圏けん外がいに落として欲しいですか？　でもまあ──」

　息を吐く。

「好きだから、潰つぶしたくなるとか、そういうのもあるじゃあないですか。武蔵を潰していいのは私だけなんですよ、とか。そういうのって」

　言っていて、口の端はしに笑えみが来る。

　皆が、ふと声を止め、こっちに視線を向けるのが解る。

　ゆえに、それら全てを受け止めるように、足を動かす。行くのは上かみ座ざにある大きめの壇だん上じよう。最も大きな表示枠インシヤ・コトブを得ているのは、最も人気があるゲーム。

「設備としては型落ちですが、現場としては最新。──誰だれの事やら」

　さて、と口から言葉を出して振り向けば、一段下から皆が見ている。

「──武蔵むさしが潰つぶれない限り、私は武蔵に戻れません。否いな、その時にはもう、満足して、戻ろうなどという気は起きなくなっているかもしれません。ただ……」

　ただ、

「武蔵を潰して良いのは私だけ。だけど私は教員で、直接に手を掛ける事が出来ません。だったらする事は一つです。──私は教員なのですから」

　さあ、と手を伸ばし、筐きよう体たい前の座席を一つ叩たたく。

「鍛きたえてあげましょう、諸しよ君くん。何しろ私の直下の生徒達は手が掛からない。

　放ほう置ちでShaja、Ｔｅｓテスタメント．でも結けつ構こう。そして私もちょっと自己鍛たん錬れんに刺し激げきが欲しかったところです。

　初めの五回は負けましょう。次の十回で操そう作さを覚えます。

　そこから先はただただただただブチのめしていくだけなので、始まりからの十五回、まだ勝負になる内に来る人はいますか」

　問うと、皆が静まった。

　だが、ややあってから、

「行きます」

　一人、男子生徒が手を上げた。P.A.Oda側の少年だ。

　おお、という声が皆から上がる中、緊きん張ちようといった言葉を顔に張ったような雰ふん囲い気きで少年がこちらへとやってくる。

　可愛かわいらしい。酷ひどい目に遭あわせるのが可愛い。

「先生、持ちキャラ使っていいですか」

「Ｔｅｓ．、先生相手に手を抜かないように」

　Shaja、と向こうが応じた。そして彼が席に着く。表示枠を両手と視線の先に展開。足裏、腿もも上うえにも出して、

「じゃあ、最初の一回、行きます」

　おお、と皆が声をあげた。その中から、笑いを含んだ応おう援えんが飛んでくる。

「やっちまえ！　今が機き会かいだぜ！」

「先生、そいつは全一とった事もあるランカーですぜ！」

「開かい幕まく瞬しゆん殺さつだけは避けて下さいよ!!」

　ええ、と笑みをつけ、こちらは皆に頷うなずくだけだ。そして自分のシートに座る前、相手の少年のシートに肘ひじを着き、口を開く。

「いいですか」

　言う。

「先生、ここにあるゲームのどれも、原げん盤ばんのテストを武蔵むさしやこっちでやっていた事があるんですよ。──初めの五回の内の一回、負けますので、宜よろしく御お願ねがいします」







[image: 第七十一章『畔の踊り手達』]
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「はーい、じゃあ四日目。実質三日目のミトツダイラ用訓くん練れんスタート！」

　どことなく笑えみを含んだ声と共に、音が響ひびいた。

　鈴すずと、軽い膜まくを手指で打つ音。タンバリンの拍ひよう子しに、銀の音が連続して鳴った。

　鎖くさりだ。

　まるで分ぶ厚あつい布を打つような、しかし波打つ動きを持った硬音が重なる。

　場所は森の中。通る小川がある。泉いずみからちょっと下った場所。その畔ほとりに、小さな広場があるのだ。そんな草の広場にて、幾いくつかの影が音を作って動いている。

　人ひと影かげの一つは、ミトツダイラで、

「と、……あ、と」

　と自分でも拍子を取りながら振るのは銀ぎん鎖さだ。

　ジャージ姿すがた。両手の銀鎖は、地面に打ち込んだオベリスクと給きゆう鎖さ装そう置ちから引き出されたもの。やっている事は何かと言えば、

「ハイ、タン、タタ、ターン、タン！」

　同じく半脱ぎジャージの喜き美みの声に合わせ、狼おおかみが銀鎖を振るう。しかしその動きは何かを摑つかむではなく、地面を波打たせ、時とき折おりにそれを引いたり、震わせて、

「──っ」

　鎖が走った。波打ちの中、不ふ意いに強く、飛ぶような勢いが走り、しかし、

「あ」

　近くで弓ゆみを張り直していた浅あさ間まが声をあげ、王賜剣エクスカリバーを砂に埋めていたメアリが首を傾かしげた。

　瞬しゆん間かん。銀鎖が、ミトツダイラの手元から空中で撓たわみ、先せん端たんに向けて走っていた加か速そくの波が足あし場ばを失ったようになり、

「くあ」

　ミトツダイラの喉のどから漏もれた声と共に、金きん属ぞくの音がほどけた。

　波打っていた銀の響きが、頽くずおれるようにばらばらになり、先端で失速したのだ。そうなると、もはや聞こえるのは鎖が弛たるんで落ちるだけのだらしない音で、

「上手うまく行きませんでしたわねー」

　銀鎖が、自ら這はって戻り、狼おおかみの前で一度溜たまろうとする。だが持ち主は手首を引き、給鎖装置に戻るよう指し示じ。後はまた、引き出しのセッティング位置まで鎖が戻るが、

「……ミトツダイラ様、今のは？」

　メアリの問いに、ミトツダイラは肩をすくめて応じた。

「銀鎖に、私の瞬しゆん発ぱつ加か速そくをさせようと、そういう訓練なんですの」

「じゃあ、途と中ちゆうまで上手く行っていた、という事ですね？」

　いえ、と狼おおかみが吐と息いきした。

「最初のも、アレ、実は単に腕任まかせで、銀ぎん鎖さが連動してませんのよ。──ちょっと上手うまく行ってませんの、実際」
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　ミトツダイラは、銀鎖を収めた腕を組みながら、吐息した。

　……どうやったら、瞬しゆん発ぱつ加か速そくを銀鎖に入れられますかしら……。

　期末テスト以後、当面の課題となっているのがコレだ。

　銀鎖を振り回す事になるため、武蔵むさし上でやるには場所を選ぶ。校庭や第二校庭がベストだが、夏休み中は各部活が大会などのために、練習の場としてよく使用する。

　その割り込みをするだけの度ど胸きようは、流石さすがにない。

　だからここで、だ。

「ミトとして、銀鎖への瞬発加速が出来る気け配はいはあるんですか？」

　浅あさ間まの問いかけに、どう答えて良いものか。倒木を掲かかげるようにして運ぶ事などは容易に出来るし、その途と中ちゆうで枝を落とす事なども可能だ。だが、

「先生は、瞬発加速が銀鎖に入らないのが、私の不備だと指し摘てきしましたの」

「フフ、不備ではあるけど、解決出来るとは言ってないのよね」

　そこがちょっと不安だ。

　期末テストの時、最後の詰めのところで、銀鎖が役に立たなかった。

　加速をつけた攻こう撃げきを見舞ったのだが、オリオトライに弾はじかれた。銀鎖の動きと速度が単調で、楽に干かん渉しようされたのだ。

　確かに、瞬発加速は銀鎖に入らない。

　この加速技は、自分の骨こつ格かくと膂りよ力りよくによる部分が大きいのだと、そう思っている。だから、骨も何もない鎖では、再さい現げんが出来ないだろう、と。

　だが、実際はどうなのか。

「──銀鎖は、どう動いているんです？」

「流りゆう体たいの流れですわ。流体系けい金きん属ぞくで出来ているので、鎖くさりに見えて、実は薄い流体の結けつ界かいを纏まとっていますの。動く場合は、その結界が動く事で動いてますのね」

「王賜剣エクスカリバーが自分で飛んでいく時のプロセスに似てますね」

「ええ、推すい進しんや駆く動どう系が外にある。外がい燃ねん駆動系ですわね」

「ああ、矢に追つい尾びや加速術じゆつ式しきを入れてるような……」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが頷うなずき、浅間が納なつ得とくした。

　だが、銀鎖の動くプロセスがそうだとすれば、

「瞬発加速、どう考えても入らないんじゃあ……」

「だから、手指の動きで、速度を与えられないかと思ってますの。たとえば──」

　と、銀ぎん鎖さを引き出さず、右の手を頭ず上じようから前に振る。

　皆の見る視線の先、放った手を加か速そくさせ、肩で制せい御ぎよし、

「はい」

　言うなり、空中で乾いた破は裂れつ音が響ひびいた。メアリが眉まゆを上げ、

「今のは──」

「手の振りが音速超えましたね」

「刀とう剣けんなどでは結けつ構こう容易に聞こえますわよね、コレ」

　と、左右の手をテンポつけて振り、連続で鳴らす。すると周囲、小さな風が起き、光が幾いくつか散り始めた。流りゆう体たい光こうだ。メアリがそれを見て目を細め、

「森林の精せい霊れい達が、人狼女王レーネ・デ・ガルウだ、って言ってますよ」

「私は女じよ王おうじゃないのですけど、つまり、母が普通にこの位くらい速いって証しよう拠こですわねー……」

　本気で化ばけ物ものだから娘むすめとしては困る。だが、

「こういう手の振りから、鞭むちのように鎖くさりを振って加速を伝えようとすると──」

「さっき、途と中ちゆうで力が伝わらなくなって崩くずれましたけど、ああなるんですね？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それにあれは、やり方としては乱らん暴ぼうですわ。速度の波を与えているだけなので、自由な方向に飛ばそうとか、全体を一いつ瞬しゆんで加速したスイングにするとか、出来ませんの」

「フフ、じゃあどうするの？」

　喜き美みには、拍ひよう子し取りを手伝わせている手前もある。数日やって上手うまく行かないのは確かだが、

「諦あきらめる前に、他の手段なども含みで試してみますわ。いろいろやっていけば、当初の目的とは別で、有用なものが見つかるかもしれませんし」

　と、肩をすくめた時だ。

「あら、何か景けい気きいい音が聞こえたと思ったら、もう訓くん練れん終了なの？」

　対岸。少し森側の方の台地からナルゼ達の姿すがたが見えた。山さん菜さいを集めた籠かごなどを持っているのは、ナイトとアデーレ、鈴すずも含めた散さん策さく組四人だ。

　今日きようの食料確保役。籠の中身の分量を見るからに、

「今日もまた、いろいろと収しゆう穫かく出来たようですわね」
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　アデーレは、ミトツダイラの言葉に頷うなずいた。

「Ｊｕｄ．、何ですかねこの森！　自分、ここに住み着きたいくらいの収穫振りですよ！

　大体、前に収穫した場所も、今日寄ってみたらかなり復活してますし。一週間を一ターンとして収穫場所の見当つけておけば、毎日大だい丈じよう夫ぶなんじゃないでしょうか」

「驚くのは、それがうちのクラスの大人数分だもんねー」

　第三特とく務むの言葉に、鈴すずが頷うなずく。彼女は耳の辺りに手を当て、

「ここ、ミトツダイラさんの、おかあさん、感覚、出来、るよ」

　第五特務が凄すごく嫌いやそうな顔をしたが、だが、そういう事だ。

　ここは人狼女王レーネ・デ・ガルウの森。御お菓か子しの家の近くが、恐らく一等地。この周辺は、彼女が楽に生活出来るように、森自体が尽くしていると、そう言える。

　……御お伽とぎ噺ばなしですねー……。

　泉いずみと小川は身を磨みがき、喉のどを潤うるおし、汚けがれを流すために。草木は食と過ごしやすい空気を与え、動物達は女じよ王おうを頂点とした獣けものの世界を顕けん現げんする。

　途と中ちゆう、遠くに幾いく種しゆかの動物を見た。鹿しかや栗鼠りすなど。どれも人慣れしていないようだったが、

「ある程度の年齢になったり、また、群が増え過ぎた場合、自らテュレやんに仕し留とめられに来るんだって。テュレやんにシメられると、森に還かえる事が出来るから」

「それはつまり副ふく王おう的に言う〝失しつ敬けい！〟とか、うどんとか、そういう循じゆん環かんですか？」

　第四特務が、笑顔で手しゆ刀とうを当てて来たので、アイター、とそれを受ける事にする。

　彼女に言わせてみれば、

「ま、魂たましいってのが、回ってる訳わけね」

　との事で、この辺り、人工物しかない武蔵むさしの生まれではちょっと解わかりにくい部分だ。

　アニミズムだか何だか、そんな事を話しつつ収しゆう穫かくを終え、帰り道で小こ気き味み良い音を聞いた。ミトツダイラが午前中に行っている銀ぎん鎖さの訓くん練れんだろう。

　台地の方から小川に降り、靴くつを脱いでから渡れば合ごう流りゆうだ。

　訓練場にしている広場は、日当たりがいい。

　森林内とはいえ、夏の日差しで湿しつ度どがあれば蒸むすような暑さが来る。

「いい場所ですねー」

「ここ、きっと母の昼寝場所か何かだと思いますわ。ビミョーに香水の匂においがしますもの」

　小川で遊んでここでゴロゴロする人狼女王。その姿すがたを想そう像ぞうすると、

「……人生、無む茶ちや苦く茶ちや悩みとか無くて楽しそうですよね」

「……まあ、それでもうちの父と一いつ緒しよに森から出ましたし」

「フフ、愛は退たい屈くつを超えるのよ！」

　何か当然のようだが、真しん理りな気もするのでメモっておく。

　ともあれ合流すると、採とってきたものに皆が集中する。

　無む論ろん、あまりチャレンジ精神を必要とするものは採っていない。基本は野や草そう系けい。それも、薬やく草そう系は避けて、食用になるものを中心としている。

　基本、ネギや蕪かぶなどに属するものが多いが、

「森の中のこういう食材って、甘いの多いですよね」

「どちらかというと、品ひん種しゆ改良されていないので、細い葉より、実などを食べる選択になるからではありませんの？」

「フフ、だけどまあ、しっかり量を採とってきたものねえ。誰だれの指導？」

　ほーい、と手を上げるのは、第三、第四特とく務むだ。

「ま、ガっちゃんもナイちゃんも、親がこっち系けいだから」

「山さん岳がくの警けい備び隊たいみたいな仕事だったのよ」

　二人の返答に、浅あさ間まが感心したように頷うなずいた。ただ彼女は、森の奥の方を指さし

「あれから聞いたんじゃ、ないんですね」

　みれば、遠くに白くて丸い固まりが、うろうろしている。

　ユニコーンだ。浅間が目を細め、

「何だか、こっちを窺うかがい見てるんですが……」

「浅間様が弓ゆみを持っているの、警けい戒かいしてるようですね」

「……ビミョーに気になるんですが、浅間さん的に、あれ、獲え物ものとしてどうなるんでしょう」

「ええ、──神しん道とうではユニコーンなんて記録にないので、私からみればアレは単なる獣けものです。ミトのお母かあさんが仕し留とめるとどうなるか解わかりませんが、禊祓みそぎの矢で仕留めると、恐らく情報量の制せい御ぎよが元に戻って、つまり普通の馬ば肉にくが手に入る気がしますね」

『な、何か不ふ吉きつな話をしてるでス──ン！』

　浅間が振り向くと、わあ、と白い固まりが逃げていった。

　それを見送る形になった皆の中、第三特務が腕を組みながら言う。

「まあ、ぶっちゃけ連れん中ちゆうの方が山さん菜さいの位置とか知ってるんだろうけど、何か世せ話わになるとちょっと癪しやくだよねアレ」

「そうね、別に、そこらの知ち識しきだったら私達が持ってるし」

　と言われる通り、二人の特務が確かにいろいろな事を知っていたし、教えてくれた。

　山菜の群ぐん生せい地ちの見当も、足あし場ばの良し悪し等も、大体が当たる。

　……よく考えたら、以前、総そう長ちようが誘ゆう拐かいされた時も、第三特務が救きゆう助じよ隊たいに選出されていたんでしたっけ。

　こういう森での活動が出来ると、そんな自信と慣れがあったのだろう。

　長い付き合いだが、今いま更さらながらに知る事や、変化があって驚きだ。

　そして今、皆がそれぞれ訓くん練れんや、ここでの生活をしながら、

　……節ふし目めを、自覚してますよねー。

　従じゆう士しのアデーレとしては、皆の雰ふん囲い気きがここに来てから澄すまされてるのがよく解る。

　誰も彼も、何気ない、しかし満ち足りたこの森の中で生活をしながら、しかしふと黙だまったり、遠くを見たり、手の動きを止めている事があるのだ。

　その上で、一人ではなく、集まるようにして、それぞれが己おのれの武ぶ器きの整備や調ちよう整せいを行ったり、訓練を進めていく。

　一人だと不安という訳わけでは、ないだろう。

　アデーレは思う。皆が、今までにない節ふし目めを、皆で迎えようとしているのだと。
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　アデーレにとって、以前の節目は、やはり三み河かわだ。

　それまでもいろいろあって、面めん倒どうや騒そう動どうが生じ、そのたびに総そう長ちようやら何やらが出てきて状況を酷ひど……、まあいい思い出です。そうしとかないと自分が要いらん過去を掘り起こす気もするので、そうしときましょう。

　だが、やっぱり三河だ。

　副ふく王おうが入って来たという事もだが、あの時、多くの誰だれもが、己おのれの役目を確定した。この先をやっていくために、自分の在り方を全体と個人のために確定させ、了りよう解かいしたのだ。

　それは、今後も大体、変わらずに行くだろう。ただ、

　……次の節目ですね。

　本ほん能のう寺じの変へんだ。

　これは別に、武蔵むさしの歴史再さい現げんではない。織お田だ家け、P.A.Odaのもので、武蔵はどちらかといえば松まつ平だいらとして傍ぼう観かん者しやに該がい当とうする。

　だが、これの関かん与よが、各かつ国こくとの関係の多くを決定づける。

　以前の節目、三河にて宣せん言げんしたヴェストファーレン会議への参加。その会議における各国からの武蔵への判はん断だん材料として、本能寺の変に介かい入にゆう出来るかどうかが、大きなファクターとなるのだ。

　三河から積み重ねてきたもの。国としての関係や、人としての関係など。ここに繫つないだ上でひとまずの決算だ。

　武蔵としては、その後に関せきヶ原はらの決けつ戦せんや大おお坂さかの役えきなどもあるが、本能寺の変は、それらの前ぜん哨しよう戦せんとして、以後の流れを決定づける事になるだろう。言い換えるなら、関ヶ原の決戦などを期末テストとした上での、中間テストが本能寺の変だ。

　これをどう終えるかで、選択出来る未来が変わる。

　内ない申しん重視の学校みたいですねー、と自分などは嘆たん息そくするが、現場の前線に出たり、全体の補助を行おうという皆は、きっともう、そこを超えている。

　では一体どうするか。

　皆はそれぞれの答えを見み据すえ、そこに向けて、幾いく度どとなく思し案あんし、足りないものや、気付いた事をやっていこうとしている。それが今の時間だろう。

　だから、ここで、喜き美みが第五特とく務むに付き合い、同じように弓ゆみを調ちよう整せいする浅あさ間まや、王賜剣エクスカリバーの世せ話わをするメアリまで付き合っているのは、

「皆、テンション上げてますよねー」

　一人でも大だい丈じよう夫ぶ。

　だけど誰だれかが〝やっている〟と、テンションが上がるのだ。

　その意が伝わったのだろう。第三特とく務むが腰に手を当て、こう呟つぶやいた。

「何だか、バラやんとかの、アレみたいになってるな、って思う時、あるよね。

　ちょっとした日常動作とかで、何かビシっとした動きを求めたりとか、素早く行こうとか、そんな事考えたりとか、さ」

　だから、と彼女は言った。第五特務を見て、

「──ここ、皆で来て、正解だったかなあ。武蔵むさし上だと、下手へたするとピリピリしかねないし、そうなった時の違い和わ感かんもあるけど、ここだと、周りが受け止めてくれるもんね。

　凄すごく気が張ってる時も、森の中だと〝おお、精神修しゆう養よう中〟とか、そんな風ふうに思って、まあこれもありかな、とか感じるし」

「そうね、食事も屋外で、総そう長ちよう達と持ち回りだものね。コレ、武蔵上だと、訓くん練れんの合あい間まに携けい帯たい食とか、そういうソリッドな食事やって〝集中してる〟とか、浸ひたってたかもね、実際」

　ですよねー、とこちらは頷うなずくしかない。

　御お菓か子しの家の一等地でアウトドア。正式な訓練やら何やらとは別の空間だが、いろいろ思し索さくしたり、焦あせらないのには最適だ。

　地上にいるというのも、いつもと違う感を与えてくれる。

　そしてその中で、多くを試したり、研究して解わかった事や、考えた事を発表していく。

　集中出来る一方で、それ以外の〝慣れていない〟もちゃんとある。

　いい流れだ。

　この辺り、真さな田だでの移動教室とか、そこらの経けい験けんもあるのだろうが、

「来る流れを作ったのは副ふく会長でしたっけ」

　副会長自身は、九月二日の夕ゆう刻こく五時から行われる明あけ智ち・光みつ秀ひでとの会談に備えている。

　それが恐らく、本ほん能のう寺じの変へんへのスタートなのだ。

　今、彼女は御菓子の家の方で、いろいろと資料をひっくり返し、武蔵側との遣やり取とりをしながら準備をしている筈はずだが、

「上手うまく行くといいねえ」

　第三特務が、そう言った。
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　ナイトは、言葉を躊躇ためらわなかった。

　ここに来て、ケッコー楽しいアウトドアだが、その一方で、アデーレの言う通り、皆が段々とテンション上げているのも解っている。

　楽しいキャンプを、その隠かくれ蓑みのにする意味は無い。だから、

「二日まで、あと五日？　──楽しまないとね」

「剛ごう胆たんですわねえ」

「皆がテンションを上げて行く空気、ナイちゃん結けつ構こう好きだよ？　だって、ガっちゃんが締しめ切り近づいていくと、そんな感じだし。それに──」

　それに、

「いつもそうだと困るけど、そういう時のガっちゃん、自分にだけ出来る事を振り回してるのって、見ていて格かつ好こいいしね」

「切せつ羽ぱ詰つまってるだけよ？　マルゴット」

　小さな笑えみで言われるが、こちらの主観の否定にはならない。

「そういう、ぎりぎりのところが格好いいんだよ」

「駄だ目めな部分を肯こう定ていされるのもどうかと思うけど、──まあ、修しゆ羅ら場ばなんて、自分でノってないとクリア出来ないものね」

　ナルゼが言って、山さん菜さいの籠かごを持ち上げ直した。そろそろ行こうという合あい図ずだろう。

　すると浅あさ間まが視線を向け、

「そちら、訓くん練れんは？」

「んー、午後から合ごう流りゆうかな？　こっちで午後もやるっしょ？」

　と、足で地面を踏むと、あるものを足裏が嚙かんだ。

　……ん？

　人工的な硬さと形に下を見れば、

「王賜剣エクスカリバー？」

「あ、さっき、私が埋めたものです」

　ああ、と魔女テクノヘクセンのセンスで自分は理解する。

「地ち脈みやくから、流りゆう体たいの補充？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とメアリが頷うなずいた。

「この土地の地脈が、実家の方のものに近いので」

「……元々、英国の住人は、ガリアの地にいたっていいますからね」

　アデーレの言葉が本当だとするならば、王賜剣を作った文明や文化は、海、というか、空を渡って英国に行ったという事か。

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの森は、古くからの姿すがたを大きく残している場だ。英国以外で流体を補充するならば、人の歴史に取り残されたこここそが、王賜剣などを生んだ空気に近いという事になる。

　メアリとしても、手て応ごたえがあるのだろう。

「多分、ある程度は溜ためられると思います」

「上手うまく行けば決けつ戦せん用の武ぶ装そうだもんね、アレ」

　うんうん、と皆が、砂に埋まる王賜剣二本を見る。すると喜き美みが、

「フフ、でも、王賜剣エクスカリバーって泉いずみの精せいか何かがくれるんでしょ？　泉に沈めたら？」

「そんな事をしたら、泉に入った時、危ないですよ」

　真顔で言うメアリがちょっと凄すごい。というか、浅あさ間まも腕を組んで、

「……投げ込んだ時、泉の精せい霊れいが出てきてしまったりすると、厄やつ介かいですよね」

「ああ、コレ、そういうアーティファクトだから、ホントに泉の精霊が土地精霊強ごう引いんに呼び起こす感じで出てくる可能性もあるんだ……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、以前、泉に持ち込んだ時は、フロート代わりや御お菓か子しなどのテーブル代わりにしていたのでそのような事は無かったのですが、沈めるとなると……」

「フフ、歴史的アーティファクトを大だい事じに扱ってるのか無む造ぞう作さなのかよく解わからないわね」

「まあ、そういうのもあって、泉に近く、小川があるが故ゆえに地ち脈みやく側の流れも〝型〟としてあるここに、沈めておこうと思っているのです」

　メアリが、そう言いながら、しかし首を傾かしげる。

「謎なぞなのは、……北ほう条じようの土地で、どうやってあんな一いち撃げきが放てたのか」

「ああ、好き好きホームランなら、愛だよ、愛。メーやんの愛」

「いえ、以後もそういう感情の時に振るってる事があるのですが……」

「愛じゃないのよ、それは、愛じゃないんだわ」

　ガっちゃんアップダウン激し過ぎるって。だけど、

「剣本体にある程度の蓄ちく充じゆうがあれば、それが呼び水となって、メアリの力を引き出すかもしれませんね」

　浅間の見立てに、皆が振り向く。弓ゆみの張り直しとして、話しながらも流体弦げんのボビン部分の強度調ちよう整せいを行っていた彼女は、弦を宙ちゆうに鳴らしながら、

「以前の時もそうだったかもしれませんよ？　英国から結けつ構こうブランクが生じていたので、自然蓄充された流りゆう体たいがメアリと王賜剣を繫つないでドカンとか」

「仮か定ていとしては有りだよね。機殻箒シヤーレベーゼンも、大きな加か速そく器きの発動導入用には小しよう規き模ぼな加速術じゆつ式しきをスターターで使ったりする事があるし」

　言うと、メアリが顎あごに手を当てた。思い当たる節ふしがあるのかどうか記き憶おくを掘り起こしているのだろう。しかし彼女は、

「……ちょっと、試すのはおっかないですね。上手うまく行ったら行ったで、溜ためた分を使ってしまう訳わけですし」

「というか、メアリは第一特とく務む補ほ佐さという分なので、前線に出なくてもいいんですのよ？」

「まあメアリさんは第一特務が心配ですから」

　アデーレが言うと、メアリが顔を赤くした。

　……ほほう。

　何となく、ゴシップとして気になるのは魔女テクノヘクセンの心こころ意い気きだ。最近は、テンゾーとメアリが別の天てん幕まくという事もあり、ちょっとそういう話が聞けてない。

　だからこちらとしては、興きよう味み本位で、

「最近どうなの？　あ、こっち来る前」

　ほう、と皆が構える横、ナルゼが、御お菓か子しの家と泉いずみで訓くん練れんなど行っている女おんな衆しゆうに魔術陣マギノフイグーアを開いて通信を開く。すると、気付かぬメアリが頰ほおに手を当て、

「あのですね？　最近、あ、これ、武蔵むさしでの事なのですけど、──私、遂ついに点てん蔵ぞう様と同じ高度の床に布ふ団とんを並べて寝るようになったのですが」

「……え？　こ、高度？　[image: ]」

「シッ、静かにするのよ鈴すず。家だと出してる点蔵だから変なのはいつもの事」

　う、うん、と鈴が頷うなずくのは、いいのだろうか。ただ、メアリが、

「それでですね？　初め、ほら、四よ畳じよう部屋の構こう造ぞうから言って、布団を並べると、前後に半はん畳じよう程ズレてしまうじゃないですか。そうしたら点蔵様……」

・●　画：『同じ布団でガバア!?』

・貧従士：『第一特とく務むも、遂に踏み込みましたね……！』

・ホラ子：『どっちかというと点蔵様に赤せき飯はん一年分でしょうか』

　皆が色めき立つ。するとメアリが、頰に手を当ててくねくねしながら、

「そうしたら点蔵様、自分の方をちょっとズラして、顔が同じ位置で並ぶようにして下さって。私、こっちに来るまでの数日、毎朝、点蔵様より早く起きなければ、って頑がん張ばってたのですが、どうしても負けてしまって、恥はずかしいです……」

・●　画：『ハイ解散──。解散──。ネタは貰もらったから解散──』

　結けつ構こう厳きびしい。

　だが、ミトツダイラがこちらに振り返る。彼女は首を傾かしげ、

「そちら、午後に合ごう流りゆうからは、どうしますの？」

「射しや撃げき訓くん練れんかな？　無強化弾だんで中距きよ離り。二キロくらい？」

「あ、じゃあ、私の方で的まとの表示枠サインフレームを出さないと駄だ目めですね」

　派は手でになりそうですわねー、とミトツダイラが言うが、実はそうでもない。

「この小川の流れに合わせて、森の間を抜くだけだから、結構地じ味みだよ？　小川の流れに対し、逆緩かん衝しよう術じゆつ式しき入れて浸つかると、結構震しん動どう来るから、それで航空制せい御ぎよ中のシミュレーション兼ねて撃うつ感じ？」

　本当は実際の航空機き動どうで行いたいが、ここは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズだ。夜間に短時間集中で上がって行った方が、集中力を切らさずに済むだろう。ウッキー辺りを誘って行くのがいいかな、と思いつつ、

「ソーチョー達は、また、料理？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、ホライゾンと我が王で、御お菓か子しの家で昼食の用意ですわ」

「一応、誾ぎんさんとムネさんがヘルパーでついてます。ウルキアガ君と正まさ純ずみも監かん視しでついてますから何かあっても大だい丈じよう夫ぶでは」

「国宝級の信用の無さじゃないかな……」

　いやまあ、と浅あさ間まが言葉を挟む。そして彼女は表示枠サインフレームを開いた。そこにあるのは、人狼女王レーネ・デ・ガルウというか、ミトツダイラの父からいろいろ送られて来た料理関係の資料だ。

　以前、彼女の両親が青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽに泊とまった時、総そう長ちように預けたものだった。

　ソレを今、彼とホライゾンが手がけているようなのだが、

「欧州式の肉料理だと、東西の違いがあるんですが、誾さんが結けつ構こうそこら興きよう味みあるようで。一種の料理教室になってるんじゃないかな、と思います」

　今やってるとなると、昼食には間に合わない気がする。

　……でも、そうだとしたら、夜が楽しみかなあ。

　ああ、何だかんだで、この六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ入り、楽しみがあっていい。武蔵むさしという慣れた土地で、訓くん練れんの充実を重ねて得ていくのも良いが、それにまたプラスがあるのもいい。

　他、男子勢ぜいは薪たきぎの確保や、やはり別の場で訓練だ。あと、主力の面々としては、

「──あら、こっちが訓練の現場になりつつあるのかしら」

　成なる実みだ。長めのシャツ一枚。下に水着はつけているだろうが、ラフな格かつ好こうで小川をこちらへと歩いてくる。

　朝から彼女は泉いずみの方に一人で向かっていた筈はずだ。それが降りてきたと言う事は、

「ナルミン、計けい測そく終わったの？」

「御お陰かげ様で、というところね。流りゆう体たい的に見て、クリアな水場で良かったわ」

　成実が湿しめった髪かみを払って言う。

「二日には間に合わないかもしれないけど、新しん規きの義ぎ体たいが出来そう」
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　成実は、皆が結局一カ所に集まっているのを見て、苦く笑しようする。

　女おんな衆しゆうばかりではあるが、主力と言っていい面々だ。届いてくる声を聞くからには、現状の報告会といったところか。だとすれば、不ふ転てん百足むかでの補ほ修しゆうはまだ終わっていないが、

「こっちも、やるだけの事はやっている、と言ったところね」

　義体だ。

　義ぎ脚きやくと義ぎ腕わん。通常使用は戦せん闘とう用のものを身に付けている自分だが、一つ、それではどうしようもない現状を抱えている。

　不転百足の持ち技、移動用の〝百ひやく道どう千せん万ばん〟や攻こう撃げき用の〝万ばん千せん道どう百ひやく〟だ。

　どちらも、機き動どう殻かくの脚あしや腕を多重召しよう喚かんするもの。だが、仕掛けとして見た場合、動かす全ての内部に自分自身と接続する義腕や義脚が仕込まれてなければならない。

　伊達だて家けにいた頃ころは、召しよう喚かんパーツの中にも戦せん闘とう用の義ぎ腕わんと義ぎ脚きやくを仕込んでいたが、出しゆつ奔ぽんの身でそれは経けい費ひが掛かり過ぎる。

　だから武蔵むさしでは、通常の生活用義腕と義脚を仕込んでいたのだが、

　……駒こま王おう丸まる戦で、不備があったわね。

　生活用の義腕と義脚では、接続部が弱い。〝百ひやく道どう千せん万ばん〟の戦せん闘とう機き動どうを行って突っ走ったところ、後で確かめたら五つに三つの割合で接続部分に破は損そんを生じていた。

　一回ならばいい。が、連続使用は出来ない。

　あのクラスと戦う際に、それでは今後が危険だ。

　下手へたをすれば、最後に接続したものが破損して、動けなくなる可能性もあるのだ。

　ゆえに、接続関係を見直した義腕と義脚を発はつ注ちゆうする。生活用でも構わないから、接続部を強化したものを用意し、一度で終わらないようにしなければならない。

　ただ、機き構こう的に行うと、費ひ用ようが掛かるし、設計にも時間が掛かる。ならば、

「術じゆつ式しき強化。……義ぎ体たいの接続関係については、基本技術として織り込まれてるものだけど、それを外部や内部から見直して入れ直すわ」

　正式には、技師の工こう房ぼうで、接続部の型を確かく認にんし、強度などを考こう慮りよしながら、神じん社じや側の術式技師と協同で仕上げていく事になるだろう。

　義体の改造は、接続部分における術式の〝受け〟部分を作り替えるだけで済む。

　ゆえに、ここに来てから数日。自分が朝から泉いずみで行っていたのは、接続部の型取りだ。

　義体は、使用して行くにつれて疲ひ弊へいする。

　だがその疲弊情報こそが、身体からだに〝合っている〟とはどういう事かを示す指し針しんだ。劣れつ化かした箇か所しよは最も使用される部分であり、それを不備と感じていないならば、身体に順応しているとも言える。

　そういったものの調査のため、己おのれを計けい測そくする。

　だが、雑ざつ味みは不要だ。余分な埃ほこりや汚れなど無く、クリーンな状態で形をスキャンし、計測しなければならない。

　これは、神しん道とう側で高度に禊祓みそぎした水すい槽そう内で行うのが普通だが、人狼女王レーネ・デ・ガルウの泉が同等の性能を有していた。

　下に砂すな場ばがあり、水も上の岩の間などから流れ出ているというのに、

　……毛け繕づくろいの加か護ごね。

　義体を外し、接続部などを晒さらすのは、少々気き恥はずかしい。裸はだかを見せるより、もっと自分の芯しんに近いものを露あらわにしている感がある。

　だが、流りゆう体たいとしての力も強い水の中では、それもまた快かった。冷たくはあるが、拒きよ絶ぜつされていないようで、これが癖くせになると贅ぜい沢たく病ね、と思ったものだ。

　あとは簡単だった。自分とて、整備のために技師の免めん状じようは持っている。各部をスキャンし、武蔵むさし側と連れん絡らく。必要なものや、細部の再スキャンなどを行って情報を納品だ。

　あとは、時間で向こうが解決してくれる。だとすれば、

「今日きようからは、そちらを手伝えそうよ」

「じゃあナルミン、的まとになってみる？」

「反はん撃げきして良いならするわ」

　じゃあやめとこ……、と白魔女ヴアイスヘクセンと黒魔女シユヴアルツヘクセンが顔を見合わせる辺り、本気度が高い。というか迂う闊かつに了りよう承しようしていたらそれはそれでどうなったか興きよう味みはある。

　だが、どうせ彼の方が空中戦の相手をするのだろう。自分の方は不ふ転てん百足むかでが補ほ修しゆう中だ。素すのままでも、地上戦の相手は出来るが、

　……射しや撃げき手段がないのは、面めん倒どうね。

　不転百足があれば、並の射撃物は無視して接近出来る。だが、素では厳きびしい部分もある。これは今の課題だろうか、それとも今後の課題だろうかと、そんな事を考えられるのは、自分の方に余よ裕ゆうが出来たからだろう。

「他、皆は何か用意を？　術じゆつ式しきの新しん規き開発とか、走狗マウスの調ちよう整せいとか」

　言うと、浅あさ間ま神じん社じや代表が、あ、と声をあげた。

「走狗というと、ミトのトロコがいますね。ここからだと見られるかもしれません」

「トロコ？」

　問うと、英国王女も首を傾かしげた。ならば彼女以前、武蔵勢ぜいの中で通じる情報だろうか。

　すると水み戸と領りよう主しゆが、ああ、と声を作り、一いつ瞬しゆん浅間神社代表に何かを言いかけ、しかし改めてこちらに振り向く。

「私の走狗と言いますか……、ちょっと縁えんあって調整中ですの」

「元は武蔵の中における地ち脈みやく関係の淀みなんですけど、ミトの影えい響きよう下かで顕けん現げんして、結局消えませんで。だからミト預かりで、希臘ギリシヤ方面の神社で走狗としての調整掛けてるんですね」

「希臘の神社？」

　何だか聞いた事が無い極きよく東とう語ごの気がする。だが、浅間神社代表は、眉まゆを立てた顔で、

「ええ、──何しろケルベロスですから」

「……オオアリクイでも結けつ構こうインパクトを感じていたけど、アバウトよね、神しん道とう……」

「禊祓みそぎして奉たてまつれば何でも神様というのが神道ですんで……」

　俯うつむいて言われてもどうしたものか。ただ、浅間神社代表が表示枠サインフレームを広げた。

「うどん王国にいた時、地ち中ちゆう海かい沿岸の神社関係と繫つながりを得てます。夏休み期間として通つう神しん関係はまだ通じてますし、ここ六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズも希臘とは関係が深いので……」

　と、三枚程、表示枠を辿たどった時だ。

「あ、許可出ました出ました。……うちに来ている定期報告と違って、ちょっと画が像ぞう小さいですけど、見られますよ」





●






　メアリは、それを知らない。否いな、ケルベロスは知っている。英国にもいる異い族ぞくだ。人語を話せないが、解かいし、多くは有能な番犬として要所を護まもっている。オクスフォードの地下にもいた筈はずだ。

　だがそれが今、

「あら、小さいですね」

　浅あさ間まが向ける表示枠サインフレームの中。まるでサムネール画が像ぞうのような三さん頭とう身しんがそこで寝ている。

　走狗マウスなのだ。

　青の毛並みは、ミトツダイラのドレスか、または銀の色を濃くしたものか。三つ首の犬けん狼ろうは、両の前足と後ろ足を投げ出し、眠っている。

　時とき折おりに頭が持ち上がりかけて、しかしがくりと落ちるのは、微睡まどろみの時間と言う事か。浅間が、画像を熱源表ひよう示じにしたものを鈴すずに渡すと、彼女は手で絵に触れて、

「あ、そう、そう、……そうだね」

　鈴が小さく笑う。

「実は、触れるの、初めて」

「ミトツダイラにべったりだったものねえ、この子」

[image: ]

「喜き美みは結けつ構こう奪うばい取ったりトロコとか名付けたりで、干かん渉しようしてたと思いますのよ？」

「あの、この子のいきさつは？」

　問うてみる。するとミトツダイラが、画面を眺ながめつつ口を開く。

「さっき、智ともが言った通り、去年の春先、武蔵むさしの淀みを禊祓みそぎした時に出てきたんですの。私の影えい響きようと、希臘ギリシヤ方面を通過の後だったためかケルベロス。

　それが最後、淀みが消えていく中でも残ってまして、だったら、と私達の方で、走狗マウス登とう録ろくしてみたんですの」

　はあ、と肩を落とすミトツダイラは、しかし安あん堵どを得たようだ。

「季節ごとに智からの報告はあって、欠けつ損そん部分を修復し終わるのは来年辺りでは、と聞いていたんですけど、もう随ずい分ぶんと戻ってますのね」

「どちらかというと、今は走狗としての教育など、そっちが中心になっているようですね。

　神しん道とうとしても、ケルベロスの走狗化は初めてなので、担当の方もかなり大だい事じに扱っているみたいです。次はヘルハウンド辺りをやってみたいとか、そういう要望が出てますね」

　神道って一体……、とナイトが呟つぶやいているが、まあアバウトならではの話だとは思う。ギリシャ神しん話わもかなりアバウトな筈はずだが、嚙かみ合う部分はあるのだろう。

「将来の楽しみが増えましたね、ミトツダイラ様」

「まさかここでそんなものを得られると思ってませんでしたわ」

　言って、頷うなずき、ミトツダイラが目を細めて表示枠サインフレームを閉じる。

　そして彼女は、一ひと息いきを吐いた。

「しっかりしないといけませんわね。──私の正義が私を見ていますわ」
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「しっかりせんとあかんわなあ。……結構、見えるものが厄やつ介かいになっとるで」

　と言いつつ、横を歩く大おお久く保ぼの言葉に、義よし康やすは竹の器うつわを掲かかげて振り向いた。

「食わないのか」

「食うで」

　彼女の手元にも同じものがある。中身はアイスカフェだ。M.H.R.R.神聖ローマ帝国改派プロテスタント領りようの空に武蔵がいるため、改派と武蔵側協同で御お広ひろ敷しきグループ系けい列れつの出で店みせが出ている。

　……アイスカフェというから、冷えたものかと思えば……。

　珈琲コーヒー自体は、常温。場合によってはホットのものもある。ただ、上に載のっているクリームとアイスの量が異常だ。竹の器は、小型のジョッキ程だが、珈琲は半なかばよりも少なく、その上に、等量近いクリームとアイスが載る。が、このクリームもあまり冷えておらず、甘くない。

　一回、暑さに任せて迂う闊かつに珈琲を一気に飲み、クリームとアイスだけを相手に勝負する事になったが、慣れて見ればコレは溶けるのを待つか、乱らん暴ぼうに混ぜてその加か減げんを味わうものだと、自分なりにそう思う。どちらかというと、クリームを主で掬すくって、それに珈琲コーヒーやアイスを含んで食べる、というのが当たりの気もする。違う気もする。どっちだ。まあいいか。

　……詳しいのがおらんからなー。

　大おお久く保ぼの方は、崩くずし派はのようだ。暑いから涼りようが欲しいのか、せっかちなのか、

「なあ」

　足を向けているのは教きよう導どう院いんだ。行き先は生徒会居きよ室しつ。毎日一回訪れて、防犯もだが、副ふく会長から送られてくる資料などを、居室に置いてあるものと確かく認にんする。全部通神帯ネツトに置いておけよ、とも思うが、意い外がいにも大久保の方が「まあこの方が安全やな」と副会長に同意だ。

　だったらうちもそうしようか。

・義　　：『おい、うちの資料、私の分、武蔵むさし置きにしていいか』

・信　　：『はあ!?　こっち忙いそがしいってのに、どうやってそれ確認するのよ！』

・義　　：『そう言われて見るとそうだな。……こっち来るか？』

　通つう神しんを一方的に切られた。短気はいかんだろ。よく考えると里さと見みは魚とか塩ばっかで血圧高くなるよな……。ああ、義よし頼よりや姉あね上うえは寛かん容ようでよく出来た人ひと柄がらだった。自分はストレスがないように生きていこう。そう決めた。

　ともあれ生徒会居室の方。警けい備びとしては柳生やぎゆうの者が潜ひそんでいるので安全との事だが、だったらそいつに全部やらせれば良いような気もするが、

　……ここら辺、細かいヤツだからなあ……。

　里見からこっち、それなりの付き合いになっているので、大久保の人となりは解わかってきているつもりだ。

　さっき、なあ、と呼びかけた続きは、こちらにもちゃんとある。教導院の下。大通りに出たところで問うてみるのは、

「現状、どんな感じだ？」

「全部説明すると面めん倒どうや」

「要約出来るか？」

「面倒や」

「──出来ないのか」

　大久保が空からの器うつわを差し出してきた。こっちの途と中ちゆうのを渡すと、受け取って交換。

　さっきと同じように、彼女は混ぜ始めて、

「──ちとヤバいで」

「楽しんでるだろ」

「言っておくけど私は平和主義者やぞ」

「副会長と同じ事言ってるぞ」

　大久保が、歩道脇わきの柵さくを踵かかとで蹴けりつけた。暑いのだなあ、とそんな事を思うが、

「戦争しそうなのは、何処どこだ」

「P.A.Odaや」

「どうしてだ」

「動いているのが、羽は柴しば勢ぜいくらいしかおらん」

　つまり、

「──準備が、ほぼ完了したと、そういうこっちゃ。本ほん能のう寺じの変へん、コレ、近いで」







[image: 第七十二章『差し向かいの勝負師達』]
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　本ほん能のう寺じの変へんが近い。

　そんな大おお久く保ぼの声を聞いてから、義よし康やすは首を傾かしげた。教きよう導どう院いん前の階段に足を掛け、

「P.A.Odaが準備をするのは当然として、その相手がこちらと決まった訳わけではなかろう」

「副ふく会長が言うたやろ？　明あけ智ち・光みつ秀ひでの襲しゆう名めい権けんが欲しい、と。

　──で、解わかっとるんか？　もし介かい入にゆうしたら、本能寺の変の次は山やま崎ざきの合かつ戦せんやぞ」

　階段を上がる。大久保も横に並び、アイスを沈めるように葦あしのストローを押す。そして、

「本能寺の変の介入前か後か、両方か、一気にP.A.Odaの重じゆう臣しんが動き出すで」

「こちらの用意は？」

「しとる」

　何をだ、と問うた瞬しゆん間かんだった。不ふ意いに空に光が生じた。

　表示枠サインフレームだ。全ぜん艦かん警けい告こく。これは、見覚えがあるものだが、

「兼かね定さだの発はつ射しや準備か……！」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と大久保が、階段に腰を落とした。夏の日差しの下、木造の段は酷ひどく熱を持っているが、時とき折おりのミストが散布され、

「発射訓くん練れん。見てるとええ。──ちと、今回は違うで」
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　酒さか井いは、ヨシナオの屋や敷しきにいた。武蔵むさし野の。艦かん首しゆ側に近い区く画かくの中だ。狭いなりに庭付きの屋敷は、その芝しば生ふの庭の中で、一つの勝負を迎えていた。

　テーブルを挟み、酒井とヨシナオがチェス盤ばんに向かい合っているのだ。

　二人とも、空に展開した警告の表示枠は見ていない。各かく艦かんが位置を変え、兼定の発射態たい勢せいを作っていくが、

「ヨシナオ教きよう頭とう。──捕とった駒こまを使うの、そろそろ有りにしませんかね」

　酒井が、テーブルの天てん板ばんに顔を寄せ、盤ばん上じようを横から見ながら言う。が、対するヨシナオは、逆から同じように盤の流れを確かく認にんし、

「使いたいなら使い給たまえ。麻ま呂ろは人ひと質じち交こう渉しようは戦後に行う主義である」

「それだとお互い手詰まりになる気がするんですけど大だい丈じよう夫ぶですかねコレ。前みたいに流れる空気ありありですが」

「それよりも君も、少しは隙すきを見せ給えよ」

「何をですかね」

　酒井が、更さらに深く横から覗のぞき込んで言う。するとヨシナオが、

「──〝武蔵むさし〟君がいないようだね」

「奥おく方がた様がいないようですけどね」

「今日きようはM.H.R.R.神聖ローマ帝国の音楽教室に出ている。この西さい行こう、M.H.R.R.の楽がつ器きの調べは、意い外がいに私達の領りよう地ちのものに近しくてな」

「ああ、M.H.R.R.と三征西班牙トレス・エスパニアが、カルロス一世せいの下で統一されてた事の影えい響きようですか」

　Ｊｕｄジヤツジ．、とヨシナオが頷うなずく。

「六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの曲は、このところで歌か劇げきなどのためにどんどん派は手でになりがちである。英国も同様。三征西班牙も新大陸の由ゆ来らいで変わった楽器が増えてきたが、弾ひき語りとなると、やはり三征西班牙かM.H.R.R.。そういったところだろう」

「ヨシナオ教きよう頭とうがそんな国際的だなんて、俺おれ、知らなかったなあ」

「妻つまを褒ほめてくれて感謝する」

　うむ、とヨシナオが言った。そして、

「──東あずま君を害する事なく、本ほん能のう寺じの変へんへの介かい入にゆう。そのために連れん中ちゆうが尽じん力りよくしているのは有あり難がたい事だ」

「面めん倒どうなんで本論来ましたね？」

「君は巧こう遅ちが過ぎる」

「いやもう開き直ってますんで。あ、そこの桂馬ナイト、二手後で捕とりますよ」

「くれてやるつもりで置いているのだよ」

　そりゃまた面倒な、と酒さか井いは言う。彼は、盤ばん上じようを引き気ぎ味みにして見て、

「……東に関しては、京きよう側の手配もですが、ヨシナオ教頭が受け入れ結けつ構こう頑がん張ばってくれましたからね。うちとしても、武蔵むさしのステイタスが上がるかな、と思っていたんですが、他が強きよう烈れつ過ぎて、政治的利点を発はつ揮きする機き会かいが無い、と言った処ところですか」

「こちらとしては、万まんが一いちの際、極きよく東とうの指し導どう者しやの血ち筋すじを、安全な場所に置いておきたいと、そういった考えもあった。向こう、明あけ智ちの手配に不足がなかったというのもある。

　──結局、三み河かわ争そう乱らんでそういった小こ細ざい工くなどは全て無意味となってしまったがね」

「そこからスタートしてる連中ですから、東を利用しようという思し案あんが無い訳わけですよ。三河騒乱で東がやっていたのは、ミリアムの部屋で、あの正体不ふ明めいの少女の世せ話わをしていただけですから」

「あの少女は──」

「どっちです？」

　酒井が問うた先で、ヨシナオが、ふむ、と腕を組んだ。そして彼は、

「逆でいいか」

「あ、酷ひどいですね」

　ヨシナオが、騎士を動かして司し教きようを排はい除じよするのを、酒井は口を横に広げて見送る。

　そしてヨシナオが、

「あの、ミリアムという少女。最近、よく外に出ているのを見るのだが──」

「ああ、彼女、ちょっと不ふ思し議ぎなところがありまして。──いつ武蔵むさしに入ったのか、解わからないんですよ」

　つまり、

「ただまあ、記録としては確かにいて、授業も在宅で受けているので、悪さしないならそれでいいか、って思うんですが、ちょっと記録追つい跡せきも難しい感じでして。

〝武蔵むさし〟さんが言うには、船ふな魂だまか何か、所在あやふやな武蔵むさしが沈んで〝無くなる〟事が無いように、そういうものが常じよう駐ちゆうしたのではないか、と」

「……君の先生の仕込みではないのかね」

「聞いてみたかったですが、同どう窓そう会かいも開けませんや」

「それを言われると麻ま呂ろも弱い」

「──ヨシナオ教きよう頭とうは地元じゃ先生じゃなかったんだから、同窓会はうちの分でやりゃいいじゃないですか」

「ロクなのが集まらぬと思うのは気のせいかね？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と酒さか井いが頷うなずいた。そしてヨシナオがまた手を動かし、

「ようやく隙すきが出てきたな」

「どういう仕掛けで？」

「君は女性の事を話すと楽しそうになる」

「え？　そうですか？　困ったな……」

「噓うそだが、困る相手がいるのかね」

　さて、とヨシナオが言った。

「──〝武蔵〟君の試験、どうなのかね？」

「Ｊｕｄ．、そろそろ派は手でなのきますよ？」

　酒井が、そう言った瞬しゆん間かんだ。いきなりの震しん動どうが来た。

　縦たて揺ゆれ。それも、下から持ち上がるタイプのものだ。そして周囲に表示枠サインフレームが立ち、

《武蔵からの御お願ねがいです：本日これから、予定していました通り、全ぜん艦かん基本船せん殻かく部ぶの解除試験と掃そう除じを行います。皆様暫しばらくの不ふ都つ合ごうを御ご容よう赦しや下さい：──以上》
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「頭ず上じようにあると、ちと見難いな。もう少し移動していれば良かったか」

　と、ザクセンの街を囲む市し壁へきの上から巴ともえ御ご前ぜんはその光こう景けいを見ていた。

　それは、武蔵の移動と分解だった。

　先さき程ほどまで、武蔵が全艦の位置を組み替えていたのは、見ていて解わかった。確かあれは、主しゆ砲ほうの兼かね定さだとやらを撃うつ際の艦かん位置変へん更こうだ。

　だが、そこからが違った。

「基本船せん殻かく部を、抜くか……！」

　武蔵むさし各かく艦かん。その中央部には、基本船殻部として居きよ住じゆう区くを主しゆとした横よこ町ちよう区く画かくと縦たて町まち区画が並ぶ。一階層は、水平には横町が８×８、その間に縦町４つが一列ずつ挟はさまり、合計九十二町。そして垂すい直ちよくには各艦ごとの差さ異いある階数だけ並ぶ形で、詰まっている。

　しかし、それら全ては、差し込み用のガイドフレームにはめられたブロック構こう造ぞうだ。

　今、武蔵は、全ぜん艦かんごとにその表ひよう層そう部ぶと下三階までを、上から抜きつつあった。

「武蔵が、内部の横町を数ブロック単たん位いで持ち上げて外すのは、たまに見る行為だ。

　老ろう朽きゆう化かや、火か事じなどの破は損そんによって疲ひ弊へいしたブロックは強度の面で不安が出る。

　だから左右舷げん一番艦を隣りん接せつさせ、そのクレーンで上のブロックを持ち上げ、取り外した上で、不備のあるブロックを抜いて埋める。……そういった事を彼らはしてきた」

　だが、今回のは規き模ぼが違う。

　武蔵各艦の腹。その中身をそっくり抜くための予行演習だ。今回は三層までを引き抜いているが、そこまで出来たならば、残りも出来ると言う見立てなのだろう。

　警けい笛てきにも似た半はん鐘しようの音が聞こえる。

　武蔵の艦かん上じようには防ぼう護ご障しよう壁へきが多重に発生し、外部からの干かん渉しようを止めると共に、重力制せい御ぎよで引き上げられていく三層ブロックの支えを作っている。

「無む茶ちや苦く茶ちやな話だな。街を、地上三階分まで一いつ斉せいに持ち上げるようなものだ」

「重力制御機き構こうが、方向可変型の新型になったから出来る技でしょうか」

　横のゲーリケが、珍めずらしく表示枠レルネンフイグーアにペンを走らせ、全体の図を捉とらえ始める。そういえばコイツも元々は科学系けいというか、図面派であったな。

　彼は、ふむ、とか、しかし、と呟つぶやきながらペンを動かし、

「……Ｔｅｓテスタメント．、やはり、各艦の主しゆ砲ほう発はつ射しや時じに展開する重力加か速そく器きを、フルに用いていますね。しかし加速光が表おもてに出ていない。だとすると、やはり方向可変型の武蔵の重力加速器を、内部側に転化出来るのだと思います」

「それが行えると、どうなるのかね？」

「重力航こう行こうは出来なくなりますが、武蔵を超音速で吹っ飛ばす力を内部に向けて使えるのです。今回のように基本船殻部を持ち上げる他、至し近きん距きよ離りならは大型物資の直接輸ゆ送そうも可能。

　そしてまた、これを艦の内部や表面に用いれば、フレームの補強や、装そう甲こうに対しても重力障壁の強化を与える事が出来ます」

　ただ、と彼は言った。

「恐ろしいのは、このようにして、基本船殻部を抜く事でしょう。……これによって、武蔵は何が出来るようになるか、解りますか」

　今、重力障壁が作ったガイドレールに沿って、垂直に街が持ち上がっていく。

　空から響ひびくのは、各ブロックがストッパーを外し、水道管などの導どう管かんを解除していく音だ。実際、破は損そん時じなどはこれらの手続きを介かいして外され、クレーンで移動をしていたものだ。

　見れば、幾いくつかの輸ゆ送そう艦かんが上昇を掛けている。

　三百メートルを超えるクラーケン級と、一千メートルを超えるヨルムンガンド級が数すう隻せき。それらは浮ふ上じようした横よこ町ちようブロックに隣りん接せつし、接せつ舷げん確保を行っている。

　街を、輸送艦に小分けして、分解するというのだ。この目的は、

「……人々が武蔵むさしから避ひ難なんする事で、武蔵は戦せん闘とうに集中出来るという事かね？」

「それもあります」

「……では、艦かん内ないの補強を自由に行える事で、武蔵自体が強力な存在になると？」

「それもあります」

「……早く答えないと張り倒すぞ、君」

　これは失しつ礼れいを……！　とゲーリケが一度土ど下げ座ざした。その上で彼は、

「……基本船せん殻かく部ぶを抜くと、武蔵にとっては出力の大部分を要する艦内住人の生活処しよ理り関係一切が不要となります。これは、燃ねん料りよう関係などの一切が、全て艦の運うん航こうに回せると言う事。

　つまりは──」

　つまりは、

「今まで、武蔵は主しゆ砲ほうを撃うつ際、総そう長ちようの補助を必要としていました。──が、基本船殻部を抜いた状態ならば、恐らく武蔵単独で主砲発はつ射しやシークエンスを終了する事が可能。あとは、発射許可を必要とするだけとなります」

「…………」

「どうしたのですか巴ともえ御ご前ぜん」

　いや、な、と巴御前がタメた。周囲、御付きの広報委員や、通りかかった学生達が、

「ひ、……御前様がタメられましたわ！」

「確実に改派プロテスタント厳げん罰ばつアタックだな……！」

「カッパ、風ふう前ぜんの灯ともし火び……！」

　ゲーリケが気まずい汗あせを流し始める。彼は、半はん目めで見下ろす巴御前に対し、両手の平を見せてから、一度肩をすくめ、

「……巴御前、世の中の小さな事に怒りを感じていては、神も大変だと思いませんか」

「私は別だから」

　ゲーリケの汗が深くなった。その上で彼が、

「あのう、一体、何が」

　言った瞬しゆん間かんだ。

「──今、武蔵がどういう艦かん隊たい運動で基本船殻部を抜いてるか、見えてるか？　アア？」

　親指で示すのは、兼かね定さだ発射時の艦隊位置だ。

「そりゃ兼かね定さだ発はつ射しやの艦かん隊たい位置でコレ行っているのだから、これは兼定発射準備のための行動。そういう示し唆さであろうよ。……君、見れば解わかる事を何言っているのかね」

　半はん目めで巴ともえ御ご前ぜんに言われ、ゲーリケは再土ど下げ座ざした。

　だが、その頭の上に、杖つえのように写本ハンマーをついて、巴御前は吐と息いきした。

「……今は有あり明あけも関かん東とう方面へと下がっていき、武蔵むさしが各かつ国こくに傭よう兵へいとしての自分達をアピールする期間。しかしそれはまた、武蔵の戦せん闘とう力を示す期間でもある。

　ゆえに武蔵は、訓くん練れんの場をステルス防ぼう護ご障しよう壁へき内ではなく、ここで見せつけているのだ。

　京きよう、P.A.Oda、そして欧おう州しゆう列強に対し、──総そう長ちよう達が不在であっても自分達は最高の戦闘状態を構え、戦えると、な」

　空に、街が分解されていく。

　訓練とデモンストレーションだ。表ひよう層そう部ぶのみ、というやり方だが、一いつ町ちよう、もしくは数ブロックが輸ゆ送そう艦かんと連結し、武蔵の外がい縁えんとなる空くう域いきを一周する。

「……好こう事ずな外がい交こう官かん達は、きっと今いま頃ごろ、輸送艦に連れられて外交館かんの区く画かくごと武蔵を一周しながら、兼定の発射シークエンスを説明されているだろう。これは大きな宣せん伝でんだぞ」
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「忠ただ興おき様！　私達のいる区画が先せん頭とうで回っておりますよ！　へえええええええ、武蔵の横よこ町ちよう、縦たて町まちなどの構こう造ぞうや強度など、こうなっているのでありますねえ……！」

「おい、あんま外縁寄るな。風もあるんだから落ちるぞ！」

　と、横町の縁へりに膝を着き、下を覗のぞき込んでいる嫁よめのハシャぎっぷりに微び妙みような引き感を得ながら、忠興は一ひと息いきを吐いた。

　自分達がいるのは、小こ西にし家けの輸送艦に運ばれていく多た摩まの表層部だ。縦三町、横二町の六町分。小西家は暫ざん定てい議員で商しよう家かとしても大きいため、移動列の先頭を担になっているのだろう。ここが小西家の担当とはクリスティーナも知らなかった筈はずだが、昼食中に予告通達があった時、いきなり手を摑つかんで「行きませんか忠興様」とやられたのは参まいった。

　何しろ、向こうから手を引かれるのは、ほとんど初だ。

　……俺おれ自身の事で手を引かれるようにならねえと駄だ目めだなあ。

　何となく、嫁の好こう奇き心しんとはこれから長い勝負になる気もするが、覚かく悟ごは必要だろう。そういう嫁を嫁にしたのだ。あ、俺、ちょっと大人おとなかもしんね。

　ともあれ今は、空の各所に表示枠サインフレームが開いている。映るのは〝多た摩ま〟で、

『では皆様、右手を御ご覧らん下さい。現在、本ほん艦かんが南にて弾だん体たい形成と全艦安定のデモンストレーションを行っております。主しゆ砲ほう兼定、メインの効用は局きよく地ち、戦闘艦制せい圧あつ用の貫かん通つう重視砲ほう撃げきですが、別の効用としては発射時に重力制せい御ぎよや磁じ力りよく制御など行いますので、身体からだのコリがほぐれ、関かん節せつ痛つうなどにも効くと──』

　どこまで本気だか解わからないが、武蔵むさしの自じ動どう人形だから普通に本気な気もする。だが、

「──ん？」

　不ふ意いの警けい報ほうが、空に響ひびいた。

　表示枠サインフレーム内、〝多た摩ま〟が一いち礼れいし、静かな視線でこう言った。

「では皆様、後ろ、東の方向を御ご覧らん下さい」

　見る。町の縁へりにいた嫁よめも顔を上げて振り返る。

　すると東の空に、望ぼう遠えん術じゆつ式しきを通した大型表示枠が見えていた。

　光学確かく認にんで見る東の遠方。陽かげ炎ろうのように揺らぐ空にあるのは、

『皆様、あれが琵び琶わ湖こ上空の、──安あ土づちで御ご座ざいます』

　忠ただ興おきの視し界かいの中、安土の周囲には、幾いくつもの輸ゆ送そう艦かんが浮ふ上じようし、大型の影を乗せては下がっていく。あれは、何をしているのかと言えば、

「安土も、……基本船せん殻かく部ぶを抜いてやがるのか！」
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「要事においては余よ計けいな貨物を捨て去って生存確かく率りつを上げる。──これは、輸送艦でも戦せん闘とう艦でも変わらない一手ですよ。正直、関かん東とう行きの際、羽は柴しば君はこれをしくじりました」

　安土の中央艦艦かん首しゆ。その先せん端たんにて遮しや光こう術式の表示枠レルネンフイグーアを掲かかげた数かず正まさは、遠く青い影になって見える武蔵に視線を向けていた。

　……危ないところでした。

　武蔵が主しゆ砲ほう兼かね定さだの発はつ射しやデモンストレーションを行うというのは、普通に有り得る事だと思っていた。

　傭よう兵へいとしての戦闘力アピールもあるが、自分達の行動には不ふ可か侵しんとしろと、そんな示し威いもこのタイミングでは必要なのだ。

　味み方かたになると得。敵には回らない方が良い。つまりはそういう事だ。カモられないためには必要な事で、武力を持った武蔵としては、今いま更さら行うのは遅過ぎる事だとも思う。

　だが、そのアピールに基本船殻部の住人達への警けい告こくが入ってくると意味が違う。

「一種の、決けつ戦せん仕し様ようですね」

　何をするのかは推すい測そく出来、これは竹たけ中なかも同様の思し案あんを見せた。

　だからこちらも、やってやる。

　基本、仮か想そう主砲を展開する武蔵と、同様の仮想主砲を持たない安土では、運用に差が出る。武蔵が基本船殻部を抜くのは、流りゆう体たい燃ねん料りようの動的多様化を狙ねらったものであり、仮想主砲の展開を単独で可能とするためだ。

　しかし、安土の場合は、基本船殻部を抜いて流体燃料をキープしたら、

「装そう甲こうや艦かん体たいの強化と、流体砲ほう撃げきの充実ですね」

　速度は同等だろう。防ぼう御ぎよ力では、側部砲ほう門もんなどを持たない武蔵むさし側の方が、改かい装そうしてからは上であるようにも見える。後は攻こう撃げき手段だが、向こうは砲門が少ない一方で仮か想そう主しゆ砲ほうが強きよう烈れつ。こちらは砲門を多く持つ一方で仮想主砲を持たない。

　一いち撃げき必殺か、手て数かずか。

　一長一短。こっちにとってもデモンストレーションは大だい事じだ。

　武蔵があのアピールで欧おう州しゆう側の人気を得ようとするならば、こちらもやってやる。

　安あ土づちの基本船せん殻かく部ぶは、乗員の居きよ住じゆう区くと倉そう庫こが大半だ。一部、艦かん内ない生活と開発研究のための企き業ぎよう区く画かくや学校区があるが、それら全てを合わせても武蔵の基本船殻部の量には足りない。

　しかし、

『どのくらいの利点がありますか、〝安土〟』

『Ｔｅｓテスタメント．、──出力関係では二十七パーセント程度の常時プールを確保。抜けた構こう造ぞう体たいの補強に多くを費やしますが、短期ならば出力はプール分消しよう費ひ量をそのまま反はん映えい出来ます』

　要するに、

『──もし、関かん東とう行きの際、このような基本船殻部解除を行っていれば、到とう着ちやく時間が二十パーセント前後短たん縮しゆく出来たと推すい測そく出来ます。──以上』

「羽は柴しば君にも、そのくらいの器き量りようが欲しかったところです」

　数かず正まさは、今の言葉を採点そのものとした。

　無む論ろん、当時の指し揮きをとっていた竹たけ中なかには、言い分があるだろう。何しろ関東に到着して勝利したところで、安土内の倉そう庫こを解除していたら、補ほ給きゆうが続かない。下手へたをすれば、すぐに再戦されて、息切れするように負ける事になる。

　ですが、と数正は思う。

　……勝たずにそのような心配をしてどうしますか。

　竹中達は、勝った後の安あん堵どを確定として、間に合うかどうかに勝負を置いた。

　自分は、間に合う事を確定として、勝ってからどうするかに勝負を置く。

　結果として、竹中達は間に合ったが、九く鬼きが勝負を捨てた。

　実のところ、九鬼の判はん断だんは、その内容は別として、いい思い切りだと数正は思っている。本ほん能のう寺じの変へんを守るため、現場での目先の勝利を切り捨てたのだ。

　彼がその判断をしていなければ、現場ではもっと大きな負けがあったろう。

　ならば、九鬼達をそこまで追い詰める事となった、到着時間の遅れがいけない。

　無む論ろん、終わった後から言っている事だ。自分はあの時、安土が巴パ里リから関東へ急ぐのを琵び琶わ湖こ沿岸の茶ちや屋やで飯めし食いながら見ていたし、

「さて」

　手元に表示枠レルネンフイグーアの書類を一枚出す。

　安土の関東行き。その助言類としての、艦内パージの利点。日付は夏休み前のものだ。

　しかし自分は、それらを書いた表示枠レルネンフイグーアを操そう作さし、完全消去とする。

「もう、不要です」

　言う。

「あの場で私に助けられたら、学ばない。──人は敗はい北ぼくから学ぶものですからね。だから、私が放ほう置ちすれば皆は学ぶ。最良の教育です」

　そして、

「今回の安あ土づちによる基本船せん殻かく部ぶパージ。これを見た欧おう州しゆう勢ぜい、周辺国家は、こう思ったでしょう。──武蔵むさしに関わると、安土や、羽は柴しば勢と事を構える事になる、と。

　さあ、それで一体、何処どこの勢力が武蔵の味み方かたとなりますか？　──力の顕けん示げんは孤こ立りつの最も雄ゆう弁べんな材料。これで武蔵は、私達に勝つしか、元に戻る道を失ったのですよ」

　言いながら、数かず正まさは、右の手を上げた。

　遠くに見える武蔵を、大きく、円で囲む。そして眉まゆを立てた微笑を向け、

「──たいへんよく出来ました。私達の敵として、いいアピールです」
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　福ふく島しまは、天てん幕まくから外に出た。

　随ずい分ぶんと寝ていたで御ご座ざるな、と、そう思った。

　これから食事して修しゆ行ぎよう。否いな、鍛たん錬れん。午後も終わり、そろそろ夜になろうという頃ころだが、今から一日が始まりでいいと、そう思う。

「随分と、自じ堕だ落らくになったで御座るなあ」

　先夜、泣いて、そのまま疲れて寝てしまってから、いろいろ切り替わった。

　涙を流したのが良かったのだろうか。それとも、本心を吐と露ろしたのが幸いだったのか。

　何が契けい機きかは解わからないが、しかし、何となく、自分の中にあった力が消えた。

　あの後、昼頃に目覚め、身を起こすと動いた。

　頭が、何もかもを考えようとしなくなっていた。ただ、水をガブ飲みして、そのまま天幕に戻ると、また寝てしまったのだ。

　目覚めると、一日が経過していた。毛布を抱くようにしていたが、寝ていた時の妙みような安心感はそれだったのだろう。

　不ふ思し議ぎな事に、何か言おうと、そう考えなくなっていた。

　これまでは独ひとり言ごとのように、これからの事などを己おのれに言い聞かせていた節ふしがあったのだが、驚く程に自分は無む言ごんで、頭の中も静かだった。

　食事を作り、気付いたら夜だった。

　おやいつの間に、と思った。

　否いな、起きた時には夜だったのだ。ただ頭が働いておらず、焚たき火びの光を見て、何故なぜ明るいのかを考えて空を見上げたら、星空だった。

「ああ」

　久しぶりに言葉というか、音を喉のどから出して、己おのれはこう思った。

　……何も、変わって御ご座ざりませぬな。

　悩んで、暴あばれて、泣いて、疲れて、一日を眠って、しかしそれで、何が変わったのか。

　何も変化は無い。

　ならばここ数日の全ては、無む駄だな事だったのだろうか。

　変化が無いという意味では無駄だ。

　だが、変化が無いという事実を理解出来たならば、無駄では無かったと、そう思う。

　後は、それをどう捉とらえるか、だ。

　今、自分は、何の意味もない状態にいる。

　これは、意い外がいに、貴き重ちような事ではないかと、そう思う。

　世せ間けんがどうなっているかは知らない。ひょっとしたら、皆は周辺地ち域いきとの小こ競ぜり合いなどを生じたり、合がつ宿しゆくにて有ゆう意いに過ごしているのかもしれないが、そこに自分はいない。

　自分がいなくても、皆は回るし、世間も動く。

　焚たき火びの火の動きを見て、ふと手を伸ばす。

　風を起こせば、灯ひは揺れる。

　だが、火は消えないし、揺れたものもすぐに戻る。

　何も変わらない。

　変わったように見えて、しれっと元に戻るのだ。ならば、今、誰だれの傍そばにもいない自分は、何かに変化を与えられる筈はずも無い。そしてまた、

「──皆も、同じで御座りますか」

　自分は今、一人だ。

　そしてまた、皆も、今、こちらに対しては〝一人〟だ。誰もこっちには届かない。自分に対して今は誰もが〝孤こ独どく〟なのだと、そう言える。

　そこでまた、少し泣いた。

　だが、疲ひ労ろうと行き詰まりによる涙ではなかった。

　よくは解わからなかったが、無む理りに言葉にするならば、嬉うれしかったのだ。

　自分が一人になる事への恐きよう怖ふ感よりも、皆が、今、自分に対してそうであろうと、そんな事を思えて、安心出来たのだ。

　距きよ離りは離れている。言葉も交わしていないし、見る事も出来ない。ひょっとしたら、死んでしまっている可能性だってある。

　だが、知らなければ、同じだ。

　信じていられる。

　そして、お互いが同じ状態ならば、やはり同じだろう。

　会えなくても構わない。

　信じている。やがてそれは裏切られるかもしれないが、信じていた期間にあった事は、噓うそでは無いと、そう思えた。何故なぜなら、

「────」

　背には、未いまだ、岩場で寝ていた緊かたさがある。そして目め尻じりには、泣き腫はらした痕あともある。これを信じられない自分ではない。

　だから思った。一人ならば、肩かた肘ひじ張らず、自分の思った通りですらなく、身体からだの感じた通りにやってみようと。

　訓くん練れんは好きなだけ行い、疲ひ労ろうしたらそれが抜けるまで寝る。食事も、食いたいだけ食って、足りなかったら散策で満足するまで探せば良い。

　だからそうした。

　随ずい分ぶんと気楽だ。

　いろいろと足りていない部分はあるのだろうが、身体が楽だ。心の方も、身体任まかせで行くので、クリアな状態が続いている。これはもう、何というか、

　……要いらぬ力が、抜けたで御ご座ざりますなあ。

　と、食事をして、空を見ていたら、ふと思った。

　……この山の向こう、西側に行けば、武蔵むさしが見えるので御座りましょうか。

　登山として行けば、すぐの筈はずだ。

　訓練の最終日か、その前辺り、荷物をまとめたら行くのも悪くない。そう思うと、急に気分が上がって来て、

「──よし」

　夜となり行く中、今日きようの鍛たん錬れんとして、福ふく島しまはまた一いちノ谷たにを手に滝たき壺つぼへと向かった。

　きっと皆も、同じような事しているだろうと、そう信じながら。
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　そして日は過ぎ、八月が終了した。

　羽は柴しば勢ぜい。清きよ正まさの班はんは、真さな田だでの訓練を終えて、翌九月一日を休養日として、二日に琵び琶わ湖この安あ土づちと合ごう流りゆうという予定を立てた。

　福島の班は、山やま籠ごもりしている福島へと、安土の竹たけ中なかから連れん絡らくをつけ、二日に山から下りてくるよう指し示じを出す事にした。

　一方の石いし田だ、糟かす屋や班は、教きよう皇こうの夢ゆめ見みが悪いのか、

「な、何で今日は三匹びき増えてるんです!?　ローテーションが変ですよ!?」

「これ、……狩かった分だけ頭数を揃そろえようとか、そんな夢見てませんの？」

『すみません！　話してないで私の方の援えん護ごをして頂いただけると幸いなのでありますが！』

　などと、時とき折おりに大おお谷たに前線推おしをしながら、しかし竜りゆうの数を確実に減らしつつあった。

　対する武蔵むさし勢ぜいは、御お菓か子しの家での訓くん練れん期間と潜せん伏ぷくを、翌よく九月一日で終えるものとして、二日に、そこから直接京きようへと移動する事とした。

　以前から予定に立てていた、調査や研究関係の最終報告は、九月一日の夜に、打ち上げの中で行うとして、一日は休養日。それぞれは、このところで少なからずあった思し案あんや張り詰めを抜き、半なかばアクティブに、半ば放ほう電でん状態で休養日を迎えたのである。







[image: 第七十三章『捕食場の仕込み娘』]
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　教きよう皇こうの寝起きは、やや遅れそうだというのが三みつ成なりの判はん断だんだった。

　朝、安あ芸き地上側にある食堂の定時ミーティングで、皆を前にして表示枠レルネンフイグーアを出す。長いテーブルの上、ビュッフェのように並べられた保温器には、夕食並みの料理がある。かなりの量と、重さだが、それがあるのも、

『小こ姫ひめ……！　朝からそんな食うとは品がないぞ！』

「いやいやいやいや、こればっかり譲ゆずれませんですよ。だって今日きようは大勝負です。何しろ今日が学校の始し業ぎよう式しきな訳わけですし。それなのに未いまだに夏休みの合がつ宿しゆくしてるというのは、やっぱよくないです？　だから──」

　という左さ近こんの言葉を、正面に座っていた糟かす屋やが受け継つぐ。彼女は肉関係の料理をてきぱきと皿さらに載のせ、自分の方にキープしていきながら、

「Ｔｅｓテスタメント．。──だから、今日でケリをつけますの。今日が駄だ目めでも、明日あしたには確実に、という勢いで行きますのよ。大体、残りは五匹ひき。昨夜でまた増えていると思いますが、集中して一日籠こもれば、解決出来ない筈はずがありませんの」

『そう言って頂けると、非常に有あり難がたいです……』

　正直、ペース配分を間違ったのは自分の判断の甘さだ。

　竜りゆう退たい治じの後半になって、竜の増ぞう殖しよくペースが上がったのだ。

　予よ想そう外、というのが本ほん音ねだが、先手を打っていなかった自分の見通しが甘い。

　……スケジュールの管理における、思し想そうが悪かったのです。

　与えられた期間をフルに使って、毎日ちゃんと、余よ裕ゆうを得ようと思ったのだ。

　これが悪かった。何しろ現場は、こっちの都つ合ごうだけで済むものではない。後半になって竜の増殖ペースが上がった時、余裕ある毎日という構こう図ずは容易たやすく崩くずれた。

　最初から全力で当たり、竜属ぞくを早そう期きに潰つぶした後で、残りを休養日にすれば良かったのだ。

　この辺り、安あ土づちに戻ったら数かず正まさに説せつ教きようをされそうな気もするが、仕方ないだろう。余裕を持とうとして、答えを先延ばしにしてしまう選択を行った自分が悪い。

　何事も、まず答えを出してから。そういう考えが必要な現場だったという事だ。

　……学習ですね。

　学ぶ事が多い。これまで事前学習は膨ぼう大だいにやってきたつもりだったが、現場に出てみると想そう定てい外がいな事が起きてあたふたしっぱなしだ。大体、今回も、代表委員の方から通つう神しんで、

『あのう、石いし田だ様、……申もうしにくい事なのですが』

『何でしょう。気き兼がねなくどうぞ』

『Ｔｅｓ．、……安芸の方から、宿しゆく泊はく費ひ用ようを加算してくれないかと。ええ、とにかく食費が激しいそうで、明らかに予算オーバーだとかで』

　すみませんすみませんと頭を下げて今朝けさの朝食を見ると、確かにコレは食べ過ぎではないかと統計的に思ったりもする。しかし、

　……左さ近こん様も糟かす屋や様も、残しませんからね……。

　それはつまり適量。下手へたすると足りてない可能性もある。どのくらいまで自費の持ち出しでいけるだろうか。大おお谷たに君に頼んで敵てき対たい国家の通つう神しん国こつ庫こから頂いただいてくるのは有りなんだろうか。

　ただ、食費で言うと、最大の懸け念ねんが今日きようはいない。糟屋が辺りを見回し、

「あの、平ひら野のは、今日？」

『Ｔｅｓテスタメント．、平野様は剣つるぎ神じん社じやの方の設定が掛かってまして、今日、暫しばらくの後に合ごう流りゆうかと』

　……このまま朝食の後で合流してくれるなら凄すごく有あり難がたいんですが。

　と思った瞬しゆん間かんだった。食堂の扉とびらが開いて、

「やった！　朝食間に合いました！　食べてますか!?　食べてますね!?　じゃあ私もまずは食前酒からいきます！　──あ、平野・永なが泰やすです。合流しました！　今回は醬しよう油ゆも持参なので何でもいけますよ！　欲しい人いますか！」

　一番高い酒しゆ精せいを消しよう費ひする手合いが最悪のタイミングで来て、三みつ成なりは内ない心しんで頭を抱えた。

　……今日は、きっと、長い一日になるでしょうね。

　そうしなければならない。何故なぜなら、

「明日あしたになれば予算を超えてしまいますね……」

　皆が、笑顔と判はん断だん出来る表情でメニューの追加を入れているのを、止めるべきかどうか、三成は多重に計算を行った。
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　……さて、そろそろですか。

　御お菓か子しの家を前にした野外の朝食会も、今日が最後だと浅あさ間まは思った。明日は輸ゆ送そう艦かんで撤てつ収しゆうし、船の中では今日の内に作った弁べん当とうで朝食となる筈はずなのだ。

　だからだろうか、在ざい庫こ処しよ分ぶん、という訳わけでは無いが、結けつ構こう派は手でな朝食だった。骨付きの肉や、煮に込こみの品が並ぶ一方で、生野や菜さいが多く出るのが朝っぽい。ブレッドも多めだったが、ちょっと朝食担当のホライゾンと二人で、工く夫ふうした事がある。

　味付けに、極きよく東とう系けいを仕込んでみたのだ。

　解わかり易やすいのが、やはり醬油。そしてちょっと捻ひねるのが味み醂りん。更さらに工夫としては黄粉きなこ。

　肉のソースなどで、前者は隠かくし味にして、後者はワインなどと置き換える。そして黄粉は味の後押しもだが、スイーツのソースにも効く。

　浅間としては洋風に手を掛けるのは結構冒ぼう険けんだ。何しろ母からあまり習っていない。

　だが、欧おう州しゆうの料理にここで集中的に触れてみて解った事がある。

　……やはり、欧州系は、調理バリエーションというか、味の種類が無いですよね。

　調理法の多くは、煮にるか、オーブンか。たまに揚あげ物がある、という感覚。

　味は、調理より、付けるソースで味を変える、というのが浅あさ間まのイメージだ。

　シチューやスープという煮に込こみ料理はあるが、これも基本は塩ベースのポトフを基き礎そとする。それはごった煮の感覚が強く、そこに別のソースを入れて煮込むとシチューなどの煮込み料理に派は生せいする、という感覚だ。

「つまり、出汁だしの概がい念ねんが薄いんですよね……」

　極きよく東とうでは、出汁からの派生で汁しる物ものが大きく分化する。出汁の複数使用もよく行われる。結果、例えばお吸い物と味み噌そ汁しるは別だ。鶏とりなどのスープも別だ。味噌を突っ込んだら味噌汁になる、というものでもない。ホライゾンはそれをやるのでアレは新種の何かだと思います。ええ。

　だが欧おう州しゆうの場合、基本はポトフだ。つまり塩と、野や菜さいと肉、もしくは魚を中心としたごった煮の出汁。それがもう、王者のように居座っている。

　勿もち論ろん、スープ類では、ナルゼとナイトに実演を見せて貰もらったM.H.R.R.神聖ローマ帝国式玉たま葱ねぎスープのように一から起こすものもあるが、

「刻み玉葱とバターと塩で、玉葱が焦こげないよう、しかし茶色になるよう中ちゆう火びで焼くように煮込むのがむずかしいのよね。それで最後にちょっと湯を足して濃のう厚こうな玉葱スープの完成」

「これをペーストにして肉に合わせたり、焼いたパンを沈めて食べるとサイコーだよん。

　でも難しいだけあって、コレ、毎日作るもんじゃないかんね？」

　との事で、つまりは手軽ではない。

　実際、浅間もやってみたが、ちょっと焦がすだけで苦にがくなった。実のところ、ちょっと焦げ目があった方が美お味いしいかな、と故こ意いにやっての失敗なので超反省。アデーレが上手うまいのは、

「いや、水と玉葱とバターがあれば出来るから、冬は常食ですよ！」

「……何で水が先に来るのかな？　あと、塩は？」

　などと、なかなか本場からの追つい及きゆうが厳きびしい。しかし、こうして思うのは、

　……出汁が幾いくつもあって、そこから更さらに派生する極東とは違いますねー……。

　逆に極東の場合、そこまで気を遣つかって調理する汁物はあまり無い気がする。

　ただ、調理がソースを基礎とするなら、味の工く夫ふうは利く。

　だから最後の朝食担当と言う事で、やってみた。何か気になるのか近くをうろうろする彼は喜き美みに任せておいて、思いついた事を仕込む。すると、料理とは別の部分で、気付く事が一つあった。

　ホライゾンが、学ぶのだ。
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　……おおう？

　浅間は今まで、ホライゾンが作るスーパー何かや、被ひ害がい者しやの反応を見ている。ゆえに彼女については、かなりの独どく学がく派はかと思っていた。大体、彼がよく解かい説せつをしたり、教えたりしているが、そこでも独自のムーブを行うので、上手うまく行ってる例ためしがない。

　だが、そんなホライゾンが、自分からは学ぶ。

　どういう事なのか、正直は解わからないが、それでいいか、とも思う。

　自分だって、母からいろいろな事を教わる際には、逆に、他の人から教わるのは避けていた節ふしもあるのだ。例えば父が、自分の得意料理を教えようとしても、

「お母かあさんのがいい」

　と断って、文ぶん系けい人間を落ち込ませていた記き憶おくがある。

　それと同じなのだろうか。

　認められた、というべきか、安心されてるというべきか、ともあれそのような事を本人に聞くのは野や暮ぼでもあろうと思う。理由はどうあれ、彼女はこの選択をしたのだ。

　だからここは、そのままでいい。

　自分の方も、疑問に思うよりも、遠えん慮りよ無く行く。まずは火の管理が第一。危ないですから。それから水の量、材料の量、切り方刻み方、それぞれを腕をまくったり、しっかり構えてから振るっていく。調味料に関しては、素材をどうしたいかをまずイメージする。

「濃い味にしたいなら多く、薄くしたいなら少なく、というのが、基本なんですけど、意い外がいに忘れやすいですよね。味を確定させたくて多く入れて、必要以上に濃くしたり、濃過ぎないかと思って少なく入れて薄くし過ぎたり、と」

「……それだと、正確な味を再現するための〝定量〟という考えが無いようですが」

「いいんですよ、それでも。強いて言うなら、〝定量〟は人それぞれです」

　母が教えてくれた事を、自分は自分の言葉にして言う。

「今日きよう、ここで口にした味がありますね？　それが基き準じゆんです。それに比べて、ホライゾンが、濃い味が良いと思ったり、薄い味がいいと思ったりする。そうしたら、他人がその味をどう思っても、それがホライゾンの味なんです」

「だとすれば──」

「自分だったらこの味だ、というのに、調味料を加か減げんして近づける。それが味付けです。

　解りますね？　味は、味見もしつつ、〝付けていく〟ものなんです。ゆえに味付け。

　だからホライゾンは、料理が苦にが手てとか、そういうのではないと思います。時とき折おり、クリエイティブなフロンティア精神が炸さく裂れつしますが、多分、〝基準〟と〝自分の好み〟の関係について、意い識しきしてなかったんでしょう」

　何故なぜかは解る。

　彼女には、記憶が無いのだ。そして、身体からだが自じ動どう人形になっているため、舌したが味を覚えているという事もない。この辺り、一つ言うなら、

　……トーリ君も、ちょっと悪いですよね。

　きっと彼は、ホライゾンに調理の手て順じゆんを教えようとしていたに違いない。

　そうではない。

「この調味料を使うと、この食材がこの味になります……。そう憶おぼえましょう。

　そして手順を経て、結果として出来るのがその料理。手順より味が大だい事じです。

　逆に、手順を先に憶えると、味が仕込みにくくなります。作業だけで頭が一いつ杯ぱいになりますから」

　言うと、ホライゾンがこちらを見たまま、

「…………」

　自分の頭を一つ叩たたいた。そして彼女はこちらの手を取り、

「慧けい眼がんです浅あさ間ま様……！　あの小こ癪しやくな男とは一ひと味あじ違いますな」

「鍋なべが噴ふいてます噴いてますって……！」

　などとあったが、こっちとしては思い当たる節ふしがかなりある。青雷亭ブルーサンダーでは、彼の母親は業務として作るから、調理は作業のようになりがちだ。そして彼の方も、やり方が解わかっている分だけ、スマートに教えようとして、逆に手順に拘こだわるようになる。

　今まで、一いつ緒しよに調理の場を担当する機き会かいはあったが、彼や誰だれかが必ずいた。だから、御お邪じや魔まかと思ってちょっと干かん渉しようは深くしていなかったが、

　……成なる程ほど……。

　そうじゃなかった、というのが正直なところ。

　ああ、ああ、うん、うん、と頷うなずいてばかりだが、本当にそうだ。何しろ、記き憶おくもなければ舌したも未み熟じゆく。これで食材と調味料を並べられて、正確な手順だからＯＫ、と出来るのは、

　……調味料の味が解ってる事前ぜん提ていですよ……。

　母は、料理もだが、その際には味付けをしっかり教えてくれた。だから、例えば、魚を煮にるのも、肉を煮るのも、同じ味付けだったらどういうものが出来るか想そう像ぞう出来る。

　ホライゾンは、味がどうなるかが解っていないのに、手順を教えられて来た。だから大体の感覚で味を付けながら、知っている手順で作っていって、結果として創そう作さくになりやすい。

　だったら教えよう。今回は、ちょっと洋よう風ふう料理に置き換えて、極きよく東とう風のものを作る。

「これ、醬しよう油ゆですね」

　洋風のものは、この期間中に一度は食べたものばかりだ。ホライゾンは基き準じゆんとして憶えている事だろう。その調味料を一部置き換えると、どうなるか。やってみると、

「──解りましたか。醬油の隠かくし味」

「……洋風なのに、明らかに極東テイストがありますね浅間様！」

　これが味〝付け〟だ。

　差が解るなら、舌はある。だとすれば、

　……うわー。

　結けつ構こう、協同生活の楽しみが増えた気がする。何ならホライゾンに試したい調味料の要望を出して貰もらい、それで作るとどうなるかというのをやってみるのも面白そうだ。

　だけどその前に、やる事がある。

　……京きようでの明あけ智ち・光みつ秀ひでとの会議ですね。

　更さらには、自分達の研究や調査の最終結果も出さないといけなくて、これは己おのれにとって、やや懸け念ねんのあるものだった。そしてまた、

「そろそろですね」

　そろそろそうやって自分達が作った朝食を皆が食べ、消しよう費ひして、次の時間になる。

　休養時間だ。夜の調査結果の発表と身み内うち会議までには、昼食などもあるが、とりあえずそれも含みで今日きようは一日オフ。だとすれば、泉いずみで水遊びとかで、用意もあるけど、

「──アサマチ」

　向こう、ナイトがこちらとホライゾンにだけ見えるように、〝行け〟、と手を振った。それを確かく認にんして、自分はホライゾンと頷うなずき合う。その上で、

「ミト」

　声を掛けるのは、食後の一ひと息いきを吐いているミトツダイラだ。

　自分とホライゾンは、皿さらをテーブルから集めながら、ミトツダイラに対して、

「私達、片付けとかしていきますので、ミトの方、ほら、水着の着替えとかありますから、御お菓か子しの家の奥の部屋、用意して、先に着替えててくれますか？」

「え？　あ、Ｊｕｄジヤツジ．、もうそんなタイミングですの」

「あー、そうね。ちょっと私達も準備していくから、ミトツダイラが先に開けておいてくれると助かるわ」

　とナルゼが言葉を続ける。

　対するミトツダイラが頷き、腰を上げた。

「では、遊びの時間を多くするためにも、着替えも急いだ方がいいですものね。じゃあちょっと御待ち下さいな。更こう衣い室しつとして、奥の寝室を開けてきますわ」
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　と、ミトツダイラが御菓子の家に向かい、ドアを開けて閉める音が響ひびいた。

　その後、三秒程を経過してから、アデーレは皆の顔を見渡した。

「……掛かりましたね」

「いやあ、驚く程あっさりだったね」

　第三特とく務むが感心したように腕を組んで言う間、伊だ達て家け副ふく長ちようが、こちらはまだ表示枠サインフレームで各地のニュースを確かく認にんしながらの朝食の途と中ちゆうで、

「一体、どういう事？　罠わなに掛けたようなら、巻き込んで欲しくないのだけど」

「別に、罠じゃないわ」

　さっきから、魔術陣マギノフイグーアに手を動かしている第四特とく務むの声に応じるように、人ひと影かげが来た。

「お、朝食もう終わってんの？　ちょっとカップ洗ってきたんだけど」

　総そう長ちようだ。第一、第二特務も続いている。しかし副ふく王おうが、

「トーリ様、ちと、ミトツダイラ様が手伝って欲しい事があると、御お菓か子しの家に」

「は？　ネイトが？」

　んー、と総長が首を傾かしげ、しかし第一特務が彼のカップを手にしてテーブルに置く。

「食後の一ひと息いきはこっちで用意しておくから、要件済ませてくるといいで御ご座ざるよ」

「おお、んじゃ、話の続きは後でな」

　と、総長が御菓子の家に歩いて行く。その背を見ながら、第四特務が、何かを描き続けている魔術陣に手を掛け、ゆっくりと立ち上げていった。

　白魔女ヴアイスヘクセンのトンボ枠わく型がた魔術陣。そこに描かれていくのは、

　……第五特務ですかー。

　素そ描びようというには正確で、しかも速い線画が、粗あらい背景付きで次々と描かれていく。それは、

・●　画：『大体、リアルタイムでこういう動きをしてる筈はずね』

　第五特務が今、御菓子の家のダイニングに入り、そのテーブル上に目を留める。そこには朝食の下ごしらえなどで浅あさ間まと副王が刻んだ肉などが、予備としてあり、第五特務はそれを一切れ頂いただいて口をハンカチで拭ぬぐう。

「はしたないですわね」

　と苦く笑しようの台詞せりふコマまで描いた上で、彼女は奥のリビング兼けん寝室に。

　鍵かぎを開けて入るそこは、皆の荷物置き場の他、着替えの間だ。

「あれ？　そういえば、家の入口、内側から鍵閉めてませんか？」

　浅間が小さく疑問する。だが、第五特務が奥の部屋に入ると同時に、ナルゼの絵の中で、入口のドアが開いた。

　そして喜き美みが、小さく笑って言う。

「狼おおかみの王様の出入りを、その家が邪じや魔まする訳わけないわよね。だって、人狼女王レーネ・デ・ガルウとツーカーなんでしょ？　愚ぐ弟てい」

　総長が入って来る。彼は、ん？　と中を覗のぞき込み、

「ガっちゃん、ソーチョーになった瞬しゆん間かんから描びよう写しや遅くなってないかな？」

「んー、微び妙みようにやる気が……」

　だが、総長は入って行く。そして御菓子の家の断だん面めん構こう図ずになり、左側にある寝室では第五特務が部屋の鍵を掛けて脱ぎ始め、キッチン側では総長がキッチンの鍋なべなどを蓋ふたを開けて確かく認にんしている。それを見た浅間が、

「あ、ホライゾンの作ったものがどんななのかを確認してるんですよ、あれ」

「……あの男、ああやって確かめてるの、ストーカーじみてて超キモいですねえ」

　だが、インナースーツを脱いでいく第五特とく務むは、キッチンの方に気付いていない。一応、脱ぐ全身は、寝室の荷物の陰などで見えないようにしているのが、第四特務なりの武ぶ士しの情なさけだろうか。

　ともあれ、水着を手にとって第五特務が眺ながめた時。総そう長ちようが寝室のドアを開けて、

「おーいネイト、用って何？」

　リアル御お菓か子しの家から第五特務の悲ひ鳴めいが聞こえてきて、第四特務が拳こぶしを握った。
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「ちょ、ちょっと、どういう事ですの!?」

　ミトツダイラに言われて、ドアを半開けの状態でトーリは考えた。

　……どういう事、か。

「……入って来て開けたらネイトが全ぜん裸らで水着を眺ながめてた？」

「正解！　正解ですわ！　でもそういう意味じゃありませんのよ！」

　ネイトこっちに付き合うからスゲエなあ、と思う。ホライゾンだと即そく座ざに物理だろうし、浅あさ間まだと何だかんだで諫いさめられそうだし姉ねえちゃんだと何か違うものになっていく気がする。

　しかし、違うとなるとどういう意味か。

「つーか、着替え中？　鍵掛けねえと駄だ目めじゃね？」

「か、鍵かぎは掛けてましたのよ!?」

　どう考えても掛かってなかったが、ネイトがここまで言い募つのるなら違う気もする。

　何かミスったかなー、と思いながら、とりあえずこちらとしては右手を挙げ、

「んじゃ、ちと試してみっか」

「どうしますの？」

「一回閉じるから、中から鍵掛けてみ？」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、ネイトがタオルで身体からだを隠かくしながらやってくる。
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　目の前で寝室のドアが閉じて、ミトツダイラはちょっとの残念を得た。

　鍵は掛けたと、そういう記き憶おくはある。だが、それとは別で、王が来たのだ。どういう理由あってか解わからないが、こっちといようとする機き会かいを求められてるのだから、

　……私、何してますのかしら──。

　内ない心しん半はん目めになりながら、とりあえずドアの向こうに言葉を送る。

　内部から、ロック式の鍵を掛けて、

「我が王、鍵、掛けましたのよー」

「おーう、じゃあ開けるぞー」

　開いた。

　……は!?

　開いた隙すき間まから、王が首を突っ込んでくる。そしてまず第一声に言われるのが、

「掛かってねえんじゃね？」

「い、いえ、掛けましたわよ!?」

　言って、ドアのロックを回して見せる。するとドアの留とめ具ぐが機き械かい式しきに動き、ストッパーを突き出すのが見えた。

「ほら、ちゃんとしてますでしょう？」

「んー、じゃあもう一回行くか」

　もう一回やってみる。が、すぐに、

「……掛かってねえんじゃね？」

　また王に首を突っ込まれ、こっちとしては首を傾かしげるだけだ。

　んー、と王も首を回して、

「鍵かぎが壊こわれてんのかな。ちと、逆でやってみっか」

「ですわね。内と外で、違いに気付く事があるかもしれませんし」

　だなあ、と王が笑う。

「壊れてんだったら、不ぶ用よう心じんだから、ちと試すか」
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　ナイトは、皆の甘いスクラムに加わりながら、手元にある魔術陣マギノフイグーアに視線を向けた。

　御お菓か子しの家の内部状況を知らせるものだ。すでに中の把は握あくは、ナルゼの想そう定ていを超える事じ態たいが発生するかもしれないという事で、ホライゾンの両腕うでが床下から音おん響きよう術じゆつ式しきで届けてくるのをヒントとしている。

　流石さすがに人狼女王レーネ・デ・ガルウの家だけあって対たい抗こう術式のセキュリティが高いのか、現場からの音声がかなり途と切ぎれ途切れになっていて、

「こりゃあ二十四日勝負しても、外に音が漏もれない訳わけね……」

「大部分は屋おく外がいじゃなかったかな、あのネタ」

「結局、浅あさ間ま神じん社じやでの浅間様の時のように、乗り込んでいくのが一番ですか」

「ああ、私の時はこういう流れで……」

　しみじみと笑顔で皆を見渡す浅間から、誰だれもが視線を逸そらした。だがホライゾンが、

「ともあれ、以前の浅間様に続き、今回はミトツダイラ様。ホライゾンの覗のぞ……、人生経験の補ほ完かんとして、なかなか美お味いしい餌えさ……、展開ですね」

「何か凄すごく楽しんでる？」

「Ｊｕｄジヤツジ．。トーリ様がミトツダイラ様と関係を深くする、というのは、この男もなかなかやりますな、という甲か斐い性しようにも繫つながりますからねえ」

　そうきたかー、と思うし、そうなるかー、とも思う。だが、ホライゾンについての感想としていうならば、成なる実みの、

「余よ裕ゆうね」

　というのが合がつ致ち。うん、これは余裕。そしてホライゾンに言わせて見れば、

「トーリ様と対ついで重複的なのはホライゾンで、これは代わりが有りませんからね。浅あさ間ま様やミトツダイラ様も代わりがいませんが、こちらは距きよ離りがちと特とく殊しゆです。ゆえにある意味、ホライゾンは得ている関係に胡座あぐらを搔かいているとも言えます。しかし──」

　しかし、

「ホライゾン、この性格ですからねえ」

「ホ、ホライゾン、人格に問題感じてるなら直すの手伝いますよ？」

「フフ、そうよホライゾン！　問題あると思ってるなら私に任せなさい！　この賢けん姉ねえの言う通りにしてれば一週間で五倍、六倍になるわよ！」

「いえいえ、ホライゾン、実は面めん倒どくさがり屋様なので」

　彼女の言葉に、皆が顔を見合わせた。ややあってからノリキが手を上げ、

「言った方がいいか」

「いや、皆には伝わってるんじゃないかな？」

「じゃあいいか！」

　ノリリンちょっと最近ノリリン。

　だが、ホライゾンが首を鳴らしながら言う。

「──さてまあ、監かん視し国こつ家かの第一歩として、お二人は何をしているのか。現場の両腕うでからレポートです」
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　目の前でドアが閉まるのを、ミトツダイラは見た。

　今回は王が寝室側、自分がキッチン側だ。向こう、王が、

「あ、俺おれも着替えていいか──」

「女おんな物ものはやめて下さいましね……！」

　言ってる間、気になったので玄げん関かんをチェック。するとそこも、

　……開いてますわ……!?

　確かにロックした記き憶おくがある。かけ直してみると、確かに鍵かぎは掛かる。どうなってますの、と思っていると、寝室側のドアがロックの音を立てた。金きん属ぞくの仕掛けが、鉄音で壁を嚙かむ。

　じゃあ、と急ぎ戻ってドアノブに手を掛ける。そして回すが、

「あら？」

　ノブが空から回まわりして、開かない。二度、三度と試して上手うまく行かず、コツがあるのかと、押してから回したり、引いてから回したりしても、空回り。

「おーい、ネイト、どう？」

「あ、開きませんわ」

「え？　開かないの？」

　その言葉の後、妙みような間があった。四、五秒程だが、無む言ごんがあり、こちらは半はん目めで、

「そっち、女じよ子し衆しゆうの荷物がありますけど、手出ししたら張り倒しますわよ」

「ば、馬ばっ鹿か、人を疑うなよ！　浅あさ間まの水着、胸デケえなあ、とか思ってねえよ！」
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「浅間さん！　浅間さん！　赤せき面めんして弓ゆみを構えるとか、どっちかにしましょうよ！」

「つまり、浅間様のこういう反応も、ホライゾンにあったかもしれない未来……！」

「な、無いですよーう？　これはちょっと特とく殊しゆですよーう？」

「ちなみにホライゾンの荷物が荒らされてたらどうなるのかしら」
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「──というか我が王、ホライゾンのそういうのに興きよう味みを持ちませんの？」

「いや、ホライゾンの荷物どうかなー、と思って近づいたら、窓に右腕うでの影みたいなのが一いつ瞬しゆん見えたから……」

　ああ成なる程ほど、と納なつ得とく出来てしまうのがどうかしている。だが、

「開かね？」

「ええ、開きませんわ」

　と、頷うなずいていると、何となく解わかってきた。

　……御お母かあ様さまですわね。

　どういう仕掛けか仕込みか知らないし、一方的に疑うのも悪い事だが、この仕し様ようはどう考えても御母様っぽい。この〝ぽい〟が重要だが、大体外してはないだろう。

　きっとこの家自体が、住人達の上下関係や、許可を〝読んでいる〟のだ。だから母から預けられた管理者は自分だが、それを上回る権けん限げんの持ち主として、王がいる。

　……我が王、御母様に気に入られてますものねー……。

　父にも気に入られている、というのも要因な気もする。ただ、

「んー、じゃ、俺おれが鍵かぎ掛けると掛かるって変ルール？」

　鍵が開いた。そして王が顔を出し、

「じゃ、ネイト、早く着替えろよ」

「Ｊｕジヤ、Ｊｕｄジヤツジ．、そうですわね」

　タオルで身体からだを隠かくしているとは言え、前だけだ。流石さすがにこの状態の続行は避けたい。だから王と入れ替わりで寝室に入って、着替えていく。

　水着を着て、日ひ除よけと身体を冷やさぬように上着としてのシャツを羽は織おって、

「我が王、でも、何故なぜ？」

「んー？　ネイトの方で俺おれに用があんだろ？」

　……は!?

「だって、浅あさ間まとかがそう言ってたぜ。──何よ一体」
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・銀　狼：『な、何ですのよ皆様！　私の用って、一体……！』

・約全員：『…………』

・銀　狼：『そ、その反応！　見てますのね!?　それで沈ちん黙もくしてますのね!?』
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「解わかってるのに自分で言って、その言葉に興こう奮ふんするタイプっているよね」

「あー、私、そういう台詞せりふよく書くわー」

「というか、自分が見る側になると存ぞん外がいに面白いですねこういうの」

「浅間様！　浅間様が如何いかに面白い存在か解っていただけましたか……！」

「いや、それもまた、何て言うか……」





●






　ともあれここは開き直ろう、とミトツダイラは思った。外の鍵かぎは閉まっているのだ。

　それに、確かに王には用がある。

「あの、我が王？　──以前、私が寝ていた時の話とかしてくれるとか、そういうの、ありましたわよね？」

　問うた先。ドアの向こうで王が、ああ、と気付いた感の声を作った。そして、

「水着見せて貰もらう約束もしてたよな」

　……そ、そう来ましたわね……！

　まあ、監かん視し状態に近い箱の中だ。変な事にはなるまいと、寝室のドアを開ける。すると、

「ちわーす」

　と王が入って来て、内ない心しんでちょっと慌あわてる。

「べ、別に挨あい拶さつ要いりませんのよ？」

「いや、気分気分」

　と、王が寝室のベッドに座って、横、布ふ団とんを叩たたく。

「ほらほら、ネイト」

　寝室ですのよ？　と思うが、とりあえず行って座る。すると王が滑るように床に座って、

「見せて」

　つまり彼にとって、ベッド上がステージだ。だが、こちらとして問題なのは、

「……ア、アドリブですの!?」

「んー、じゃあ股こ間かんから……、睨にらむなよ！　じゃあデザインの意い図とと各部パーツの説明から」

　……事務的ですわねー。

　何だか、期き待たい値ちを随ずい分ぶんと落とされたり落とした気もするが、お互いがお互いにとって、同じ屋や根ねの下で遣やり取とりするにはまだまだ初しよ心しん者しやなのだとも思う。だけど、

「あ、ネイト」

「何ですの？」

　問うと、彼は正せい座ざ状態でこちらを見て、

「初しよ見けんのイメージとしては、格かつ好こ良いじゃん、って事で」

　言われると、悪い気はしない。寧むしろ熱が上がる。ゆえに、

「……では、我が王の感想と実際が嚙かみ合ってるか、検けん分ぶんですわね」







[image: 第七十四章『窮鼠の狼』]
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「静かになったわね」

　ナルゼの言葉に、浅あさ間まは頷うなずいた。皆も、顎あごに手を当てたり、メアリのように祝しゆく福ふくの笑えみ状態のもいれば、興きよう味み深げに意味も無く身を低くしているのもいる。

　自分はといえば、

　……いけないなあ、と思うんですが……。

　正直、結けつ構こう楽しいから困る。まあこれは彼とミトツダイラに対して、悪い事にはならないだろうという安心感もあるが、

　……見知った人の、見知らぬ部分が垣かい間ま見れるのは、不ふ思し議ぎなものですねー……。

　ちょっと驚きもするし、感情移い入にゆうの行き過ぎで、こっちが照れたりもする。だがそれは自分に置き換えていると言う事で、

「確かに、こういう事が自分にあっても、と、そう思う訳わけですね……」

「ホライゾンも浅間様も、それが自分達なりに可能な関係にいますからね」

　まあ、とホライゾンが言って、遠くを見る。

「ホライゾンの場合、この性格ですから」

「いや、解わかってるなら、直すか譲じよう歩ほとかすればいいんじゃあ……」

「それはこちらの敗はい北ぼくです、浅間様」

　そうですか、と下向きに言うしかないが、

　……でもコレ、ホライゾンなりのトーリ君への愛ですよねー……。

　超高層ハードルというか何というか。

　だが、突き放してるようで近くにいるのだから、嫌きらうためのハードルではないだろう。自分が彼を甘やかしたり、ミトツダイラが護まもって動くのと同様に、ホライゾンにとっては、彼がハードルを越えようとする事こそが大だい事じなのだと思う。

　最近、何となく、その辺りが解ってきた。

　超高たか飛び車しやという訳ではないし、奇き特とく……、いや、それは有りかもしれませんが、もうちょっと言葉を選びましょう、私。つまり特とく殊しゆ……、あ、いえ、特殊性せい癖へきとかあるから、これは有りですよね？　ね？　特殊性癖というと、

「浅間君、小しよう生せいを半はん目めで見て、何か言いたい事でも」

　駄だ目めでしょうかね、特殊。

　だけど、ホライゾンは、以前、自分を失おうとしたのだ。十年前の彼と同じような事を、一度は本心から決断し、そこから今の位置にやってきている。

　ハードルの高さは、そういう理由もある筈はずだろう。

「でもまあこのホライゾン、聞いている限り、昔からかなりヘルモードな扱いをトーリ様にはしていたようだったので、これが通常なのでしょう」

　……あ、ある筈はず……、筈！

　思わず内ない心しんで言い募つのってしまったが、昔は昔で、彼女は元もと信のぶ公こうの子であり、母を二に境きよう紋もんで失っているらしいという曰いわく付きだ。

　自分に近寄ると厄やつ介かいな事になる。

　だけど、そんな、自分ではどうしようもない都つ合ごうによって距きよ離りをとられるくらいなら、自分からハードルを示して、距離を空あけようと、そう思った。

　だからハードルは高い。

　だけど、ハードルを剝はがそうとせず、そのままチャレンジしてくる馬ば鹿かな人がいた。

　そういう事なのだろう。

　ゆえに彼の近くにいて、しかし、自分からハードルを下げようとした事がかつてあった。

　朝、家か人じんがいないという理由をもって、朝食を作ったのだ。

　……ああ。

　だけどそれは、彼に否定された。彼の方も、朝食を彼女が自発的に作ってくれた事が嬉うれしくて、つい軽かる口くちをたたいたのかもしれない。

　これは、自分の勘かん違ちがいや、思い込みの可能性がある。でも、

「ホライゾン」

　言ってみる。

「武蔵むさしに戻っても、調ちよう理り、私から習ってみたいですか」

「……浅あさ間ま様がいきなりスっ外れた事を言い出したのは脳のうの心配を感じるものではありますが、まあその辺りも含めての浅間様ですね。御お願ねがいいたします」

「あれあれ何か評ひよう価かがケッコー特とく殊しゆな気が」

　だけど、そういう事だ。

　これでいい。

　私の方でも、二度と、十年前のような事は起こさせない。

　だから、

「ホライゾン、有あり難がとう御ご座ざいます」

「何がですか」

「ホライゾンが私を見て、自分に重ねるのと同じように──」

　自分だって、彼女との遣やり取とりで、思う事があるのだ。十年前、あの時、自分は何も出来なかったが、

「何も出来ない自分で終わらなかったって、そう、今、信じられますから」

「フフ、遅いわね！　大体考えてる事解わかるけど、私とかそんなのとっくにクリア中よ！」

「中だったら進行形なんじゃないでしょうか」

「違うわよ！　コレはチューじゃなくてナカ！　クリアナカよ！　やだもう、ナカがクリアって、腸ちよう内ない洗せん浄じよう!?　ほら、アデーレ、納な屋やから馬用の透とう明めいカンチョー持ってきなさい！　泉いずみの水でキレイキレイにしてあげるわ！」

「喜き美みさん最近自分のお腹なか関係ネタ多いですよね！」

　狂きよう人じんの言ってる事はイマイチ解わからない。だが、

　……止まらないですね。

　解っていく事が、増えていく。

　時間だろうか、変化だろうか。

　気付く事や思い出す事。過去を振り返るのはネガなようにも思う事だが、そこに答えがある場合もあって不ふ思し議ぎを感じる。

　既すでに決定した過去なのに、何故なぜ、その中に、今までと違う答えを見つけられるのかと。

　人は都つ合ごう良くなっていくものなのかもしれない。

　いろいろな人と会って、冠かん婚こん葬そう祭さいや儀ぎ式しき、祭まつりにも多く立ち会ってきたつもりだが、まだまだ解っていない事ばかりだと、最近はそう思う。

　そしてまた、今の状況として、

「あ」

　御お菓か子しの家の屋や根ねから、右腕うでがロープを摑つかんでリペリングしているのが見えた。

　正まさ純ずみが、ふむ、と腕を組んで、

「何かあったら突とつ入にゆうするのか？」

　疑問形で言われましても。
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「ええと、ですからここの胸の下側のカッティングが、色も合わせて、牙きばや爪つめのイメージが入ってますのね」

　ミトツダイラは、ベッドに座った状態で、水着の説明を行っていた。

　デザインをどう思うかは感情やセンスの部分で、デザインの形状は理り屈くつの部分だ。

　形や素材、パーツの意味合いなどは、作り手が何をイメージしていたかの部分もあるが、自分がどう思ったかの部分も大だい事じだろう。だから、

「まあ、元は六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに特有のデザインであるスクエアパーツの亜あ流りゆうで、それが私には牙に見えているとか、そういう事ですわ」

「あー、でも俺おれにもそう見えるからいいんじゃね？」

　だが、王の場合、そういう形状もだが、素材がツボにハマるらしい。胸の間のパーツは鎖くさりを模もしたデザインとなっているのだが、

「触っていい？」

「え？　ええ、大だい丈じよう夫ぶですわよ」

　許可をすると手を伸ばされる。ベッド下からだと流石さすがに届かないので、こちらから身を寄せようと思うが、王の方から膝ひざ立だちで来た。

　触れられる。

　身体からだや肌はだに直接触さわられている訳わけでは無いが、感覚が伝わるような、そんな錯さつ覚かくがある。

「おお、ちゃんと金きん属ぞく」

　と、王の指が鎖くさりのパーツを持ち上げて指で摘つまみ、撫なでるのが、まるで自分の身体のどこかをそうされている気になりかけ、

　……お、落ち着きますのよ──！

　鎖を離され、そこで内ない心しんの一ひと息いき。すると王が、

「胸の部分のここの色分けって、何で斜めなの？」

「え？　あ、はい、それは身体のラインを綺き麗れいに出すためですわ」

　説明をする事で、少し頭が冷える。

「胸下に行く斜めのラインは、一応、こっち、腰のハードポイントパーツに至るような角度になってますの。そこから腰横のラインに目が行くか、内側の装そう飾しよくに行くかは、見る人の遊びみたいな感じですわね」

「触っていい？」

「ええ、大丈夫ですわよ」

　うん、と言った王が、指で触れてきた。

　いきなり、胸の水着。布ぬの地じの継つぎ目に指が立った。
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　……そこですの──!?

　ハードポイントパーツに来るのかと思った。

　鼓こ動どうが一回跳ねて、身が緊きん張ちようしたけど逃げなかったのはナイス度ど胸きよう。だが、

「あ、ビックリさせた？　悪い」

「い、いえ、かっ、構いませんわよ？」

　自分でも意味が解わからず、ただ王の邪じや魔まとか阻そ害がいをしないようにと頭が働く。すると、

「つまり、このライン？」

　王の指が、水着の継ぎ目のラインを下って、肋ろつ骨こつの上から、脇わき腹ばらを伝った。

　ひ、とも、い、とも声が漏もれかけ、しかし我が慢まん。あ、私、脇腹より肋骨の下の方が弱いんですわね、と変な研究結果を思うと同時に、王の指がハードポイントパーツに辿たどり着く。

「あー、成なる程ほど」

「な、何がですの？」

「ネイト、ここ、格かつ好こいいよね」

　と、王が触れたのは、ハードポイントパーツの下だ。

　骨こつ盤ばんの側面。左右に対しては、肉よりも骨の感覚が強く、ラインとしては斜め落ちとなっている部分。ここは、前には下腹、後ろには尻しりの上部となる場所で、

「何かここ、手にスッポリ入る感じ」

　右を、左手で外から押さえられた。

　……うぁ。

　以前、そうだ、関かん東とう解放の時、我が王の上にジャンプから着ちやく地ちした際、思い切りマウント状態をやってしまった事がある。あの時、王が身を起こすのに、ここを摑つかんだ。

　自分としては、ここはちょっと弱い。何しろ肉が薄く、いきなり骨を摑まれたような感覚がある。関かん節せつも無いという事は、力ちから尽ずくで抵てい抗こう出来ないという事だ。

　ここを摑まれると、基本、抵抗出来ない。

　してもいいが、それをすると全身で振り払う事になる。だけど王が相手だとそれは出来ず、

「く……、ん」

　震えを声として、喉のどから漏もらすと、王が真ま面じ目めな顔でこちらを見ていた。

「ネイトさ、やっぱ……」

「な、何ですの？」

「スキンシップ好き？」

　手しゆ刀とうを一回叩たたき込んだ。
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「あー、悪い悪い、何か悪い、御ご免めん」

　トーリは、頰ほお赤くして不ふ機き嫌げんを示す狼おおかみに、立て膝ひざで謝った。

　……成なる程ほどなー。

　ミトツダイラの反応が解わからない自分でもない。

　ただ、彼女が喜んでいるのか、抑え込まれている自分を強ごう引いんに是ぜとしているのか、こちらとしては捉とらえにくい。何しろ、ひょっとしたら嫌いやなのに服ふく従じゆうされてるだけなのかもしれないと、そういう要素だってあるのが、王と騎き士しの関係だ。

　……ネイト、騎士として真ま面じ目めだからなー。

　それが自分の家に入ってくれたのは、個人としての想おもいもあるだろう。ある筈はずです。あって下さい。御お願ねがいします。

　だから、距きよ離りを測りたい。膝の上で寝られたりと、そういう風ふうに自分が彼女の安あん堵ど出来る存在になっているのは確かだが、どこまで距離を詰めたものかは解らない。

「あのさ、ほら、ネイトの胸むね揉もんだりとか、今まで幾いく度どかやってんじゃん？」

「やってますわねえ」

　……あ、凄すげえ呆あきれられてる。

　だが、こっちとしては、言っておきたい事もある。うちに来た時、叙じよ任にんはしたのだ。

「触っていい？」

　問うと、狼おおかみがちょっと肩をすくめた。

「我が王なら、構いませんのよ？」

「うん、それは解わかってんの」

　言った台詞せりふは、通じたらしい。ミトツダイラが、あ、と眉まゆを上げ、肩を落とし、軽く脚あしを開けた。ベッドに浅く座るようにして、

「……我が王に撫なでて貰もらったり、触れて貰うの、結けつ構こう好きですわ」

「いつも怒るじゃん」

「犬扱いするからですわ。そうではない時は、おとなしくしてますでしょう？」

　犬扱いせずにただ胸を揉もんだ時がマックスのぶっ飛ばしだった気もするが、そこら辺はノーカン。だが、今の言葉を聞いて、こちらとしてはもう一度問う。

「触っていい？」

「……好きにして構いませんわよ？」

「じゃあ遠えん慮りよ無く」

[image: ]

　え？　と声をあげられるが、許可は出たので触れる。

　頰ほおを彼女の内うち腿ももに当て、脚あしを外から抱えるようにして、

「ネイト、匂においいいよなー」
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　……嗅かぐのは無しですのよ──!?

　これはしてやられた。というか、王が明らかに喜んでる。子犬がするように、完全なクンクン状態で腿や、腹の辺りに来て、脇わき腹ばらや、臍へそ、その上辺りに来て、

「──ん」

　いきなり、舐なめられた。

　お、という疑問は、何をされたのか一いつ瞬しゆん解わからなかったから。だが、すぐに感覚が震えとして来て、

「ちょ、我が王……！」

「あ、御ご免めん、いい匂いするから。汗あせ浮ういてたし、どんな味かって。──あ、一応、舌したで触ってるって事でセーフ！　セーフな！」

　……アウトですわ──！

　だが、気になる事がある。自分では全く気付いてないのだが、

「どんな匂いですの？」

　問うた先、王が、胸下の辺りや、首元に鼻を近づけてくる。そしてクンクンされて、

「ちょっと前」

　頭をかがめると、髪かみの匂いを嗅がれた。その上で姿勢を戻すように指し示じが有り、王が額ひたいにキスを一つしてくれて、そのまま顔が下がり、胸の間、臍上と舐められ、更さらには手を取って肘ひじの内側を嗅がれた上で、指の股またを軽く舐められる。

「ちょっと、我が王……！」

　大おお盤ばん振る舞い過ぎる。前回、青雷亭ブルーサンダーで額に舐めるようなキスをされたが、今回はそこから一気にハイジャンプだ。だが王は、真ま面じ目めな思し案あん顔で首を傾かしげ、

「出汁だし……？」

「出汁……！」

　いや、と彼がまたこっちに沈み込む。スタートとなる腿の辺りに顔を寄せ、

「嗅いでいい？」

「……べ、別にここまで来たら」

　じゃあ、と、王が、脚の間に顔を沈ませてきた。

　……ちょっ。

「な、何考えてますの……!?」

「いや、尻しりの方とか、気になるんですけど、前からのアプローチだと……」

　言われ、成なる程ほどと合が点てんを得たので、腰を上げて向こうに振る。後ろ側のラインを少し直しておくが、膝ひざを開けようか閉じようか迷ったら中ちゆう途と半はん端ぱになった。何となく自分の覚かく悟ごの不出来を体現したようで悪い気もするが、

「あ、後ろのデザインも、中央落ちの斜めカッティングなのか」

「え？　あ、これは智とも達と同じデザインが基き礎そだから、統一フォーマットの楔くさび型がたですの」

「ふうん」

　と、王の指がいきなり後ろの楔型から、指を下につるりと滑らせた。

　明らかに中央のラインを、タメをつけて前まで描かれて、止められて、

　……ひ……！

　我が慢まん。我慢。声とか動きとか、ここであげたらアウト──！　というか間違いなく、窓にさっきから右手の影が見えていてワーニング。だから、汗あせを浮かせるのは許容範囲くらいとして、身の震えを抑えていると、

「……ん？」

「な、何ですの？　ん？　って」

「あ、いや、……デザインのアレのつもりだったけど、今の大だい丈じよう夫ぶだった？」

　問われ、身が震えた。腰を向こうに突き上げてる形なのはあまりよくない。だからこちらは振り向き、

「我が王、ちょっと、そこ」

　と、横を顎あごで示す。すると彼が、振り向きの背の側に上がって来て、座った。

　気付くと、自分は、薄く涙を浮かべてるらしい。口も震えているようだ。

　は、と息を吐けば熱が有り、

「我が王……」

　横座りするように、腰をベッドに下ろす。そして王を見て、

「……大丈夫じゃ有りませんわよ？　全く……」
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　んー、とトーリは息を吸った。個人的な感想としては、

　……騎き士しと水着の話をしてスキンシップしてたら狼おおかみにクラスチェンジされた？

　狼の凄すごさについては、ママンでよく解わかってる。ひょっとしたらネイトも、精神の同どう調ちよう能力とか、持ってるのかもなあ、と思いながら、

「ネイト、ネイト」

　？　と物言わずに首を傾かしげるだけの狼を、こちらは後ろからゆっくりと抱きかかえた。

　シャツは既すでに落ちてる。肌はだがこっちに触れてくるが、

「こうしよっか」

　自分も、シャツを前開けて、両腕うでと布で狼おおかみをくるむようにした。すると、こちらの胸や腹に背が当たったせいか、

「わ、我が王？」

「ほら」

　振り返ろうとするミトツダイラに、抱き締しめた腕の、右の人差し指を出す。すると狼は、

「────」

　ちょっと迷ってから、嚙かんだ。

　軽く、二度、三度と甘く挟んでくるのは、最初、唇くちびるの濡ぬれた肉の房ふさだったが、

「ん」

　歯が来た。最初、たどたどしく、こちらを窺うかがうように。しかしすぐに、押さえ、味を確かめるように整った歯形が来た。

　……あ、結けつ構こう気持ちいいかもコレ。

　変な目覚めじゃねえかなあ、と思う一方で、狼が新しい玩具おもちやを貰もらったように、指を嚙み、しゃぶる。舌したで舐なめ取るようにして、口の奥に入れようとするので、こっちも残りの指を狼の顎あごに添え、支えとしてやる。そして、

「どんな味？」

　問うと、舌でこちらの指を押し出し、艶つやのある糸を舐め取った彼女が瞳ひとみを向けてきた。は、と小さく笑った狼が、

「……さっき食べたお肉の味がしますわ。醬しよう油ゆの」

「んー、でもネイトのはそれじゃないんだよな」

「どんなですの？」

「……今のネイトの言葉で思ったけど、アレだ、パパンのソース」

「御お父とう様さまの？」

　そうだ。多分コレは、アレだ。

「肉と、柑かん橘きつの混じった匂におい？」

　言うと、狼が目を見開いた。そして彼女は顔を赤くして、視線を逸そらし、

「私、……我が王の御料理の匂いの方がいいですわ」

「俺おれはネイトの匂い、結構いいと思うなあ」

　と、狼の左の指を手に取り、口にする。硬い爪つめ、細い手指、逃がさないよう、吸って、嚙んで、舌で奥に寄よ越こせとしごいて見ると、

「……確かに指先は醬油の味だなコレ」

「て、手洗いがまだでしたもの……！」

　それは仕方ないかー、と思いつつ、狼を改めて抱き直す。

「我が王？」

「んー、ほら、ちょっと、ネイトに話してない事あったろ？　関かん東とう解放の時、疲れてネイトが寝た時の、さ」

　ほら、

「あの時もこんな感じに近かったし、今、話そうか」
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　ミトツダイラは、王の手指を口に当てられた状態で、それを聞いた。彼の指に触れるか触れないかといったキスを続けているような状態。それは向こうにおいても同じで、

「……まあ、昔、ネイトが傍そばにいてくれてさ、俺おれ、ケッコー救たすかってたのな」

「それは、……騎き士しとして当然ですわ」

「ネイトとしては？」

　言われて思うのは、昔の事だ。かつて、自分はこの人に救われた事があるのだ。だからと、それだけでは無いというのは解わかった上で、己おのれは今、昔を告げる。

「私とて、王が傍にいてくれて、救かってましたのよ？」

「えーと、つまり同じ？」

「差があるとしたら、王と騎士の関係という事だけですわ、多分」

　そっかー、と王が言う。そして深く抱き締しめ直され、

「じゃあ気き兼がねねえぞ、これから」

「そうして頂いただけると幸いですわ。騎士から誘うの、難しいですもの」

「家の前で待ってりゃいいじゃん」

「それは散歩の話ですの……！」

　でもさ、と王が言った。

「昔、そうするつもりだったろ。もし、俺が武蔵むさしを降りようか、って時」

　鼓こ動どうが一つ、強く鳴った。あれは、確かにそう決めていた時期もあったのだ。結局王はそうならず、別の道を選んだのだが、

「俺、格かつ好こ悪かったなー……。ネイトにそういうの匂におわせる事言って、どんな反応来るか、ちょっと見たりしててさ」

「別に構いませんわ。私、王の行く処ところに行くつもりでしたもの」

　だったら、と王が言った。

「武蔵を降りたら、何処どこかでこうだったかもしれねえな」

　……参まいりましたわ。

　いきなり、観念が来た。

　参る。

　確かにあの時期、浅あさ間まと二人で自分達も王の後を追う事を前ぜん提ていとした予定を考え、どうしようかと思し案あんしていたのだ。

　だが、母との諍いさかいがまだ決けつ着ちやくしていなかった時期だ。迂う闊かつに六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに行けば、追い返される可能性もあったろう。だからその際は、

「智ともに任せる部分もあると、そう思ってましたのよ？　私は」

「ネイトは来るだろ。──だって、IZUMOでも、俺おれを探しに来たし」

「御お母かあ様さまには敵かないませんでしたのよ？」

「だったら、俺がその時、取りなしてやるだろ。俺、総そう長ちようとか降りてる訳わけだから、ネイトのカーチャンが俺を人ひと質じちにとる事もねえし」

　言われて見ると、そんな気もする。それに、

　……あっ、智の事、逸そらされてますわ。

　話が上手うまい、というか、こっちしか、今、見ていないのだと暗あんに示されてしまった。

　だが、だとしたら、

「ネイトのカーチャンにここ案内されて、こうなってたかもな。ほら、来年の今いま頃ごろ辺り。そういうスケジュールだと思うんだけど」

「……というか、どういう予定でしたの？」

「いや、ネイトが一いつ緒しよに来るなら、ネイトの全ぜん国こく行脚あんぎやだっけ？　その歴史再さい現げんにくっついて各地見るのもいいかな、とか。ネイトが嫌いやだって言ったら、それはそれで、俺の方は各地の端はしっこ巡りとか、パンの各地ルーツ巡りとかして、手に職つけねえとなあ、とか。

　まあそんな事を考えてた訳わけよ」

　……これ、多分、智も来てるなら、傷しよう心しん旅行のように本土に降りてきた後で、旅行経けい路ろの話し合いがあった気がしますわねー……。

　王がそんな感じで、自分は越えち後ご経けい由ゆで各地名めい所しよ巡りで、智はきっと各地のパワースポットや酒しゆ造ぞう巡りだ。三人で行脚すれば、

　……あっ、意い外がいと充実してますの……。

　何か、当時いろいろ考えていた深しん刻こくな未来予よ想そう図ずが、あっという間に崩くずれた気がする。

　しかし、

「我が王、私達が来ると、そう思ってましたの？」

「一人で行こうって、そう思ってたよ」

　拒きよ絶ぜつされたような感があって、身をすくめた。

　だが、その分、後ろからまた深く抱かれて、

　……あう。

　もう、自分の腕が身体からだに食い込んだような状態だ。王の腕も、肉が寄せてきて、骨の硬さが通じてくるような密みつ着ちやく。時とき折おり、無む意い識しきに、彼がこちらの匂においを嗅かぐ仕し草ぐさが気持ちよくて、反はん骨こつとして口に当てられた指を嚙かみもする。すると、

「俺おれがさ、自分勝かつ手てに一人で行こうとしてもさ、ネイトだって、自分勝手に追ってくるよな」

「それは──」

「当時、そうかなあ、と思ってたけど、今だとそう信じられる」

　だから、

「今の方がいいなあ、俺。──そういう話だよなコレ、ネイト」
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「私も、今の方がいいですわ」

　狼おおかみの、前を見て小さく呟つぶやかれる声に、トーリは頷うなずいた。

　首を下に振れば、彼女の首と肩を顎あごで撫なでる事になる。温かくて湿しめった肌はだに、こっちの頷きはどう伝わるかなあ、と、そんな事を思いつつ、

「ネイトには、これからも救たすけて貰もらわねえとな」

「……Ｊｕｄジヤツジ．、これからも、そのつもりですわ」

　そっか、とこちらはもう一度頷き、じゃあ、と前置きした。

「あのな、ネイト。これは、皆にはまだ言ってねえ事だけど」

「……何ですの？」

「俺、国を作るんだよ」

「……知ってますわよ？　皆、それは」

　否いや、そうじゃねえんだ。上手うまく言えねえけど、

「ホントにやるのさ」

「それは──」

　ミトツダイラが、顔を上げてこちらを見た。

「今の、現状では無く、その先を？」

「Ｊｕｄ．、当たり前のようだけど、だからこそ、皆、考えてねえだろ？」

　視線の先で、騎き士しが表情を動かさない。ただ、こちらが次の何かを言うのを待っている。ならば自分としては、

「皆が、いろいろ、夢持ってんな？　ホライゾンだって、それ叶かなえてやっか、って、そういう夢を持ち始めたな？　だとしたら、そういう場所が必要だろう」

「教きよう導どう院いんが、それではありませんの？」

「ガッコは、後こう輩はい連れん中ちゆうのもんだろ。俺達は卒そつ業ぎよう」

　だけど、と言葉が素直に続いて、自分が嬉うれしい。

　……セージュンが、言ってた事だよな。

　薄うす々うすというか、予感というか、期待や推すい測そくといったものがあったのだ。それは、

「世界が変わっていくし、変えられるなら、変えようって時代なんだな、今」

　だったら、

「他の国は知らねえけど、俺おれ達は、教きよう導どう院いんより後のものを考えてもいいんじゃねえの？」

「それは──」

「解わからねえ」

　俺は馬ば鹿かだから解らねえ。だけど、

「誰だれかが、ひょっとしたら皆が、寄ってたかって、付け加えたり削けずったり、自然に出来たり強ごう引いんに作ったりで、それを作って行くんじゃねえの。──王様の希望なんだから」

　そして、

「それが、俺達が、ずっと夢見てられるってか、そういうのを手て摑づかみで貪むさぼり続けていい場所ってやつだ」

　一応、何となくの思し案あんはある。

「青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽな。そこをとりあえずの溜たまり場ってか、そういう場所にでもしようかとか、そんな風ふうには考えてんのな。セージュンが武蔵むさしをどうしようか案を出してきたり、テンゾーが各かつ国こくの情報持ってきたり、浅あさ間まが術じゆつ式しきとか加か護ごの話したり、シロが金の話したりとか、ネシンバラや黒マルが同どう人じん誌しとか本の話したりとか、そういうのがごっちゃの場所。それで、俺達以外にも、ペタ子とか、後こう輩はい眼鏡めがねとか、そこらが寄ってあれこれ言える場所な」

　だって、

「そういう場がありゃ、皆、それぞれの夢とか上手うまくいかなくても、他の連れん中ちゆうが寄ってたかって何かの形にさせちまうんじゃねえかな。──だって思うだろ？　俺達、ここまで誰も一人で全部やったなんて無くてさ。皆でやったり勝ったり負けたりしてきた訳わけでさ」

　だから、

「皆の夢が叶う国を作る、ってのは、──皆で皆の夢を叶える国を作るって事で、それをまとめるのは、やっぱ今だったら王様なんだろうな」

「我が王……」

「ん？　何？」

　問うと、狼おおかみが腕の中で身を正した。

「もう少し、考えが固まったら、ホライゾンに話した方がいいと思いますわ。だって、……それはきっと、ホライゾンの夢を叶える現場にもなりますのよ」

　つまり、

「そこに、皆や、それ以外の人達の夢が、集合しますの」

「そ。だから俺は王様として、料理出しながら、好き勝かつ手てに口出せるって訳だ。セージュンのやってる事茶ちや化かして、テンゾーに興きよう味み本位の調べ物させたり、ネシンバラや黒マルに今の流行を話してネタにさせたりとか、そういうの。

　そうしている内に、皆の夢並べると、ちょっと関わった俺おれが一番全体比ひ率りつ高くなって、俺の国が出来てるって事になんのかな？　ならね？　どう？」

「それは私にも解わかりませんけど、でも、──我が王、いいとこ取りですわねえ」

「プロデュース俺、な？」

　だったら、と狼おおかみが言った。

「私はどうなりますの？」

「王様がいるなら、騎き士しがいないと格かつ好こつかねえだろ」

　言うと、騎士が頷うなずいた。当然という会え釈しやくだった。そして、

「我が王、サービスし過ぎですわ」

「いや、この時点でホライゾンに言うと、変なものを見る目で首傾かしげられそうだし、浅あさ間まに話すと何か期待半分心配半分みたいな感じになりそうだし」

「ですわねー……」

　腕の中で狼が小さく笑う。と、その時だった。ミトツダイラが、肩をすくめていたせいだろう。既すでにこっちの腕の中で、身を小さくしていたせいもある。

　彼女の両脇わきから金きん属ぞく音おんが響ひびいて、水着が落ちた。
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「あ」

　と声をあげたのは、どちらだったか。

　ミトツダイラは、胸から落ちた衣い装しようを押さえようとして、

「あ、──わ、我が王」

「あ、うん」

　王が、両腕うでで、こちらの腕ごと胸を抱きに来た。

　……そうじゃありませんのよ──!?

　腕を放してくれと、そういう意い図とが、完全に逆になった。王としては隠かくすつもりで、それはこちらとしては王が〝護まもってくれてる〟感もあり、大だい事じにされてる感もあり、

　……あっ、私、チョロい思し考こうになってますわ今……！

　だが、この状態では、お互いが腕を動かせないので落ちた水着がまず拾えない。それに、

「あ、あの、我が王？」

「……ああ、うん」

　王が、真ま面じ目めな声でこう言った。

「……腕で押さえてるの、手の平で押さえるようにしていいですか」

「何か台だい無なしですので却きやつ下かしますわ……！」

　……そういえば、男の人に揉もまれると大きくなるとか、そんな都市伝でん説せつもありましたわね。

　しみじみと思い出す辺り、自分は今、結けつ構こうテンパっているのだろう。だが、

「えーとどうするネイト。揉んだら張り倒しってのは解わかってるんだけど」

「や、やってみたそうに言うのは無しですのよ？」

　この辺り、智ともだと許してしまいそうで、ホライゾンだとこうなる以前に両腕うでな気がする。ああ、上手うまく関係回ってますわ、と思うが、現状の問題は一向に解決しない。

「あの、我が王？」

　一応、確かく認にんで問うてみる。

「……見たいで」

「ハイッ！」

「すの、って問う途と中ちゆうで台詞せりふ食ってまで返答しなくていいですのよ──！」

　だがまあ、急に今いま更さらの赤せき面めんが来た。さっきの〝見せる〟時は、じんわりと全身に来ていた気がするが、今回は意い識しきから先に血が上った気がする。

　……我が王、私に興きよう味みありますのねー……。

　見れるんなら見たいとか、タダでなら見たいとか、そういう事ではないとは解るのが、長い付き合いとしてどうしようもない。うどん王国でその辺りの話がチラりと出たが、あれは対ホライゾン用であって、こっちとはまた別なのだ。だとすれば、

「我が王……」

　どうしたものか。見せる、という言い訳わけがある現場だ。だとすれば、ここで見て貰もらうのはおかしな流れではない。王がこっちに興味を持っていると解った嬉うれしさもある。ならば、

「──あ、あの」

　迷った。その末すえに、

「今日きようは、水着を見て貰う日ですの」

　だから、

「また別の時に、……見て貰いたいですわ」
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　どうだろうか、とミトツダイラは思った。

　そう、今日は水着の日だ。だからここから先は、行き過ぎですの。だけど、別の日に別のものを用意するのならば、

　……こ、これは、敗はい北ぼくではありませんわ！

　再侵しん攻こうを前ぜん提ていとした一時的撤てつ退たい。そう、二歩下がって三歩下が──、進むんですのよ──？

　とはいえ、今のところはこれが自分としては限界の提てい案あんだ。後は、

「我が王」

　どうですの？　と言おうとした瞬しゆん間かんだった。

　正面。床の大おお判ばんウエハースを下から頭で跳ね上げ、母が勢いよく顔を出した。彼女は録音と録ろく画が術じゆつ式しきを両手に構えて上下に振りながら、

「何やってますのネイト！　そこは押し！　押しですのよ！」







[image: 第七十五章『人前の母』]
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「何か出ましたわ──!!」

　ミトツダイラは、反応の勢いに任せて、王の腕を解ほどき、シャツを搔かき抱いた。それで体てい裁さいとしていると、ウエハースを頭に乗せた母の横から皆が顔を出す。ナルゼが辺りを見回し、

「チッ……」

「な、何ですのその舌した打うち！」

「ネイト！　貴女あなたは皆の期待を裏切ったんですのよ……？」

「お、親が子供に言ってはいけない台詞せりふのトップクラスを平気で言いましたわ──！」

　まあまあ、と母とこちらの間に入った影がある。

　ホライゾンだ。彼女は皆のスペースを広げるように床のウエハースを一枚取り外し、

「……しかし、音が容易に漏もれぬ訳わけです。術じゆつ式しき加か護ごが強固なだけかと思えば、更さらに極ごく厚あつ三さん層そう構こう造ぞうのウエハースとは。間のクリームもしっかり入って音を吸収してますねコレ」

「ええ、壁も十二センチ厚のミルクチョコレートですから、並の音は通しませんのよ？　あと、窓のコレは半はん生なま飴あめなので、やはり対衝しよう撃げき性せいに優れますわね。──一応、家の加護設定は非ひ加か熱ねつ・耐たい湿しつになってますから匂においも劣れつ化かもありませんけど、剝はがすと御お菓か子しになりますわ」

　さっきから、アデーレが無む言ごんで床のウエハースを見ているのがちょっと怖こわい。

　ただ、ホライゾンが何処どこかから出した呼び子を吹いて、こちらに右手を上げた。

「ともあれミトツダイラ様、イエローカードぎりぎりです。浅あさ間ま様のようにキッスでチュッチュかと思えば、まさか指チュパで盛り上がるとはお見事でした。どの辺りでホライゾンに追い越しカマした事になるのか思し案あんですが、とりあえずこの辺りで」

「え、ええまあ、そうですわね……」

　と頷うなずいてる正面、ホライゾンの横で、浅間が頰ほおに手を当て、吐と息いきをついた。

「ミトも、結けつ構こう頑がん張ばるんですねえ……」

「な、何ですのその反応……！　というか、皆、何処から聞いてましたの!?」

　あら、と母が、いつの間にか頭の上にあるウエハースをそのままに振り向いた。

「大だい丈じよう夫ぶですわよネイト。お母かあさん達は、つい、さっ……………………………………………」

　狭い穴にいるのに、衆しゆう人じんに当たる事無く、母がタメながら身を回した。三回転。そして彼女は、そのまま頭ず上じようの極厚ウエハースの端はしを指で折って皆に渡し、更さらに手を伸ばして本ほん棚だなの縁ふちとなっているチョコバーも引き剝がして、コレも全員に手渡してこっちにも投げた上で、

「………………………………………………………………き、ええ、耳にし始めただけですわ」

「ど、どう聞いても噓うそですわその反応！」

「……三分二十七秒、一気に最長記録ですね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、これで言われたら堪たまりませんな」

　浅あさ間まとホライゾンが、こっちをネタにしに来ているのは解わかる。だが、母が止まらない。彼女は本ほん棚だなの後ろから一枚のウエハース板を出して、

「ともあれうちの子が全く積極性無くて済みませんわね、皆さん。折せつ角かく、王様が騎き士しとの関係を深くしようとしているというのに、その栄えい誉よを寸すん止どめにしてみるなんて」

「お、御お母かあ様さまだって、言い伝えを聞く分には、自分から言い出せなくてやきもきしまくっていたじゃありませんの！」

「あれは気き品ひんというものです」

　断言に、ややあってから皆が拍はく手しゆした。母は、あらあら、と各方向に会え釈しやくして、

「いいですのネイト、指チュパなめなめとか股こ間かんクンクンとか、お母さんはお父とうさんとの密みつ会かい時じにした憶おぼえはありませんわよ？　後ろから身を寄せたりしましたけど、ひっそりと静かな時間を贅ぜい沢たくに感じつつ、頭の中では遙かに高こう次じ元げんの事を考えてましたから」

「な、何か最後が台だい無なしですのよ！」

　いいから、と母が言って、手にしたウエハースをこちらに投じる。

「これは？」

「Ｔｅｓテスタメント．、以前、そちらの王様がここに来た時、私の魅み力りよくに抗あらがって前向きにぶっ倒れたのですが、その際、貴女あなたが今持つウエハースに股間ゴリィってやりましたの」

　男子勢ぜいが微び妙みように引いた。だが母は構わず、

「あの時、ネイトに渡そうと思ってましたが、ネイトったら殺さつ気きだってて、渡しても価か値ちが解らないだろうと……、そんな親心でここ出る時にはサッパリ忘れてましたわ」

「テュレやんエンジンの掛かり方が毎回凄すごいや……」

　マルゴットに感心したように言われると、子供としてはどうしたものか。だが、

「御母様、それで、あの、このウエハース……」

「ええ、王様のバーチャ股間と思って囓かじるのもよし、舐なめるのもよし、持ち帰って抱いて寝るのもよしですし、どうせならあの王様ハウスの床板としてハメてしまえば、ネイト、貴女毎晩王様の股間に抱かれて眠る事になりますわよ。つまり私によし貴女によしですわ」

「よくありませんのよ──!?」

　凄く始し末まつに困るものを貰もらった。だが、王がこちらの頭を後ろからいきなり撫なでた。髪かみを押し込むような、ちょっと強い力に何事かと思ってると、彼は母の方を見て、

「──さっき話してたんだけど、ママンは聞いた？」

「何をですの？」

「こういうの、あったかもしんねえ未来だって。──でも、今だよな」

　その言葉に、母が表情を変えた。ふ、と小さく笑い、目を細める。

「──うちの子の、いいとこ取りをされてしまいますわね、王様には」

　おお……、と浅間が小さく声を作り、ホライゾンが両の親指を上げてみせる辺り、これでいいという事なのだろう。ただ、ホライゾンが一ひと息いきを入れ、

「トーリ様」

「Ｊｕｄジヤツジ．、解わかってんよ。──近い内、面白いネタを聞かせてやるぜ」

　Ｊｕｄ．、とホライゾンと王が頷うなずくまでが一ターンだ。そして正まさ純ずみが手を上げた。

「じゃあ、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズ副ふく長ちようとして人狼女王レーネ・デ・ガルウも来たし、皆、着替えて休養しながら、──ミトツダイラは、その、納な屋やの方を検けん分ぶんか？」

　あと、と彼女は言った。

「その後、夕食にしながら会議だ。浅あさ間まとネシンバラ、ナルゼは調査結果を頼むぞ」
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「──費ひ用よう度ど外がい視しの運用なのだろうが、武蔵むさしの分解など、意い外がいと短時間で済むものなのだな。まあ、出力関係を一いつ斉せいにそっちに振ったからこそ出来る技でもあろうが」

「御お嬢じようちゃん、もうちょっと夢見て話してくれてもいいんだぜ？」

　という応答の声は、高い位置から響ひびいた。

　武蔵むさし野の地ち下か、武ぶ神しん用の格かく納のう庫こだ。伽藍ハンガーに納められた武神達は、幾いく体たいかが今、その状態で装そう備びを確定され、再格納を始められている。

　搭とう乗じよう者しやが乗ったままの格納だ。伽藍の内部、ハンガー用のフックに武神は自ら腰掛け、また、吊つるされたような姿勢を作り、

『──イテテテ、前にもやった事あるが、この姿勢、結けつ構こう負ふ担たんあるな！』

「強度関係が人間とは微び妙みように違うし、格納に適した姿勢も武神の機き種しゆごとに違うからな。おーい、そっちのお前、股こ間かんのサドル部分、下からもうちょっと持ち上げたいけど大だい丈じよう夫ぶか」

『あー！　脇わきとか股間とか、俺おれ弱よわいですう──』

　などと、なかなか賑にぎやかだ。だが、

「機き関かん部長、私の〝義ぎ〟は──」

「いい補ほ修しゆうだ。女の手だな」

　機関部長、三み科しな・泰たい蔵ぞうが、正面の伽藍の二階部分から声を掛ける。

　全高十五メートルの伽藍内部にあるのは、〝義〟だった。先日、関かん東とう諸しよ家けと交こう渉しようを行っている会計達が、〝補ほ給きゆう物ぶつ資し〟として送ってきた輸ゆ送そう艦かんの中に、搭とう載さいされていたのだ。

　……まさかコンテナに紙の緩かん衝しよう材ざいと一いつ緒しよに詰めてくるとは思わなかったなー……。

　しかも品名に〝大型御ご神しん体たい〟とか、そんなものが書いてあったので、立ち会いの〝浅あさ草くさ〟から呼び出しを食らったのだ。開けてみれば、内部にあるのは〝義〟と装備一式だが、

「関かん節せつの強度を作るのに、芯しんの部分よりも全体バランスでやってやがる。──成なる程ほど、航こう空くう戦せん主体とするなら、今まで御嬢ちゃんのやってたセッティングよりもこっちの方が理りに適かなう」

「硬い方が飛んでいる時の安定性が高いんだがな」

「そこはフィーリングだな。だが、今の御お嬢じようちゃんなら、こっちの方が行けるんじゃねえか」

「解わかるのか？」

　問うた先、機き関かん部長が表示枠サインフレームを開いた。

　連動して、〝義ぎ〟の関かん節せつ各部に大型表示枠が出る。映されるのは、自分にも見覚えのある関節部で、旋せん回かい動作用のリング部分だ。

　表示枠の中、リング部分に色が宿る。内ない径けい部の二カ所、対たい角かくで染まる赤は、

「これ、御嬢ちゃんがこっち来た頃ころの集中疲ひ弊へい箇か所しよな。このパーツの内径が、赤いところから段だん々だんと削けずれて行って交換になる」

「ああ、最近ちょっと摩ま耗もうが激しくてすぐ交換になるので、だから硬い賢鉱石オレイ・メタロ由ゆ来らいのものに置き換えようかと、そう思っていたんだ」

「だろうなあ、ちと見てな」

　と機関部長が表示枠を操そう作さする。すると、内径に対する赤の浸しん食しよくが、広がり始めた。

　初めは対角の二カ所だけだったのが、そこから九十度を移動した対角の辺りに二カ所発生し、そして全体的に赤が広がっていく。これは、

「関かん東とう解放時の疲弊箇所か？」

「違う」

　機関部長が、今の浸食状況を繰くり返し再さい生せいにしながら、肩をすくめた。

「──御嬢ちゃんのパーツ交換時の疲弊集中箇所を、並べて見ただけだ。

　解るか？　御嬢ちゃんの機き動どうが、昔は一直線を引くだけの荒っぽいものから、今は、得意な方向があっても、全般的に疲弊するようになってんだ」

　つまり、

「昔の御嬢ちゃんは、突っ込むだけだったから、芯しんが硬い方が手て応ごたえあってよかったろう。

　だけど今の御嬢ちゃんは、結けつ構こう自じ在ざいに動いてる。だから芯がある方が、昔の感覚としてはいいんだが、得意方向以外に動くには、それが邪じや魔ましてる」

「……柔じゆう軟なん性せいを上げると、どうなる？」

　話が早え、と機関部長が笑った。そして彼が示すのは、再生を繰り返す疲弊浸食の内、一番最後のものだ。対角線で×を描くように四カ所の赤が強く、他は全般的に浸食された内径は、

「この全体が、恐らく、均きん等とうとまでいかねえが、近い状況で赤くなる。

　関節は、一個じゃねえ。指、手首足首、肘ひじや膝ひざ、股こ間かんや肩、背骨なんかも全部そうだ。

　それが柔軟に動けば、長期戦せん闘とう、そして衝しよう撃げきを逃がすのも何もかも、出来るようになる」

「だったら──」

「だけど御嬢ちゃん、硬いのに慣れてるし、それの方が安心感あるだろ。いきなり変えたら、恐らく全身に力が入らない、ダラけた感を得る。今までも、それが嫌いやで、ピシっとした硬いのを使用してた訳わけだな？」

　これには、頷うなずくしかない。応じるように、機き関かん部長も頷き、

「関かん節せつの主となる部分は、術じゆつ式しきで方向性を持ったシメをいれてやる。それで、実際は柔じゆう軟なんだが、パッド当たってるみたいに反はん力りよく来ていける筈はずだ。外の部分については、装そう甲こうのA.S.R.A.と連動させて、衝しよう撃げき時や攻こう撃げき着ちやく弾だん時じに固めて反動を抑えてやるよ。

　それで、とりあえず慣れていくしかねえな」

「高くないか？」

「そりゃあ御お嬢じようちゃんが上と話つけてくれ。──いい整備だ。これをやったヤツは、御嬢ちゃんの動きがよく見えてるヤツだよ」

　そう言われると、あの連れん中ちゆうと値ね段だん交こう渉しようか……、と途と轍てつもない壁を目の前に設定せざるを得ない。ただ、時とき茂しげもやる事はしっかりやるヤツだ。こちらも応じる意味はあろう。

　だが、今の格かく納のう庫この動きを見ていると、

「……有ゆう事じの際、全ぜん機きを出場させる訳わけでは無いのか？」

　問うた先、皆が振り向いた。そして伽藍ハンガーの中の武ぶ神しんの内、班はん長ちよう格かくが頷き、

『武蔵むさしが分解独立機き動どうを行う際、俺おれ達も当分は移動砲ほう台だいや破は損そん部ぶのメンテ役として艦かん上じように乗ったままさ。いざとなったら降こう下か術式使って飛び降りる。だが、万まんが一いちを考えると、残ざん存ぞん労働力はフル稼か働どう状態で残しておきたいからね。だから──』

　別の機き体たいが、前の言葉を継ついだ。

『だから、三分の一はここに残す。大おお久く保ぼ家けの輸ゆ送そう艦かんが、このブロックを一気に運んでくれるらしいから、それ任せだね、君の八やつ房ふさも』
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　義よし康やすは、言われて八房を見た。

　意い外がいに手前の伽藍に納まった犬型の白い武神は、

「……関かん東とう解放の際も、今までも、ピクリとも来なかったか」

「もはや燃ねん料りよう不備とかじゃねえのかコレ。または、関東解放の際は、俺達ネルトリンゲンだった訳わけだからよ。そこら通じてねえとか」

　機関部長が、首を傾かしげながら言う。

「御嬢ちゃんがあれだけやってるってのに不動ってのは。コイツもやるせねえヤツだ」

「いや、それこそ、私が正式に里さと見みを治めるか、そういった儀ぎ式しき的てきなものが必要なのかもしれない。または、──まだ、私が、自分の器うつわを出来でかしていないか、だろう」

「厳きびしいねえ。──ま、そのくらいの方が前より遙かにいい」

　言われて、何となく嬉うれしく感じるのは、自分が素直になったという事だろうか。

　人は変わるものだ。ただ、信じられるのは、

「八房は、私を認めていない訳ではないだろう。やるべき事を、私は積んで来て、姉や義よし頼よりを追って、その先に行こうとしている。その自覚はある」

　ならば、

「その先とは何か。それが必要なのだろうな」

「格かく納のう庫こで言うのが勿もつ体たいなくねえか」

「私自身は変わらないだろう」

　腕を組み、〝義ぎ〟と〝八やつ房ふさ〟を交互に見る。

「〝八房〟は、きっと、待っているのだ。──私が、姉や、義よし頼よりではなく、それを超えた処ところに行く道を示すのを、だ」

　何となく、そう信じられる。何故なぜなら、

　……関かん東とう解放とは、そういうものだった。

　姉や義頼に預けられた未来は、姉や義頼がいた過去とは違う。ならば、八房が求めるのは、過去とは違い、未来の指導者たるものだろう。

　それは何か。

「いずれ、最も上がみを継つぎ、里さと見みも抱える事になる。その頃ころに、ひょっとしたら、もはや不要になった〝八房〟が、私を認めてくれるかもしれんな」

「随ずい分ぶんと余よ裕ゆうだな、御お嬢じようちゃん」

「〝義〟が、いつもいい整備をされているからだ」

　有あり難がとうよ、と機き関かん部長が言い、皆が手を上げた。そして、

「良い出来なのは、整備だけではない。時とき茂しげめ……」

　義よし康やすは、〝義〟と、横の伽藍ハンガーに入った朱あけの武ぶ神しんを見比べた。

　地じ摺ずり朱雀すざく。

〝義〟と同じく、里見から補ほ修しゆうを受けて戻って来た第六特とく務むの機き体たいだ。〝義〟と並べば青と赤。犬と鳥。それぞれのモチーフが入った武神には、しかしある共通点があった。

「飛ひ翔しよう器きを、出したか」

〝義〟には新型が。朱雀の背にも、朱の色のものが搭とう載さいされている。

「……直なお政まさには伝えてあるけどな。ちと、調ちよう整せいが必要だからすぐには出せねえ。

　だけど、基本情報と仮か想そう訓くん練れん関係の術じゆつ式しきは送ってある。戻って来たら、とりあえず動かしてみっかと、そうなる筈はずだぜ、こいつは……」

　何しろよ、と機関部長が朱雀を見上げた。彼は、口くちの端はしを上げ、

「六枚翼よく。おそらく、設計時における朱雀の完成形に最も近い姿だ。──バランス調整、面めん倒どうでしょうがねえ」
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　メアリは、他人の家が結けつ構こう好きだ。否いな、今の四よ畳じよう部屋が嫌きらいという訳わけでは無く、自分以外の人達の生活を見るのが好きなのだ。

　特に英国の第四階かい層そうなどは、家と言えば手作りの小屋が多く、それも木は貴き重ちようなので石造りが基本。建築時からアナログ感が高いので、見ていて飽きないし、

　……今思えば、あれは、私にもこういう可能性がある、と、そう思いたかったのかもしれませんね……。

　武蔵むさしでちょっと残念なのが、地下は横よこ町ちようと縦たて町まちで家の形や町の形が根本部分で変わりない事だ。青せい雷らい亭てい本ほん舗ぽや鈴すずの湯ゆ屋や、生徒会居きよ室しつでの御お泊とまりが記き憶おく深いのは、その場の楽しさもだが、そういった場所の作りが広く、自由を感じるせいもあるだろう。

　そして今、御お菓か子しの家もだが、その納な屋やというのも、

「また、独特の場所で、面白いものですわね」

　今は休養時間だが、皆は小川や泉いずみで遊ぶ派と、納屋の検分派に分かれている。こっちはミトツダイラとその母親、自分と浅あさ間まに、ホライゾンとナイトが来ている。

「ナルゼ様は一いつ緒しよじゃないのですか？」

「あー。今日きようの調査結果のヤツ仕上げてるから、そっとしとく感じで」

「ネシンバラ様もそれですね。本当なら、こっちを覗のぞいてみたいようでしたが」

　と、皆が行くのは、御菓子の家の横。一いつ軒けん分ぶん離れたところにある納屋だ。間のスペースは雑事の作業場としていたらしく、今は枯かれ葉がまばらに落ちている。先を行くミトツダイラの母は、足あし下もとを見て、

「ネイト、一応は自動的に環かん境きようが保たれますけど、この辺りは掃そう除じしておきなさいな」

「──用具など持ち出して良いなら、次からそうしますわ」

「じゃあそういうのも教えないといけませんわね」

　という遣やり取とりは、以前の二人には無かったものだ。武蔵などで既すでに見ているものだが、

　……随ずい分ぶんと変わりましたね。

　ミトツダイラに余よ裕ゆうが出来た事もだが、母親の方も、娘むすめに対しての遠えん慮りよや、どう触れていいものかという思し案あんが無くなっている。

　お互いに、どこで譲ゆずり、尊そん重ちようすべきかを理解したからだろう。つまりは、狼おおかみのじゃれ合いで言う〝ここまでは嚙かんでいい〟が解わかり合えたのだ。

　そのためには一回やり合わなければならなくて、王賜剣エクスカリバーが手助けに飛んだと言う事は、二人の嚙み合いが相当なレベルに達し、彼女達以外をも必要とした証しよう拠こだ。

　つまり、自分以外の全部をもぶつけ合ったという事。

　……私もまた同じように──。

　英国でのいざこざは、充分なものだったろうか。

　否いな、あれで駄だ目めだったら、本当にどうしたらいいのか。今度英国に行った時、お互いがどんな顔をするのか。数日くらいでは全部を計り切れない気もするが、

「────」

　何となく、今の自分として、己おのれはこう思った。

　……英国という家を、いずれ、覗のぞいてみたいですね。

　そう思うと、警けい戒かいや怖こわさ、義務感が随ずい分ぶんと薄らいだ。何となく、

「実家帰りみたいに感じてしまいますね」

　現状と重ねて言うと、狼おおかみの二人が振り向いた。母が微笑して、

「ですわね。──私がいない間、使ってくれる人がいるといいんですけど」

「そうチラチラ見られても、私には武蔵むさしがありますし、大体ここは二度目ですけど、御お母かあ様さま程勝かつ手てが解わかってる訳わけじゃありませんのよ？」

　まあまあ、と浅あさ間まがとりなす。

「納な屋やには既すでに私達も御お邪じや魔ましてるじゃないですか。あの、倉そう庫こ代わりの宝箱みたいなアレとか、そういうのを使いに」

「関かん東とうでカーチャン様が森林を展開した際、納屋はどうだったのです？」

　カーチャン様……、とミトツダイラが呟つぶやくが、当の母は笑ってホライゾンの頭を撫なでるだけだ。そしてミトツダイラが、上うわ着ぎ代わりに羽は織おっているシャツを揺らし、

「こちら、……納屋の外に、銀の武ぶ装そうが立てかけてありましたの」

　納屋の横手。

　見てみる。ナイトが翼つばさを軽く動かし、少し上からの視点を稼かせいでも見る。が、納屋が有り、周囲には区切ったように森が広がっているが、

「……横にあるのは薪たきぎとか、そんなのばっか？」

「うちの人が来るようになってから、ほら、あの人、線が細いでしょう？　だから火を焚たく事が多かったんですけど、そうするとあの人、服を脱いで、私ったらそれだけで家の中にあの人の匂においを感じて、帰った後なんかも椅い子すとかドアノブとかクンクンして──」

「御母様！　瞬しゆん間かん的に話がズレてますのよ──！」

　浅間が、口を横に開き気ぎ味みにして感想する。

「……ミトのパーティションのとこだけ、マサに頼んでドアノブ式の扉とびらにします、か」

「是ぜ非ひとも！」

「要いらん世せ話わですわ──！」

　二人の意見が真まっ向こう対立なのがある意味素す晴ばらしい。だが、ホライゾンがミトツダイラの肩に後ろから手を乗せている一方で、自分としてはこの〝仕掛け〟が何なのか解る。

「……精せい霊れいに頼んで、薪を自動的に積ませているのですね？」

「英国でも？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、英国は木が少ないので、海から外に落ちないよう、環かん境きよう管理の水すい精せいなどに漂ひよう着ちやく物ぶつは一定の場所に届けるよう頼んであります」

　だが、そうだとしたら、

「ミトツダイラ様が見た装そう備びは、中に？」

「んー、何処どこにやりましたかしらねえ。ちょっと待ってなさいネイト」

　ミトツダイラの母が、納な屋やに入った。

　待て、と言われたので、ミトツダイラを先せん頭とうに待つ。すると三十秒程で、

「ふふ、どうですのネイト、この水着。納屋にストックしてありましたのよ？」

「装備はどうしましたの──!?」

　抗こう議ぎの声も構わず、ミトツダイラの母がシャツを軽く羽は織おって納屋を開ける。

「奥の部屋ですわね。鍵かぎが掛かってますけど……」

　彼女は、娘むすめを見て、こう言った。

「ネイト、貴女あなた、開けられませんでしたの？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、御お母かあ様さまの権けん限げんでないと開きませんのよね？」

「──貴女の王様でしたら開いたと思いますのよ？」

　え、とミトツダイラが動きを止め、その母が苦く笑しようする。

「──まだまだですわね」

　確かにその通りなのに、何だか笑いがこみ上げてくるのは何故なぜだろう。
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　……納屋の奥ですか……。

　御お邪じや魔まします、と言いながら、浅あさ間まは納屋に入った。ここにあるのは、農具を中心とした器き具ぐ類で、奥には御お世せ話わになりっぱなしの宝箱や、これもまた何らかのアーティファクトと思われる麻あさ袋ぶくろなどが並んだり、積まれている。幾いく度どか入って確かく認にんしているが、器具類は意い外がいに極きよく東とうのものと似たものがあって、何となく知ち識しき欲よくが満たされもする。

「こちらですわね。ほら、ネイト、ちょっと試してみなさい」

　ミトツダイラが、言われるままに奥のドアに手を掛けた。引く。押す。が、

「……動きませんわよ？」

　ですねえ、とこっちも頷うなずくだけだ。すると彼女の母はドアに手を掛け、左にスライドさせた。

　え？　と思う皆の眼前。ミトツダイラの母がドアを閉じる。そして彼女は、ミトツダイラの尻しりを一回叩たたいて、

「ほらネイト、もう一回やってみなさいな」

「そ、そんな単純な仕掛けでしたの!?」

　と、ミトツダイラがドアに手を掛け、左にスライドさせようとして、

「ぬ……！」

　動かない。瞬しゆん発ぱつ加か速そくを入れて、二度、三度とやるが、

「開きませんわよ御お母かあ様さま！　意い地じ悪わるしないで開けて下さいまし……！」

「仕方ありませんわねえ」

　と、ミトツダイラの母は頰ほおに手を当てて微笑。そしてドアに手を掛け、奥に開いた。

　え？　と皆が思う眼前。彼女がそっとドアを閉じ、

「誰だれか試してみる人、いますの？」

　皆、首を慌あわてて横に振る。するとミトツダイラの母は、頰に手を当て、指を鳴らす。

　ドアが左右に分かれてスライドした。

「さ、行きますわよ」

・銀　狼：『何だか納なつ得とくいきませんわ──！』

・金マル：『……というかコレ、見てない人、凄すごい損してると思う』

・●　画：『え!?　何!?　納屋の中で何をおっ始めたの!?』

・傷有り：『ええ、ミトツダイラ様の御母様が、ミトツダイラ様に「やってみなさい」と指し示じして、その上で御自分は最後、左右に大きく広げたのです』

・●　画：『うわあああああもうこの仕事終わったら絵にする！　絶対するから！』

・あさま：『あの、ナルゼ、現実そう甘くないので落ち着いて下さい』

　だが、奥はどうなっているのか。浅あさ間ま神じん社じやにも宝ほう物もつ庫こはあり、そこに梅うめ椿つばきなどの装そう備びが格かく納のうしてあるのだ。だとすれば、ここも、

「……御お邪じや魔まします」

　浅間は、検けん分ぶん用に義ぎ眼がん〝木葉このは〟の設定を流りゆう体たい検けん知ち側にシフトさせながら、ドアを潜くぐった。
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　……広い!?

　ドアをくぐった浅あさ間まが、第一に思ったのはそういう感想だった。

　ここは納屋だ。御お菓か子しの家の仕し様ようとして、壁は板チョコの柱はしらとクッキーの壁で出来ていて、屋や根ねに葺ふいているのは藁わらを模もした硬めの砂さ糖とう菓子だろう。何て言うんでしたっけアレ。

　ただ、外から見たら六ろく畳じよう程の納屋の筈はずだ。そして入口側には、四よ畳じよう程のスペースがあった。だからここは、残り二畳かと思えば、

「……藁の格納など、かなりの量が必要ですものね。だから位い相そう空くう間かんとして広げていて、必要あらばそっちの壁を外して開けるんですのよ」

　言われて見た内部。空間自体は二十畳程ある。床の上には、藁わら屑くずかと思えば、

「麦むぎチョコと、プレッツェル？」

「そういうものが積まれもしますのよ？　環かん境きよう設定次第では」

　だが今、メインで置かれているものは違う。簀すの子こと、防水用のシート完備で積まれているのは、布ふ団とんやテーブルといった家か財ざいだ。これは、

「昔、うちで見た事ありますわ！」

「ええ、ネイトが幼よう少しよう時代、屋や敷しきに持ち込んだものですもの。人狼ルウガルウ家か系けいに伝わるアーティファクトで、子供用ベッドは常に藁わらを積んだ巣す穴あなで寝るような実感。勉強机づくえは座るだけで森の静けさや闇やみを感じる……、そんな仕し様ようになってますのよ」

　だから、

「もし貴女あなたに子供が出来たら、……そう考えて、取っておいてありますの。貴女もまた、同じようにするのでしょうし」

　……うわあ。

　何か、やられた。

　参まいった。

　一歩も二歩も先を行かれているというか、向こうは人生の先行経けい験けん者しやなのだ。目先では無い、種しゆ族ぞく、一いち族ぞく、そういった連れん綿めんを含めての構えが既すでにある。それも、自分達がまだ幼少の頃ころから、大人おとなになった後の事を考えて、だ。

　……ですよねー……。

　過か保ほ護ごとか、押し付けとか、いろいろな見方もあるが、これはつまりアレだ。

「まあ、私の場合、こんな事しか出来ませんものね」

「いえ、それは違うと思います……」

　と、謙けん遜そんという事にしておく。

　自分の場合は、たとえば母が預けてくれた知ち識しきや技術が、これに該がい当とうするのだ。

　大人になっても、という区分けで、託されたもの。メアリやナイトにも、そういったものが何らかの形であるのだろう。ミトツダイラの場合は、これだし、更さらには、

「いいですの？」

　ミトツダイラの母が、ホライゾンを後ろから抱いた。

　埋まる……、あ、いえ、私、こうしてみると胸の大きさ普通ですよね。ナイトは手で虚こ空くうに球体を描いてこっちと比較しないでいいです。

　だが、狼おおかみの母は、こう言った。

「貴女はこういうのを忘れてしまっているかもしれませんけど、それは、忘れてるだけなんですの。無くなった訳わけではありませんわ。──だから、どういう事か知りたければ、とりあえず私のところに来れば、教えてあげますわ。何しろネイトは、かなり手の掛かった子ですもの」

　そして、

「私のところで聞いて、何か感情が動く事があれば、──きっとそれは、貴女にもあった事だと、そう信じていいでしょうね」

　ホライゾンが右手を挙げた。対する母親は笑えみで首を傾け、

「ハイ、何ですの？」

「もし、子供につきもののウンーコネタとか、そういうのにだけ敏びん感かんに反応してしまった場合、ホライゾンは如何いかがすべきでしょう……」

「……難しい話ですわね」

「御お母かあ様さま！　御母様！　そういう話までする気ですの!?」

　強固な母が、ホライゾンを埋めたまま持ち上げ、一度納な屋やの隅すみに行った。そして二人は、ひそひそと何かを話し合った後、また持ち上げて戻って来て、

「大だい丈じよう夫ぶですわネイト、基本的な理解は得ましたの」

「何のフォローにもなってませんわ──!!」

「まあでも、ホライゾンとしても、なかなか勉強になる話ではないかと」

「というか、子育て経けい験けん談だんとしてなら、皆聞いて価か値ちあるんじゃないかなー……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そうですね、私の方も、英国ではシッター役などよくしていましたから、フォロー重ねる事も出来ますし、聞いてみたいです」

　何だかミトツダイラが盛大に追い詰められている気もする。とりあえず、こちらの取りなしとしては、

「希望者への個別指し導どうとかにすると、ミトのダメージも少ないんじゃないかと……」

・●　画：『いつから!?　受じゆ講こうはいつから!?　予約票描いちゃったわよ！』

　すみませんがそれは捏ねつ造ぞうです。

　だが、ミトツダイラの母は、ホライゾンを軽く抱いてから剝はがす。何だか〝型から外した〟ような感を受けるが、最さい大おお手てはやはり違う。そして彼女は、手を上げて皆を呼び、

「こちら、ありましたわ」

　この広い空間の奥。そこに、幾いくつかのものがまた並べられ、積まれている。

　見た事も無い大きな牙きばの骨は、何だろうか。剣や槍やりなどもある。

「戦せん利り品ひんですの？」

「まあ、代だい々だい、自じ慢まんしてみたいものというのはあったのでしょう。あ、迂う闊かつに触れると呪のろわれたり、切られるものもありますから気を付けるんですのよ。何かあったら、柄えの辺りを蹴けり飛ばして上から踏むと泣いて謝りますから、その後で酢すを掛けて悲ひ鳴めいを上げさせますの」

　……結けつ構こうスパルタなアーティファクトの管理ですね……。

　流石さすがは人狼王家と、そう思っていると、ミトツダイラの母が足を止める。そこにあるのは、木き枠わくに置かれた装そう備びの幾いくつかで、

「どうですのネイト。貴女あなたが私の過去の中で見たものは、ありますの？」

　羽は柴しば十じつ本ぽん槍やり。その一人である糟かす屋や・武たけ則のりが、銀の装備を持っていた。

　銀の杭くい。自分もあの時、望ぼう遠えん術じゆつ式しきなどで確かく認にんしたものだ。十じゆう字じ架か状じように展開し、杭だけではなく回穿ドリルをも打ち込んで来た両腕うで用の武ぶ装そう。

　もし、あれがここに無ければ、糟かす屋やから奪うばわれたという事になる。しかし、

「……ありましたわ」

　ミトツダイラが声をあげた。

　彼女の手が伸びる先。そこに、木き枠わくに立てかけられた銀の杭くいが二本あるのだ。
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　ミトツダイラは、銀の双そう杭くいを見つけた。これは確かに、母の過去の中にあったもの。

　だが、やはりあの時も思ったが、今、こうして手を伸ばしてみると、

　……違う？

　糟屋と、向き合って戦せん闘とうした時の記き憶おくがある。彼女の武ぶ装そうは変形し、その形状を大きく変えていたのだ。しかし、

「これ、単なる杭打パイルバンカーちですわね……」

「ミトっつぁん……、単なる杭打ち、ってところで矛む盾じゆんしてないかな」

　何かそんな気もしますの。だけど、

「これに似てますけど、これじゃありませんわ、御お母かあ様さま。だってこれ、回穿ドリルや、爪つめなどを展開出来ませんわよね？」

「回穿や爪？　……ネイト、何処どこで変な夢を見てましたの？」

「御母様だって糟屋とは向かい合っていましたわよね……!?」

「私は楽しく唄うたって踊って遊んでいただけですもの、テンションあがってましたし、相手の事とかよく憶おぼえてませんわ」

　だけど、と母も首を傾かしげた。

「あの黒くろ髪かみの子。あの子が持ってたのと、ここにあるのは、微び妙みように違いますわね」

「他にありますの？　あんなものが」

「私の母に聞いて見ないと解わかりませんわねえ」

　母が、浅あさ間まを見た。

「イタコって、出来ますの？」

「いや、あれはあれで神しん道とうから見ても有りなのかどうなのか議ぎ論ろんが分かれるもので。──あ、精せい霊れいの祖そ霊れいって、そもそもどうなんでしょう」

　浅間が問うと、メアリが首を傾げた。

「無む教きよう譜ふで亡なくなると、身体からだは別として、魂たましいは地ち脈みやくの側に同化していきますね。だから地脈の中には、莫ばく大だいな記録が有り、それは未来にも繫つながっていると、そう言われます。──聖せい譜ふの記き述じゆつは、そういったものをトリガーとして更こう新しんが為なされていた筈はずですね」

　成なる程ほど、と思ったが、このまま話を進めると教譜やら精霊やらの知ち識しき講こう座ざになる。浅間もメアリも、その辺りの話が好きだし、母も意い外がいにその傾向があるのだ。だから、

「他の氏し族ぞくとやらで、銀ぎん製品を持っているのは？」

「黒の髪かみとなると、東とう欧おう方面の人狼ルウガルウに多く見られますわね……」

　ただ、と母が顎あごに手を当てながら言った。

「そちらの人狼氏族は、百年戦せん争そうの際、聖なる小娘ジヤンヌ・デ・アークを得た六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズではなく、M.H.R.R.神聖ローマ帝国側として牽けん制せいに出ていた筈はずですわ。そもそも、元から始まる東の騎き馬ば民みん族ぞくの台たい頭とうに立ち向かう必要もあって、激げき戦せんゆえに髪の黒い子達が多いと、そう聞いてましたもの」

「だとすれば──」

「あれは羽は柴しば側で独自に作られたものと、そんなところではありませんの？　もしくは、向こうの氏族などで作られたものじゃありませんの？」

「そ、そんな簡単に作れますの!?」

　母が胸の間から小さな銀の箱を出して、苦く笑しようした。

「……二百年程前にこれが出来てたんですのよ？　正直、武蔵むさしなんかがフワフワ空飛んでる方が技術的には高度ですのよ？」

「い、言われる通りですわ……」

　母の言葉に、こちらは納なつ得とくするしかない。

　大体、目の前に当家所有のものがあるのだ。そしてマルゴットが、

「これ、ミトっつぁんが使えないの？　そうすりゃ武ぶ装そう二倍で、近きん距きよ離り戦が更さらに有利っしょ」

「あの、御お母かあ様さま？」

「神しん格かく武ぶ装そうの多くは、武装側で使い手を選びますのよ？　こっちに母の長ちよう剣けんがありますけど、私はコレ、使えませんのよね。格かつ好こいいのに……」

「嘆たん息そくで長剣眺ながめてないで……、じゃあ、あの、銀ぎん鎖さは」

　Ｔｅｓテスタメント．、と母が頷うなずいた。

「あれは人ひと懐なつっこいので貴女あなたにもすぐ慣れるだろうと、あげましたのよ」

「何ですのその締しまりの無いアーティファクトの後こう継けい事情……！」

　だがまあ、確かに初めて外に出した時からこっちに懐いていた気がする。

　そして自分としては、一ひと息いきだ。

「……糟かす屋やはつまり、私のように、人狼として単独なんですのね」

「ネイト」

　母が、銀の杭くいを手で撫なでながら言う。

「私達は数の少ない種しゆ族ぞくですの。だから、──相手の事は、大だい事じにするんですのよ？」

　言われている意味は解わかる。だが、お互いの立場というものもあるし、

「……御母様、向こうと私、敵である事は、確かですのよ？」

「そこが問題ですわね。……貴女が私くらい適度に強ければ、相手のことごとくを気にせず平和につきあえますのに」

「ミトツダイラ様、物理的、メンタル的に無む茶ちやを言われてる気がしますが、如何いかがでしょうか」

　全くその通りなのでどうしようもない。ただ、

「……調べてみると、あっけなかったですわね」

　時間があれば、自分なりに使える装そう備びを探してみたくもなるが、そうもいかない。

　何しろ、外から見知った気け配はいが来るのだ。表おもて。納な屋やの入口から聞こえる声は、

「おーい、ネイト、ホライゾンも浅あさ間まも」

　王だ。何かと思えば、

「早く外出て来いよ。休養時間無くなっちまうぞ」

　確かに、日差しは暑さを持っているが、いつまでも水遊び、という訳わけにもいかないだろう。

　夕食時には会議がある。だからこちらも顔を見合わせ、

「──御お母かあ様さま、ちょっとこの近くに、充分遊んだ気になる場所とか、ありますの？」

「水着ですし、泉いずみの底を掘ってみるというのも有りですわね。──実はあそこ、下の砂すな地じで磨みがかれた石がちらほらありますけど、中には鉱こう脈みやくから出てきた宝ほう石せきなどもあるんですのよ」

　一いつ瞬しゆん、皆が小さく動きを止めた。意い外がいにもメアリが両の手を握り、

「引ひつ越こしの初期費ひ用よう……！」

　今から盛り上がって来たねー、というナイトの言葉に、頷うなずいておく事にする。







[image: 第七十六章『休息場所の実感人』]
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　夕食待ちの時間になった。その中で、成なる実みは一ひと息いきをついていた。

　……疲れたわね……。

　心ここ地ちよい疲ひ労ろうが、丸まる木きの椅い子すの上で感じられる。

　休養として、初めは森の中を軽く散策し、行った事の無い場所を覗のぞいて見た。

　気分転てん換かんのつもりだったが、自分の足取りが速い事に気付かされ、

　……頭の中が臨りん戦せん態勢になっているのね。

　だから少し頭を冷やすつもりで、後半は泉いずみや川に入って一息とした。武蔵むさし副ふく長ちようが泉の縁ふちとなっている高台から何回転して飛び込めるか試すのに付き合ったり、逆にぼうっとしているのもまた良い時間だと思ったが、途と中ちゆう、彼が納な屋や組や男子勢ぜいとやってきて、

「成実、その泉、お宝が眠っているらしいぞ」

　と始まったのがいけなかった。

　泉は、深いとまではいかないが、そこそこに深度がある。奥深い、という感だ。

　そこで、グループに分かれて、砂の下を探るのが始まったのだが、

「ハイ、じゃあ誰だれが一番長く沈しずんでられるかー」

　と総そう長ちようが言ったのが、またいけなかった。意い地じが出るじゃないの。

　第一特とく務むが一番かと思えば、彼は呼吸系けいを閉へい鎖さ出来るので、これもまた長く保もつ。しかし彼の手指では戦せん利り品ひんはあまり多く獲かく得とく出来ず、気が付いたら両腕うでをフレキシブルに使える武蔵の姫ひめと、総長達の本ほん舗ぽ組が潜せん水すい時間では一番となっていた。一番不利だったのは当然に有ゆう翼よく系けいの魔女テクノヘクセン組で、これは上から見てると主しゆ翼よくと副ふく翼よくが完全にフロートとなっていて、何か研究対たい象しように出来るんじゃないかしら。

　結局、艦かん長ちよう代だい理りが砂の底から瑪め瑙のうを捜し当て、皆の喝かつ采さいを浴びたのがハイライトだろう。

　ただ、そうやっている間、第六特務が森の奥から戻って来た。

「自主訓くん練れんは終わったのかしら」

「概がい要ようは理解出来たさ。ただ、実戦はまだ無む理りさね」

　新型の飛ひ翔しよう器きが武ぶ神しんに搭とう載さいされたらしい。だからその操そう縦じゆう指し示じシステムや、重力制せい御ぎよなどのテストを、彼女は森の奥に仮か想そう試験場を作って行っていた。

　木々を結んで作った六方結けつ界かいの中、結界内部だけ地面を傾けたり、高Ｇを掛けるのだ。外からは、第六特務が何かに押されたり、バランスを崩くずしたりしているようにしか見えないが、内部では地面が傾斜し、突とつ風ぷうが吹いているのだという。

　……仙せん台だい城じようでも、似たような施設があったわね。

　降こう雪せつの多い伊達だてでは、インドアとして、そういう訓練場がある。あれは閉へい鎖さバケット式で、武神乗り達が「よし！　夏の海を夢見て今日きようは波乗り練習だ！」とかやっていたが、夏期で海に入れるのなんて一週間くらいしかないから無む駄だな努力と言っていいのかしら。

　ただ、さっき森を見た自分は知っている。幾いくつかの木々が、その幹みきをぐるりと全周剝むいた状態になっていたのを、だ。

　第六特とく務むが、仮か想そう訓くん練れん時じ、武ぶ神しんの肩乗りフックの代わりに使った木だろう。既すでに木き肌はだの修しゆう復ふくが始まり、芽め吹ぶいているものがあったのは、流石さすが人狼女王レーネ・デ・ガルウの土地だ。

　他、彼女だけではなく、それぞれも、自分の訓練などをまとめ、息抜きに遊び、

「────」

　まだ夕ゆう刻こく。だが焚たき火びが起こされ、その前に座って料理の匂においを嗅かいでいると、淡い眠気もやってくる。

　夏休みはもう終わっているが、

「不ふ思し議ぎね」

「何がだ、成なる実み」

　薪たきぎを運んできた彼の問いに、自分は応じる。

「今いま更さら、夏休みを感じてるわ」

「拙せつ僧そうなどは毎日夏休みだぞ」

「夏休みの課題はやってるのかしら」

「課題は二つだ。──よく遊び、姉を信しん仰こうしろ」

「有あり難がとうと言っておくわ」

　小さく笑うと、目も覚めた。

　さて、と言って周囲を見れば、幾いくつかの影が丸まる木きの椅い子すに座りつつある。ならば後は、

「そろそろ、見てみたいところね、このところの謎なぞや、研究の結果というものを」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と応じたのは副ふく会長だ。彼女は、辺りを見回し、

「では、夕食を頂いただきつつ、この潜せん伏ぷく期間中のまとめと、そう行こうか」
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　そして夕食が始まった。いろいろと前ぜん菜さいの取り合いなどで骨こつ肉にくの争いがあったが、最終日だけあって時間を掛けたディナーとなった。正まさ純ずみは、会議後のメインとして馬ば鹿かが焚き火に大きめの肉を仕掛けるのを見つつ、声を作る。

「では、とりあえず、この潜伏期間の有用なまとめとして、私から報告を始めよう」

　言ってる間、火に掛けられたのは、恐らく豚ぶたか猪いのしし辺りの脚あしだ。骨を抜いて串くし代がわりの棒ぼうを差し、紐ひもで縛しばった上で横掛けにした棒を回し、均きん等とうに炙あぶり焼く。

　棒を回すのはクロスユナイトとメアリに役が振られた。お互い、向き合う形で、

「では点てん蔵ぞう様、御お願ねがいします」

「Ｊｕｄ．、こちらこそ御願いするで御座るよ、メアリ殿どの。焼き加か減げんなど、自分ではよう解わからぬもので御ご座ざるし」

・不退転：『豚ぶたの脚あし回まわしてイチャつくのは作さ法ほうとして有りなのかしら』

・ウキー：『うちでもやるか、成なる実み』

・未熟者：『普通にやったら火か災さい警けい報ほうで踏み込まれるから気を付けた方がいいよ』

　経けい験けん者しやの口く調ちようで語るのはどういう事か聞いて見たかったが、長そうなのでやめた。ともあれこちらとしては表示枠サインフレームを出し、

「明日あしたの朝から、輸ゆ送そう艦かんでここを出て、そのまま京きように向かう」

　概がい要よう図ずは六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから、M.H.R.R.神聖ローマ帝国までのものだ。自分達のいる位置から、京の西せい端たんまでを赤いラインで結ぶと、ミトツダイラがシャツの前を合わせ、

「武蔵むさしには立ち寄りませんの？　もしくは、武蔵と共に行くとか」

「武蔵が動くとP.A.Oda全体が警けい戒かいする。輸送艦で行くのは、つまりは隠おん密みつ行動に近い。向こう、明あけ智ち側も今回の会議をP.A.Oda側に明確としていないようだしな」

　つまり、

「非公式会議だ。だからこそ、明智・光みつ秀ひでの襲しゆう名めい権けんについて議ぎ題だいに出来ると思っている」

「もし、無む理りだったらどうするのですか」

　誾ぎんの言葉に、こちらの出せる答えは一つだ。

「向こうの話をよく聞く」

　これは当然の事だ。何故なぜなら、

「お前ら人の話をよく聞かんしな」

「そ、それが理由だと凄すごいですよ副ふく会長！」

「いや、だからそこでツッコまずによく聞け、バルフェット。大体お前ら、人が何かウイットに富んだユーモアを言おうとしているのにああだこうだと言って、ノリの旬しゆんを逃のがしてしまう事が多過ぎる。結果として私のギャグが滑ったような状態となってしまうのは誠に遺い憾かんであり、これには対たい処しよを──」

「長いよ!!」

　皆にツッコまれては仕方ない。多数決の民みん主しゆ主義だからな。

　いいか、と前置きし、皆が視線を向けてくるのを見てから口を開く。

「明智側が乗ってきたと言う事は、向こうはこちらと議論したいのだ。つまり、こちらの言葉を聞きたいか、何かを自分達で言いたいか、という事になる。それも、私達の襲名譲じよう渡との言葉を受けた上で、だ」

　ならば、

「こちらは言う。対する向こうは吞のむか吞まないか、だ。そして吞まないならば、何故なぜ、襲名譲渡の話があると解わかっておいて、言葉を交わそうとするのか、それを問うだけだ」

「──Ｊｕｄジヤツジ．、確かにその流れが正しいと思います」

　誾ぎんが、静かに頭を下げた。そしてネンジが全身を傾かしげ、

「襲しゆう名めい譲じよう渡とが断られるとしたら、向こうの議ぎ題だいは何であろうか」

「そりゃあオメエ、〝襲名譲渡とか何言い出してんだオメエ〟って、説せつ教きようだろ。こういうのは一回[image: ]しかっとかねえといけねえ、って」

「トーリ君、国こつ家か間の交こう渉しようは学級会か何かじゃないんですから……」

　……いやでも、実際、そういうのも思し案あんとしてはあるよなあ。

「一番気を付けなければならないのは、行ったところで京きようがもぬけの空から、という状態だ」

「──その場合、明あけ智ち・光みつ秀ひでが、本ほん能のう寺じの変へん介かい入にゆうを恐れ、拙せつ者しや達を足止めしようとした、という事で御ご座ざるな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、だがその場合、私達は後追いしてきた武蔵むさしに乗って、本能寺へと向かえばいい。

　明智・光秀との会談が出来ていないので、早々に済ませたい。それを理由として本能寺の変に介入するのだ。だが──」

　だが、という言葉の先を、浅あさ間まが応じた。

「その場合、本能寺の変は直ちよつ近きんで九月二日となりますね」

「明日あしたは流石さすがに面めん倒どうだなあ……。ともあれ、こっちとしては、そんな感じだ。向こうが何を言ってくるかのシミュレートは、大おお久く保ぼに案を作らせながら思し案あんしてる。

　だから、ナルゼ、ネシンバラ、浅あさ間ま、……その会議などで使えそうなネタとしての、調査結果や検けん分ぶん。どうなっている？」

「Ｊｕｄ．、まずは僕から、相談を含みで行こう」

　ネシンバラだ。彼は夕の傾きを得始めた光を浴びながら、立ち上がり、表示枠サインフレームを開いた。

　そして武蔵の書しよ記きは、眼鏡めがねを上げ直し、

「では、──暗あん号ごう文ぶんの解かい読どく。そこから見える闇やみの組そ織しきの話を始めよう……」

　クロスユナイトが、半回転、勢いをつけて豚ぶたを回してしまい、驚き顔のメアリに謝る光こう景けいが見られたが、

「……まあいい、ネシンバラ、始めてくれ」

「な、何か言いたげだねヅカ本ほん多だ君！」

「言わないでおいてるのに誘うな。──暗号、ちょっと見せてくれ」

　これは、きっと明智・光秀も知っている。開示したので、羽は柴しば勢ぜいも見ているのだ。

「その内容、知っておかねばなるまい」
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「では解かい析せきをしよう」

　ネシンバラは、まず、クリスティーナから受け取ったメモをプレーンテキストにしたものを画面に出す。それは数字の羅ら列れつからなる五行だ。
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「──この数字だけど、とりあえず文章で、誰だれかに何かを告げている、というところまでは推すい測そくが出来ていたと思う。ならば後はこれを文章化していくだけだ」

「暗あん号ごうのキーが何かは解わかっているのかな？」

「いろいろ試してみたよ。聖せい書しよや、いろはとか、校こう則そく法ほう序じよ文ぶんとか、公こう主しゆ隠かくしで消えていった人の名前を並べる、とかね」

　ただ、とネシンバラが言った。

「通とおし道どう歌かが当たりだった」

　は？　と皆が疑問した。

「ネシンバラ、貴き様さま、以前に通し道歌では文字数が合わぬと、そんな事を言っていたのではなかったか？」

「ああ、指定されてる最大数字が１１５だけど、通し道歌は１０８文字だからね」

　だけど、とネシンバラは言う。

「とりあえず、通し道歌に数字を振ろう」







と１お２り３ま４せ５と６お７り８ま９せ10い11か12ば13い14ず15こ16が17ほ18そ19み20ち21な22れ23ば24て25ん26じ27ん28も29と30へ31と32い33た34る35ほ36そ37み38ち39







ご40い41け42ん43ご44む45よ46う47と48お49れ50ぬ51と52て53も54こ55の56こ57の58と59お60の61お62い63わ64い65に66り67ょ68う69の70お71ふ72だ73を74お75さ76め77に78さ79







ん80ず81い82き83は84よ85い86な87ぎ88か89え90り91は92こ93わ94き95わ96が97な98か99こ[image: ]わ[image: ]き[image: ]の[image: ]と[image: ]お[image: ]し[image: ]か[image: ]な[image: ]




「──これでとりあえず、最初の一いち文ぶんの末まつ尾び四字、66・１１０・32・43を置き換えて見てくれる？　あ、１１０は無いから、空白のつもりで」

　問うと、浅あさ間まがすぐに手を上げた。彼女は首を傾かしげて、

「に・？・と・ん」

　彼女の声に、皆が顔を見合わせた。

　ノリキが真剣な顔で、

「二トン……！　重いな……！　流石さすがに一人では術じゆつ式しき無しだと無む理りだ……！」

「何ですかね、カルロス一いつ世せい達、重量物でもぶつけ合ってたんですかね」

「何ですぐ重量物をぶつける方に行くのさねアデーレ」

　本人の素質というものじゃないだろうか。とはいえ、

「間の〝？〟もあるので、、正式な文章ではなさそうですね。書しよ記き、実際は如何いかに？」

「ああ、じゃあ、ちょっと試しで、今の数字から９を引いてくれ。つまり、──57・１０１・23・34。これを浅あさ間ま君、置き換えて見てくれるかい？」

「ええと、──こ・わ・れ・た？」

　彼女の声に、皆が顔を見合わせた。

　アデーレが真剣な顔で、

「これは二トンぶつけたら壊こわれたと言う事ですよ第五特とく務む！」

「自分から志し願がんしますのねアデーレ！」

「フフ、というか二トン級に重い浅間が〝あっ、私、壊れちゃった……〟って事よね！　そうよね浅間！　何その笑顔、ヤダーカワイ──イ。頰ほお緊くなってるわよ？　大だい丈じよう夫ぶ？　ん？」

「というか、何で９を引いたら文章出現で御ご座ざるか？　ネシンバラ殿どの」

「ああ、要するにアレだよ。この数字から、符ふ号ごうとなる数を引けば正式な文章を作る数字になると、そういう考えがあると思ったのさ。──それが、９」

　言うと、葵あおいが両手を左右に挙げ、

「Ｑ──！」

　ネシンバラは放ほう置ちした。こちらと芸げい風ふうが合わないからだ。美しくないね全く。だが、

「あの、な、何で、９、なの？」

「いい質問だね向むか井い君！」

「巻いて」

　伊達だて・成なる実みが首を鳴らしながら言うので、五秒迷ったが従う事にした。円えん滑かつな会議は書記の望むところでもあるともさ。よし。

「つまり、符号として初め考えたのは、１だ。何故なぜなら、カルロス〝１〟世のメモだからね」

　では、と言う声が来た。肉を回しているメアリだ。彼女はクロスユナイトと調子を合わせるためか、鼻歌を歌っていたが、今はそれをやめ、

「残りの８は、どこからなのです？」

「それは、君にも関わる事だよ。スチュアート君。つまり──」

「──あ、私の父、ヘンリー八はつ世せいの８なのですね」
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・●　画：『何か今、台詞せりふ食われたのがいなかった……？』

・金マル：『当人に対してヒントを振り過ぎたんじゃないかな？』

・十ＺＯ：『というかメアリ殿どの、ロンドン塔とうの中で、しっかりヘンリー八はつ世せいに言げん及きゆうして御ご座ざったしなあ……』

・未熟者：『わ、悪かったな！　いいじゃないか答えが出たんだから！』
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　ネシンバラは、ミトツダイラが手を上げるのを見た。

「何だいミトツダイラ君」

「いえ、まあ、よく気付きましたわね書しよ記きは、そういう符号に」

「まあ、洞どう察さつ力と思い切りというヤツだよ、これは。うん」

　言っていると、向こうで魔女テクノヘクセン達がこそこそと、

「いや、……これは総当たりで数字引いてくとか、それがたまたま当たっただけよね……」

「うん、ヘンリー八世とか、後付けだよねコレ……」

「俺おれも思うけど、これ、別に九つの大たい罪ざいとかでもいい訳わけだしな」

「ああん、じゃあこの暗あん号ごうったら、強ごう引いんに明かされちゃったのね！　暗号レイープ！　カルロス一いつ世せいもあの世でシェイムフルよ！　〝あっ、余よの暗号、力ちから尽ずくで……！〟」

「と、解とく側はそれでいいんだよ別に！　作る側の符号がいい加か減げんだと困るけど！」

　言うと、アリアダストが鈍い汗あせを搔かきながら浅あさ間まに振り向いた。

「あの、浅間様」

「え？　な、何です……」

「Ｊｕｄジヤツジ．、実はこちらに来る際、自分のパーティションの施せ錠じよう術じゆつ式しきがあるではないですか」

「ああ、符号パスワードをいい加減にやって、スッキリ忘れちゃったんですね……。ええと、こっちで解かい除じよ出来ますから帰ったら手配しましょう」

「イエエエエエエエエ！　何と浅間様、お優しい！」

・金マル：『つまりアサマチ悪の幹かん部ぶ？』

・ホラ子：『だとすればホライゾンは悪の幹部の大家おおやで腰の低い設定……！』

・銀　狼：『自分の根本設定は活いかしますのね!?　流石さすがですわホライゾン！』

　今度書くネタの参考にしよう。

　だが、符号としては確かに大罪武装ロイズモイ・オプロとか、そういうのもあったかな、とも思う。そして、

「じゃあ、とりあえず、今のに置き換えて、全部の数字を９引いて読んでみよう。

　それが、──これだ」




りそととおうこわれた

ながよしのずがいがただしい

ずきいいのふきをいわおにおさめ

なずおわりこたまにずがいをおさめよ

ふたりのせいじょはいずこ
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　出た、とアデーレは思った。平ひら仮が名なだが、多分に読める。

　つまり、とアデーレは前置きした、この文章を極きよく東とう語ごにすると、

「リゾットとオウ壊こわれた

　なかよしの図ず解かいが正しい

　ズッキーニの蕗ふきをいわおに収め

　ナズナを割り卵に図解を収めよ

　二人分乗せ──以上　はいズコー……」

　と、読んでアデーレは気付いた。

「つまり欧おう州しゆう料理を二人分作ろうとしたら失敗したんですね!?　でも、いわお、って何です!?　氷ひ室むろか何かの親しん戚せきで、冷凍保存でもするんですか！　もしくは石いし窯がまオーブン！」

「食欲が全面に出てないかな？」

　ハイ、と誾ぎんが手を上げた。

「──書しよ記き、この文章を見るからに、語が平ひら文ぶんに完全対応出来ていませんね？　通とおし道どう歌かでは、大体でいいので、どのくらいの語が足りないのです？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、たとえば通し道歌を暗あん号ごう表ひようとして使う場合、〝あ〟が無い。それに、小さい〝ゃ〟も無ければ、〝す〟や〝ぶ〟、〝つ〟も無いね」

　だとしたら、と、浅あさ間まが言った。

「判じるように、近い音などで言い換えてる可能性がありますね。たとえば〝づ＝ず〟です。〝つ・す〟が無いなら、〝ず＝す・つ、づ〟の可能性がありますから、それをそのまま置き換えると、こうなりますね」




りそととおうこわれた

ながよしのず（つ、す）がいがただしい

ず（つ、す）きいいのふ（ぶ）きをいわおにおさめ

なず（つ、す）おわりこたまにず（つ、す）がいをおさめよ

ふたりのせいじょはいず（つ、す）こ




　浅あさ間まが表示枠サインフレームに出した文字列を見て、皆が適応箇か所しよを読み替えていく。すると、

「おいおい……」

　第六特とく務むが、口を横に開き気ぎ味みにしながら、言葉を作った。

「ナンタラと王おう壊こわれた

　ながよしの頭ず蓋がいが正しい

　ナンタラの武ぶ器きを巌いわおに収め

　夏終わり小玉に頭蓋を収めよ……」

　置き換えで意味が出る箇所を彼女が告げた。その内容は、自分にもよく解わかる。

「リゾットが……！」

「二トン激げき突とつでもありませんのねアデーレ！」

　あれ何だかそこ凄すごく期待されてませんか自分。いいんですか、やっちゃいますよ奔ほん獣じゆう激突。

　だが、第一特務が、メアリと共に豚ぶたを回しながら言った。

「……不ふ吉きつな内容に御ご座ざるな。しかし──」

「Ｊｕｄジヤツジ．、夏終わりって、今の時期だぞ、ネシンバラ」

　副ふく会長の言葉に、書しよ記きが頷うなずいた。

「これは、暗あん号ごうを解といたらまた暗号が出てきた、という感じなんだよ。恐らく、幾いくつもの言葉が、また暗号だ。しかもこれは、きっと、当人達には通じてる筈はずのものの気がする。

　だってほら、〝ながよし〟ってあるだろ？　でも、ほら、襲しゆう名めい者しやに詳しい人、いるかい？」

　誾ぎんが手を上げた。そして彼女は首を縦たてに振り、

「ながよしというと、森もり・長なが可よしか、池いけ田だ・照てる政まさの弟、池田・長なが吉よし、三み好よし・長なが慶よし、そして私達が里さと見みで相あい対たいした浅あさ野の・長なが政まさが、幼よう少しよう時じに浅野・長吉を名乗っていた筈ですね」

　しかし、と彼女は言った。

「それらの頭蓋が正しいとは、何ですか？」

「否いな、それ以前の問題だよ。だってこのメモが書かれたのは少なくとも十年前かその前後。その頃ころに襲名出来ていたのは三好・長慶くらいで、でもこの人が三十年前に行方ゆくえ不明になった事があるかというと──」

・副会長：『大おお久く保ぼ』

・長安定：『ソッコや。──三好・長慶ならまだ在ぞん命めいやで。しかしもう既すでに襲名の要件終えて、今は地元で居きよ留りゆう地ちの折せつ衝しよう役やくしとる。そんでまあ、三十年前というと──』

　大久保の言葉が止まった。

・長安定：『無む理りや』

・未熟者：『無理？』

・長安定：『この人、今年で二十四歳さいやねん。……流石さすがにナンタラ教きよう導どう院いん行くのは無む理りやろ。それに、この人の頭蓋が要いるんか？』

・副会長：『いや、いい。──多分、違うんだ、これは』

　副ふく会長の言葉に、アデーレは首を下に振った。

「夏終わりに頭ず蓋がいを収めろ、というなら、その三み好よし・長なが慶よしとか、今、酷ひどい事になってますよね、多分」

「大体、襲しゆう名めい解かい除じよしても、こういうのの指定って意味があるんだろうか……。皆はここら、どう思う？」

「ながよし、という言葉もまた暗あん号ごうでしょう」

　御お広ひろ敷しきが焚たき火びによって生まれる汗あせを拭ぬぐいながら言う。

「自分達の名前だって暗号を解とく鍵かぎに使っていたような人達です。書いてある何もかもが、内うち輪わで通じるネタだとするなら──」

「ながよし、というのは、渾あだ名なか何かかしら」

「じゃあ、頭蓋というのは？」

「頭＝発はつ想そう、というのはどうでしょう？」

　メアリの言葉に、皆が、おお、と頷うなずいた。そして副会長を見ると、彼女は腕を組み、

「英国での経けい験けんからすると、頭蓋＝爆ばく発はつ物ぶつでなあ……」

「副会長、何やったんですか英国で」

「お前が向むか井いと一いつ緒しよに空飛んでる間、こっちは白はつ骨こつ集団と追い掛け合ってたんだよ！」

　言われて見るとお互い結けつ構こう酷ひどい目にあった気がする。だが、

「発想でも、爆発物でも、物ぶつ騒そうな話に違いないわ」

　成なる実みが、静かに炎ほのおを眺ながめて言った。彼女は、一ひと息いきを吐いて、

「夏終わり。……何かしら。本ほん能のう寺じの変へん、山やま崎ざきの合かつ戦せん、賤しずヶ岳たけの戦い、……どれかしら」
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「──待て、成実」

　成実は、彼の制止を聞いた。

「何、一体？　──この暗号はずっと昔に書かれたもので、今を示す内容ではないと、そう言うの？　でも──」

　言う。

「今まで、この暗号に合う行動を、P.A.Odaはとってないでしょう？　でも今、夏の終わりに向かって動きが始まってる。──だとすれば私は警けい戒かいするわ」

「そうではない、成実」

「じゃあ何」

　言うと、彼が、こちらの顔前に手を翳かざした。そして彼は、こっちの視線を、その手先でずっと線を描くように示し、焚き火の方に向け、

「──ここ、豚ぶたの膝ひざ裏うらの肉を、独どく占せんするつもりか」

「何な故ぜ解わかったの」

「どうでもいい話を尤もつともらしそうにするから陽よう動どうだと見切れた」

　あのな、と彼が言った。彼も吐と息いきで、

「符ふ号ごうが合おうと何だろうと、どうだっていい。こっちはマイペースで嫌いやがらせを行うだけだからな。ただ、この暗あん号ごうを解いておくと、何かスッキリする、その程度だ。だから──」

　だから、

「肉を品定めしながら適当に呷あおるか」

「お前ら少しは状況理解に協力しろよー」

　副ふく会長の声に、ふと笑いが漏もれた。全くそうね、と思う一方で、

「物ぶつ騒そうなのは確かよ」

　だって、と言葉を続けるには、理由がある。

「これまでP.A.Odaが掲かかげてきたもの。──大戦せん力りよく、大艦かん隊たい、大たい国こく、安あ土づちや竜りゆう脈みやく炉ろ、そして歴史再さい現げんの強制。それとは違う〝掲げもの〟があると、そう言われているのだから」

　ゆえに、自分としては、手は尽くしておきたい。そう思いながら、問う。

「書しよ記き、──さっきの暗号、読めない箇か所しよの見当はついているの？」
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　浅あさ間まは、成なる実みの問いかけに納なつ得とくを得た。

　……マサもそうでしたけどやっぱり、あの箇所、〝読めない〟んですね。

　自分としても意味が通じていないように感じていたが、成実辺りも言うなら、それはもう確定なのだろう。つまりは、

「一いち行ぎよう目めの〝りそとと〟と、三行目の〝ずきいい〟って、何です？」

　問うた先、ネシンバラが腕を組んだ。彼は首を傾かしげ、

「そこが、よく解らないんだ。──りそととおうこわれた、って、言われてもねえ」

「リゾッ……」

　そこまで言ったアデーレが皆の視線を受けて言葉を止めた。なかなかいい判はん断だんです。そのまま言っていたら今いま頃ごろ酷ひどいネタにされていたでしょう。

　こちらとして問うのは、

「おうこわれた、は、王おう壊こわれた、で確定なんですか」

「りそとと、が、おう、に繫つながる単たん語ごだったら、別の可能性もあるけどね。あとは、おう、も含めての僕の解かい読どくミスの場合」

「というか、これ、一種の二重暗号の部分では御ご座ざらぬか」

　点てん蔵ぞうの言葉に、ネシンバラが眼鏡めがねをあげた。

「既すでに、暗あん号ごうを解といたら暗号が出てきたと言ったけど、──この二カ所については、まだ二重に暗号化が為なされてると、そういうのかい？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何故なぜなら〝りそとと〟は、最初の言葉に御ご座ざる。──この部分を解くルールが、文中に含まれているぞ、という合あい図ずでは？」

「じゃあ、りそとと、と、ずきいい、は同じルールですね」

　自分の言葉に、あ、と皆が声をあげた。

「二語と、同じ音が続く二語。──初めの二語がどうなのかは解わかりませんが、後ろの二語の連続は、何かのルールでこうなってるんだと思います」

「だったら、それを見切ればいいという事か、この僕が」

「イヤ──ン、また暗号がレイープされちゃう～ん」

「いや、流石さすがにここは総当たり方式だと駄だ目めなのでは……」

　まあまあ、とネシンバラが手を上げた。

「大体の部分は読めた。これが今回における僕の成果だ」

　おお、と皆が拍はく手しゆをした。や、や、とネシンバラが両手を挙げて皆を制すが、誰だれも拍手の勢いを止めず、

「見み事ごとでしたネシンバラ様、まさか暗号レイパーとして総当たりファックが得意とは！」

「それやりゃ確かに解かい読どく出来るけど、誰もやろうとしないよねフツー」

「何で一番難しい方から始めようとするのかしらね」

　皆が拍手を自発的に静めていった。

「ま、待て！　哀かなしい拍手はやめるんだ皆！　この大自然の中で浄じよう化かされ掛かっていた僕の心が最後の晩ばん餐さんで穢けがれていくよ……！」

　何だかんだで絶ぜつ好こう調ちようじゃないだろうか。とはいえ、

　……暗号が大だい分ぶ解けたので、ネシンバラ君としてもテンション高めですね。

　じゃあ、と声を作った者がいる。

　ナルゼだ。彼女は耳にペンを挟んだまま、魔術陣マギノフイグーアを開き、

「ネシンバラの方は、その二重暗号を解くのに集中すればいいわ。明日あしたの会議や本ほん能のう寺じの変へんまで、まだ時間ある訳わけだし。こっちとしても、今見せて意見聞きたいものがあるのよね」

　それは、

「床と天てん井じようの関係。反射して見える絵が出来たわ」
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　メアリは、肉を回しながら、それを見た。

　……あら？

　皆が静まっている。先さき程ほどまで拍はく手しゆをしていた誰だれもが、今は動きを止め、ナルゼの掲かかげた一枚の絵を注ちゆう視ししている。

　円形の構こう図ず。円の内周に人々が並び、円の中央側を祝っている。皆は手を繫つなぎ、あるものは笑い、あるものは唄うたっている。だがその中央にあるのは、

「赤ちゃん、……ですか」

　幼おさな子ごだ。御お包くるみの中で両腕うでを縮めた小さい姿すがたがそこにある。しかし、

「あの、少々、失しつ礼れいな事を伺うかがいます」

「いいわ、別に失礼でも何でもないし」

　そう応じるナルゼに、では、とメアリは前置きして問うた。

「その幼子なのですが……」

　皆が静まり、評ひよう価かを作らぬとした疑問を、メアリは敢あえて問うた。

「何故なぜ、顔が無いのですか」







[image: 第七十七章『円陣の話者達』]
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　鈴すずは、顔の無い幼おさな子ごというイメージに、妙みような寒さむ気けを感じた。

　鈴は目が見えない。しかし熱や大たい気きの動き、音などで周囲の状況を知る事が出来る。特に反射音は触しよつ感かんを伸ばしたように物体の形状を明らかにしてくれるので、実はこれによって相手の顔形や、状況さえ良ければ角かく膜まくの膨ふくらみと眼球の動きから視線も解わかる。

　顔の形は人それぞれに違う。表情や、向きによって、こちらへの興きよう味みや、何をどう思っているかも、表おもてに出てくる。

　その辺りが解るようになってからは、顔、表情には気を付けている。だが、

　……顔、無いよ？

　ナルゼから渡ってきた〝絵〟を、自分の表示枠サインフレームに転送し、熱ねつ源げん描びよう写しやに置き換えて触れれば解る。

　詳しよう細さい表ひよう示じでは天てん井じようのドーム形状に歪わい曲きよくした線の熱源、簡かん易い表示では平面化した線の熱源。

　どちらで触れても、顔には何も無い。

　人それぞれ、顔はある筈はずだ。

　だが、無い。

「何、これ……」

　幼子は〝止まない〟ものだ。泣き、笑って、寝て、音を立てて自己主張するし、熱も匂においも〝そこにいる〟という感を作って止まない。

　だが、この絵は何だろう。熱はあるけど、それは自分が解るように熱源化しているからだ。元々は単なる天井に映った線でしかない。だから匂いも無い。絵なのだ。

　しかし、絵であればこそ、描き手はそこに〝表現〟をする。幼子であれば、幼子としての記号的なものを描き込んで、主張をする筈だ。それなのに、

「…………」

　熱源の顔の辺りに指を運んでも、何も無い。

　寝ながら上を、こちらを向いているポーズだ。そこにあるのは泣き顔か笑い顔か、それとも寝ているのか、ただじっとこちらに目を向けているのか。

　無い。解らないのではなく、無い。

「どうし、て」

　思わず口から、言葉が漏もれていて、

「どうして、こんな事、する、の」
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・●　画：『いや、私がしたんじゃないけどね』

・ベ　ル：『あ、ご、御ご免めん、そういう意味じゃなく、て、ほら』

・ホラ子：『ともあれナルゼ様に同どう人じん誌しにされても寛かん容ような鈴すず様が、斯か様ような怒りを見せるとは、これはホライゾンが古こ代だい人じんに一発目にもの見せねばなりますまい。──正まさ純ずみ様！」

・副会長：『──何で皆、はっとした顔でこっち見るんだよ！』

・俺　　：『そこでネタが出ねえオメエって駄だ目めじゃねえの？』

・副会長：『じゃ、じゃあお前、古代人でネタ言ってみろよ！』

・賢姉様：『フフ、北ほう条じようの遺い跡せきと掛けてネタが面白いと言い張る副ふく会長と解きます』

・ホラ子：『そのこころは』

・賢姉様：『どちらも古代（誇こ大だい）の人よね、と』

・副会長：『く、くそ、いつか見てろよ！　あと、葵あおいじゃなくて今の葵姉あねのネタだったろ！　ノーカンだからな！　でも評ひよう価かは正当にしてやるからおいクロスユナイト！　椅い子す一いつ脚きやく！』

・ベ　ル：『あ、あの、正純、落ち着いて。わ、私が、悪かっ、た？』

・あさま：『いえいえいえ鈴さん全く悪くないですよ!?　落ち着きましょう！』
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　凄すごい共とも食ぐいやな……、と、武蔵むさし野のを渡る橋の上で大おお久く保ぼは思った。

　先日、筧かけい・虎とら秀ひでの破は損そんから補ほ修しゆうされた武蔵野の中央が、一直線に「えいっ　えいっ」とやられた期末テストによって再補修となった。結局、武蔵野の中央は、兼かね定さだ発はつ射しや時じの影えい響きようを鑑かんがみるためにも前後一直線に谷状の掘り下げを行う事になり、幾いくつかある自然公園が繫つながった上で、空中回かい廊ろうとしての橋がやはり無数に架かかる事になった。

　何処どこの橋も、それを結ぶ横よこ町ちようや縦たて町まち同士にとっては、左右艦かんの行き来にも繫がる通つう商しよう路ろだ。場合によっては分ぶん枝しして下階にも繫がるものもある橋の並びは、

「まあ、今年度はこのままやもしれんな」

『艦かん上じよう戦せん闘とうがあった場合、迂う闊かつに屋や根ね上を走られずに済むというのは有あり難がたい』

　そやな、と頷うなずく自分は、合ごう流りゆうしようという義よし康やすを待っている。夕ゆう刻こくはいい風が来るし、日常の匂においも濃く生まれる。よく考えたら町の上を渡る正式な橋は今まで無かったんやな、と思い、橋の架け料には、下にある町への遮しや光こうや万まんが一いちの落らつ橋きよう補ほ償しようも入っていた事も思い出す。

　自分にとっては、もしも他国の間かん者じやがいたとしても、この上ならば接近が見えるし、後ろなどから探られる可能性も無い。勿もち論ろん、護ご衛えいの柳生やぎゆうが近くに隠かくれているからこその安心感だが、

・長安定：『……なあ、この顔の無い赤あか子ごの絵やねんけど、何やねん、一体』

・●　画：『いい感想だわ。──描き直しを決めた際、ここに見落としがあったんじゃないかって気に掛かってたんだけど、精せい査さしても何も無かったのよね』

　つまり。

・●　画：『顔の無い幼おさな子ごを、皆が崇あがめていたと、そういう訳わけ』

　これは、どういう事か。

　顔は、政治家にとっての命だ。相手の表情を読み取る事もだが、自分から発信する意味でも、武ぶ器きそのものと言っていい。大体、口が無ければ何も言えないではないか。

　受動も、能のう動どうも、何も出来ない。

・貧従士：『これ、……あれじゃないですか』

　リゾット先せん輩ぱいが何か言うてきたわ、と大おお久く保ぼは一いつ瞬しゆん思った。

　……いや、流石さすがに失しつ礼れいやな。

　どんな発言でも、正解に至る可能性があるならば言う意味がある。武蔵むさし勢ぜいとは、そのようにして勝しよう機きを見いだしてきたのだ。だから聞こう。流石に今回、リゾットは無い。ならば、

・あさま：『何です？　アデーレ』

・貧従士：『Ｊｕｄジヤツジ．！　ほら、観光地であるじゃないですか！　後ろから顔突っ込んで写真を撮とるアレ！　高たか尾おにも天てん狗ぐのとかありましたよね！』

　うちの地元や！　と思いながら大久保は表示枠サインフレームを割った。
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「いやー……、何だか解わからないものを、何だか解らないままで描いていくってのは、ケッコー面めん倒どうなものよねえ。今回思い知ったわ、コレ」

　ナルゼは、腕を組み、吐と息いきを付けながらそう言った。

　両腕うでが、慰い労ろうのためか、さ、さ、どうぞ、と竹グラスを持ってきたので受け取っておく。

　……段々と言いたい事が解ってきたわ……。

　たまに正まさ純ずみが普通に会話している時があって、コレを同どう人じん誌しにしたら引かれるかも、と思ったが、要は慣れだ。いける。今確信した。

　なお、竹グラスは、匂においを嗅かいでみると麦むぎ茶ちやだ。セーフ。カスタード臭しゆうだと危険よね。

　だが、こちらとしては、まず、言っておきたい事がある。

「顔だけよ。……他、手や、御お包くるみのディテールは結けつ構こうしっかりしてるの」

「じゃあ、原げん本ぽん自体が描き忘れてたって事は……」

　アデーレの言葉には、一定の可能性がある。

「それは、確かにあるかもしれないわ。時間切れで終わったり、たとえば絵描きがスポーツ中の事故で急死したとか、そういう可能性もあるものね」

　だけど、と言ってアップしたのは、描びよう写しやの一部だ。御包みの襟えりにあたる部分が顕けん著ちよだが、

「下から人が見上げにきたためでしょうね。中央に近い襟の辺りで、描写が劣れつ化かして、描き直しや補強をされてるわ。そこだけ塗と料りようが濃くなってるの」

　補ほ修しゆうは正確に為なされている。塗料、ライン取り、同じ描き手か、同様の腕前を持っていなければこうは出来ない。ならば、

「……この顔の部分は、もう、そういうものとして、こう処しよ理りされてたと私は思うわ」

「じゃあ、何なんです？　第四特とく務む、この子は」

「一つ、気付く事があるわよね」

　ナルゼは小さく笑って、自分が描いたものを上に掲かかげた。軽く両腕うでを広げ、皆で手を繫つないでいるように見せ、

「──皆が祝ってる。これは解るわ。そして幼おさな子ごがいる。それも解るわ。だけど……」

「親がいませんね」

　ホライゾンが、端たん的てきに事実を述べた。

「──古こ代だい人じんは、幼子を放ほう置ちする習慣でもあったのでしょうか、正まさ純ずみ様──！」

「現代国こつ家かと掛けて古代人の子育てと解く」

「どっちも〝ほうち〟ね。あ、法ほう治ちと放置」

　言うと、正純が身動きを止めた。やれやれ、と思い、こちらは竹グラスの麦むぎ茶ちやを呷あおる。するとホライゾンがこちらに身を向け、

「──麦茶プリンです」
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　やっちゃったー、とナイトは思った。明らかにホライゾンの連勝記録が伸びている。

「ガっちゃん、大だい丈じよう夫ぶ？」

　問うと、素直に仰のけ反ぞった背中を向けられたので、

　……おおう、水浴びの後だから肌はだが綺き麗れい。

　有ゆう翼よく系けいの背せ筋すじは、翼つばさの基部としての筋きん肉にくがあるため、ダイレクトに体内と連動している部分が見えにくい。今も見るからに「コってるなあ」と思う背中だが、

「大丈夫ー？」

　軽く叩たたくのでは通じない。指を立てて突き押す。音がするくらい突く。もしくは主しゆ翼よくを左右に強ごう引いんに広げる。すると、

「け、結けつ構こう良い音で突きますわね」

「あー、大丈夫大丈夫。一番ガード堅いところだから。鳥の胸肉だし」

　はあ、とミトツダイラが言っている間に、ナルゼの背がくねった。ややあってから、彼女は、は、と息を吐き、涙を浮かべた顔で振り向く。

「ちょ、ちょっと、マルゴット」

「ああ、うんうん、キツかったよね」

　と唇くちびるを重ねる。おおう、という声が周囲から来るが、構わない。すると、

「ん」

　口移しに麦茶プリンが来た。
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　……流石さすがね──。

　マルゴットが、あまり慌あわてずにそれを受け止め、飲んだのを舌したの動きでナルゼは確かく認にん。ややあってから口を離して、

「有あり難がと」

「いやいや、ガっちゃんちょっとミント味？」

「あー、食前用でちょっと葉を嚙かんでたから」

　笑って、お仕し舞まい。後で何かあると思うが、それはそれ。

　ただ、自分としては、己おのれが提てい示じした絵に一つ期待する事がある。

「ネシンバラ。何か飛ひ躍やくしなさいよ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と彼が頷うなずいた。

「母無き子だね。マザーレス・チルドレン」
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・金マル：『……何で複数形？』

・立花嫁：『まだ他にもこういうものがあると、暗に言っているのでしょう』

・蜻蛉切：『ほほう、流石は眼鏡めがね！　細かい設定を思いつくもので御ご座ざるな！』

・不退転：『言い間違えたとは言いにくい時間帯ね』

・未熟者：『ああそうだよ間違えたよ！　よくあるミスじゃないか！』

・ホラ子：『つまりミスはミスという事で、後が宜よろしいようで』

・未熟者：『あっ、厳げん密みつに見られると厳きびしいね！　当たり前だけど！』
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　母無き子。その言葉に、ミトツダイラは疑問した。

「……母は無し、というのも、〝あり〟、ですわよね？」

　問うた先は、さっきから黙だまって全てを聞いていた母だ。

　彼女は、真顔で、回る肉を見ているが、

　……あっ、成なる実みと同じ処ところを狙ねらってますのね。

　自分も密ひそかに狙っていたから、これは切り分け時の勝負とするか、それとも二番にいけそうな腿もものロースを狙うか、なかなか難しくなってきた。だが、

「ネイト？　何故なぜ、ありだと思いますの？」

「いえ、だって、母無しで生まれるとしたら、たとえばほら、自じ動どう人形や、精せい霊れいとか、そういうのがあるじゃありませんの」

　それに、

「人狼ルウガルウの諸しよ元げんは、人間の恐きよう怖ふ心しんから生まれたと、そう聞いてますわ。それらと同じでは？」

「ネイト」

　母が目を細めて言った。

「大だい地ちの神、特に豊ほう穣じよう系けいは、大体が女め神がみですわね。意味、解わかりますの？」

「それは──」

　どういう事か、と思った一いつ瞬しゆん、横の浅あさ間まが前のめりになったので、視線と促うながしを送っておく事にする。

「いいですわよ？」

「え!?　あ、いや、ガっついてしまうようですけど、ええと、──つまり、何かが生まれたならば、その環かん境きよう自体を〝母〟とする文化が、古こ代だいにはあったという事です。

　つまり、大だい地ち母ぼ神しんとか、そういう風ふうに自然を捉とらえていた、と」

「Ｔｅｓテスタメント．、──つまり古代においては、自じ動どう人形や精せい霊れい達の生まれにおいても、〝母〟を仮か託たく出来る文化があった筈はずですの」

　それは、要するに、……母無き子、という概がい念ねんが、有り得ないと？

「でもここにありますのよね？　それが」

　だったら、と自分は一応の可能性を探る。今の浅間の言葉や、母の思し案あんでは、自然信しん仰こうというか、環境信仰がベースにある筈だが、

「たとえば、私達が相あい対たいしました大おお谷たに・吉よし継つぐや、石いし田だ・三みつ成なりなどはどうなりますの？」

「……あれが人工知能か、生物か、という、まずその部分で議ぎ論ろんさね。それに、黎れい明めいの時代に、ああいう技術があったかも議論さね」

　言われて見ると、確かにそうだ。これは古代の話。人類が、空から降りてきて、多くの技術を失った直後の事なのだ。ならば、

「この、顔が無い子の場合、母親は何処どこにいますの……？」

　と呟つぶやいて、ふと、己おのれはある事に気付いた。

　……あら？

　この絵に〝母〟がいるとしたら、それは何か。環境信仰が認められるというなら、

「これ、ですの……？」

　と、己は表示枠サインフレームを掲かかげ、絵の中を指でなぞって見せた。それは、

「周囲の人々。──この人達が、これを生んだというのは、どうですの？」
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　ナルゼは、即そく座ざに幾いくつかの画が像ぞうを手元に展開した。ノヴゴロドの地下、そして皆が見てきた真さな田だの地下も、だ。あのレリーフの形は残っていて、周囲に人々の絵があるなら、

「……違うわね。──あ、ミトツダイラの予測が違うという事じゃなくて」

　地下遺い跡せきのレリーフを重ねて、解わかった事がある。

「周囲の連れん中ちゆう、絵ごとに違うわ。多分、定型の図ず柄がらは無く、〝こういうイメージで〟という曖あい昧まいな発はつ注ちゆうがあったんだと思う」

「だとしたら、……尚なお更さら、環かん境きようですね」

　アデーレが、画が像ぞうを眺ながめながら言葉を作った。

「この子を、誰だれが生んだとか、そういうのが指定されていない事になりますから」

「そうね。そしてまた、面めん倒どうな話だわ。だって、──〝こういうイメージで〟という発注が為なされていたなら、この子の顔が無いのはもう確定なんだもの」

　これは、どういう事か。

「何故なぜ、漠ばく然ぜんとした発注のくせに、ここは明確なのかしら」

「これは、アレじゃありませんの？」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウが、首を傾かしげて言った。

「ほら、アレ。何て言うんでしょう。アレというか、その、あれですわ。誰か解る人、いませんの？」

　いたら凄すごい、と思うが、娘むすめが顔を真ま下したに俯うつむかせた状態で右手を挙げた。

「何よミトツダイラ」

「え、ええと、つまり、アレですわ」

・●　画：『娘も同レベルだわ──！』

・銀　狼：『そ、そうじゃありませんわ！　これから言いますわよ！』

　狼が、息を吸って顔を上げた。そして彼女は、皆の中央にある肉を指さす。

「今、皆は、あの御肉で、まあ一部の人は〝ここが欲しい〟と思っているでしょうけど、大部分は何処どこを切り貰もらえるか、解ってませんわね？　大体、ああいうところかなあ、くらいで」

「ミト、早く御肉が欲しいならトーリ君に頼めば……」

「そうじゃありませんのよ──？　ホライゾンもナイフとフォークを構えるのが早いですの」

　咳せき払ばらいをして、ミトツダイラが告げる。

「環境を作った皆の、バラバラの総意。……矛む盾じゆんした物言いですけど、その〝子〟についてのイメージを、固めようが無かったのでは？　だから顔が作れないんじゃありませんの？」

「確かに、……顔を作ったら、誰かの子というか、好みが分かれるもんね」

　マルゴットが言うのは正論だ。だが、そうだとしたら、

「この人々は、この子が生まれるのを皆それぞれに望んでいたと、そう言う事かな？」

　その場合、疑問がある。

「……だとしたら、それを、こんな秘ひ匿とくするような描き方にしたのは何故かしら」

「……何か、子が先か、親が先か、という話になってきたわね」

　成なる実みの言う通りだ。しかしそうなってしまったら、お手上げだ。

「堂どう々どう巡めぐりと、そんな感じかしら」

「あ、一つ、僕から言っておくよ」

　ネシンバラが、脚あしを組んだ。そして肘ひじを一度振って、表示枠サインフレームが外に飛んだ。

　闇やみに消えていったそれを、ネシンバラが見送り、遠くで消えるまで三秒。彼はややあってから、新しい表示枠を展開し、

「さて」

「……アンタ、メインを一枚しか出せない貧びん乏ぼう契けい約やく？」

「べ、別にいいじゃないですかメイン一枚だって！」

　アデーレから反論来るとは思わなかった。だが、ネシンバラは、フ、と言い、

「武ぶ器きを厳げん選せんするのは大だい事じな事だよ……」

「点てん蔵ぞう様、腰の短たん刀とうは一本なんですか？」

「いや、三本程でローテーションして御ご座ざるよ？」

「い、いいからまあ、本題だ！　その子の事だけど……」

　ネシンバラが、幼おさな子ごの絵を、後ろから指で叩たたいて言う。

「形があると言う事は、受じゆ肉にくしてると考えていい。──不確かな存在じゃあないんだ」





●






・銀　狼：『受肉って何ですの？』

・現役娘：『まあ、ネイトったら……！　御肉を受け止める事ですのよ？』

・あさま：『あ、いや、ここではアレです。つまり人間とか、そういう存在として身体からだを持つ身になったというか、そういう事です。言い換えるなら、存在が確立したというか』

・現役娘：『ええ、そうですわね。解わかりましたの？　ネイト』

・銀　狼：『な、何だか自分勝かつ手てな親がいますわ──！』
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「でも、顔が無い人間が生まれたとか、そんなホラー、ありましたっけ？」

　アデーレの問いに、浅あさ間まは首を傾かしげる。神しん道とうや、他国の神しん話わの中でも、顔の無い神というものは存在する。それもまた、姿すがたを持っているのだから受肉していると言えるが、

「まあ、実際にそういうものが生まれて、崇あがめられたとか、そんな記録はないですね……」

　ただ、と自分は言葉を続けた。ネシンバラの意見を、現状に重ねて読み取ったならば、

「それは、当時の人達の総意というか、ある程度の〝認にん知ち〟によって、その存在が確定された？　そういう事なのかと思います」

「じゃあ、コレは何なんだ？」

　正まさ純ずみの問いには、首を傾かしげるしか無い。もし、今の段階で強ごう引いんに言えるなら、

「たとえば、……こういう神を作ろうとした？　方法も何もよく解わかりませんけど、そういう状況だったら、こんな表現にもなるのかなあ、と、そのくらいですね」

　更さらに言葉を重ねると、こんな見方も出来る。

「たとえばですけど、……公こう主しゆも、こういう事ですよね？」

「公主？　どういう事？」

「はい。あれも怪かい異いで、ちょっと原因不明ですけど、ある意味、私達がいろいろな事例を認にん知ちする事で、その存在に人間性というか、キャラのようなものを認めてます。ひょっとしたら、残すメッセージだって、どこかの文章の引いん用ようかもしれないのに、です」

　そして、

「実際、怪異自体に意い思しはなくても、例えば寺じ社しやなんかには、そこでの〝型〟をベースとして、写しや経きようや祝のり詞とを辺りに書き散らす怪異も出るんです。この場合、〝型〟からランダムに選ばれた文章を見ると、キャラをそこに感じてしまったりもしますよね。

　公主隠かくしがそういうものとは決まっていませんが、〝公主〟というものも、正体が解っていない以上、私達や、昔の人がそこに見たキャラで、──顔は無いですよね」

　成なる程ほど、と皆が頷うなずく。それを見て、浅あさ間まは一ひと息いきを入れる。

　……ここら、難しいんですけどね。

　たとえば怪異が、故こ人じんの〝型〟を使って人を攫さらう時など、攫われる人はそこに故人のキャラを見てしまう。残ざん酷こくだが、そういう場合は〝型〟ごと怪異を潰つぶす必要もあるのだ。

　公主隠しの正体は、相変わらず解らない。だが、

「あれが、人の為なすものだとすれば、……もっと、別の事をしてもいいと思うんですけど、何だか人を攫うだけで、幼よう稚ちと言ったらおかしいですが、でも、そんな感じですね」

　だとしたら、

「……この、絵に描かれた存在も、そういうものである可能性は否定出来ない。そう見れるものだというのは忘れない方がいいと思います」

「えーと、コレが公主って確かく率りつは、どうなの？」

「コレ、公主に比べて遙かに古いだろ。──あと、神かみ隠し系けいの怪異を皆で崇あがめるのか？」

　正純の言葉には、頷くしか無い。

「怪異は〝型〟を持ちますから、公主隠しは公主隠しです。──これが公主だとしたら、それこそ黎れい明めいの時代から人が攫われまくっていた事になりますね」

「一応、記録だと、公主隠し系は昔からあるけど、いつからか、というのは定かじゃないし、近年になって多発しているね」

　ネシンバラが言う。

「もしこれが公こう主しゆなら、昔にこそ記録が残っていて然るべきじゃないかな？」

「成なる程ほどな──」

　と、彼が腕を組んで、しかし首を傾かしげる。

　彼が、疑問続行の姿勢を見せる意味は解わかる。これが公主ではないとすれば、では、何か公主で、これは何なのだと、そうなるからだ。だが、

「ま、そういう事ね」

　と、シメの口く調ちようで言ったのはナルゼだ。彼女は肩をすくめ、

「とりあえず、これが何かというのは解らないけど、当時の文ぶん献けんとか記録とか、探る際のフックにはなるんじゃないかしら。公主を見み据すえる時のヒントにもなりそうよね」

「……確かにな。こっちとしては、途と切ぎれていたものがまだ続くと解って、安あん堵どしている。

　これを追う事で、いろいろな事が解っていくだろう、と」

　正まさ純ずみの声に、ナルゼが鼻で笑い、皆が拍はく手しゆするまでが一つの流れだ。彼女は頷うなずき、魔術陣マギノフイグーアを収め、そしてこちらを見た。

「じゃあ浅あさ間ま、最後はアンタよ。──本ほん能のう寺じの変へんの日程、どうなってるのかしら」

　ああ、きましたね、と浅間は思った。そして息を吸い、

「正直に言います。実は今、P.A.Oda周辺から確かく認にん出来る流りゆう体たい消しよう費ひなどの反応は、こうなっているんですが──」

　浅間は、表示枠サインフレームに柱ちゆう状じようのグラフを出した。

　八月に入ってからの、P.A.Oda内における流体消費量の予測だ。右上がりに、段階的に上がっていくそれは、

「……今でもこれは上がっていっています。ただ──」

　浅間は、はっきりと言った。

「見ている限り、法ほう則そく性せいがありません。──つまり、日程は吉きち日じつなど関係ない、別基き準じゆん。

　正直言って、解らない、というところです」
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　解らない、という浅間の言葉に、正純はまず二ふた代よを見た。

「二代、たとえばそれが今夜だとして、麾き下かを動かす事は出来るか？」

「可能で御ご座ざるよ。武蔵むさし上も、こっちと同じスケジュールで動いているので、今日きようは休養日。一部は既すでに、森林地ち帯たいを通過して京きように入っている筈はずで御座る」

　そうなの？　というナルゼの言葉に、クロスユナイトが頷いた。

「P.A.Odaというか、羽は柴しば勢ぜいは、マクデブルクで通つう神しん規き制せいを仕込んできた前ぜん科かがあるで御座る。ゆえに今回は、通神関係を可能とする人員を、先に送り込んで御座る。観光や商業目的で入った表おもて向むきの者達と、密ひそかに周辺の森などに隠かくれる隠おん密みつ系けい。──表向きの方は、代表委員長の指し揮きで、各委員会が協力して御ご座ざるな」

「大おお久く保ぼがこっちの会議など加わって楽しんでる訳わけだな」

・長安定：『仕事や仕事』

　……仕事を楽しむ派だろうがよー、お前も。

　うちの後こう輩はいは素直じゃないよな、と思いつつ、それでもこういう浸しん透とう作さく戦せんにおいては、大久保の指し揮きが有あり難がたい。何しろ、戦せん時じに関するようなセンスも必要とされるのだ。里さと見みに侵しん攻こうする際、彼女が全体に手を回していたが、今回もあれと同じだろう。

　結論に向けて、手を重ねていくのだ。

　クロスユナイトとの連れん携けいや、各委員会との協きよう働どうなど、副ふく会長として独立した感のある自分では、少々難しい部分もある。そういう意味で、

・副会長：『助かるよ、大久保』
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「加か納のう君、……な、何か、気持ち悪い事言うてきたぞ、副ふく会長。コレ、罠わなか？　罠やな？　この後、何か無む理りを思い切り押しつけられるよな？」

『御お嬢じよう様さま、人の良心を少しは信じましょう。──相手が油ゆ断だんしている今こそ謀む反ほんの時です』

「……お前ら合ごう流りゆう早々会話の内容が激しいな」
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　ふむ、と正まさ純ずみは丸まる木きの椅い子すの上で右膝ひざを抱えた。水着にシャツを羽は織おっているだけなので、木の感かん触しよくが尻しりの辺りに新しん鮮せんだ。こういうのは武蔵むさしだとなかなか無い。三み河かわだとどうだったかな、と思うが、

　……コレ、後で薪たきぎにするのかなあ。

　ミトツダイラは、昼の騒さわぎから見るに、葵あおいの椅子を人狼女王レーネ・デ・ガルウが武蔵に直送するような気もする。今度本ほん舗ぽに行ったら気を付けてみよう。ただ、

「……動こうと思ったら動ける、という訳わけか。それに、本ほん能のう寺じの変へんに明あけ智ち・光みつ秀ひでが関わるなら、少なくとも私達との会議を終えた明日あしたの夜以い降こうだろう。

　──だったら浅あさ間ま、厳げん密みつでは無く、予測でいいから、聞かせて貰もらえるか？」

「あ、はい。じゃあ、パターンとして、これを見て下さい」

　彼女が提てい示じした表示枠サインフレームの中、P.A.Odaの流りゆう体たい消しよう費ひ量りようが、段階で上昇していく。

　ピークラインは、数日前からある程度の落ち着きを見せているが、

「……こんな感じで、今、八月初しよ旬じゆんの最大ピーク時の半分が保たれた状態に入ってます。まだ上昇するのかどうなのか、現状では判はん断だん出来ません。P.A.Oda内に流体を蓄ちく積せきしているなら、そのプール量はとっくに先日のピークを越えてるんですが、それでもまだ来ないという事は、何処どこまで蓄ちく積せきするのか、という話になって、上限が読めないんですね」

「──それは、これから、本ほん能のう寺じの変へんがいつ起きてもおかしくないと言う事ですの？」

　ええ、と浅あさ間まは頷うなずいた。だが、

「でも、解わからないんです。吉きち日じつ系けいの日付に、このピーク上昇が無関係なんですね。かなり無む造ぞう作さというか、ホント、バラバラに上昇してます。ただ──」

　と浅間が、別の表示枠サインフレームを上げた。そこにも同じようなピークラインが作られている。だが、その日付を見た伊だ達て家け副ふく長ちようが、首を傾かしげた。

「P.A.Odaのピーク上昇より、数日早いわね……。それは何？」

「P.A.Oda内、剣つるぎ神じん社じやの流りゆう体たい消しよう費ひ量りようです。流石さすがにメジャー神社なのと、織お田だ家けの主しゆ社しやだけあって、IZUMO側から探って貰もらったりとか、まあいろいろで」

　クロスユナイトが、うんうん、と頷うなずいている辺り、まあよくやったものだ。

　皆が、ひそひそと、

「点てん蔵ぞう、仕事してたのか……」

「この潜せん伏ぷく前、何か消えてると思ってたら……」

「潜伏中に変にエンジョイしてたのは反動ですかね……」

「し、仕事はメアリ殿どのの弁べん当とうもあって充実で御ご座ざったよ？」

　まあ、とメアリが数回転速くした。対する自分としては、

「いろいろあって、こちらも助かった。──浅間の方、その数すう値ちをどう見る？」

「ええ、織田家の方では、剣神社が本能寺の変の出力関係を執とり行っており、それはどうやら、終了したのではないか、と見ています。数値の後ろが安定状態なのと──」

　と、もう一枚、浅間が似た形の表示枠を出した。だが、こちらは浅めの階段で、しかも下りを示すものだ。

「こちら、やはり周囲計けい測そくから見えている安あ芸きの流体出力です」

「剣神社と逆の動きだけど、……安芸の流体燃ねん料りようを、剣神社が吸い取ってる？」

「見ていると、そんな感じですね。コレ、目もく視し確かく認にんと、現地の情報によりますと、羽は柴しば十じつ本ぽん槍やりの一人で剣神社代表の平ひら野の・永なが泰やすが、安芸と剣神社を行き来してます。そして──」

　そして、

「今の安定期に入る際、彼女は安芸に入っています。安芸側での最終調ちよう整せいと言ったところでしょうか。──つまり、燃料のルートは確定出来たと言う事になります」

「今、この時点で安芸の送そう燃ねんルートを破は壊かいしたらどうかしら」

「それが、……安芸からの燃料の送付は、地ち脈みやく通つう神しんを転用してるんですね」

　浅間が、口を横に開く形でそう言った。彼女は呆あきれたような口く調ちようで、

「……ノヴゴロド戦でも使用されましたが、あれは地脈に流体系の物資を投入し、押し込む事で、対応地ち域いきの地脈からそれを引き上げるというか、〝型〟によって精せい製せいされたものを抜き取るようなものなので、正直、〝途と中ちゆう〟が無いに等しいです」

「水すい脈みやくに、こちらから水を流し込んで、向こうでそれをくみ上げるようなものですか」

　誾ぎんの言葉に、浅あさ間まが頷うなずいた。

「大体そうですね。……成分の〝型〟があるので、汲くみ取り側でも同じ水を汲み上げられますが、流りゆう体たいの保存法ほう則そくとか、そこらかなり制せい御ぎよ必要です」

　そして、

「安あ芸きは今、海に浸つかった状態ですし、本ほん能のう寺じも琵び琶わ湖こが近いです。水の地ち脈みやくは流動性が高いのと、共通項こうとして取れる部分が出るので、そこらやりやすいのでしょうね」

「だとしたら、もう、それが起きても問題ありませんの？」

　人狼女王レーネ・デ・ガルウの問いに、浅間は頷いた。

「──本能寺の変に羽は柴しば勢ぜいは関われません。その重じゆう臣しんが、外がい殻かくを制せい御ぎよに行って、この時期になってます。後はホント、これ、契けい機き次第なんだと思いますが──」

　浅間が、表示枠サインフレームを軽く叩たたいた。

「段階を追った調ちよう整せいが、コレ、吉きち日じつとか無視なんです。どっちかっていうと、P.A.Oda内部の準備シフトとか、運営的なスケジュールで決まっているみたいで。仏ぶつ滅めつとか無視ですから」

　その言葉に、一応、聞いて見る。

「今日きようはどうなんだ？　あと、明日あしたとかは」

「今日は友とも引びき。明日は先せん負ぷ、明後日あさつてが仏滅ですね」

　どうなんでしょう、と浅間が首を傾かしげた。

「P.A.Odaとして、これを明あけ智ち・光みつ秀ひでの行ぎよう事じとして確定したいなら、失敗しないように先負や仏滅は選ばないように思います。一方で、信のぶ長ながの死として考えるなら、明日の先負より、仏滅とかにやった方がいいんじゃないかと……」

「中ちゆう途と半はん端ぱだねえ」

　ナイトの声に、浅間が頷く。

「以前あった流体消しよう費ひ関係のキツい日が友引だったので、実は今日を警けい戒かいしていたんです。しかし、明智・光秀との会談が二日にあるとなると、どうなんでしょう、って。

　次の友引は七日になって、まあコレも新学期から一週間後で、ちゃんと準備が出来てるようですが、だったらこのところのピークの安定化は何でしょうね、と……」

　浅間が、吐と息いきで首を傾げた。

「この辺り、皆にもちょっと情報出してましたけど、まあ、そういう感じです」
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　浅間は、内ない心しんで頭を抱えた。

　……これだから異い国こくは……！

　P.A.Odaは織お田だ家け。主しゆ社しやとしての剣つるぎ神じん社じやも動いている。だから神しん道とうとして、吉きち日じつ周りに何かあるのでは無いか、というのが自分達の予測だった。

　だが、その辺り、吉日周りよりも実務の現実性重視というようにP.A.Odaは動いている気がする。

　自分としては、そういうやり方もあると思うが、

「神道の作さ法ほうとか、加か護ごもですが、吉日の周りって、地ち脈みやくの活かつ性せいローテーションとかがベースにあるので、迷めい信しんじゃ無く、ホントに意味があるんですよねー……」

「どのくらい、差がありますの？」

「意味が無い時とある時で考えると、場所にもよりますが、最大一割程の差になりますね。半日程の周期で、これが重なってまた大きな波を持っている感じです」

「満ち引きですわねえ」

　ミトツダイラの母の言葉に、浅あさ間まは頷うなずいた。

　そしてふと、満ち引きという言葉からの連想だろう、彼とホライゾンが、夕の月を見上げ、

「月が出てると、微び妙みように冷える感覚あるな」

「まあ、あれだけ月が綺き麗れいに出ていれば」

　と自分も見た空には、二つの月がある。満月に近い、ほぼ丸の二つだ。

　するとミトツダイラの母が、

「何だか、関かん東とう解放の時を思い出しますわね」

「ちょ、ちょっと御お母かあ様さま、ここで人狼ルウガルウ化とか、本性出して出だし汁じるみたいに森林ドバアとかおやめ下さいましね？」

「ああ、あれは凄すごい地脈に影えい響きようが……」

　と、呟つぶやいて、浅間はある事に気付いた。

　……あれ？

　何となく、という疑念を、言葉にしたのは彼だった。彼は、ミトツダイラの母の方を見て、

「ママンさ。あの時、変へん身しん出来たのは、月とか関係あった訳わけ？」

「いえ、アレは単に、砲ほう撃げきを食らってジュッっとなった時、止められない私の女の海が外に溢あふれてあんな感じになっただけですのよ？」

「恐きよう怖ふの具ぐ現げんって結けつ構こうアバウトじゃね？」

「まあ、そういう意味では、枷かせを失った訳ではありますわねえ」

　という言葉の重なりに、浅間は、手指を動かしていた。

　調べる事がある。正直、答えはもう完全に見えているのだが、

「浅間様、……顔色が悪いようですが」

「あ、ああ、うん、……最悪は、免まぬがれると思ってるんですが、ちょっと」

　正直、手が震えるが、これはすぐに検けん索さく出来る内容だ。あの、と前置きし、

「ちょっと皆も、見て貰もらえます？　検けん索さくで──」

　ん？　と顔を上げた全員が、言葉を止める。準備は出来ている。覚かく悟ごもある。だから言えと、そういう姿勢だ。ならば、

「解わかりました。──月げつ齢れいです！」
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　宗むね茂しげは、打だ鍵けん速度が速い。第一特とく務むとして三征西班牙トレス・エスパニア時代に鍛きたえたからだ。

　ゆえに書しよ記きや第一特務と同様の速度で、それを検索した。

　そして見えたのは、異い族ぞくの支し援えんサイトだ。

「異族は、月齢で獣変調などしますから、月を読む事は大だい事じなのですね」

「あー、ムネムネと同じ処ところ見てる。多分」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずき、月齢を確かく認にんした宗茂は、ある事実を見た。

　そして同時に、浅あさ間ま神じん社じや代表が言葉を作る。

「つまり、月齢です。──地ち脈みやくに影えい響きようを与え、活かつ性せい化かを促うながす要因の中で、吉きち日じつ周りのような地上側の地脈の流れではなく、天からの影響を与えるもの」

　その原因は、

「月は、精せい霊れい石せきで出来ているといいます。特に第二の月は神かみ代よの時代に精せい製せいされたもので、光を受ける事によって、地上側に影響を与えるのだと」

　そして、

「前回のP.A.Odaの流りゆう体たい消しよう費ひの激しかった日は、八月三日。これは、八月の満月です」

「おーい！　じゃあ、九月の満月は何時いつです？」

　ルールに伴って呼びかけると、いきなり副ふく王おうが総そう長ちようにビンタを叩たたき込んだ。

「いてえ──！　でも俺おれも何となく解るから話を聞くぜ！」

「……負けましたねトーリ様！　鈴すず様のネタと十年以上付き合ってきてこの体ていたらく……！」

「い、いや、あの、私、気にしてない、から」

　艦かん長ちよう代だい理りの言葉に、副王が頷き、手を打って皆に言った。

「──ハイ、では鈴様が気にしてないのでこの話は今回終了です。終了──」

「オ、オメエは意い地じでも謝らなくて、しかも機き会かいあったらまたする気だな……！」

　総長と副王のアモーレはなかなか複雑ですが情熱的な気がします。

　横、誾ぎんがこちらの肩を叩き、浅間神社代表を指さし、

「あの、宗茂様、浅間神社代表も、話を」

　あ、と浅間神社代表が声をあげた。彼女は首を傾かしげながら表示枠サインフレームを叩き、

「次の満月、明日あしたですね」
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・礼賛者：『……軽っ。軽いですよ浅あさ間ま君！』

・賢姉様：『ククク、いつも内外ともに重い雰ふん囲い気き出したりで、最近はちょっと泣き虫キャラまでついてきたってのに、世界の大イベントについては超軽いわねえ』

・金マル：『でもアレ重いように見えるけどソーチョーの体力以外はハッピーコース？』

・未熟者：『葵あおい君の体力を生いけ贄にえにして浅間君のレベルをアップ！　アリアダスト君の面めん倒どうと手て間まを場から除外する！　両腕うでをタップして葵君をバッテリーとしてロック！』

・銀　狼：『私を追加して我が王の体力を回復させてターンエンドですのよ──！』

・●　画：『残念だけど夜はカードが逆になって倍吸い取るわよアンタ』

・現役娘：『何の事か解わかりませんけど、大体の事は解りますわね……』

・あさま：『というかナルゼは何を私のカード描いてるんですか！　それも超コストで！』
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　皆がぎゃあぎゃあやっているのを見ながら、アデーレはこう思った。

　……役やく職しよく者しやカードゲームなら、毎年出てますけどね──。

　夏休み前のエキスパンションで、補助カードだった自分もメインカードになった。テーマは関かん東とう解放で、夏休み明けに伊い賀が越えパックが出る予定だったが、本ほん能のう寺じの変へんでは無い辺り、編集と現実が嚙かんでいない証しよう拠こだろう。だが、

「浅間さん、砲ほう撃げきバージョンの方がコスト重いのが、何ていうか……」

「え？　な、何の事です？」

　相手が欲しいから今度巻き込もう。そう思いながら、アデーレは言った。

「明日あしたが満月と言う事は、明日が本能寺の変なんですか？」

「無む理りが無いかしら」

　と言ったのは、伊だ達て家け副ふく長ちようだ。

「明日、会談があるのよね」

「ははは、ひょっとしたら〝じゃ、本能寺行って来るよ！〟という挨あい拶さつがしたいだけかもしれないじゃないか。違うかい!?」

　インキュバスにそう言われると、否定出来なくてちょっと辛つらい。

　だが、皆が視線を向ける相手がいた。副ふく会長だ。彼女は頷うなずき、右手を軽く挙げ、

「……まあ、準備はしていた。明日、私が話を聞きに行く。こちらの言いたい事も言う。

　その後で、どうなるか、だな」

「最悪の状況としては、京きようが蛻もぬけの殻からで、こちらを陽よう動どうする時間稼かせぎというのは？」

「それはないで御ご座ざるよ」

　第一特とく務むが言った。すると総そう長ちようが、座って構えて、

「──それはないでゴザルよ」

　第一特務が左の拳こぶしを握るが、メアリが小さく笑ったので忍にん者じやの負け。

　そして副ふく会長も、鼻で笑って、

「調べはしている。こういう事があるかもしれないからな。後は──、二ふた代よ」

「行くなら今からでもいいで御ご座ざるよ？　──準備が出来ていると言う事は、これ常に決けつ戦せんの時間なので御座る。だから──」

　だから、

「飯めし食くって風ふ呂ろ入って寝る。後は戦う事。それだけで既すでに日常は埋まって御座るよ、我ら。

　本ほん能のう寺じの変へんまで、拙せつ者しや達こそが嫌いやがらせの塊かたまりなので御座るし」

「……Ｊｕｄジヤツジ．、久しぶりに同意です。副ふく長ちよう」

　誾ぎんが頷うなずくならば、そういう事なのだろう。

「今日きようは休養。明日あした、夕ゆう刻こくからの会議がスタートと、そう思うならば、テンションを途と切ぎれさせずに済むでしょう。明日早朝、ここを出るまでは、戦せん闘とう前の休養期間としてよく休んでおかれるのがいいかと」

　つまり、と誾が言った。

「明日が決戦。そのつもりで」

　瞬しゆん間かん、皆が頷いた。

「……Ｊｕｄ．！」
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　全員の頷きに、誾はちょっと狼狽うろたえた。

　……え？

　大事業の前の号ごう令れいというか、返答は、自分などではなく、副会長か副長が行うものと、そう思っていたからだ。だが、

「あの」

　私でいいのですか、というのも変だが、既に皆、食事の準備に入っている。

　不ふ意い打うちだ。しかも、確かめさせてもくれないのは、意い地じ悪わるでは無いだろう。ただ、

「誾さん」

　宗むね茂しげが、こちらを追い越すように前に出て、皿さらを差し出しながら言う。

「いい号令でした」

「宗茂様。……それでは、現状が、事実として確定してしまいます」

　だが、自分は思う。今、己おのれは、皆に対して的てき確かくな事を言ったのだ。

　適てき材ざい適てき所しよ、勝利のためには総員が働く。そうであるならば、こういう際の言げん動どうも、的確な言葉を出せるなら、誰だれでもいいのだ。

　……参まいります。

　この連れん中ちゆうと、という枕まくらを思し考こうの中に作りもする。だが、既すでに時間は進んでいて、

「よーし、じゃあ切るか──」

　はっとした伊だ達て家け副ふく長ちようより、流れの解わかっている第五特とく務むが滑り込むように皿を掲かかげるのが見事過ぎると言いますか。

　結局、並んだのは七番手だった。宗むね茂しげの横だった。
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　福ふく島しまは、横手を見ていた。

　右方向。そちらには東の方角が有り、遠くには艦かん隊たい街がいとなっている柴しば田た班はんの艦かん群ぐんがある筈はずだった。だが、

「見えぬで御ご座ざりますなあ……」

　木々が邪じや魔まだ。

　自分の修しゆ行ぎよう場ばが岩場であったため、どことなく高所というイメージがあった。

　だが、よく考えたら木々は豊かで、山さん渓けいとしては低い方だろう。

　……そうなると、山道も完全に木の方が高くなって御座りますなあ。

　これは山さん頂ちように行ったところで、武蔵むさしはおろか、柴田班の方も見えないのではないだろうか。

　微び妙みような不安を抱えながら、福島は山道を行く。

　手にしているのは機き殻かく槍やりである一いちノ谷たにと、携けい帯たい食しよくや水や簡かん易い毛布と言った程度。応急処しよ置ちや救きゆう難なん用の術じゆつ式しきなどは揃そろえているが、何処どこまで必要だったろうか。

　ともあれ、拠きよ点てんに荷物はまとめてある。

　今は夕食後と言った時間帯。

　今日きようは深夜になる前に山頂もしくは見晴らしのいいところへと辿たどり着き、そこで野や営えいとする。そして明日あしたの朝、武蔵を確かく認にんしたら、戻ろうと思う。

　山やま籠ごもりは終わりだ。何しろ、

「これは、ハマるで御座りますな……」

　とにかく、強くなるための修行をしていて良いというのが、いけない。

　ソロで修行するために、発はつ想そう次第で無限の課題をくれる環かん境きようがあるのも、またいけない。

　そして、自じ給きゆう自じ足そくが、また利き始めるのもいけない。

　更さらには、そういう生活をしていると、それなりにいろいろ〝荒れて〟くるのだが、あまり気にならない性格なのもいけない。

　特に一番最後がいけない。

　たとえば今朝けさ方がた、タイツの尻しり部分が破れているのに気付いた。岩場の水の中で修しゆう練れんしている際、バランスを崩くずして滝たき壺つぼプールの内うち壁かべに当たったのが原因だろう。防ぼう御ぎよ系けいや緩かん衝しよう系けいの強い加か護ごが入っているため、肌はだはどちらかというとそれら術じゆつ式しきの防ぼう護ご面を感じる。穴が開いていても、防護障しよう壁へき的にはそこを補ほ完かんしてしまうのだ。

　だから気付かなかったとは言え、穴の開いたタイツを掲かかげ、

「ま、誰だれも見てないで御座りますし」

　と、呟つぶやいた自分に恐きよう怖ふを感じた。

　……いかん……！

　一月くらい前までは、こんな事無かったで御ご座ざります。絶対。否いな、たまにはあったかもしれぬで御座りますが、多分、恐らく。Ｔｅｓテスタメント．。

　しかし、ここのところで、合理的というか身体からだが望むままの生活をしていたため、

「ふむ……」

　感想を言えば、身体は上手うまく絞しぼれた。

　全身の動きが、想そう像ぞう通りに動くようになったというか、必要外の無む駄だが削そげた。

　……よく考えると、巴パ里リ戦せん前まえ辺りから、夜番なども多くて生活が不ふ規き則そくで御座りました。

　夜食や早食い。付き合いのスイーツとかよくやった。あれはいけない。何がいけないって六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズに近づくに従って菓か子し類るいなど派は手でになっていくのがいけない。

　しかし今はダイエットにも成功し、強化も出来、山やま籠ごもりは成功したと思ったのだが、ガサツになった気がするで御座ります。

　これはいかん。

　なので、タイツは予備の新品を出す事にした。というか、初期の段階では、少しでも破れたら交換していた気がする。在庫を見れば残り二本で、

「……万まんが一いちを考え、ここは穴あきで凌しのぎ、帰る際に穿はき替えを──」

　その考えがいけない。だからちゃんと新品を穿いて、

「これでよし……」

　と思ったら、胸が揺れた事に気付いた。

　洗せん濯たくで面めん倒どうとなるので、防ぼう御ぎよと固定用のパッドなどを入れていない。よく見ると透すけてる。だとすると、ウエストも、股こ間かん回りもその筈はずで、

　……インナースーツも新品を出すべきで御座りましょうか……。

　酷ひどく悩んだが、洗濯したのがあったので、それを妥だ協きよう案あんとした。

　しかし参まいった。ここ数日、野生に戻っていたとはいえ、街まち中なかでは出来ないような揺らし具合や透け具合であったに違いない。

「まあ、誰だれも見て御座らぬし。安あ土づちでもシャツにパンツ一いつ丁ちようとかするで御座りますし」

　だからその考えがいけない。

　最近、身体本位過ぎて、倫りん理り観かんが弱くなっている。表示枠レルネンフイグーアも、時計代わりにして、必要だったら連れん絡らくを見ればいいか、と思ったら、使わなくなった。

　初めは、ガリレオの書いた〝ＮＯと言えない地ち動どう説せつ〟の通つう神しん版を参さん照しように夜空など眺ながめていたが、今はもう、ただ眺めてるだけで充分だ。

　今夜もそうだ。左右にある森のせいで、夜空は細い。

　だが、斜面なので、段差がある森の天てん井じようからは、斜め落ちに月の光が来る。

　月自体は見えないが、夜空は明るく、星がやや弱く見える。

「さて」

　武蔵むさしを見に行く。明日あしたの朝、野や営えいから起きたらどうなるだろうか。

　ここまでずっと、いろいろやって、この山登りが自分の休養となるというのは些いささか寂しい気もするが、

「これもまた、有りで御ご座ざりましょう」





●






「この連打は有りか無しかで言ったら有りです!?」

「有りですわ……！」

　という声とともに、自分の脚あしの間から糟かす屋やの影が飛び出したのを左さ近こんは見た。

　戦せん場じようは暗いホール。敵は真まっ正しよう面めんから来ていた白の竜りゆうだ。

　地ち竜りゆう、最後の一いつ匹ぴき。その筈はずだ。糟屋が今、こちらの脚の間から、竜の下へと跳び込んだ。だから自分は、糟屋が竜に潰つぶされないように、

「竜の首を受けますですよ……！」

　両腕うで。踵かかとは床に全力で打ち付け、我が慢まんの基部とする。後は、

「我慢ですよう……！」

『耐えると言え、小こ姫ひめ……！』

「い、嫌いやですよ、だって耐えたくないですよう？　だから我慢なんです。抑えを知らない将しよう軍ぐん様には解わかりますです？」

『前見ろ小姫……！』

　地竜が来ていた。だが、

　……おおうですよ……！

　両腕で、押さえた。ホールド。顔自体で十五、六メートルはある巨きよ大だいな存在だ。こっちの体重なんかより、何千倍か、何万倍かあるだろう。だが、

『左近様！　竜は人を攻こう撃げきする時、下に身を振ります！』

　突っ込むにしても、押し潰すにしても、跳ね上げるにしても、一度は身を下に振る。ならば、そのタイミングに合わせて、

『小姫！　肩を逃がすぞ！』

　鬼おに武たけ丸まるが、全身の硬度を調ちよう整せいする。物質として硬くなる訳わけでは無い。装そう甲こうや駆く動どう系けいの繫つながりに修正を加えて繫ぎ、今回の場合は、脚から肩までを柱はしらのようにするのだ。

　身体で支えるのでは無く、機き動どう殻かくで支える。自分がそこに介かい在ざいするとすれば、バランス感と、やはり力が必要となる部分での補助だ。

　全身、駆動系が火ひ花ばなを上げた。頭ず上じようからは竜の顔が寄ってくる、しかし、

『阿あ呆ほうが……！』

　堪こらえた。ただ、自分の感想としては、

「相手は教きよう皇こう様さまの夢ですけど、阿あ呆ほう呼ばわりはどうかと思うです？」

『こっちは天下の将しよう軍ぐん様さまの現実だぞ！』

「というか私の方の連れん携けい続いてますのよ──！」

　糟かす屋やの声が、前で跳はね上がった。

　……お……！

　竜りゆうが、動く。こちらを下に押し込めないと悟さとって、押し飛ばそうとしてくる。

　危険なのは、浮かされる事だ。押し潰つぶしなら、体重差があっても鬼おに武たけ丸まるの操そう作さによって一いつ瞬しゆんならば耐える事は出来る。だが、浮かされてしまうと、どうしようもない。だから、

「御お願ねがいしますですよ糟屋さん……！」

「Ｔｅｓテスタメント．!!」

　という声が、歪いびつな音とともに重なった。

　こちらの脚あしの間から前に飛び込み、突っ走った糟屋が、竜の喉のどに届いたのだ。

　そこには、竜の最大の弱点と言える逆げき鱗りんがある。今、竜の顎あごを目の前にしている自分には見えないが、今の音はアレだ。

　糟屋の杭打ち回穿ドリルバンカーが、その逆鱗を砕くだいたのだ。

　瞬しゆん間かん。

『小こ姫ひめ！』

　鬼武丸の言葉と同時に、全身がフリーになった。

　竜の押し込みは生じていなかった。否いな、竜の頭部は、首元で生じた弱点部の破は砕さいにまだ気付いていない。神しん経けい系けいの伝達が遅く、脳のうにまで痛みが届いていないのだ。

　だが、竜が行動を為なすための神経瘤りゆうはそうではない。身体からだの各部、被ひ弾だんや障しよう害がいから反射的に避けるための、副ふく脳のうとも言える神経瘤が、逆鱗の全損を痛みとしてまず受けた。

　竜の首元が、危険を避けるために拒否行動をとる。

　その部分を、下にいる糟屋から遠ざけ、跳ね上げたのだ。

　結果として、四し肢しを下に突っ張り、上がる首元とは逆に、顔はそちらへと引っ張られながら下がっていく。

　ホールドが外れた。こちらの顔と同じ高さに竜の顎が前に来て、下に来て、目が見えてくる。うわあおっかないですよう、と微び妙みように引いた。その直後だった。

　下がって、下がる、そんな竜顔の底から二発目の打だ撃げき音が響ひびいたのだ。

　糟屋だ。

　一発目を逆鱗にぶち込み、その反動で姿勢を翻ひるがえせば、彼女の眼前にはこちらから投じたように竜の顎が落ちていく。後はそれを裏から叩たたけば、

『……！』

　顎の痛みは、頭部直結だ。

　竜りゆうがその口を開き、苦く鳴めいを叫んだ。

　瞬しゆん間かん。眼前から放たれる竜の大声を無視するように、左さ近こんは声を放った。既すでに肺はい腑ふに息は入れてある。だから、

「Vorrwärts掛かれ……！」
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　糟かす屋やは、足から先に前へと滑り込んだ。

　今、頭ず上じようを竜の顎あごが後ろへと抜けていく。それも、口を全開に開かされ、砕くだけた顔で、だ。

　左近の音おん撃げきが炸さく裂れつしたのだ。

　破は損そんの響ひびきは、まるで硝子ガラス板いたを床に叩たたきつけたような一いつ斉せいの衝しよう撃げき音おん。散る流りゆう体たい光こうは、竜の牙きばや顔面装そう甲こうを砕き、宙ちゆうに舞わせていた。

　……結けつ構こうな威い力りよくですの……！

　一応、外での試験によって、どのくらいの範囲で広がるかは解わかっている。それを受ける竜自体が盾たてになる事も含め、退たい避ひするならば左近の足あし下もとだ。彼女自身も皆の盾になりたい願望……、いえちょっと違いますの。ガード役？　まあそんな感じで、こっちが後ろに回り込むのには肯こう定てい的だ。だから、来た時と同じように、左近の足下を抜けて下がると、

「か……！」

　左近が、口から床へと血を吐き捨てた。

　竜の爆ばく圧あつ咆ほう吼こうに近い音撃は、当然、人の身にとっては負ふ担たんだ。肺も喉のども、口もやられる。だが彼女の吐いた血は空中で赤い血ち煙けむりとなって、その首周辺へと舞い上がった。

　高速再さい生せいだ。

　問題ない、と言って良いのかどうか。ただ、彼女は仕事を果たした。

　自分が打だ撃げきし、動きを止めた竜の口を、今の音撃で強ごう引いんに開けさせたのだ。後は、

「平ひら野の……！」

　叫ぶのと、左近が姿勢を低くするのと同時。彼女の足の間を抜け、背後に至った自分は、それを見た。

　平野が、射しや剣けんを弓ゆみ刀がたなにつがえ、

「会わせました……！」

　射しや撃げきしたのだ。
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　一いち撃げきが竜の全身を貫つらぬいたのを、三みつ成なりは見た。

　平野の射剣は、地ち竜りゆうの装そう甲こうを穿うがち、尻尾しつぽなどを切断出来る強力な攻こう撃げきだ。だが、本体部直ちよく撃げきの場合、装甲を砕く事が出来ても、肉体部の破損は難しい事が解わかっている。だから、

『装そう甲こうの無い、体内からの破は砕さいでありますか……！』

　足あし下もと、十五センチサイズの大おお谷たにが声をあげる。

　今、全長百メートルの地ち竜りゆうの全身を、光の剣が貫かん通つうした。

　それは喉のどから入り、消しよう化か器き系を切断しながら呼こ吸きゆう器き系を貫つらぬき、肋ろつ骨こつの間を抜け、胸きよう骨こつに当たって跳ねた上で最後は骨こつ盤ばんの後部に激げき突とつ。大型の骨を一いつ斉せいに砕くだきながら、敵体内に衝しよう撃げき波はを炸さく裂れつさせる。

　竜の全身が膨ふくらんだ。そして体内から、短い突とつ音おんが響ひびいた。

　竜の骨盤が割れた音だ。

　直後、竜が右背から内ない破はした。

　内ない腑ふを爆ばく撃げきされる鈍い音が、全身を前から後ろへと疾しつ走そう。それらの反はん響きようが竜の装甲を内側から外へと突き上げる。内ない臓ぞうから遠い前足や後ろ足は無ぶ事じだが、胸部や背部は肋骨が折れ、内側から膨らむ。だが竜の装甲の堅けん牢ろう性せいは、内部からの破裂を許さない。

　全てのダメージが逃げず、内面を打だ撃げきした。

　そして竜の背や腹から、武ぶ装そうのようなものが突き出した。

　折れた肋骨だった。

　幾いく本ほんもそれが宙ちゆうを貫いた後、竜が天てん上じようへと咆ほう吼こうした。

　声は、単なる破は裂れつ音おんだった。膨ぼう張ちよう部分は腹に大きく出たため、仰のけ反ぞった竜の顎あごから、頭ず蓋がいが突き出してくる。膨張した肉に、形を変えられぬ骨がついていけなくなったのだ。

　全身の反そりが強くなり、首の関かん節せつが折れる音がした。

　そこで終わりだった。

　一いつ瞬しゆんの音を空に鳴らし、地竜が流りゆう体たいの光へと散った。

　最後の一いつ匹ぴきに、勝利したのだ。
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「うわあ……」

　左さ近こんは、その場に座り込みながら全てを見上げる。

　流体光。竜の形に咲いたそれは、もう既すでに光の霧きりとなりつつある。

「かなりエグいやり方でしたですけど、最後は綺き麗れいです？」

「流体で出来ているから、逆に射しや剣けんの通りがいいんですよ。この辺り、実際の地竜や天てん竜りゆうだと対応を変えないと駄だ目めですね。剣けん状じよう矢やを持ち込むとか」

　平ひら野のの解説は、そういう戦せん闘とうを経てきた者の言える事だ。神じん社じや関係だと、普段からいろいろやってるんです？　とも思うが、こちらの背後、糟かす屋やが身を起こした。

　彼女は、軽く真ま上うえにステップ。着ちやく地ちと同時に両腕うでを下に振って、一度銀釘アルジヨント・クルウの杭くいを射しや出しゆつ。それを戻す事でアジャストとして、

「……剣けん状じよう矢やの持ち込みがあると楽でしょうけど、本気で対たい艦かん戦せん闘とうでもしますの？」

「流石さすがに安あ芸きで撃うつのは止められましたねー……。でも、そのレベルでも、天てん竜りゆうクラスには単純貫かん通つうくらいしか狙ねらえないので……」

　と話す糟かす屋やと平ひら野のの二人の口く調ちようと雰ふん囲い気きは、随ずい分ぶんと慣れている。

　単純な疑問として、ちょっと問うてみた。以前からその気け配はいはあったが、

「お二人とも、親しいんです？」

「あ、十じつ本ぽん槍やりの内、三みつ成なりと竹たけ中なかさん以外は幼おさな馴な染じみみたいなものなんです」

「それでまあ、私と平野は親が──」

　と言う糟屋の言葉を、平野が止めた。肩を叩たたき、

「まあ、そこらは追おい々おいで」

　はあ、とこちらは頷うなずくだけだ。そして足音が一つやってきた。三成だ。彼女は十五センチサイズの大おお谷たにを抱えるようにして、

『お疲れ様でした。これでクリアだと思うので、教きよう皇こう様さまも目が覚めるかと思います』

「ふふ、まあ気が付いてみたら、随分と派は手でな合がつ宿しゆくでしたの」

　ですよう、と頷き、自分も立ち上がる。そして三成の抱える大谷を見た。

「大谷さん、そういえば合宿の初めの頃ころ、失しつ礼れいな事を聞きましたです」

『え？　──あ、ああ、私が〝病原ウイルス〟という事への疑問ですか！』

　そうですよう、とこちらは恐きよう縮しゆくする。

「あの後、平野さんと糟屋さんから教えられたですよ。──男の人にはそういう面があって然るべきだから表おもてで追つい及きゆうしちゃいけませんです？」

『そ、そこのお二人……！』

　既すでに糟屋と平野が背を見せてちょっと逃げている。

　息が合っている。更さらには大谷の周囲に二、三の表示枠レルネンフイグーアが出ているが、これは確か、安あ土づち側にいる加か藤とう・嘉よし明あきと、脇わき坂さか・安治アンジーだろう。

　他、この合宿中に、ちらほらと話に加わってきたり、加えて貰もらった人達がいる。

　そして合宿は今日きようで終わり。だとすると、

　……おおう……。

　このメジャー襲しゆう名めい者しや達と、明日あしたからは合ごう流りゆうなのだ。

　ネルトリンゲンからこちら、いきなりの実じつ戦せんなどあって、その反省点などを消す合宿でもあったが、まだ自分の力は足りてないようにも思える。だが、

　……こういう人達と、もう、一いつ緒しよの現場なんです？

　何とも不ふ思し議ぎな事だ。元は中ちゆう等とう部ぶの教員室での押し問もん答どう。更さらに元を言えば、あの実験場のような城の施設の中での日々だろう。

　それらが、ここに至って、更に先に行く。

『小こ姫ひめ、何か興こう奮ふんしてるのか、貴き様さま』

「む、武む者しや震ぶるいみたいなものですよう!?　何ですか女の子にコーフンとか！」

　ふむ、と頷うなずいたのは、大おお谷たにだ。彼は短い腕を組み、

『まあ、これからの日々を考えると緊きん張ちようなり何なりするものではありましょう、三みつ成なり君』

　と、大谷が、二に頭とう身しんながら、鎧よろいの面めん覆おおいを上げて三成を仰あおいだ。

　……可愛かわいいです？

　大谷の顔には、顔が無い。このところで時とき折おり見るし、彼も警けい戒かい心しんが無くなってきたのか、視し認にんが必要な時には今のように顔を見せる。

　卵のような球面に、丸い線で、大小二つの弧こがある。

　顔下側の大きな弧は、笑っているように上じよう弦げん。顔右上側の小さな弧は、やはりこれも片目で笑っているように下か弦げんの弧。

『大谷君。統計的に見れば笑っているように見えます』

『羽は柴しば様さまが徹てつ夜やで何とか引いた曲線なので、大だい事じなものです、これは』

「ああ、自分も授業でやった事ありますけど、画面にペンで曲線描けとか、そういうのってえらく難しいですよね」

『Ｔｅｓテスタメント．！　自分のこれは、羽柴様のその成果です！』

「あら、機き嫌げんは直りましたの？」

『も、戻ってくるなりその言い分……！』

　意い外がいとこの人ちっちゃいですよう、と思うが、まあそういうものだろう。

　ただ、平野が両手を軽く広げて首を傾かしげた。

「どうします？　教きよう皇こう、強制的に目覚めさせますか？　恐らく今なら、就しゆう眠みん系の術じゆつ式しきを逆順で使えば、起き床しよう術式よりも安全に目覚められると思うんですが」

『いえ、無む理りにするより、とりあえずの完了をしたので、ここは退出したいと思います。ここから先、竜りゆうが出たとしても、流石さすがに関かん与よ外と言う事で』

「確かにまあ、合ごう流りゆうに遅れても仕方ないですものねえ」

　糟かす屋やの言葉に、ふと、気になるものを感じて、左さ近こんは問うた。

「これから、どんな予定なんです？」

　三成が、左近の言葉に頷うなずいた。表示枠レルネンフイグーアを出し、

『……竹たけ中なか様が作りました、私達の〝夏休みの合がつ宿しゆくのしおり〟によれば、私達はこれから安あ土づちへと直接合流に向かいます。今日きようの内に、各地の合宿派は遣けん者しや達も集合しますので、明日あしたの夜には安土に合流。そして──』

　そして、

『本ほん能のう寺じの変へんに、私達は基本、介かい入にゆう出来ません。ただ、訳わけあって私と羽柴様は参加を致いたします。皆様は安土で待たい機きとなりますが、宜よろしく御お願ねがいいたします。

　そして行こう程ていを終了後、山やま崎ざきの合かつ戦せん、賤しずヶ岳たけの戦いへと移行する筈はずですが、この辺り、連戦になる可能性もあります。お気を付け下さい』
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　清きよ正まさの出発は、深夜となっていた。

　真さな田だの地を離れるにしても、今、P.A.Oda関係として考えた場合、自分達が一番東とう端たんにいる事になる。出しゆつ立たつを見せつける事は、P.A.Oda勢力の撤てつ退たいを強く見せるものとして避けたい。これは清正の個人的な希望だったが、

「まあ、うちも忍にん者じや系けいだ。夜の送そう迎げいは問題ないんじゃないかね」

　との事で、目立つ機き竜りゆうを輸ゆ送そう艦かんに搭とう載さいし、出立の準備となった。自分達はこれから、一部輸送艦が三み河かわにいる池いけ田だの護ご衛えいと補ほ給きゆうに向かう事になるが、

「私達は、琵び琶わ湖こ安あ土づちですね」

「おいおい、あたし達に行き先聞かせて大だい丈じよう夫ぶかい？」

「信用してますので」

　言うと、極きよく東とう制せい服ふく姿すがたの海うん野のが頷うなずいた。飾り紋もん様ようなど入った服の彼女は、同じくM.H.R.R.神聖ローマ帝国制服姿のこちらを見て、

「出会いの時から格かつ好こついてなかったけど、見送りぐらいは、ね」

「私の方も、気付いたらずっとジャージでしたね……」

　はは、と笑う。何か不ふ思し議ぎだ。敵だったのに、恨うらまれていた筈はずなのに。

　海野は器うつわが大きい。否いな、こういう流れになった人は、そうなっていくのか。それとも、歯を嚙かんだ日々を過ごしながら、そうしていくのか。

　自分には解わからない。だから今の笑えみは、相手の余よ裕ゆうに甘えているのだろう。ならば、

「海野様」

　言葉は素直に口から出た。

「私は、貴女あなた程の余裕が無いのですね」

「負けた、とか言わないだけの余裕があるだろうさ」

　そうだといいのだが。だけど、

「何故なぜ、そうなれるのです？」

「あー……」

　海野が、顎あごに手を当て、夜空を見上げた。満月に近い二つの月、それらを見上げ、

「何て言うかさ。──自分の怒りみたいなのが、見当違いだな、って思ったのさ」

「怒り？」

「Ｔｅｓテスタメント．、──怒る事と、自分の醜みにくい部分を出すのを、混同しててさ」

　ハ、と海野が肩をすくめた。

「何だいあたしゃ、怒ってんじゃなくて、ただ単に、自分の醜みにくいってか、汚い部分を、〝怒ってるって事は正しいんだ〟って、さらけ出してただけだってね」

「それは……」

「あたしゃ、勝つ事が大だい事じだと思ってたけど、負けてきた中で、でもずっと、希望とか夢とか、そういう青あお臭くさいの持ってた奴やつらがいたんだよ」

　だから、と海うん野のが顎あごでこちらを示して言った。

「アンタ、何か引っかかってる事あるんだろうけど、でもそれが怒りを盾たてにしてるだけならやめときな。それで、青臭い部分があるなら、大事にしときな。──あたしゃそういうの、無くしちゃってね。気付いたらがらんと空あいちまったから、その分の余よ裕ゆうを持つしかないのさ」

　言われて、ふと思ったのは、当然のように福ふく島しまの事だ。あの時、酷ひどい自分をぶつけていいと、そう思ったのは、怒りであったように思うが、実際には違うのだろう。

　海野が言う事が、自分にそのまま当てはまるとは思わない。だが、

　……あの時の私の、何が、正しいものですか。

　あんな事をしていいとは、今はもう思えない。恥はずかしいとか、自分の未み熟じゆくを感じる以前に、あれはただ、相手を傷つけようと、試そうとしていただけだ。

　海野は、自分の中にあるそういうものに気付き、捨てたのだろう。だが、自分は、

　……参まいりました。

　福島の事を、捨てられないだろうと、そう思う。だったら、

「有あり難がとう御ご座ざいます」

　清きよ正まさは、海野に頭を下げた。

　自分の中には、穴が開いていない。そこには大事な人がいる。だったら、

「私も、私の形で、余裕を持とうと思います」
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　……真ま面じ目めなヤツだねえ。

　彼女の中で、自分の台詞せりふの何が通じたかは解わからないが、しかし、ヒントにはなったのだろう。少しは、人々を助ける巫女みことして役目を果たしたかと、そんな事も思うが、

「不ふ思し議ぎな話さ。──ちょっと前まで、敵として、過去もあって、そう思っていたのに」

　疑問する。

「何で、過去は決定しているのに、ホント、今のあたしは違う事思ってるんだろうね」

「それは──」

　清正が、何かを言おうとして、しかし止まった。

　ホントに真面目だ。結けつ構こう面めん倒どうだろうなあ、と思うが、

「関係、ってやつだね、多分」

　佐さ助すけ辺りが、以前、そんな事を言っていた気がする。つまりは、

「アンタとあたしみたいな、他人と自分の関係もだけど、そういう関係から影えい響きようを得た今のあたしと、過去のあたしだって、関係してるのさ。──過去は固定だけど、今のあたしはアンタ達に影響されて変わっていって、やがて過去の自分から変わっていく」

　だから、

「その変化を、悪いものと捉とらえる人間は、認める際に〝赦ゆるす〟って言うんだろう」

　言うと、森の方から地ち竜りゆう達が立ち上がった。連れん中ちゆうは、口くち元もとに前足を立て、聞こえるような竜の声量でこそこそと、

『あら、聞きました？　海うん野のさんったら、今夜は、御・セ・ン・チ』

『というか海野さんの制せい服ふく姿すがたなんて初めて見ましたわワタクシ』

『何か難しい事言って、ビミョーに自分にしか通じてませんわよねアレ』

「うるさいよアンタラは……！」

　わあ、と竜達が森に沈み、清きよ正まさが笑った。そして彼女は、

「海野様は、〝赦した〟のですか？」

　否いな、と自然に言葉は出た。

「──疲れたのさ。何か、もういいや、もう充分だろ、ここらでやめようよ、って、そんな感じ。赦すと言うより、ちょっとだらしないよね」

「いえ、……そう、素直に認められるのは、凄すごい事だと思います」

　持ち上げるねえ、と、こちらは笑うしか無い。

　正面。輸ゆ送そう艦かんは最低限の灯とう火かすら消して、既すでに準備が出来ている。

　そして横に、不ふ意いの影が来た。望もち月づきだ。

「何処どこに隠かくれてたんだよ、望月」

『いえ、今来ただけです。話は聴ちよう覚かく素そ子しを高めて前から聞いてましたが』

　左さ様ようかい、という間に、望月が前に出る。輸送艦の方、そちらを見て、

『浅あさ野の様は御ご就しゆう寝しんですか』

「すみません、生活リズムらしくて」

「いや、アレ、こういうシーン苦にが手てで引っ込んでるだけだわ」

　と、輸送艦の後部甲かん板ぱんから声がする。機き竜りゆう乗りの鍋なべ島しまだったか。彼女は望月に、

「後で、ちゃんとしてなかったの後こう悔かいするんだわ。だから、出来れば通神文メールでも送ってやってくれる？　それで納なつ得とく出来るだろうから」

『Ｔｅｓテスタメント．、了りよう解かいしました。──そのような風ふうに捉とらえて頂いただき、感かん謝しやいたしております』

　と、望月が下がろうとする。

「おいおい、いいのかい？」

『Ｔｅｓ．、期間内に教えられる範囲は、教えました。後は当人の努力次第です』

　……クールだねえ……。

　しみじみと思っていると、地ち竜りゆう達が前足を組んで身を起こしてきた。彼らは、鍋なべ島しまを見つけると、胸を張り、

『おい、そこの御お嬢じようちゃん』

『俺おれ達たちが仕込んだ訓くん練れん』

『忘れたら、本気で承しよう知ち──』

　三人揃そろって身を捻ひねり、一いつ斉せいに、

『しねえぞ』

　扇おうぎ剣けんを三枚飛ばすと全員の額ひたいに刺さった。

『い、痛えな！　何しやがんだ派は手でジャージ女！』

「今は制せい服ふくだこの野や郎ろう……！」

　まあまあ、と鍋島が声を飛ばしてきた。

「欧おう州しゆう作さ法ほう、憶おぼえておくわさ。──爺じいさん達もかなり勉強になってたみたいだし」

『こっちも、そっちの爺さん共にいろいろ寝ね床どことか、年寄り連れん中ちゆうの補ほ助じよ装そう備びとか、そういうの世せ話わして貰もらって幸いだ』

『真さな田だは、大だい規き模ぼな工作力がねえからな』

『まあ、そっちも元気でやれよ』

「言っとく。──恥はじは搔かかせんから安心しとくと良いわ」

『頼むぜ御嬢ちゃん』

　言って、地竜達がこちらを見た。

　対する構こう図ずで、清きよ正まさが頷うなずく。ゆえに自分も、息を吸って、

「では元気でな、──聖せい譜ふ記き述じゆつでは、やがて松まつ平だいらの天てん下かにて、同どう胞ほうとなるんだし」

「それは、……ええ、聖譜記述だと、そうですね」

「引っかかる言い方するねえ。──創そう世せい計画か」

　自分達とて、それに関わる筈はずだったのだ。まだ自分達の頃ころは、詳しよう細さいが知らされていなかったが、大体の予測はついている。

「それが完了すれば良いと、そう思った事もあるよ」

「今は、違うのですか？」

「あたしに聞いてどうする」

　言うと、清正がややあってから、微笑した。

「厳きびしいですね。──海うん野の様、戦せん術じゆつなどを思し案あんする際も、厳しくいらっしゃいました」

「性分さ。だけど──」

　言っておいた方が良いだろう。

「そっちの十じつ本ぽん槍やり。あたしが厳しいというなら、あたしに聞けないのだとするなら、皆で話し合って、聞き合って決める。それが出来ないのかい？」

「……私達は、止める役なのです」

　そうかい、と、もはや、そう言うしかない。

「つまり、世界を、最低限のところで保つ訳わけだ」

「ええ。それは──」

　清きよ正まさが言った。

「終わらせて、終わらせない事です」

　そして、音が来た。輸ゆ送そう艦かんが上昇を掛けるために、仮か想そう海かいを纏まとい始めたのだ。

「清正先せん輩ぱい！　左さ舷げんのハッチが開いてますんで！」

　鍋なべ島しまの声に、清正が頷うなずくのが見えた。

　……ああ。

　強いな、と海うん野のは思った。自分に余よ裕ゆうはあれど、ここで、己おのれは前を見れない。

　何もかも見み据すえた上で前を見ていけるこの相手は、

「行きな」

　自分は、背を向けようとした彼女に言った。

「──あいつらに、ぶつけられるだけ、ぶつけてきな」
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　浅あさ間まは、ふと身体からだを揺らされ、目を開けた。

　……ふぁ？

　夕食を摂とり、皆でいろいろと必要事じ項こうを確かく認にんした後、まとめられる荷物をまとめ、それで天てん幕まくに入ったのだ。

　ホライゾンと彼と、喜き美みに、ミトツダイラと自分。ミトツダイラの母親も一いつ緒しよだ。

　まだ晩夏といえる季節だが、森の中という立地は結けつ構こう冷える。毛布は外せないし、外では焚たき火びの残りはそのままで、燻くすぶった炭すみの熱が明らかに天幕の外から感じられる。

　森も静かで時とき折おりに野生の動物が葉枝を踏み、

『あっ、ここら、匂においが残ってるでスーン』

『それは駄だ目め！　ババアの匂いでス──ン！』

　などとユニコーンのフェチシズム会話が聞こえてきたりもしたが、あれは何処どこに通報すべきだったろうか。だが、そんな静けさとともに、ここに来てから日課となっているのが、

　……落ち着いた睡すい眠みんですよね。

　圧あつ縮しゆく睡眠とか、起き床しよう術じゆつ式しきとか、そういうものが要いらない生活。

　朝日で目が覚め、底のある大だい地ちに起きる。どちらも武蔵むさしでは、ちょっと難しかったり、自然とはいえないものの産さん物ぶつだ。

　しかし今は違う。身体、肩を摑つかまれるようにして揺らされ、

「……な、何です？」

　微び妙みように〝なんれふ？〟になってしまったがしょうが無い。目を開けると薄うす暗ぐらいが、月光が天幕を外から明るく照らしている。

　そして、布を通した月光の中で、二つの影が動いていた。

　彼とホライゾンだ。彼の方は、多分、こちらを初めに起こしたのだろう。次にミトツダイラの肩を揺らしており、ホライゾンが喜美の方に向かっている。

　……今、ええと。

　表示枠サインフレームを開くと、彼が振り向いた。

「あ、おい、周りにバレるバレる」

　意味は解わかった。表示枠が明る過ぎるのだ。

　ミトツダイラが起きるが、その間に自分は毛布の中で表示枠を展開。天幕内の皆を、天幕の加か護ご結けつ界かいを範囲指定先として設定。全員の表示枠を非発光式にしておく。

　……あ、ミトのお母かあさんのも、ちゃんといけましたね……。

　向こうが、こっちに環かん境きよう設定の一部をオープンにしているという事だろう。副ふく長ちようクラスに信用されている、と考えると緊きん張ちようするが、今はそれより、

「あの、トーリ君？　一体……」

　小声で言うと、彼が頷うなずいた。そして、

「えーと、ちょっと待ってろよー……」

　ミトも起き、喜き美みも起き、ミトの母親も身を起こした。誰だれもが皆、彼に対し、

「何ですの？　我が王」

「ああ、これこれ」

　と、彼が、毛布の枕まくら辺りに置いてある箱から、あるものを取り出した。

　一人ずつ、紙かみ皿ざらに載のせて送られてくるのは、

「……パウンドケーキ？」

「こっち来た時、仕込んでな。日数おいた方が上手うまいから、ちと冷れい蔵ぞう加か護ごの符ふと一いつ緒しよに保管してたって訳わけ」

「……あ、この匂におい、うちの庭の柑かん橘きつですのね」

「前に来た時も使ったけど、この柑橘、ネイト以外食ってねえだろ？」

　彼の言葉に、自分は頷くしかない。ホライゾンも同様だ。だが、ホライゾンも、訳わけを聞いていないのか、夜よ目めにも解わかる半はん目めで問うた。

「これが一体、何なのですか、トーリ様」

「ああ、うん。──俺おれ達だけの内ない緒しよが、あってもいいじゃん？」

　言われた言葉に、どきりとした。
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　トーリは、思う。こういうのが、あっていいんだよな、と。

「昔さ、曾ひい祖ば母あさんの処ところに行った時、こういうの、あったんだよ」

　姉ねえちゃんが顔を上げたのは、一緒だったからだ。

「調子悪くしてる曾祖母さんがいてさ。で、家族とか、近所の人とかも来てる訳よ。だけど夜、俺達遠くから来た客って感じで、曾祖母さんの隣となりの部屋で寝てたらさ、起こされる訳」

　あれは、何となく、夢のような記き憶おくだ。

　本当だったのかどうなのか。だが、確かに憶おぼえているのは、

「曾祖母さんがさ、皆が寝てる間を、しっかりした足取りで台所行ってな。俺達、大だい丈じよう夫ぶか、っていうのと、何となく解ってたんだ。これ、〝内緒〟なんだってな」

　そして、

「曾祖母さん、ホント、パン切ってさ。それにジャム挟んだだけで、笑顔でくれる訳。どうだい？　って、そんなの、うちだったらフツーに出るんだぜ？　パン屋やってんだし」

　だけどさあ。

「それ、美味うまかったって、今でも憶えてんのよ、俺。何でか解んねえけど」

　だから、

「曾ひい祖ば母あさんとは一回だったけど、俺おれ達、何度もあっていいだろ、こういうの」

　言った。言うわな。だって、

「高こう等とう部ぶ最後の夏休み。その終わりだもんな。

　──あ、夏休み自体は昨日きのう終わってるけど、でも」

　でも、

　……いろいろあったよなあ。

　三み河かわから考えると、ホライゾンが来たり、点てん蔵ぞうやウッキーやノリキが嫁よめとったり、ネシンバラがストーカーをとったり、まあ義よし頼よりとか、アンヌとか、松まつ永ながの爺じいさんとか、義よし経つねなんかもいろいろあったり、それでまあ、

「────」

　ホライゾンも、浅あさ間まもネイトも、身を寄せてくれて。

　……ああ、いけねえ。

　ここんとこであった事、でシメようと思ったけど、そうじゃねえ。

「何が良かったのか、悪かったのか、解わからねえけどよ」

　曾祖母さんが、何であんな事してくれたのか、未いまだに言葉には出来ねえ。だけど、多分、同じだ。今、俺が感じてるのと同じだ。だから、
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「とりあえず全部収めて、〝内ない緒しよ〟でいいんじゃね？」

　だって、と言いながら思い出すのは、あの時の曾ひい祖ば母あさんの顔だ。あれは、えらく満足そうで、楽しそうで、

「本当にいい事って、内緒にしておきたいんだったら、いいよな」
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　ミトツダイラは、見た。

　ホライゾンが、膝ひざで彼に近寄り、その頭に右手を乗せた。

「──もっとこちらを見て話しましょう、トーリ様」

　ですが、と彼女が言った。

「トーリ様の自分語り、なかなかありませんからね。──頂いただきます」

　と、彼女は皿さらのパウンドケーキを手で摘つまみ、

「────」

　彼に、口づけた。

　そして三秒程してから離れ、ふむ、と頷うなずき、

「内緒ですよ？」

「え!?　今、ちょっと画が像ぞう撮とってなかった！　あと生徒会のサイトに書こうと思ってたんだけど、駄だ目め!?　マジで!?　──あ、すみません、調子乗りました。ええ、はい……」

　どういう目つきだったのか気になるが、ホライゾンがこちらに振り向いた。そして、彼女は、王の方を手で示し、

「如何いかがですか？　ミトツダイラ様、浅あさ間ま様」

「い、いえ、私は……！」

　昼にちょっと行き過ぎたとは思っている。だから、

「私は、あ、後で頂きますの」

　後ろから母に頭をひっぱたかれた。
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　ミトツダイラの母が、娘むすめを半回転させて向き合わさせ、説せつ教きように入るのを余所よそに、浅間は、ほ、と熱のある息を吐いた。

　……うわあ──。

　ホライゾンが凄すごかった、としか言いようがない。二人のいつものコンビ……、いや、漫まん才ざい……、いやまあ、付き合いを見るに、好きでなければ出来ないですよね、とは思っていたが、

「あの、何でホライゾン、そんな男おとこ前まえで……」

「フ、そこの小こ癪しやくな男が、人を騙だますようにキッスをしたりというキャラなのは解わかっていますので、こちらとしてはちゃんと前置きを入れたまでです」

「フフ、愚ぐ弟ていも自分がされるのにはちょっと不ふ意い打うちよねえ」

　憶おぼえておこう、と思ったが、基本、こっちが何かする時は任されてる感があるので、実は常時そういうものなのかもしれない。

　ただ、こちらとしても、思う事がある。

「内ない緒しよですね」

　とにかくオープンな部分が多い皆の付き合いだが、確かにそういうものがあっていいだろう。それも、こういう密ひそやかな楽しみで。

　パウンドケーキを摘つまむと、ちょっと柑かん橘きつの皮がアクセント。深夜にこんなの頂いただいて、太りますよねー、と考えもするが、それもまた内緒だ。そして、

　……この味……。

　憶えちゃいますね、と、そう思った。

　憶えていようと、そんな風ふうに義務づける事なく、そう思った。だから大だい丈じよう夫ぶ。きっとずっと憶えてるし、これは恐らく、重なっていく事なのだ。

「あは」

　何だか、また泣きそうになっている。

　困った。だけど、ひどく嬉うれしい。

　だって、自分にはこれから、こういうものが重なっていくのだと、それが、義務ではなく、自然に憶えていけると、そう信じられるのだから。

「……私の方でも、こういうの、何か出来るといいんですけどね」

「フフ、アンタ達ならすぐ出来るじゃない」

「達？」

　妙みような引っかかりを感じて、問うてみる。すると喜き美みが毛布を浅く抱いて、

「夜、愚弟のベッドにゆっくり入り込んで言えば良いのよ。〝内緒ですよ〟って」

「そ、そう来たか！　来ましたね!?」

　ミトツダイラの母が、娘むすめの頭を一発叩たたいて「それですわ！」などと言ってるが、確かにミトはそのくらい後ろから押さないといけない気も……、

「な、何ですの智とも、その視線……！」

　いやまあ、と、ホライゾンが言った。彼女は彼を見て、パウンドケーキをつまみ、

「しかしこれ、何か壮大な死し亡ぼうフラグみたいですねトーリ様」

「オ、オメエは俺おれもちょっと思った事をアッサリと！」

　この二人、長生きするだろうなあ、とは思う。何しろ、

　……支えるの、自分ですからね──……。

　結局、食べ終えてから、皆、他愛たわいの無い事を言って毛布にまた入ったのだ。

　これは、自分達しか知らない事。今しか起きない、たった一回の事。

　彼が両の腕を広げてくれて、それを枕まくらにしたのは、明日あしたの朝の内ない緒しよとなるのだろうか。
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　支えを失った感覚を得て、福ふく島しまは身を前後に揺らした。

　がくりと来た、というのが正しいところだ。

「む……」

　寝ていた。いや、寝ていていいのだが、バランスを崩くずした事に対し、身体からだが反応したというところだろう。

　今、自分は、籠こもっていた山の山さん頂ちようにいる。

　山頂は、開けた場所だった。元々は遺い跡せきがあったのだろうか、明らかに人の手が入って整地された平面があり、しかし周囲の木のせいで、辺りを見通す事が出来なかった。

　代わりというようにあったのが、人工の展てん望ぼう台だいらしきものだ。

　遺跡があったのでは、と思う原因。

　簡単な建物程の大きさの、コンクリートで出来た階段と足あし場ば。元から展望台だったのか、それとも家か屋おくや企き業ぎよう組合の建物の壁が経けい年ねんで落ちたのか。

　自分にはその区別が解わからないが、これを登れば、とりあえず東西は見通せる筈はずだ。

　だから、その足場で野営する事にした。

　展望台の屋おく上じよう。張り出しがとりあえずの屋や根ねになる。

　夜よ露つゆが凌しのげるなら、と東の方向に座り込み、一いちノ谷たにを抱いて、簡かん易い毛布を羽は織おって寝たのだ。

　だが、座って寝るような姿勢は久しぶりだった。前のめりに顎あごからバランスを崩し、一ノ谷を抱く動きで堪こらえていた。

　……いかんで御ご座ざります。

　姿勢が悪いで御座りますなあ、と背を正し、一ひと息いきを入れる。

　随ずい分ぶんと、空気が冷たかった。

　標ひよう高こうとしては、ほとんど無いと言える山だ。だが、その上で吹き曝さらしに近いとなれば、ここまで冷えるのかと思う。

　夏が終わるので御座りましょうな、と呟つぶやき、

「さて」

　寝ようと、そう思う。ここは朝日の当たる場所。朝が来れば自動で目覚めるのだ。

　だから今、起きている意味は無い。眠って、明日の朝で一区切りだ。ならば、

「────」

　不ふ意いに、息が詰まった。

　自分の肩口。右の鎖さ骨こつの上に、背後から刃やいばが乗ったのだ。
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　福ふく島しまは、息を吸った。

　……何で御ご座ざりますか!?

　いきなりだ。

　全く前ぜん兆ちようも気け配はいも無しに、それはいきなり来た。

　刃やいばだ。極ごく厚あつ。長さは、これが穂ほ先さきでなく、刀だとするならば、一メートル半はあるだろう。

　明らかに人間が使えるレベルの代しろ物ものではない。更さらには、

　……動けぬで御座ります……！

　刃が、異様な冷気を放っている。

　否いな、これは〝気〟と言えるようなものではない。刃が持つ動作。それをこちらの身体からだが読み取っているのだ。

　下手へたを見せればこのまま切るぞ、と。

　そして解わかるのは、自分が、この刃をかわせないという事だ。

　かわせるなら、接近の前に気付いている。

　だが、気付かなかった。自分が解ったのは、この刃の持ち主が、サービスしたからだ。

　切るぞ、と、この冷気に似た気配を刃に宿らせ、見せつけたのだ。

「……は」

　息を吐く。

　どうするべきか。唐とう突とつ過ぎて、訳わけが解らないと言うのが本ほん音ねだが、

　……拙せつ者しや、まだまだに御座りますな。

　思ったのは、恐きよう怖ふでは無かった。

　肩に乗るような刃に対し、切られるかも、とか、どうすべきか、とも考えなかった。ただただ心の中にあったのは、この二週間程の修しゆう練れんの記き憶おくと、

　……あれだけやって尚なお、自分の未み熟じゆくを痛感するもので御座りますな。

　内ない心しんに、そう言葉を作ると、気が楽になった。

　どのようにじたばたしても、仕方が無いのだ。

　もし、この刃が襲おそってくるならば、対たい処しよはしよう。もし、あるならば、

　……逃げの一手で御座りますかなあ。

　腕一本ぐらいは仕方ないか。そのくらいの力りき量りよう差さがあるようにも感じる。だが、生きてはいたいと、ここで死にたくはないと、そのようにも思うのだ。ならば、

「────」

　福島は、一いちノ谷たにを軽く抱いたまま、頭を下げた。

　如何いか様ようにもすると良い。

　対たい処しよはする。生きる事が前ぜん提てい。格かつ好こ悪く、どのような姿すがたになっても、

　……は。

　誰だれが待っているというのか。思い浮かべる事すら不ふ遜そんだが、自分は、そうしたいのだ。

　生きて、戻って、会いたいのだ。

　ふと何日ぶりかに、そう思った。その瞬しゆん間かんだった。

「…………」

　刃やいばが引かれた。

　消える。

　右肩にあった重圧も、冷たさも何もかも、後ろへと去った。

　消えていくのだ。
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　……お。

　福ふく島しまは、振り返り、背後を確かめそうになった。

　だが、堪こらえた。

　そうではないのだ。今の刃は、挨あい拶さつでも何でも無い。ただ、こちらの反応を確かめるために、その威い力りよくを見せ、気付かせたのだ。

　ここで振り返るならば、切られる。

　そんな確信に、逆に今こそ己おのれの身が、妙みような汗あせを得る。しかし、

「……ふ」

　息が、不ふ意いに腹の底から漏もれた。緊きん張ちようが抜け、汗が一気に来た。これはつまり、

　……いなくなったで御ご座ざりますか。

　強きよう烈れつな冷気と気け配はいが、今、何処どこにもない。だから、警けい戒かいは忘れぬようにしながら、自分は、

「今のは──」

　と、背後へとゆっくり振り向いた。

　そして己の目は、それを見た。

　自分の背後には、何も無かったのだ。

　ただ、展てん望ぼう台だいの階段を支える壁があった。

　壁の厚さと、階段の幅を含めると、向こうまで五メートル程。

　誰かがいられる筈はずも、そこから刃を届かせられる筈もない。

「……っ」

　息を詰め、福島は空を見上げた。

　今のは、何だったのだろうと。

　この山の神か、何か通りすがりの戦いくさ神がみの悪戯いたずらか。ただ、

「忝かたじけないで御ご座ざります」

　自分はまだまだ、そう思い、福ふく島しまは、空から森の中へと頭を下げた。

　夜はまだ冷える。毛布を抱き、もう一度目を閉じた。
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「なかなか面白えところまで行ってんじゃねえか。なあ、御お市いち様」

　夜の中、木々が作る影の底を行くのは、巨きよ軀くの二本角づのだ。

　黒の、装そう甲こうに似た身を持つのは、御市を肩に乗せた、

「勝かつ家いえさん、あまり脅おどすような事しちゃ駄だ目めですよう？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と勝家、柴しば田たは頷うなずいた。

　全く、と彼は、御市の椅い子す代わりになっている右肩と、背の荷物の位置を正し、闇やみ夜よの山道を走るような速度で行く。

「──ナルナル君が山やま籠ごもりしてるかと思えば、ありゃ羽は柴しばのところの福島か。何でいるのか知らねえが、ナルナル君も結けつ構こう後こう輩はいに期待してんのな。毎回毎回辛しん気きくせえ匂においプンプンさせてるかと思ったら、よ」

「毎回同じだと飽きちゃうでしょ。それで意い地じ張はったってつまんないもの」

　違えねえ、と柴田は頷いた。そして、右の手を掲かかげた。

　鬼おにの手の平は、虚こ空くうを摑つかみ、

「あの展てん望ぼう台だいな。昔、神かみ代よの時代より前の時代、ここらに遊園地とか、そういうのがあったってヤツの名残なごりなんだってさ」

「そこでちょっと語らったりすると、ロマンティックねえ」

「だろう、御市様。そういうの、最後のシメであって良かったよなあ」

　だけど、と柴田は笑った。

「──あれ見たら、ちょっかい出したくなるだろ」

「そうねえ」

　御市も笑った。

「──凄すごかったわね。彼女」

「ナルナル君が、自分の得意な引き籠もり場所を紹しよう介かいする訳わけだぜ。あいつ自身は、また別のとこでヒッキー鍛たん錬れんやってんだろうけど、場所探り出しときゃよかったな。──利とし家いえに聞いて見るか？」

「しない方が良いですよお、勝家さん。──だって、そうしたら、寂しくなるわ」

「違えねえ」

　言って、鬼が一ひと息いきを吐く。彼は右手を、もう一度握り、

「──殺せると思ったら、逃げられたな」

「解わかるわあ」

　御お市いちが、苦く笑しようする。前まえ髪がみが、風に揺れて顔を隠かくしている。そして彼女は言った。

「だけど彼女、──まだまだだけど、どうするの？　勝かつ家いえさん」

「そうだなあ……」

　柴しば田たは、空を見上げた。

「あれじゃあ、まだまだだ。仕上げが足りねえ。ナルナル君もそこらが足りねえ。──だったら、ちょっと俺おれも、混じってみるかって、そう思うぜ」

「混じる？　何に？」

　Ｔｅｓテスタメント．、と柴田は首を下に振った。左手を伸ばし、妻つまの髪を搔かき上げ、

「──安全運転、俺らしくねえだろ」

　見れば、妻は微笑している。そしてこう言った。

「素す敵てきよ、勝家さん。とても素敵。だから──」

　だから、

「死ぬ時は、一いつ緒しよだと、私も素敵ね」
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　オリンピアが目覚めて一番に見るのは、鏡かがみだ。

　自分がどれだけ年老いたか、確かく認にんする。

　これは儀ぎ式しきのようなもので、昔は老いていくのが面白く、また、老いる未来に期待をしたのだが、近ちか頃ごろはそれに少々飽きていた。

　何しろ、楽しい事は、どちらかと言えば自分の外にあるものばかりだ。

　老いていく己おのれの中身は、楽しさを感じても、それを作れない。平へい凡ぼんな女なのだ。だが、

「──いいわ、マティアス、入っても大だい丈じよう夫ぶよ」

　ベッドを椅い子すにした呼びかけに、ドアが一度ノックされ、そして開いた。

　開いた空間の向こうにいるのは、エプロン姿すがたの、

「やあお目覚めだねオリンピア！　傀かい儡らいの神しん聖せいローマ皇こう帝ていが、教きよう皇こうの下げ僕ぼくとして朝食を作ってきたよ！」

「言っておくけど、私、凄すごい寝起きなのよ？」

「大丈夫だよ。白さ湯ゆがいいかい？　それともスポーツ飲料？　またはいきなり酒とか、純じゆん粋すいに高価な水やスープでも何でもある。そして何か食べたいなら、これも粥かゆからリゾットから目玉焼きに何とカレーまであるよ。どうだい？」

「さっきからカレーで全部匂においが潰つぶされてるわ」

　吐と息いきすると、それが微笑だと気付く。

　女の笑えみには価か値ちがあるのだと、そんな事を、副ふく長ちようから聞いた事がある。彼の娘むすめは、その価値を全く見せないので難だ、とも。だけど、

「マティアス？」

「何だいオリンピア」

「私は綺き麗れいかしら」

「触れていいかい？」

「Ｔｅｓテスタメント．、化け粧しようは考こう慮りよしてね」

　では、と彼がナプキンで手を拭ぬぐった後で、触れてきた。

　一度、礼れいをするように手を返し、その上で来る。

　以前にも、手を取って貰もらった事などは幾いく度どかあるが、

「変へん態たい皇帝と勝かつ手てに心の中でキャラづけてるけど、意い外がいに手て肌はだは普通なのね」

「隠かくしているんだよこれが。見たいかい」

「例えば？」

　言うと、彼が懐ふところから花はな束たばを出した。

「どうだい。この、薔薇ばらのトゲがなかなか脾ひ臓ぞうに効くんだ。私は無痛覚だけど、神しん経けい系けいは動くものだからちょっとビクっとしてね。見たいかい」

「例えば？」

　皇こう帝ていがビクビクした。

「ああっ。──どうだい？」

「なかなか見られないわね」

「そう言って頂いただけるとやった甲か斐いがあるよ。そして──」

　マティアスが、こちらの頰ほおを触れる。皺しわが濃く、肌はだは乾き気ぎ味みだ。だが、

「素す晴ばらしい」

　彼が言う。

「君が君として生きていなければ生まれない形だ。君にしかない。素晴らしい」

「貴方あなたの、その、どうでもいいような顔も素す敵てきよ。他にいないわ」

「そりゃ失しつ敬けい！　たまに兄のように変えたくなるけど、美的センスがなくてね」

「絵を学んだら？」

「それもいいね……！　君を描こう」

「私が老いるのを描くの？」

「君の生きる形を、手指で触れるより、塗と料りようで私の思うように描ける。これは羨うらやましさの極限だよ、オリンピア。私の嫉しつ妬とが君になるんだからね」

　彼の言葉に、笑えみが出る。

「若いっていいわね」

「老いは美しいよ。形が、その人の生きてきた形そのものになるんだから」

「私は造ぞう形けいを失っていくのよ」

　だったら、とマティアスが言った。彼は微笑して、持ち込んできていた配はい膳ぜん台だいをこちらへと転ばせて、

「君は本来の君の姿すがたへと近づいていくんだよ。無む垢くな、何にも捉とらわれない姿に。傀かい儡らいでしがらみばかりの私から見たら、何と羨うらやましい事だろう」

「貴方は前向きね」

「じゃあ聞こう。──目もつ下か、教きよう皇こう様さまの不安は何だろうか？」

「簡単よ。──夢で見たの」

　この地下の寝しん所じよでなければ、危険過ぎて許されない行為。逆ぎやく齢れいの民たみが見る夢は具ぐ現げん化かされるが、更さらに夢見の術じゆつを使用していたならば、

「竜りゆうが、来るのかい？」

　彼の問いに、自分は首を振るだけだ。

「ハッキリとは憶おぼえていないわ。結けつ構こう凄すごい起こされ方をしたもの。羽は柴しばさんの麾き下かの人達、もう少しスマートにして欲しいわね。思わずグロ描びよう写しやを凝ぎよう視ししちゃったじゃない」

　だけど、

「あの後が、あるわ」

「それは──」

「マティアス。……貴方あなたは知っているのかしら？　気付いているのかしら？　それとも、何かを期待しているのかしら」

　何故なぜなら、と言葉を続け、自分は言った。

　夢の中、明確には見えなかったが、気け配はいは感じた。あれは、

「あれは、きっと、貴方達がしようとしている事の守しゆ護ご者しやであり──」

　そして、

「今いる全てのものに対して、絶対的な幸いであり、叶かなわない絶望そのものよ」
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　幸いとは、本当に、目の前にただある訳わけではないですわね、と人狼女王レーネ・デ・ガルウは思った。

　薄はく暮ぼの時間。天てん幕まくの中で子供達が寝ている。そろそろ起きるべき時間だが、今日きようは何となく自分が先に起きてしまった。

　この子達は、これから起きて京きように向かう。己おのれはここの片付けと整理をしたら、六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズの本ほん拠きよに行く予定だ。

　そうしたら、もう二学期。政治の駆かけ引きや戦争がまた始まる事になり、自分の子や王達は、本ほん能のう寺じの変へんなどに関わっていく事になるのだ。

　恐らく、こんな目覚めを得られるのも、これからは難しい事だろう。

　だから自分としては、まず、それぞれを眺ながめ、

「────」

　皆の髪かみや頰ほおに、軽く口を付けていく。

　恐きよう怖ふの代だい名めい詞したる人狼ルウガルウの長ちようが、唾つばを付けたのだ。

　今後この子達に、恐怖が寄る事が無いように。そのくらいはサービスでいいだろう。

　そしてまあ、何とも不ふ思し議ぎを感じるのは、

　……うちの子の王様が、本当に、見るごとに立りつ派ぱになって。

　太たい陽よう全ぜん裸らが、国こつ家かの王としての器うつわを発はつ揮きしていくのだとしたら、こっちはまた違う。人々の王としての器だ。

　国という制度やシステムの長と、群をまとめる長としての違い。

　たとえば自分が、夫おつとに何だかんだと舵かじを任せるのは、彼がこちらを立て、まとめてくれるからで、それは制度やシステムではない。きっと自分の子も、そういうところをこの少年に見ているのだろう。

　……良かったですわね。

　本当に、昔、この少年が、自分の言などで潰つぶれなくて良かった。

　否いな、彼は、潰れるという事すら、度ど外がい視しだったのだろう。

　ずっと昔、彼と姉を、ここに招き入れた事がある。

　以前も思い出した事で、今も同じ事を思い出す。

　だが、あの過去に、昨夜、一つの答えをまた貰もらった。

「何故なぜ、私が、王になる事は難しいと、そう諭さとしたのに、潰れなかったのか」

　自じ意い識しき過か剰じようと、そう思っていた事だった。だが、

「貴方あなたが会った曾そう祖そ母ぼは、パンにジャムを挟んで、内ない緒しよと言える人だったんですのね」

　幸いだ。

　少年は、自分のする事が、正しいとか、そういう以前に、幸いである事を感じたのだ。

　そういう人のところに、行く事を選べる少年だったのだ。

　その帰りだったならば、自分の懸け念ねんなど、もう通じない。

　正しいかどうかより、幸いかどうか。

　これには、大人おとなの説せつ教きようや諭しなど、敵かなわない。

　だって自分だって、そうだったのだ。

　人狼の女じよ王おうとしてより、人との道を選んだ。

　だから少年は、あの時、王になるのは難しいと言っても、折れなかった。正しいとか悪いとか、出来るとか出来ないではなく、幸いであるかどうか、だ。

　少年も、姉も、あの夜出会ったのが自分だと、気付いているだろうか。

　気付いていたとしても、己おのれが今、彼に幸いを与えられたと、気付いてはいまい。だとすれば、

「ネイト？　今日きよう、出しゆつ立たつの時、皆へと特別に御お弁べん当とうを私が作ってあげますけどね？　一番は貴女あなたの王様宛あてですの。何故なら──」

　ふふん、と小さく笑って、身を沈める。

「お母かあさんは、貴女も知らない王様との内緒を、持っていますのよ」

　と、鼻で娘むすめの尻しりを小こ突づくと、悲ひ鳴めいを上げて娘が飛び起きた。
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　福ふく島しまは、未み明めいの光を浴びていた。

　展てん望ぼう台だいだ。

　起きて、今すぐ。日はまだ出ていなかったが、直じきに来光があるだろう。

　展望台の階段は確かな形で残っていて、環かん境きよう神しん群ぐんと言われる存在の手並みを実感する。だが、二階分程のそれを登り切って見ると、

「おお……」

　東の大だい地ち。何もかもが逆光に、そして一部霧きりがかっている先々に、見えるものがあった。

　森林と、雪の野と、山さん渓けいと。

　遠く、森林に沈むようにしてある城じよう塞さいのような姿すがたは、柴しば田た班はんの艦かん隊たいだろう。臨りん戦せん態勢を保つ指し示じがあるのか、新学期すぐだからなのか、各所の灯とう光こうがついている。そして、

「あれは……」

　更さらに遠く、南南西に、琵び琶わ湖こがある。

　ここから見ると、西側が自分のいる山渓に隠かくれ、巨きよ大だいな湾のようだ。

　だが、琵琶湖には、白い影が掛かっていた。琵琶湖安あ土づちのステルス防ぼう護ご障しよう壁へきだろう。

　あの中に、今、もう、皆がいるのだろうか。それとも、まだ各地の合がつ宿しゆく現場で、自分のようにしているのだろうか。

　……どうで御ご座ざりましょう。

　そう思っていると、風が来た。

　朝の風は東からだ。続く動きで、

「お」

　光が来た。

　空は既すでに明るかったので、油ゆ断だんをした。いきなりの陽よう光こうは朝ちよう暮ぼよりも遙かに鋭く、こちらの目に刺さってきた。

　風は冷たく感じるが、夜営で冷えた体に陽光は熱をくれた。一、二度、日の出に手を翳かざして確かく認にん。視し界かいが落ち着いてから、手を合わせて頭を下げる。

　一ひと息いき。

　そして最後に見るべきものへと、己おのれは身を回した。南西というよりももはや西南。その方角の遠くに見えるのは、

「……武蔵むさしで御座るか」

　朝日をともに見る視線の先。確かにそれはあった。

　遠く、青く翳かげる姿すがたは、しかし真横からの日の出を受け、白い光を放っていた。

　巨大だ。

　だが、敵だ。

　倒す事が義務である。それが叶かなうか、叶わないかは別として、挑いどむべき義務である。

　しかし、巨大だ。

　そして自分は、小さいものだ。

　……全く……。

　この合宿で、何をしてきたのか。否いな、やるべき事はやったとそう思う。今までではあり得ない程の集中と、全身を動かす事に連日を費やしたのだ。

　だが、そこで解わかったのは、

「自分は、弱いで御座りますなあ」

　やるだけやって、しかし、夜に何かの気け配はいに恐れを感じた。

　逃げると、そう判はん断だん出来るようになったのが、この合がつ宿しゆく最大の成果だろうか。これを話したら、皆、笑うだろうか。残念に思われるだろうか。

　今、巨きよ大だいな敵が見えている。

　近々、あれと相あい対たいしなければならない。そのための合宿だった。だが、ここで今、自分が弱いと解わかったならば、大きな力には敵かなわぬと解ったならば、

「──誰だれか、共に行く人が、欲しいで御ご座ざります」

　呟つぶやき、己おのれは心にある人を思う事を許した。

　加か藤とう・清きよ正まさ。

　自分の相あい方かたとして、戦せん場じようの同どう道どうを任せられる人。

　欲しい。

　あの武蔵むさしに飛び込んで行くために、彼女が必要だと、そう思った。これは即そく物ぶつ的てきな思し考こうかもしれないが、そこに噓うそは一いつ切さい無く、

「キヨ殿どの」

　武蔵の巨きよ影えいを遠くに見み据すえ、口が言葉を作った。

「共にあれに勝ち、笑う事が出来るのは、──貴女あなたしかいないで御座ります」
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　会いたい。

　もはや昔の事など何もかも、謝る事など悉ことごとくを無視して、我わが儘ままに会いたい。

　会って、強さを示したい。貴女とならば、何の不安も、敗はい北ぼくも恐れずに敵に立ち向かえると、貴女以上の人は、己の横にはいないのだと、そう伝えたい。

　何もかも、自分のする事以外を任せ、そして、ずっと、そうしていたいと。

「そうで御座りますな」

　武蔵を見て、不ふ意いに、合が点てんが行ったと、そういうべきか。

　自分がどうのこうの、云うん々ぬんではない。

　自分達が為なすべきを、思い出した。その上で、

「欲しいで御座ります」

　頷うなずき、気付く事が一つある。

　自分は、ここに来た時、彼女と向き合い、拒きよ絶ぜつと告こく白はくされた事も、ろくに思い出そうとしていなかったのではなかったかと。

　それが今、断片的ながらも、想そう起きを始めている。

　都つ合ごうの良い考え方かも知れないが、己は、今、自分のした事と、その結果を、ゆっくりと飲み込みつつあるのではないか。

　やがて、あの時の事を完全に思い出し、分ぶん析せきし、

「さて」

　何なのだろう。

　思い出し、分析したところで、結局自分はどうしたいのだろう。

　今、こんな風ふうに考えてはいるが、ちゃんと分析して何かを望むところまで、思いは持続し、展開していくのだろうか。

　どうなのだろう。まだ、忌き避ひし、逃げている自分が、向き合えるのか。そして、

「────」

　福ふく島しまは、武蔵むさしに対し、一いち礼れいした。

　以前は敗はい北ぼくした。今は挑ちよう戦せん者しやだ。だが、

「必ず」

　それだけを呟つぶやき、階段を降りていく。

　もう、次に武蔵を真まっ正しよう面めんに見み据すえる時は何時いつなのか、決めている自分が可笑おかしい。

　だが、きっと皆もそうで御ご座ざりましょう、と福島は展てん望ぼう台だいを降りた。

　高見をやめて、麓ふもとへ、荷物を取りに行く。

　戻るのだ。
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　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズから、京きよう行きの艦かんが出たとの報を巴ともえ御ご前ぜんが得たのは、九月二日の午前十一時を過ぎていた。

　改派プロテスタントは現在、ザクセンの東側丘きゆう陵りよう地ちにある陸りく港みなとに、航こう空くう艦かんを三艦かん隊たい分、停とめている。旧派カトリツク艦隊などに比べれば少数のものだが、もしも京側に下手へたな動きがあれば、艦隊を固定砲ほう台だいとして砲ほう撃げきが出来ると言う、そんな構えだった。

　ザクセンの市し壁へき。その塔とうの一つに立つ巴御前は、新品の夏服の右手を挙げ、こう言った。

「──砲ほう門もんは上げて、カバーを付けておけ。攻こう撃げきの意い思しがあると捉とらえられれば、そこから付け入られる可能性もある。何せ既すでに二学期なのだから」

　それに、と巴御前は言葉を続ける。

　彼女は空を見上げ、緩かん衝しよう術じゆつ式しきによる消音を掛けながら京へと回かい頭とうする武蔵を確かく認にん。その上で、武蔵の艦かん首しゆが回っていく動きを、上げた人差し指で追い、

「いいかね？　私達は、上空の武蔵と連れん携けいを取る必要がある。ザクセン総そう長ちよう連れん合ごうと生徒会は、武蔵側と連れん絡らくを取り合う事を忘れるな」

「巴御前様！　武蔵の誰だれと連絡を取れば良いのでしょうか！」

　女子学生の言葉に、巴御前は表示枠レルネンフイグーアを開いた。二、三言、言葉を交わしてから、

「──代表委員長のオークボとかいうので良いそうだ」





●






「御お嬢じよう様さま！　この忙いそがしいのにザクセンから〝連れん携けい宜よろしくダンケ〟とか、ダンケ語ご尾びで下の陸りく港みなととの連動が求められております！」

「ま、またあの女！　あの女がこっちに回しおったな！」

「御嬢様、今こそ謀む反ほんです！　武蔵むさしを乗っ取って一いつ丁ちよう行きましょう！」

　教きよう導どう院いん前の橋はし上うえ、そこでぎゃあぎゃあ言い合う二人の前に、表示枠サインフレームが来た。

・武　蔵：『この、統計的に見てクソ忙しいと判はん断だん出来る中、本ほん艦かん乗っ取りを企くわだてようとは随ずい分ぶんと余よ裕ゆうがおありかと判断出来ます。──以上』

「加か納のう君、バレとるで」

　じゃあ、と加納が言った。

「バレないようにやりましょう、御嬢様！」

　二人の近く、表示枠で〝義ぎ〟のチェックをしていた義よし康やすが、半はん目めを向けた。

「──前ぜん提ていとしてもうバレてるだろ、貴き様さまら」
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「──東あずまは、京きように降りなくていいの？」

　武蔵が、東を向いていく。その先せん端たんの一つともいえる武蔵の艦かん首しゆ甲かん板ぱん上で、ミリアムは東に振り向いていた。

　各かく艦かん甲板の内、流りゆう通つう経路となっている場所は、ここ数日定時市いち場ばの開かい催さい場所だ。特に艦首側は、欧おう州しゆうの町並みを空から見下ろせる場でもあり、ミリアムとしては、

　……懐なつかしいわね。

　そういう思いから、東に問いかけたのだった。

「一応、と言ったら変かもしれないけど、故こ郷きようなんでしょう？」

「うん、まあ、そうなるね。生せい家かとしての御ご所しよもあるし」

「聞いていい？」

　問うと、東がこちらと視線を合わせた。その表情を見れば少々の驚きがある。が、意い外がいは感じない。他人にはあまり関わらない。そういう方針だったのだ。だけど、

「──貴方あなたの事を知っておいた方が、不ふ都つ合ごうがないと、そう思ったの」

「合理的だね」

「合理的って、言葉の意味、知ってる？」

「どういう事？」

「言い訳わけ出来る、って事よ」

　言ってしまえるくらいには、もう、何度も外に二人で出ている。膝ひざの上の少女も、この武蔵むさし野のの市いち場ばも。今日きようはザクセンからの入荷があったのか、花が出ている。

　花を部屋に飾る趣しゆ味みはない。水みず遣やりが面めん倒どうで、土や枯かれ葉が落ちれば、花があった事よりも煩わずらわしさを感じる自分に嘆たん息そくするだろう。

　ただ、この辺り、東あずまはどうなのだろう。彼がその部分を代わってくれるなら、部屋に花はおけるのかもしれない。だけど、

「聞かせて」

「──あまり、面白くはないと思うよ？　大体、本ほん多だ君辺りには、もう話してるし」

「副ふく会長？　副ふく長ちよう？　──何でまた」

「両方。──御ご所しよへの突とつ入にゆうとか、強ごう引いんな介かい入にゆうの可能性もあるから、内部の構こう造ぞうについて話に行ったんだ。余よとしては、もっと役に立ちたかったけど」

　充分過ぎるわ、と自分は内ない心しんで小さく笑う。

　……変わったわねえ。

　昔だと、そんな事、自分からしないだろうし、それ以上を望まなかった筈はずだ。やはり身分というものがあってか、他人にされる事には慣れていても、自分から何をして良いかが判はん断だんしにくい。そんな彼だったのに、

「日々の生活は、人を変えるわねえ」

　自分が変えた、と言えないところが何となく悔くやしいし、己おのれの良くも悪くもあるところだろう。

　……もっと傲ごう慢まんだったらね。

　そうも思うが、ただ単に嫌いや味みなキャラになってる時があって、慎つつしむ。本来は地じ味みなのだ。だからいろいろ諦あきらめたり、身を引いた事もあって、だけど、

「東」

　今の自分の思いは、信じて良いだろう。

　訳わけも無くこちらの懐ふところに転がり込んできた、諦める事も身を引く事も出来ない彼。

「教えてくれる？」
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　そうだなあ、と東は市場の道を選んだ。今、武蔵むさしが回かい頭とうしているため、人々の動きが京きようを見ようと艦かん首しゆの方へと向かいつつあるのだ。だから混雑を避け、しかし雑談が続けられるような道を選択。この辺りは慣れというものだが、

「余は、京に、あまり執しゆう着ちやく無いんだ。最近、京が話題に出て、ちょっとそう思う」

「いきなりヘビーね……」

　そうかな、と思うのは、やはり執しゆう着ちやくが〝無い〟からだろう。そしてそれは、

「母はは上うえ、と言うべきかな。帝みかど様に、会った事がないんだ。何度か子供の頃ころ、せがんだり、試したり、乗り込んでいこうとして、諫いさめられたり止められたり、でね。

　この前、本ほん多だ君達が会ったって言う冷れい泉ぜいさんとか、よく捕つかまったなあ」

「あら、小さい頃は活発だったのね」

「いや、そんな風ふうに褒ほめられると今との差に落ち込むから」

「褒めてないわ」

　言ってから、ミリアムが、数秒思し案あんした。そして彼女は、視線を逸そらし、

「……フォローしたつもりが全くなって無かったわね」

「その気持ちだけでミリアムの努力を感じるから大だい丈じよう夫ぶだよ」

「私、どんな女だと思われてるのかしら」

「余よがしっかりしてれば、ミリアムの得点は上がるんでしょ？」

　会った当初に、そう聞いた。すると彼女が、はっとして振り向き、

「変な事、憶おぼえてるわね」

「変じゃないよ」

　だって、

「余がしっかりしてないと、ミリアムの点数が下がるんだから」

　ミリアムが頭を抱えたのは何故なぜだろう。やがて、彼女が俯うつむいたまま、左手でこちらを呼ぶ。何事かと思って顔を近づけると、

「私に点数を稼かせがせようってつもりはないの？」

「これは余の問題だから」

「余の問題で、何で私の点数が上がったり下がったりするの」

　問われ、意味を考えた。

　……あれ……？

　何となく、算さん術じゆつでこんなのを習った気がする。必要条件とか十じゆう分ぶん条件とか、そんな感じのアレだった気がするけど、余はレジ打ち得意だけど算術苦にが手てだよ。だけど、

「ミリアムの事は、余にとって、余の問題だと、そういう事なんだと思う」

「……もっとハッキリ言って」

「ミリアムの事が大だい事じだよ」

　言うと、彼女が顔を上げた。頰ほお赤く、髪かみは乱れて、人の流れのある市いち場ばの中で、

「馬ば鹿かね。……ホントに言うんだから」

　片手で、呼ばれる。だから顔を近づけると、

「馬鹿」

　頰に手を当てられ、唇くちびるを重ねられた。

　え？　と思うが、何をされてるかは解わかる。ただ、何も言えずに、思うのは、

　……しっかりしよう。

　周りの人に見えないようにするべきか。否いな、そうじゃない。

「────」

　ミリアムだけを見るようにした。

　すると彼女が目を閉じていたので、自分もそうして、手を彼女の頰ほおに添えて、支えた。

　ややあってから、彼女が[image: ]ついばみを終えるように唇くちびるを離したので、

「うん」

　大だい丈じよう夫ぶと、そういう意い思しを彼女に伝え、目を開ける。

　頰を赤くした彼女が、笑えみでこちらを見ていた。

「──私は私が大だい事じよ」

　そして、

「私は、私を大事にしてくれる人が好きよ。──東あずま」
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　ねえ、とミリアムは、東と視線を合わせず、ただ市いち場ばを移動しながら言った。

「京きように行きたいと、そう思わないの？」

[image: ]

「余よは、ここでいいよ」

　そう、と応じ、Ｊｕｄジヤツジ．、と頷うなずいた。

　何だか、一気に決まった気がした。未み熟じゆくで、子供の遊びの延長なのかもしれないが、

「あのね東あずま」

　言っておく。

「私のポークウって姓かばね、本当のものじゃないの」

「え？　……ポーク系けいっていうか、そういう牧ぼく場じようの出身とかじゃないの？」

　何もかも前言撤てつ回かいしてやろうかと一いつ瞬しゆん思ったのは、ある意味余よ裕ゆうの表れなのだと、そう思う事にした。だが、

「Nobodyという字を上下逆さにすると、そうなるの」

「何で？」

　察しが良い。こういうところが本当に、彼らしい。だから自分も素直に、

「私、結けつ構こう田舎いなかの出で、姓の無い地方っていうか、そういうの必要が無い程の田舎だったのよ。姓の代わりに、それこそ今、貴方あなたが言ったように、職業とか、地ち域いき名めいを出してしまえばそれで済むような、そんなところ」

　だけど、と言って、通路を曲がる。左手に見えるのはさっき夕食にいいかと思っていたハムの野や菜さい巻まきの売り場だ。まだ在ざい庫こはあると確かく認にんの上で、

「──でも、足の不自由な三女は、糸を紡つむぐくらいしか能がなくてね。だけどある時、町の方から、私の不自由を聞いたお偉えらいさんが、慈じ善ぜんの手をさしのべてくれたって訳わけ」

「それで、教きよう導どう院いんに？」

　彼の問いには頷うなずくしかない。

「学んだわ──。だって、何もかも、知らない事ばかりだったんだもの。そして私の頭の中、空からっぽみたいなものだったから、尚なお更さら、ね」

「余もそうだったらなあ……」

「嫌いや味みな東なんて、想そう像ぞうするだけで気持ち悪いわ」

「頭がいい、って、そういう意味だよ」

　あら有あり難がとう。だけど、ここからが面めん倒どうなのだ。

「スカウトが来たの。それも別の教導院から。──主しゆ催さいは、私に車くるま椅い子すとその時の立場をくれた偉い人でね。私は恩おんに報むくいるためにそこに行ったわ。そして──」

　ちょっと迷ったが、言った。

「軽く恋もして、こっぴどく振られたものよ」
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　言ってみた、というのがミリアムの感想だ。だが、

「……反応ないわね」

「いや、ミリアムも、そういうのがあるんだなあ、って」

　自分とこっちの関係の現状を理解してないのか、と思うが、他人は他人なのだろう。だったら、とこっちも安あん堵どして、肩をすくめる。

「向こうには、大だい事じな人がいてね。私とその子で、トップを争ったんだけど、何だかまあ、自分のしている事が、何のためか、ちょっと〝汚い〟って思っちゃって」

「ミリアム、真ま面じ目めだから」

「有あり難がとう」

　だけど、と自分は首を傾かしげる。

「私、譲ゆずったのかしら。それとも、負けたのかしら」

　そこが、解わからない。結果として、今、己おのれはここにいるが、

「東あずまは、どう思うかしら」

「何が？」

「ええ。……最後のテストの結果が出る前に、私は譲っちゃったの。そしてそこで、学校は解散。だから私は、テストの結果を知らないの」

　逃げたのだ。これでいいと、これが楽になれる答えだから何よりも優先とされると、そう思って信じて行動したが、だけど、

　……もう、昔の事ね。

　ここで東に、何か言って貰もらったら、それでよしとしようと、そう思うのは、依い存そんだろうか。それとも単なる面めん倒どくさがりだろうか。しかし、

「だからNobodyなの？」

　東が、問うて来た。

「〝誰だれもいない〟という概がい念ねんが〝いる〟。それがNobodyの意味だよね。だからミリアム、そういうつもりで、やってきたの？」

　問いは、しかし、明確な疑問に聞こえなかった。

　何故なぜなら、東が、僅わずかに眉まゆを立てて頷うなずいたからだ。今の問い全ては、彼が自分で理解し、納なつ得とくするための自じ問もん。ならば、彼が次に口を開いて伝えてくるのは、

「──後こう悔かいした？」

「……ええ、したわ。何であんな選択、したんだろう、って」

「じゃあ余よは、ミリアムのNobodyに感かん謝しやするよ」

　だって、

「余は、ミリアムがかつて大事にして欲しかった分も含め、今、全部そうしていいんだから」

　だから、と彼は言った。辺りを見回し、

「夕食、どうしようか」

「昼の分だってまだ買ってないわよ？　授業始まってるのに、皆が京きよう行くからサボってここに来てるのに」

　ああ、もう。

「東あずま」

　言う。これから、世の中がどう動き、自分達がどうなっていくかは解わからないが、

「私を忘れないで、追ってきてね」







[image: 第八十一章『空上の告白者』]
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　時じ刻こくは四時を過ぎた。

　武蔵むさしの下を通過するのは、何処どことなく妙みようなものだな、と正まさ純ずみは思った。

　京きようへ行く自分達の船は、その視し界かいの上に武蔵の艦かん底ていを。正面には京の街を収めている。

　今、こちらの輸ゆ送そう艦かんは、改派プロテスタントザクセンの郊こう外がいを通過し、P.A.Odaとの国こつ境きようを越えていく。

　夕ゆう刻こくに差し掛かる。そんな時間帯だ。空の色が、やや黄色く、しかし脱だつ色しよくしたようで、

　……下にいた間に、随ずい分ぶんと日が傾くのが早くなったんだな……。

　甲かん板ぱんに出ていると、ここ一週間の変化を感じる。

　何よりも風が変わったと、そう思えるのは、自分が武蔵の住人だからだろうか。

　頭ず上じよう、武蔵は京方面へ回かい頭とうした状態だ。自分達は武蔵に合ごう流りゆうせず、そのまま京へと向かう。これは時間の関係もあるが、武蔵から出る事で相手を警けい戒かいさせたくないという面もある。

　何しろ、向こうからもこちらは丸見えだ。監かん視しは為なされているだろう。

　だからそのまま、輸送艦一いつ隻せきで行く。

　頭上、武蔵の上部では、戦せん士し団だん達を乗せた輸送艦群が待たい機きをしている。何かあった場合、武蔵と共にこちらの救助に向かうという、そんな塩あん梅ばいだ。

　もし、今日きようが本ほん能のう寺じの変へんの決行日だとしても、準備は万ばん端たん。

　自分達は、落ち着いて京に向かえば良い。ただ、気になる事は、

・副会長：『大おお久く保ぼ、京の方から連れん絡らくは来ているか？』

・長安定：『五時にお待ちしてますと、それだけやで』

　人数も、人員の指定も何も無い。

　……総そう勢ぜいで行ったら、嫌いやがらせかなあ。

　P.A.Odaや羽は柴しば勢に嫌がらせをすると決めているが、ここで明あけ智ち・光みつ秀ひでに一度ブチかますというのは、何処まで有りなのだろうか。

　キレられて何もかも反ほ故ごにされると面めん倒どうだよな、と思うが、

「──副ふく会長」

　こちらの背後、控えていろいろ準備したり、駄だ弁べっていた皆の中、立たち花ばな嫁よめが手を上げた。

　彼女は、潜せん伏ぷく中ちゆうに修しゆう理りや整備が終わっていた自分の大たい砲ほうを全て外に出し、諸しよ処しよの駆く動どうを確かく認にんしながら、

「京の北側、陸りく港みなとに三征西班牙トレス・エスパニアの艦があります」

「野球部と陸上部の全国大会の帰りだろう」

　ノリキが応じる。彼は表示枠サインフレームで、トーナメント表を出しながら、

「野球部がベスト４まで到とう達たつした。俺おれも神啓レデイオで追っていてな。最後、反はん則そくが五秒取られてなければ延長続行だったろうに、あれは審しん判ぱんが厳きびしい」

「それは野球か……？」

「まあ他もやってるからな。──俺おれは結局こっちに付き合ったが、バルデス兄から招しよう待たいが来ていたので、弟や妹達が氏うじ直なおと一いつ緒しよに行ってたそうだ」

　あれ？　と、魔ま女じよ服ふくに装そう飾しよくを付けていたナイトが首を傾かしげた。

「ノリリン、嫁よめは？」

「ああ、氏直なら関かん東とうに戻った時から一緒に住んでるぞ。向かいの四よ畳じよう空あいたから」

　彼の言葉に、皆が顔を見合わせた。両腕うでがエア呼び子を吹きながら全員を二列に並べ、その上で、さん、はい、と指し揮き棒ぼうを振り上げ、

「──早く言えよ!!」
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・●　画：『描き損ねたじゃない！　損そん害がい賠ばい償しようを要求するわ！　絶対よ！』

・副会長：『というか氏直の方も北ほう条じよう関係まだ終わってなかったと思うのにこっち来てたのか!?　ちょっと国際問題起きたら大おお久く保ぼるぞ!?』

・長安定：『動どう詞しにすんなやあ──!!』

・あさま：『あ？　あれ？　でもうちの入国関係とか、そこら一切引っかかってませんよ？』

・労働者：『ああ、ボディ完全換かん装そうだし、襲しゆう名めい解除もしてるからな。北条も滅めつ亡ぼう処しよ理り？　だとか何とかで、一いつ般ぱん人じんだ。見た目も違うから、一いつ見けん解わからないと思うぞ。というか、この前の有あり明あけのエロ本ほん祭まつり、氏直がうちの行ぎよう列れつに並んでたの見なかったのか』

・金マル：『ガっちゃん、ガっちゃん、床そんな殴なぐると手おかしくするって。あと、バラやんに〝アンタが話しかけるからよ〟とか無む茶ちや言わない』

・俺　　：『つーかノリキ、オメエ、嫁といる時間もうちょっと増やせよ』

・労働者：『ははは、氏直といる時間はこれから一生だ。だが、三年生の夏休みや今の時期は、今しかないだろう。──氏直も入学すれば良かったんだが、北条の民たみの手前もあるんだろうな。もう充分ですと言うなら、代わりに俺が楽しんで話を聞かせてやるだけだ』

・貧従士：『……ノリキさん史上、最長の長文じゃないですかねコレ』

・ばけつ：『…………』

・金マル：『おおう、ペーやんも頷うなずいてるよ……！』
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　正まさ純ずみは、ノリキの言葉に一ひと息いきを吐いた。いろいろと思う事はあるが、

「……まあ、そういう〝訳わけあり〟を受け入れるのも、武蔵むさしの強みだな」

　ただ、最近のノリキが気持ち悪いくらいにキャラが変わっている理由が、今の言葉から何となく察せられた。後こう悔かいや、憂うれいがないようにと、氏直がそういう事を言ったのだろう。

　何しろ手て間まを掛けさせた相手だ。

　国の滅めつ亡ぼうを看み取とる最後の当とう主しゆとして、解散業務を行い、終わった。だが、理り屈くつや仕事では終わったが、残されたり、移住する民たみにとっては、氏うじ直なおという存在は、死にでもしない限りは消えないものだ。

　武蔵むさしへとやってきた者達もいるだろう。

　そんな人々に対し、〝氏直〟が続いていてはいけない。何もかも新しくするために、見本となるように、姿すがたを変え、生活を変え、自分は政治などにもう関わらないと示す。

　とはいえ、そんな判はん断だんの何もかもが、彼女の望んでいる事かどうかは解わからない。

　だからノリキは、全力で残りの学生生活を楽しむ。

　それを羨うらやむ妻つまではないという事か。つまり、

「……負ふ担たんになるのは、もう良いだろうと、そういう事か」

「よく笑うようになったらしいぞ。……俺おれも、北ほう条じようでの事は余り知らないが、本人がそう言っている」

　向こうでナルゼが、描きかけていた何かを慌あわてて描き直し始めていたが、追つい及きゆうしない事とする。というかお前、これから京での準備はしないでいいのか。

　だが、ノリキが、馬ば鹿かや、クロスユナイトや、ウルキアガの方に視線を向けた。

「──俺も、お前らと変わらないな」

「オメエは考え込み過ぎなんだよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、考えても結論は出なかったしな。結局、動いて答えが出た」

　そうしたら、

「もういいだろうと、そう思ったよ」

「では、これから、どうするので御ご座ざるか、ノリキ殿どの」

　ああ、とノリキが頷うなずいた。彼は笑えみで、

「武蔵でやっていくのもいいが、もう妹達も弟達も自分達で稼かせげるようになってる。だったら卒業後は、下に降りて、氏直の話を聞くのもいいだろうと思ってる。そしてそれが終わったら、また考えるさ」

「だったら正まさ純ずみ、貴き様さまのこれからの仕事が大だい事じだな」

　ウルキアガの言葉に、こちらは首を下に振るしかない。

「極きよく東とうの立場を、各かつ国こくと同等にしておかねば、ノリキの下での生活は大変か」

「苦労には慣れているが、楽になるならそれには逆らわないぞ」

　笑って言われると、コイツも変わったなあ、と思う。だが、ここにいるという事は、やはり要事には戦う準備もあるのだ。

　……ホント、総合力だな、うちは。

　そう思っていると、ノリキが問うて来た。

「それより、皆、京きようなんかに関する用意は出来ているのか？」

　笑えみで言われると未いまだに違い和わ感かんあるのは、私の性格が悪いんだろうか。
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　ノリキの問いに、ナルゼはまず自分達から見直した。

　魔ま女じよ服ふくは、とりあえず個別で装境喚Verwandlungを行い、今は装そう飾しよくをつけている。京での会議に、護ご衛えいとして参加する可能性もあるからだ。

　……私達の機き動どう力りよくなら、正まさ純ずみとかを乗せて武蔵むさしまで戻れるもんね。

　最悪の事じ態たいでも、総そう長ちようとホライゾン、正純は救う。この三人がいれば、全体の士気は保てるだろう。それに対し、士気を下げる連れん中ちゆうだとどうだろうか。

「な、何だいナルゼ君！　僕の新作を読んでみたいのかい!?」

「いや、ナルゼ君！　小しよう生せいをそう見つめたところでババアには靡なびきませんよ！」

　優先順位は後にしようと、心しん底そこそう思った。だが、成なる実みもウルキアガも、自分達の装そう備びの調ちよう整せいは既すでに終え、東あずまから得た御ご所しよや周辺の概がい要よう図ずから読み取れる要所を検けん分ぶんに入っている。これは立たち花ばな夫ふ妻さいや、二ふた代よなども一いつ緒しよで、戦せん術じゆつ補ほ助じよとしてアデーレが、地形の詳しよう細さいとしては鈴すずが点てん蔵ぞうの持ってきた情報をベースに、それを精せい密みつ模も造ぞう化かしている。

　……なあんだ。

「いつも通りと言えば、いつも通りね」

　言った瞬しゆん間かんだ。東の方から、赤い色が空に昇った。

　夕ゆう刻こく。傾いた陽よう光こうは黄色の色から赤の色に変わろうとしているが、その中で尚なお明確に見える赤の色は、

「──火!?」
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〝武蔵むさし野の〟は、武蔵むさし全ぜん艦かんの視覚素そ子しから、それを確かく認にんした。

　京の都みやこ、その中央付近から、火が昇ったのだ。

　急ぎ、鈴へと確認を依頼しようかと思ったが、何よりも先に第一特とく務むから報告が来た。

『暴ぼう動どうの生じている可能性が、有りで御ご座ざる！』

　彼の言葉の間に、京の南や、西などでも火が上がり、黒の煙を生じていく。単なる爆ばく発はつではなく、一気に上へと伸びていく煙は、延えん焼しようによるものだ。ならばあれは、

『──京が何らかの勢せい力りよくに攻こう撃げきを受けています！　──以上！』

　通つう神しんに対して声をあげた。その瞬間だった。

　通神。武蔵野艦かん橋きようの中央表示枠サインフレームに、人ひと影かげが映った。

　逆光だった。

　ターバンを目ま深ぶかに被かぶった、瘦そう軀くの男。彼は、

「明あけ智ち・光みつ秀ひで……！　──以上」
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　人狼女王レーネ・デ・ガルウは、片付けを終え、御お菓か子しの家を退出しようとしたところだった。

　そこに、Mouri-01からの緊きん急きゆう通つう神しんが来たのだ。

　旧派カトリツク表示枠シーニヤカドルの中に映っているのは、瘦軀の男だ。知らない人だった。だが、

　……この人……。

　背景が夕ゆう刻こくの逆光だからだろうか。シルエットが抜けるように切れた姿すがたは、ひどく他と隔かく絶ぜつしているように自分には見えた。まるで、かつての自分のようだと。

　そして彼が言葉を作った。

『こんにちは。──否いな、こんばんは、かな。そろそろ』

　頭を下げ、

『P.A.Odaの明智・光秀といいます。──あ、皆、有あり明あけの土産みやげは届いたかな？』
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　光秀は、肩から力を抜いた。

　各地、表示枠インシヤ・コトブで皆がこちらを見ている。誰だれもが、長い間に、会っては言葉を交わし、見かけては挨あい拶さつを交わした中だ。だから、

「柴しば田た君、戻って来たんだね」

『おう。いろいろ考える事あったのと、肩も調子よくなったからな』

「相変わらずだなあ。──私は、君のようであれたらなあ、と、たまに思う事があったよ」

『俺おれぁスゲえからしょうがねえだろ』

　だけどよ、と彼は言った。

『俺はまだ、貴き様さまみてえな大おお舞ぶ台たいには立ってねえんだ』

「有あり難がとう」

　笑えみが漏もれる。だからこのままに、

「丹に羽わ君」

　画面の中、何処どこか艦かん内ないの食堂にいるらしい丹羽が、こちらを見ている。

　彼女は無言だ。だから、

「いろいろ頼むよ」

『Shaja、……明智さんには、これまで、いろいろ押しつけてきましたからね。正直、都つ合ごうが良過ぎたのは謝ります』

「女の人に謝られると、困るよ私は。以前もそれで失敗してるんだ」

『初耳ですね』

　そう言って、彼女が笑った。ああ、いい顔するなあ。変な本送って御ご免めんなさい。ホント御免なさい。一回読んで作者のサイトに感想書いた。「ホンモノもこうだといいですよね」。多分丹に羽わ君、後で部ぶ下かの人達に「あれがなければ」とか言ってる。絶対。

　……でも、義務だからね……！

「前まえ田だ君はいるかい」

『あ、ハイ、いますよ。ナっちゃん山やま籠ごもりなのでいませんから、代わりに聞いておきます』

「──君には苦労掛けるね」

『えーと、じゃあ、……あの、霊れい体たいになりませんか？　手伝いますよ？』

　本気だろうなあ、とは思う。だけど、

「大だい丈じよう夫ぶだよ」

　何故なぜなら、

「望んだところに、これから行くんだ」

『じゃあ、──うん。任せて下さい。ナっちゃんにも、そう言っておきます。ナっちゃん、明あけ智ち先せん輩ぱいの事、いろいろ言ってましたけど、アレ、意い識しきしてない人については何も言わないタイプなので。理解出来ないけどスゲー文ぶん系けい、くらいだったと思いますよ』

「私にとっての彼は、凄すごく解わかり易やすい体育会系けいだったなあ」

『そう言うと、喜ぶと思います』

　じゃあ、と軽く会え釈しやくした。

　……滝たき川がわ君は、いないのか。

　豪ごう快かいなくせに、周りをよく見ている人だったなあ、と思う。彼女が抜けたら、賤しずヶ岳たけの戦いはどうするんだろう。まあ、自分が気にする事ではないけど。

「佐さ久く間ま君」

『はいはいはい？　いいんですか？』

「いいも何も、君はこれから幾いくつもの場所で、大だい事じな役を負うんだよ」

　そうですね、と笑う背の低い少女は、両腕うでを義ぎ腕わんにした姿すがただ。

　ノヴゴロドでやられ、関かん東とう解放も持ち場的に見ているしか無かった。だから、頼むとは言えない。代わりに言うなら、

「やってやれるよね〝引き佐久間〟」

「はいはいはい、やり切りますよ、〝引き佐久間〟が」

　良い返答だ。そして、

「羽は柴しば君」

『──何故ですか』

　いきなり、問いが来た。それは、

『何故なぜ、予定外に、こんな事を始めたんですか、明あけ智ち様！』
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　竹たけ中なかは、安あ土づちの食堂で、羽は柴しばが声をあげるのを聞いた。

　……しまったあ──。

　いきなりの展開だが、羽柴の対応など、結けつ構こうな衆しゆう人じんに見られているのがマズい。だが、

・きめえ：『どういう事？　今日きようの予定は──』

・黒　竹：『破は綻たんはしません。ただ、明智さんの動きが想そう定てい外がいです』

・ＡｎＧ：『うん、聞いてたのと全く違うんだけど、どーすんの？　どーなんの？』

　安治アンジーの疑問に押し出されるように、羽柴が問う。

『何故ですか、明智様。──何故、内だい裏りを襲しゆう撃げきし、暴あばく必要があるんですか！』
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　羽柴の疑問に、明智は頷うなずいた。

「機き会かいなんです。後こう悔かいが晴れた今だけの」

　言葉を放つだけで、心が震える。

　解けていく。ずっと、自分を縛しばっていた戒かい律りつ。これをしてはならないという禁止と、なぜならば、という理由が、己おのれの中で消えていく。

「カルロスも、ヘンリーも、ウィレム君も、果たして先生も、気付いていたのかな。それとも、先生は、期待をしていたのかな」

　だったら、と思う。

「皆の中で、私は唯ゆい一いつ、先生の予想を超える」

『それは──』

「既すでにこの世界の一部は、先生の予想を超え、場合によっては破は滅めつに向かっているのかもしれない。そして君達は止めようとするのかもしれない。だったら──」

　ああ、と自分は思った。

　かつて、三み河かわが崩くずれた時、通神帯ネツトで聞いた言葉があったのだ。世界の命めい運うんを預けるならば、あれと同じ事を、自分は言おう。先は解わからず、無責任だが、いいじゃないか。今まで、責任があると思い込んできたのだから。だから、

「──誰だれが一番強いのか、やってみようよ」
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　さあ、と明智が右手を挙げた。

　正まさ純ずみの視線の先、画面が動いて、そこに一人の自じ動どう人形が現れる。

『今晩は、京きようの御ご所しよ、内だい裏りを管理しております冷れい泉ぜいと申もうします。──現状、明あけ智ち様が反はん乱らんを起こし、御所と内裏の破は壊かいのため、私共を使って京を制圧、最終目的として──』

　何がこれから行われるのか、彼女が言った。

『──帝みかどへの公開謁えつ見けんを画かく策さくしております』
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　冷泉は、己おのれの枷かせを外しつつあった。

　自じ動どう人形として、今、自分の主人は明智としている。

　だが、己の存在、作られた意味は、内裏と御所の管理と守しゆ護ごだ。

　明智の行動は、己の存在意い義ぎと矛む盾じゆんする。しかし主人が命令したならば、

　……僅わずかな時間だと判はん断だん出来ます。

　今、己の中で、矛盾が渦うず巻まいている。これは、明智が命令を重ねれば重ねる程、彼の方に傾いていくだろう。だからまだ、判断の針が振れている内に、言っておかねばならない。

『御所、内裏は、緊きん急きゆう事じ態たいとして外部の力を借りたいと判断します』

　自分達が、これから御所を空あけ、自じ律りつ系けいの防ぼう御ぎよ機き構こうを破壊し、内部へと突とつ入にゆうするというのに、

『──武蔵むさし勢ぜい。明智様がお呼びです。これから私達を止め、御所と内裏を護まもって下さい』

　無む茶ちや苦く茶ちやな要求だ。

　だが、今から己は、そっちへ向かう。ゆえに手を広げ、

『こちらには手て勢ぜいの傭よう兵へいがいます。──お気を付けを』
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　誾ぎんはそれを見た。

　冷泉が示す背後。今や煙と陽かげ炎ろうが揺らめき始めた空に、逆光の影が立つ。あれは、

「……三征西班牙トレス・エスパニア!?」

　野球部と、陸上部。

　隆たか包かねと房フサ栄エに、バルデス兄妹に、

「フアナ様……！」

　夏服姿すがたのフアナが立っている。それも右の手に巨きよ大だいな剣を下げて、だ。

　あれが何か、自分達は解わかっている。ならば、

「行かねばなりませんね」

　宗むね茂しげの言葉に、誾は頷うなずいた。視線の先、逆光に揺らぐフアナが持っているのは、

「大罪武装ロイズモイ・オプロ、〝嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシ〟です……！」
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『時間を決めよう』

　と、明あけ智ちは右の指を鳴らした。

『冷れい泉ぜい君の計算だと、四十二分程で、冷泉君達でも制せい御ぎよ出来ない内部の防ぼう御ぎよ機き構こうを破は壊かいして、私達は内部に突とつ入にゆうします。そして──』

　自分の背後、甲かん板ぱんが開き、一つの造ぞう形けいが下からせり出してきた。直ちよつ径けい二メートル程。全長は三メートル程の、金きん属ぞくで出来た円えん筒とう形けいの仕掛けは、

『竜りゆう脈みやく炉ろです。──私なりに、ちょっとコンパクトにしてみました。とりあえず京きようの流りゆう体たいを搔かき集めてみましたから、そこそこ行ける筈はずです。コレを何に使うかと言うと、まあ、内だい裏りとかアレなので、各かつ国こくの介かい入にゆうなど無いように、消した方がいいですよね。

　極きよく東とうにとって大だい事じなものだから、それを壊こわしたり暴あばくんですけど、他国に触れさせるのも何かな、と思う訳わけで』

『明智様……、長いです』

『ああ、御ご免めん御免。四十二分が伸びちゃうね』

　と、そこまで、言った時だ。通つう神しんから声が来た。

『明智公こう……！』

　横の冷泉が、表示枠サインフレームに〝武蔵むさし勢ぜいです〟と書いて見せてくれる。危ない。誰だれからかと思ってちょっとキョドってしまった。だが、誰かは解ったので、

『何だい、武蔵副ふく会長君』

『そこに行けば、私達は、何を話し合える』

『簡単です』

　胸の奥、支つかえていたものがある。それを今、解くつもりで、

『私が先生達を越える事。私も解らない、無責任をこの世界全てに押しつける。そんな話を、君達にしましょう』

　……そうだなあ。

　自分は、憧あこがれていた存在がある。それは、制度や職業ではなく、

　……先生。

　人を教え、莫ばく大だいな危き機きや、悩みから救おうとする存在。

『では』

　やはり、こう言ってしまう。

『これから授業を始めましょう』
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「馬ば鹿かが……！　一体どういう事や！」

　武蔵むさし上、警けい戒かい状態を知らせる第二レベルの警けい報ほうが、半はん鐘しようで鳴り始める。

　その音と、人々の動きを周囲に、大おお久く保ぼは校舎前の階段を駆かけ上っていた。

　……くっそ！

　身しん体たい強化を入れているが、想そう像ぞう通りの速度で走れはしない。小お田だ原わら征せい伐ばつと関かん東とう解放のあと、体力トレーニングを自分に課そうと思っていたが、予想以上に里さと見みの政せい経けいを振り回すのが楽しくてつまりタルんでましたすんまへんな……！　だが、

・長安定：『加か納のう君！　酒さか井い学がく長ちようとヨシナオ教きよう頭とうに許可を取って、代表委員長権けん限げんで戦せん士し団だんの投入が出来るようにしたってや！　こっちは生徒会居きよ室しつを開ける！』

　各委員長を招しよう集しゆうし、万ばん事じに対応出来るようにしなければならない。

　……三み河かわや。

　三河のような事。有ゆう事じに対し、武蔵が何も出来ないという事が、再びあってはならない。そのために対応訓くん練れんはしてきたし、実戦も積んできたのだ。

・ＣＡＮ：『御お嬢じよう様さま、戦士団の準備権限まではクリア出来ると判はん断だん出来ます。投入の権限は、総そう長ちよう、副ふく長ちよう、副ふく会長が通つう神しん可能であるため、難しいかと』

・長安定：『せやったら準備や。ほら、──音、聞こえるやろ!?』

　遠く、東の方角。夕となる日の当たる方角から、高い音が聞こえてくる。あれは、

「三征西班牙トレス・エスパニアの輸ゆ送そう艦かんと武ぶ神しんが、副会長の輸送艦に攻こう撃げきを仕掛けるで……！」
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　最初に飛んだのは、砲ほう弾だんだった。

　術じゆつ式しきによる硬こう化かと加か速そくを注つぎ込んだのは、鋼こう鉄てつの球たまだ。

「三征西班牙野球部、多段加速式投球砲ほう撃げき……！」

　三人が二十メートル程離れて一直線に並び、一番後ろの者が、まず全力で前の者へと投球する。続く二人目は、それを受け取らず、ノートラップの全力で投球スイング。

　明らかな空から振ぶりに、しかしタイミングが合がつ致ちして、後ろから来た球が乗る。

　加速する。それを今度は、前の相手に繫つなげ、

「術式強化……！」

　三人分の強化術式による投球は、段階的にその加速強度を上げて行くものだ。砲ほう弾だんに込められた術式加速もあれば、

「有効射しや程てい八キロ……！　京きようの北から西なら、とりあえず届くぜ！」

「Ｔｅｓテスタメント．！　我ら部活戦士団、他国へ入る際、武ぶ装そうを持ち込まぬが、しかし我らにとっては部活こそが戦せん闘とうの技術！」

　鉄てつ球きゆうも、身しん体たい強化系けいの加か速そく術じゆつ式しきも、普通に競技やトレーニングで使うものだ。だが、

「悪く思うな！　武蔵むさし勢ぜい……！」

　ああ、と投球を重ねる者達が声をあげた。

「今回の傭よう兵へい仕事、──三征西班牙トレス・エスパニアの安あん堵どが掛かっている！」

　本国に対する羽は柴しば勢ぜいの事だ。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズが羽柴の侵しん攻こうを巴パ里リにて防ぎ、講こう和わに入った事は、三征西班牙にとって一つのニュースになった。

　何故なぜなら、羽柴勢による西せい征せいにおいて、未いまだ手つかずにされているのは、三征西班牙だけとなったからだ。

　九きゆう州しゆうは平定されているし、四し国こくはまだ経済などが発達していない。侵攻し、権けん益えきを得るとしたならば、アルマダで敗はい北ぼくした直後の三征西班牙は立て直し中で、無防備に近いのだ。

　ゆえにここで傭兵だ。

　聖せい譜ふ記き述じゆつによれば、カルロス一いつ世せいの時代、西班牙スペインと独逸ドイツの王権を得た彼によって、両国は兄弟国となった。それは後も続き、伸長する仏蘭西フランスや、暗あん躍やくする伊イ太タ利リ亜アに対し、両国は挟きよう撃げきするような動きをとって牽けん制せいを行い、助け合ったのだ。

　そんな協きよう働どうは、カルロス一世の没ぼつ後ごも続き、三十年戦せん争そうでは、旧派カトリツクについている。ならば、

「やってやるさ」

　三征西班牙は、M.H.R.R.神聖ローマ帝国旧派の敵ではない。それを示すには、どうするか。

「すまんな」

　武蔵を止める。

　無む論ろん、今の状況は、羽柴が望んでいないものだろう。だが、P.A.Odaとの協働ではあるし、今、明あけ智ちを守れるのは、彼ら自身と、彼に雇やとわれた自分達だけなのだ。

　それらの意味をもって、今後、羽柴が三征西班牙に侵攻しようとした時は、交こう渉しように入る。上手うまく行かないとしても、

「ヴェストファーレンで、何とか上手く立ち回るさ。うちの総そう長ちようとフアナ様が！」

　投じた。

　剛ごう速球は飛び、そして背後からは、

「行くか……！」

　傭兵業が決まったのは、有あり明あけの行ぎよう事じ直後。その後から部品を運び込み、先夜に組み上げと試起き動どうが叶かなったのは、局地展開性を重視した航こう空くう型がたの中型武ぶ神しん〝騎鷲カバレイロ・アゾウル〟だ。猛鷲エル・アゾウルが装そう備び変へん更こうなどでオールラウンドに戦える安定型高出力機だとするならば、こちらは、

『加か速そく重視の空中格かく闘とう用ようだぜ……！』

　砲ほう弾だんを追うように、三機の武神が飛んだ。そして彼らの行く先で、

「お」

　武蔵むさしの輸ゆ送そう艦かんが、旋せん回かいしながら上昇を掛けていく。動く事を止めないという、そんな選択は、武ぶ神しんまでが出場する戦せん場じようでは確かなものだ。

「やっぱ武蔵は航こう空くう戦せんのノウハウ強えな……！」

　言葉に重なるように、光が輸送艦の周囲で炸さく裂れつした。

　こちらの投じた砲ほう弾だんの群。その先せん端たんが、輸送艦の展開した防ぼう護ご障しよう壁へきに砕くだかれたのだ。

　距きよ離り八キロ。着ちやく弾だんの音はまだ届かない。観かん測そく役のマネージャーが言うには、

「敵てき被ひ弾だん、三……！　防護障壁の密みつ度ど展開を図ず示しします！」

　うわあ、とか、頼むわ、という声が交こう錯さくした。だが、その時にはもう皆が次の投球フォームに入っており、

「──次は当てるぜ!!」

　交戦が、一方的に開始された。







[image: 第八十二章『艦間の届け者』]
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　輸ゆ送そう艦かん上は、慌あわただしい動きと判はん断だんに満ちていた。まずは馬ば鹿かが狼狽うろたえ、ホライゾンがビンタし、浅あさ間まがハイハイと宥なだめた上でミトツダイラが護まもりにつく。その一方で正まさ純ずみが、

「向むか井い！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　う、動いてる、よ……！」

　甲かん板ぱん上じよう、アデーレによって支えられた鈴すずが、宙ちゆうに模も造ぞうを描いている。

　作るより、描く。武蔵むさし側の造ぞう形けい制御情報プログラムが高速性を叶かなえるために、〝感情〟を渡したのだ。

　方法は単純だ。鈴の手指による筆ひつ跡せきと、その指し運うんと力に応じ、模造用流りゆう体たいのマテリアル量が導き出される。彼女はそれを、形作るのではなく、宙にぶつけるようにして〝描えがく〟。勢いと印いん象しよう任せの創そう作さくだ。しかし彼女達が作ってきたライブラリがその絵を立体に置き換え、

「で、出来た……！」

　自分達がいる艦と、敵の艦かん群ぐんを結ぶ京きようの模造。概がい要よう的ではあるが、敵てき艦かん三艦を含んだ直線距きよ離り八キロの構こう図ずが、今まで以上の速さでそこに作られたのだ。
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　……間に、合った……！

　鈴は、狼狽えていない自分を、ちょっと褒ほめた。ちょっと前までだったら、初めの一仕事をしたところで、少し戸と惑まどうなりビックリするなりしていたのだ。何しろ、するべきが終わればこれからどうしていいのかと、解わからなくなってしまうのだから。だけど、今は落ち着いて、

・武蔵野：『向井様、こちら武蔵むさし野の艦かん橋きようです。鈴様が作りました模造情報と艦橋内の管かん制せいシステムを同期。投とう影えい機き能のうがあれば、鈴様のハードポイントパーツの内、フォートレスパーツとなる腰部──省しよう略りやくします──つまり全て確実です。──以上』

・ベ　ル：『う、うん、確実って、大だい事じだよ、ね』

　つまりこの模造に、武蔵野艦橋からの補助が入ると言う事だろう。

　気付いてみれば、既すでに模造の中、敵の艦群は自動で動き、武ぶ神しんの姿すがたも接近しつつある。

・ベ　ル：『三十秒後、で、出来る？』

・武蔵野：『可能です。現在のものをゴーストとします。──以上』

〝武蔵野〟の言葉通り、関かん東とう解放時に用いた未来予測が、造形の動きと軌き跡せきになって現れる。それは、

　……武神、近い……！

　輸送艦を動かすべきか。しかし、

「ま、正純！　──御ご所しよ、そ、そこ!?」

　模造の地図上、京南側の陸りく港みなとはもう使用出来ないだろう。御所の場所は、

「そこだ！　向むか井い！」

「え？　ど、何処どこ？」

　口で言われても解わからない。指し示じして貰もらわないと。それが解ったのか正まさ純ずみは、

「ええーと……」

　御ご免めん、ちょっと模も造ぞう大き過ぎたかも。艦かん橋きよう内ないのつもりでやっちゃったから四よ畳じようくらいある。

「セージュン君、早くしてくださあああああい」

「う、うるさいな！　向井、これ、触っても壊こわれないか!?」

「う、うん、突き抜けるだけ」

　いきなり模造の下から、脚あしと、下から右腕うでに肩を摑つかんで持ち上げられた左腕が突き出した。喜き美みの脚と、ホライゾンの左腕だ。二人は模造を水面にシンクロナイズして、くるりと回った上で、喜美の踵かかとが京きようの中央やや東側のスペースをヒールで叩たたく。

「ここよ鈴──！」

　場所は解ったけど、恐る恐る模造に入ろうとしていた正純をどうしたらいいんだろう。

「ハイ、セージュン君遅過ぎでええええす」

「う、うるさいな！　慎しん重ちようって言え慎重って！」

「砲ほう撃げき来てますよ二人とも!!」

　浅あさ間まの声と共に、数十発の炸さく裂れつが、耳の奥を揺らす。

　防ぼう護ご障しよう壁へきは働いている。だが被ひ弾だんは二発と、すぐ解るが、

　……しっかりしないと。

　思いながら、艦の模造を動かす。三十秒の先を参考に、一気に。
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　浅間は、防護障壁の操そう作さを担当していた。

　照しよう準じゆん術じゆつ式しきを逆順で用いて、相手の狙ねらいを精せい査さする。そして艦の防護障壁展開設定に、その情報を流し、確実な手配とするのだ。だが、

　……障壁の数が足りませんよ……！

　相手の砲ほう弾だんに対し、障壁の展開限界数が微び妙みように足りていない。とはいえ数を多くしようとすると、一枚当たりの強度が減る。一応、既すでに傾斜を付けて衝しよう撃げきを軟なん化かしているのだが、

　……ええと、こういう場合、どうしたら……！

　と、不ふ意いにスカートの裾すそを小さく引かれた。

　え？　と思って下を見ると、両腕が弓ゆみを二本掲かかげている。
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　三征西班牙トレス・エスパニアの攻こう撃げき用よう輸ゆ送そう艦かん、三艦の内、一番東の一艦が、いきなりその艦かん尾びを破は裂れつさせた。

　あまりにも唐とう突とつで、更さらには勢い良い流りゆう体たい光こうの破は砕さいを生んだので、誰だれもが一いつ瞬しゆん、事故が生じたのだと思った。艦かん尾び側の加か速そく系けいが、爆ばく発はつしたのだと。

　だが、違った。最初に反応したのは、三み河かわ争そう乱らんに参加していた者達で、

「い、今の流体光、武蔵むさしの対たい艦かん巫み女こだ……！」

「くそ！　三河でもしてやられたのを忘れてた！」

「いや待て、今回、発はつ射しやシークエンスが確かく認にん出来なかったぞ！」

「つーか艦が不安定になるぞ！　退たい艦かんしろ！」

　わああ、と皆が陰になる側から宙ちゆうに飛び出していく。既すでに艦は艦尾出力を失い、仰のけ反ぞるように後部下へと宙ちゆうをスリップしていくのだ。

「退艦──！　艦かん首しゆ側の連れん中ちゆうは二番艦に拾って貰もらえ!!　移動しながら砲ほう撃げきは続行しろ！」

　あとは、

「武ぶ神しん隊たい、突っかけろ……！」
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　いやはや、と浅間は額ひたいの汗あせを拭ぬぐった。

　駕か籠ご手てと梅うめ椿つばきを持ち込んではいたが、巫女服ではなかったため、流石さすがにサイドのバインダースカートとテールバインダーの接続が出来なかった。

　よって方位的な身体からだの固定と照しよう準じゆん補助を衣い装しよう側に任せられず、そこは術じゆつ式しきで強ごう引いんに稼かせぐ事にしたのだが、

　……逆に、照準シークエンスが短く済んで幸いでした……！

　相手側に気付かれれば、防ぼう護ご障しよう壁へきを多重に組まれる恐れがある。何しろ三河やアルマダの海かい戦せんで叩たたき込んだ相手なのだ。術式で強化出来ればいいが、今は専用装そう備びではない夏服姿すがただ。

　追つい尾びは流体検けん知ちのみとして、高速化させたのが正解だった。矢は相手の加か速そく器きを食い、一艦の挙きよ動どうを完全に奪うばって沈めつつある。ならば、

「危なかったですね……。これで、相手の砲撃数が少なくなるので、被ひ弾だんはかなり減ると思います。やっぱり、防ぼう御ぎよが大だい事じですからね」

「アサマチ、……今の、防御じゃなくて攻こう撃げきなんじゃ……」

「な、何言ってるんですかナイト、攻撃は最大の防御ですよーう？」

　言った先、ナルゼがナイトに耳打ちする。

「アレ、最大の攻撃が防御になるって事かしら」

「あれあれ、攻撃に拘こだわってません、か……」

　だが、防御は随ずい分ぶんと負ふ担たんが減った筈はずだ。被弾した相手の艦が、何とか姿勢を制せい御ぎよして着ちやく地ちに入る一方で、甲かん板ぱんにいた者達は降こう下かか乗り移りの選択を行っている。いずれまた、乗り移った者達を含めた砲撃が来るが、

「今は砲ほう撃げきが緩んでます。──鈴すずさん、安全なところへ！」

　見れば、鈴に、ノリキが何か手て捌さばきを含めたアドバイスをしている。彼はバルデス兄妹と相あい対たいした事もあるのだ。何か有用な意見があるのだろう。後はこちらは、防ぼう御ぎよを固め、

「……武ぶ神しん！」

　三機の武神が、視し認にん出来る距きよ離りに来た。

　三つの長ちよう銃じゆうがこちらを捉とらえ、

「攻こう撃げき、来ます！　中ちゆう武神の航こう空くう仕し様ようです！」
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『──〝騎鷲カバレイロ・アゾウル〟隊。a1からa2、a3、一直線に右を抜けながら射しや撃げき！　的まとの大きさを一発で頭に入れろ！　後は敵の旋せん回かいに合わせて行くぞ！』

　飛ひ翔しようする三機の内の一機。装そう甲こう服の肩に紫むらさき色いろを振られた機き体たいが、前に出る。

　彼、a1は、顔面の知覚素そ子しの前に表示枠カデナフイルマを展開。それを他の二人にも振った上で、

『確かく認にん！　敵輸ゆ送そう艦かんの予よ測そく航こう路ろだ！』

　京きようの地形の上、赤のリボンラインで輸送艦の行き先が描かれる。

　西から来た輸送艦は、京の南中心辺りを東へと行く。だが、その艦かん首しゆが、上がりながら南へと向きつつあった。だとすれば、艦の動作は、上昇を掛けながら急速に南回りの旋回運動だ。そして二百七十度回れば、輸送艦はまっすぐ北へのルートに進入する。その行先は、

『京の大おお路じを御ご所しよに向けて北上、一直線に行くつもりだぞ！』

　北から行く自分達は、今、南回りになろうとする輸送艦に対し、艦かん尾びから右う舷げんに行く。敵のインコーナーに飛び込むようなコースだ。

『a2、a3、巻き込まれるなよ……！』

『そんな接近しねえから安心しろ！』

　言いながら、a2が高度を一気に落とした。背はい面めん飛行のような状態になりながら、長銃を空へ、敵輸送艦の艦かん底てい部に向ける。

　対し自分は前に、a3は距離を後ろに取って、

『可愛かわいい子いるかな!?』

『鈴すず様の撮さつ影えい頼むぜ！』

　Ｔｅｓテスタメント．！　とa3が上昇するのを見届け、自分、a1は前に出た。

　三機編隊の強きよう襲しゆう偵てい察さつだ。

　前ぜん提ていとして、相手は南への旋回中だが、左さ舷げんはまだ北を向いている。

　だから左舷と、これから北を向く艦尾には仲間からの砲撃が減少しつつも届く筈はずだ。

　対し、自分達は砲撃を浴びない逆舷、右舷側を行く。

　こちらの砲撃に防ぼう護ご障しよう壁へきを開かせれば、北からの砲撃への守りを割かせる事になるし、もし対応が疎おろそかになれば、自分達の射しや撃げきとて輸ゆ送そう艦かん相手には充分効くのだ。

　ゆえにまず自分が先行。根性で敵の攻こう撃げきなどを避け、とりあえず輸送艦の気を右う舷げん側に引く。

　それを援えん護ごするのが、下を行くa2だ。これで敵は艦かん底てい側にも気を散らさないといけないし、輸送艦で艦底側に砲ほう座ざを持つ艦は希まれだ。a2で落とせるなら、落とす。

　そして最後、自分とa2を囮おとり役やくとして、上からa3が行く。攻撃としては、上部甲かん板ぱんは装そう甲こうや障しよう壁へきも厚く、有用ではない。だが、視し認にん出来る距きよ離りから敵の上部甲板を偵てい察さつ出来れば、相手の人員や戦せん術じゆつも読み取る事が出来る。

　後はただ、

『行くぞ……！』
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　a1が行った。

　射撃は断続的。弾だん倉そうには流りゆう体たい弾だんが三十六発。軽量化のために実体弾ではないが、輸送艦の装甲を割るくらいは可能な楔くさび型がただ。

　敵、輸送艦の長さを目もく測そくする。その長さを中なか割わりして、移動速度と掛け合わせれば、どのタイミングで何発撃うっていけば過不足無いかは解わかる。後は射撃タイミングを武ぶ神しんの指に情報として送り、武神任せのオート射撃。昔は手動でやっていた。武神偉えらいぜ。自分は飛ひ翔しように専せん念ねんし、速度の変化率りつをトリガーを絞しぼる指に与えていけばいい。

　飛ぶ。

　新型の機体、中ちゆう武神〝騎鷲カバレイロ・アゾウル〟の装甲服は基本的に夏服仕し様ようだ。高空を飛ばない空中格かく闘とう仕様だからいいだろうという上部の判はん断だんだが、多分、秋には寒くなる。だが今は、

『行けるな……！』

　流体弾の発射は反動が少ない。手は機き械かい制せい御ぎよなのでブレず、狙ねらいは正確に輸送艦の甲板縁べり、やや下を狙った。この位置は甲板上にいる者達が弾だん丸がんを無視出来ず、陽よう動どうにいい。

　後は連れん射しやを保てば、最低でも囮役は果たせる。

　敵からは砲ほう撃げきがなく、随ずい分ぶんと楽な接近戦だと思えば、

　……お？

　甲板上を横切るように、見知った影がこちらへと走ってきた。

　知っている。元先生西班牙スペイン第一特とく務む、立たち花ばな・宗むね茂しげだ。彼はこちらに手を上げ、

「おーい！　お久しぶりです！」

　快活な変人だ……！　と久しぶりに思った。昔も、強気を通り越した別の何かになっている嫁よめを貰もらって毒どくを飲まされたりして、しかし「毒って甘いんですよ」と笑って言っているのを見た時、やはり同じ事を思ったものだ。

　だが、彼がこちらに駆かけてきた。

　見れば、脇わきに、砲ほう弾だんを二つ程抱えている。そして、

「よ」

　そのまま、彼が甲かん板ぱん縁べりから虚こ空くうに飛び出すのを、己おのれは見た。
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　a1は、一いつ瞬しゆん、何が起きたのか解わからなかった。次の瞬しゆん間かんに思ったのは、

　……変人が砲弾抱えて投とう身しんした……！

　どう考えても飛ひ距きよ離りが足りない。否いな、当然、降こう下か術じゆつ式しきくらい持って──、

『落ちる速度早え──！』

　明らかに落らつ下か。術式使ってない。だが、自分は理解した。今このタイミングで急ぎの落下をするとなれば、

『a2！　──離れろ！』
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　高速で飛ひ翔しようしながら輸ゆ送そう艦かんの艦かん底ていを射しや撃げきしていたa2は、艦底側の防ぼう護ご障しよう壁へきの一部が空あいている事に気付いていた。

　撃うつには、輸送艦に寄らねばならない。そういう位置関係だ。甘く削けずるのも有りだが、

『a1、上の射撃、ちょっと接近して──』

　敵の注意を引きつけてくれと、そう言おうとした瞬間。通つう神しんを送るべき相手から、声がこちらに突っ走ってきた。

『a2！　──離れろ！』

　a2は反射的に従った。

　離れる。その理由は解らないが、隊たい長ちよう機きであるa1が危険を察さつ知ちしたのだ。

　敵は上。ならば輸送艦から離れれば安全だ。しかし、

『武ぶ神しん隊たい……！』

　新たな声は、北にいる自分達の艦かん群ぐんから来た。今も砲ほう撃げきを送ってくる仲間達から、

『……下です！』
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　a1は、理解が出来なかった。

　今、自分の正面から、立たち花ばな・宗むね茂しげが下に落下していくのは解る。

　だが、あれがa2狙ねらいだとするならば、〝上から〟だろう。そして自分に対しては、もう立花・宗茂も、こちらに上昇する手て筈はずを持っていない。

　ならば、本隊の方が、見み間ま違ちがえたのだろうか。立花・宗茂とa2の位置関係を錯さつ覚かくしたか、それとも、

『a1』

　本体にいる観かん測そく役の声が聞こえた。

『貴方あなたです！』
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　言われて、a1が最初に確かく認にんしたのは、立たち花ばな・宗むね茂しげだった。

　彼しか下にいない。ならば、危険なのは彼なのだろうと、そう思ったのだ。

　武ぶ神しんの視覚素そ子しは、確実に落らつ下か中の立花・宗茂を捉とらえている。砲ほう弾だんを抱えているが、それをこちらに撃うち出すというのだろうか。それとも、

『……？』

　こちらの視覚素子内に、ふと、妙みような動きがあった。立花・宗茂を捉えている仮照しよう準じゆんが、不ふ意いにブレたのだ。

　敵だ。

　遠方。こちらと、落下する立花・宗茂を結ぶ直線の、更さらに向こう。

　輸送艦の逆ぎやく舷げん側の、遙か下方。そこに、今まで立花・宗茂の陰になっていた者がいる。

　……あれは──。

　知っている。さっきから見ている変人の、その妻つま。

『立花・誾ぎん……！』

　先だ。

　彼女が、先行して、逆舷の空へと飛び降りていた。

　夫おつとは、こちらの注意を引きつけるための囮おとりだ。

　やられた。移動中のズレを考こう慮りよした夫ふう婦ふの落下位置は、一体誰だれが決めたのか。

　ただ、空中で身を回す宗茂の脇わきを抜け、こちらに飛ひ来らいしたものがある。

　立花・誾が放った砲ほう弾だんだった。

『くっそ……！』

　反はん撃げきはする。飛ひ翔しようして逃のがれようとする。だが遅かった。

　被ひ弾だん予測は左ひだり脇わき。直ちよく撃げき。左側部ハードポイントから、骨こつ格かくを破は損そん。飛翔系けいは四枚翼よくの左下側が大たい破は。上側が小しよう破は。推すい進しん力りよくは四十二パーセント減げん衰すい。

　飛行不可。脱だつ出しゆつ推すい奨しようと、

　……ここまで、被弾前に解わかるのかよ。

　武ぶ神しん偉えらいぜ。だが、

『お前の砲だって、三征西班牙トレス・エスパニア製だぜ……！』

　被弾した。
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　a1が被ひ弾だんしたのを、a2はa3と共に理解した。a1から送られて来た視覚素そ子し情報の共有は出来ている。急ぎだったため、出場時にa1が見ていた離り陸りく管理の女じよ子し夏服の胸や、スカート捲まくれたところまでキッチリ入っていたが、これは男の秘ひ密みつと言う事にしておく。

　解わかっているさ。

　ともあれ現在、左さ舷げん側に立たち花ばな・誾ぎんという砲ほう台だいが落らつ下かしていき、右う舷げん側にはキチガ……、旦だん那なが落ちてくるのだ。ならば上にいるa3は別として、自分は、

『く……！』

　小型の軽量機き体たいだが、飛ひ翔しようの出力系けいは基本として猛鷲エル・アゾウルのものを丈たけ詰つめしているだけだ。不ふ相そう応おうな加か速そく力りよくが、一いつ瞬しゆんで百メートル程の距きよ離りを外へと飛ばす。

　頭ず上じよう、a1が部品を散らばしながら、落下していくのが見えた。既すでにバランス取りのため、右腕うでをパージしている。右の翼つばさは生きているので、重さを全て左に振って、吊つるされるように降こう下かしようというのだろう。

　救助に向かいたいが、こちらも状況は危険なのだ。立花・誾の位置はマークしている。ならば自分は一度上昇を掛け、立花・宗むね茂しげの上に回ってから、

　……は？

　宗茂が、頭上にいた。

　宙ちゆうを、a1の部品が散る空を、坂を昇るようにして相手が突っ走ってくるのだ。

　非ひ常じよう識しきな、と思ったが、機き体たいは機き動どうした。背はい面めん状態で一気に加速し、距きよ離りを空あける。だが、

　……チギれねえ……！

　空中、宗茂が、槍やりをこちらに突き出しているのが見えた。アレが何かの加速器なのか。

　だったら、と長ちよう銃じゆうを構え、射しや撃げきした瞬しゆん間かん。敵が一気に加速した。

　こちらではなく、長銃の銃じゆう口こうに宗茂の槍が向く。

　射撃の弾だん丸がんが放たれたのと、銃口上に彼が立ったのは、ほぼ同時だった。

　気付けば一いつ瞬しゆん。

　顔。顔面構こう造ぞう体たいの視覚素そ子しの横。真ま面じ目め顔の彼が右手を挙げていた。

　やられた、と思った時。宗茂がこう言った。

「お久しぶりです。確か、新大陸で御お世せ話わになった武ぶ神しん隊たいの方かと」

　それでですね、と彼が、脇わきに抱えていた砲ほう弾だん二発を、こちらの鎖さ骨こつに差し込んだ。

　あ、いや、ちょっと、やめて。そこ弱いの。

　だが宗茂は笑顔で振り返って、頭を下げ、

「じゃあ、宜よろしく御お願ねがいいたします」

　と、彼が、槍の石いし突づきで砲弾の尻しり、そこに仕込まれた発はつ射しや用の火か薬やく術じゆつ式しきを突いた。
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　空に二機目の部品が散ったのを、誾ぎんはその目で確かく認にんしていた。

　……これで、大だい丈じよう夫ぶですね。

　宗むね茂しげの持つ〝瓶かめ貫ぬき〟は、対たい象しよう物体へとその本体を加か速そくする。空中で移動物に使えば、それに向かって追つい随ずい出来るのだ。

　無む論ろん、確保力には限界があるだろうが、散っていく部品の速度など大したものではない。宗茂にとっては、足あし場ばが雨のように降っている現場だったろう。彼は、後はただこちらが破は壊かいした一いつ機きの破は片へんに乗って、二機目を確保に行ったに過ぎない。

　そして今、彼は二機目の破片に乗って、下へ来る。

　自分もだ。そう、解わかっている。地上には、自分達が対応すべき野球部の制圧部ぶ隊たいの他、

「陸上部が来てますか……！」

　京きようの大おお路じ。幅百メートルの一直線を、向こうからダッシュで走ってくる者達がいる。

　赤の軽けい装そう甲こう服ふくを纏まとっているのは、三征西班牙トレス・エスパニア陸上部のファイナリスト達だ。

　彼らが目め指ざすのは、大路の右手に見える京きようの御ご所しよ。自分達の目的地だ。

「上空、どうですか!?」

　落らつ下かの視し界かいの中で誾は見た。a3に追われるように、輸ゆ送そう艦かんが上昇旋せん回かいを掛けたのを、だ。
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　誾が厄やつ介かいですね……！　と、フアナは心しん底そこ思った。

　おとなしいようでいて、根っからの武ぶ闘とう派はだ。即そく断だん即そつ決けつで、実力で言えば宗茂に匹ひつ敵てき。宗茂は攻こう撃げきの面では隆たか包かねに匹敵だから、この場合、理り屈くつ的には……、

「フアナ様、あまり考え込むと良くないですよー」

　投球を、こちらは一人で行うフローレスの声に、自分は頷うなずくしかない。

　ただ、房フサ栄エの指し揮きの下、京きよう都との町を陸上部が突っ走って行っている。

　それだけではない。現在、京の四し方ほうを押さえていた守しゆ護ご関係の門を、野球部野や手しゆ師し団だんが制圧している。彼らはすぐに陸上部と合ごう流りゆうするために戻ってくるから、

　……御所の入口を護まもっていれば、武蔵むさし勢ぜいを全方位から挟きよう撃げき出来ます！

　時間は稼かせいでいる。武ぶ神しん隊たいは、a1とa2が落とされたが、彼らの存在がなければ武蔵の輸送艦は西から来てそのまま北上ルートに入っただろう。今、彼らが南回りの旋回を行っていくのは、状況を見た上で北上の軌き道どうを確かにするのと、

「上昇から、下か降こうし、一気に加速するつもりですね」

「それって、輸送艦を御所前に集まった房栄さん達にぶつけるって事ですか？」

「武蔵は、人を相手に輸送艦を激げき突とつさせた事はありません」

　相手の良心を信じるのは、甘い事だろうか。

　だが、これが向こうのルールならば、戦せん術じゆつはそう組むべきだ。

　とはいえ、輸ゆ送そう艦かんの軌き道どうが下か降こうラインで来ると、少々厳きびしい。これはフローレスから聞いた話ではあるが、

「砲ほう撃げきの方、大だい丈じよう夫ぶですか？　フローレス？」

「うーん、こっちも下げますけど、向こうの輸送艦の方が平ひら船ぶね型がたで上下が低いんですよね。

　だとすると、下を行かれる形になって、ちょっと厄やつ介かいです」

　何故なぜなら、

「低めに安定して投げるのって、結けつ構こう難しいんですよ」

「その辺り、そういうものなのですか、としか言いようが無いのですが、こちらの砲撃の性質が読まれている、という事ですね？」

「そうなりますね。まあ、レギュラー級はちゃんといけますから、温存から切り替えて先せん頭とうに配置し直します。私みたいなアンダースローも結構安定いいのでそうします。

　問題は、そういった切り替えの間、敵輸送艦への攻こう撃げきが甘くなる事ですが──」

「だったらその間は、生徒会戦せん士し団だんが対応しましょう」

　フアナは、右の手を上げた。

「生徒会戦士団。術じゆつ式しき班はん。──禁きん書しよ砲ほうを！」
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　正まさ純ずみは、敵の武ぶ神しんの内、残り一機が上空を砲撃しながら通過するのを見送っていた。

　今、空には防ぼう護ご障しよう壁へきが開かれ、流りゆう体たいの欠片かけらが散っている。被ひ弾だんの音と、敵の砲撃音が連続し、甲かん板ばん上じようは震しん動どうと光の乱らん舞ぶが生じている。

　声は殆ほとんど通らない。表示枠サインフレームを通した言葉で、

・副会長：『向むか井い！　艦のターンはまだ終了しないのか!?』

・ベ　ル：『こ、これから、行くよ！』

　艦を旋回させ、低空で京きようへと侵しん攻こうする。

　敵野球部の投球が、低めだと甘くなると見切ったのはノリキだ。バルデス兄妹との戦せん闘とうを経たせいもあるが、野球好きなのか。否いな、アルマダ以い降こう、そういうのに興きよう味みを持ったと、そんな感じなのだろう。

　ただ、低空の軌道を取ると、京の街に沈むような形になる。だから大おお路じには、旋せん回かいで軌道を正し、正確に入って行かねばならないが、

　……そうなったらなったで、狙ねらい撃うちだし、いろいろ考えるよなあ。

　だが、戦せん場じようは動き続ける。常に手を打ち、動きを作って行かねば、何も出来ないままでしかないのだ。これは当然、相手も同じ事で、

「浅あさ間ま君！　三征西班牙トレス・エスパニアが術じゆつ式しき砲ほう撃げきを送ってくるよ！」

　ネシンバラが、声と共に己おのれの表示枠サインフレームを拡大した。敵の動静を見て、反応するための情報を寄よ越こしてきていた彼が、

「あれは、……禁きん書しよ砲ほうだ！」
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　ナルゼは、ネシンバラが叫んだ名前を知らない。だが、

　……マズイわね！

　それが何か。どのようなプロセスで発はつ射しやされるのか、何故なぜか解わかる。要するに、

「──エロ同どう人じん草そう紙しの邪じや念ねんを、焚ふん書しよで昇しよう華かして砲撃に転てん化かするのね!?」

「キヨナリ、私、どうしたら」

「成なる実み、旧派カトリツクではこう教えている。──敵が目の前にいたら殴なぐれ」

　多分アンタ達の本もあるのよ、と思うが、ネシンバラの表示枠内では敵の甲かん板ぱん上じようから高らかな火か焰えんが上がった。それは炎ほのおの直上にて、蓋ふたのように仕掛けられた円形の術式陣じんに直ちよく撃げき。太たい鼓このような音が鳴ると同時に、左右に並んだ学生達が重列で構えた手へと、流りゆう体たいで出来た複製ページが並んだ。

「来るわよ！　平へい均きん二十四ページ分の加か速そく砲ほう！」

　来た。一番後ろの表ひよう紙しから手前の裏うら表紙まで、裏表十二枚の描写を加速路として、

　……邪念の昇華とは、やるわね……！

　重列の数は十二。それだけの光線が、まだターンに入ろうとしたばかりの輸ゆ送そう艦かんに飛ひ来らいした。
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　a3は上昇を掛け、砲撃の効果を確かく認にんした。

　禁書砲は、一種の流体砲だ。信しん仰こうの意い思しが拝はい気きとなるように、物へ込めた思いはやはり拝気となる。そして物語とは、筋すじ道みちという流れを持ったものだ。これを拝気の経路として見た場合、本は、筋道という加速路を情熱や技術という拝気で成立させた砲ほう門もんとなる。

　後はそこに、流体の砲ほう弾だんを乗せてやれば良い。

　これは、実は漫まん画が草紙がベストだ。何しろページ単たん位いの情報量と、物語の速度効こう率りつが良い。小説だと、情報量が多くて加速路が詰まり易やすく、出力は高いが口こう径けいが小さくなる。

　今回用意したのは、図書委員会書しよ庫こ係がかりが厳げん選せんした五百冊。どれもエロいが聖せい火かにくべて燃やしてしまえば聖せいなる炎。そこから流体転化して再構こう成せいすればページ型加速砲の出来上がりだ。

　人が、何日も掛け、更さらには、禁書である事を自覚の上で描く情念。それはどれ程の威い力りよくを持つものか。

　今、飛ひ翔しようした光線が敵輸送艦に激げき突とつした。

　快音が響ひびき、防ぼう護ご障しよう壁へきが一いつ斉せいに破は砕さいした。

　命めい中ちゆう軌き道どうは八発。外れが多いのは、敵てき艦かんがターンを開始していたため、生徒会側の戦せん士し団だんでは技術的に対応出来なかったのだろう。だが、ムラがあるものの、威い力りよくは見事だ。八枚重ね張りされた防ぼう御ぎよ障壁は警けい戒かいの現れだろうが、どれも六枚から七枚を砕くだいている。

　a3は、敵の状況を本隊に報告。それは賞しよう賛さんを込みで、

『見事な威力だ……！　文ぶん系けいもやるな！』
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　フアナは、照しよう準じゆん術じゆつ式しきを手配していた。一応、自分の制せい服ふくに仕込んである各種伝讃筐体ＰＣは、それぞれが旧派カトリツク術式に則のつとった砲ほう撃げき術式を可能とする。無む論ろん、距きよ離りが離れている現在はそれが使えないが、照準に関してはマルチタスクで皆の補助が行える。しかし、

　……やはり、敵が動いていると難しいですね。

　生徒会戦士団は、基本、地上戦を主体とする。対空砲ほう撃げき訓くん練れんは受けているが、武蔵むさしの輸ゆ送そう艦かんは他国の物に比べて平ひら船ぶね型で薄く、脚あしも速い。幾いくつかの設定を急ぎで組み替え、皆の砲撃術式に連動、後は許可を出すだけだが、

「こらそこ！　読むんじゃありません！　選別中に投とう獄ごくされた者達を忘れたのですか!?」

「す、すみません！　ただ、このタイトルの〝極論で学ぶ魔ま女じよ狩がり〟が気になって！」

「い、今、目に入ったこのページ終わりのコマの〝スピリチュアル!?〟が気になって！」

「あの、この、組合サークル名〝左さ大だい臣じんは巨きよ大だい左さ〟って回かい文ぶんじゃないですよね!?」

　だから読むなとあれ程。あと最後のは回文ではないです。ともあれ、

「奏塡インストール終了しているなら、行きますよ！」

　あの、と一番右列、二番目の生徒が叫んだ。

「これ、フアナ様と総そう長ちようがハッピーエンドなんですけどどうしますか！」

　心を鬼おににして砲撃と叫んだ。
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　フローレスは、フアナの砲撃と同時に投球の指し示じを出した。弾だん速そくではこちらがやや速いが、その分、威力は禁きん書しよ砲ほうが上だ。

　武蔵側は、旋せん回かいの横よこ腹ばらを撃うたれる事になり、場合によっては、

　……艦かん尾びの加か速そく系けいを潰つぶせるかも……！

　こちらがやられたのと同じだ。ならば自分達もお返しをする。そして輸送艦を京きようの南に落とせば、大おお路じの防備は四し方ほうから戻って来た兄達によって固められる。だったら、

「行け……！　聖セントエルモの炎ほのお……！」

　全身各部に流りゆう体たいの火か焰えんを宿らせ、それを鉄てつ球きゆうに奏塡。おお、という周囲の声を受けながら、フローレスは皆と共に一球を投じた。
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　a3は、上昇し、南から西へと大回りの旋せん回かい軌き道どうに乗った。砲ほう撃げきの狙ねらいは常に輸ゆ送そう艦かんの艦かん首しゆ側。左さ舷げんと艦かん尾び側に攻こう撃げきを送っている仲間達への援えん護ごだが、監かん視し行動をとっている自分が狙ねらわれないためでもある。左右に振りながら、輸送艦と距きよ離りを保つのが自分の仕事だ。

　そして北から、水平に幾いくつもの光こう条じようが飛ひ来らいした。禁きん書しよ砲ほうと鉄てつ弾だんが、息を合わせるように一いつ斉せいに放たれてきたのだ。

　輸送艦は上昇しながらの旋回中。それもまだ、コーナーリングに入ったばかりだ。

　上昇を掛けているのは、旋回の途と中ちゆうから下りに入り、そのまま降こう下か軌き道どうに行く事で、旋回時間をトータルで短くするためだろう。単に水平に艦を回すより、重力任せにヨーイングを入れた方が速いのだ。

　だが、こちらはそこを狙う。

　横よこ腹ばらから艦尾まで、一気に穿うがてる機き会かいはこれが最後だろう。

　着ちやく弾だんは、武ぶ神しんの頭ず脳のう系けいが予測した。禁書砲は九発が命めい中ちゆう軌道。野球部の方は三十一発が命中軌道だ。防ぼう護ご障しよう壁へきの割り当てがどうなるかは解わからないが、先さき程ほどより着弾率りつが高い。

『当たれ……！』

　着弾の瞬しゆん間かん。a3は見た。

　輸送艦が、艦尾をいきなり沈ませたのだ。

　……命中したか!?

　違った。輸送艦のいる空くう域いきから、色で言うなら白に近い轟ごう音おんが響ひびき出している。あれは、

『仮か想そう海かい……！』
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　a3が見たのは海だった。それが水平に、高い位置へと広がっている。

　……あれは──。

　似たものを、自分は見た事がある。かつて、アルマダの海かい戦せんにおいて、あり得ないと思った光こう景けいを確かに目に入れたのだ。

　航こう空くう艦の一回転。それは、艦首を包むように仮想海を作り、艦を吊つり上げる事から始まる。そして、艦尾側の出力を一切止めたならば、どうなるか。

『艦が、起き立りつして、しかし、慣性で、艦尾は前に突き出して……！』

　後ろへと回転する。つまり艦首が斜めに持ち上がる一方、ある程度のところで空気抵てい抗こうを艦かん底ていに受け、一気にその巨きよ体たいが立ち上がるのだ。

　そこに北からの砲撃が届いた。だが、敵の輸送艦は身体からだを起こしている。水平に並んで放たれた砲ほう撃げきに対し、垂すい直ちよく状態へと入る輸ゆ送そう艦かんは、その被ひ弾だん面積を大幅に小さくした。

　着ちやく弾だんする。だが、

『命めい中ちゆう、禁きん書しよ砲ほうは三！　鉄球は、──十一だ！』

　ここから何が起きるか、自分は解わかっている。

『──輸送艦が北へと急速ターンするぞ!!』
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　輸送艦を垂直状態にするのは、関かん東とう解放以来ね、と成なる実みは思った。

　艦の重力制せい御ぎよと体たい術じゆつで、甲かん板ぱんには立てている。この辺り、武蔵むさし勢ぜいは非戦せん闘とう員いんに見える者達でも対応出来ているから、やはり空に住まう者達は違うといったところか。

　そして今、甲板の中央で、一人の少女が空を掌しよう握あくしていた。

　鈴すずだ。

　艦かん長ちよう代だい理り、それだけの器き量りようの持ち主が、輸送艦一艦の操そう作さに集中するという意味。彼女はまるで子供を抱くように、輸送艦の模も造ぞうを仮か想そうの宙ちゆうに立てていき、

「ん」

　京きようの南。中央をやや東南に過ぎた位置で、鈴は輸送艦を垂直に起き立りつさせた。

　だが、艦は東南に進む速度をまだ有している。それは今も、艦かん体たいを空気抵てい抗こうに当てて上昇させる力となっているが、垂直姿勢となった以後は、

　……力の抜けた艦尾が、天を向いた艦かん首しゆ側よりも前に出て行くわね。

　このままだと、甲板を下に、艦尾を滑らせて倒れる事になる。

　しかし、艦長代理は、艦を強く制せい御ぎよしなかった。ただ甲板の向きが北方向になるように、艦体を軽く回し、艦尾を前に滑らせながら、

「ね、皆、知ってる？」

　言いたい事は、大体解っている。だから口元に笑えみが来るのを自覚すると、

「──露西亜ロシアだと、ね？　船、逆さにして、〝挨拶プリヴエート〟するん、だっ、て」
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　フアナは、挑ちよう戦せんと言えるものを見た。

　武蔵の輸送艦が、甲板をこちらに向けたまま、空中で倒れ込んでくるのだ。

　艦底が上となる背はい面めん飛行への移行。その構こう図ずは、本来ならばあり得ないものだ。何しろ甲板上の人員や艤ぎ装そうなどが、全部下へのストレスとなり、場合によっては落らつ下かするのだ。だが、

　……ターン速度が、一気に縮められました……！

　旋せん回かい軌き道どうに乗って、宙を大きく回るのだと思っていた。

　違った。

　上昇は、空気抵てい抗こうで艦かん首しゆを跳ね上げる初動。旋せん回かいに見えたのは、艦かん尾びを軸じくに艦を回すための初動。結果が解わかっていれば当然の行為だが、それを自分は読めていなかった。

　不覚と、そういう事は簡単だ。必要なのは、これからどうするか、だ。ならば、

　……敵の思おも惑わくは見えました！

　敵はこのまま、艦を倒し、艦かん底ていを上に向けた状態で、一気に御ご所しよまで下っていくのだ。

　甲かん板ぱん側にいる人員や装そう備びなど、いろいろとストレスや不安はあるだろうが、彼らはきっと、ここで輸ゆ送そう艦かんを盾たてにして捨てる気だ。

　だとすれば、彼らは、後数分だけこの状態を耐えればいいだけの事。そしてこちらには、短時間で敵に明確な被ひ害がいを与える方法がない。

　旋回さえして貰もらえていれば、と思ってしまう自分が情なさけない。しかし、

『あらあらフーさん、落ち込み気ぎ味みなのね、と』

　通つう神しんに声が来た。

　房フサ栄エだ。
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　フアナは、禁きん書しよ砲ほうと野球部の砲ほう撃げきを続けさせながら、房栄の声を聞いた。

　彼女達は今、御所前に向かっている筈はずだが、

『皆、……速度上げるわよ！　全力──！　目もく標ひようは御所南千二百メートルまで十八秒！』

　それはどういう事か。

　……御所の前を、通過する!?

　何が起きるかは解わかる。だが、それが何の意味を持っているのか、フアナには解らない。

『房栄！　貴女あなた達は、御所前の防ぼう御ぎよを固める役で──』

『輸送艦の勢いに乗って突っ込まれたら、それどころじゃありませんよ、と』

　だから、という言葉と共に、正面、大おお路じの中を突っ走っていく陸上部員が、頷うなずいた。

『Ｔｅｓテスタメント．…！』

　その先せん頭とうに、白と黒の巨きよ軀くがわき上がるように出た。

　三征西班牙トレス・エスパニア武ぶ神しん隊たい旗機き〝道みち征ゆき白びやつ虎こ〟。肩上に房栄を乗せた重量級の武神が、先頭を駆かって大路を突っ走る。

　彼女達の行き先に、巨きよ影えいが見えた。

　超低空の背はい面めん飛行で大路に侵しん入にゆうしてくるのは、武蔵むさしの輸送艦だ。

　房栄達が何をするか、フアナには解った。理解の上で、敢あえて言った。

『房栄！　指し示じを出します！』

　それは、

『輸送艦を陸上部で止めなさい！　御ご所しよ前には野球部野や手しゆ師し団だんの北部ぶ隊たいが集中！　残りは陸上部の止めた敵を掃そう討とうするのです！』
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　そうそうそれでいいの、と房フサ栄エは思った。

　うちの副ふく会長は、困った事に人を頼るのが下手へただ。頼って欲しいという思いが強過ぎるあまり、自分でいろいろ抱え込んでしまう。こちらとて、フアナの処しよ理り性能が高いのは知っているが、彼女は万ばん能のうでもなければ、人間としての器うつわが無限に広い訳わけでも無い。

　……ほら、フーさんが尊そん敬けいしてる総そう長ちようなんか、頼ってばっかでしょ、と。

　それこそ総長は、彼女がいないと成り立たないのに。そんな他人に頼ってる人を、何故なぜ、尊敬出来るのか。それは、過去に何かあったとか、そういうのではなく、

　……その人がしようとしている何かが、自分の夢と重なるからよね、と。

　三征西班牙トレス・エスパニアを救いたい。

　救うという行為の中に、きっと、フアナは含まれていたのだ。

　だから、総長を手伝い、頼られる事は、彼女にとって、自分を救う事にも繫つながるし、己おのれが得た境きよう遇ぐうを払う事にもなる、というとちょっと冷静なので、フーさん総長好きだからね、というのも付け加えておくのが房栄さんですよ、と。

　だが、最近、フアナも、人に対して気軽に礼れいが言えるようになった。そういうのがもっと彼女の中で広がれば良い。そして、そうするためには、

「面めん倒どうな人よね、と」

　彼女よりも優れている面を見せつけなければならない。そして、お安いものよと、そう見せてやらねば、彼女は頷うなずかない。他人の負ふ担たんが赦ゆるせない人なのだ。

　アルマダ以い降こう。そういう機き会かいが無かった。これはいい流れだ。心が赦す。

「皆！　行くわよ……！」

　御所は過ぎた。だが、誰だれもがもはやゴールを見み据すえている。御所南千二百メートル。そこが自分達の最速と敵の侵しん攻こうが重なる場所だ。

　実はちょっと無む理りしてる。だけど、今の皆なら行ける筈はず。こっちだって夏休みは鍛きたえ上げてきたのだ。ならば、

『隆たかさん！　御所前は任せたからね、と』

　房栄は、残り約千メートルを突っ走った。
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　直なお政まさは、天地のひっくり返った影の中で、舌した打うちした。

　……白びやつ虎こが来てるとはねえ……！

　朱雀すざくの改かい修しゆうは終わっているが、試運転も掛けていない状態で実戦は無む理りだ。相手が並なら何とかなるが、白びやつ虎こクラスだと、以前でもまともにぶつかっては勝てていないのだ。

　現在の、完成形に近い朱雀すざくならばどうなるか、とは思う。だがそのためには、準備と機き会かいが合がつ致ちせねばならず、準備は遅く、機会は早過ぎだ。

「くっそ……！」

　自分はこうまで熱くなるものだったか、と頭の中の冷静な部分が分ぶん析せきするが、多分、負けたようなままなのが気になっているのだろう。

　一勝一敗。その一勝も、向こうにとっては想そう定てい外がいの事じ態たいが生じただけだ。サシで正面から戦っての勝利はないし、破は損そん状況だけ見るならばどちらもこちらの負けだと思う。

　正直、勿もつ体たいないと、そう思う。一方で、今、こちらにはする事がある。

「鈴すず！」

　非戦せん闘とう員いんの退たい避ひだ。既すでに正まさ純ずみを二ふた代よが担かついでいるように、この船から脱だつ出しゆつして着ちやく地ち。更さらには敵の追つい撃げきを避けるところまでこなさなければならない。

「集合場所は何処どこさね!?」

「ご、御ご所しよ……！　だ、駄だ目めなら、宗むね茂しげさん達の向かった、東が安全だと、思う……！」

　鈴の模も造ぞうは、更こう新しんを停止している。だが、そこには、彼女と武蔵むさし野の艦かん橋きようの成果がある。

　敵の陸上部、野球部の位置を把は握あくし、二分十七秒の先まで推すい測そくした軌き道どうが作られているのだ。

　……無む茶ちや苦く茶ちやさね。

　自分達は、敵の動静を、二分強、先回り出来るのだ。

　だが、解わかるのは、軌道だけだ。戦闘や衝しよう突とつが生じた場合、そこで何が行われて、どんな経過と結果を得るか、鈴達には解らないのだ。

「いいさね」

　逃げるためには、敵の道みち筋すじが解っていれば充分。ならばこっちは、鈴を抱えて逃げるだけだ。他、気になると言えば、

「アデーレはどうするさね？」

「自分は御所方面への突とつ撃げき役やくです！」

　言う彼女の向こう。輸送艦の船員として働いていた戦せん士し団だんの面々がいる。

　数は五十人程。だが、二代の言げんによれば、三み河かわ時代からの選抜と、武蔵むさし側の選抜を重ねた突撃部ぶ隊たいなのだそうだ。

　だったら大だい丈じよう夫ぶさね、と、ここは皆に任せる事にする。そして、

「な、直なお政まさ、さん、なるべく、最後、最後、ね」

「ハ、しつこい女は嫌きらわれるさね」

　うん、とマジに返答されると、ちょっと困る。とはいえここからは鈴の最後の戦せん術じゆつも含みで行動となる。全員が視線を合わせ、

「ハイ、じゃあセージュン君が面白い事を言いまあ──す」

　皆が正まさ純ずみを見た。早く、早く、という足踏みや肩揺らし、巻け、という手振りもある中、我らが副ふく会長は右手を挙げた。

「これから我々は御ご所しよ内の、内だい裏りに突とつ入にゆうする。内裏だからと言って畏かしこまって代だい理り人にんをたてようかな、とか、そんな事は考えるなよ？　──どうだ。緊きん張ちようが解ほぐれただろう。笑って良いぞ」

「無む茶ちや言うな……！」

　皆がツッコんだ瞬しゆん間かんだ。いきなり、艦かん首しゆ側から激げき震しんが来た。

　は!?　と皆が振り返ったのには理由がある。更こう新しんされていない鈴すずの模も造ぞう。その中では、

「り、陸上部、……七秒早い、よ！」

　鈴の言葉で、秒数が完全に消しよう費ひされた。

　直後。

「ゴォ──ル!!　と」

　聞き憶おぼえのある声と共に、輸ゆ送そう艦かんの艦首が一気に砕くだかれ、影が割かれた。

　道みち征ゆき白びやつ虎こが、零ゼロ距きよ離りからの高こう震しん動どう破は砕さいをぶち込んできたのだ。
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　房フサ栄エには狙ねらいがあった。

　……輸送艦を、一気に潰つぶす方法、と。

　竜りゆう骨こつだ。船の艦首先せん端たんから、底を通じて艦かん尾びにまで通るメインフレーム中のメイン。

　これを白虎の高震動破砕砲〝砲ほう口こう列れつ化か〟で撃うち抜く。

　別に、破は壊かいする必要は無い。打だ撃げきし、艦全体から剝はがすように仕向ければいいだけだ。そうする事で、メインフレームから他のサブフレームが外れ、艦全体が砕きやすくなる。

　だが、目の前には解わかり易やすく問題があった。平ひら船ぶね型がたの極きよく東とう輸送艦にとって、竜骨は左右二本。流石さすがの白虎でも、二本同時にダメージを与えるのは難しい。

「だったらこうしようかな、と」

　正面。向かってくる輸送艦に対し、房栄は白虎を横滑り姿勢に入らせた。

　そして両肩の〝砲口列化〟を一度展開。しかし普段は肩を前に出した砲ほう撃げき状態にさせるのを、横滑りの姿勢そのままで、

「行くわよ……！」

　砲口列化の、口を閉じた。肩周辺に白虎のＯＳが作る十じゆう字じ型の表示枠コルテチエフイルマが林立する。が、房栄は構わない。正面に迫る輸送艦の中央。逆さになった艦首の先せん端たんとなる、横渡しのガード部分に白虎の右平手を向けた。

　受け止める。そんな姿勢を作った上で、

「砲口列化……！」
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　それは、震しん動どうと言うよりも、伝でん導どうだった。

　白びやつ虎この砲ほう口こう列れつ化かは、肩の展開砲口から発はつ射しやされるものだが、発生の震動素そ子しは肩内部にある。ゆえに房フサ栄エは、砲口を閉じた。震動素子の出力を、砲口側に展開せず、全て白虎の突き出す右腕うでへと浸しん透とう。結果として、

「高震動──、伝導破は砕さい打だ撃げき……！」

　平手が激げき突とつした瞬しゆん間かん。文字通り、高速で飛ひ来らいした輸ゆ送そう艦かんが〝爆ばく砕さい〟した。







[image: 第八十三章『大道の再会者』]
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　房フサ栄エは、白びやつ虎この威い力りよくを改めて理解していた。

　白虎の四し聖せいたる力は、道みち征ゆきの〝道〟にある。その出力系けい、ＯＳ系は、バランスなどの面から見て、近きん接せつ戦用の武ぶ神しんとしては世界最強のクラスにあるだろう。

　とにかく、フレームが頑がん丈じようだ。賢鉱石オレイ・メタロ、クロヒカネを基き礎そとして鍛だん造ぞうされたフレームは、これまで全身が破は損そんしたとしても耐えてきた。

　だが、その真しん価かは、頑がん健けんという意味だけではない。賢鉱石は流りゆう体たいを伝でん導どうする性質がある。ならば、肩の震しん動どう素そ子しからの震動は当然フレームの先に届く訳わけで、

「滅めつ多たに使う事ないんですけどね、と」

　流石さすがに発はつ射しや時じは一いつ瞬しゆん全身が硬こう直ちよくする。

　そして掲かかげた白虎の右手が、流りゆう体たい光こうを帯びて輸ゆ送そう艦かんの先せん端たんガードに触れた瞬しゆん間かん。

　輸送艦の平ひら船ぶね型の舳へ先さきが、球体のように膨ふくれ上がった。硬こう化か木材の建造材も、左右のフレームも、艦かん底てい部の装そう甲こうも何もかも、まるで見えない獣けものに激げき突とつし、躍おどり食いをされているかのように破は砕さいしたのだ。

　轟ごう音おんはしかし、打だ撃げき音ではなかった。圧あつ倒とう的な引きちぎりの響ひびき。それは白虎の触れた物のみならず、高震動の伝でん播ぱした大体たい積せき全てが塵じん芥かいに化すための音だった。

　そして、艦かん首しゆ部、半はん径けい十二メートル程を破砕し、艦体全てを跳ね上げた奥に、

「いましたね、と」

　艦首側を破は壊かいされながらも、まだ飛ひ翔しようしてくる輸送艦の裏底。逆さになった甲かん板ぱん上に、武蔵むさしの人員が見えたのだ。

　……久しぶり……！

　誾ぎんはいない。宗むね茂しげもいない。だが、武蔵の第六特とく務むはいるし、隆たか包かねと戦せん闘とうした第五特務も、副ふく長ちようも──。これはいない。ま、そういう人だろうし。

　ともあれ、やるべき事は解わかっている。砲ほう口こう列れつ化かを、今度は肩の展開砲から放つ。向こうは自動的にこっちへ突っ込んで来てくれるのだから、一いち網もう打だ尽じんだ。

　ゆえに白虎の肩を展開し、房栄は、破砕された輸送艦の艦首が自分を通り過ぎたのを確かく認にん。白虎の燃ねん料りようも無限ではないし、砲口列化の連続使用は震動素子をオーバーヒートさせる。だから敵を引きつけ、無む駄だの無いようにして、

「……砲口列化！」

　叫んだ瞬間だ。

　いきなり、右手側から、白虎の顔面に砲ほう弾だんが炸さく裂れつした。

　西方向の高所から、誾の狙そ撃げきが命めい中ちゆうしたのだ。
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　誾ぎんはタイミングを読んでいた。

　……白びやつ虎こが肩の展開砲ほうを広げ、構えた瞬しゆん間かんです。

　白虎の視し界かいは房フサ栄エに届いているが、その構こう造ぞう上、両肩の砲ほう口こう列れつ化かを展開した際、肩が頭部視覚素そ子しの邪じや魔まをする。肩にも補助視覚素子はあるが、それは遠方までの確かく認にん性などにおいて、主しゆ視覚素子には及ばない。そしてまた、房栄が白虎の左にいるのが幸いした。

　右側からなら、彼女に直接見られる事も無い。

　対しこちらからは、輸ゆ送そう艦かんが蓋ふたのようになっているため、狙そ撃げき位置は高過ぎてもいけない。

　距きよ離り一キロ半。御ご所しよの南西にある遺い跡せき、鉄道の起き点てんとなっていたらしい駅舎ビルの屋おく上じようからの狙撃だった。

　測そつ距きよなどは、第一特とく務むの先せん行こう隊たいが行ってくれた。彼らは現状、遠とお間まで、京きようの町の人々の避ひ難なんを地元の番ばん屋や達に混じって手伝いながら、情報を送ってくれる。

　撃うった砲ほう弾だんは明らかに命めい中ちゆうした。だが誾は眉まゆをひそめて駅舎ビルから飛び降りた。

『宗むね茂しげ様！　そちらに行きます！』

『こちらも東側部隊を掃そう討とう中ですが、終了したら合ごう流りゆうします！』

　流石さすがだ。

　自分達の役目は、武蔵むさし勢ぜいの退たい避ひ方角の確保と援えん護ご。

　野球部の野や手しゆ師し団だんが各所の門を制圧し、また御所へと集結しているのは解わかっている。だから宗茂が、東の一部ぶ隊たいを潰つぶし、全員の退路を確保。己おのれは突とつ入にゆうの援護としての狙撃を行う。

　だが、この分だと、自分も宗茂の援護に行った方がいいかもしれない。何しろ、通つう神しんの方から、宗茂の戦せん闘とう状況が聞こえてくるのだ。それは、

『──あ、どうも、お久しぶりです！　お元気ですか！　ああ、お変わりないようで。ええ、そちらも、奥おくさんお元気ですか!?　おや、お子さんが！　それは素す晴ばらしい。おお、そちらは、……何と孫まごが！　羨うらやましい話です！　やはり健康の秘ひ訣けつは酒ですか！』

　などと言いつつ、実はこの時宗茂は刺したり切ったりを並へい行こうしている。左手を上げて挨あい拶さつしながらなので、誾はこれを〝片手挨拶打ち〟と名付けているが、宗茂様のコミュ力の高さは立たち花ばな家けにはなかったものです。夫おつとながらに恐ろしい。間違いなく、早く戦せん場じように駆かけつけて挨拶された方々にフォローしなければ。

　しかし、既すでに空には高速の機き動どう音おんが聞こえている。武ぶ神しんが今の狙撃を発見し、こちらへと急行しているのだ。そして着ちやく地ちの瞬しゆん間かん、誾は狙撃の結果を見た。砲弾の炸さく裂れつした先、白虎は、

「無傷ですか……！」

　砲口列化が、起き動どう状態に入っただけでこちらの砲ほう弾だんを食ったのだ。

　明らかに、以前よりも強化をされている。その証しよう拠ことなる結果だった。
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　房フサ栄エは、流石さすがに肝きもを冷やした。

　……誾ぎんちゃんやるわねえ……！

　狙そ撃げきで良かった。四つ角十字クアトロ・クルスの対たい艦かん展開がぶち込まれていたら、流石に手間だったろう。あれは空くう砲ほうを撃うつので、砲ほう口こう列れつ化かとの相あい性しようが悪い。

　だが、そうではなかった。高震しん動どう破は砕さいシステムの砲ほう撃げきは大たい気きを揺るがし準備完了。

「行くわよ……！」

　叫んだと同時だった。敵てき勢ぜいが一いつ斉せいに動いた。彼らは地面へと一気に飛び降り、左右に散ったのだ。特に、武蔵むさしの第六特とく務むは、武蔵の艦かん長ちよう代だい理りを抱えながら最後まで残り、

「鈴すず！」

　ん、という声を、高鳴る震動の先に聞いた気がした。そして、

「ぜ、全ぜん域いき、パージ……！」

　直後。房栄は大質量を上に感じた。

　武蔵の輸ゆ送そう艦かんには、一つ、構こう造ぞうの特とく徴ちようがある。それは、武蔵の基本船せん殻かく部ぶが横よこ町ちようや縦たて町まちの集まりであるため、多くの輸送艦も単たん位いとして横町や縦町の長さを適用しており、

　……艦の構造体も、同様にブロック構造になってるんだったかしらね、と。

　その通りだった。輸送艦の中央部、艦かん首しゆ側から艦かん尾びまで、横町一つ分の構造体が抜け落ちてきた。長さ九十メートル余り、幅は街一つ分で十八メートル。それだけのものが、輸送艦から外れ、ハンマーのようにこちらを打とうと言うのだ。

　平ひら船ぶね型の輸送艦は、艦首が持ち上がった構造だ。だから艦の先せん端たんを砕くだけば、傾斜の陰に入る相手が丸見えになり、輸送艦自体は上を通過する。そう思っていたのだが、輸送艦の中身が降ってくるとは、

「最近の武蔵は、派は手で好きねえ……！」





●






　房栄は思し案あんした。砲口列化を叩たたき込むべきかどうか。それで無ぶ事じかどうかは解わからないが、しかし足止めをされるのは確かだ。だが、

「部長……！」

　眼がん下か、一いつ斉せいにこちらに飛び込んできた影がある。

　陸上部。自分の麾き下かたる彼らや彼女は、左が男子、右が女子という布ふ陣じんで、

「俺おれ達に任せて下さい！」

　言うなり、皆は、背中に差していた長なが物ものを、高角度で上へと投とう射しやした。

　槍やり投なげ用のジャベリンだった。長さは男子が二メートル七十程。女子が二メートル二十程。突とつ出しゆつした人数分、それら百数十の槍やりが、輸ゆ送そう艦かんの甲かん板ぱんに突き立った。

　だが、それでは構こう造ぞう物ぶつの落らつ下かは止められない。

　ゆえに彼らが身み構がまえて叫んだ。右の拳こぶしを上に突き上げ、直後に下へと振り、

「跳ばせ……！」

　声が放たれた瞬しゆん間かんだ。ジャベリンが下に伸長した。

　棒ぼう高たか跳とび。敵てき陣じんや城じよう塞さいに対し、その防ぼう御ぎよや防ぼう壁へきを飛び越えて行くための仕掛けだ。

　その連れん撃げきが、一いつ瞬しゆんで輸送艦の前部底面と地面を結び、快音を立てた。

　棒高跳びの動きで、前側下面のポールに突っかけられた輸送艦が、その艦かん尾びを高く持ち上げていく。

　直後。房フサ栄エにとって、空が上昇した。

　パージされた構造物が落ちる速度より、輸送艦の艦尾を跳ね上げる速度が増したのだ。更さらには、皆が男女を左右に分けていたため、

　……跳ね上がりの左右角度がついてるわ……！

　主に右を担当した女子の方が短いため、輸送艦は右に傾きながら倒とう立りつし、前に倒れていく。

　これで、大おお路じを輸送艦が行く事は無いだろう。

「外れちまいな！」

　皆の声に房栄は頷うなずき、前に出た。正面。そこに、輸送艦から退たい避ひをした武蔵むさし勢ぜいがいるのだ。
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　三征西班牙トレス・エスパニア陸上部は、一仕事を終え、次の仕事に向かおうとした。

　輸送艦は大路から排はい除じよした。後は武蔵勢への攻こう撃げきだ。

　後から野球部が来るだろうが、既すでに東側の部隊は元同どう胞ほうだった宗むね茂しげによって壊かい滅めつ状態になっているという。かつての第一、第三特とく務むと戦せん闘とうをしている訳わけだが、

「しょうがねえ、こっちは傭よう兵へいだからな。敵を選べないさ……！」

　あの二人が強いという事には、残念を思う一方で、流石さすが、という二文字を感じもするのだ。だが今為なすべき事への集中はあり、結果として、輸送艦は排除出来た。ならば、

「行くぞ……！」

　叫んだ瞬間だ。

　皆の間に、一つの影が落ちた。否いな、正確には二つだ。

　輸送艦の上から、武蔵副ふく長ちようが、副ふく会長を担かついで着ちやく地ちしたのだ。

　それは身軽な、髪かみを揺らしただけの姿勢制せい御ぎよで、

「あ、ちと、失しつ敬けいに御ご座ざる」

　皆が何事かと振り向く間に、武蔵副長が槍やりを構えた。それは、自分達が突き立てたポールを、水平にした刃やいばに映す物で、

「結べ、蜻蛉とんぼスペア……！」
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　フアナは、禁きん書しよ砲ほうの発はつ射しや指し示じを継けい続ぞくしながら、大おお路じへと降りていた。

　そして御ご所しよ方面へと走り出すなり、正面方向からの激げき震しんを聞いた。

　何が起きたかは解わかる。輸ゆ送そう艦かんの排はい除じよを支えていたポールが一いつ斉せいに破は断だんされ、輸送艦が斜め落ちに大路へと落らつ下かしてくるのだ。

　艦かん首しゆが下に落ち、倒とう立りつした艦が跳ねてスキップ。だが、その震しん動どうで構こう造ぞう体たいを外に落とし切った輸送艦は、まるで浴びせるように大路へと半回転してこちらへと滑かつ走そうを始めた。

　……しまった。

　何が悪かったと、判別がつくものでも無い。ただ、戦せん場じようを止める者はいないのだ。次から次へと、相手のした事を崩くずしていき、その先に勝利があるのなら、初しよ志し貫かん徹てつとして、

「房フサ栄エ……！」

　フアナは、走りながら指示を出した。

「行きなさい！」
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　房栄は、背後にいる陸上部の皆が、削けずれていない事を悟さとっていた。

　足の速い仲間達だ。輸送艦は避けられただろうし、突とつ撃げきは続行だろう。自分も今、白びやつ虎こを駆かり、目の前にいる敵てき勢ぜいを排はい除じよするだけだ。

　正面と左右、輸送艦から下りたばかりの武蔵むさし勢がいる。

　彼らの内、今は直近の者達に対し、可能な攻こう撃げきはある。

　砲ほう口こう列れつ化かは、両肩に展開中なのだ。ならば、

「行くわよ……！」

　房栄は、正面にいる相手を見た。武蔵勢、戦せん士し団だんと、その中にいる武蔵の第六特とく務むを、だ。相手は武ぶ神しんに乗っていない。それを一いつ瞬しゆん残念と思ったが、

「撃うって、白虎……！」
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　手が少なかったか、と直なお政まさは思った。相手が、現場の用意をしてきたのに対し、こちらは遭そう遇ぐう戦に近い。輸送艦と内部構造のパージ、そういった手を重ねて見たが、相手は凌しのいだ。

　こちらが今為なすべき事は、

　……砲ほう口こう列れつ化かへの対たい処しよさね……！

　どういう攻こう撃げきかは知っている。攻撃範囲はさ程大きくないが、走りながら放たれたならば、その直線上にいる全てが破は砕さい対たい象しようだ。こちらが出来る対処は、

「左右散開……！」

　叫んだ直後。白びやつ虎こが速度を上げた。前に来る。

　……速い……！

　こりゃキツイ、と直なお政まさは思った。鈴すずを抱えているというのもあるが、向こうが速い。

　思し案あんしたのは、義ぎ腕わんをパージし、それを盾たてに鈴と逃げる事だった。格かつ好こ悪いと思いもするが、砲口列化は砲口から広がる攻撃だ。盾の意味はある。だったら、

「……鈴？」

　鈴が、彼女を抱くこちらの義腕を押さえている。

　捨てるなと、そういう仕し草ぐさだ。それはどういう事かと思えば、

「────」

　白虎が来る。だが、直政は理解した。大たい気きの揺らぎと衝しよう撃げきが、正面の地面を砕くだいてこようとも、義腕を押さえる鈴の行為の意味は、

「来い……！」

　叫んだ。鈴の身体からだを軽く叩たたき、義腕を空に掲かかげた。

「朱雀すざく！」

　瞬しゆん間かんだった。いきなり、白の色に朱あけの色が激げき突とつした。西の空、武蔵むさしのいる方角から、六枚翼よくの武ぶ神しんが飛ひ来らいしたのだ。

　地じ摺ずり朱雀だった。





●






「……何か、今、私が見たの、ホラーじゃないか、あれ」

　武蔵むさし野の地下、武神格かく納のう庫こで、義よし康やすは大型ハッチから見える空を指さしながら呟つぶやいた。

「フツー、武神が、自分から伽藍ハンガー出て、ハッチを正せい座ざで丁てい寧ねいに開けて、飛び出すか？」

「いや、御お嬢じようちゃん、アレ、一応中いるしな。あと、ハッチを力任せに開けて壊こわされるより、ちゃんと鍵かぎ開けて行って貰もらった方がこっちとしては有あり難がてえしな。それに──」

　整備課長が、手前の伽藍にいる八やつ房ふさを指さした。

「コイツも、いずれ、似た事する気がすんぜ？」

「うーん……、八房はハッチ壊しそうなイメージがあるから、その時はすまん」

　だが、と義康は吐と息いきした。自分の〝義ぎ〟は伽藍の中に固定されていて、

「行こうと思ったのを、先に行かれてしまったな」

「行くなら準備するぜ。関かん節せつとか、市し街がい戦せん用ようにしなけりゃいけねえけどな」

「今から準備だと決けつ着ちやくがついているだろう。……まあ、連れん中ちゆうの退たい避ひを手伝うなら、それもありかとは思うが」

　言っている間に、足あし下もとが揺れた。義よし康やすが天てん井じようを見上げると、整備課長が肩をすくめ、

「早さつ速そくだ。早速、武蔵むさしが基本船せん殻かく部ぶをパージに入った」

「居きよ住じゆう区く画かくなど取り外すのか？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、京きようの動きがやべえ。場合によっては東に移設された本ほん能のう寺じの変へんに直結する。だからその時になって軽くパージするんじゃなく、今から粗あら方かたやっておこうってのよ。まずは浅あさ草くさと品しな川がわ、それと各かく艦かんの倉そう庫こ区画。戦せん闘とうには余よ計けいな重量だからな。居住区なんかは流石さすがに後だし、教きよう導どう院いん本体となると、流石に大物過ぎてパージ出来ねえが──」

　彼の言おうとした事の先を、義康は言った。

「現状でも、必要ならば、兼かね定さだを撃うち込むためか」

「京よりも、武蔵にとっては指導者達が大だい事じだからな。馬ば鹿かがいねえけど、最低限のパージで、小しよう兼定くらいはぶち込めるだろ」

　さてまあ、と整備課長は呟つぶやいた。ハッチの向こうから聞こえる風音や、輸ゆ送そう艦かんの響ひびき、そして基本船殻部の横よこ町ちようや縦たて町まちがパージされる音を別に、

「京から聞こえるだろ。人を上回る速度で金きん属ぞくがぶつかり合ってるの。

　──白びやつ虎こと朱雀すざくが激げき突とつしてんだ」

「どうだ？」

　勝負の推すい移いを義康は問うた。だが、整備課長が首を横に振った。

「四し聖せい同士のじゃれ合いだ。楽しんで遊び切ったら終わりになるだろうが、朱雀だって飛ひ翔しよう器き付けてる。……〝澤たく〟の加か速そく力が出せる朱雀に敢あえて飛翔器が付く意味、既すでに白虎が見せてるみてえだけど、直なお政まさがそれを使えるかどうかだな」

　彼は、一ひと息いきを吐いて言った。

「どっちにしろ、勝負は一いつ瞬しゆんだ」
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　直政は、朱雀を振り回した。

　武ぶ装そうは中型レンチを左右二本。フック用のリングに指を絡め、打だ撃げきの時は振り回し、防ぼう御ぎよの時はトンファーのように構えて細目の盾たてとする。

　打撃が特に気を遣つかう。何しろ白虎はこちらの打撃を気にせずぶん殴なぐってくるのだ。レンチが弾はじかれた際、下手へたをすればこちらの手首や指を痛める事になるし、

　……応急のスペアパーツや補ほ修しゆう術じゆつ式しきを装そう備びしてないんさね……！

　勝かつ手てに出てきた、というところだろう。このところで自じ律りつ的な動きを見せているのは解わかっていたが、ここまで明確だともうちょっと躾しつけておくべきだとも思う。だが、

「飛ひ翔しよう器き……！」

　朱雀すざくがここまで飛んできたと言う事は、朱雀本体にとって飛翔器の初期連動は叶かなっていると言う事だ。あとはここで、

　……里さと見みで〝信しん〟と戦ったのと似てるさね。

　攻こう撃げき全てに飛翔器の加か速そくを後押しで入れる。そして回かい避ひも、やはり加速器を振り回してショートダッシュを叩たたき込む。後はそれを精せい密みつに繰くり返せば、

　……試験機き動どうの代わりになるさ……！

　相手は白びやつ虎こ。試験の相手として、これ以上はないだろう。

　朱雀も、強化をしているとは言え、重装そう甲こう化かなど出来る筈はずも無い。一発食らえばそのまま負けに繫つながる相手だ。だが、その緊きん張ちよう感かんもだが、

「いいさねえ……」

　戦せん闘とうの中で、不ふ謹きん慎しんを感じながら、己おのれは言葉を漏もらす。

「久しぶりさ……！」
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　そうねえ、と、武蔵むさしの第六特とく務むの言葉を聞きながら、房フサ栄エは思った。

　……随ずい分ぶんと、戦いに慣れてきてますね、と。

　以前、最初に当たった時は、力押しのこちらに対し、やはり力でぶつかってきた。だから容よう赦しやなく砕くだいたのだが、二度目は搦からめ手からの四し聖せい発動。ここで、四聖のＯＳ起き動どうと、相手の武ぶ神しん内部に見たものに対し、狼狽うろたえたのが敗因だ。

　予測出来なかった。

　相手も、いろいろと背負っているし、相手にすら解わからない事が、やはりあるのだ。

　今回。朱雀がフル装そう備びと言える姿すがたで出てきた事に対し、房栄は懸け念ねんを持っている。

　山さん川せん道どう澤たく。四聖それぞれに対応する力だ。白虎は道で、空を駆かけるための仮か想そうの野原をそこに現げん出しゆつする事が出来る。

　この〝道〟の力は、空中疾しつ走そう時じにだけ出ている訳わけでは無い。専用の出力系けいは、〝道〟の出力を転用し、武神としての身体からだを動かしているのだ。

　高震しん動どう破は砕さい砲ほうである砲ほう口こう列れつ化かもそうだ。道を精せい製せいする力を外へ断続的に発はつ揮きする事で、それは震動になる。更さらに武神のフレームを通す事も可能だが、

　……どうなのかしらね、と。

　朱雀の〝澤たく〟は、どのように発揮されるのか。そして、それとは別で、

「いい音してますね、と」

　金きん属ぞくの打だ撃げきと回避が、京きようの大おお路じに火ひ花ばなを散らす。
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　鈴すずは、道を砕くだきながらの金きん属ぞくの激げき突とつを知覚した。

　似たようなものは、仙せん台だい城じようで経けい験けんした事がある。あれはウルキアガと成なる実みの決けつ闘とうに近いイチャつきだったが、今回は根本の部分で違う。直なお政まさは姉あね好ずきではない。違う。合ってるけどそうじゃない。どちらも完全な戦せん闘とう状態で、国こつ家か間の交こう渉しようとか、そういうものではないのだ。

　打つ。そして打だ撃げきし、払ってはかわす。

　動きは大きく、それらの動作は半はん径けい五メートル程のターンスライドをもって為なされる。

　彼女達を知覚で追う鈴には、色というものが解わからない。

　だが、翼つばさを振り回して加か速そくする朱雀すざくと、膂りよ力りよくを発はつ揮きして跳ねる白びやつ虎この動きは、それぞれの違いをもって尚なお、お互いが踊るように嚙かみ合う。

　綺き麗れい、と鈴は思った。地面の舗ほ装そうを砕き、幾いく度どとなく鋼こう鉄てつの音を立ててるというのに、二人の動きは速度を上げ、

「お……！」

　直政が吠ほえた。白虎の咆ほう吼こうに応じるように吠えた。

　打撃力では、朱雀は遙かに白虎に劣る。白虎の打撃一発は朱雀にとっての致ち命めい傷しようになるが、朱雀のレンチが当たったところで、白虎の装そう甲こうが軋きしむだけだろう。

　だが、朱雀は逃げない。

　自分がここで白虎を足止めすれば、仲間達が安全であるという事が解っている。それに、

「ん」

　レンチだ。中型レンチを打撃と防ぼう御ぎよに使いながら、直政は白虎の関かん節せつを狙ねらっている。

　レンチを、恐らく白虎の肩関節に叩たたき込み、ロック。相手の動きを止めてから、

　……加速？

　朱雀は一度、その〝澤たく〟の加速による体当たりからの高速ボディスラムで、白虎を退しりぞけている。白虎側も、警けい戒かいしているのはあの加速突とつ撃げきだろう。白虎の打撃に対する朱雀同様、あれは向こう側でも対応出来ない攻こう撃げきなのだ。

　そして打撃の応おう酬しゆうが重なる中、

「皆、……行こ、う！」

　己おのれの叫びに、喧けん噪そうが上がった。おお、という声と共に、輸ゆ送そう艦かんから退たい避ひして前に出ていた皆が、左右と中央から一気に前進したのだ。
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「行くぞ！」

　先せん頭とう。中央列の一番前を行ったのは、戦せん士し団だんの副ふく隊たい長ちようだった。

　三み河かわ出身。三河争そう乱らんの際は、警けい護ご艦かんにいて二ふた代よの副ふく官かん勤めをしていた。どう動くか、という事に対し、現状維い持じの判はん断だんを支持し、堪こらえたのだ。そしてホライゾンを救出する際には、処しよ刑けい場じようへと殺さつ到とうする聖せい連れん側を押しとどめ、副ふく長ちようの帰き還かんまでを、やはり堪えた。

「だったらここも同じだ！」

　皆、ついてくる。

　左右列の全員は、縦じゆう列れつとなり、正面にいる三征西班牙トレス・エスパニア陸上部に突とつ撃げきを掛けていく。

　先にあるのは大おお路じに落ちた輸ゆ送そう艦かんだ。やや斜め倒しになっているが、

「上を通るぞ……！」

　　平ひら船ぶね型の底は、平たくアーチ状になっている。後部の加か速そく器きを駆かけ上がれば、そこにあるのは戦せん場じように架かかった橋だ。向こうでは副長が先行し、戦せん闘とうをしているだろう。

　こちらがすべき事は明確だ。

「集中突撃……！」
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　三征西班牙陸上部の中で、即そく座ざに反応出来たのは、三河争乱に出場していた者達だった。あの戦闘、防ぼう御ぎよ方ほう陣じんを作って自分達は対応したのだが、一つ、極きよく東とう側には特とく徴ちようがあった。

　彼らの、その突とつ破ぱ力りよくだ。そのための陣じん形けいは、

「左右陣が動くぞ！　……追え！」

　正面。突っ走ってきていた極東戦せん士し団だんの縦列に、左右の隊が合ごう流りゆうして壁になっていく。それもこちらに対し、左右斜めに、防ぼう護ご障しよう壁へきを構えながら中央を護まもり、受け流す作りを取ったのだ。

　非戦と突破。それは完全な防御専せん念ねんの進行だが、

　……極東の防御術じゆつ式しきは禊祓みそぎだ！

　反射ではない。負ふ荷かが強過ぎれば壊こわれるが、基本的にはこちらの攻撃力を禊み祓そいで減げん衰すいさせ、滑らせる。

　左右に引きつけられてから、いきなり中央に寄せられた事で、こちらの対応は一いつ瞬しゆん遅れた。しがみつくようにして追いついた自分達も、防護障壁に力を減衰され、逃げられる。

「くそ……！」

　憤いきどおる。だが、突破しようとする彼らに対し、有効打は一つあった。

　空だ。

　輸送艦の監かん視しをしていた武ぶ神しんは、今、その対たい象しようを失っている。しかし、空を切る轟ごう音おんが聞こえるならば、

「頼むぜa3！」
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　a3は攻こう撃げきを行った。

　高速域で通過しながらの射しや撃げきは、大おお路じに入った今、危険だ。仲間達もいるし、周囲の建造物に被ひ害がいを与える訳わけにもいかない。今、ここで為なすならば、

　……直上！

　武蔵むさし勢ぜいが突とつ撃げきするのに対し、真ま上うえからの射撃。

　だが、これは安全なように見えて、危険な行為だ。何故なぜなら、

『来るか武蔵の魔女テクノヘクセン！』

　眼がん下かから、白と黒の機殻箒シヤーレベーゼンが跳ね上がってきた。

　三み河かわでエース級を倒した相手。アルマダでは、彼女達の麾き下かによって仲間達が落とされ、この二人によって機き鳳ほう隊たいが壊かい滅めつさせられてもいる。ならばここは、

『行くさ……！』

　叫び、直ちよつ降こうの軌き道どうを取った瞬しゆん間かん。眼下から一つの砲ほう撃げきが来た。

　五百円棒ぼう金がね。それも白の魔女による誘ゆう導どう路ろを得たものだ。放ほう置ちすれば確実にこちらに当たる。そういう攻撃だ。

　対する己おのれはどうするか。

　……覚かく悟ごを決めろ！

　高速で直降。下に激げき突とつし、体当たりとするのも悪くないと、そう思った。

　この相手には、そのくらいをやっていい。絶対だ。

　追つい尾びの導どう線せんがあるならば、それを上回る機き動どうを見せればいい。相そう対たい速度とは、味み方かたとなってくれる言葉だ。本来の速さに、相手の弾だん速そくを上掛けして、

『下……！』

　突っ込んでくる魔女二人と、砲ほう弾だんの間を抜けた。

〝騎鷲カバレイロ・アゾウル〟が得え手てとするのは機動力だ。それは加か速そく力りよくによって作られるもので、このような短距きよ離り上の加速では、今までの武ぶ神しんを遙かに上回る。

　魔女にとっても、これは見た事が無い速度だったのだろう。一いつ瞬しゆんで背後となった上空にて、彼女達が振り返り棒金が爆ばく発はつする。

　既すでに射撃は行っている。下の武蔵勢には被害が行く筈はずだ。しかし、もし防ぼう護ご障しよう壁へきを立てたならば、その時点で武蔵勢の負けだ。障壁が邪じや魔まになって対空迎げい撃げきが出来なくなるのだから。

　行く。射撃を繰くり返しながら、一直線に。脱だつ出しゆつのタイミングを見極め、

　……今だ……！

　思った瞬間。脇わきを何かが通過した。砲ほう弾だんかと、そう思った時だ。いきなり聴ちよう覚かく素そ子しに、

『──お久しぶりです！　弟さん、そろそろ高こう等とう部ぶでしたよね！』
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　上空で武ぶ神しんが爆ばく発はつするのを見て、浅あさ間まは、鈴すずの言っていた事を思い出した。

　……ああ、〝挨あい拶さつ〟なんでしたっけ。

　ナイトとナルゼが攻こう撃げきをマジ外しした時は、これは自分が直上射しや撃げきをするしかないですか、と思ったものだが、

『西側の野や手しゆ隊たいを迎げい撃げきに行く途と中ちゆうですれ違えて幸いでした！　いやあ、やはり地元の人達との戦せん闘とうとなると、懐なつかしい顔ぶればかりですね。ともあれ脱だつ出しゆつされると挨拶間に合わなくて残念になるところで、──ではちょっと、次の人達に行って来ます！』

　上で生じた武神の爆発と強制脱出に、宗むね茂しげが西の空へと〝渡って〟行くのが見えた。

　そして右の方、東から誾ぎんが走ってくる。彼女は陸上部ぶ隊たいの右列を中断するように跳び込み、

「お久しぶりです」

　言っただけで陸上部隊が防ぼう御ぎよ態勢になって足を止めた。

　手を出すとどうなるか、恐らくは部長達から指し示じが行っているのだろう。そして誾がこちらに一いち礼れいして、宗茂の方へと走っていく。

　後に残るのは、走って行く自分達と、

・金マル：『うわあ、危なかった！　前の情報データが使えないとかマジ御ご免めん、砲ほう弾だんの発はつ射しや系けいを見直す必要あるなんて思わなかったよ』

・●　画：『ともあれムネオと誾がいて幸いだったわ。終わったらネームにしないと』

・礼賛者：『それは礼なんですか嫌いやがらせなんですか？』

　だが、敵の足並みが崩くずれた。そしてこちらは前に行き、輸ゆ送そう艦かんを越えていく。

　そのつもりだった。しかし、

「……？」

　不ふ意いに、左右の気け配はいが変わった。こちらを追って、すがろうとしてきていた陸上部の面々が、いきなり散ったのだ。

　自分達の行き手、正面には輸送艦がある。遮しや蔽へい物ぶつとしてみれば、直線にして百メートル程、高さにして二十メートルはある大物だ。それを前に、陸上部が追つい撃げきを諦あきらめるのだろうか。

　……一体、何が？

　と、自分が思いながら、陸上部の方、後ろへと振り返った瞬しゆん間かんだった。

　いきなり、こちらの背後。戦せん士し団だんの末まつ尾びとなる数人が、後方の空に吹き飛んだ。

「……っ！」

　響ひびいた打だ撃げき音は二発。金きん属ぞくの響きと、装そう甲こう類るいを割り折る音が鳴り、

　……は……!?

　何かと思う間に、二度目が生じた。また、末尾の方、それも今度は、こちらに近づく形で、数人が打だ撃げきされたのだ。
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　浅あさ間まが見たのは、鉄てつ球きゆうだった。義ぎ眼がん〝木葉このは〟が即そく座ざに精せい査さして教えてくれたのは、二発の鉄球がこちらの懐ふところにいきなり飛び込んでくるという状況だった。

　……これは……。

　上からでも、下からでもない。空間転てん移いのように、いきなり来る。

　それも、恐らくは、目の前の輸ゆ送そう艦かんの向こうからだ。そして、

「三発目！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。金きん属ぞく音おんが響ひびいた。

　だが、それは、被ひ害がいとしての打撃音ではなかった。迎げい撃げき、それも攻こう撃げきによる高鳴りだ。

　ノリキだった。彼は笑顔で、宙ちゆうに舞った二つの鉄球をキャッチし、

「久しぶりだな」

　言った。

「バルデスが、──消える魔ま球きゆうを改善したのか」







[image: 第八十四章『打席の伝道師』]
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「そうとも」

　輸ゆ送そう艦かんの北側、二百メートルを離れた位置から、彼は言った。

「このペドロ・バルデス。……妹がいないと投げられぬ魔ま球きゆうでは、全国大会で勝ち抜く事は出来ないからな」

　さあ、と彼は鉄てつ球きゆうを掲かかげ、輸送艦の方へと構えた。

「相手は誰だれだ。全力で討うち取ろう」

　言うと、輸送艦の上から、影が出た。武蔵むさし勢ぜいだった。彼らはこちらを指さし、一いつ斉せいに、

「あいつだぜ！」

「おお、久しぶりだな！　ベスト４まで行ったそうじゃないか！」

「何か待ってますけど、どうしますの!?」

　先せん頭とう集団にいる水み戸と領りよう主しゆが叫んだ瞬しゆん間かんだった。自分は頷うなずき、

「誰が相手だ」

　応じたのは、武蔵の姫ひめだった。彼女はこちらを指さし、

「総合力です」

「──Ｊｕｄジヤツジ．！」

　一斉に、武蔵勢ぜいがこちらへと突とつ撃げきを掛けてきた。
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「サシの勝負っぽかったのに、な、何か自分達、悪ですよね！　悪！」

「何を言っておられますアデーレ様、一いつ騎き打うちなど元げん寇こうで廃すたれたオールドスタイルですよ」

「それだと相あい対たい戦の意味もかなり無くなるんですのよ？」

　だが、正面でバルデスが投球フォームに入った。ノリキが顔を上げ、

「来るぞ！」

「……オメエじゃねえの？」

「用意もしてないからな。直ちよく撃げきだと肋ろつ骨こつくらい持って行かれるが、それで帰ったら氏うじ直なおに怒られるだろうし、──氏直が元に戻って殴なぐり込んできたらどうする」

「ハイ！　ハイ！　ノリキ殿どの以外の誰かいるで御ご座ざるか──！」

　仕方ない！　と叫んだのは、戦せん士し団だんの副ふく隊たい長ちようだった。彼は二ふた代よに振り向き、

「隊長！　ここは自分が行きます！」

　直撃した。

　打だ撃げき音に吹っ飛んだ姿すがたを、ペルソナ君が空中でキャッチして背後の救きゆう急きゆう班はんに任せる。ややあってから皆が正まさ純ずみを担かついだ二代を見て、

「おい、副ふく隊たい長ちようがやられたぞ！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　貴とうとい犠ぎ牲せいで御ご座ざるな！　眼鏡めがね！　対応は!?」

「え？」

・金マル：『え？　……とか言ってるよこのバラやん』

・未熟者：『き、君達だってさっき攻こう撃げきを外したじゃないか！』

・●　画：『いや、私達、一応仕事はしたわ。でもアンタ何もしてないし』

・未熟者：『誰だれか！　誰か！　ここに理論的な魔女テクノヘクセンがいます！』

　だが、距きよ離りはまだある。走って行く間に、

「フフ！　そこよ多分！」

　喜き美みの言葉に、わあ、と後ろの列が割れた瞬しゆん間かん。そこに鉄てつ球きゆうが飛び込んだ。間に合わなかった二、三人が、しかし回かい避ひには入っており、

「く……！」

　肩や腕に、軽く触れただけ。だが、その全身が、逆側にいる仲間に吹っ飛んで激げき突とつした。

　列は彼らを支え、

「……大だい丈じよう夫ぶか!?」

「くっそ、……無回転だぞこれ！」

　見れば、既すでにバルデスが次の投球フォームに入っている。その手が、青の炎ほのおを宿しており、次も魔ま球きゆうだと告げている。

　しかしこちらは走っていても、まだ距離にして百メートル強がある。浅あさ間まがペルソナ君の方に振り向き、

「私が、射しや撃げきで──」

「いえ、智とも、その高さでは、相手の弾だん丸がんの軌き道どうと嚙かみ合いませんわ」

　だから、というように、

「私が行きますわ！」

　狼おおかみが、鎖くさりを振るって前に出た。
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　ミトツダイラは瞬しゆん発ぱつした。

　相手との距離を詰め、銀ぎん鎖さを振るう。

　相手の術じゆつ式しき。魔球の原げん理りは、アルマダの記録によって大体は解わかっている。だが、今回のは新型だ。

　魔球は見破れれば対たい処しよが確定する。その自然発生的な制約ルールによって、彼らの魔球は術式として成立しているようだが、もしそうだとしても、それは、こちらも術式として見破らなければ対応とはならないという事だ。

　……一種の秘ひ匿とく術じゆつ式しきですわね。

　見破れば勝ち。そして、

「一つ、言っておく」

　バルデスが、投球に入りながら言った。

「全国大会では、この魔ま球きゆう、破られていない。──当然だがね」

　言葉と共に、ミトツダイラは見た。バルデスの投球フォームは、アルマダの記録によればオーバースロー。だがここでは、

　……サイドスローですの……!?
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　ミトツダイラは、銀ぎん鎖さを振るった。

　消える魔球の仕掛けは、加か護ごを掛けた二つの投球を高速で激げき突とつ、物体と言うよりも、流りゆう体たいとしての位置情報を重ねる事で相そう殺さいし、一いつ瞬しゆんその姿すがたを消すものだ。投球自体は地ち脈みやくの中を移動しているのが、ノリキの戦せん闘とう記録から解わかっている。

　対し、銀鎖は流体を打てる神しん格かく武ぶ装そうだ。情報体を打つのと同じ要よう領りようで、地脈内にある投球を打つ事が出来る。更さらに、銀鎖は長大なので、バットで言えば、

　……早めのバッティングで、投球軌き道どうを確実に捉とらえる事が出来ますわ！

　振った。走りながらだが、全力の右打席。右手に力を込め、

「ホームラン……！」

　直後。背後の戦せん士し団だんが、宙ちゆうに吹き飛んだ。

　ノリキが右手を振り上げ、

「スタァ──イク!!」

　敵ですの貴方あなた。
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　どういう事ですの、とミトツダイラは思った。

　敵の弾だん速そくが速い。銀鎖を急ぎ引き戻すが、こちらとて最速のタイミングで振ったのだ。

　だが、間に合わない。そして、

　……あら？

　ミトツダイラは、不ふ意いに、敵と自分の間に生じた、あるものに気付いた。だが、それが何故なぜなのかを悟さとるより速く、

「フフ、次来るわよ！　ほらそこ！」

　わあ、と今度は皆が避けた。そして虚こ空くうにいきなり、青の炎ほのおを帯びた鉄てつ球きゆう二発が生じ、

「根性──！」

　応急処しよ置ちを終えたばかりの副ふく隊たい長ちようが、両腕うでで抱えるようにしてそれを止めた。

　ミトツダイラは、二発の鉄てつ球きゆうが、前後並びであったのを確かく認にん。

　……仕掛けは、以前と同様なんですの？

　そして副隊長がパスしてきた一つを手に取り、さっき自分の中で得た疑問を確認した。

「これは──」

　ある〝印しるし〟。これが魔ま球きゆうの仕掛けを解くヒントだというのは解わかる。

　だが、解ったところで、どう迎げい撃げきすべきか。投球モーションから投じられているであろう予測速度より、敵の弾だん速そくが明らかに速いのだ。そして今の一投に対してノリキが腕を振り、

「スタァ──イク!!　ツゥストライック!!」

　だから敵ですの貴方あなた。
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・金マル：『というかノリリンノリノリ？』

・不退転：『というか、向こうは敵では』

・労働者：『いや、バルデス兄妹とは、アルマダでの付き合いがある。……あいつも、味み方かたが一人くらいはいた方がいいだろう』

・貧従士：『い、いや、向こう味方いますよ！　超いますよ今！』
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　ミトツダイラは、幾いくつかの仮か説せつを立てた。そして、相手をよく見る事もだが、別の集中をしようとそう思った。だが、走る先、そこにいるバルデスが、

「次でスリーストライク、アウトだ」

「そ、そういうルールですの!?」

　しまったですの、と今いま更さら思う。

　……これ、相あい対たい戦せんですのね!?

　もし自分がしくじったら、次は誰だれが出るのか。否いな、皆の突とつ撃げきに対し、三征西班牙トレス・エスパニアの他が追いついて、乱戦に持ち込まれるだろう。立たち花ばな夫ふ妻さいが東西の野球部を潰つぶしに行っているが、南北からの挟きよう撃げきとなる二隊はまだいて、その先せん端たんがこのバルデスなのだ。

　ここで時間を食えば、御ご所しよ突とつ入にゆうは厳きびしくなる。ならば、

「行きますわ！」

　頷うなずくバルデスは、既すでに投球フォームに入っている。こちらも急ぎ、銀ぎん鎖さを振らねばならない。大体敵の弾速は、何故なぜか〝上がっていく〟のだ。だから自分も早めに、

「ネイト」

　王の言葉が、こちらに届いた。

「左で打ってみ」
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　バルデスは、投球の際、敵が打席を変えたのを見た。

　投球中に変えるのは反はん則そくだが、野球部員ではない者の行う事だ。それに、構えから見るに、どことなく不慣れに感じる。戦せん闘とう訓くん練れんを行っているなら、両利き対応は普通だろうが、それでも得え手て不得手はある。ならば、

　……何故なぜ、打席を変えた？

　解わからない。というか、武蔵むさし勢ぜいの行動は、正直、よく解らない事が多いので考えるだけ無む駄だ。その辺りは作さく戦せん会議でフアナ様もよく仰おつしやられていた。確かにフアナ様にチンコ揉もませるとか、何を考えてそうなったのか解らないが、あれ言うとフアナ様に凄すごく[image: ]しかられる。

　……ならばコレもチンコと同じだと、そう思わねばな。

「妹よ。──今夜が、兄の最後の現げん役えきだろう」

　呟つぶやき、魔ま球きゆうを投じた。

「……消えろ！　我が魔球！」
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　ミトツダイラは、バルデスの投球を見た。

　仮か説せつは立った。だが、もし、自分が今見て、思った通りだとすれば、

　……間に合いますの!?

　銀ぎん鎖さは既すでに振り始めている。先さき程ほどよりも速いタイミングだ。しかし、

「く……」

　今までの、投球から着ちやく弾だんの時間を考えると、振り回しが遅い。最速だが、遅いのだ。

　……瞬しゆん発ぱつ加か速そくが、銀鎖に入れば。

　心が、理り屈くつを求めて諦あきらめようとする。その時だった。

「ネイト、ほら、これ」

　王の声と共に、自分の耳が、ある一つの音を聞いた。それは、昨日きのう何度も聞いた小さな響ひびき。湿しめったような、快くも恥はずかしい音で、

「────」

　はっとした瞬しゆん間かん。指が跳ねた。左の手先に、不ふ意いの力が届き、

　……あ。

　瞬発した。左の肩も、肘ひじも、手首も手指も、そして、それらの先にある銀鎖もだ。
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　瞬しゆん間かん、バルデスはあるものを見た。

　銀の鎖くさりが、不ふ意いの瞬しゆん発ぱつをした事もだが、

　……目を閉じた!?

　消える魔ま球きゆう相手だから、という事だろうか。だが、そのタイミングが、こちらの懸け念ねんと合がつ致ちしていた。

　……やられたか……！

　思った瞬間。快音が波で響ひびいた。

　投球が、ヒットされたのだ。
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　浅あさ間まは、多重の快音を聞いた。

　見えたのは、水平に回って突っ走った銀の色だった。

　その色が、宙ちゆうに青の光を飛ばしていた。

　数は二つ。バルデスの鉄てつ球きゆうを、銀ぎん鎖さが打ち上げたのだ。

　ヒットだ。

　どういう仕掛けで魔球を見破り、打てたのかは、正直解わからない。後でミトツダイラに聞いて、ちょっと語りぐさにするべきだろう。

　だが銀鎖の速さがおかしかったと、自分はそう思う。今まで、ミトツダイラはそれを力任まかせに振っていたため、速度は基本として等速だったというのに、

　……一いつ瞬しゆん。中央側が先に突っ走ったような……。

　何が起きたかは解る。彼女が全身に発はつ揮きさせる瞬発加か速そくが、銀鎖に届いたのだ。

　潜せん伏ぷく期間中、何度も試して、上手うまく行きそうで行かなかった事。それが出来たのは、

「あの、トーリ君？」

　振り向いた先。彼が、自分の人差し指を嚙かんでいる。

　そうだ。昨日きのう、彼とミトツダイラは、お互いの指を嚙み合うような事をしていた。そして、今、ミトツダイラが使ったのは、嚙まれた方の左指なのだろう。

　狼おおかみが、鎖に瞬発を届かせたのは、それが仕掛けだ。

　だが、ただ単に嚙んだからではない。

「伝でん播ぱね」

　喜き美みが、苦く笑しようで言う。

「ミトツダイラが神しん奏そうしているのは、旧派カトリツクでも、浅間神じん社じやのサクヤでもないわ。愚ぐ弟ていと同じ、大おお椿つばき系けい。愚弟の騎き士しになると決めた時、そうしたんだけど、あれ、芸げい能のう神しんなのよ」

　だから、

「芸げい能のう神しんは、感情や意い思しの伝でん播ぱを補助する術じゆつ式しきを使用する。でも──」

「でも？　今のは、術式や何かじゃなかったですよ？」

「だから、術式以前の基き礎そよ？　アンタだって解わかるでしょう？　大好きな人がいきなり横に座ったり、触れてきたら、どうなるの？　照れるのもだけど、ビクっとするでしょ？」

　言って、わざとらしく肩を震わせ、喜き美みが「あっ、やっ、トーリくうん」などとやっているが、コレ私の真似まねでしょうか。そんな気持ち悪い事した憶おぼえないんですが。

「フフ、でも、そのビクって、凄すごく小さい動きよね。相手に悟さとらせてはいけないというような、繊せん細さいな動き。──でも、筋きん肉にくと骨こつ格かくの動きなのよ」

　どういう事か、後は解る。

「鎖くさりという、扱いづらいものを制せい御ぎよするための微び細さいな力。……ミトは、そういうものを、身に憶えてなかったと、そういう事ですか？」

「武ぶ器きや道具と、恋や愛を一いつ緒しよにしたら駄だ目めよね。──ミトツダイラは、もっと、それを全身で憶えると良いわ。でないと、愚ぐ弟ていを抱き締しめて壊こわしちゃうかもしれないんだから。

　──でも愚弟？　指吸いは、あれ、そういうのの示し唆さだったの？」

「いや、あれは流れ。ネイト、こういうのした事、子供の頃ころにはあるんだろうけど、今はないだろうなー、ってのと、俺おれに対して力を振るってしまったら、ってのがあるみたいだから、こーすりゃ怖こわくないよ、って感じで」

　だから、

「あんな事やったなら、今、指の感かん触しよく、鋭えい敏びんになってんじゃねえかな、って」

　だとすると、彼はきっと、この辺りに気付いていたのだろう。恐らくは、

　……ああ、関かん東とう解放の時。

　ミトツダイラを受け止め、押し倒されたり、抱え直したり。その辺りで、ミトツダイラからのアプローチがあまり無い理由に気付いたのだ。彼女は、瞬しゆん発ぱつ加か速そくなどで力を使いこなしているようだが、抱き締めたり、包むようなところに、それが出来ない、と。

　だから、一からそういうのを始めて行くつもりだったのだろう。が、それは逆に言えば、

　……トーリ君、ミトと、そういうのをしていくって事ですよねー……。

　おうおう、とミトの肩を後ろから何度か叩たたきたい気分にもなるが、向こうから見たらこっちもそうなのだろう、多分。そして今、狼おおかみは、

「この勝利、我が王に捧ささげますわ！」

　落ちてきた鉄てつ球きゆう、二発を、左の手で一つ取って、もう片方を下から突き、乗せた。

　直後。ノリキが、

「守しゆ備び妨ぼう害がい……！　バッターゥッッ!!」

　敵ですかノリキ君。
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　両腕うで、そこに宿っていた聖セントエルモの火が、散って消えていくのを、バルデスは見なかった。

　身を大おお路じの西にズラし、武蔵むさし勢ぜいが行くのを送る。

　……見事！

　自分の魔ま球きゆうが、初しよ見けんにて破られた。これは完敗と言っていいだろう。

　よく見切ったものだと、そう思う。何しろ、ヒットの際、自分の投球が二つに分離しているところを狙ねらわれたのだ。

「多段加か速そく式、消える魔球」

　理り屈くつは簡単だ。加か護ごを調ちよう整せいし、以前は一度ぶつかったら消えたままになっていた投球を、地ち脈みやく内部で再衝しよう突とつさせるのだ。それも、地脈内においては、相そう殺さいではなく、加か算さんとして、だ。

　そうすると、一発の中に、二発分の速度が乗る。

　しかし鉄てつ球きゆうの姿すがたは、先の衝突で消えているため、見えない。

　ただ相殺から加算に切り替わる際、地脈内で分離するので、不安定となる。

　……バッターが狙うタイミングは、その一いつ瞬しゆんだろう。

　投球には、サイドスローを使用する。何故なぜなら、手の平の中に、二つの鉄球を並べ持つからだ。アンダースローでは振り回しが強くなり、オーバースローではすっぽ抜け易やすい。

　そしてこの術じゆつ式しきは、早期の衝突が必要なため、二発をほぼ同時に投げる。

　先に、手首側に乗せたものを投げ、直後に、指の先せん端たんまで引っかけて加速した一発を後追いさせる。

　殆ほとんど、手の中で衝突が起きていると言っていい。

　全国大会では、異い族ぞくで多た腕わん多たき脚やくなどもいるため、バットや投球の複数持ちが条件次第で通せる。この場合、敬けい遠えん不可などの制約が重なるのだが、それでもベスト４に入った。

　打たれはしなかった。ただ、

「先せん輩ぱい！　最後、いいフォームでした！」

　大路脇わき、野球部の皆が出迎えてくれる。特に、捕ほ手しゆ達がそうだ。捕手の誰だれもが、腕などに包ほう帯たいを巻き、負ふ傷しようを得ている。

　この魔球を受け止め切れる者も、またいないのだ。

　だが、これが敗れた以上、もう消える魔球も、時代ではないのかもしれない。

　横、退たい避ひしたこちらの前を、武蔵勢が行く。その先せん頭とう、銀の狼おおかみに、自分は問うていた。

「何故、仕掛けを見破れたんだ？」

「Ｊｕｄジヤツジ．、それでしたら──」

　と、彼女が鉄球を一つ、送ってきた。見れば、その表面には、

「貴方あなたの血が染しみてますの」

　そうだ。この魔ま球きゆうだけではない。投手であるならば、自分達が使う球に、血や、それに値あたいする感情が籠こもっていて当然だ。だが、

「──途と中ちゆう、見えはしないのですけど、匂においみたいなのが来たんですわ。だから思ったんですの。何故なぜ、何も見えないのに、血の匂いが貴方あなたと私の間に生じたのか、と」

　狼おおかみがこちらに球たまを投じながら言う。

「魔球を魔球とする加か護ごと術じゆつ式しき。それは、神が貴方達の努力を認めた時に成立するのでしょう。ならばその匂いは、その投球の本質。実体を見せる見せないという事とは別にある、それが魔球である事を示す縁えんが〝印しるし〟となって、完全に消える事を阻はばんだのでしょう」

「Ｔｅｓテスタメント．、──ならば自分は、確かな魔球を、神に認められていたと言う事か」

　バルデスは、落らつ下かしてくるそれを手に取った。

「部長！　フアナ様！　房フサ栄エ部長！　自分はここまでです！　後は任せました！」
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　任されちゃあしょうが無いわね、と房栄は思った。

　白びやつ虎この腕を振り、打だ撃げきの構えを取り直しながら、彼ひ我がを見る。

　……随ずい分ぶんと削けずり合ったわね、と。

　どちらも、無ぶ事じな装そう甲こうは殆ほとんど無い。

　お互いの手の内は見えている状態なのだ。正直、腕を一回押さえられてぶん投げられた時は焦あせった。〝道〟を作る事が出来たので、すぐに宙を走って相手の裏に回れたが、驚きに負けていたら、一気に持って行かれていたろう。

　加か速そく器きが面めん倒どうだ。

　朱雀すざく自体は細ほそ身みだが、鋼こう鉄てつの武ぶ器きを持ち、打撃ごとに加速を重ねてくる。

　身体からだの出力は低くても、飛ひ翔しようの勢いを重ねてくれば帳ちよう消けしだ。

　それも段々と、打撃が回を重ねるごとに上手うまくなっている。この動きの元は恐らく、関かん東とう解放。里さと見みでの戦せん闘とうだろう。武ぶ神しん乗りなら各地の武神隊の特とく徴ちようを知っているものだが、

「確かに東とう国ごくは飛翔器の精せい密みつ動作において三征西班牙うちより上を行くわね、と」

　……出力なら、うちが上なんだけどなあ、と。

　猛鷲エル・アゾウルなどが射しや撃げきを主とするのは、高出力の飛翔がある一方、空中での近きん接せつ戦せんは得え手てではないためだ。今後はそっちも研究課題よね、という事で騎鷲カバレイロ・アゾウルが作られた訳わけだが、まさか宗むね茂しげ君と誾ぎんちゃんに全ぜん機き落とされるとは。ああ、よく考えたらあそこは保ほ護ご者しやが武神だったから、慣れてるのかなあ、と……。

「……っと！」

　房栄は、朱雀の攻撃を大きくかわした。

　既すでに大おお路じの舗ほ装そうは大きく剝はげ、斑まだらに地ち殻かくが見えている。だが、今、自分は有利な位置を取った。それは、

　……輸ゆ送そう艦かんが、正面に見えてるわね、と。

　良い位置とタイミングだ。何故なぜなら、仲間の陸上部員が全員、敵を追って輸送艦の向こうに行った。そして輸送艦自体が壁になるなら、

「押すしかないわね、と……！」







[image: 第八十五章『二方角の聖獣』]
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　鈴すずは、御ご所しよ前に突とつ撃げきを掛ける皆の中で、激げき音おんを聞いた。

　それは背後、輸ゆ送そう艦かんの向こうから聞こえるもので、今までよりも一ひと際きわ大きい、

　……白びやつ虎この打だ撃げき音おん……！

　しかも、それが止まらない。一直線の突き押しだ。これまでにそのようなラッシュはなかった筈はずだが、今になって可能となった理由は、鈴には解わかる。

「鈴さん、マサの方から聞こえる音は──」

「ん。地面、抉えぐったの、……踏んで、る！」

　白虎が、今までの立ち会いの中で砕くだいた地面を、利用しているのだ。脚あし捌さばきなどによって剝はがれた舗ほ装そう。その段差を足のフックとして、踏み込みを強化している。これは朱雀すざくが飛ひ翔しよう器きの宙ちゆうに浮く加か速そく力りよくを利用するのとは対たい照しよう的てきに、地面からの反はん力りよくを利用する方法だ。

　白虎の足の踏み込みが、打撃と連動し、止まらない。

　無む論ろん、朱雀とて、踏みこたえるのには段差をフックに出来るが、自力と重量が違う。

　聞こえるのは、それでも朱雀が白虎の攻こう撃げきを捌く音だ。中型レンチを盾たてにして、飛翔器を小刻みに加か圧あつし、打撃を逃のがしては払っている。

　だが、下がる一方だ。しかも一直線に追われている。

　逃げる方向を白虎に制せい御ぎよされているのだ。左右どちらかに退たい避ひしようとすれば、巨きよ大だいな拳こぶしがその方向から襲おそってきて、軸じくをズラせない。

　直なお政まさも格かく闘とうが出来るが、彼女は打撃系けいではない。立ち会いの殴なぐり合いでは、やはり白虎に長ちようがあるというところか。

　鈴は、そんな流れを音として聞きながら、また、自分達にも問題が降りかかっている事に気付いた。

　正面。下がったバルデス達の隊たいとは別に、北の敵本隊が御ご所しよ前に到とう着ちやくしつつあるのだ。

　その先せん頭とうにいるのは、

「隆たか包かね殿どので御ご座ざるか……！」

　二ふた代よの言葉に、相手は頷うなずいた。長ちよう尺じやくバットを構え、

「守りの要かなめはやっぱ俺おれだろ……！　さあ、来いよ！」

　言葉に応じ、前に出た者達がいる。それは、

「行くで御座るよ、メアリ殿……！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、私達が対応します！」

　続き、ウルキアガと成なる実みが出た。

「──では、周辺は拙せつ僧そう達だな。成実、貴き様さまは大物を行け」

「合が点てんだわ」

　と、成なる実みがルートを変えて前に出た。御ご所しよ前ではなく、左を大回りに野球部達を通過していく。その先にいるのは、

　……本ほん隊たい……！

　大罪武装ロイズモイ・オプロ・嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシを手にしたフアナが、部ぶ隊たいを率ひきい、こちらへと駆かけつけてきているのだ。そして、

「────」

　背後から激げき音おんが響ひびいた。

　白びやつ虎こが、朱雀すざくに対し、強きよう烈れつな一いち撃げきを見舞った音だった。
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　房フサ栄エは、押した。

　朱雀に打だ撃げきを打ち込み、押す。考え無しにそうしている訳わけではない。

　……壁！

　輸ゆ送そう艦かんだ。艦かん尾び加か速そく器きは死んでいるが、それゆえに鳥とり居い状じようの巨きよ大だいなオブジェは壁になる。そこに朱雀を押しつければ、勝ちだ。

　そうすれば、朱雀はもはや下がれない。

　そうすれば、朱雀は背後に〝澤たく〟を出せない。

　だから押す。一気に距きよ離りを下げ、相手に逃のがれる余よ裕ゆうを与えない。普通の武ぶ神しんならば息切れしているであろう打撃の連打も、白虎にとっては楽なものだ。打撃も、一いつ辺ぺん倒とうなものではなく、捻ひねりやフックを混ぜて相手の対応を砕くだき、

「そこね……、と！」

　一気に追い詰めた。無む論ろん、容易過ぎるという感想は抱いている。ならばこの相手は、何かを企たくらんでいるのだ。

　潰つぶす。

　小こ細ざい工くなど通用しないと、実力でねじ伏せる。そのつもりで打撃し、

　……どうするのかしらね、と……！

　壁前、最後の一発となる一撃を入れようとした。

　瞬しゆん間かん。朱雀がある事を行った。

　朱あけの武神が、自ら大きく下がり、壁に背を突いたのだ。
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　房栄は、朱雀の挙きよ動どうに罠わなを感じた。

　何かの仕込みがある。当然だろう。それまでの〝決まり〟を破った動きには策がある。

　ならばこちらも最大限の対応をするだけだ。打撃のコンビネーションとしては最後の一発となる右の拳こぶしに重ねて、

「砲ほう口こう列れつ化か、右肩単たん独どく使用……！」

　右の高震しん動どう破は砕さい砲ほうを、閉じた状態で放つ。全ての震動の行き先は右の拳。一いつ瞬しゆん、負ふ担たんによって白びやつ虎この動作が震えたが、大した事ではない。

　触れれば砕くだく。そんな一いち撃げきを、白虎に打ち込ませた。

　すると、対する朱雀すざくが動いた。

　前だ。一度下がり、即そく座ざにこちらへと身を振ってきた。

　……来たわね!?

　策だと思った。今の朱雀の挙きよ動どうは、こちらの一撃を誘ゆう発はつするためのものだ、と。一回下がる事で、警けい戒かいさせ、砲口列化の打だ撃げきを誘ったのだ。

　房フサ栄エは思った。もしここで、砲口列化の打撃が破られたら、どうするかと。

　……その時は、逆もあるし、挙きよ動どうの対応もするわね、と……！

　幾いくつかの案は即座に出るし、身体からだも憶おぼえている。だから構わず、

「振り抜きなさい、白虎……！」

　穿うがった。白と黒の巨きよ大だいな右手が揺らぎを帯びて飛び、手て応ごたえが即座に来た。狙ねらうのは朱雀の左腕うで、肩前を外から狙えば、逃のがれる事は至し難なんだ。

　だからそうした。

　攻こう撃げきが当たる。その瞬しゆん間かんだった。

　朱雀が、左腕をパージしたのだ。
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　……こりゃあ、また泰たい造ぞう爺じいさんに[image: ]しかられるさね……！

　作ったばっかのものを壊こわすなと、確実にそう言われる。

　だが、今、これは必要だ。何故なぜなら、

　……勝ちに繫つながるのさ……！

　朱雀の左腕を肩から抜く。これは本来、ダメージを受けてから行う事だ。

　高震動破砕の拳を受けたならば、その瞬間にパージすれば良い。

　それ以前に、もしも回かい避ひが出来れば、左腕を捨てずに済むのだ。

　しかし、先にする。攻撃が当たっていないのに、左腕を捨てる。そして、

「食うといいさ……！」

　宙ちゆうに浮いた左腕を、敵の右拳が嚙かんだ。

　破砕音と言うより、引きちぎりの音がして、朱雀の左腕が一いつ瞬しゆんで塵じん芥かいに化した。

　何もかもが砕くだけ散る。が、その瞬間を直なお政まさは狙っていた。左腕をパージした瞬間。力を失った手指から、落ちたものがあるのだ。

　中型レンチだ。

　そして直なお政まさは、敵を見た。こちらの左腕うでを食った相手の右腕は、

　……止まった!!

　砲ほう口こう列れつ化かの砲ほう撃げき時じに、白びやつ虎こは動きを止める。だが、拳こぶしなどにそれを展開した時は、どうなるのか。最初の仕込みの瞬しゆん間かんに動きが一いつ瞬しゆん停てい滞たいするのは解わかっていたが、その状態は腕も縮めていてガードが堅い。

　そして狙ねらうのは、そこではない。

　策をやるなら、腕が伸び切った時だ。だから誘うならば、

「高震しん動どう打だ撃げきをぶち込んだ瞬間。拳から威い力りよくを伝でん導どうするため、動きは止まるさ……！」

　一瞬の停滞だ。だが、自分達にとっては充分なものだ。

　行ぎよう儀ぎが悪いが、直政は朱雀すざくの左膝ひざをかち上げた。腿ももで、落らつ下かするレンチを蹴けり上げ、脚きやく力りよく任せにレンチを上にぶち込んだ。

　白虎の右腕、肘ひじ関かん節せつに、だ。

　金きん属ぞくの引っかかりがあり、しかし幾いくつかの擦さつ過かと響ひびきを重ね、レンチが行った。金属の突とつ出しゆつはそのまま逆側まで貫かん通つうし、

「どうさ……！」

　白虎の腕が、大きく震えた。打撃を放ち追え、戻そうとした右腕が肘で曲がらないのだ。

　後は簡単だ。レンチが、高速で行われる肘戻しのアタックで曲がって行く間に、

「朱雀……！」

　朱雀が、肩で引かれようとする白虎の右腕を上から取った。

　崩くずしの入口だ。だからそうした。白虎の右下腕装そう甲こうの継つぎ目に指を掛けて引く。すると白虎が左の手を振り上げるので、構う事なくこちらは、

　……投げる……！

　外へ、右腕を軸じくに、直政は白虎を崩し投げた。
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　直政の狙いは、ここから先だった。

　今、白虎が身体からだを捻ひねるように、背中から落ちようとしている。

　そこに、これから追い打ちを掛ける。

　やるのは、〝澤たく〟だ。四し聖せいとしての朱雀の能力。この身を前へと飛ばす力。それを専用飛ひ翔しよう器きのある状態で、倒れていく白虎に使えばどうなるか。

　……高こう加か速そくで、ボディスラムになるんじゃないかね。

　体当たりに近くなるのが、格かつ好こ悪いがしょうがない。こちらも片腕が無いのだし、宙ちゆうにいる状態なら、相手もかわす事が出来ないのだ。

　狙ねらうなら今。だから後は、全身をぶつけるつもりでショートダッシュを掛けるように、

「朱雀すざく、〝澤たく〟の加か速そくを出しな……！」

　叫んだ瞬しゆん間かん。それが来た。

　朱雀の周辺に、一いつ斉せいの勢いで四し聖せいの表示枠サインフレームが出現したのだ。そして、

　……おお……。

　背後の宙ちゆうに、光が見えた。円形の窓のように広がった位い相そう空間の向こう。水面に映った湖こ沼しようの風景がある。あれに落ちていく事自体が朱雀の加速となるが、

「行け……！」

　と叫んだと同時。直なお政まさの視し界かいに、一つの動きが見えた。

　宙を転がるように倒れていく白びやつ虎この回転速度が、いきなり上がったのだ。

　……は？

　あり得ない挙きよ動どう。だが、身を突っ込ませようとするこちらに対し、白虎が俯ふせ気ぎ味みに先に着ちやく地ちした。そしてこちらへと、立ち上がりながら振り上げる左腕うでを見て、直政は敵の挙動の理由を理解した。

　……左腕か……！
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　房フサ栄エの判はん断だんは、綱つな渡わたりに近いものだった。

　こちらの右腕が封じられた刹せつ那な、思い出したのは先さき程ほど一度食らいそうになった投げ技だった。右腕が動かない状態であれをやられたら、マズい。そしてまた、こちらが危険を思うなら、向こうは確実にやってくるだろうと、そう考えたのだ。

　だから、先に対応した。右腕を取られる際、抵てい抗こうするように左腕を振り上げたのがそれだ。

　あれは、殴なぐるためではない。逆に、思い切り肘ひじを後ろに振る事で、

　……内側に投げられそうになるなら、勢いで抵抗。外に投げられるなら──。

　投げの回転を、こちら側で加速する。

　結果、アドリブの動きは上手うまく行った。相手の必ひつ殺さつ技は〝澤〟の加速で、それは全身を叩たたきつけるものだというのは解わかっている。だとすれば、後、こちらのする事は、

「砲ほう口こう列れつ化か、左肩単たん独どく……！」

　拳こぶしに込めない。肩の展開砲からの発はつ射しやだ。

　相手がこちらに突とつ撃げきをしようとしているなら、

「カウンター、行くわよ……、と！」





●






　直なお政まさは、反射的な動きを取っていた。

　今、こちらは背の加か速そくに押されつつある。それを閉じたいと思う心とは別で、正面からは敵の砲ほう撃げきが来てもいるのだ。

　どうすれば良いか、解わからない。今の状況で何が出来るのか。

　ただ、可能性は一つあった。

　右腕うでだ。こちらの身体からだが、敵に突っ込むならば、最大限の抵てい抗こうとして、

「右腕さ、朱雀すざく……！」

　抗あらがうように、突き飛ばすように、五ご指しを開いて、直政は朱雀の右腕を白びやつ虎この砲撃に叩たたき込んだ。口を開き、言うべきは、飛ひ翔しよう器きを開き、

「……加速を腕に通せ!!」
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　爆ばく発はつが生じた。

　房フサ栄エは霊れい体たいだが、白虎の制せい御ぎよ系けいと情報的に接続している。その自分が、白虎から引き剝はがされる程の激げき突とつが、一いつ瞬しゆんの中で生じていた。

　激げき音おんを経て、白虎が大おお路じを吹っ飛ばされる。重じゆう武ぶ神しんとしても巨きよ体たいの女性型武神が、左肩を跳ね上げられて二、三転。房栄にしても、訓くん練れんですらまともに体験した事が無い大だい転てん倒とうだ。

　だが、地面を削けずり、大路東側の遺い跡せき建造物に右肩から激突。そこで漸ようやく、金きん属ぞくの軋きしみを付けて白虎が止まった。

「うわ、……左やられたなあ、と」

　見るまでも無く、解る。

　左の展開砲が基部から砕くだかれ、上面装そう甲こうがなくなっている。震しん動どう素そ子しも消えているが、

　……撃うち抜かれた？

　素子のあった場所が、前後に抉えぐられているのだ。白虎を吹っ飛ばした元々の力はこれで、二次爆発は震動力が破は裂れつしたが故ゆえのものだ。

　だが、白虎の肩を、基部から破は壊かいし、吊つるしてるだけの状態にする一いち撃げきとは、何なのか。

　それを行った相手を、房栄は見た。

　地じ摺ずり朱雀。四し聖せいの一体で、左腕をパージし、今は右腕を掲かかげた姿勢だ。

　その全身が、背から壁に食い込むように激突していた。

　既すでに離れていた筈はずの輸ゆ送そう艦かん艦かん尾びに、吹っ飛ばされた身体がぶち当たり、そこで止まったのだ。

　見れば朱雀の右手は、手首から消えていた。

　しかし、房栄の目は、朱雀の周囲に光の群を見ていた。

　四し聖せいの表示枠サインフレーム。朱雀すざくの紋もん様ようが描かれたものが、幾いく枚まいも朱あけの武ぶ神しんの周りを舞っている。

　あれが何なのか、房フサ栄エには解わかる。

　……白びやつ虎この砲ほう口こう列れつ化かのように、〝澤たく〟の力をフレームに流すための制御情報プログラム。

　先さき程ほどの一いち撃げきは、多分それだ。第六特とく務むの要求に応じ、朱雀は自ら伝でん導どう打だ撃げきを行ったのだ。

　以前同様、その攻こう撃げきを行える白虎から、制御情報を転送させたのかどうか。結果として、〝澤〟の加か速そく力りよくは朱雀の右腕うでから放たれ、お互いが破は損そんした。

　房栄は、朱雀の肩上に座り込んでいる第六特務を見た。

「相あい打うちかしらね。と」

「そっちの勝ちでいいさ。──かなり最後、狼狽うろたえちまったしさ」

「こっちもそうですよ、と。ホント、何なのかしらね、この子達」

　房栄は、ふと思った事を、言葉にした。

「この子達、敵じゃないのかもね。どちらかというと、獣けものとして仲間同士なんじゃないかしらね、と。だって──、朱雀に、白虎がいろいろ教えたがってるみたいだもの」

「こっちとしちゃタカってるようで済まないとしか言えないさ」

　そうねえ、とこちらは苦く笑しようする。白虎はまだ動ける。向こうも恐らく、歩くくらいは出来るだろう。

　……撤てつ退たいね。

　これから本隊と合ごう流りゆうしても、足手まといだ。回かい収しゆう指し示じを出しながら、房栄は現状の結論を通つう神しんに告げた。

『御ご所しよ南側、敵脅きよう威いを排はい除じよ。──タカさん、そっちで勝負頼むわよ、と』
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「頼んだ筈はずが、頼まれちまったな……！」

　隆たか包かねは、既すでに戦せん闘とうを開始していた。相手は英国王おう女じよと武蔵むさしの忍にん者じやだ。どちらも殆ほとんど初しよ見けんに近い。以前に見たのはアルマダ海かい戦せんの最後、旗き艦かんサンマルティンが破は壊かいされる時だったか。

　今、相あい対たい中の相手二人が手にする王賜剣一型Ｅｘ．コールブランド。それが強きよう烈れつな砲ほう撃げきを放ったのだ。

　自分の得え手ては防ぼう御ぎよだが、流石さすがにあれはまともに弾はじけねえな、と思う。だがその一方で、

「……なかなかやるじゃねえか、英国王女！」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　有あり難がとう御ご座ざいます！」

　笑えみで言われる事か。ただ、この王女、かなりしっかりと剣を扱う。刃やいばを立てて、剣に流されるのではなく、ちゃんと振る。突く時も真まっ直すぐ突く。

　剣に信しん仰こうを持っているようだ。

　最初は中ちゆう段だん正面か上じよう段だん。だから姿勢が整っていて、まるで訓くん練れんでもしている風ふうに見えるが、

　……王おう族ぞくの剣ってやつだ……！

　うちの総そう長ちようは絶対無む理りだろうな……、としみじみ思うがこの辺りはキャラ性だろう。だが、剣音は意い外がいに速い。

「隆たか包かね部長！」

　戦いくさ慣なれしたうちの連れん中ちゆうですら、こちらを気に掛ける程の連れん撃げきが来る。

　そりゃそうだ。あらゆる剣技の中で、上じよう段だん、正しよう面めん中段からの真まっ直すぐな攻こう撃げきは最速となるのだ。下げ段だんが、身体からだの左右に刃やいばを置いてからスタートするのに対し、上段と正面中段は身体の前や上からスタートする。

　よく格かつ好こ付けて異い様ような構えなどを取るのもあるが、あれは剣の軌き道どうを読みにくくさせるためや、加か速そくをつける事などが目的で、敵への到とう達たつ速度で言うなら上段か正面中段。

　威い力りよくを考えるなら上段。速度を考えるなら中段からの突き。そしてバランスを取るなら中段からの攻撃。この三種を基き礎そとし、組み合わせ続けていくだけで、連撃としては相当な動きになる。

　更さらにはここに、足あし捌さばきが加わる。彼女の場合、身体の中央から真っ直ぐ攻撃を放つため、攻撃方向に関しては足で決めるのだ。だから上体は基本、真っ直ぐに背を伸ばしている。

　礼れいだ。

　剣を不ふ遜そんに扱わず、相手を斜めに見る事も無く、戦い自体に敬けい意いを払う。

　一体何処どこで、こんな剣を憶おぼえたのか。

　……いや、そうじゃねえな。

　悪い、と己おのれは思った。

　アンタにその剣使わせたのは、俺おれ達もまた原因か、と。

　自分とて、それはニュースとして憶えている。アルマダ海かい戦せんに辿たどり着く綿めん密みつな歴史再さい現げんとして、ブラッディ・メアリの記き述じゆつは避けて通れないのだ。

　つまり、三百人殺しだ。
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　隆包は憶えている。

　ニュースでは、メアリの襲しゆう名めい者しやが、反する相手を一人ずつ殺していったと、そうあった。街まち中なかでは、英国がアルマダ海戦に対し、もう退しりぞく事はないと決めたのだと、そういう言葉が囁ささやき合わされ、自分達もそう分ぶん析せきした。

　メアリの所しよ行ぎようについては、やり過ぎではないかという声もある一方で、大半は、彼女が聖せい譜ふ記述ではこちら側についていた事もあり「勇ゆう猛もうだ」と、そんな評ひよう価かも多かったのだ。彼女を救って、こっちに転入させてはどうだ、とも。

　そんな事を、酒を飲みながら話していたのだ。

　それが出来たのは、

　……すまねえなあ。

　今いま更さらだから言うが、あまり、実感なかった。自分達は、三征西班牙トレス・エスパニアの今後の事を考えていて、海というか、空を隔てたアンタの事は、政治の遣やり取とりで、更さらにはどっちかって言うと、英国の問題だと思ってた。

　こっちに転入させては、という意見もあったが、実際に動く事は、しかし無かったのだ。何しろそれは聖せい譜ふ記き述じゆつにないし、下手へたに動けばアルマダを早期に発生させるかもしれない。

　英国にいながら、こっちの側についていた王女として、美談化していたのは確かで、アルマダの頃ころには、彼女が処しよ刑けいされるかどうかという問いに対し、されるだろう、という答えが大半だった。

　もしもアンタの事を、ある程度見ていたとしたら、総そう長ちようくらいのものだろう。何しろ、

　……総長、アンタの処刑を無視して、超ちよう祝しゆく福ふく艦かん隊たいを動かしたもんなあ。

　これは、武蔵むさし側もそうだろう。

　アルマダ海かい戦せんが始まる際、まだこの英国王女は処刑されていなかった。その道に進んでいたが、まだ果たされはしていなかったのだ。

　あの時、先に動いたのは武蔵だ。武蔵は別べつ働どう隊たいが王女の処刑を阻そ止しに動いた。それは英国側に正式な代表戦として申し込んだものだが、本来の傭よう兵へいとしての武蔵本ほん隊たいは、結果を待たずにアルマダに向かったのだ。

　結果として、この英国王女は救われた。

　三征西班牙としては、ここで武蔵を止める事も出来たのだ。処刑が終わっていないと。それを終えずに国こつ家か間の大事業を進めるとは何事かと、そういう交こう渉しようも出来た。実際、フアナも超祝福艦隊に乗っていたので、交渉役は揃そろっていたのだ。

　だが、総長は乗った。

　処刑無しでアルマダ海戦を進めた事は、暗あんにそれを認めていた英国の妖よう精せい女じよ王おうにも影えい響きようを与えている筈はずだ。

　アルマダ海戦が終了すれば、処刑に拘こだわる理由は個人的な感情だけとなるのだから。

　これは、何処どこまでお互いが乗り合わせたものか、それとも自然にそうなったのかは、戦せん闘とう重視の副ふく長ちようである自分には、解わからない。

　ただ、総長が乗ったのは確かだ。だから早期の動きに気付けなかったフアナが狼ろう狽ばいした。

　よく考えたら総長、女泣かせだよなあ、とは思う。だがその一方で、

「悪くねえな……！」

　結果、今の立ち会いがある。

　良い剣だ。

　三百人。何があったのかは、この剣と、アンタの傷を見ればよく解る。

　俺おれ達が原因の一いつ端たんだが、だが、良い剣だ。

　有あり難がたい事に、剣の中に恨うらみが無い。こっちを殺さねばならない理由があるとか、正義を果たさねばならないとか、そんな恨み言が剣の動きにない。

　恨みは剣を汚けがす。

　だが、それがこの王女にはない。きっと多くを悔くいて、しかし果たされたのもだが、切られた奴やつらも彼女の剣と態度に感謝をしていったのだろう。

　上じよう段だん、中ちゆう段だん、突きに、足あし捌さばき。ただ真まっ直すぐな連れん撃げきは、正直、受けていて楽しい。

　この姉ねえちゃん、うちきて千本ノックとかしてくれねえかな。すげえ精せい度どで無む茶ちや苦く茶ちや練習が捗はかどる気がする。

　しかし、問題がある。今、後ろからこっちを必ひつ死しに攻こう撃げきしている、

「ほうらこっち！　こっちで御ご座ざるよ！　ハイハイハイ！　見えてるで御座るか!?　御座るな!?　ほうらこっちが気になってきた！　来たで御座るな!?　ハイ注ちゆう目もく！」

　何だこのうるさい忍にん者じや。
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　点てん蔵ぞうは、メアリの陽よう動どう役として自分を置いていた。

　座ざ右ゆうの銘めいは〝陽動と書いてウザいと読む〟である。だから今、自分がウザいのは、コレ陽動のためであって、素すではないで御座るよ？　ホントで御座るよ？

・●　画：『うわあ、何か凄すごくウザいのが自分を主張してるわ……』

・金マル：『目立とうとして失敗するとああなるよね』

・不退転：『レポーターの後ろで飛び跳ねてる連れん中ちゆうと同じね』

　……最後凄く的てき確かくで御座るが、成なる実み殿どのは敵本ほん隊たいと戦ってる筈はずで御座ろう!?

　何か凄く納なつ得とくいかないが、だが、隆たか包かねの防ぼう御ぎよが先さき程ほどから見み惚とれる程に見事だ。

　何しろメアリの連撃を受けながら、背後のこちらからの攻撃までを防いでいる。

　以前、ノヴゴロドで、柴しば田た・勝かつ家いえに対し、ミトツダイラと共に突っかけた事がある。あの時もこれと似た状況だったが、柴田が攻撃を絡めて自分のペースを保ち続けたのに対し、こちらは完全にこっちのペースに合わせている。

　隙すきが無い。否いな、こちらのペースに合わせているのだから当然だ。付け入ろうにも、完全対応をされてしまっている。更さらには、

「おいテンゾー！　オメエのせいで前に進めないんだけど！」

「自分のせいではないで御座るよ……！」

　否、自分を含めた全員のせいというべきか。

　今、こちらの本隊は御ご所しよの入口まであと百メートルという位置にいる。光みつ秀ひでが指定した四十二分という時間に対しては、

「あと、十二分程で御座るか……！」

　御ご所しよの大きさは南北に一キロ強。東西に五百メートル強だ。高さ十二メートル程の硬こう化か竹ちくで出来た外壁に囲まれているのは、武ぶ神しんの背から覗のぞかれぬように、との対応で、上からも御み簾す型の一方遮しや蔽へい術じゆつ式しきが掛かっている。

　が、その内部は基本、自然公園で、奥には四よん棟とう構こう造ぞうの屋や敷しきと、地下施設。

　奥の屋敷一帯が内だい裏りと呼ばれるものだが、大だい内裏と呼ばれるのが、その地下施設だ。東あずまもろくに入った事が無い、自じ動どう人形達の護まもる場所。

　そこに入り、奥に進むには、残り五分は欲しい。そのためには、

　……あと七分。

　だが、敵の防ぼう御ぎよが巧こう妙みようだ。最初、隆たか包かね率ひきいる野球部は、横に列を作り、それを多重としていた。西班牙方陣テルシオに似ているが、もっとまばらで、交差したような陣じん形けいだった。

　突とつ破ぱするのは楽と、そう思えたのだが、

　……突とつ撃げき役を食う、そんな陣形で御ご座ざるな。

　前を行き、道を空あける突撃役を、彼らはその先せん頭とう列で通した。

　そして続く後列を、彼らは一いつ斉せいに止めに行く。

　敢あえて、強い部分を逃のがし、後ろを押さえる。

　野球で言えば、強打者を敬けい遠えんし、後ろの打線を抑える、という事になる。

　これが厄やつ介かいだった。

　こちらの突撃役は、まさか見み逃のがされて突とつ出しゆつしてしまうとは思っていなかった。後続も、突撃役が道を開くと思っていたので、まさか自分達が止められるとは考えていなかった。

　そして突撃役や戦せん闘とうの出来る者達が、この状況を打開しようとすると、防ぼう御ぎよ主体の相手が対応して分断。その間に、向こうの攻撃役が、後続を包むように前進し、攻撃を寄せてくる。

　丁てい寧ねいな遅ち滞たいと、浸しん透とうによる追い詰めだ。

　守しゆ備び主体。

　……見事！

　相手は、こちらに〝勝つ〟必要が無い。時間を消しよう費ひすれば、それでいいのだ。更さらには現状に奢おごらず、自分達の防御が優ゆう位いになるよう、動き続けてもいる。

　これは厄介、と思い、打開を考える自分の顔横に、表示枠サインフレームが来た。それは、

・ホラ子：『どうしますか、ここは一発、大罪武装ロイズモイ・オプロをぶち込みますか』
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　浅あさ間まは、皆の視線を感じた。つまり誰だれもがこう言っている。「お前が説せつ得とくしろ」と。

「あのう、ホライゾン？　ここで撃うつと、味み方かたも巻き込みますよね？」

「大だい丈じよう夫ぶです。憤怒の閃撃マスカ・オルジイなら、激げき痛つうクラスと嫌いやな事の反省で済みます。また、傲ごう慢まんとか虚きよ栄えいのアレで、一気に嫌いやがらせをしてみるのは如何いかがでしょうか」

「……いえ、あの、京きようは一応、というか、結けつ構こう、人が住んでますので」

　言うと、ホライゾンが表示枠サインフレームを開いた。京の役所のサイトを見て、人口を確かく認にんして、特産物や名所も確認して、

　……あ、金きん閣かく寺じに興きよう味み持ってますね。

　意い外がいと派は手で好きなのか、それとも単に知っていただけなのか。しかし、表示枠を閉じてから、ホライゾンは右の拳こぶしを掲かかげて握りしめ、

「三征西班牙トレス・エスパニアの外げ道どう共ども、京の人々を人ひと質じちに取るとは……！」

「うんうん、撃うたないのがいいですよホライゾン」

　皆が、通神帯ネツトで〝賞しよう賛さんボタン〟を連打してくる。おおう、高評ひよう価か。だが、

「どうします？　これ、前に進めませんけど」

「ペタ子呼ぶか？　今だと武ぶ神しんで暴あばれ放ほう題だいじゃね？」

「下手へたに蹴け散ちらすと、向こうも大罪武装ロイズモイ・オプロを持ってる。嫌いや気けと悲ひ嘆たんの撃うち合いをまたやるかい？　それに、この距きよ離りだと、武神は砲ほう撃げきのいい的まとだよ。囮おとり役やくとしては使えるけどね」

　じゃあ、とネシンバラに言ったのは、ナイトだ。彼女は上を見て、

「狙そ撃げきで削けずっていこうか？」

「上からだと、何処どこを撃つかバレて、意味が無い。──向こうの布ふ陣じんが有ゆう機き的に動いているのは、マネージャー達が各地で計けい測そくし、コーチ役と共に指し示じを出してるからだ。もし君達が狙撃を行えば、対応をしてくるし、そこで有機的に動かれると、こちらの行く道をどんどん塞ふさがれる事になる」

「じゃあどうするのよ」

「この時点だ。奥の手で行くよ」

　つまり、

「こっちの勝利条件を、満たせばいいんだ」
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　成なる実みは、フアナとフローレスの率ひきいる敵本ほん隊たいの相手をしていた。

　不ふ転てん百足むかでは補ほ修しゆう中ちゆうなのと、専用義ぎ体たいの補ほ充じゆうがあるので、出していない。だが、代わりというように、顎あご剣けんを多重で召しよう喚かん連結し、鞭むちのように振るっている。

　今のところ、明確な成果は上がっていないが、仕方ない。

　何しろ、相手が遠距離の攻こう撃げきを主体としているのだ。位置も離れており、一度突とつ撃げきを掛けたら、相手は防ぼう御ぎよ専せん念ねんになり、そこに砲撃や射しや撃げきを叩たたき込まれた。

　各隊が、仲間の攻撃も前ぜん提ていとした防御を為なし、囮おとりとなる。そのために積極的な攻撃には出てこないが、無視する事も出来ない。これは、

　……面めん倒どうね。

　顎あご剣けんの連結は、十数メートルに達する。四し肢しの義ぎ体たいにとっては重いが、敵の一いつ隊たいを攻こう撃げきしている時、別の一隊を牽けん制せいするのには役に立つ。攻撃中、直近の隊からの射しや撃げきを受けなくなるからだ。感覚は摑つかめてきているから、一気に片付けていければと思うが、

「あら」

　南の方から、鬨ときの声が上がった。警けい護ご隊たいの副ふく隊たい長ちようが、

「突とつ撃げき……！」

　本ほん隊たいを護まもるようにしていた彼らが、強ごう引いんに突とつ入にゆうを掛けようというのだ。

　だが、今、彼らの周囲は密みつ集しゆう状況の筈はずだ。無む理りにでも抜けていく事は出来ない筈。敵もまた、その動きを見て、彼らと御ご所しよ入口への密みつ度どを上げるだろう。

　……どうする気？

　大罪武装ロイズモイ・オプロを、やはり使うのだろうかと、そう思った時だ。

　こちらの視し界かいに、一つ、不ふ可か解かいな動きが見えた。フアナが、状況を見ながら、しかし数歩を後ろに下がったのだ。

　……大罪武装だった場合に、抗あらがわない？

　大罪武装に直接対たい抗こう出来るのは、やはり大罪武装。それが下がるとはどういう事なのか。

　疑問に思う耳に、金きん属ぞく音おんの重なりが聞こえた。こちらの本隊が、突撃を掛けたのだ。
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　房フサ栄エは、輸ゆ送そう艦かんの上からそれを見ていた。

　御ご所しよの前、鏃やじり型に陣じんを組んだ武蔵むさし勢ぜいがいる。今、その先せん端たん側に、隆たか包かね達野球部が密度を上げ、彼らの突撃を防ぎ、潰つぶそうとしている。

　密集の度合いが濃い。それは前も、後ろにもある事で、

　……随ずい分ぶんと、固めたわねえ、と。

　武蔵勢が突撃を掛けても、更さらに潰すだけだ。先せん頭とうを突とつ出しゆつさせ、遅れた後続を追い詰めていく。千ち切ぎっては圧迫していくこの戦せん術じゆつは、西班牙方陣テルシオの逆の形と発はつ想そうをしている。つまり相手を型にハメて、防ぼう御ぎよしている気にさせながら、削けずっていくのだ。

　今も同じだ。先頭を行く武蔵戦せん士し団だんの副隊長が、突出し過ぎの形となった。

　彼はこれから排はい除じよされ、後続がまた圧迫される。

　その筈だった。

　房栄の視線の先で、武蔵の副隊長が、ある動きを取った。彼は、突出した直後、こちらの防御隊に攻撃を掛けず、身を前に投げ出して大の字に伏せ、こう叫んだのだ。

「道は開けたぞ……！」
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　瞬しゆん間かん。英国王女と戦せん闘とうをしていた隆たか包かねは、一つの結果を目にした。

　敵本ほん隊たいのある位置。こちらの戦せん士し団だんが人の海を作って固めている辺り。その先せん端たんとなる区く画かくから、人の影が幾いくつも宙ちゆうに吹っ飛んだのだ。

　武蔵むさし勢ぜいではない。あれは、

「……うちの連れん中ちゆうか!?」

　疑問詞しと同時に、攻こう撃げきが来た。

　英国王女だ。彼女は汗あせを浮かせた顔に、笑えみを得て、

「余所よそ見みは危険ですよ？」

　問われた瞬間、二度目の打だ撃げきが敵の先せん端たんで生じた。

　重なって響ひびく音は、砲ほう撃げき音おんだった。

　魔女テクノヘクセンの準対たい艦かん砲ほうが、水平かつ対人で使用されたのだ。







[image: 第八十六章『関門前の勝利者』]
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　ナイトは、超至し近きん距きよ離りの対人砲ほう撃げきというのを、初めて行った。

　姿勢は伏せ。足を左右に軽く広げ、ブラシ部を前に向けた黒嬢シユヴアルツフローレンの反動を抑える形だ。黒嬢の各所や、自分の身体からだにも、設置用の固定術じゆつ式しきを使用し、

「ガっちゃん、次！」

「Ｊｕｄジヤツジ．、……真正面、下側に行くわよ！」

　ナルゼが、棒ぼう金がねをブラシに突っ込む。その位置が確定し、彼女が誘ゆう導どう路ろを描くなり発はつ射しや。

　……うわあ。

　轟ごう音おんが響ひびき、地面が震しん動どうする。流りゆう体たい光こうの煙も派は手でに上がるが、

「──！」

　一発が、正面に密みつ度ど高くいる野球部を派手に吹き飛ばす。

　しかし、どいつもこいつも頑がん丈じようだ。こちらを固めるために防ぼう護ご術式が充実していて、

　……身しん体たい強化を、加か速そくに入れないで防ぼう御ぎよ全振りする相手なんて初めて見たよ……！

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国の〝叫食シヤウエツセン〟部ぶ隊たいとやらが、似た仕し様ようだと聞く。だとすれば、この辺り、両国の付き合いで技術の遣やり取とりがあったのかもしれない。

　こちらは対武ぶ神しん、準対たい艦かん砲ほうクラスだ。だがそれを受けて、軽く吹っ飛ぶだけとは。

「見た目じゃありませんね、コレ……」

　野球部。軽装に見えはするが、違う。迂う闊かつに突とつ撃げきをすれば、固められる訳わけだ。

　これは、ネシンバラが相手をよく知っていたというべきだろう。自分達の狙そ撃げきでは、使うのが主に十円玉。その攻撃では、狙撃しても成果をあげられない。

　上から小さく砲撃するくらいなら、

　……水平から、大きく道を空あけた方が勝ちかな……！

　固定のためにも姿勢は低くなるが、それは周囲の壁役が遮しや蔽へいとなる事で、射しや撃げきタイミングも何も隠かくす事になる。

　あとは、連続の砲撃ならば、

「ガっちゃん、後何発!?」

「夏の売上全部持ってきてるから、後七発！」

　いけるかな、と思いつつ、いけるよね、と思い直して撃うち込んだ。

　……Ｊｕｄ．！

　行ける。手て応ごたえが良い。気分も右上がりだ。そして、

「待て……！」

　敵が、こちらの空けた道を塞ふさごうと、左右から寄ってきた。防御用として、攻撃を受け止めるためのグラブと装そう甲こうを纏まとった相手だ。だがナルゼが、

「フォーク」

　言葉と共に放たれた砲ほう撃げきが、急速の孤こを描いて地面で跳ちよう弾だん。先せん頭とうにいる相手の装そう甲こうを気にせず股こ間かんに直ちよく撃げきし、そのまま数名を薙なぎ払った。

　ひい、と周辺の男共が引き、しかし、

「スライダー」

　高めから落ちる角度で逃のがさない。そして、自分も滞とどこおらない。

　穿うがち、連打する。黒嬢シユヴアルツフローレンのブラシ部分がかなり過か熱ねつし、末まつ端たんが焦こげ付き始めているが、気にしない。ここは今、こうすべきなのだ。愚ぐ直ちよくにも撃うち続ければ、

「見えたわ」

　ナルゼの言葉に、身を低くしていた皆が、正面を見た。

　そこにあった人波が割れ、奥に御ご所しよの入口がある。

　まだ、敵の姿すがたはあるが、前よりマシだ。ならば、

「空あけるよ……！」

　ナルゼが頷うなずき、ラインを引いた。

「ストレート」
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　三征西班牙トレス・エスパニア野球部には、最大の防ぼう御ぎよ力りよくを持つ守しゆ備び陣じんがいる。

　捕ほ手しゆである。

　装甲。体格、膂りよ力りよく。そしてグラブとその捌さばきなど、全てが選抜されたメンバーだ。レギュラーともなれば、確実にボールや走者を〝止める〟。

　何しろ、魔ま球きゆうや、桁けた外はずれの剛ごう速そつ球きゆうや、異い族ぞく達たちを相手にする。〝取る〟という行為自体が不可能であっても、確実に〝止める〟事が必ひつ須すとなる。そして、

「四位の涙をここで晴らす……！」

　正捕手と、控え達が、空いた皆の中央に飛び込んだ。

　彼らには一つ、思っている事がある。今回の全国大会、エースであるペドロ・バルデスの消える魔球に対し、自分達は〝止める〟事が出来ていても〝取る〟事が出来なかったと。

　結果、球たまを落とした瞬しゆん間かんに、加か速そく術じゆつ式しきによる俊しゆん足そくの振り逃げをされ、それが重なって一点となった。

　地方大会の際から、同様の対策は練られており、後は運次第の部分もあった。

　だが、失点だ。

　打てなかった、というのも敗因ではあるが、失点がなければ良かったのだ。

　勝ったのは、安あ芸きの教きよう導どう院いん。居きよ留りゆう地ちの教導院だった。安芸が沈んだ事によって部活の幾いくつかが統合され、俊しゆん足そくの彼らは元々が陸上部だったのだと言う。これには流石さすがに苦く笑しようした。こちらも野球部と陸上部は懇こん意いだが、走者の対策として陸上部のファイナリストを出す事は考えていなかった。だから隆たか包かねが笑って、仕方ないといい、しかし後で宿舎で、やってきた房フサ栄エに宥なだめられている後ろ姿すがたを、皆が見ている。

　だからだ。だから、

「見える砲ほう弾だんが、何だと言う……！」

　飛び込むなり、それは来た。

　まっすぐだった。

　……見み事ごと！

　白魔女ヴアイスヘクセンの誘ゆう導どう路ろが、寒さむ気けのする程に一直線だ。避けようとも、当てようともいう気が無い。ただ真まっ直すぐな線を高速で引いただけ。

　直ちよく撃げきした。

　グラブでは受けたのだ。だが、威い力りよくがグラブを押し、こちらの身体からだをヒットした。しかし、

「取った……！」

　瞬しゆん間かん。次が来た。

　砲弾ではなかった。鉄の色と小こ柄がらな影。武蔵むさしの従じゆう士しが、大おお槍やりを前にして、

「……っ！」

　来た。激げき突とつした。速度がある。こいつはかなり効いた、というか対機き動どう殻かく用の槍とかぶち込まれるとか、これシャレにならないんスけど。だが、

「そんな軽い一発が効くか……！」

　叫んだ瞬間。従士が槍をこちらに突き立てたまま、身を翻ひるがえした。

　刺し直しが来るかと、そう身み構がまえた瞬間。別のものが来た。

　銀の色。狼おおかみが、槍の石いし突づきに向かって瞬しゆん発ぱつし、

「ホームスチール、行きますわよ！」

　激突した。
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　……重いですわね……！

　衝しよう突とつの瞬間、ミトツダイラは相手に対して感かん嘆たんした。

　槍を通し、まるで、地ち殻かくから生はえた岩を蹴けり込んだような感覚があったのだ。

　動かない。だが、こちらも武蔵の騎き士し第一位だ。重ねた瞬しゆん発ぱつ加か速そくの上で、更さらに加速を入れた直ちよく蹴げりを、

「……！」

　蹴けると言うよりも、蹴り抜く。その激げき突とつによって、

　……穿うがちなさい！

　行った。正面の捕ほ手しゆが、後ろの捕手に激突。合計五人が衝しよう突とつしたのだ。だが、

「通すか……！」

　正面の捕手が、爛らんとした声で叫んだ。

　動きはしたが、通らない。

　揺るぎはしたが、倒れない。ならば、こちらは直ちよく蹴げりの反動でバックジャンプを入れ、

「──二ふた代よ！」
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　隆たか包かねが見たのは、一つの飛ひ翔しようだった。

　武蔵むさし副ふく長ちよう。以前に相あい対たいした事のある相手が、跳んだのだ。

　肩に副ふく会長を担かつぎ、彼女は短距きよ離りの加か速そくから宙ちゆうに舞った。それはこちらの捕手隊たいが、衝突によって前後を詰めていた事もあるが、彼らの頭ず上じようを抜け、

「勝負、機き会かいあればまたいずれ。──現在、拙せつ者しや、通っているのでは御ご座ざらぬ故ゆえ」

　格かつ好こ付けやがって、と思う間に、相手は着ちやく地ちした。皆の後ろ、それは御ご所しよの前だ。

　敵の戦せん術じゆつは一つ。

　勝利条件を、最低条件で満たす事、だ。

　……御所への突とつ入にゆう！

　その人員として、副長と副会長を選んだ。

　武蔵において、最高の武力と知力……、こいつら何かすぐ戦争起こすが、まあそういう事だ。そんな二人が、先行して御所に入ったのだ。

　やられた。

　すぐに敵の開けた穴は埋まる。砲ほう撃げきとて、無限に砲ほう弾だんがある訳わけではないのだ。

　だから、指し示じは一つだ。

「追え！」

　布ふ陣じんは崩くずれる。敵もそれを狙ねらっているだろう。しかし、こちらにはまだ手があるのだ。

「合ごう流りゆうしろ、南部ぶ隊たい！」





●






　朱雀すざくを動かし、大おお路じの西へと退たい避ひしていた直なお政まさは、三征西班牙トレス・エスパニアの殺さつ到とうを見た。通りの南から、野球部の野や手しゆ隊、総そう勢ぜいにして三百人程が突っ走ってくるのだ。

　彼らの行く先は、新しい動きが生まれていた御所前だ。

　……二代と正まさ純ずみが突っ込んだと思ったら……。

　ナイトの砲ほう撃げきは、弾だん丸がんが切れたらしい。今はその時開けた穴を少しでも活用するように、トーリとホライゾンを中心とした本ほん隊たいが御ご所しよへ行こうとしている。

　だが、既すでに御所の入口には野球部員が駆かけつけ、一部は正まさ純ずみ達を追っている。

　全体が、御所へと追う流れになってくれれば、とも思うが、隆たか包かねが冷静だ。御所前で守しゆ備びを固め、本隊は通さないようにしている。

　そこに、南から来た加か勢せいが突とつ撃げきを掛けて行く。

　……こっちの本隊に、トーリとホライゾンがいるのが、マズイさね……。

　朱雀すざくが動ければ、と思うが、空に轟ごう音おんが移動を始めていた。

　三征西班牙トレス・エスパニアの輸ゆ送そう艦かんだ。それが、武蔵から御所を隠かくすように二艦、動きつつある。

〝義ぎ〟辺りが突とつ入にゆうしてくる事を想そう定ていしているのだろう。甲かん板ぱんには投手陣じんが立ち、対空迎げい撃げきを行える手て筈はずになっているのが確かく認にん出来た。

　完全な包囲だ。

　脱だつ出しゆつ法ほうはある。外での退たい路ろを確保している立たち花ばな夫ふ妻さいの合ごう流りゆうや、やはり〝義〟に強ごう引いんな突入をさせるのも手だろう。

「ナイトとナルゼがいるから、二人ずつくらい引っ張って脱出は可能か……」

　トーリとホライゾン、後は役やく職しよくや立場などを考えると、浅あさ間ま神じん社じや代表のアサマチと、やはりミトツダイラだろうか。喜き美み辺りも重要だが、こういう時の身の振り方は解わかっている女だろうと思う。だが、そんな思し案あんより、

「……大罪武装ロイズモイ・オプロか」

　直なお政まさは思う。周辺地ち域いきにさ程被ひ害がいを与えず、敵のみを討うてるようなものがあったか、と。
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　ミトツダイラは、押してくる敵に対し、自らも銀ぎん鎖さで壁を作り、押し返す。

　こちらの背後には王がいるのだ。怒ど声せいと掛け声の聞こえる中、王がホライゾンに、

「なあ、ホライゾン、周りの市民に被ひ害がいとか苦く情じよう出さないでさ、敵にだけガツンと行ける大罪武装って持ってねえの？　あったら俺おれも手伝うんだけど？」

「成なる程ほど、ここに良いものがあります」

　ホライゾンが、拒絶の強欲アスピザ・フイラルジアを取り出した。巨きよ大だいな盾たて。彼女はそれを王に渡し、

「さあ、これなら市民に被害も出しませんし、苦情も来ません。敵にだけガツンと行けますので、トーリ様、一いつ丁ちよう御お願ねがいいたします」

「オ、オメエ、解わかってて言ってんな!?　そうだな!?」

「敵が来てますのよ──！」

　ツッコんでいる間に、南から喧けん噪そうが来た。

「──三征西班牙野球部中ちゆう隊たい、主にセンター班はん到とう着ちやく!!」

「──後ろに追っても大体間に合わないとか言われる我々がここに参さん上じよう！」

「──神肖テレビにはよく映るぜ！　バックスクリーン直ちよく撃げき弾だんを見送る後ろ姿すがたでな！」

　Ｔｅｓテスタメント．！　という声と共に、衝しよう撃げきが後続から来た。

　一いつ斉せいの圧あつが、後続の壁を破ったのだ。

　敵が、越えてくる。

　……遂ついに！

　ミトツダイラは、敵を押さえるのをやめた。

　今、自分は銀ぎん鎖さに瞬しゆん発ぱつ加か速そくを叩たたき込める。ならば一いつ瞬しゆんのカウンターとして、初期の流れを掌しよう握あく出来る筈はずだ。だから、

・銀　狼：『皆、伏せなさい！』

・あさま：『え!?　今からちょっと狭めの防ぼう護ご結けつ界かい作ろうと思ってるんですけど！』

・貧従士：『いや、こっち押せるから、こっちに皆来て下さいよ！』

・金マル：『あれ？　ソーチョーとミトっつあん、乗せてこうと思ったんだけど？』

・ホラ子：『こりゃ容よう赦しやなく憤怒の閃撃マスカ・オルジイですかね。さあ皆様、反省の言げんを心に浮かべなさい』

・銀　狼：『意見割れまくりですわあ──!!』

・俺　　：『もう全部やっちまってよくね？』

　確かに、と思った瞬しゆん間かんだった。

　空からこちらに降ってくるものがある。光を帯びた、大型の影は、

　……あれは……。

　武ぶ神しん用のナイフだ。

　敵の武神が携たずさえていた筈の一本が、今、宙ちゆうを投じられて落ちてきたのだ。
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　狼おおかみの視し界かいの中に映ったのは、軽量化のために刃はを流りゆう体たい製にした一本。長さは、青の光こう刃じんも入れて三メートル程か。

　これまでに落とした三機の内、位置からすると二機目。そちらにいた武神が、

「──再起き動どうしましたの!?」

　見上げたのは空ではない。夕ゆう刻こくの影となっている遺い跡せきの建築物の上だ。

　そこに、鎖さ骨こつ部分から左肩を破は壊かいされた武神がいる。

　たどたどしいが、動いている。

　一度脱だつ出しゆつの後、破は損そん箇か所しよの大部分を手動パージの上で、乗り込み直したのだろう。

　長ちよう銃じゆうは何処どこかに落としている。だが、本体据すえ付けの武ぶ器きはある。

　だから、だ。武神の計算力と膂りよ力りよくは、確かにこちらに流体の刃を届かせた。位置が固まっている今、その中央へと、武神自体は今こそ膝ひざから崩くずれて建築物の外を落ちていったが、

　……マズいですわ！

　その刃はが、当たらないだろうというのは解わかっている。充分に避けられる落らつ下か速度だ。

　だが、今の隔かく離りされた本ほん隊たいの中、動きは制限されるし、虚きよを突かれる。そこに今、敵が殺さつ到とうもしているのだ。ならば、

「ホライゾン！　智とも！」

　攻こう撃げきと防ぼう御ぎよ。それを一気に叶かなえるには、この二人だ。全員を守れず、敵てき勢ぜいを倒し切るのは難しいだろうが、

「射しや撃げきを……！」

　と、叫んだ瞬しゆん間かんだ。空から、流りゆう体たいの刃よりも早く、降ってきたものがあった。

　回転しながら、一直線に、ホライゾンと王の眼前に叩たたきつけられた形。その白と黒の形を、ミトツダイラは知っている。

　三み河かわで、見た事があったのだ。あれは、

「──淫蕩の御身ステイトス・ポルネイア!?」
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　ウルキアガは、本体から離れたところで、敵に対応していた。

　既すでに、一人ずつ姉の有う無むを聞くのはやめた。三十人くらいがいると答えたのだ。敵であっても、それだけの者達に姉がいるならいい事だ。アーメン。後は殴なぐる。

　だが、飛ひ来らいしたものを見過ごす自分ではない。航こう空くう関係の訓くん練れんも受けている以上、飛来物がどこから来たのかも察さつ知ちは出来る。

　……あれは……。

　逆ぎやく算さんするように見たのは、北東側の建造物の上だ。

　そこに、己おのれの竜りゆうの目は確かに影を確かく認にんした。長身の姿すがたが、二つ。こちらを身下ろし、

「────」

　踵きびすを返し、去って行った。その動きと判はん断だんに対し、ウルキアガは黙もく礼れいする。

　自分とて、旧派カトリツクだ。ならば、

「慈じ悲ひを使え、姉あね無なしの民たみよ……！」
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　浅あさ間まは、ホライゾンがそれを手に取るのを見た。

「やれやれ」

　周囲に幾いく枚まいもの表示枠サインフレームを展開しているホライゾンが、杵きねをつくように肩にハンマーを担かついだ。そのタイミングで、更さらに表示枠が倍に増え、各種の許可が臨りん時じで出る。そして、

「これでホライゾン、エロい事が嫌きらいになってしまうのですか」

「オ、オメエは俺おれを見ながら言うな！　か、哀かなしくなんかないぞ！　ないでしゅよ！」

　ホライゾンが彼にハンマーを向けたので、肩を叩たたいて位置を戻させる。そして、一度手を下にして、さん、はい、と持ち上げ、皆で、

「ハイ、ドカーンと一発!!」

　流石さすがに乗せられたのか、ホライゾンがそれを地面に叩きつけた。
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　アデーレは、その威い力りよくを知っている。

　K.P.A.Italiaに預けられた大罪武装ロイズモイ・オプロ、淫蕩の御身ステイトス・ポルネイア。その超ちよう過か駆く動どうは、最大で半はん径けい三キロ圏けん内ないの敵が持つ武ぶ器きを〝骨抜き〟にする。

　……あれは相当に苦労させられましたねー……。

　何しろ奔ほん獣じゆうまでが起き動どう不能になるし、武器などは全て分解、手から落ちて拾えなくなるのだ。徹てつ底ていした武器排はい除じよ。だが、だからこそ、

「周囲の人々には影えい響きようなく、敵だけを排除出来ます……！」

　今、ホライゾンが用いたそれは、出力など完全に同どう期きが取れていない。幾いくつもの表示枠サインフレームに臨時の文字が見えており、現状最大の出力は、ホライゾンに言わせれば、

「二十パーセントですが、まあ、いいでしょう」

　打だ撃げき位置から、結けつ界かいが広がる。そして、

「あ……」

　以前に聞いたのとは、逆の流れで音が聞こえた。

　敵総員の武ぶ装そうが、こちらから遠くへと、一いつ斉せいに解除されていくのだ。

　金きん属ぞくの小さな音がして、当たって散らばる響ひびきが重なり、地に落ちて鳴る。それらが全員の手元から零こぼれていき、

「く……！」

　憤いきどおりは、かつて自分達も感じたものだ。だが、敵が戸と惑まどい、自分達の手や足あし下もとを見るのは、同じ感情を得た事があるだけに忍しのびない。

　しかし、今は為なすべきがある。それは、

「突とつ撃げき……！」

　槍やりを構え、自分は一直線に前に出た。

　後ろ、皆がついてくるのは見なくても解わかっている。やがてミトツダイラ達に追い抜かれるのも解っている。だが従じゆう士しの一いち番ばん槍として、

「行きますよ……！」

　自分は、御ご所しよへと吶とつ喊かんした。





●






　敵が、一気にこちらを突とつ破ぱしていく。

　三征西班牙トレス・エスパニアの戦せん士し団だんにとって、失ったのは武ぶ器きだけだ。防具はある。しかし、

「くそ……！　受け止めず、弾はじこうとすると防具も解除かよ……！」

「御お触さわり禁止か!?　エロ厳きびしいな!!」

「これぞ確かにエロ規き制せい……！」

　皆がそれぞれに納なつ得とくしていく中、武ぶ装そうは完全に解除された。武器はバットが主だったが、グリップは手から滑り落ち、術じゆつ式しきや加か護ごは全て流りゆう体たいの欠片かけらとなって解除となる。

　その間にも、敵てき勢ぜいは御ご所しよへの門を越えていく。

　行かれる。それは敗はい北ぼくに繫つながるが、

「フアナ様！」

　誰だれもが叫んだ。

　大罪武装ロイズモイ・オプロに抗あらがえるのは、やはり大罪武装や、神しん格かく武ぶ装そうだ。

　フアナの嫌気の怠惰アーケデイア・カタスリプシならば、展開する結けつ界かいを割り、現状を打だ破は出来るのだ。

　誰もが振り返った先。伊だ達て家け副ふく長ちようとの戦せん闘とうに入っていた北部の本ほん隊たいがある。その東側の端はしにて、フアナが一本の大たい剣けんを構えていた。

　横に、引き絞しぼるようにして振りかぶられた一いつ刀とうは、突きとなる。

　踏み込みは確かに。彼女の一いち撃げきは、拡大していく結界の光に対して、

「……っ」

　当たった。
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　莫ばく大だいな光が散った。

　割れる音は硝子ガラスが砕くだける響ひびきによく似ていた。

　淫蕩の御身ステイトス・ポルネイアの結界を、フアナが嫌気の怠惰で破は砕さいしたのだ。

　三征西班牙の皆が、歓かん声せいを上げ、自分達の武器に手を伸ばした。あるものはバットを拾い、あるものはジャベリンを、またあるものはグラブを拾った。

　だが、拾い上げ、構え、武蔵むさし勢を追おうとした時だった。

　結界の破砕音とは別に、一つの金きん属ぞく音おんが弾はじけたのを、皆は聞いていた。

　振り返るのは北側。フアナがいた方だ。

　今、自分達を救った副ふく会長が、身を小さくすくめている。

　その手には、大罪武装の姿すがたがない。

　否いな、白と黒で出来た剣は、宙ちゆうにある。彼女の頭ず上じよう、舞い上がった大剣の姿は、

「……結けつ界かいに負けて、弾はじかれた？」
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　成なる実みは、その好こう機きを逃のがさなかった。義ぎ脚きやくのダッシュを用い、

「……！」

　宙ちゆうに舞った大罪武装ロイズモイ・オプロを、一度顎あご剣けんでスキップさせてから摑つかんだ。

　手にする。確保する。そして抱くようにして、

　……着ちやく地ち……！

　急ぎ身を回し、周囲を確かく認にん。

　だが、フアナも、フローレスも、他の敵てき隊たいの者達も、こちらを見ていない。

　誰だれもが見ているのは、は、と吐と息いきをしたフアナと、彼女の手元だ。

　……これは──。

　と、そう成実が思った時だった。フローレスの呟つぶやきが、こう聞こえた。

「大罪武装は、持ち主を好くように認めると、聞きました……」

　だが、それが弾かれたとは、どういう事か。

　フローレスが口を開く。

「フアナ様、……〝嫌いや気け〟をもう、不要としてるんですね？」
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　成実は、一つの疑問に合が点てんを得た。

　先さき程ほど、戦せん闘とうをしている最さ中なか、フアナが一度下がったのを見ていたのだ。

　あれは、こちらの本ほん隊たいが逆転に至る行動を取る際だった。

　……可能性としては、大罪武装を撃うつ事だって、あったのよね。

　フアナは、その可能性を考えたのだろう。だが、もしも今の彼女が、フローレスの言う通り、大罪武装の使用者として、相応ふさわしく無かったとするならば、どうか。

　今回、こちらの攻こう撃げきに対しても、彼女は大罪武装を撃ちもせず、展開もしていない。

　やられたわ、と成実は思った。

「まさか、貴方あなたが陽よう動どう役なんて、ね」

　自分や彼、もしくは匹ひつ敵てきする戦力を本隊から引き剝はがす。後は、つかず離れずという戦い方を行い、削けずられるならそれに任せつつ、遅ち滞たいを続けるのだ。

　だが、最後に淫蕩の御身ステイトス・ポルネイアが来るとは、流石さすがに予想外だったのだろう。皆を救うために一いち撃げきを叩たたき込み、結界を破は壊かいしたが、そこまでだった。

　大罪武装は彼女を拒きよ絶ぜつした。それが良い事なのか、悪い事なのか解わからない。だが、

「頂いただいたわ、大罪武装」

「──預けますと、そういう事は可能でしょうね」

　交こう渉しようの用意をいずれしておけと、そういう事か。だとすれば、

　……彼女の中では、大体の流れが出来ていたと、そういう事ね。

　羽は柴しばやP.A.Odaに立場を寄せておきながら、武蔵むさし側にも恩おんを売る。話を聞いていた限りでは、堅かた物ぶつというイメージがあったが、少しは置き換える必要がある。

　そしてフアナが、右の手を上げた。

「残り時間五分を切りました。役目は果たしたと判はん断だんし、総員撤てつ退たいを指し示じします！」
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　隆たか包かねは、息を吐いた。もう少し、副ふく長ちようとしては粘ねばっていたかったが、確かにここが撤退のタイミングだ。

　責任は果たしたし、残り時間を考えると、明あけ智ち・光みつ秀ひでが竜りゆう脈みやく炉ろを持ち込んでいる手前、この辺りが限界だ。

　……全く、どうも、締しまりがねえ。

　自分はどうも、決けつ着ちやくに恵まれない。安あ芸きで死んだ時も、あれは房フサ栄エと共に自じ害がいしたのだ。

　国を挙げての大勝負となったアルマダでは、仲間達に脱だつ出しゆつを強制され、離り脱だつした。

　そして今もまた、何の決着もついていない。

　もはや自分の歴史再さい現げんなど、とうに終わっている以上、決着という二文字は、今後ずっと得られないかもしれない。

『なあ、房栄』

　皆が、それぞれ脱だつ力りよくし、息を吐く中で、隆包は問うていた。

『死に損なったかな、俺おれ達』

『生き損なって自害した罰ばつかもね、と。最近、私、そう思うのよ、タカさん』

　そうかもしんねえな、と思って通つう神しんを切った。その時だ。

　正面、一つの姿すがたが一いち礼れいした。

　英国王女だ。彼女は、夕焼けを横に浴びながら、髪かみを搔かき上げ、

「有あり難がとう御ご座ざいました」

「何がだよ」

「Ｊｕｄジヤツジ．、──私の剣を、確かに、全て受け止めて頂いただきました」

　彼女は、困ったような笑えみで言う。

「アルマダ海かい戦せんの際、そういう全てがあったと、皆様にお伝え頂ければ幸いです」

「──行くのかい」

　Ｊｕｄ．、と彼女は言った。御ご所しよの方へと身を向け、横にウザい忍にん者じやを並べて、

「決めたのです。──望む方に行こう、と」

　Ｔｅｓテスタメント．、とこちらも頷うなずいた。そして、彼女が走り出した。あれだけ動いたのに、随ずい分ぶんと足取りが確かだ。きっと、修しゆう練れんを忘れていないのだ。あの三百の傷に相応ふさわしくあるように。そしてまた、それを過去として、

　……望む方、か。

「あー、負けた」

「何です部長、美人には負けますか」

「だったら房フサ栄エに勝てねえよ」

　わあ、と陸上部の女子部員達が遠とお間まから声をあげるが、構わない。何しろ、自分は防ぼう御ぎよの得え手て。あらゆる攻こう撃げきを弾はじく事が己おのれの一いち義ぎなのだ。しかし、

「全部受け止めてたら、全部俺おれ、食らってるじゃねえか。──初めから負けてたよ、今回」
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「京きようの方は一いち段だん落らくか。何か随ずい分ぶんときな臭くさい話になってきたようだけど、現場、早めに皆、退出して欲しいね」

　夕ゆう刻こく入り際の日を浴びながら、白いドーム状の大型校舎の前で、呟つぶやく声があった。

　花か壇だんの世せ話わ。雑ざつ草そうを抜いたり、盛り土のバランスが悪いところを直し、固まっているところにはスコップで空気を入れながら、眼鏡めがねの男が言う。

「ともあれ皆、お疲れ様だ。……総そう長ちよう連れん合ごうや戦せん士し団だんは、アルマダ以い降こう、何らかの部分で現状に寄き与よしたいと言っていたから、今回の件はそういう願いと実益を兼ねたものになったと思う」

　セグンド、と、自分の名な札ふだのついたスペースを後回しに、彼は〝フアナ〟や〝フローレス〟を先に世せ話わしていく。

　その横、イーゼルとキャンバスなど、画材類を片付け始めた男が言う。

　彼は、花の出来を下から覗のぞくようにして確かめながら、

「隆たか包かねもバルデス兄妹も、結けつ構こう楽しんでたようじゃねえの。やっぱベスト４まで行っても、負けた事は負けたんだしな。房栄は陸上の方で、とんだとばっちりだったようだが」

「でも女の勘かんっていうのかねえ。まさか〝今年は白びやつ虎こ持って行こうかな、と〟とか言われて、ホントにこういう事になるとは思わなかったよ。フアナ君も想そう定てい外がいだったろうね」

「M.H.R.R.神聖ローマ帝国と繫つながりある京やK.P.A.Italia経けい由ゆじゃねえと通つう関かんパスして持ち込めねえぞアレ。でもまあ、房栄ちゃんも、あれで事情通だしな。宗むね茂しげの後、フォローしてくれてる」

「君がもうちょっと働いてみるのはどうだい？」

「大たい将しようこそ、焼き物に凝こり始めるとか、危険な趣しゆ味みすんなよ。フアナから〝おじさんがずっと粘ねん土ど回しててこっち向いてくれないんです〟って愚ぐ痴ちられたぞ」

「話をしてくれれば聞くのになあ」

　それに、と彼は、宙ちゆうに轆ろく轤ろを回す振りをして、

「正直、一回正面に座って無言を続けられた時は、気まずかった」

「大たい将しようから話せよ」

「僕の苦にが手てな事を平気で要求するね……！」

「じゃあ言って見ろよ。〝フアナ君もやってみる？〟って」

「多分、それ言ったら、一回こっぴどく失敗した後で、翌週には専用の工こう房ぼうか何か作って無む茶ちや苦く茶ちや上じよう達たつして三征西班牙トレス・エスパニア復ふつ興こうの事業の一つにすると思う」

「……一応聞いておくけど、大将、前に、畑はたけいじりとか、果くだ物もの栽さい培ばいとかやってたよな。あと、その花か壇だんも、前は大将が世せ話わしてたよな？」

　問いかけに、セグンドが、やや動きを止めた。そしてまた、十数秒経たってから、

「……最近のうちの新しん規き事業が何か、聞きたいかい？　あと、この花壇、僕が久しぶりに弄いじってるのは、誰だれから頼まれたのか、聞いてみたいかい？」

「い、いや、別にいい」

「何なら今度、油あぶら絵え始めようかなあ」

「やめろよ！　来んなよ！　これは俺おれの趣しゆ味みと実じつ益えきなんだよ！」

「でも有あり明あけで焚ふん書しよされたんでしょ？」

「俺ぁ最近原げん画が担当だからよ。──参加組合が軒のき並なみな。向こうも検けん索さく一発で俺の名前が出るから、フローレスが仕掛けて集中的に狩かったらしく、〝ベラスケスが原画をやるとサークルが潰つぶれる〟とか、嫌いやな噂うわさがたってやがる」

「随ずい分ぶん向こうで楽しんでるなあ。フアナ君」

　セグンドは苦く笑しようする。だが、彼は一ひと息いきついて、帽ぼう子しを脱ぎ、

「……ともあれ、退たい避ひの後、京きようやP.A.Odaの監かん視しをして貰もらわないとね」

「房フサ栄エちゃんがやってると思うが、何か気になる事、あんのかい？」

　ああ、とセグンドは頷うなずいた。足あし下もと、地面を指さし、

「……明あけ智ち・光みつ秀ひでをうちが警けい備びした今回、それについて、P.A.Odaから音おと沙さ汰たがない」
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「何だそりゃ。今回の事は、政治的には〝無かった事にする〟ってか？　P.A.Oda」

　ベラスケスの声に、セグンドは首を傾かしげた。

「まあ、傭よう兵へいというと、その戦せん場じよう以外は不ふ問もんと、そうされても仕方ない部分はあるよ。だけどフアナ君の方にも、こちらにも、何も無いのが気に掛かる。まるで──」

　まるで、これは、

「──今回の一件の後、羽は柴しばの侵しん攻こうとか、そういう政治や戦事の何もかも、話し合う事がなくなると、そう言われてるみたいだ。末まつ世せが近いという、そんな話も含めてね」

「おいおい、そりゃあ……」

「北ほう条じようが最近、そうだったようじゃないか。遠く、異い国こくではあるけれど。──ある程度の期日から、他国との交こう渉しようも何も打ち切った、と」

　だから、

「現場の皆には、京きよう、そしてP.A.Odaを、見ていて欲しいんだけど、どうかなあ……」

　セグンドは、花か壇だんを見て、苦く笑しようした。

「フアナ君、僕より細やかに花壇を世せ話わしてるから、僕だけじゃ花壇が荒れてしまうよ」
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　外の戦せん闘とうが一いち段だん落らくしたと、正まさ純ずみは通つう神しんで報告を得ていた。

　今、自分は、二ふた代よの疾しつ走そうに乗って内だい裏り内を奥へと進んでいる。

　初めは自然公園ともなっている庭園だった。そこから、ただただ大きな屋や敷しきを左右に見て、

　……おお。

　見上げるような鳥とり居いを、三つ程潜くぐった。

　最後の鳥居は、地下に入るための建たて屋やの入口で、門は開いていた。

　否いな、開かれていたのだ。その状況を見て、二代が言う。

「見覚えがあるで御ご座ざるな」

　ああ、と自分も頷うなずいた。これは、あれだ。

「ノヴゴロドだ」

　幅十五メートル程、高さも同様の通路を行くと、隔かく壁へきの扉とびらが何枚も開いていた。そして、

「あれは──」

　武ぶ神しんだ。全高七メートル程の中ちゆう武神。それも戦闘系けいのものが、破は壊かいされて通路に倒れている。しかも一いつ機きではない。各所に詰め所らしき区く画かくがあるが、どこもかしこも破壊され、武神と、その他に、

　……自じ動どう人形。

　古こ式しき。一いつ瞬しゆん、冷れい泉ぜいや蘭らん丸まるかと思うが、違うようだ。

　気付けば、どことなく鼻に掛かる匂においもある。その状況に二代が速度を上げ、

「……戦闘が生じたようで御座るが、仲間割れで御座るか？」

「自動人形達はここを暴あばこうとした明あけ智ちについたが、ここの機き構こう自体は、恐らく黎れい明めいの時代からのもので、当時の基き準じゆんなんだろう」

　自動アップデートでもしてるのか、と思えば、部品やフレームなど、IZUMOのロゴが見えているものもある。ＯＳなど引き継つぎで、本体や機構部分などは自動人形達が刷さつ新しんしていたという事か。だとすれば、

　……延えん々えんと、どれだけ、護まもっていたのか。

　気が遠くなるような話であり、息詰まりを感じもする。そして、数えている限りで、七つの隔かく壁へきを越えた時、それが見えた。

「……やはりノヴゴロドだ」

　縦たて穴あなだった。直ちよつ径けい三十メートル程。円形の穴の周囲には、下り階段と通路が、しっかりした石造りで出来上がっている。通路には明かりが灯ともっており、

「正まさ純ずみ」

「おいおい落らつ下かするなよ？」

「ははは、大だい丈じよう夫ぶで御ご座ざる。飛び降りたりはせぬで御座るよ」

　と、二ふた代よが一度手て摺すりに立った。そのまま彼女は身体からだを水平にまで倒し、

「走って行くで御座る」

　言うなり、下階の手摺りへと彼女は突っ走った。

　一直線に、手摺りを足あし場ばに二代が縦穴の底へと疾しつ走そうする。







[image: 第八十七章『質疑地の満足娘』]
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　浅あさ間まは、内だい裏りに駆かけ込む皆の先せん頭とうに立った。

　足が特別速い訳わけでは無い。だから、身しん体たい強化の術じゆつ式しきで速度を上げ、なるべく皆の邪じや魔まにならないように、

「──奏そう上じよう！」

　柏かしわ手でを一度打ち、一度両手を左右に開放、それを戻してもう一度打ってから、一いち礼れいする。

　そして表示枠サインフレームを開き、この場の産土うぶすなに挨あい拶さつ。サクヤの名前は当然最初に出し、IZUMO関係の名めい義ぎも立て、最後に自分達の名前を出す。

　……神様何だかんだでプライド高いですからね……！

　すると、産土の返答が来た。通行の許可もだが、太たい陽ようを模もしたロゴが来る。これは、

「うわ、帝みかどが産土神本人なんですね、ここ……！　噂うわさに聞いてたけど印しるし貰もらえるとは……！」

「あ、浅間君！　見せて！　見せて！」

　神しん道とう関係者以外が直接見ると障さわりがあるかもしれないので、撮さつ影えいデータを渡す。だが、

「あれ!?　違うよこれ浅間君！　京きようの美お味いしいものマップになってるよ！」

・ホラ子：『やはり帝は上品ですな。エロ動どう画がとかに変わってるかと思えば』

・賢姉様：『フフ、そうよねえ、帝グッズ紹しよう介かいとか、そこらが来ると思ってたので意い外がい。そうよねこれ、帝のギャップによる好感度上昇よ！　コカ──ン度上昇!!』

・あさま：『極きよく東とうで一番神しん聖せいなところで何言ってるんですか……！』

・俺　　：『でもどっちかって言うと、そこを漁あさりに来てね？』

　……いや、一応は止めに来てる筈はずです。

　その旨むねは、通つう神しんで産土に伝えてある。が、最初の許可以外、返答がないのがちょっと怖こわい。だから皆の足あし下もとに加か護ごを掛け、足音の消去と土を落とさぬように処しよ理り。

　ウルキアガが肩を貸す身振りをしたので右に座ると、逆に座った成なる実みが、

「静かね」

「ええ、……内部、返答などが無いのは、恐らく産土神の方からこちらに連れん絡らくするためのインフラが大部分乗っ取られているんだと思います。多分、明あけ智ち公こうが主しゆ社しや権けん限げんを持ち込んで、システム部分だけを置き換えたんじゃないかと」

「そんな事、出来るんですか？」

　懸け念ねんはある。が、今は推すい測そくが許される時間だろう。だから己おのれは思い切って言った。

「帝が、……地ち脈みやく制せい御ぎよに忙ぼう殺さつされていて、それ以外の仕事は一切出来ないのが実情だとしたら、どうでしょう？　──他の、普通の産土神だったら出来る手配は、帝の出力を借りた自じ動どう人形や、ここのＯＳが担当しているとしたら」

「だとしたら……」

　と、横の成なる実みが前を見たまま、口に指の背を当てた。そして、

「……帝みかどとは、何なのかしらね」

　彼女の言葉に重なるように、音が聞こえた。左右の屋や敷しきを渡った先にある鳥とり居いの向こう。その奥の建たて屋やの通路から、遠く反はん響きようして届いてくるのは、

「銃じゆう声せいで御ご座ざるな……！」
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　響ひびく銃声を耳に、冷れい泉ぜいは頷うなずいた。

　表示枠サインフレームを開き、自分のナンバーを確かく認にんする。自じ動どう人形００１８、しかし、それを翳かざしても、

「やはり、ここは開かないか。……じゃあ私の出番だね」

「さっきから明あけ智ち様の出番ばかりで、初期四よん桁けたとしては情なさけない限りです」

　いいさ、と明智は言った。

　場所は、白のホールだった。半はん径けい二十メートル程。石造りで、意い外がいに天てん井じようの作りは粗あらい一方で、床はお互いの姿すがたが映る程に磨みがかれている。

　見れば部屋の中央には搬はん入にゆう出しゆつ用のレールが有り、奥の扉とびらに届いている。

　その扉は、巨きよ大だいな門だった。石で出来ていた。それも、継つぎ目の無い石で、だ。

「岩いわ戸とか。──ラスボスがいるよね、これ、普通」

「まあ、私達にとっては、ラスボスと言うより、リアルなボスではあります」

　じゃあ、と明智は言った。手を広げ、左右に出すのは表示枠ではない。

　流りゆう体たいで出来た翼つばさだ。形は小さく、三十センチ程のシンボル型。だが、

「六ろく天てん魔ま軍ぐんの長ちようには、御お館やかた様から、ちょっとした〝使い〟が与えられていてね。それは加か護ごの他、走狗マウスや武ぶ器きになっていたりもするんだけど、私の場合は、さっきからの、これで」

「……実はその説明、初聞きです。これまで明智様、ゲートを開ける際にいきなり手からそれ出して解説無しだったので、何のイリュージョンかと」

「知ってると思ってたんだけど、……冷泉君、さっきのゲート開けた時、舌した打うちしたよね？」

「してません」

「いや、したよ。音聞こえたもの」

「七十番台がまだ守備機き構こうと交こう戦せん中だったので、その銃声でしょう」

　冷泉の言葉に、明智は渋しぶ々しぶと頷うなずく。そして、

「あ、でも私も、冷泉君としての十八番オハコさんに聞きたい事あるよ」

「何でしょうか。早くゲートを開けて作業完了して欲しいのですが、十秒程なら余よ裕ゆうがあるので聞きましょう」

　じゃあ、と明智は言った。

「十八番さん、何で、私のこういう提てい案あんに乗ってくれたの？」

「言いません」

　即そく答とうに、明あけ智ちは肩を落とす。対する冷れい泉ぜいが、石の門を握った手で軽く叩たたき、

「何度目の問いですかそれは。何かと他人の言げんや評ひよう価かを求めるのは人類の悪い癖くせです。

　さあ、明智様、御お得とく意いのイリュージョンを」

「そうじゃないんだけどね」

　と、明智は両腕うでを振った。すると、袖そで口ぐちから一気に流れ出したものがある。

　文字だ。それも、一つの言語では無い。多重の言葉からなる波が、一いつ斉せいに翼つばさの羽ばたきに煽あおられて表おもてへと流れ出す。

　そして、波はただの波では終わらなかった。空中を回って行く内に、それは語ご源げんごとに派生し、場合によっては混じり、重なっては発展を繰り返す。

「〝三天・力使ジブリール〟。──言葉の権けん能のう。ありとあらゆる情報を、流体的に浸しん透とうし、同化する。本来は術じゆつ式しき系けいに対する広域順じゆん化か防ぼう御ぎよなんだけど……」

　音がする。

　二人の正面の岩いわ戸と。その上部と下部のロックが外れ、表示枠サインフレームが出る。その内容は、

「あ、身内じゃないと駄だ目めっぽい……」

「私がいないと駄目でしたね、明智様」

　頷うなずき、帝みかどの印しるしが入ったロゴに、冷泉が自分のものを重ねる。

　そして幾いくつかの確かく認にんが出て、内部でまた別の扉とびらが開く音がする。重いものがスライドし、固定されていく音も、だ。

　気付けば、岩戸の間から、白い霧きりが漏もれていた。

「あの、これさ？　中、……どうなってるの？　冷れい凍とう？」

「帝の謁えつ見けんの準備です。ハッタリかどうかは知りません。参考意見としては、明智様の昼食など、調ちよう理り器きがこんな感じのプロセスを経ますが、意い外がいと近しいかもしれません」

　冷泉が言った。

「一度、十八年程前に開けて以来となります。それ以前は南なん北ぼく朝ちよう時代。あの時は理りがあると判はん断だんし、今もその判断は変わりませんが、後の状況など見ると、やはり他に可能性は無かったものかとも思うのです。しかし──」

「しかし？」

「ええ、……今までの事が、これからの事に繫つながるならば、全ては引き受けられます。これまであった悪い事なども、私達は、自じ動どう人形なので、最善であったと言えますので」

　だから、

「──明智様は、御自分を御お咎とがめ無いように御お願ねがいいたします」

「心強いね」

　じゃあ、と明智は岩戸に手を掛けた。

「開けたら、持ち込むもの、持ち込んでおいてね。……中のレイアウト、勝かつ手てに変わっていたりしないよね？　大だい丈じよう夫ぶだよね？」

「大丈夫です」

　今まで来た通路の方、軽い音が来る。他の自じ動どう人形達が、運んでくるものがあるのだ。

　その音を聞きながら、冷れい泉ぜいが言った。

「──帝みかどは、おとなしい方ですから」
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　二ふた代よは、戦せん場じようを突っ走った。

　縦たて穴あなの底は、小ホールと、地下に降りる通路だった。

　……ここまで、ノヴゴロドと同じで御ご座ざるか！

　だが違うのは、そこに待っていたのが福ふく島しまではなく、自動人形達という事だった。

　今までもその残ざん骸がいを見てきたが、ここのは無む傷きず。肩からスリングベルトで吊つるした長ちよう銃じゆうを構えている辺り、元々がそういう装そう備びで警けい備びをしている役なのだろう。

　最後の手て摺すりから飛び降りる時点で、既すでに銃じゆう撃げきは始まっていた。

　数は四人。着ちやく地ちのタイミングを蜻蛉とんぼスペアの伸しん縮しゆく機き構こうでズらし、位置も変えてから、一番近い位置にいる相手へと己おのれは疾しつ走そうした。

　小ホールは、幅三十メートル。奥行きは七十メートル程だ。

　そこに今、武ぶ神しんの残骸や、恐らくは建築用の石材などを重ね、左右に三重のバリケードが出来ている。

　バリケードの位置は、手前から右、左、右の順番。その奥に地下へと至る通路が口を開けているのが見えた。

　縦穴は黒い岩いわ肌はだを見せていたが、ここは白い。隠かくれる場所は無いで御座るな、と思いながら、二代は走った。

　一番近いのは、全てのバリケードの手前、中央に立って射しや撃げきしている自動人形だ。

　囮おとりだというのは解わかる。それも自分が仲間に撃うたれる事を自覚の上での囮だ。何故なぜなら、

　……あの位置にいられては、一番に狙ねらうしかないで御座る……！

　銃を持っている相手だ。逃のがせば後ろから撃たれるし、帰りを考えると、やはり残して置く事は出来ない。

　だが、彼女のいる位置には遮しや蔽へいが無い。

　二代は、一いつ瞬しゆん考えたが、二瞬目で考えるのをやめた。ただ確かく認にんすべきは、

「正まさ純ずみ！」

「任せた！」

　では遠えん慮りよ無く。
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　先せん頭とうに立つ自じ動どう人形は、武蔵むさし副ふく長ちようが突っ込んでくるのを見た。

　速い。だが、ここには何の遮しや蔽へいもない。左右に跳ねてフェイントとしているが、その振しん幅ぷくから、こちらに何度身体からだを振るかは即そく座ざに判はん断だん出来た。

　ならば後は、銃じゆうを構えて射しや撃げきするだけだ。スリングベルトで吊つるし、腰だめに構えた先さき込ごめ式の連れん発ぱつ銃。視覚情報の取得位置補ほ正せいを銃じゆう口こうに合わせ、擬ぎ似じ的なスマートシステムを連動。後は視線の先で相手の移動位置を予測し、そこに射撃を叩たたき込む。

　撃うった。連れん射しやは指で行う。三点バースト。火ひ縄なわが三回回って銃じゆう弾だんが飛んだ。行く先には武蔵副長がいて、いなかった。

「……え？」

　否いな、いたのだ。だがそれは、こちらの予測より速かった。

　どういう事か。

　原因は明確だ。武蔵副長が、担かついでいた副ふく会長を宙ちゆうに放り投げたのだ。

　軽くなった分、副長の速度は上がった。単純な事だ。

　瞬しゆん間かん。自分達は判断した。何が今、危険なのか、それを数すう値ち的に計って比較した。

　宙にいる副会長は、武ぶ器きも無い。戦せん闘とう能力も皆かい無むに等しい。だから危険性は低い。逆に副長は速度も上げ、軽量化を図った上で、両腕うでが自由に動かせる。

　危険なのは副長だ。故ゆえに自分は、判断と指し示じを下した。

　武蔵副長の行き先に銃弾を叩き込みながら、皆に告げたのだ。

『撃ちなさい』

　背後、三カ所から弾だん丸がんが来た。

　こちら共々、武蔵副長の行き先を狙ねらう弾丸だ。武蔵副長は、こちらに真まっ直すぐ来る。背後の皆は、自分を撃つ。自分の弾丸がかわされても、皆の弾丸は、己おのれを通して武蔵副長に届くだろう。

　ならば勝てると、そう判断した瞬間。いきなりまた武蔵副長が消えた。

　……え？

　突然の事に、自動人形は判断を失った。だが、後ろから仲間達の弾丸が来ている。

　当たったところで、敵はいない。無む駄だな自じ損そんだと、そう思った瞬間。

「いかぬ判断で御座るな」

　言葉は、懐ふところとも言える位置で聞こえた。

　何事かと、何も解わからぬまま、自動人形は視し界かいが回ったのを確かく認にんした。

　足を、高速で薙なぎ払われたのだ。
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　二ふた代よは、迷わなかった。

　先せん頭とうの自じ動どう人形に射しや撃げきされた際、真まっ直すぐに突っ込み、しかしある軌き道どうを狙ねらった。

　下。スライディングだ。床面は磨みがかれており、腰のスカートの装そう甲こうを使えばよく滑る。更さらには行く軌道として、

　……敵が構えた銃じゆうの下……！

　相手が銃じゆう口こうに視し界かいを設けているのは、視線を見て解わかった。顔も目もこちらに向けていないのに、銃口が自分を追っていたからだ。試しにフェイントを掛けてみたら、顔は動かず銃口が動作したので、大体の仕掛けは見切れた。

　だが、銃口に視覚を設けるとしても、穴そのものから見る訳わけでは無い。それをやったら銃じゆう弾だんが視界を埋めてしまう。

　ならば、銃口の上だろう。下にすると、視覚の再設定位置が、視線との間に銃口という遮しや蔽へいを置いてしまう。見晴らしとしても、上の利点が強いと、そう思ったのだ。

　だから銃口の下へ飛び込む軌道を取った。ここならば、

　……銃弾と銃口からの火か焰えんで、接近は見切れぬ筈はず！

　ちゃんと自動人形の顔で視覚を保持していれば、見えた筈だ。両の目は離れていて、立体視も空間把は握あく能力も高いのだから。しかしそれを、狙いやすさのために銃口設定にしたのが、隙すきを生んだ。

　相手は、こちらが何で足を払ったかも解っていないだろう。

　蜻蛉とんぼスペアの石いし突づき。軽く伸張射しや出しゆつしての突きだ。相手は前のめりにこちらに転んできたので、膝ひざで後ろに跳ね上げた。

　その途と中ちゆう、手を伸ばして長ちよう銃じゆうのスリングベルトを摑つかみ、相手の身体からだを引っ張って空中で転ばせる。そうやって長銃を奪うばうと、先さき程ほどまで彼女のいた位置を敵の弾だん丸がんが貫つらぬいた。

　軌道が見えた。その元に相手はいる。

　対するこちらは滑かつ走そう状態から膝で跳ねて起き上がった。前に身を転がすようにして、右のバリケードにアタックを掛ける。





●






　右手前のバリケードにいる自動人形は、武蔵副長を視し認にん出来なかった。

　彼女が、自分のいる石積みのバリケードよりも低い姿勢で飛び込んできたからだ。

　だが、見えているものがある。彼女の槍やりだ。それが今、跳ね上がり、

　……そこ！

　思い、射撃した。

　いなかった。

　見えたのは、持ち主無しで軽い回転を付けて投じられた槍やりだった。

　いるべき武蔵むさし副ふく長ちようは、そこにおらず、

「八十二番！」

　右後ろのバリケードから、六十四番が声を送ってきた。

　向こうからは、敵が見えているのだ。

『右！』

　仲間の声が作った正解に、己おのれは従った。

　右に銃じゆうを向け、バリケードを軽く跳ちよう躍やくで越す人ひと影かげが見えた瞬しゆん間かん。二に射しや目めを放った。

　直後、不ふ意いに己は、自分が爆ばく発はつしたような錯さつ覚かくを受けた。

　……え？

　視し界かいだ。銃じゆう口こうに合わせていた視界が火ひ花ばなと共に破は裂れつし、強きよう烈れつなノイズが来る。

「────」

　急ぎ、視覚の補ほ正せいを解除。そして見たのは、長ちよう銃じゆうの銃口が破裂し、裂さけている光こう景けいだ。激しい熱を伴ったためか、鉄の筒つつ先さきからは陽かげ炎ろうと煙も上がっている。

　……これは──。

　思う視界に、散るものがある。手の平大の、黒い鉄の箱だ。

　長銃。先さき込ごめ用の弾だん倉そうだった。詰め込み用の火か薬やくと弾だん丸がんがセットになったもので、今、その一つが裂け、熱の煙を発しながら落ちていく。

　そして己は悟さとった。自分が今撃うったのは、これだ、と。

　武蔵副長は、こちらの銃口に弾倉をトスしながら、二重のフェイントを掛けたのだ。最初は槍で、続いて自分自身の姿すがたに気を取らせた。

　敵を捜し、答えを仲間に聞いたのも悪かった。そうでなければ、手前に見えているものから確かく認にんしただろうに。

　弾倉が破裂した。

　不注意の代だい償しようとして、己は武ぶ器きを失った。戦えない。そして相手は、

『六十四番！』

　二つ目のバリケードへと敵は行った。こちらの頭ず上じようを越えた槍を摑つかんで、一直線に、だ。
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　正まさ純ずみは、ぶん投げられてからの上昇を終え、落らつ下か軌き道どうに入りながら、それを見た。

　左にある二つ目のバリケード。そこにいる自じ動どう人形は、即そく座ざに二ふた代よへと射しや撃げきを敢かん行こうした。

　だが、二代と彼女の間で、火花と金きん属ぞく音おんが散った。

　遮しや蔽へい物ぶつが、空中にあるのだ。

　……最初の自じ動どう人形の、長ちよう銃じゆうか！

　銃じゆう口こうが見えているなら、それと己おのれの間に遮しや蔽へいを投じれば良い。簡単に見えるが、実際は相当に難しいのだろうし、度ど胸きようもいるのだと思う。

　そして二ふた代よが、距きよ離りを詰めた。更さらに彼女は、右腕うでを宙ちゆうに振った。射しや撃げきされて跳ねた自分の長銃を、そのまま空中でスパイクし、相手へと叩たたきつけたのだ。

　相手は、飛んできた長銃に逆らわなかった。避ける。それも高速のスライドで外側へと。

　何故なぜなら、

「六十七番……！」

　それはきっと、奥のバリケードの自動人形だろう。

　自分が落ちていく位置の、更に奥。最後のバリケードに護まもられた自動人形が、二代に向けて射撃を放った。更には、左のバリケードの自動人形も、仲間への射しや線せんを空あけた上で、二代に対して弾だん丸がんを放った。

　二重の射撃音が重なり、二代に飛んだ。遮蔽に投じた長銃が宙に弾はじかれる。

　その状況を、自分は危険だと、そう思った。しかし、己はこうも考えた。

　……任せたんだよな。

　即そく答とうで放った言葉だが、噓うそではないし、いい加か減げんなものでもない。これまでの二代の戦せん闘とうを見て、巻き込まれもした上で出た言葉だ。

　正直、レベルが違い過ぎて、任せるしか無いというのが本ほん音ねだ。

　そして眼がん下かで、二代が動いていた。撃うたれる、と思った彼女が、前に出ていた。

　遮蔽が無ければ敵てき弾だんは当たる筈はずだ。だが、空中で火ひ花ばなが咲いた。

　宙ちゆうに遮蔽があった。

　先さき程ほど叩きつけて、しかし避けられた長銃が、不ふ意いに空中で方向を転換していたのだ。

　二代と三人目の自動人形の間、鉄てつ塊かいが砕くだかれながら入っていく。その仕掛けは、

　……ベルトか……！
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　二つ目のバリケードを護まもる六十四番は、遮蔽物が宙を舞う仕掛けを悟さとった。

　……ベルトを、切って握っていたのですか！

　スリングベルトは、肩から銃を吊つるすものだ。だが、相手は、それの留め具から、片側の端はしを切っていた。

　先程こちらに投じる時、叩きつける動きになった訳わけだ。何しろ、ベルトの片側を摑つかんでいたら、それは拳こぶしとなるのだから。

　長銃が、分ふん銅どうのように跳ね返って宙を戻り、こちらの銃じゆう弾だんを防ぐ遮蔽となった。

　そして相手が踏み込んできた。

　左の背後から放たれた六十七番の弾だん丸がんは、敵の前進で回かい避ひされた。

　来る。

　く、と喉のどをそらせ、己おのれはバリケードから離れようとした。

　出来なかった。

　敵に銃を構える事で、伸びたこちらのスリングベルト。その内側に、相手が遮しや蔽へいの長ちよう銃じゆうを落としたからだ。続く瞬しゆん間かんで長銃がフックになり、敵が自分の手元にそれを引いた。

　結果として、こちらの身体からだは敵の方へとベルトごと引かれた。

　そこに敵が、槍やりの穂ほ先さきを突き込んで来た。

　……しまった……！

　回避出来ない。状況の判はん断だんミスを悟さとった瞬間。首元を冷たいものが流れた。

　刃やいばだ。しかしそれはこちらの首を断たなかった。代わりに切られたのは、張っていたベルトだった。切断音がして、ベルトの束そく縛ばくが首から消える。そして銃じゆうを奪うばわれる。その間に、相手はバリケードを越えた。勢いを消さずに着ちやく地ちし、

「────」

　己は手を伸ばすが、届かない。

　一直線に、敵は最後の一人へと向かった。
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　自じ動どう人形の最後の一人、六十七番は、一つの判はん断だんを下した。

　視覚を銃じゆう口こう置きの疑ぎ似じスマートシステムとせず、本来の視覚素そ子しに戻したのだ。

　そうする理由はある。今までの仲間達が、狙ねらいやすさの利点とは別の、不利点を突かれて敗れているからだ。そしてまた、広い視し界かいに戻す事で、

　……武蔵むさし副ふく会長！

　落らつ下か軌き道どうに入った彼女がいる。武蔵の副ふく長ちようは、落ちてくる彼女を拾う筈はずだ。

　ならば武蔵副会長の落下地点に、副長は必ず来る。後はそこに銃じゆう弾だんを叩たたき込めば、

「貰もらいます……！」

　撃うった。続くタイミングで、武蔵副長が跳び込んでくる。

　当たると、そう判断した瞬間。

「正まさ純ずみ！」

　武蔵副長が、片手打ちで槍を放った。

　伸しん縮しゆく機き構こうで、宙ちゆうの副会長を打ったのだ。
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　六十七番は、それを見た。

　副ふく長ちようが手放した槍やりが、斜め打ちに、穂ほ先さきで床を貫つらぬき、石いし突づきで副ふく会長を打ったのを、だ。

　だが、副会長は攻こう撃げきされた訳わけではない。彼女は足を構えていた。縮めた左足の靴くつの裏。硬いヒールで石突きを受け、

「────」

　副会長が、空中で再跳ちよう躍やくを果たした。

　そして正面では、こちらの弾だん丸がんを副長が回かい避ひしていた。副会長に石突きを放った位置で、一度片かた膝ひざを突き、スキッド。僅わずかなラグであったが、こっちの銃じゆう弾だんは彼女の手前の床を削けずって終わった。

　対する膝突き姿勢の武蔵むさし副長が、膝の装そう甲こうとヒールで床を滑りながら、あるものを構えた。

　六十四番から奪うばった長ちよう銃じゆうだ。

　射しや撃げきされた。

　狙ねらいは己おのれかと思えば、そうではない。自分が構えていた長銃だ。

　弾だん丸がんは、やや乱れながらも銃のバレルやフォアエンドに被ひ弾だん。下部に仕掛けられた先さき込ごめ式の弾だん倉そうに衝しよう撃げきが走り、

「……あ！」

　弾倉が誘ゆう爆ばくし、長銃が弾はじけ飛んだ。
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　二ふた代よは、弾丸を撃うち尽くした長銃を捨てながら立ち上がる。

　右手側、伸長し切った蜻蛉とんぼスペアが正まさ純ずみを打って倒れていくのに手を添えて回かい収しゆう。背後の自じ動どう人形が、長銃の暴ぼう発はつで手を痛めたのか、手首を押さえながら振り向く。

「何故なぜ……！」

　言いたい事が解わからない。何故、と言われても、何故で御ご座ざるよ……。

　だが、そういう場合は自由種しゆ目もくだ。何を言っても、多分、いいのだろう。

　だから己おのれは言う。空中を落ちてきた正純を拾い、一回身を回して衝撃を緩かん和わ。そのまま走り出しながら、

「──出来る事をしただけに御座る！」

　そうとも。この突とつ破ぱは、武蔵の武ぶとして、期待されていた事。

　だから後は、下りの通路に向け、

「正純、……次は恐らく、お主ぬしで御座るぞ！」
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　正まさ純ずみは、二ふた代よの言葉に頷うなずきながら、こう思った。こいつも変わったなあ、と。

　時たま変なスランプに陥おちいったり、変なスイーツにハマってたりするが、最近はよく皆の泊とまりに付き合っているし、

　……敵を、倒すだけじゃなくなったか。

　失わせない、というのが一種の偽ぎ善ぜんとして捉とらえられるのは、それが至し難なんだからだろう。出来ない事を出来るように言って、自分達の価か値ちを上げようというなら、それは確かに偽善だ。

　だが、出来る事としてするならば、どうだろう。

　二代の先さき程ほどの一ひと言ことで、それでいいのではないかと正純は思う。馬ば鹿かやホライゾンはかなり高望みだったり、楽観のようだが、

　……まずは出来る事は、確実にやっていかないとな。

　あまりものを言わない二代がそれをしてくれたというのが、有あり難がたい。

　そして今、自分達は、下に至る階段を一発で飛び降り、石造りの広い通路に着ちやく地ちした。

　二代が、一度足を止め、こう呟つぶやいた。

「最下層に御ご座ざるな。──底の裏がないで御座る」

　解わかるものなのか、と思った瞬しゆん間かんだ。

　……お？

　不ふ意いに、地面が揺れた。それも、単なる震しん動どうでは無く、深い揺れだ。

「三み河かわの時みたいだな」

「武蔵むさし上でも、感じ取れたもので御座るか」

　二代は、離れた場所にいたのだったか。だが、気を遣つかう内容でもないので、

「ああ、こんな感じの揺れだった。地ち脈みやくが影えい響きようされてると、浅あさ間まから後で聞いたが」

「では、この奥で明あけ智ち公こうがハシャいでいるので御座るか」

　言った二代が、床を見た。石いし畳だたみといえる作りの床は、しかし中央に搬はん送そう用のレールが埋め込み式で敷しいてあった。

　レールの表面が鈍く光っているのは、最近、使用された証あかしだ。

「竜りゆう脈みやく炉ろを持ち込んだので御座ろうか」

「ああ、急いだ方がよさそう……」

　と、レールの出で元もとを二代と共に追うと、近くの壁に、あるものが見えた。それは鳥とり居い構えの、

「エレベーター……。拙せつ者しやこっちを使った方が快適であったで御座ろうか……」

「いや、流石さすがに今の上の階で、一回強制的に降ろされたろ。だって待ってたんだから」

「だとすれば拙者、皆の障しよう害がいを先に排はい除じよしたという事で御座るか」

　……あ、そこに理由を見つけて満足出来るんだ。

　やはり変わったと、そう思う。だが、エレベーターの最上階となるらしい「俗ぞく世せ」という不ふ穏おんな表ひよう示じに赤い灯ひがついたのを見ると、流石さすがに焦あせる。

「い、言ってないで、ほら行くぞ！」

　と、二ふた代よを促うながした瞬しゆん間かんだ。通路の奥から、

「──お待ちしておりました。どうぞこちらへ」

　小さな、静かな声だが、確かに届いた。あれは、

「冷れい泉ぜいか……！」
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　冷泉は、閉じた岩いわ戸との前で待っていた。

　扉とびらの正面に両手を広げて立ち、ホールに二つの影が入って来るのを待った。すると、

「すまない。課題に手て間ま取どって少々遅れた。──会議の場はここか」

「奥です。──ここが何か、解わかっていますね？」

「……何で御ご座ざるか？　正まさ純ずみ」

「ああ、うん、話すと長いが、今、多分、帝みかどの部屋の前なんだよな……」

　大だい丈じよう夫ぶだろうか。だがそれを聞いた武蔵むさし副ふく長ちようが、はっとしてこちらの足あし下もとを指さし、

「土ど足そくとは失しつ敬けいな輩やから……！」

「あ、貴女あなた達もですよ！　あと、足下など、〝践ふまず〟の加か護ごを入れています」

　武蔵副長が副ふく会長を見た。すると副会長は、

「ああ、うん……、浅あさ間まが多分、後で処しよ理りしてくれるんじゃない、かな？」

「Ｊｕｄジヤツジ．！　では問題御座らぬな。そしてそこの侍じ女じよ、何の要件で御座る」

　……すごくやりにくいです……。

　ただ、問うておくべき事がある。

「以前、明智様を主人とする時。……私は最終的に、一つの問いかけをしました。

　明智様はそれをクリアしたので、私は明智様を主人としました。

　──では設問です」

　冷泉は問うた。

「──帝とは、一体、何なのでしょう」
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　正純は、自分の眉まゆが上がるのを自覚した。

　……帝？

　それは、既すでに聞いている通りのものではないのか。

　大体、何なのでしょう、という問い自体が、あまり明確ではない。

　……何なのだ、と言われてもなあ。

　地ち脈みやくの管理をしている人。

　黎れい明めいの時代から生きている不老の存在。

　恐らく黎明の時代に環かん境きよう神しん群ぐんと出会った七百人隊たいの一人。

　そして、東あずまの母親だ。

　と、大体、そんな辺りを思い浮かぶ。ネシンバラの好きそうなネタだな、とは感じるが、内容的には浅あさ間まや、各教きよう譜ふの代表者の方が知っていそうな部分もある。

　だが、どうなのだろうか。

「ちょっと考えさせて貰もらって良いか」

「残り、三分を切っていますが？」

　待てるなら、それでいい。答えず、手の平を向こうに立てる。大だい事じなのは、思し案あんよりもどうするかという方向性の決定なのだ。すると横の二ふた代よが、

「パスで御ご座ざる！　さあ次の設問か、答えはパスで通過を許すか選択するで御座るよ？」

　すごくやりにくいだろうなあ。
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　冷れい泉ぜいは、副ふく会長が、副ふく長ちようの肩を叩たたいて、まあまあ、とやるのを見る。

　正直、今のは危なかった。設問はしたが、それがパスを宣せん言げんされるというのは、ちょっと前例もなく、用意もなかった。この場合、自じ動どう人形としては最善を求めるため、こちらの不備を認めた上で、ではそうしましょうか、となりかねない。次があるかは謎なぞだが、長生きはしてみるものだ。憶おぼえておきましょう。ただ、

「すまない。確かく認にんをいいか？」

「答えを問うものでなければ」

　では、と武蔵副会長が、言葉を送ってきた。

「明あけ智ち公こうは、以前から京きようの管理をしていたな？　では──」

　来た。

「……東がこちらに居た時に、彼は東と接せつ触しよくしているな？」
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　副会長の問いに、冷泉は頷うなずいた。

「東とう宮ぐう様は帝の御お子こ。そういうものでありますから。──京を管理する明智様は、東宮様がこちらにいる際の教きよう導どうの手配や、還げん俗ぞくの手配など、されてらっしゃいました」

　成なる程ほど、と武蔵副会長が首を下に振った。

　……よくぞ。

　今の確かく認にんを、よくぞ出来たものです、と冷れい泉ぜいは内ない心しんでそう思った。

　事実をよく見ている。そしてそれを前に躊躇ためらってもいる。

　人類らしい。

　だが、もう一度、問いが来た。

「東あずまは帝みかどの子。……そういうものなのだな？」

　そして、

「帝とは、何なのかを、問うているのだな？」

　もはや解わかっているだろうに。躊躇う理由は理解出来るが、付き合う気は無い。

「──回答を、どうぞ」

　ああ、と一歩を前に出て、武蔵むさし副ふく会長が口を開いた。そして言葉を放つ時、

「────」

　大だい地ちが震しん動どうし、御ご所しよが鳴った。

　だが、冷泉は、武蔵副会長の告げた言葉を聞いた。それは、鳴めい動どうに消えていたが、口の動きで読み取る事は出来た。

　……見事。

　明あけ智ちがかつて即そく答とうした答え。その速度には及ばないが、次じ代だいが来たと、冷泉は悟さとった。
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　冷泉は、満足という感覚を得た。

　自分達の仕事の出来や、誰だれかの仕事の出来に十じゆう全ぜんの評ひよう価か判はん断だんを下すのとは違う。

　自分達の今までやってきた全てが、誰かの仕事と繫つながり、それが十全として引き継つがれて行くであろう事を悟ったのだ。

〝今〟だけではない。過去が、今ここを通じ、未来へと繫がる確信。それも、

　……明智様。

　冷泉は思った。私達を越えていく者が、ここにいますよ、と。

　そうとも。明智にも、同じようなものを、自分達なりに感じたのだ。

　未来への可能性。

　それは、過去を護まもり続け、更こう新しんはしながらも、本質的な形を護ってきた自分達にはあり得ないものだ。新しいものを得ようとすれば、禁きん忌きを晒さらし、今を崩くずしてしまいかねないのだから。

　以前、その禁を破るように、自分達を明かした事もあった。だがそれによって、必要だったとは言え、世界は形を変えた。

　だから当時、思ったのだ。過去はやはり、封じなければならない、と。

　だが、末まつ世せというものが動き出した時、自分達は判はん断だんを迷った。

　そこに、二人の男が訪ねてきた。一人は教員で、一人は生徒だった。彼らは各地を探り、御ご所しよや内だい裏りの意味と、帝みかどが何であるかの見当を付けていた。

　そして示された末まつ世せの解決法は、理解が出来るものだった。

　……終わらせて、終わらせない。

　それが為なされれば、自分達の何もかもが自由になるだろう。

　だが、と自分達は思った。それでいいのか、と。そこに、他の可能性はないのかと。

　上手うまく続ける方法はないのかと。

　そしてまた年月が経たち、一人の男がやってきた。

　かつて生徒としてやってきた少年。彼が教員として教えた、次じ代だいの生徒だった。

　年ねん齢れいの割に老ふけた感じで、自分は出来の悪い生徒だったと言った。確かに、先に来た二人が届いていた情報に、全く達しておらず、提てい示じする解決方法もお仕着せのものだった。

　だが、十年前だ。ある時、不ふ意いに彼は、動き出した。

　そして幾いくつかの春を越えた時、こう言った。

「実際に、する気は、ないんです。だけど、ちょっとした反はん抗こうのアイデアがあるんです」

「それは──」

「先生達が決めた道を、別の人達に明かすんですよ」

「別の人と言いますが……、明あけ智ち様、ご友人はおられましたか」

「いましたよ、昔に、多分、だけど」

　彼は言った。

「事が始まってからでは遅い。しかし、全てを明かせば、世界が乱れるかもしれない。この世は権けん益えき大好きで、以前のアレで極きよく東とうは追い詰まってるしね。だけど、オラニエなんかも似たような事を考えてたようなんです。あいつ、私の本を借りパクしたままで」

　それは、

「他の方法があるだろうと、他の考えが出来る人間に、情報を明かすんです」

「明智様が他の方法を考えるというのは、ないのですか」

「私は、先生の下にいた当時が楽しくて。……それを乱らん暴ぼうに越えようとすれば、いなくなった皆や、私自身が後こう悔かいする。だから──」

　だから、

「私は開かい示じ者です。間に合うかどうか、役に立つかは解わからない。だけど、私は世界をフェアにします。先生達の決めたものから、外れていいんじゃないかと、無責任に言ってやる。

　誰だれもが畑はたけを耕たがやしてる中、誰か一人が畦あぜ道みちの行き先を見るなら、その背を押す人。私はそれでいいんです。私はもう夢を見たから、私の知らない夢を見る人を押したい」

　そうですか、とあの時自分は応じた。

「では、私は、明智様の背を押す役ですね」

　あれから、時間は短かった。そんな事は生じないだろうと、そうも思いつつ、明あけ智ちの言葉が全体の希望的目もく標ひようになったのだ。

　そして今、来た。次じ代だいが来た。畦あぜ道みちの向こうは、今、自分の背の向く方角だろうか。

　さあ、と冷れい泉ぜいは思った。これ以上の仕事はなかった、と。

　何しろこの仕事は、自分達も解わからぬ形として、しかし、継つがれていくのだ。だから、

「────」

　冷泉は、道を通した。
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　正まさ純ずみは、冷泉が無む言ごんとなったのを見た。

　目を伏せ、彼女は両腕うでを浅く広げ、岩いわ戸とを護まもっている。だが、こちらの言葉に、彼女は何の返答もせぬままで。

「まさか……」

　二ふた代よと視線を合わせ、急いで冷泉の横へ、岩戸の前に立つ。そして己おのれは見た。

「冷泉、……いや、十八番」

　告げながら岩戸に触れると、それは軽く押せた。

　開いている。そして、

「忝かたじけない。──拙せつ者しや達を、信用しておかれていたので御ご座ざるな」

　冷泉は動かない。自じ動どう人形としての役に満足を得たのか、全ての機き能のうを停止していた。

　背後、足音が来る。駆かけつけてくるのは、

「おい、セージュン！　どうなったんだよ！」

　ああ、と自分は皆に頷うなずいた。先行し、敵を排はい除じよし、関かん門もんをクリアした。露つゆ払はらいだな、と苦く笑しようは出るが、自分は以前に決めたのだ。冷泉を見ていると解る。自分も同じだ。つまり、

「──道を付けたぞ、馬ば鹿か」
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　いいか、と岩戸に手を掛けて言う正純の声を、ミトツダイラは聞いた。

「今、そこの冷泉に、一つの答えを告げた。……恐らくは、この奥で、それを私達は確かく認にんする事になるが、ショックを受けるなよ」

「いきなりそんな事言われても、対応出来ませんのよ？」

　いいんだ、と正純が言った。

　動かなくなっている自動人形には、訳わけがあるのだろう。王が一ひと息いきついて、彼女に対し、

「もうちょっと話させろよ、オメエ。満足でテンション高かったんだろうけど」

　苦笑で、頭を軽く下げる。だから自分達も続き、岩戸を押す正純に従った。

　浅あさ間まが深く息を吸い、一回、全員の加か護ご類をチェック。だがそんな事はここまでで何度もしている事だ。

「緊きん張ちようし過ぎですのよ？」

「いやまあ、本ほん家けのようなものですから」

　と、浅間が言った時だった。不ふ意いに、通つう神しんとして表示枠サインフレームが開いた。それは音声で、

『やあ、ぎりぎりだが、間に合ったようだね』

　では、

『全国放送で始めよう。──君達が到とう着ちやく次第、私からの授業です』
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　ああ、楽しんでいるな、と光みつ秀ひでは思った。

　ここから先を果たせば、私は、昔楽しかった何もかもを超え、皆と肩を並べられる。胸を張って、自分は凄すごいと認められる。

　……有あり明あけで、武蔵むさし総そう長ちようがそう言った時、どきりとしたな。

　彼は言ってくれた。何かあったら俺おれ達を頼れと。だから、これから自分は頼る事にする。

　自分達の何もかもを超えて、見た事も無い先へ行ってくれ、と。

「──それが、今の願いです」







[image: 第八十八章『編纂地の会合者』]
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　その放送は、極きよく東とう上、ありとあらゆる場所に届いた。

　武蔵むさし上では大おお久く保ぼと義よし康やすが確かく認にんし。

　英国では妖よう精せい女王と女王の盾符トランプが確認し。

　M.H.R.R.神聖ローマ帝国では巴ともえ御ご前ぜんが確認し。

　六護式仏蘭西エグザゴン・フランセーズでは太陽王ロワ・ソレイユと輝てる元もとや、人狼女王レーネ・デ・ガルウが。

　三征西班牙トレス・エスパニアではセグンドと、京きようにいるフアナが。

　上越露西亜スヴイエート・ルーシでは景かげ勝かつがそれをマルファと共に見て。

　K.P.A.Italiaではオリンピアとマティアスが。

　P.A.Odaでは、柴しば田たや丹に羽わを始め、羽は柴しば達もそれを確認し。

　奥おう州しゆうでは政まさ宗むねや、義よし光あきが表示枠サインフレームを前に掲かかげた。

　他、各地、里さと見みや真さな田だ、九きゆう州しゆうやうどん王国などでも、各教きよう導どう院いんの長ちようを初め、多くの者達がその通つう神しんを確認した。

　大半の人々は、何が起きているのか解わからず、場所を告げられても現実のものとして即そく座ざに捉とらえる事は出来なかった。

　ただ、告げられた一つの名前は、誰だれもが理解出来た。

『今晩は、──P.A.Oda所しよ属ぞく、明あけ智ち・光みつ秀ひでです』

　彼は、続けて言葉を作った。

『今、京きようの御ご所しよ内、内だい裏りにいるんですが、──これから帝みかどを解放します』
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「何故なぜ、こんな事を……」

　静まった安あ土づちの艦かん内ない食堂。そこで羽柴が肩を落とすのを、竹たけ中なかは見ていた。

　十じつ本ぽん槍やりの参さん謀ぼうは、長ちようの肩に手を置き、

「優ゆう等とう生せい程、どこかで〝これでいいんだろうか〟って思ってるっていう、そんな話じゃないですかねー……。おねーさん、明智さんの学生時代、知りませんけど」

「そんな事じゃ……！」

「ないですよね──」

　と、先さき程ほどの言げんと矛む盾じゆんした応答をされ、羽柴が上げかけた肩を再度落とした。

「すみません。愚ぐ痴ちです」

「いやいや、羽柴君も優等生だから気を付けて下さいね──。あ、あと」

　Ｔｅｓテスタメント．、と羽柴が応じた。食堂の表示枠レルネンフイグーアを一度窺うかがい、皆に会え釈しやくして。

「そろそろ私も出ます。……私は、私のやるべき事がありますので。竹中さん、明智さんの動静など見て、対応を御お願ねがいします。大おお枠わくはズレないと思いますし、保険もありますが、やはり、変化がある事は確かなので」
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　浅あさ間まは、流りゆう体たいの流れを感じていた。

　岩いわ戸とは分ぶ厚あつく、しかし、閉じていた時の感覚からすると、奥にはすぐ空間があるようだった。が、実際は違った。岩戸の内側は光に満ちていて、歩く事になって、

　……空間を広げてる？　〝花園アヴアロン〟とか、そんな感じで……。

　分ぶん析せき頭は一種の癖くせだが、思し考こうが散らからずに済むので良しとする。だから、テンションは高いなりに、自分の役目のようなものを検けん分ぶんや記録役、諸しよ事じの対応役として考えていると、不ふ意いに光が消えた。

　あ、という間もなく、ホールに出る。

　岩場だった。
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「……え？」

　浅間は、ふと疑問の声を口から出してしまう。内だい裏りで帝みかどの部屋というのだから、もっと綺き麗れいなものかと思っていたのだ。

　大体、いろいろな書物や物語の中では、内裏は屋や敷しきの方がメインで描かれていて、内側もそのイメージがあった。

　違った。

　ここにあるのは、岩場を削けずって作り出した広大なホールだった。半はん径けい百メートル程だろうか。今、自分達のいる入口から、中央のステージまでは高台で、真まっ直すぐにレールが延びている。だが見る限り、周囲は薄うす暗ぐらく、しかし幾いくつかの投光が、レールを中心とした通路と、ホール中央のステージを明るくしている。

　まるで発はつ掘くつ現場のようですね、と思うが、天てん井じよう側にも、

「あれ……、ガっちゃんの描いた絵だよ……！」

　見上げると、ホールの天井にそれがあった。

　照らされる造ぞう形けいは、天井を鏡かがみとして映したものではない。岩場を掘り、そして天井に彫ちよう刻こくしたのだ。そこに作られた彫刻は、確かにナルゼが昨日きのうに見せてくれたものと合がつ致ちする。

　顔の無い幼おさな子ごと、それを見守るようにして祝う人々。

「これが……、原げん盤ばんかな？」

「──いえ、違うと思います。時代的に見れば、非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進しん行こうで人々は環かん境きよう神しん群ぐんに会い、そして聖せい譜ふを作って行った訳わけなので、逆に最後か、その辺りで作られたんじゃないかと」

　そう、とナルゼが言った。そして彼女は半はん目めで首を傾かしげ、

「……私、あれ必死になって描く事なかったんじゃない？　ここにあるなら」
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・俺　　：『うわー……、これ、俺おれフォロー出来ねえ──。誰だれだっけ頼んだの』

・副会長：『わ、私だよ！　仕方ないだろ、内だい裏りの中なんて知らないんだから！』

・●　画：『えぐっ、えぐっ、マルゴット、聞いて？　正まさ純ずみが酷ひどい事言うの、知らないから責任取らないとか。酔よってたから認にん知ちしないってのとロジック同じよね』

・金マル：『うんうん酷いねガっちゃん。今度ここを資料にセージュンでエロ同どう人じん描こうね』

・あさま：『……あの、描いても障さわりで情報として認められなくなる気がするんですが』
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　相変わらずですわねー、とミトツダイラは思った。

　正直、浅あさ間まがテンションを上げつつ落ち着いてきているのと同じように、自分の方も段だん々だんと余よ裕ゆうが出てきた。王がいつも通りで、足あし下もとを両腕うでが左右を警けい戒かいしながら移動しているとか、そういうのもあるのかもしれない。

　つまり、アウェイではあるが、自分達はホームだ。ならば、

「よく来たね」

　ホールの手前側にいた光みつ秀ひでが、こちらに手を上げた。

　距きよ離りにして十五メートル。背後にある背の高い円えん柱ちゆうは竜りゆう脈みやく炉ろだろうか。

「じゃあ、ちょっとまず、答えて欲しい。──さっき、副ふく会長が十八番さんに答えたと思うんだけど、もう一回それを、私として聞きたいです」

　先さき程ほど正純が、ショックを受けるな、と言っていた事だ。その問いかけとは、

「帝みかどとは、何なのだと思う？」

　彼の疑問に、こちらが何かを思うより早く、正純が即そく答とうした。

「──自じ動どう人形だ」
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　正純は、はっきりと言った。回答は二度目だ。ならば確信も覚かく悟ごもある。だから、誰よりも先せん頭とうに立ち、道を付けるつもりで、

「黎れい明めいの時代、環かん境きよう神しん群ぐんとの対話に、何を使ったか。いろいろな技術があったろうとされるが、解わかり易やすいものがある。──自動人形に、それを降ろし、宿らせるのだ」

　つまり、

「環境神群の降りた自動人形。その存在が帝で有り、制せい御ぎよ器きとされる三さん種しゆの神じん器ぎとは、環境神群を自じ動どう人形に留め置く固定器だ」

　言った先、光みつ秀ひでが頷うなずいた。

「──正解です」

　と、彼が一歩を横にずれ、後ろにあるものを見せた。

　……あれは……。

　椅い子すと、そこに座る影だった。

　白い服に身を包んだ、一人の人形だ。
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　黒い髪かみに、小さな金の飾り。後は白しろ無む垢くをボリューム付けたような衣い装しよう。

　その姿すがたを見て、トーリは思った。美人だなあ、と。

　確か、大だい地ち母ぼ神しんって言うんだっけか。こういうの。だけど、誰だれに似てるか、ちょっとはっきり言えない。

　ホライゾンに似てるようだし、浅あさ間まやネイトにも、姉ねえちゃんにも、母かあちゃんや、ママンとか、ヨシコーとか、ああ、セージュンなんかにも……、って切りがねえな。

　だが、そういう定かではないイメージとは別に、確かな事が一つある。

「……小せえんだな」

[image: ]

「え？　意い外がいと背はあるようで、百七十くらいと……」

「いや、背じゃなくて」

　ホライゾンのビンタが来た。

「い、痛え──！　何今の凄すごい音！　初めて聞いた！」

「トーリ様、服の上から判はん断だんとは何事ですか。実際に、揉もんでみないと、解わからない。ハイ」

「──揉んで確かめ　揉んで前向き」

　揉むとビンタがもう一発来た。

「オ、オメエは、点てん蔵ぞうとメアリみたいに少しはな……！」

　あの、あの、と鈴すずが浅あさ間まと共に割って入る。彼女は光みつ秀ひでを指さし、

「ほう、ち」

「あ、いや、すみません、何か見てしまってました。ええと、とりあえず──」

　彼が、正まさ純ずみを見た。

「どうして、解りました？」

「帝みかどとは〝何なのだと思うか〟と聞かれたんだ」

　正純が言う。一度、胸に手を当て、

「いろいろな、何かではないかと思ったが、違うとも思った。そして明あけ智ち公こう、貴方あなたと私達の共通項こうを思った時、ある一つの事が、思い浮かんだ」

　それは、

「東あずまだ」
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　この事を、正純は冷れい泉ぜいに確かく認にんをした。光秀と東は知り合いなのだ、と。

「冷泉が私に貴方と同じ謎なぞを掛けるなら、それが鍵かぎとなる。だから私は、逆に東の事を除外して、帝の事を考えて見た。そして、冷泉に東の事を問うたら、彼女、東については〝帝の御お子ことして、そういうもの〟だと言ったのだ。

　──帝は〝何〟だ。東は〝そういうもの〟だ。帝については実質を差していて、東については解かい釈しやくを差している」

　だから、

「東が、帝の子として解釈が必要な存在ならば、──東は、除外して考えるべきだ」

　正直、あまり考えたくない事だ。だが、これは多分、真実だ。

「帝としての全ての要件に該がい当とう出来るのは、──自じ動どう人形だ」
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　戻ったら、東の愚ぐ痴ちを聞くかなー、とトーリは思った。だけどミリアムとイチャついてんだっけ？　だったらいいか？　とも考える。

　すると　光みつ秀ひでが頭ず上じようを仰あおいだ。

「……難しい答えを、有あり難がとう。話が進められます」

「あー、ちょっと待て、オメエ。……余よの事、どう思ってんだ？」

「余？　あ、いえ、えーと、Ｔｅｓテスタメント．、……訳わけは後で話しますが、幸いになって欲しいと、そう思ってます。だからこそ、貴方あなた達の元へと行く手て筈はずを付けました。武蔵むさしならば、何があっても受け入れてくれるだろうと」

「言葉上手うめえなあ、オメエ。──確かに余、今、彼女作って子供いてハッピーだぜ」
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「ミ、ミリアム！　今、余の出しゆつ自じとかで結けつ構こう重めの話なんだから表示枠サインフレームを取り上げないで！」

「ぱぱとままがべっどのうえでせっくすしてるー」

「ちょ、ちょっと、余よ計けいなところはカット！　カット機き能のうないのこの表示枠！」
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　何か余から抗こう議ぎが来たが、トーリは気にしない事にした。代わりに浅あさ間まが俯うつむき気ぎ味みに上手く丸め込む返へん神しんをしているから、浅間には後で菓か子し作って[image: ]しかられとかねえとな。

　だが天てん井じようを仰あおぐ光秀の視線の先、帝みかどとされた人形の上に、三枚の表示枠が緩やかな旋せん回かいをしている。長さ二メートル程あるそれらは、

「三さん種しゆの神じん器ぎです。……鏡かがみが通つう神しん用、玉ぎよくが制せい御ぎよ用、剣がセキュリティ。既すでにどれも、私の〝力使ジブリール〟で言う事を聞くようになってます」

「何が望みだ？」

　正純の問いに、光秀が肩をすくめた。

「この制御系を無効化し、彼女を環かん境きよう神しん群ぐんの元に戻します」

「……重じゆう奏そう世界の崩ほう壊かいのような事じ態たいが生じるのではないのか？」

「重奏世界はもうありませんよ。極きよく東とうも安定している。今、環境神群は、長い時間掛けて暴ぼう走そうさせた外がい界かいの環境を修正しつつあります。それは同じくらい掛かるかもしれませんが、今はもう、そういうレベルになっていて、権けん限げんなど奉ほう還かんした方が作業は進む筈はずですね」

「あー、ちょっと」

　割り込みとして、手を上げる。

「それ、その姉ねえちゃんは望んでんの？　だって、中身なくなったら、空からだろ？」

「どちらかというと、環境神群にこの身体からだを預けてるんです。──返すんですよ。もう、魂たましいなどは無くしてしまっていますけどね」

　言って、光秀が彼女の服の左胸を示した。後ろ、ネシンバラが、あ、と声をあげ、

「０００３……。一ひと桁けただよ！」

「いやオメエ、俺おれなんか出席番号いつも二番だぞ。姉ねえちゃんの次で」

「フフフ、私一番よね！　浅あさ間まは三番！　ほら、どうなの!?」

　鈴すずと浅間と、今度はミトツダイラまでついて割りに来た。すると正まさ純ずみが光みつ秀ひでに、

「すまん。ちょっと馬ば鹿かがやかましくて」

「ば、馬鹿って言ったヤツが馬鹿なんだぞ！　へへ、馬──鹿！」
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「ベラスケス君、音だけだけど、かなり見苦しいね」

「まあ、現場は円えん滑かつに進んでると、そう考えていいんじゃねえか」
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　あのなあ、と正純は言った。馬鹿を指さし、

「今、大だい事じなところなんだ。馬鹿をやってるのはお前だけだろう葵あおい。ここまで皆、しっかりやってきた。その成果がこういう場所で有り、時間だ！　そうとも、これは我々が今までやってきた成果だぞ！」

　そうだね、と光秀が頷うなずいた。そして彼は、

「カルロス一いつ世せい達の暗あん号ごうも解かい読どくし、言っている謎なぞについても解わかっているのでしょう？　先生達の計画の事や、スラブ云うん々ぬんの言葉遊びや、いろいろが」

　は？　と思わず声が出ていた。

　……計画？　スラブ云々？

　何やら鈍い汗あせが出るが、後ろで小さく、伊だ達て家け副ふく長ちようが呟つぶやいた。

「……暗号は解といたけど、読めない部分や、何を意味しているかは解ってなかったんじゃなかったかしら」

「うん、本ほん能のう寺じの変へんまでに、くらいの期限付きで……」

　その声を聞きながら右手を挙げるのは、かなりの修しゆう練れんだった。

　気まずい、と、そう思いながら、自分は言った。

「すまん。……そこまで解けてない」

「えっ」





●






・金マル：『えっ、て言われた、よ……』

・貧従士：『……あの、これ、来るの、ちょっと早かったんじゃないですか？』

・十ＺＯ：『いや、どっちかっていうと、ろくに話聞かずにラスボスまで来て、ラスボスの解説を画面この辺りにあるスキップ連打で流してる感では御ご座ざらぬかな？』

・ホラ子：『というか夏のイベントや嫌いやがらせや指チュパや不ふ意い打うちキッスに夢む中ちゆうになって、夏休みの宿題が疎おろそかと言うアレですねえ』

・銀　狼：『ちょ、直近のネタだからって、ピンポイントに来ましたわね!?』

・●　画：『結局、最大の馬ば鹿かは誰だれなのかしら？』

・未熟者：『何だあ──！　何だ皆！　期日があったというのに、僕をそんな目で見るな！　僕の心の白い翼つばさが赤く染まっていくよ……！』

・約全員：『絶ぜつ好こう調ちようだな……！』





●






　ミトツダイラは、皆が鈍い汗あせを搔かく中、正まさ純ずみが俯うつむいて右手を挙げるのを見た。

「すまん、明あけ智ち公こう、……後で解かい読どくしとくので、解わかる範囲で話を進めて、くれ……」

　ここまで追い詰まる彼女を見るのも珍めずらしい。だが明智も、

「ああ、まあ、私も総じて出来の良い方ではありませんでしたから。ええと、じゃあ、解る範囲から話をしていきましょう」

　まず、と彼は言った。

「皆の友人、東あずま様ですが、──帝みかどは自じ動どう人形で、中身は環かん境きよう神しん群ぐんで、当時の事じ務む方かた自動人形として、出産能力を持っていません。だから正式には、東様は、帝の直接の子ではありません」
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　東は、ベッドの上で、通つう神しんからの言葉を聞いていた。

　先さき程ほど、正純が光みつ秀ひでの問いに答えた時から、妙みような胸むな騒さわぎがあったのだ。

　まさか、というのは、今までに幾いく度ども考えてきた事だ。冗じよう談だんめかしてミリアムに言った事だってある。しかし、

「光秀様が、余よの事を……」

　明めい言げんされた。だが、だとすれば、

「余は──」

　と、呟つぶやいた時だった。不ふ意いに両の肩に、重さが来た。

「馬ば鹿かね。よくあるパターンみたいな落ち込み方、しないでよ」

　ミリアムだ。彼女がこちらの背に乗るように、両の肩から抱いてくれる。そして自分は気付いた。ミリアムは、脚あしが動かないのだと。それなのに、位置を変えて上から抱いてくれるのは、

「有あり難がとう」

「Ｊｕｄジヤツジ．、そう。それでいいの。──貴方あなたは、誰だれであろうと何であろうと、何かして貰もらったら礼れいを言える人。他の人と関係を作れる人だったら、誰だろうと不ふ問もんよ。この武蔵むさしでは。

　そうでしょ？　余よ」

「う、うん、確かに外げ道どうな人達も多いけど……」

「ええ。貴方あなたが己おのれの存在の訳わけ不明を認めたら、私、訳不明の余と一いつ緒しよにいる事になるのよ？」

　それは、と東あずまは思って、苦く笑しようした。

「点数、どうなるか解わからないね」

「Ｊｕｄジヤツジ．、何もかも、これからよ。一回、戸と惑まどうのは当たり前。──聞いて」

　とミリアムに肩を揺らされる。そして正面、表示枠サインフレームを見み据すえたと同時に、声が聞こえた。

『十八番さんの話では、ある時、侵しん入にゆう者しや警けい報ほうが鳴り、駆かけつけてみたら、この三番さんが、一人の幼おさな子ごを抱いていたと言うんだ』
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「それは、……母無き子じゃないか！」

　ネシンバラの声に、光みつ秀ひでが、しかし首を横に振るのをミトツダイラは見た。

「彼は、三番さんの元に来たんです。そして東様は、調べてみると、精せい霊れい系けいとして、人の形と肉を得ているけど、本質的には人狼ルウガルウなどと同じ、そういう存在だと解った。だから東様は、三番さんが何らかの意い図とで地ち脈みやくから生み出したのだろうと、そう思っています」

「ハイ、ネシンバラ君ハズレでえええええす！」

「くっそお──！　今のミス、記録から消しておいてくれないか！　駄だ目めか!?」

　国こく宝ほう級の見苦しさですわね、と思うが、王も一緒なので記録消す時は両方で。

　ですけど、と自分は光秀に声を掛けた。髪かみを揺らし、疑問として、

「……東を還げん俗ぞくさせたのは、何故なぜですの？」

「帝みかどが、これです。だから、十八番さんから、かなり口を濁されながら頼まれました。東様がいると、そこからコネなどをもって、帝に近づこうとする人がでるだろう、と。

　そしてそれは、東様のためにもならない。帝の事は秘ひ匿とく。そうしなければならない」

　何故なら、

「帝とは、環かん境きよう神しん群ぐんの管理役ではなく、ただ環境神群と直接の対話とアクセスが出来るシステムである。そんな事じ態たいが解ったら、各かつ国こくは、どうしますか？」

「ちょっと待ってくれ。……そこに何か問題があるのか？」

　今の正まさ純ずみの言葉に、自分も頷うなずいた。光秀の言げんには、おかしなところがある。

　それは、今、上空にある三さん種しゆの神じん器ぎもだが、

「……環境神群にアクセスし、命令出来るなら、簡かん便べんだろう？」

「そうですわ。別に、帝が実際はその交こう渉しようシステムだったとしても、各国間で不ふ可か侵しんや管理の条約を作れば、不ふ都つ合ごうはありませんわよね？　三種の神器もありますし……」

　と言いつつ、自分も気付いた。それは、もしもアクセス自体が問題ならば、

「まさか環かん境きよう神しん群ぐんには、……触れてはならない何かがありますの……？」

「どういう事だネイト！　つまりこういう事か!?」

　と、王が帝みかどの方を向いて、いきなりズボンと下した着ぎを下に落とした。
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「おい！　Mouri-01！　何だこのいきなりの雨！　空が晴れてるのに異常気き象しようか!?」

「姫ひめ様！　何かよく解わかりませんが、洗せん濯たく中ちゆう隊たいを急いで出場！　取り込みを！」
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「や、やめて下さい！　繊せん細さいなんですから変な刺し激げきを与えないで！」

　そういうものなのか、と思いながら、皆が馬ば鹿かを取り押さえるのを正まさ純ずみは見た。

　何か毛もう利りからこっちに抗こう議ぎが来ているが、それ証しよう拠こないだろ。だがまあ、実際、このような事があるのだとしたら、

「これだけで、確かに充分に重じゆう大だい事じだが、違うのか？　この程度のトラブルなら、馬鹿排はい除じよの条じよう項こうでどうにかなると思うが」

「それは、環境神群の事が解わかっていないからですね」

　では、と光みつ秀ひでが言った。

「──黎れい明めいの時代、人々は環境神群を介かいし、何にアクセスしようとしたのでしょうか」
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・俺　　：『今みたいに、天気じゃねえの？』

・十ＺＯ：『いや、環境なので、地ち殻かく運動とか、海流とか、その辺りもで御ご座ざるよ』

・未熟者：『正確には、地ち脈みやくそのものだよ。万ばん物ぶつにアクセス出来る事になる』

・不退転：『でも、それにアクセス出来て、どうなるのかしら』

・未熟者：『え、ええと、それは当然万物を──、どうなるんだ？』

・金マル：『ええと、……というか、それって、どうにか出来るものなのかな？』
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　ナイトの言葉に、浅あさ間まは首を横に振った。光秀に視線を向け、

「……地脈にアクセスするならば、たとえば地脈炉ろとか、地脈間通つう神しんでもやってますよね？　でも、アクセスしたところで、地脈は渾こん然ぜんとしていて、何も定かでは無い莫ばく大だいな流れなんです。だからそれにただアクセスしても、たとえば地表を弄いじるとか、そういうのは無む理りです」

「浅間様、つまり、割ったスイカの赤い実を食っても、皮の形を変える事は出来ないと、そういう事ですね？」

「ええとまあ、そんな感じです。地ち脈みやくの表ひよう層そう、と言ったら変ですけど、具体がはっきりして〝型〟がなければ、それは単なる流れなんです。だから環かん境きよう神しん群ぐんという代だい役やくを立てて、地ち表ひよう管理をした訳わけですが、それを介かいして地脈に直接アクセスして、一体何が出来るのか……」

　しかし、そんな事は承しよう知ちの話だろう。今は考えるべき時間。

　ならば黎れい明めいの時代、人々は地脈にアクセスして、何をしたのか。

　……通つう神しん？　輸ゆ送そう？　それとも燃ねん料りようを引き上げ？

　考えながら、浅あさ間まは思った。頭の固い考え方ですね、と。自分は、きっと、この手の技術や情報に詳しい分だけ、縛しばられてる、と。だったら、

「トーリ君？」

　頼る。すると、彼が首を傾かしげていた。

　彼もまた解わかっていないのだ。だが、そこに妙みような安あん堵どと可笑おかしさを感じていると、

「……あのさ、浅間。じゃあ何で、黎明の時代の連れん中ちゆう、この娘こを用意したんだよ？　前、奥おう州しゆうのタイコーと話した時とか、そこら、なかったっけ？」

　あった気がする。だから皆の視線の先、ちょっと待って、と手で制しながら、ハナミと一いつ緒しよに検けん索さく。すると、

　……あった。

　非ひ衰すい退たい調ちよう律りつ進しん行こう。黎明の時代のそれには、ある目的が掲かかげられていたのだ。

　幾いくつかの本にも載のっている事。その内容を、浅間は読む。

「……決まりは四つ。


　第一は、絶対に人類を滅ぼさず、保ほ護ごし、存続させる力を得る事。

　第二は、環境神群との対話を通じ、世界の激げき化かを止める事。

　第三は、外がい界かいの激化環境への対応と克こく服ふく、人口増加への対応として、この極きよく東とうをコピーした重じゆう奏そう神しん州しゆうを位い相そう空間に作る事。

　第四は、人々の道みち標しるべとしての聖せい譜ふを作る事。



　これら四つを統合して、非衰退調律進行といいます」

　そして、全体をまとめた大目的があった。その内容は、


「〝運うん命めいを補強し、滅びぬ運命を手にしていく事〟」



　浅間は答えを見つけた。

　万ばん物ぶつの流れ。人々が捉とらえようとしたもの。それは、

「──時間や、存在や、因いん果がの何もかもをまとめたもの」

　答えは見えていた。アクセスしてからの方法はまだ解らないが、

「運命です。──全てをまとめた地脈の膨ぼう大だいな流れの正体を、運命だと、当時の人達は見切ったんです」
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「お見事」

　光みつ秀ひでは、後こう代だいを褒ほめた。

　今まで、いろいろな情報を集め、ここに辿たどり着いたのだろう。

「あまりにも大おお事ごとなためか、人々はその事実と方法をここに隠いん匿とくしたようです。そして後に、北ほう条じよう・時とき頼よりが、各地を行脚あんぎやする中で調査を進め、後に私の二代前となる先生、織お田だ・信のぶ秀ひでが、戦せん国ごく時代に織田家が京きようとの関係を持つ事から、南なん北ぼく朝ちようの研究等を進め、理解しました。

　一人ではなく、間に、幾いく人にんもの先生と生徒がいて、また答えに辿り着いた訳わけですね」

　つまり、

「黎れい明めいの時代、人は、環かん境きよう神しん群ぐんを介かいし、環境の軟化とは別で、一つの操そう作さを地ち脈みやくに対して行ったんです」

　それは、

「運うん命めいを、人類の味み方かたにつける事、です」
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　馬ば鹿かな、と正まさ純ずみは思った。地脈は、膨ぼう大だいで、人が捉とらえられないものだと、今、そのように結論したではないかと。それなのに、運命を人類の味方につけるとは、

「運命が味方につくなら、ラックだなあ、それ」
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・長安定：『おい！　副ふく会長！　三征西班牙トレス・エスパニアとうどん王国が大雨で抗こう議ぎで、上越露西亜スヴイエート・ルーシが気温上がって感謝されとるぞ！　コラ！　無視するなや……！』
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「セージュン、オメエ、ちょっと衝しよう動どうに駆かられてギャグ飛ばすのやめとけ。天てん変ぺん地ち異いだぞ」

「ああ、神かみ代よの時代、笑いの神達は一いつ斉せいに並んで打だ撃げきしあい、勝つごとに高い位置にいったというが、相当な天てん災さいだったのだろうな……」

　正純は呟つぶやき、しかし頭を横に振った。

「無む理りだろう。捉とらえ切れないものだぞ？　それに、どうして、運命を人の味方につけたなら、いろいろな悲ひ劇げきが起こる？　そしてまた、末まつ世せが起きるんだ？　おかしいだろう」

　言っていて思い出すのは、己おのれの過去だ。既すでに昔の事として、納なつ得とくはしているが、運命が人類の味方だったとするなら、

「何故なぜ……!?」

「二に境きよう紋もんですか。──そう、公こう主しゆですよね」

　と言った光みつ秀ひでの背後に、正まさ純ずみは光を見た。

　赤しやつ光こう、円を描いていくのは、

　……二境紋!?

　光秀は背後をちらりと見た。

「せっかちですね。もう少し、先生ごっこをさせて欲しかった」

「明あけ智ち公こう……！」

　言っている間に、光秀が、こちらに手を振った。

　彼の手から投じられたのは、翼つばさの形をした表示枠インシヤ・コトブだ。術じゆつ式しきと思われるそれは、

「持って行きなさい。──貴方あなた達が、明智・光秀です。私はここまでですから」
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　軽く飛んできた表示枠を、浅あさ間まは見ていた。それはホライゾンと彼に飛んだが、二人は、

「…………」

　無む言ごんで避けた。え!?　と直ちよく撃げきしそうになったミトツダイラが彼の背後にかわし、

「ちょ、ちょっと！」

　流石さすがに落とすのは悪いので、自分がキャッチ。すると彼とホライゾンが振り向き、

「じゃあ、浅間な？」

「どう考えてもワンオフで、面めん倒どうそうな術式ですしねえ」

「いやいやいやいや、私じゃ駄だ目めですよ！　ほら、トーリ君かホライゾンか！」

　だったら、と正純が手を上げた。

「一応、所有権はこの二人で、管理と運用は浅間が預かれ」

「イエエエエエエエエエ！　いい判はん断だんです正純様！　悪の幹かん部ぶ皆に仕事の割り振りを！」

「あの、私、悪の幹部……、というか、仕事が増えてる気が……、あと、これ、情報解除系けいなら、私の結けつ界かい解除系と被かぶるんですが……」

　皆、既すでにこちらから視線を外している。見れば彼がこちらに片手を立てて拝おがんでいるが、

「拝み方が違いますっ」

「じゃあ、頼むわ」

　言われると、どうしようもない。術式的にはムラサイ系。〝隠かくれ〟設定だと上下関係の操そう作さがいるが、とりあえず所有権のみでまず行こうと思う。そして、

「さあ、それじゃあ、これから君達の課題のヒントを出しましょう」

　言う光秀の背後に公主隠しのマークが走る。それを背景に、

「以前、私は言いましたね？　先々代の教員、織お田だ・信のぶ秀ひでが、公主の実在を証しよう明めいしたのではないかと」

　聞いた。有あり明あけの現場で聞いた、というのが何だが、確かに聞いた。そして、

「その意い思しを継ついだ元もと信のぶ先生は、ある計画を作り上げました」

「それは、創そう世せい計画ではないのだな？　半分当たりと、そう言われたのだから」

　そうですね、と言葉を作り、明あけ智ちが口を開いた。

「信のぶ秀ひで公こうのゴルゴダは、理論だけが先行していました」

　……は？

　そして、

「元信公のメサイアは、どうにか、出来たんです」

　解わからない。

　否いな、ゴルゴダも、メサイアも、単たん語ごとしてはよく聞くものだ。たとえば、

・未熟者：『ほら！　ほら！　やはり世界は裏の面を持っていたんだよ……！』

　……ああ、うん、何だかちょっと否定出来ない気が……。

　さあ、と彼が言った。

「これが最後だ。大だい事じな事を教えましょう。

　全ては動いていて、私達は失敗した筈はずが、上手うまく行っている可能性が出てきました。

　だから全て先生の言いなりではなく、私達にも解らない、次じ代だいに全てを任せようと思います。無責任に、見せてくれと、そのためだけに。だから──」

　だから、

「黎れい明めいの時代、人類は、どうやって、運うん命めいを味み方かたにつけようとしたのか。教えましょう。運命なんて、そのままでは武蔵むさし副ふく会長の言うように、捉とらえ切れぬものですからね」

　それは、と彼は、天てん井じようを指さした。

「顔の無い幼おさな子ご。──これが、その答えです」
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　ナルゼは、自分が描いた絵と同じものを見上げた。

　……これが、その答え……!?

　意味が解らない。

　否、それ以前に、人類は何故なぜ、運命を味方にしようとしたのか。

　遙か昔、上手く行かねば、滅めつ亡ぼうに繫つながる時代。

　ゆえに、運命を頼ったという事だろうか。

　改めて、ナルゼは頭ず上じようの絵を見た。

　顔の無い子。これはきっと、誰だれも彼もの運命を模もしたものだと、己おのれはそう思った。ありとあらゆる人が祝しゆく福ふくしつつ、その誰のものとも言えないのが、運命なのだから。

　だがそんなものを、味方につけられるのだろうか。

　上手うまく行ったとしても、その効果がどれだけのものか、自分達には解わからない。だって、自分が幸運だなどと思った事はまず無いのだ。そして今の世界を思っても、そう感じるのだ。

　笑ってなければやってらんねえ。武蔵むさしの空気は、幸運など余所よそだからこそだろう。

　恐らく、という前置きつきで、ナルゼは思った。

　……この計画は、失敗しているんだわ。

　そしてナルゼには疑問がある。正まさ純ずみが言ったような、何故なぜ、だ。

　何故、今、運うん命めいは人類に味み方かたしていない？　公こう主しゆも、末まつ世せも、何もおかしい話だ。

　大体、運命に〝型〟はあるのか。あっても膨ぼう大だいで捉とらえ切れぬだろうに。

　どういう事なのか。そして、どう行おこなったのか。

　問うてみようと、ナルゼは視線を下げた。すると、

「ガっちゃん」

　先に顔を戻していたマルゴットが、こちらの肩を叩たたいた。

　そしてナルゼは見た。

　正面にいた光みつ秀ひでが、消えているのだ。
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　ホライゾンは、眼前を見た。

　二に境きよう紋もんが生じた空間の下、赤い血のような光で、文字がある。それは、

「〝みつひでくん　きたのかい〟……！」

　ホライゾンは、はっとして正純に振り返った。右手を挙げ、

「イエエエエエ！　プレジデント正純様！　以前は〝光秀君　浜はま田だ〟でした！　今回は〝光秀君　北きた野のかい〟です！　さあこのダイイングメッセージ、浜田と北野、どちらが下げ手しゆ人にんでしょうか！　それともこれは三人の痴ち情じようのもつれ……！」

「何か言おうと思っていた事を大体全部言われたよ！」

　ナルゼ様が何かメモをとっているのが素す晴ばらしい。しかし、

「おや？」

　見上げると、光が散った。三さん種しゆの神じん器ぎだ。ホライゾンが首を傾かしげ、

「ナイフ、皿さら、箸はし置おきが──」

「違うよアリアダスト君！　誰が作ったのか知らないけどアイコン下手へたなのは見み逃のがそう！」

　ともあれそれらが、急速に分解。流りゆう体たい光こうとして散りながら、別の光を振り回し始めた。

　文字の海だ。

　幾いくつもの言げん語ごで書かれた文字の波が、自分達の正面、ステージ上を埋めていく。そして、

「わ……！」

　アデーレが足あし下もとを不確かにする程の揺れが来た。

　浅あさ間まが、表示枠サインフレームを開いて言う。

「……地ち脈みやくの反応が高くなっています！　何だか三つ、大きいのが、地下に行こうとしてますから、──三さん種しゆの神じん器ぎが管理していた環かん境きよう神しん群ぐんへのアクセス権けん限げんが、奉ほう還かんされるんです！」

　浅間が、表示枠サインフレームを開いた。産土うぶすな関連の状況を見た彼女は、眉まゆを立てて皆にそれを開示。

　広げられた一枚には、この場の管理者として、一つのロゴが出ていた。それは、帝みかどの太たい陽よう紋もんではなく、

「……二に境きよう紋もん？」

「フフ、違うわホライゾン！　中央にマルが小さくあって、左右の棒ぼうも突き出してないでしょ？　これはあれよ！　エロマークの書き損じよ！」

「環境神群のロゴですっ……！　ここはもう、帝の場として、その出力を置き換えていた場所じゃないんです！」

　周囲の莫ばく大だいな文字列に、自じ動どう人形が飲まれた。地ち殻かくは今こそ大きく揺れ、

　……光が……。

　ステージの中心から、青白い光が溢あふれてきた。段だん々だんと黄色くなっていくそれは、

「地脈です……！　目に見える形で出るなんて……！」

「あの、浅間様、ホライゾン、素そ朴ぼくに問いますに、どうしたら良いのでしょうか」

　浅間が、こちらの肩に笑えみで手を置いた。

「逃げましょう！　竜りゆう脈みやく炉ろもありますしね!!」

　見れば、地脈の中に、ステージ奥にあった金きん属ぞくの円えん筒とうが沈んでいく。それを見た馬ば鹿かが、首を傾かしげて言う。

「あれ、ドカン行くとヤバくね？」

「いえ、この状態が続いている方が駄だ目めです。今のままだと、安定するまで、環境神群などとアクセス出来る場が存続してしまいますから。

　だから、──竜脈炉で、縁えんを切るつもりなんです、あれは」

「……権限と、一時的に与えていた身体からだを奉還して、結ぶ口となっているここを、竜脈炉で地脈的に一度寸すん断だんするのね？」

「そうなります。だから、被ひ害がいとしては、地脈内ならば、表面的には限定的になると思います。ただ──」

　皆が、浅間の言葉に頷うなずいた。

「──早く逃げた方が得策だ!!」
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　わあ、と走り出した皆の中、二ふた代よの肩に担かつがれながら、正まさ純ずみは思し案あんした。

　……何が何やら、無む茶ちや苦く茶ちやだな。

　黎れい明めいの時代、何があったのかは大体解わかった。何処どこまでが本当かは解らないが、秘ひ匿とくされた事実を、幾いく代よにも渡って解といてきた者達がいるのだろう。それは北ほう条じよう・時とき頼よりであり、織お田だ・信のぶ秀ひでであり、元もと信のぶ公こうでもあるのだ。

　そういった流れの内、恐らく、元信公の派があり、光みつ秀ひではそこから外れた。

　外れて、こちらを押したと言う事は、自分達もきっと、外れているのだ。

　武蔵むさしらしい、と言うべきか。ただ、

「武蔵に戻るぞ。……きっと、今夜が勝負だ」

　つまり、

「今夜だ。本ほん能のう寺じの変へんは。──これはやはり、そこに繫つながるものなんだ」

　Ｊｕｄジヤツジ．、と皆が頷うなずいた。走りながら、途と中ちゆう、動かなくなった冷れい泉ぜいの脇わきを抜けると、

「こちらです！」

　先さき程ほど戦った自じ動どう人形達が、エレベーターの前で待っていた。

「上手うまく凌しのいでみるもので御ご座ざるなあ」

　二ふた代よの言う事も尤もつともだ。そして、表示枠サインフレームが開いた。見ればそこには、三征西班牙トレス・エスパニアの副ふく会長が映っており、

『──地表、三み河かわの時と同様の震しん動どうが生じています！　上で待ってますので、脱だつ出しゆつしたならば乗りなさい！　武蔵まで届けます！』
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　そして午後七時十三分。武蔵勢ぜいが御ご所しよから脱出し、三征西班牙の輸ゆ送そう艦かんに救助された後、三分程の間を空あけてから、激げき震しんが京きようの街に落ちた。

　震しん源げんの深さは地下三キロ。物理的な破は損そん状況としては、その位置を中心に、半はん径けい五百メートルの空白が生じたとされている。

　目立った陥かん没ぼつは御所を中心に、しかしその広さから、外へと広がる事はなかった。

　だが、流りゆう体たい光こうを浮かび上がらせた大だい地ちの亀き裂れつは、御所中心部を円えん錐すい状に吸い込み、建築物は何もかもが一気に三百メートル程の崩ほう落らくを得た。

　土の中、大石がぶつかる音と、建築物の折れる音が鳴り、暫しばらく嵐あらしのような響ひびきが生じた。その後で、直ちよつ径けい三百メートル程の大穴の底で、堆たい積せき物ぶつがシェイクされ、爆ばく風ふうを上げた。

　破は砕さい音と言うには騒そう々ぞうしい波音が響き、建築材の内、軽いものが塵ちりとなって空へと吹き上がる。それらは近きん隣りんの遺い跡せきや建物に落らつ下かするが、

「……先に、退たい避ひを促うながしていて良かったですね、フアナ様」

「Ｔｅｓテスタメント．、竜りゆう脈みやく炉ろの反応、埋めるべきかどうかは、京の住人の判はん断だんでしょうね」

　と、西班牙スペイン勢が武蔵勢ぜいと共に情報データを取っている間。武蔵側からは中ちゆう継けいの輸送艦がやってきていた。武蔵側も、西班牙側も、今は先さき程ほどまで敵であった事を横に置き、挨あい拶さつを交わし、そして武蔵むさし勢が武蔵に戻ったのは、午後七時になろうと言うところだった。

　皆が着ちやつ艦かんした時、まず生じたのは、どうするか、という雰ふん囲い気きだ。

　だが、とりあえず一ひと息いきという処ところで、広域の通つう神しんが来た。

　通神元はP.A.Odaからだった。羽は柴しばの声明として告げられるのは、

『本日、二十四時より、P.A.Oda主しゆ催さい、本ほん能のう寺じの変へんを始し業ぎようします』

　ええと、

『関係各員、皆様、振るっての御参加を御お願ねがいいたします。──Ｔｅｓテスタメント．』

　との事で、武蔵側は、正まさ純ずみがトーリの頷うなずきを得て決断した。

「武蔵は午後十一時半に出場。本能寺の変に介かい入にゆうする！──ここが勝負だ！　総員、全力を発はつ揮き出来るよう、準備や休きゆう息そくを取れ！」

　あ、と彼女はすぐに言い換え、

「うちの連れん中ちゆうはちょっとこっち集まれ！　情報の整理とか交こう渉しようするからな！　メシはその後だ！　おい馬ば鹿か逃げるな！」

　などと横おう暴ぼうがあったが、総そう勢ぜいの流れは決定した。

　本能寺の変を想そう定ていとした、短い会議と休息時間が始まったのだ。







[image: 最終章『争乱の担い手達』]
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「はあ？　本ほん能のう寺じの変へんに武蔵むさし勢ぜいが合ごう流りゆうするんです？　どういう事です？」

　左さ近こんの疑問に、三みつ成なりが畏かしこまるのを糟かす屋やは見た。三成は、琵び琶わ湖こ安あ土づち行きの甲かん板ぱんの上、K.P.A.Italiaの夜景としては最後となる東の街を背後に、肩をすぼめながら、

『それがまあ、成り行きと言いますか、何というか、身内の恥はじのようなものもあり……』

「三成がそう小さくなる事はありませんのよ？」

　そうですね、と頷うなずいたのは平ひら野のだ。彼女は、潮しおの匂においが消えていく風に髪かみを靡なびかせ、

「今夜、本能寺の変が始まり、事じ態たいが一気に動きます。

　私達は、山やま崎ざきの合かつ戦せんがありますから、まずはそれです。……いろいろと動きが出て、場合によっては本能寺の変で決けつ着ちやくしてしまうかもしれませんけど、そちら、出番はないので」

　だから、

「私達は、ちょっと焦じれながら、世界がどうなっていくかを見て、待つだけですね」

　彼女の言う通りだ。

　状況がいろいろ動き、正直、解わかりにくくなっている。スケジュールの調ちよう整せいもいるだろうが、

「……この夏休み、結けつ構こう充実してましたわ」

「私も、……糟屋とこれだけ一いつ緒しよなのは久しぶりですね」

　と、表示枠レルネンフイグーアが来た。見れば、琵琶湖安土からで、

「……あら、清きよ正まさがもう安土に戻りましたの？」

『Ｔｅｓテスタメント．、柴しば田た班はんの方、まだ福ふく島しま様が山から戻られてないので出しゆつ立たつ出来ないと、そんな連れん絡らくが可か児に様からありました』

　山……、と平野が首を傾かしげるが、福島は体育会系けいなので、それはそれで合ってるとも思う。だが、三成もまた首を傾げている。左近が、大おお谷たにと共に彼女を見て、

「どうしたんです？　三成様」

『何か連絡が来ているようですが、それが何か？』

　Ｔｅｓ．、と三成が頷うなずいた。

『何やら、丹に羽わ様や佐さ久く間ま様が、柴田班と合ごう流りゆうしたそうで。……そのような予定は聞いていなかったものですから、また微び妙みように予定の組み直しですね』

　さて、と彼女は言った。

『私達も、琵琶湖安土に急ぎましょう。──本能寺の変までには到とう着ちやく出来ると思いますが、どうなるか、ですね』
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　可児は、ちょっとした諦あきらめを感じていた。

　……これは、今夜は琵び琶わ湖こ安あ土づちに戻れないかもですね……！

　荷物はある。艦かんもある。だが、福ふく島しまがいないのだ。

　連れん絡らくによると、福島は荷物を担かついでこっちに急いでいるらしいが、時間が時間だ。何やら一度荷物を取りに行った際、そこで寝てしまったとか、何やら途と中ちゆうで鹿しかの群とあって和なごんだとか、言い訳わけになってない気もするのだが、福島がいつの間にか自然系けいアバウトになっていたという事に、ちょっと驚きもする。

　……山やま籠ごもりの効果ですね！

　恐ろしい。寝ね坊ぼうは八や百お屋やの敵だ。気を付けねば。鹿は知らん。

　だが、福島が来る前に、凄すごい来客が来てしまった。今、自分がいるのは、雪が消えた野原の陸りく港みなとで、そこに畳たたんだ荷物を布ふ団とんと一いつ緒しよに置いてあるのだが、

「丹に羽わ様ですか……！」

　丹羽の所有するP.A.Oda寄りの艦が、今、着ちやく地ちから荷物の搬はん出しゆつを行っている。補ほ給きゆうなんですかね!?　と思うが、役やく職しよく者しや達は全員、戦せん闘とう用装そう備びだ。

　向こうの艦の前、丹羽や、柴しば田た達が集まっている。どちらも初しよ見けんだが、柴田はすごく身体からだが大きくて見ただけで強そうだし、丹羽は今回、寒いせいもあってM.H.R.R.神聖ローマ帝国の制せい服ふくだが、これはひどくレアな格かつ好こうなのだとか。

　丹羽達が来て、武ぶ装そうの行き来が有り、慌あわただしいのは何となく解わかる。

　本ほん能のう寺じの変へんが起きる夜なのだ。

　可か児には、その辺りを概がい要ようとして聞いている。これから起きる事も何となく、だ。感想としては、

「凄すごいですね！」

　というのと、

「辛つらくないですか!?」

　というのが重なるのだが、後者を言うと、まつに頭を撫なでられて、森もりさんに「もっと君みたいな人がいてくれれば……！」と泣かれたが、どうなんですかねその辺り……！

　だが、柴田班はんは元々、本能寺の変を視野に入れて行動していたのだと言う。前まえ田だが言うには、本能寺の変に対して何処どこかが干かん渉しようしようとするなら、牽けん制せいを狙ねらうのだと。だからこそ、ノヴゴロド戦で引き、この位置に来たのだと。

　……だとすると、これから武蔵むさし勢ぜいに喧けん嘩か売りに行くんでしょうか……!?

　すると、向こうで、大きな手が上がった。

「おおおい！　可児くうううん!?　ちょっと来なさい！　ほら！　ほら！」

「……何か怪あやしいですよ柴田君、それ」

　いいんだよ、と言われるが、途と轍てつもない上うわ役やくに呼ばれたのは嬉うれしい事だ。柴田がさっき戻って来てから、実はちゃんと挨あい拶さつをしていない。それ程彼らが忙いそがしかったのだが、

「Ｔｅｓテスタメント．！　可か児に・才さい蔵ぞうと言います！　羽は柴しば班はん、福ふく島しま・正まさ則のり付きです！」

「うわあ、若いっ。──いい肌はだですね。すごい、これは野や菜さい食べてる肌……！」

「有あり難がとう御ご座ざいます丹に羽わ先せん輩ぱい！　うち、実家が八や百お屋やなので！」

　そうなんですか、と丹羽が微笑で言った。そして彼女は、眉まゆ尻じりを下げ、

「あー、でも、困りましたね。これから佐さ久く間まさんとも合ごう流りゆうで盛り上がるんですが」

「何がですか!?」

「Ｔｅｓ．、今、私、滝たき川がわさんの代だい理りなんですよ」

「滝川様ですか!?」

　滝川・一いち益ますは、小お田だ原わら征せい伐ばつでちょっと見た事がある。確か、蟹かに江え城じようの戦いで敗れ、引いん退たいをした筈はずだ。襲しゆう名めい解除も為なされている。だからその代理となると、

「補ほ給きゆう役やくなのに、大変ですね！」

「そうそう、大変なの」

　だって、と彼女が言った瞬しゆん間かん。後ろから両肩を柴田に押さえられた。

　え!?　と思ったなり、丹羽が笑えみでこう言った。

「うん、実はね？　私達、──これから賤しずヶ岳たけの戦いを宣せん言げんするんですよ」

「……は!?」

　賤ヶ岳の戦いは知っている。羽柴と柴田の、勢せい力りよく合がつ戦せんの決けつ着ちやく。山やま崎ざきの合戦に勝利した羽柴が、織お田だ家けを勢力として継つぐ事になったのに対し、それを織田家乗っ取りと見た柴田が、反はん旗きを翻ひるがえすのだ。だが、

「それは、本ほん能のう寺じの変へんの後で、山崎の合戦の後ですよね!?」

「ものは流れだ流れ！　解わかるか!?　可児くううううん!?」

　よし、と柴田が、こちらの両肩を上から叩たたいて、こう言った。

「じゃ、他の連れん中ちゆうが本能寺の変で騒さわいでる間、こっちは後こう輩はいの急速育成も兼ねて、賤ヶ岳の戦いやんぞ！　おい！　可児くうううん！　いいか!?」

　柴田が、笑ってこう言った。

「貴き様さま、とりあえず人ひと質じちな!?　逃げられるなら逃げていいぞ！　頑がん張ばれよ!!」
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　真さな田だにとっての夏の終わりの祭は、羽柴勢の合がつ宿しゆくや、総そう長ちよう信のぶ之ゆきの身の振り方を探るなどして、九月にまでズレこんでいた。

　巫女みことして祭の儀ぎ式しきなど担当する海うん野のとしては、ジャージではない服をこのところ着るねえ、という感覚で、とりあえず火を熾おこし、捧ささげ、祝のり詞とを読んで、舞まいと音楽を奉ほう納のうしたら、

「よっし！　無ぶ礼れい講こうだ!!　好きに騒げ皆！　歌の一番手誰だれだ!?　お前！　お前は一番って顔してんぞ！　ほら上がれ！　歌えるの何だ!?　歌えばテキトーに進行合わせて鳴らしてやっからとっとと歌え！」

　などとやって、屋や台たいも立ち上がるなどして、相応に盛り上がっていた。

　その中で、京きようでの情報や、本ほん能のう寺じの話などもあったのだが、

「……真さな田だはもう、関せきヶ原はら態勢で、ついでにいうと、こっちにいるのはそれ以後の江え戸ど幕ばく府ふ見えてるような感じだから、あんま気にしないんだね」

『つーか、今から興きよう味み持って向こういっても、どうしようもねえだろ』

　確かに、と酒を飲む虎とら秀ひでに頷うなずいている間に、柴しば田た勢ぜいが賤しずヶ岳たけの戦いを始めるとか、そんな話までやってきた。

　柴田とは、P.A.Oda時代に、面めん通とおしまではした事がある。あれは襲しゆう名めい前だったが、そこそこエリートだったので、彼が教きよう導どう院いんに寄った時に皆で挨あい拶さつをする機き会かいがあったのだ。

　何となく気になったので、神じん社じやの横で、皆が酒さか盛もり状態になっているのを見つつ通つう神しんする。

・ＵＮＯ：『おーい、清きよ正まさ、そっちどうなの』

・巨　正：『え？　う、宇う野のさん、……お知り合いでしたでしょうか』

　へへへ馬ば──鹿か！　と虎秀が容よう赦しやないが、気にしない。

・ＵＮＯ：『海うん野のだよ、字じ数かず入らないの。──何かそっち、凄すごい事になってる？』

・巨　正：『え、ええ、来たばかりなのですけど、早々に仕事振られて、さっき浅あさ野のさんが片かた桐ぎり君に思い切りブチキレてちょっと面めん倒どうな』

　望もち月づきに聞かせてやりたい話だ。だが、

・ＵＮＯ：『まあ、慌あわててられるなら余よ裕ゆうある証しよう拠こだよ。ひどくなるとパンクして、何もかも投げ出すからね』

・巨　正：『ええ、頑がん張ばります。あの、そちらは──』

　彼女の言葉に、海野は表示枠サインフレームを皆に掲かかげた。音声入力を入れると、皆が声を揃そろえ、

「飲んでまあ──す!!」

・ＵＮＯ：『──大体解わかった？』

　問うた先、ややあってから、清正の押し殺した笑い声が聞こえてきた。

・巨　正：『す、すみません、思い切りハマっちゃって。でも──、ええ、どうも有あり難がとう御ご座ざいます。何だか気分的に落ち着きました。私達の慌ててる事、実は、ちょっと離れてみると、お祭りの肴さかなでしかないんですね、って』

・ＵＮＯ：『そうじゃないものなんて、恐らく、何処どこにもないよ。──いろいろあるだろうけど、頑張りな。ああ、あと……』

・巨　正：『何です？』

・ＵＮＯ：『アンタさ、皆で寝てる時でも、夢で見てる相手の名前を寝ね言ごとで言うの、やめられるならやめた方がいいと思うんだ』

・巨　正：『は!?　あ、いえ、あの、もし!?』

・ＵＮＯ：『〝あっ、ちょっと、まさのり様……！　そんな硬いの、力ちから任まかせに駄だ目め、駄目です、ちゃんと、塩を揉もんでから……！〟って胡瓜きゆうりの浅あさ漬づけで何盛り上がってんの一体』

・巨　正：『あ、浅漬け、美お味いしいですよね!?　夏の朝にはいいですよね!?』

　必死に誤ご魔ま化かそうとしてるのが笑える。だが、

・ＵＮＯ：『応おう援えんしとくよ、新人だけど巫女みこだから。御守り作って送ろうか？』

・巨　正：『え？　あ、あ、御お願ねがいします……』

　うちはイザナミ。恋愛で作ると凄すごく面めん倒どうそうだなあ、と思うが、

・ＵＮＯ：『まあ頑がん張ばれ、ギスギスしたらうちに来な』

・巨　正：『……有あり難がとう御ご座ざいます』

　そればかりな女だねえ、とは思う。ただ、それを区切りに通つう神しんを切った。向こうもそれでいいだろう。そして思うのは、

　……時代は、動いていくか。

　ここから先、多くは関かん西さいで歴史は動く。それを終えたらこちらなのだが、どうなるか。だが、

『あの、海うん野の様』

　境けい内だいの脇わき、南側の参さん道どうから、望もち月づきが来た。

「は？　何だい、一体」

『Ｔｅｓテスタメント．、海野様へのお客様です』

　誰だれ？　と思うが、身を曲げて追ってきた虎とら秀ひでも、首を傾かしげる。しかし、そんな風ふうに待っていると、望月の会え釈しやくと共に参道を一つの影が上がって来た。

　一人の少女だった。恐らく中ちゆう等とう部ぶくらい。黒の髪かみに、衣い装しようは極きよく東とうの制せい服ふくだが、北ほう条じようの飾りがついている。彼女は、行ぎよう商しよう道具の入った商人専用ザックを背負い直し、

「え、ええと海野様ですか？」

『おお、このおっかねえルックスが海野な』

　虎秀が言うと、地ち竜りゆうがいる事に気付いた少女が引いた。あまりに見事に固まるのは、竜を間ま近ぢかにした経けい験けんが無い……、普通無いな。そういうものだ。こちらは笑って彼女の肩を叩たたき、

「ま、あれはああいうオブジェだと思って。──で？　あたしに、何？」

　Ｔｅｓ．、と少女が懐ふところに手を入れた。一いつ瞬しゆん、戦せん闘とう系としては警けい戒かいするが、望月が首を横に振った。既すでに彼女が検けん分ぶんしているらしい。ならば、と思って見たのは、

「これを、預かってきました。……北条の水すい源げんを護まもった方から」

　差し出されたのは、長い針はりの束たばだった。

　……おいおい……。

「あの、夏休み中に、と言われたのですが、北条のいろいろがありまして、すみません。名前も教えて頂いただけなかったのですが、え、ええと」

「あ、ああ、うん」

　先さき程ほど、竜りゆうを見た少女を笑えない。たかが千本を見ただけで、これだけ手が震えるとは。

　だが、少女が言った。

「真さな田だの海うん野のに、これを、と」

　言われ、受け取った時、不ふ意いに視し界かいが歪ゆがんだ。

　……馬ば鹿か野や郎ろう。

　終わったと、そう思った。自分の中の、一つの蟠わだかまりに、完全な決けつ着ちやくが付いた、と。

　終わりだ。

　ここから先、たとえばこれを根ね津づに渡しに行くとしても、自分はまず、前線に自ら行こうとは思わないだろう。

　自分にとって、もう、戻るべき場所はここで。

　そしてまた、自分が今したいのは、戻るべき場所を作る事なのだ。

　ああそうだ。

　かつて清きよ正まさを相手に言っていた事は、自分に対しても言っていた事だ。

　だがそれらが、ここで全て真実となった。

　言い聞かせるのではなく、時間の経過と事実によって、楔くさびされたのだ。

　そして涙が零こぼれた。その瞬しゆん間かん。森の中から地ち竜りゆう達が立ち上がり、背後の皆が立ち上がり、こちらを一いつ斉せいに指さして、

「泣かされたあ──!!」

　下手へたな気を遣つかうんじゃないよ。馬鹿。
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「御お嬢じよう様さま！　御嬢様！　また気き遣づかいなく、今度は柴しば田た班はんが賤しずヶ岳たけの戦いを……！」

「くっそ！　こっちは本ほん能のう寺じの変へんに集中や！　副ふく会長何処どこ行ってんねん!?　浅あさ間ま神じん社じやで会議の後に〝向こう水〟で風ふ呂ろ!?　ナメとんのか……！」

　九月二日の、夜は長い。
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あとがき




　そんな訳わけで『境きよう界かい線せん上じようのホライゾンⅧ下』をお届けいたします。この巻で夏休みも終了と言う事で、早さつ速そくターニングポイントだったり何だったりという感じですが、これまでの積み重ねを含んで始まっている「転てん機き」みたいなものが、恐らく、当時の武ぶ将しよう達の感じた「あれ？　潮しお目め変わって行く？」にちょっとは近いのかなあ、と思ったりです。

　というか、夏休み明けでクラスの半分くらい入れ替わってたら、ビックリするだろうなあ……。いや、当時の流れって、情報の断絶性という意味も含めて、多分、そのくらいのインパクトがあった筈はずで。

　そこら辺、夏休みでも皆が寄るコンビニとかモールとか（京きようとかは、当時のそんな感じの場所です）によく出向いたヤツの勝ちだったりしますが、地方大会とか勉強頑がん張ばってるとそんなの全く耳に入ってきませんやね。

　んで、ここら辺は、やはり欧おう州しゆうなんかでもあまり変わりません。伝令や手紙は制度化されてる国が大半ですが、伝でん聞ぶんや遅ち延えんは当然ある訳で。国土が広ければ広い程、末まつ端たんの動きが頭まで来ない恐きよう竜りゆう化が進む感じで。だから絶対王おう政せいを進めるのは、伝でん達たつ先を一つにまとめ、国こつ家かとして小回りを利かせる対たい処しよでもあった訳です。対し、領りよう邦ほうがそれぞれの都つ合ごうで動いた神しん聖せいローマ帝てい国こくは、伝達と指し示じが嚙かみ合わず、全体として衰すい退たいし、情報インフラや国軍など可能な限り対処し、まとめ役としての王を立てたフランスは発展した、という面もある感じですね。

　さてチャット。

「学生時代の痛い話ある？　最近は幼よう稚ち園えんまで網もう羅らするようになったよ」

『保育園のプール開きでさ、プールサイドで転んで立ち上がったんだけど額ひたいパックリでさ。流血したままプールに倒れたらその年のプール時間無くなった話する？』

「おいおい意い外がいと幼よう少しようからやる事やってんな君ら」

『じゃあ、保育園の大おお掃そう除じだ！　って言って、先生の手伝いで屋や根ね裏うらに上がった時、テンション高くてジャンプしたら、上の柱はしらから真ま下した向きに釘くぎが出てて頭から突き刺さってさ。そのまま頭部大流血で一階の床に転げ落ちて事件になった話する？』

「だから何で頭部流血なんだよアンタ」

　つーか子供時代って何でか頭に怪我けがしやすい気が。さてまあ今回の作業ＢＧＭは、GReeeeNで「BE FREE」。踏み出す歌だなあ、と聴きくたびに思います。

　ともあれ今回、

「誰だれが一番に踏み出したのだろう」

　とか、そんな感じで。では次はヘクセンやＧＴ挟んだりですが、少々お待ち下さいませ。


平成二十七年三月　幕まく張はり行きの朝っぱら　　　　　　

川かわ上かみ　稔みのる



















本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。
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